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国 序 

満 洲 の 苗 類 は 今日 まで 人 り 調査 せら れ て 居 ら ぬ と と は 本 編 線 論 

に 大 骨 逃 べた 通り で ある が 余 は 大 正 七 年 滴 鐵 に 入 定 し て 以来 今日 

に 至る まで 機 會 の ある 毎 C 其 調査 に 意 を 注い で 居 つ た が 今 其 の 手 

訪 を 整理 し た 虚 が 其 四 百 五 十 種 計り 達し 痢 藤 賢 道 氏 や 長 西 廣 

輔 氏 の 調査 し た も の や 赴 人 Skvortzow 氏 の 記 枕 し た も の を 加 へ る 

と 約 五 百 種 に 達する の で 輝 れ を 全然 捨て \ 仕 舞 ぁ ふ の ゃ 心許ない 様 

な 感じ が する の で 旨 め て 見 る 烏 に な り 本 年 一 月 稿 を 起 し た が 思ふ 

様 に 由 を 得 ら ちら れ ぬ の で 一 日 に 一 枚 書 き 二 枚 書 き し て ヤツ ッ ト 今 脆 稽 

- す る と と が 出來 た 。 

本 報 文 に は 各 菌 の 寄主 に 及ぼ す 影 響 や 状態 等 も 記載 し や うと 思 

ふた だ けれ ども それ で は 人 鱗 り に 頁 敷 が 多く な る の で 単 C 目 鐘 的 K 普 

べ て 必要 と 加 は る ょ ヽ 部 分 丈 け 少 し 宛 の 記事 を 加 ふ る と と に し た そ 

し て 所 調 墓 と 入 す る も の は 之 れ を 除外 し た 之 れ は 其 標 本 を 探 集 す 

る の 特別 の 注意 を 要する の で 普通 旗 行 中 に 簡 抽 に 探 集 す る と と 

が 困難 だ か ら で あ つて 不 日 機 信 を 得 た ら ば 此 方 面 の 調査 も や つて 

見 た いと 思 瀬 iQ 居 る 。 

菌 の 配列 は 大 骨 ngler-Prantl 雨 氏 の 自然 分 類 法 に 従 つ た が 多少 

次 更 を 加 へ て 出来 得る 丈 け 見 脇 く し た 心 算 で ある 。 

調査 し た 標本 の 大 部 分 は 自分 自ら 控 集 し た も の で ある が 其 外 に 

前 地方 課 農 務 係 の 故 鈴 木 力 治 氏 や 余 の 前 任 者 で あつ た 故 宮部 憲 炊 

氏 や 前 地方 課員 近藤 金吾 氏 等 の 探 集 し た も の も 少し く あ つた 然し 

多 敷 の 標本 中 に は 不 完全 で あつ た り 小 量 で あつ た り し て 調査 ぜ な 

し 得 な か つた も の が 何 敷 十 種 ある が 之 れ も ゃ 不 日 充分 の 標本 を 手 に 

し た な ら ば 本 編 の 補 遺 と し て 紙 表 し た いと 思ふ 。 

昭和 三 年 七 月 十 八 日 

山 或 識 す 
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清 洲 菌類 読 

第 一 草 緒 論 

清洲 の 菌類 に し て 既に 聖 界 に 紹介 せら れ た る も の 苦 だ 少な く 

Komarov, V.L. 氏 が 1895 年 より 1897 年 の 三 ヶ 年 韻 清洲 植物 の 踏査 

を 行 ひ を る 際 探 集 蘭 る も の を Tnungi Rossiae exsiccati の 内 (に Jaczewski, 

Tranzschel 及 び Komarov 三 氏 の 名 を 以 て 報じ た る も の あり 其 敷 三 百 

互 十 種 に 達する も 其 内 に は 守 款 閑 Russian Manchuria よ り の も の 

も 含ま れ 臣 に 浦 湖 (Chinese Manchuria.) 産 と 目 す べき も の は 五 十 種 

に 足ら ず 更 に 少 敷 の Bureya 地 方 産 の も の あり て Uromyces amuren- 

sis, Aecidium Caulophy 山 , Aecidium Paeoniae, Tilletia Commelinae, Pucoinia 

Brachybotrydis、Puccinia (Uropyxis) Fraxini、Pucoinia (Rostrupia) Dios- 

coreae, Coleosporium Perillae, Coleosporium Phellodendri, Pucciniastrum 

Coryj, Uredinopsis Adianti, Pucciniastele LM Pucoiniastrum Poten- 

tillae, Thecopsora Rubiae, Pseudopeziza Komarovi,IMelasmia Lonicerae, 

Cereospora Cladrastidis の 十 七 種 を 新種 と し て 記載 せり 。 “ 

余 は 大 正 九 年 (印刷 は 士 年 一 月 と な れ り ) 清 洲 主 要 工 作物 の 病 和 審 

於 て 十 八 種 の 菌 を 記載 し 新 属 一 新種 二 を 記し [清洲 果樹 の モ = ニ リア 

病 に 就 て 1] の 内 CC て 三種 の Soelerotinia 菌 を 記載 し [高菜 の 黒 穂 病 称 防 

試 験 ] 中 に 三種 の 填 穂 菌 の 記載 を 試み 滴 洲 に 於 ける 閉 樹 園 綻 営 中 KC 

二 十 種 の 病菌 を 逃 べ た り 。 

昭和 三 年 原 括 氏 は 大 正 十 五 年 秋 自 ら 探 集 せ る も の を 刻 し 東亜 
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テーーーーーーーー 一 

菌類 誌 と 題する 小 衣 子 と し て 印 行 せる が 其 記 する 上 諾 九 十 五 種 に し 

て 其 内 満 洲 に 産 す る も の と し て 人 導 十 一 種 を 記 し Puceinia fashunen- 

sis、Phragmidium Okiana, Septoria Yokokawai, Septoria UImi, Alternaria 

Oryzae, Macrosporium Azukiae. の 六 種 を 新種 と し て 記載 せり 。 

B. W. Skyvortzow 氏 は 1925 年 “Znr Kenntonis der Phyecomycetes aus 

der Nordmandschurei, China ” に 於 て 十 四 種 を 塁 げ 其 内 八 種 を 新種 と 

せ り 。 

齋藤 賢 道 長 西 廣 輔 の 雨 氏 は 清 湖 産 酵母 画 類 を 調査 し て 浦佐 中 央 

試験 所 報告 中 ic 策 表 せる も の 数 十 種 あり 。 
以上 は 滝 洲 に 於 ける メ 類 調査 史 の 大 梗 C し て 余 は 大 正 ビ 年 より 

今日 まで 探 集 し て ( 少 敷 の も の は 他 よ ょ より 韓 載 せる も の あり うり) 本 報告 に 

記せ る も の 四 百 九 十 種 に 達し 其 内 新種 と し て 五 十 四 種 を 提 げ 得 た 

り 。 



第 二 意 各 論 
第 一 類 分 仙 菌 節 SCHIZO 了 MYCETES, 

杏 状 綱 菌 の 分 類 
時 だ / ン 2 RaGtBriu 

BC 、 上 較 粒 25 em ンド ムー ュー 

3 iC 生 半 議 計 弱 生 E(eLR D で 件 ー に ーーーー ル ニ ーーー…ー…-: Bacillus。 

(区 き パー ーー ピー プー ンー の DE 

Pseudomonas tumefaciens Smith et Tawnsd. im Soience N.S. 

(Abstruct.) 29 p. 273,1909 : CHinton, in Conn. Ag. Ex. St. Rpt. p. 

299, 1903 : Hedgecock, in U.S. Dept. Ag. Bur. P1. Ind. Bull. No. 

90, 1906 : Duggar,in P1. dis. p. 114, 1909: Morse & Lewis。in 

Maine Ag. Rx, St. Bull. No. 185, 1910 : Brooks, in New Hamp. Ag. 

Ex. St. Bull. No. 157, p. 21, 1912 : Swingle, in Montana Ag. Ex. 

St. Oircl. No. 37. 1914. 

Syn, ce7244272 が 27267Cc6e72S Smith et Tawnsd, in Science N.S. 25. pp. 

671-673, 1907 : Stewart, in N.Y. Ag. Ex. St. Bull. No. 328, pp. 

311-312、1910 : Smith, in U.S. Dept. Ag, Bur. Plant Ind. Bull. No. 

219, 1911: im Phytopath. 1, pp. 7-11, 1911 : Johnes, in Phytopath. 

2, pp. 275-276, 1912 , Smith, E.T. in 1.c. p. 127. 1912 ) Smith, E.F. 

Brown, 層 McOullsch, in U.S. Dept. Ag. Burr. Pl1. Ind. Bull. No. 

255, 1913: Pole ERvans, in South Africa Union, Appendex 8, D. 3, 

1913 : Smith, in Phytopath. 3 p. 59. 1913 : Barss, in Rpt. Bienn. 



Crop Pest & Hort. Oreggn, 1911-12, p. 218. 1913 : Smith, E.TF. 

mAgeRes。 5 中 Pz 179. 1916 生 6. pn5L6Pmf91fR 21., pi598 末 9215 

三浦 道哉 一 りん どの 病気 pp. 109-113, 大 正六 年 辻 良 介 , 一 植物 

検査 薬 報 第 一 通 , pp. 16-24, 大 正士 五 年 二 月 。 

sez7o7207GS 44272672C2676S (Ni et .) Stevenms, in Fg. w. c. pl. dis. pp, 

35-37. 1913 : Stakman, & Talaas, in Minnesota Ag. Ex. St. Bull. 

No. 153, pp. 28-26, 1916. 

2/o77207248 7422067 み 66768 (S. et 王 .) Committee, S. A. B. in Bergey, 

D. 廿 . Mann. of detam. Bact. 1923 Cunningham, in Hg. dis. of 

fruit-trees. pp. 304-311, 1925. 

実 主 及 産 地 IMalus domestica Borkh. 果 還 ン ド イ , 根 

静音 城 大 正八 年 三浦 密 成 

旗 順 大 正八 年 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 北米, 加奈 陀 , メ キシ ュ , 南 亜 発 利 加 。 沙 洲 : ニ = ユー ジ 

ー ラ ンド 下 ぅ 日 本 , 朝 多 。 清 洲 。 

記事 此 細 菌 は 果樹 類 の 根 頭痛 太 病 序 ち 根 交 病 を 起す も の に し 

て Crawn gall, galls, tumors, root-knot, 等 と 征 せ られ 日 本 に 於 て は 近 

年 策 森 等 の 苗木 の 根 を 犯し 苗木 生産 者 に 少な か ら ざ る 損 筆 を 興 ふ 

る も の に し て 此 他 居 秋 , 衛 殴 , 梨 , 桃 , ぼ け , か へ で , 穫 ば ら 燃 , ふ らん すぎ く , 

装 施 , 意 鈴 鞍 可 草 , 茨 竹 桃 搬 敬 , 無 著 , 綱 滞 敵 某 逆 羅 区 クロ ー ズ バー, 和 李 , き い 

ち ど , 基 他 軟 に 十 八 料 四 十 藤 種 の 植物 を 犯す も の に し て 欧洲 に 於 て 

は 古く より 知ら れ だ た る も の な る も 本 菌 に 敵 し て は 西暦 1889 年 伊 

太 利 の Cavara 氏 が 衛 茶 の 被害 物 よ り 本 菌 を 分 離し 且つ 衝 を 世 菊 

に 接種 試験 を 行 ひ 以 て 本 病原 菌 と し て 般 表 し た る に 始ま る 。 

始め Cavara 氏 は 本 細菌 を Bacillus ampelopsorae と し て 華 表 せる が 
Es 
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米 園 の Ervin Smith。 Brown, N. A. 及び Tawnsend, C. 0. の 三 氏 共 

何 の 下 に 本 細菌 に 開 す る 研究 を な し 1907 年 Bacillus な ら 才 し て 

Bacterium な り と し 之 れ を Bacterium tumefaciens と し Tawnsend 氏 

は 後 之 れ を Pseudomonas 局 に 移し 1908 年 Baltimore 市 に 開創 せ 

られ た る ろ る American Association for the advancement of Science and 

appihated Society の 席 上 に 於 て 之 れ を 報告 し た り 然 る (C Stevens 氏 

は 此 報 告 を 見 ぎり し ゃ の と 見 を 1913 年 其 閉 植物 病原 菌 な る 書 c 

於 て Pseudomonas tumefaciens (Sm. et Tawns.) Stevens と な し COun- 

ningham 氏 は Phytomonas tumefaciens (Sm. et Tawns.) Cemmittee. を 英 

有名 と し て 探 用 せる も $ 余 は 不幸 に し て 此 Bergey 氏 の 書 を 見 る の 擬 

會 な き を 以 て 本 報 旨 に 於 て は 先 谷 林 を 算 生 し て 上 記 の 瑞 名 に 従 へ 

り . 

本 細菌 被害 部 は 他 の 細 男 被害 物 と 異な り 基 者 分 死 し て 交 骨 する 

と と な く 革 て 細 男 の 刺 戦 を 受け て 細胞 その も の が 肥大 し 且つ 盛ん 

直接 分 像 を な 上 碁 だ し く 肥 大 す 之 れ 閣 腫 病 な る 名 を 得 た る 所 

以 E し て 其 汰 動物 iC 生地 る 各種 の 癒 清 KE 酷 似 す る の 故 を 以 て 臨 玩 

界 よ り も 非常 な る 興 味 を 以 て 迎え られ た る と と あり , 然 し て 或 場合 

に は 此 閣 汰 骨 よ り 不 定 根 を 多 敷 生ずる と と あり 之 れ Hairy-roots の 

名 を 得 た る 所 以 を り 。 

余 は 明治 四 十 四 年 春 青 森 頻 黒石 町 附近 C 於 て 共 村 君 が 袖 ] の 腕 大 

の 枝 上 に 大 小 の 癌 を 多 敷 に 生 ぜ る も の を 見 其 園 主 に 問 ひ た る K 之 

れ 岡 本 病 (青森 史 に て は 君 が 袖 を 岡本 と 移す) と 俗 に 呼び 居る も の に 

し て 強風 の 際 は 此 閣 部 より 折る ヽ \ 事 少な か ら ず 然 れ ども $ 今 日 何 基 

病原 不明 な り ょ と の 事 な り し を 以 て 此 癒 部 を 注意 し て 観察 せる に 共 

表面 油 か な ら ず 表 皮 は 無 に 欠 像 し 其 統 像 の 間 ょ より 各 小 六 突 起 を 
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生ずる を 見 た る を 以 て 此 被 審 痢 を 探り 萬 験 室内 鉢植 と な し (勿論 

挿 木 な り ) 置 き 約 四 簡 月 の 後に 鉢 よ り 出 し て 観察 せ し に 先 き の 小 癒 

突起 は 伸長 し て 無 敷 の 根 と な れる を 見 た る を 以 て 更に 新 材 料 に よ 

り 組織 避 上 より 観察 し た る 結果 全く Hairy-root と 異な ら ざ る も の 

な る こと を 知れ り 面 し て 此 事 連 は 1908 年 Hedgecock $ ゎ 同一 観察 

を な 忌 り 。 

本 病 の 双 防 法 と し て は Stakman and Talaas 雨 氏 は 健全 な る 

苗木 を 区 病 し た る と と な き 畑 地 に 栽 西 する より 他 に 方 法 な し ょ と 笠 

り 蓋 し 本 菌 は 永く 土 中 に 生息 し 得 れ ば な り , ま た 双 除 法 と し て は ト 

厳 梅 之 下 氏 は 被害 昔 の 被 衝 根 部 を 強く 切り 去り 石 交 凶 に 三 十 分 聞 

位 遂 し た る 後に C 植 ゆれ ば 次 病 歩 合 少な し と せり , 然 る に 一 方 (KC 於 て 

Cunningham 氏 は = ニュ ユー ジー ラン ド に 於 て は 本 病 被害 樹 よ り 接 穂 を 

探り て 接木 する 場合 に は 本 病 の 被害 歩合 多 し と な せり 。 

2. Pseudomonas camnestris (Pammel), E.T. Smith in U.S. Dept. 

Ag. Bur. of P1. Ind. Bull. No. 29, 1903 : Duggar. in fg. dis. of pl. 

pp. 107-111, 1909 : Doidge, in South Afr. Jour. of Science, 1910 : 

Stevens,。 in Hg. which cause pl. dis. pp. 24-26, 1913 : Brawn, & 

Harvey, in Phytopath. 10, pp. 81-90, 1920: 件 澤 光一 北海 道 農 

賞 報 第 九 有 跳 : 出 田 新 一 日 本 植物 病理 選 , 88-92. 

記事 本 細菌 は 甘 藍 の 論 尼 病 の 病原 を な す も の に し て 区 洲 北 米 , 

南 亜 発 利 加 送 湖 上 日 本 背 鮮 清洲 等 に 分 布 し 1890 年 Garman, 廿 . 氏 

が Kentucky 洲 に て 散見 し 1895 年 Pammel 氏 は 1owa に て 

Rutabaga 上 に 華 見 し Bacillus campestre と し て 華 表 し 後 Smith, E.T. 

氏 に より て 本 局 c 編 入 せ られ た る も の に し て 日 本 に あり て は 年 澤 
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河 氏 之 れ を 策 見 し Kirk 氏 は = ュー ジー ラン ド K 存 在 す る と と を 報 

じ Harding 氏 は 欧洲 (< 策 見 し Doidge 氏 は 南 亜 に も 本 病 の 績 生 す る 

と と を 報じ 近 時 清洲 に C 於 て も る 甘 藍 栽培 の 増加 に 倶 ひ 本 病 の 表 生 も 

年 と 共に 多き を 加 ふ る の 傾向 あり 甘 藍 栽 培 者 は 其 種 子 殺菌 法 に ょ 

り て 本 病 の 残 生 を 防ぐ べき な り 。 

本 還 は 狼 り 間 貢 を 犯す の みな ら ず 多く の 十字 科 植 物 を 犯す も の 

に し て 自 楽 も 赤 犯 され て 誠 表す 米 園 に 於 て は 近年 白茶 は Chinese 

Cabbage と 稀 せ られ 其 営 養 全 値 吉 に 優る も $ も の あり と し 其 栽 域 面 

積 も 日 増 増加 する の 傾向 ある が 本 病 の 和 績 生 に より て 其 前 途 を 悲観 

する も の すら ある k 玉 れ り 清洲 の 自 茶 も 赤本 細 区 犯さ れれ 根部 よ 

り 葉 有 に 治 ひ て 部 色 と な り 甘 の 内 部 は 座 敗 し 委 に 全 株 枯 潤 する と 

と 稀 な ら ず 。 | 

3 Bacteriumn So]ae Wolf, mn Tisdale,W. 是 . North Carolna Ag. Ex. 

St. Ann. Rpt. 14。 1917 ) Wotf, in Phyfopath. Vol, 10, pp. 119-132, 

1920 : Clinton. in Conn. Ag. Rx. St. Ann. Rpt. 1915, pp. 444-446, 

1916 : 三浦 道哉 浦 洲 主 要 農 作物 の 病害 質 5-6, 大 正 十 年 (1921) 

寄 主 Glyeine Soja (L.) Benth. ダイ メ ヅ ヴ 革 上 

ベ 半 科 公主 堆 三浦 密 成 
大 正 十 一 年 八 月 同 同 

大 正 圭三 年 七 月 同 1 同 

分 布 ず 較 , 日本, 支那, 清洲 , 朝鮮 ⑤) 

記事 本 赦 は 大 豆 の 葉 上 幼 合 悦 柄 茨 等 を 犯し て 大 豆 の 細菌 病 を 

起す 病原 画 に し て 大 豆 の 子葉 時 代 ょ り 老 葉 と な る 期間 に 衣 生 し 子 

上 葉 其 だ し く 犯 さる ゝ  と き は 子葉 は 枯死 落下 し 包め に 少し く 伸 長 せ 
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ん と せる 和 初 葉 も 和 . を 生じ て 枯死 する と と あり て 子葉 に あり て は 被 

害 部 は 普通 輪 紀 な る も ゃ も 其 引 に 和 績 生 し た る 場合 に は 不 規則 形 と な 

り 子 葉 よ り 初 葉 (に 移り 順次 上 方 の 新 葉 <C 偉 染 し 碁 だ し き 場 合 に は 

館 に 落葉 を 米 た す も の な り 。 

普通 葉 に あり て は 被害 部 は 年 透明 な る 大 小 種 々 の 斑 味 と な り て 

現 は れ 形 ち 不 規則 な る 角 張 り た る 量 と な り 葉 豚 間 に 介在 する も 病 

雪 進 む に 従 ひ 互 C 合 し て 大 な る 中 と な り 且 つ 洒 次 区 色 褐色 , 叶 褐色 

と な り 送 に は 菩 紫 黒色 と な り 中 央 部落 腕 し て 孔 を 生 ず 

本 細菌 は 米 國 Nebraska 州 に て 1906 年 Heald 氏 に ょ より て 帝 見 せら 

れ 後 Clinton、G. P. 氏 か Connecticut 州 に て 探 集 し 1918 年 North 

Carolina 州 の Tisdale. W. 耳 . 氏 は 之 れ を 新種 と な し Bacterium So]jae 

Wolf. と し て 和義 表せ り 然 る に 1917 年 に Johnson, A. C. Coerper, TP. 

M. 雨 氏 は Phytopathology 第 七 人 貢 六 五 に C 於 て 一 種 の 細 北 を 大 豆 葉 

上 ょ り 分 離せ る 事 を 報 し 1919 年 に 至り Coerper 氏 は Jour. of Ag. 

Res. 十 八 疹 第 四 弘 に 訟 て 此 細 菌 を 新種 と な し て Bacterium CGI]yoi- 

neum Coerper.、。 と し て 下 表 せる を 以 て 北米 に は 大 豆 上 KC 二 種 の 細 

病 存 在 す る と と な れる が Wolf, F.A. 氏 は 1920 年 Phytopathology 

誌 十 人 第 三 級 に 及 て Wisconsin に て Coerper 氏 が 大 豆 上 より 得 た る 

細 葉 は North Carolina に て 茎 見 し た る も の と 爽 の 喘 に 於 て 異な る と 

せり 印 ち (1) Coerper 氏 の 菌 は N. Caroimna の も の に C 比 し 被害 鷺 淡 色 

な る こと , (2). 被 害 部 より 漏出 せる 液 骨 の 乾 け る も の は 交 胡 色 に し 

て 凝 褐色 な ら ざ る と と , (3③) 葉 及び 子葉 の み 犯 され て North CaroHna 

ょ り 得 た る も の ヽ 如 くく 葉柄 共 上 欧 っ 住人 連 上 に C 般 見 せら れ ざ る と こと 及 

び ($⑬) 細菌 群 が Coerper 氏 の も の は 他 の も の より 大 に し て 且つ 細 

毅 そ の も の も 大 な り ょ と 。 
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此 十 者 は 果して 異な る も の な る や 否や は 容易 に 知る を 得 ざ る 

も 清洲 に 於 て 余 の 見 た る も の は 共 病 徴 群 落 の 色 其 の 他 等 に より て 

Wolf 氏 の も の と 一 致す る も の に し て 余 は 大 正 十 年 七 月 十 一 日 二 十 

粒 の 大 豆 を と り 共 十 粒 は 二 多 硫酸 銅 液 に 二 十 分 間 肖 漬 し た る 上 恭 

蛍 水 に て 洗 ひ 他 の 十 粒 は 昌 に 蒸溜 水中 に 等 し く 二 十分 間 浸 漬 し た 

る も の を 蒸 汽 殺 菌 を 行 ひ た る 砂 を 盛り た る 植木 釘 上 に 播種 せる 

後者 に は 二 粒 天 け 其 子 葉 の 細菌 に 犯さ れ た る も の ある を 牙 見 し た 

る を 以 て 更に 同様 に 取扱 ひたる 種子 上 < 本 病原 細菌 を 蒸溜 水 K 稀 

薄 と せる 液 を 統 布 し 其 乾 きた る も の 及 ひ 此 細 菌 稀 注 液 に 了 め 一 分 

間 浸 し 乾き た る も の を 硫酸 鋼 液 及び 蒸溜 水 に て 上 農 置 し た る も の と 

を 殺菌 紙 を 入れ た る 大 形 ペ トリ 皿 に 各 十 粒 宛 を 入れ た る K 六 日 の 

後に 至り 区 の 如き 結果 を 示す に 至れ り 。 

硫酸 銅 = 浸 シタ ル 後 細菌 水 ヲ 撤 布 セ 

フレ ーー ン 92 ッ eg きみ みき の > くき る > が 2. < や の os こさ < 十 粒 中 濃 病 セル モク フ 九 簡 

細菌 水 = 浸 シタ ル 後 硫酸 銅 液 = テ 洗 

ね ナン EE お を と と に だ . と 2 。 > お さま 同 ー 筒 

同上 蒸 汐 水 = テテ 洗 ヒ タル モノ … 同  “ 四 簡 

印 ち 本 病 は 種子 の 殺 北 に より て 九 ま で 牧 防 し 得 べ き 丈 備 試 駿 

の 成績 を 得 た る を 以 て 大 正 十 四 年 度 C 於 て は 区 の 如き 同上 試験 を 

CA 7 ご 。 リ 

摺 竹 粒 数 | 鐘 芽 敷 | 不 病 左 環 健全 株 | 殺害 株 

1. 種子 を 流水 に て 輝 ひ た る も の 50 49 8 18 94 

2. 胡 溜 水 に て 洗 ひ た る も の の 41 9 16 | 25 

3. 硫酸 銅 二 多 液 殺 菌 (十分 間 ) 2 30 20 



4. 同上 EAR 50 | 25 | 25 | 1 14 

5. 届 朋 民 ッ | 97 3 | 16 21 

6. 種子 た 細菌 水 に 淫 さ る も の 6 2 議 U ウ 2 7 

7 同上 を 流水 に て 光 ひ た る も の 0 2 得 2o | 還 RG 
8. 同上 を 療 准 水 に て 涯 ひたる も の ae 25 40 | 10 | 18 27 

以上 の 成績 に 見 る に 種子 を 硫酸 鋼 液 に て 鹿 賞 する と き は 其 ? 

は 甚だ し 〈 く 雪 せ ら る い \ い も ゃ も 其 紙 著 し た る も の は 完全 < 本 病 ょ り 人 区 

生 る を 示す も の に し て 無謀 置 の ゎ も ゎ の は 八 多 以 上 績 非 す る ゃ 其 策 芽 

の 約 三 分 の 二 は 本 病 に 犯さ れ 種 子 を 水 に て 洗 ひ た る も の は 半 大 

より ゃ 病 芽 歩合 の 多き は 種子 が 革 分 水分 を 吸 履 し て 茎 芽 に 好 都 名 

な り し に よる も の な る べし 然 れ ども 以上 の 試験 は 唱 な る 称 備 的 試 

験 に 止ま り 此 勿 防 試験 に 敵 し て は 今後 充分 の 研究 を 要 す べ き な り 。 

大 正二 一 年 七 月 ニ 二 一 日 公 主 額 農事 試験 場 種類 試験 馬 に 於 て 本 

病 被 害 程度 を 調査 せる c 夫 被害 最も 基 だ し き は 第 百 六 十 八 豚 に し 

て 上 個 は 黄色 C 締 じ て 沙 下す る も の 葛 だ 多く 《 く 和光 百 七 十 五 台 攻 モ 二 七 

名 折 七 十 八 名 之 れ < に 欧 ぎ 其他 何れ も 多少 の 被害 な きも の な く 同 試 

上 場 改良 種 中 に あり て は 四 簿 柱 第 八 十 九 名 は 被害 し 易く 第 八 十 七 

狂 は 本 病 に 装 し て 征 抵 抗 力 強 き が 如 し 。 

以上 の 外 汐 洲 瓜 類 の 青 枯 病 病原 菌 と な る Bacillus tracheiphilus 選 . 

FT. Smith 及び 者 時 鈴 暮 の 青 枯 病 病原 と な る Bacillus Solanacearum E. 

F. Smith 等 を 散見 する も 現在 に あり て は 共 被 害 比較 的 大 な ら 才 婦 
李 の 細菌 病 を 起す Pseudomoas Pruni E.TF.Smith に 仏 た を る も の を 見 る 

も 之 た が 研究 を な す の 機 な か り し を 以 今 て 米 C 逃 べ 得 ざ る を 展 む 。 

回 

さき 居 

| 



肥 お ) 日 本 | 北浦 | 印度 | 貢 洲 北米 | 漂 洲 | 南吉 

Psendomonas tumefaclens. lg い 寅 』 

|s sm トー | 5 症 健 人 本 ゃ | 
1 Bacterium Soja. 二 訂 上 蘭 得 よ コ 介 肖 不 - 諾 て 

第 二 節 県 画 類  EUMYCETES. 

分 類 家 

1. 赦 締 は 隔 膜 を 鉄 き 殆 ん と 常に 有人 性 生殖 行 は る …………… 藻 画 群 

(Bo 2. 

菌 は 隔 膜 を 有 す …… 高 等 菌 群 ……(Myeomyoetes) ………… ド …… は 

2. 生殖 細胞 は 雌雄 の 別 刊 然 す ーー……… 卵 菌 類 (0omyecetes). 

生殖 細胞 は 雌雄 別 制 然 せ ず ……………… 接合 菌類 (2Z7gomycetes). 

3。 主 な る 生 多 幼 定 は 子 本 に よる ……………* 子 栓 菌類 (Ascomyeetes). 

主 な る 生殖 官 は 振 子 柄 に よ る ……… 携 子 菌類 (Basidiomycetes). 

信 . 較 群 。 PhYcomYcetes. 

水 菌 知 は 生殖 細胞 の 雌雄 胞 の 大 小 に より て 卵 菌類 及び 接合 菌類 

に 二 大 別 せ せら る 。 

!. 卵 類 OOMYCETES. 

卵 菌類 は 更 電 汰 菌 族 (Chytridiales). 水生 菌 族 (Saprolegniales) 

外 菌 族 (Peronosporales),、Ancylistidiales の 四 族 に 分 た る 。 
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1 生か 生 有 ゴ ュ を 所 Ko 2. 

分 生子 を 有 す 和 ooo 露 菌 族 (Peronosporales). 

2. 苗 紹 の 績 育 不 充分 に し て 稀 (に は 思 一 細胞 の みよ りな る ……… 9 

二 弥 . 能 誠二 eee 水 菌 族 (Saprolegniales). 

3. 生殖 細胞 を 生ずる 細胞 は 多 胞 より な り 無 性 生殖 細胞 と 有 任 生 

殖 細 胞 と は 別 枝 生 す ii Ancylistidiales, 

生 丈 組 胞 を 生ずる 細胞 は 澤 一 若しくは 和 群 を な し 無 性 生 猫 細胞 

も 有人 性 生 疾 細胞 も 同一 校 上 に 生ま ず ……… 十 汰 菌 族 (Chytridiales). 

ぁ 。 圭 避 次 "と ytzxidiaies。 

本 族 は 更に 六 科 に 分 た る *\ も 清洲 に 於 て 今日 まで 知ら れ を た る も 

の は 区 の 三 科 な り . 

科 の 分 類 

開 財 を 2( 科 20 に くま る 2 くじ の 衣 22 の ーー ント 9_ 

画 は 細 小 に し て 状 を 呈し 郊 に 消失 す ………… ・Rhizidiaceae. 

2. 苗 本 の 全部 は 一 個 の 港 走 子 論 に 縁 了 お ………ー……… Olpidiaceae. 

届 髄 の 全部 は 分 像 に より 洗 走 子 壮 の 集 園 を 形成 す ………………… 

そま イ の や に と た に PoOOLGO ひ ooSooG ろ OO つの て Synchytriaceae. 

( イ ) Olpidiaceae. 

生 猫 盤 は 内 生 に し て 球形 又は 覆 園 形 を な し 始め は 全く 膜 な く 後 

細胞 愛 を 分 泌 し 洪 走 子 概 令 は 体 眠 胞子 C 華 達 す 渡 走 子 栓 は 成熟 
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すれ ば 管 矯 若しくは 克 汰 和 失 起 に より て 寄主 細胞 を 任 き 其 内 容 は 本 

部 渡 走 子 に 分 る 渡 走 子 は 一 本 の 繊毛 を 有 す 一 馬 を 満 汰 に 知ら る 。 

O1pidiunm 人 へ Brown 。 

本 局 の も の は 世界 に 大 過 三 填 種 あり 清洲 に て は 五 種 を 知ら れ 皆 

水生 藻類 に 寄生 する も の に し て 其 内 三種 は 新種 と せら る 露 人 B. 

W. Skvortzow 氏 の 研究 に よる 。 

Sb. Olpidium endogenumn (Proun.) Schroeter, Im Krypt. von 

Schles. 180: Minden,M. in Krypt. HI] von Mark Brand. 5, 241, 

_1915) B. W. Skvortzow, in Arch. f. Prost. 51, 429, 1925. 

SYn. C ん 2 が 7226272 0967262772 Proun, in Monatsber. Ber. Akad. S. 384, 

1855. 

CZ2 が 2 の 224772 6276872724272 Broun,。 in 1.c. 384. 

り / の 2 の 2%%272 624 の o9672%27。 Broun, in Migula, Thome's H]. v. Deutsch. 

Krypt. IIT. 1, 98, 1910 : scher,in Rabh. Krypt. 4, 24, 1892 : 

Schroeter,in Engl. Prantl, Natur. PHH. 1 1. 63, 1897. 

Oz の 272 927es が 7 (Br.) Rabh. in TI. eur. Alg. 3. 283, 

O め 267 edo9e72 の Lagerh. in Jour. of Bot. 2, 438. 1888. 

寄 主 及 分 布 Cosmarium pachydermum Lund. var. aethiopicum West & 

West. 藻 骨 

ジレ ピ 細 大 正二 年 Skvortzow。B. W. 

分 布 欧 : 米 國 。 清洲 。 

記事 本 南 は 礁 藻 の 一 種 C 寄 生 す る も の に し て 邦 藻 類 の 調査 進 . 

な に 従 ひ 今後 新 産地 を 研 見 する に 至る べし 。 
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4。 Olpidium entophyllum A. Broun, in Monatsber. d. Ber. Akad. 

589, 1855 : ischer, A. in Rabh, Krypt. 4. 25, 1892 : Schroeter, J. 

in Engl. 鐘 Prantl. Natur. PH. 1], 1. 69, 1897 : Migula, W. in 

Thome's 1. v. Deutsch. Krypt. TIT. 1 99.1910: Minden, M. in 

Krypt. Y. Mark. Brand. 5, 243. 1915 ) Skvortzow. B. W. in Arch. 

fdr Prost. 51, 428, 1925. 

Syn. 0O/ め 22x422 672o967224272 人 A. Broun,。 in Abhand. Ber. Akad. 60, 1855 : 

eess? の C/o の Ao7ge Fisch. in Sitzungsber. d. med. phys。 SOC. 

Rrlaugen. 1884. 

| 寄主 及 産 地 Spirogyra sp. サパ ジ ミド 

ヘル ビン 大 正二 年 Skvortzaw。B. W. 

分 布 克 洲 , 清 汰 , 

記事 本 歯 も 前 種 と 等 し く 今 後 分 布屋 域 廣 く 華 見 せら る \ に KC 至 

の 3 玩 

さぶ Olpidium 古 antzschiae SkvortzoW, n. SD, in Arch.fiir Prost. 51, 

430, 1925. 

寄 玉 及 産 地 Hantzschia amphioxys ( 氏 Gtz.) 3 生 和 6w. 

ハル ビン 大 正 十 年 Skvortzaw。B. W. 

分 布 輝 洲 
記事 本 種 は 礁 消 の 一 種 に 寄生 する も の に し て Skvortzov 氏 は 新 

種 と な し 茨 の 如き 記載 を な せり 。 

Nahrzellen abnorm vergrossort. von den Sporangien fast ganz 

ausgefillt。 Sporangien 9-27 in einer N8hrzelle, Kugelig, verschieden 

gross、3.4-5.5 , Durchmesser. Sporangien ohne vorspringende Entlee- 
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rungsDapille。 nur mit einem Loch sich offnend. Schwarmsporen zuerst 

kugehig、 dann eitGrmig, mit Fetttropfen und einer langen Cilie, 3.4 

jang und 1.5-1.7 breit. Dauersporen etwa 5-6/ JDurchmesser, 

kugelig, mit dichtem Plasma und glatter Membran. 

An feuchter Rrde, Charbin in Hantzschia amphiaxys (KGtz.) Gru- 

now mnit 日 ormidium faceidum 人 A, Br. 

6. Olpidium ougeotiae Skvortzow, PB. W. in Areh,。 fir Prost. 51, 

430, 1925. 

寄主 及 産 地 IMougeotia scalaris Hass。 

東 支 溶 線 東都 線 己 泌 審 河 探 集 時 不明 Skvortzow.B. W. 

分 布 汐 洲 。 

記事 本 三 も 赤 同 氏 が 新種 と なし 欧 の 如く 逃 べ た り 。 
SDorangien zu mehreren in einer Wirtszelle, kugelig。11,1_14.8 / nm 

JDurchmesser。mit einem KKurzen 5,7-6 / langen Rntleerungshals, der von 

dem Durchtritt nicht blasig anschwillt. Dauersporen unbekant. 

In den Zellen von Mougeotia scalaris 耳 ass. Tn einem Moore bei 

Udsimi, Station der Risenbahn, Nordmandschurei. 

7。 Olpidium Spirogyrae Skvortzaw, n. sp. in Arch. fir Prost 51, 

429. 1925. 

寄 王 及 産 地 Spirogyra inHata (Vanch.) Rab, 

スペ ル EE 還 大 正士 年 Skyvortzow,、B. W. 

分 布 浅 , 

記事 本 上 北 は アラ ヲ ラミ ドロ の 一 種 に 和 寄生 する も の に し て 本 種 も 赤 
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Skvortzow 氏 に より て 新種 と せら れ た る も の な り 。 

Sporangien einzeln in den SpirogYra- の ellen, ellipsoidisch, mit glatter, 

ziemlich derber Membran. Sporangien 33.3-34 / lang、 14,8-15 /, breit, 

mit einem etwa 9.7/ weitem, von dem Austritt aus der Nahrzelle 

blasig anschwellenden und dann weiter verengten, mehr oder weniger 

Yorrangenden PEntleerungshals. JDer Entleerungshals 7.4-9.2 / ]ang, 

3.7-5/ breit. Zoosporen und die Dauersporen unbekannt. 

Im den vegetatioen Zellen von Spirogyra infata (Vauch.) Rab. 

Charbin, Nordmandschurei, China. 

( ロ ) Synchytriaceae. 

本 科 に 属す る も の の 生殖 骨 は 内 生 に し て 渡 走 子 栓 は 成長 し た る 

生 殊 骨 の 同時 の 分 像 に より 集まり て 堆 を な すか 牙 は 並列 し 休眠 胞 

子 開 は 全 生 殖 億 より な る か 或 は 基 分 像 に より て 休眠 胞子 論 堆 を 形 

ら ね っ 」 

本 科 は 更に 六 属 に 分 た る る も 今日 まで 清洲 に 知ら れ た る も の は 

Synchytrium 及び Micromyees の 二 局 な り 。 

S ッ mcnh ァ tiuszrn JOeG BB ャ ry et WVoroxsximn。 

内 生生 殖 骨 は 球形 渡 走 子 要 群 堆 は 成 蒸 せ る 生殖 寺 の 直接 分 像 に 

より て 生じ 母 細 胞 の 無色 な る 膜 を 以 て 包ま る 休眠 胞子 壮 の 膜 厚 し 

世界 に 約 三 十 種 清家 に 三種 疲 見 せら る 。 

8. Synchytrium decipiens Farlow nm Bot. Gaz, 10: Sace. Syll. 

6, p. 272, Fischer, A, in Rabh. Krypt. 4, p: 64, 1892 : Komarov, 
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in fg. Ross. exsic. no. 203,1899: Duggar, in Fg. dis. p. 139,1903 : 

A. Tdeta, in Handb. 112, 1910 : 

Syn. 4ec2x92 co4962 F. Henn. in Engl. Bot. Jahrb, 32, 37, 1902 : 

Sacc. Syll. 17, 299, 1904 : 呈 . Yoshinaga, in Bot, Mag. Tokyo, 25, 

p. 488, 1911, 

寄 主 及 産地 Faleata japonica OHiY. 二 5270 て メ 人 葉 王 

公主 只 大 正 十 四 年 九 月 三浦 道 基 
補 州 犬 正士 五 年 八 月 日 

族 順 大 正士 五 年 九 月 日 

大 、 _ 同 同 

埋 林 省 抽 eV ほ 14 抽 , 1896, 人 KomaroY, 

分 布 北米 , 日 本 , 清 , 朝鮮 (⑳⑰ 

記事 本 菌 の 日 本 に 於 て 始め て 探 集 せら れ た る は 1900 年 に し て 

吉永 虎 馬 氏 ( 営 時 井上 虎 馬 氏 ) が 芋 佐 園 佐川 に て 探 集 せ る も の に し て 

P. Hennings 氏 が 誤 つ て Aecidium Inouyet と 命名 六 る も の な り 漬 洲 に 

於 て は 本 寄主 の 分 布 せ ちる る 所 に は 到 る 上 諾 に 績 見 せら る 。 

9. Synchytrium Puerariae Wiyabe, Kusano, in Tokyo Bat. Mag. 

22, pp, 11-31, 1908 , A. 1deta, in Handb. p. 112, 1910 : 

Syn. 4eczd%222 we7q72ge P. 上 Henn. in Monsunia. 1. 1900. 

び ヶ oce8 ア %ero7%2e (P. 甘 enn.) Dietel。 in Ured, Jap. 2, ゃ . 

282 Dietel, Ann. Myce. 1, p. 3. 1903 : 

寄 玉 及 産 地 Pueraria hirsuta (Thunb.) Matsu. ク ヅ ヴ 葉 , 葉 柄 

昭和 二 年 八 月 金 州 和 人 殺 出 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 清洲, 朝鮮 ⑲ 
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記事 本 菌 は 従 來 日 本 特有 の 商 と 思 は れ 居 り し も の に し て 清洲 

は 本 菌 の 新 産地 な り . 本 寄主 は 牧草 と し て 願 る 有 堂 な る が 改 C 家 赤 

が 本 菌 を 食し た る 際 家 畜 の 健康 上 に 異 伏 を 和 軸 ふる や 否や は 贅 め 試 

験 し 置く の 必要 ある べく 之 れ 今後 漬 蒙 に 於 て 家畜 の 改良 を 謀る 上 

に 於 て 軽々 に C 附 すべ か ら ざ る 問題 の りー な る べし 。 

10. Synchytrium sp. 

0 の ちい 。 。 っ CE2 葉 , 葉 柄 

吉 林 大 正 七 年 八 月 十 七 日 三浦 道哉 

記事 本 菌 は Synchytrium aureum Schroeter に 近似 する 隔 あ る も 

探 集 標本 少な くし て 種 の 決定 を な し 能 は ざる を 展 む 不 日 完全 の 標 

本 多く を 得る を 待ち て 之 れ が 決定 を な さん 。 

RiCrmomyCeS JDrgeard。 

本 局 は Synchytrium 属 と 能 く 似 た る も 胞子 要 は 外面 に 締 汰 能 を 無 

散 に 有する を 以 て 直ちに 之 れ と 尾 別 する と と を 得 今日 まで 敷 種 を 

知ら れ 清 洲 よ り 一 種 を 義 見 せら る 。 

11. Micromyees SpirogYyrae Skvortzw, n. SD. im Arch. Frot. 51, 

430. 1925. 

本 種 に 開 し て は Skvortzow 氏 は 次 の 如く 記載 す 。 

Einzeln oder zu zwei in den Spirogyra-ellen. Fruchtkorper mit 

dichtstehenden Stacheln, 3.5-3:8 / lang. Dauersporen mit dicker, braun 

gcfarbter。dichtstacheliger Membran, 22.5-26 / lang, 18 bis 22.5 / breit, 

Schwarmsporen unbekannt. 
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In den vegetativen Zellen von Spirogyra infata (Vauch.) Rab. 

Charbin, Manechurei. 

( ハ ) Rhizidiaceae. 

流 走 子 栓 は 内 生 又 は 外 生 画 続 の 績 達 不良 箕 に 技 伏 を 呈す る も 多 

く は 曹 - 渡 走 子 栓 は 球形 又は 椿 園 形 に し て 普 締 端 に 形成 せら れ 渡 

直子 は 球形 。 

本 科 は 更に 十 二 過 に 分 た れ 清 洲 に て は Rhizophidium 局 知 ら る 。 

民 hizophidiiunm SCRren 民 。 

洗 定 子 要 は 寄主 細胞 内 の 赦 続 より 分 岐 し て 寄主 の 細胞 外 に 出 で 

球形 朝 欄 状 又 は 多角 形 を な し 頂 都 に 孔 品 あり 敵 締 は 細胞 内 に あり 

て 根 様 に 分 岐 す る と と あり 流 走 子 は 球形 に し て 一 本 の 織 毛 あり 休 

眠 胞子 糧 は 江 走 子 栓 に 等 し 世界 に 大 凡 四 十 種 を 産 し 満 洲 に 二 種 を 

知 ら る 。 

12. Rhizophidium sphaerocarpum (Zapf.) Fischer, in Rabh. Krypt, 

Hi, 4, 95, 1892: Migula, W. in Thome's TI. Y. Deutsch. KKrypt. 3. 

1. 125, 1910 : Skvortzow, B. W, in Arch. fir Prost. 51, 340, 1925. 

SYn. 2z2 の 24476 Se7OcG7724272 の apf, in Nov. acta. Acad. Leop. 日 alle, 

47, 202,1864. 

寄 主 及 産 地 Oedogonium spp. in Harbin, by SkvortzoW. 

分 布 欧洲 , 清 洋 。 

13. Rhizophidium 耳 ormidii Skvortzow, n. SD. in Arch. fr Frost. 

51, 430, 1925. 
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記事 本 症 も Skvrotzow 氏 の 新種 と 鑑定 せ し も の に し て 爽 の 如 

き 記載 を な し 圏 を 載せ た り 。 
Rhizophidium Hormidtt nov. spec. 

Sporangien einer gestielten 民 eule gleichend. spindelformig gebogen, 

5,.7-7 , lang, 1.5-2 / breit. Myoel fein. Schwarmsporen 1-2,1 / Dur- 

chmesser, mit einer Oihie und einem Fetttropfen. Dauersporen uubekannt. 

Auf Hormidium HHaccidum A. Br. und IMougeotia viridis ( 氏 Gtz.) 

Wittr. Tn einem Moore. Charbin, Mandschurei. 

ね 。 為 ncy』listidales. 

本 族 は 更 C 二 科 に 分 た る 。 

科 の 分 妥 

1. 渡 走 子 装 又 は 休眠 胞子 の 生 非 する 際 に は 窒 主 西 物 細 胞 外 K 肌 

アー と トス レス トキ ど まで すま マジ ーー つつ 2 Lagenidiaceae 3 

2. 胞子 は 寄主 補 物 の 細胞 内 に て 王 芽 し て 此 菌 紋 の も の を 寄主 

植 惣 万 外 (て 出 すす ーー Ancyjistacea G 

(イイ ) Lagenidiaceae. 

本 科 は 更 K 四 局 に 分 た れ 浦 洲 に て は 二 局 知ら る. 

ILagenidiuszm Schen 降 。 

子 控 毅 は 要 状 に し て 菌 燃 和 様 を な し 短 か き 側枝 を 出す 世界 大 妃 

九 種 を 知ら れ 浦 洲 に 一 種 を 産 す . 
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13. Lagenidium enecans 〆 み apf. in Nov. Act. Acad. Leop. Halle、47, 

154, 1884: ischer,A. in Robh. Krypt. 4, 81, 1892 : Schroeter, 

り . in Engl. & Prantl、 Natur. pH 1 1. 91, 1897 ) Migula, W. in 

Thome's Hi. v. Deutsch. Krypt. 3, 1, 90, 1910 : Minden, M. in Krypt. 

d. M. Brand. 5, 439, 1915 ,  Skvortzow, B. W. in Arch. fr Prot 51, 

433, 1925. ( 

容 主 及 産 地 Stauroneis Phoenicenteron 世 hrenb.: 「 Navicula cuspidata 

Kittz., and var. ambigua 選 hreub. 

dv 7 ピン 4 控 取 年 月 不明 Skyvortzow,。B. W. 

分 布 欧洲 , 滝 洲 。 

記事 本 菌 は 奉 藻 類 に 寄生 する も の に し て 南 清 湖 に も 産 す る も 

の な る べし 。 

MI マッ ZoOc マ inn Schen 了 K. 

本 局 は 前 者 の 如く な る も 菌 幼 分 枝 せ ざる を 異な り と す 世 界 に 大 

所 四 種 を 知ら れ 清洲 に 一 種 を 低 見 せら る . 

14。 前 Yzocytium megastomum de Wildeman. forma. Skyvortzow, 

B. W. in Arch. fir Prot. 51, 431, 1925. 

Skyortzow 氏 は 本 種 を 一 の 龍 型 と 認め 次 の 如く 記載 せり 

Sporangien &uSs den Grliedern in Reihen entstehend, 11-14 hinter- 

einander,、240-270 み ang, etwa 12, 9-22.5 / Durchmesser, meist kugelig, 

an den Enden spindelforing mit cyhndrischem, geradem oder gekrimmten 

Entleernngshals, die von ijrem Anstaitt blasig ansohwellen, 10-23.5 / 

]ang. 
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Schwarmsporen nicht gesehen. Oogonien und Antheridien wie die 

Sporagien angeordnet. Oospore einzeln, kugelig、 mmit dicker, glatter, 

farbloser Membran und grossem Tetttropfen, 11-13 / Durchmesser. 

In den Zellen einer Closterium-Art. Tn einem Moore bei Udsimi, 

Station der Eisenbahn, Nordmandschurei. 

( 口 ) AncyHistaceae. 

本 科 は 丈 の 二 司 cc 分 た れ 共 K 浦 洲 に 生 見 せら る 。 

mcy』istes 選 旬 《 ら で 。 

本 属 は 流 走 子 要 を 包 き 歯 及 び 雌 雄 細 胞 の み を 生 ず す 今 日 まで 二 

種 知 られ 清洲 に て 殴 見 せら れ た る も の は 新種 な り . 

15. AnecyHstes Wiuri1) Skvortzow,n. Sp. im Arch. fiir Prot. 51, 

432. 1925. 「 

Thallus zuerst cylindrisch, etwa 7.4-12 / dick, mit farblosem, 

kornerreihem Plasma, meist 2-5 in einer Nahrzelle. Jeder Schlauch fruh- 

zeitig durch Querwande in 10-14 hintereinander liepende ellen zerfallend, 

etwa 210-245 ん lang. 

SDorangien cylindrisch oder tonnenformig. Infectionsschl&uche an 

ihrem Anustritt blasig angeschwollen, 3.7-4.2 / dick und weiter nur 2.5- き 3 

p/ dick. Antheridien cyhndrisch, Oogonien tonnenfermig, 12-19.5 / dick 

und 7.4-12 / lang. 

Ooporen 7.4-9.5 / Durchmesser, immer kugellg, mit dicker, glatter 

farblosser Membran und grossem Fetttropfen, 
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In den Zellen einer Closterium-Art. In Mooren der Nordmands- 

churei. 

1Nach Herrn Michiya IMiura benannt,。japanischer Botaniker. Sudma- 

ndschurei. 

Resticulamnia atsgeard. 

本 菌 は 済 走 子 要 を 有する を 以 て 前 の 属 と 異な る 二 竹 あり 清洲 よ 

り 一 種 知 ら る 新種 な り 。 

16. Resticularia 0edogoni SkvortzoW, n. SD. in Arch. ftr Prot. 51, 

432. 1925. 

本 菌 も 新種 に し て BSkoortzow 氏 は 次 の 如く 逃 べ を たり . 

Miycel intramatrikal, farblos. verzweigt、 1-1.7 / dick,mehrere in 

einer Nahrzlle. Extramatrkales MYcel sehr zart, nicht haufig gesehen, 

Dauersporen zu 1-2 in der Nahrzelle 11.5-18.5 / lang, 7.4-11.1 / breit 

mit dicker, glatter, farbloser Membran und grossem, fast das ganze Tnnere 

fillenden Tetttropfen. 

In den F&den von Oedogonium sp. 11.5-18.5 dick. Nordmandschurei, 

ご 。 水 生 菌 族 Saprolegnales。 

本 族 に 属す る も の は 赦 続 よ く 生 達し 雄 器 は 投 精 管 を 滅 卵 器 中 

挿入 す 本 族 は 三 科 に 分 た れ 内 二 科 は 清洲 に 績 見 せら る 其 分 類 炊 の 

如 し 。 

1. 苑 能 く 般 自 し 水生 に し て 渡 走 子 栓 は 彫 筒 状 を な し 菌 締 より 

も ゃ も 太 か ら 才 且つ 赦 締 給 結 せ ず ………… 水生 菌 科 (Saprolegniaceae,) 
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2. 画 締 は 融 達 不良 に し て 陸生 植物 に 寄生 し 流 走 子 林 は 貢 続 より 

も る 幅 廣 く し て 多少 球状 を なす OO つつ つい 腐敗 菌 科 (Pythiaceae.) 

(イイ ) 水 生 科 Saprolegniaceae. 

本 科 は 八 属 に 分 れ 満 洲 に 三 局 を 琴 見 せら る 。 

局 の 分 類 

渡 走 子 半 は 根 棒 汰 に し て 多く の 江 走 子 を 含み 卵 肥 子 $ 赤 多く 

の 3 た 証 を 会 0 ニー ツマ 計 泊 「 吉 ee Achlya. 

渡 走 子 要 は 締 伏 に し て 一 箇 の 渡 走 子 を 含み 卵 胆 子 も 赤 一 筒 の 

流失 子 を 殻 すい 27IRLUT2OJMWS. OODO DJLOLEO 六 コミ 92. 

導 下 は 直ちに 7 送 寺 た ーー 2 Leptolegnia. 

洗 走 子 は 要 頂 に 集まり た る 人 後 織 毛 を 出し て 流 走 す Aphanomyces. 

Leptolegnia die Bar テ 。 

本 属 は 只 一 種 知 ら る ぃ い の み 。 

17. Leptoleznia caudata de Bary, in Bot. Zeit, 631.1888 : Tischer. 

A. in Rabh. Krypt. 4 345, 1892 : Schroeter,、J. in Hmngl. et Prantl. 

Natur. PHH. 1, 1. 100, 1897 : Migula, W.in Thome's FI. y. Deutsch. 

Krypt. 3 1. 73, 1910: Minden, M. in KKrypt. d. M. Brand. 5, 532, 

1915 : Skyvortzow。 B. W. in Arch.f Prot. 51, 433, 1925. 

寄 玉 及 産 地 流水 中 ヘル ゼン Skyvortzow。B. W. 

phanonn マ CeS de 慌 ar。 

本 属 は 共 南 極 め て 細く し て 分 枝 多 し 世界 に 大 則 五 種 清洲 に 一 

種 績 見 せら る 新種 な り 。 
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18. Aphanomyeces Gordejevi Skvortzow n. Sp. in Arch. fir Prot. 

51, 433、1925. 

Myeel 1.8-4 / dick, parasitisch in einer Vancheria Art. Sporanglen 

fadenformig, von den vegetativen Faden nicht zu unterscheiden, mit 

seitiicher,、 KKurzer Entleernugspapille. Oogonien in der N8hrzelle an 

Kitrzeren Seitenzweipgen der Haupthyphen, 氏 ugelig. Durchmesser 13-17 

. Antheridien unregelmassig cyHridrisch, 17 / lang, 4.5 / breit、meist an 

Kurz gestielten,。 traubig angeordneten み weigen neben den Oogonien. 

Oosporen einzeln,、Kugelig, mit Kleinem, deutlich sichtbarem Tetttropfen. 

Parasit in Vancheria sessihs DC. und V. unoinata KGtz. In einem 

Timpel bei Charbin,、IMandschurei. 

Nach Herrn 呈 . P. Gordejew benannt, russlscher Botaniker. Nordm- 

andschurei. 

Achlya Nees, 

洗 走 子 栓 は 優 昌 條 様 に 分 伝 し 賠 筒 伏 若 し く は 根 棒 汰 を な し 時 に 

紡 経 伏 を な す と と あり て 電 先 端 は 小 旬 汰 突起 を 有する 申 は 前 の 局 

に 似 た り 此 部 より 渡 走 子 を 出す と と も ゃ も 赤 先 き の Aphanomyces 局 と 

美 な る と と な し 人 稀 赤 其 渡 走 子 は 始め 寺 毛 を 鉄 き 此 頂 肘 に 集まり て 

苗 状 を な し 後 其 側 面 よ り 二 本 の 鞭毛 を 生じ て 渡 走 する 等 全く 前 属 

と 異な ら ず と も 共 渡 走 子 開 の 形 ち 分 枝 状 態 之 れ と 異な り 其 最も 

著 し き は 港 走 子 論 中 の 渡 走 子 が 彼 の 一 な る に 本 局 に て は 多 敷 な る 

と と な り 所 界 に 大 過 士 三種 満 喜 に 一 種 知 ら る 。 
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19. Ach1Ya prolifera (Nees.) De Bary. im Bot. tg. 1952 : Sacc- 

Syll. 7. 274, 1888: Tischer, A. in Rhb. krypt. 5. 353, 1892: 

Schroeter, J. in Tnpler nnd Prantl. Natur。 PBanzenf, 1. 1: 991897 : 

Minden、MM, von., in Krypt. der Mark Brand. 5. 538, 1915: 澤田 

埋 - 受 農 試 , 3. 明治 四 十 五 年 一 月 : 出 田 新 :- 績 日 植 病 , 上 , p. 96- 

1 

Syn. の zc7xc ん xs 7og7s22 Lindstedt。 in Synop. d. Saprol. 1872 : 

Fischer, A. in Rabh. Krypt. 4, 363, 1892 : Schroeter.J. in Engl. 

& Prantl. Naturl. PHanzenf. 1. 1. 100, 1897 , Sacc, Syll. 7, 273, 1888 . 

4c7Zyg gp. Takahashi. in 病 昌 害 茜 誌 五 乱 第 五角 1918: 
寄 王 及 産 地 Oryza rativa 工 . イ ネネ 幼 根 

熊 理 城 1B 0 | 三浦 鶴 成 

分 布 欧米 日 本 東北 地方 , 嘉 江 , 滴 洲 , 朝 鮭 (⑳ 

記事 本 菌 は 稲 昔 を 犯し て 首座 病 を 起す も の に し て 従 來 水生 菌 

族 が 植物 の 病原 菌 と な る と と は 鱗 り 多く 知ら れず 本 菌 の 如き ゃ 当 

水 の 流 る る 溝 中 に は 常に 多く 存する も の に し て 時 C 胡 弱 し た る 急 

局 は 本 菌 に 犯さ きる いと と ある も 植物 性 の ゃ の に し て 本 苗 族 直接 

犯さ る いい は 募 し 本 種 を 始め と せん か 今や 滝 宮 の 地 も 日 と 共に 水稲 

栽培 面積 も 増加 し つい あぁ あり 藻 し 落 玉 瀧 洲 に 於 て も $ 共 水 稽 栽 培 に 苗 

代 を 要する 時 代 到 達せ ん か 本 病 の 如き 正 に C 稀 戒 を 要 す べ きも の 

ーー 

( ロ ) 腐敗 菌 科 Pythiaceae. 

菌 締 織 細 に し て 主として 死 物 に 寄生 する も 稀 C 活 物 寄生 を な し 

流 走 子 三 は 卵胞 子 姜 に 羽 て 球形 菌 克 より 装 し く 異 な り 卵 胞子 は 受 
精 作用 に より て 生じ 分 生 胞 子 存在 する と と あぁ り . 
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P ッ thitazmn Psinn ど Sheitm . 

渡 走 子 要 は 球形 又は 棒 形 に し て 凛 より 和 途 に 幅 廣 く 且 つ 横 隔 に 

より て 隔 れ 分 生 胞子 は 其 大 さ 形 ち 等 妊 走 子 糧 に 等 し くし て 占 洛 し 

昌 し 世界 に 大 凡 十 六 種 あり 清家 に 一 種 を 見 る 。 

20. Pythium de Baryanum Hesse, In Ub. Pythium etc. Hallenser 

Dissert. 1874 : Sacc. Syll. 7、271, 1888 , IKirchner, PHanzenk. 378, 

1890: Tischer, A. in Rahb. Krypt. 4, 403, 1892 , Schroeter, J. in 

Engl. & Prantl。Natur. PHH. 1. 1. 105, 1897 ) Duggar, B. M. in Hg. 

dis.。、Ot 語 是 5T 1909 :。 Massee,. 代 in DXG。 of culf.。 nl treeel 

104, 1911 : Stevens, TF. L. in fg. which cause pl. dis. 77, 1913 : 

Stevens 必 Hall, Dis. of econ. pl1. 236, 1917 : Oudemans, num. 1. 

701, 1919: 出 田 新 ,- 晶 本 植物 病理 贅 , 116-118, 明治 四 圭 一 年 : 

三浦 道哉 >- 浦 洲 主 要 作 物 の 病害 33. 大 正 十 年 一 月 : 

SYn. ル zc2 の 424272 の 9 が o2 の es Lohde in Ueb. eine paras. Pilze, 203. 

2 が 2%272 婦 7w2se77 Sadeb. in Sitz. d. bot. ver. der Proyv. Brand. 

166, 1874. 

が 272 の ez@708 De Bary, in Bot. の eit, 537, も. V. fiq. 3-7. 1881 . 

寄 玉 及 産 地 Andropogon Sorghum, vulgaris, ]ADontcum. タカ キビ 甘 

公 幸 額 大 正八 年 七 月 三浦 審 成 

Zea Mays 葉 . トウ モロ ュ コシ ES 

公主 鎮 大 正八 年 七 月 三浦 鶴 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 幼き タカ キビ ピ , ト ウ モ ロ ュ コシ の 革 を 犯し て 葉 腐 れ 病 

を 起 さ し むる も の に し て 余 は 人 人 騙 培 養 に より て 共 締 及び 厚 貞 で 胞 
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子 形成 の 有 様 を 見 る を 得 た る も 共 分 生 胞 子 村 を 見 る を 得 ざ りき 硬 

し て 其 装 より し て 或 は Sclerospora の 或 種 の も の に C 非 まや と の 疑 ひ 

な き に 非 る も 被 審 株 の 葉 上 KC 白 線 を 見 ざる の 司 に 於 て 直 ち K 然 り 

と する を 得 才 休 今 後 の 研究 を 進む る まで 本 種 と し て 取扱 る ふと と 

四 : あ り 

dd。 吉 菌 族 PeroxnssposialeS。 

1. 携 子 梗 は 表 反 下 形 成せ られ 一 相 本 秩 に し て 分 生 胞 子 は 達 

鎖 状 に 生 ず ー…( 白 銃 菌 剛 , Albuginaceae.)…… Albugo. け . H. Gray. 

玲子 梗 は 表 度 外形 成せ られ 枝 を 有 し 先端 に 一 個 の 分 生 胞 子 

を た 粘 K 二 の ( 起 菌 科 , Peronosporaceae.) ーー 2 

2. 携 子 梗 は 分 生 胞子 を 着 生 せる 後 も 伸長 し 鹿 々 懇 れ て 交 状 を な 

で Phytophthora De Bary. 

失 子 梗 は 分 生 肥 子 著 生 前 に 生長 を 完 三 ず 十 形 …… で "イリ 9. 

3. 放 挫 醒 3 の 枝 は 胡 し ーー ピード ーー ドー ギー 科 PE 9 

搭 子 梗 の 枝 は 短 か レーー……… 5 の IN あっ っ っ 7. 

4. 携 子 梗 枝 の 先端 は 掌 似 を な す サ す ーー Bremia Regel. 

挫 子 梗 枝 の 欧 端 は 掌 央 を な さき チー… ド oiomononrnrnrrnr 

5 坦 訂 本 (は 枝 : を 万: 年 こ oe… ペ ーー 3 Plasmopara Schroeter. 

en 要 : は 一文 汰 C2 ト に ee 6. 

06 請 2 生 肥 子 は 渡 走 子守 出す 生 zoorse rs 条 品 Peronoplasmopara Berlese. 

分 生 胞 子 は 病 芽 管 に より て 義 芽 す ………… ED Peronosei Oorda. 

7. 描 子 梗 は 指 状 に 枝 を 著 く ……… ド ドー Plasmopara Schroeter. 

六 子 梗 の 枝 は 互生 様 指 伏 を な す ……………… Sclerospora Schroeter. 
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(イイ) 白 凌 菌 科 Albuginaceae 

人 Ip5tGgo, J. 了 、 で な a マ 、 

短 か き 根 棒 秩 の 携 子 梗 は 寄主 の 表記 下 に 級 審 の 子 皿 居 を 形成 し 

其 上 に 生ずる 分 生 胞 子 は 連鎖 状 に し て 狭 き 間 節 に ょ より て 分 離し 先 

端 の 胞子 程 古 し , 開 非 は 内 容 物 分 像 し て 渡 子 と な り 二 個 の 織 毛 に 

より て 運動 し た る 後に 行 は れ 大 卵 器 は 球形 の 大 細胞 より な り 中 に K 

卵 球 を 具 へ 雄 器 は 要 棒 汰 又は 策 不 規則 な る 小形 の 細胞 より な り 投 

精 管 を 滅 卵 器 C 挿 入 し て 楼 を 卵 球 に C 状 り て 投 精 を 行 ふ 蔵 卵 器 内 に 

ある 一 個 の 卵 球 は 周 園 に 老 汰 の 厚 膜 を 生じ て 卵胞 子 C 疾 じ 卵 肥 子 

は 休眠 の 後 原形 質 分 像 し て 渡 走 子 に 縺 ず 世界 に 大 過 十 二 種 滴 宗 に 

四 種 名 見 せら る 。 

21. Albugo candida (Pers.) 0. 氏 untze, Rev. gen. p1. Paris 11, 658, 

1891: Swingls, in Jour. of Myce. 7。110, 1892 : G. Schroeter, in 

Engl. 層 Prantl. NaturpH. 110。 1897 ) Mngula, Thome's HI. 

von Deutsch. Krypt. 3. 1, 153, 1910 ) Sydow, P. et 耳 . in Ann. 

Mye. 11. 1913 : Dayvis, J. J. in Prov. List. 849, 1914: &RNote on 

Paras. Hg. in Wiseonsin,。 4. 677, 6. 708, 1919: 各 野 毅 一 - 植 雑 . 

19, 87, 1905: 出 田 新 ,- 日 植 病 . 118-122。1308 : 

Syn. ee2222 ce@72 の 2 の %22 Persoon,。Gmelin。、Syst. nat. Linn. 2、1473, 

1791: 

475xgo czx72Z (Pers.) Roussel, Stevens. in Hg. w.c. pl1. diS. 

81, 1913 : Standley, P. C. im Myeologia 8、144, 1916. 

OsfoZees cg の 27%s de Bary, in Ann. sc. nat. 20,126. 1864 ) Fuckel 
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Symb. 72, 1869 : Thimen, von. in Pilz, Sib. No. 146-148, 1878 : 

& No. 496, 1880 : Tanaka, EE. in Tokyo Bot. Mag. 4, 380,1890: 

Massee. G. in Dis. of cult. pl. & trees, 131, 1910. 

Cs7o の eS の 722 の 65 (Pers.) Lev. in Ann. sc. nat.3 series 6, 371, 

1847 ,: Sacc. Syll. 7, 234, 1888 : Voss, W. in Myc. Corniol. 24, 1889: 

Fischer, A. in Rabh. Krypt. 4, 418, 1892 : Kirchner, PHkr. 378, 1890 : 

Tubeuf, Dis. pl1. 123. 1897 : Duggar,B. M. in Fg. dis. of P1. 149, 

1909 : P. Henn. in Engl. Bot. Jahrb. 30, 34, 1901: & 31, 728, 

1902 : Syd. P. et 古 .& Butler, in Ann. Myec. 10, 243. 1912 : Butler, 

E. J. in Hg, 芝 dis, in P1. 291, 1918 : Oudemans, Enum. 2, 235, 

& 3. 237, 1921: Miyake, T. in Tokyo Bot. Mag. 26, 53, 1912 . 

寄 主 及 産 地 Arabis pendula 葉 . エゾ ハタ ザ ホ 甘 上 

論 内 演 大 FVN 和 FN 月 ここ に 還 介 症 スク ンジ 2 失 2 

Brassica campestris 工 . 葛 上 

吉林 大 正 攻 年 仏 明 。 に 七 日 三浦 道哉 

Capsella Bursa-pastris () Moench. ツブ 請 語 生生 に 

公主 全 大 正 や 年 大 思 二 * 明 三浦 道 功 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 南 は 十字 科 植 物 の 葉 , 花 序 葉柄 , 蓋 等 に 寄生 し て 上 自 灸 病 を 

起す 病原 菌 に し て 浦 洲 に 及 て は 白楽 其他 の 茶 類 に 普通 に 見 る も 未 

だ 包め に 全 作 物 の 必 稼 を 皆無 な らし むる 程 の 相 害 を 見 を た る と と な 

まう 

22. Albugo BIHti (Piv.) 0. 区 untze., in Rev. gen. pl1. Paris。 2, 658, 

1891 : Schroeter, J. in Engl, et Prantl. Natur, pHH. 1. 1. 112, 1897 : 
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Migula, in Thome's I. von Deutsch. 3. Pilz. 1. 154, 1910 : Davis, 

り .J. in Prov. List. 8S49。1914: Standley, in Myceol. 8. 144, 1916 : 

Syn. Ozeo ガ 7% Bivon,Bernhardi Sterp. Sicul1. 3. 11. 1811. 

Oogeozz の 2727727 が 2 Schw. Syn. fg. Am. bor. No. 2853, 1834. 

び zsfopes 87 (Biv.) Lev. in Ann. sc. nat. 3 373. 1847 : Voss, 

W. in Mye. Carniol 25, 1889 : THischer, A. in Rabh. Krypt. 4, 422, 

1892 : Henn. P. in Engl. Bot Jahrb. 34, 593, 1905 : Butler, E. J. 

Fg. aud dis. of Pl 316-317, 1918. 

Cs7ops 7 が (Biv.) de Bary in Ann. Sc. nat. 1863 ) Ser, 4, 

p. 131 : Fuckel, Symb. 72,1869, Winter, in Hedw. 24, 201 : Sacc. 

Syll. 7, 236, 1888: Komarov. in Tg. Ross. Ex. Fasc. 6, No. 251, b. 

1900, Oudemans, Enum. 2,1058, 1920. 

470%9o 有 47207o77 が 2 (Schw.) O. 氏 untze, in Rev. gen. pl. 1. vol, 

2, 658, foot note+, 1874 , Swingle,。W.T. in Jour. of Myce. 7. 115. 

1892. 
CsfoZe5 422d7G727 が 2 (Schw.) Barkeley in Grev. 3. 58, 1874. 

寄 王 及 産 地 Amaranthus viridis ( 臣 .) Moq. 中 スジ ビ 介 

犬 運 De 年 月 思 TF 日 近藤 金吾 

公主 富 大 正 五 年 八 月 宮部 憲治 

同 犬 正 七 年 八 月 五 日 三浦 密 成 

誰 普 犬 正 十 一 年 八 月 ス ク 92525cI プ コン 

Amaranthus caudatus 葉 . ヒモ ケイ トウ 表 上 

公主 額 大 正 モ 年 刻 月 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は ケ ィ トウ 類 の 葉 寄 生 し て 自 鐘 病 を 起す も の に し 
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て 清洲 に て は と ヒモ ケイ トウ の 一 種 を 青 栗 子 と 舟 し て 病 培 し 其 資 を 

食用 に 供し 明治 四 十 四 年 青森 頻 農 事 試 験 場 に て 之 れ を 移入 栽培 せ 

る と と あり し が 同年 其 某 上 に 本 北 の 和 寄生 を 見 た り し に 清洲 に 於 て 

同 菌 を 同一 植物 上 に 次 見 せる より 考 ふ る に 本 菌 は 此 青 栗子 植物 の 

葉 上 に も 普通 に 毅 生 する も の \ 如 〈 若 し 同和 植物 が 廣 く 栽培 せら る 

いて 於 て は 本 南 は それ に 将 す る 一 の 多英 な る べし, 

23. Albugo Portulacae (DC.) 0. Kuntze in Rev. gen. pl. Faris 2 

65, 1981 : Swingle, in Jour. of Myc. 7, 111, 1892 , Schroeter。 リ . in 

Engl,& Prantl. Natur. pH. 1. 1. 112、1897 , Migula,。 Thome's TH1. 

von Deutsbh. krypt. H1. 3. 1. 154, 1910 : Davis, J. J. in Prov. List, 

849, 1914 : Tdeta, A. in Handb. 122. 1908. 

Syn, Ozego ア oyZx/cge de Candolle。I. franc. 5, 88. 1815. 

Cysfopes ア o722cee (DC.) Lev. in Ann・ SC. nat. 3. Serie. 8, 

371, 1847 : Sace. Syll. 7. 235, 1888: Voss. W. in Myc. Carniol. 24. 

1889 : Kirchner,、 PHH Kr. 371, 1890: Hischer、A. in Rabh・TIrypt. 

4, 420, 1892 : P. Henn. in Engl. Bet. Jahrb. 34, 593, 1905 : Butler, 

Eg. & dis. pl1. 318。1918 : Oud. Eunm. 2, 1068, 1920, 

C2s7o/zxs アア o72cge (DC.) de Bary im Ann. sc. nat. 20, 126, 

1864 : fuckel, Symb. Mye. 72, 1869. 

寄生 及 産地 Portulaca oleracea 工 . 区 べべ リセ 5 葉 

犬 連 大 正三 年 環 角 志 凍 近藤 金吾 

公主 償 大 現世 年 巧 月 三村 三浦 宙 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 滝 蒙 の 地 に あり て は 本 菌 は 本 寄主 の 生育 する 虚 に て は 到 

る 虎 に 之 れ を 義 見 する を 得 べ し , 
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24. Albugo Tragopogonis (Pers.) S. T, Gray in Nat. arrang. brit. 

pl1. 1.540, 1821: Swingle, in Jour. of Myc. 7, 112, 1892 , Schroeter, 

り . Engl. & Prantl. Nat. PHH-fam. 1. 1. 112, 1897 , Migula。 

Thomes IL. von Deutsch. 3. Pilz. 1. 154, 1919: Jaap, im 

Ann. AIye. 39, 331, 1911 : Stevens, in Tg. which. cause pl. dis. 

S2, 1913: Davis。 J. J. in Prov. List. 850, 1914: A. Tdeta, in 

Handb. 123, 1801. 

SYn. 07ego co の 2 の 2 /7. ygo7og? Pers. in Syn. fung. 223. 1801. 

Cs7o7%S Cc%02cS de Bary in Ann. sc. nat. 20, 133, 1864: von 

Thtmen, Pilz. Sib, No. 680, 1180. 

Cys7o74S 8 の 42427os275 de Bary in Rabh. Fung. europ. 474, 1862 : 

Fnckel, Symb. Mye. 72, 1869: Oudm. Enum. 4, 1077, 1923. 

「 C2s7op%5 77ggo7ogo7265 Pers. Tubeuf,。 THg. dis. of p1. 127,。1897 : 

Duggar,B. M. in fg. dis of nl. 152, 1909. 

Cs/o/%8 DO (Pers.) Schroet. in Krypt. H1. 3 1, 294, 

1886 : fischer,。A. in Rabb. Krypt. 4, 421, 1892 : Sacc. Syll. 7. 234, 

1888 : P. Henn. in Engl. Bot. Jahrb. 34, 593. 1905 , Sydow & Butler, 

in Ann. Myo. 10, 243, 1912: Miyake. 1. in Tokyo Bot, Mag. 26, 53, 

1912 : im 可 ea28。 37。 1914. 

寄 主 及 産 地 Qirsium arvense (上 .)) Scop,。 エゾ ヅ ヴ フ キツ ウネ アザ ミ 上 葉 

大 運 大 中 三 . 年 寺 - 月 ck。b. 日 近藤 金吾 

公主 額 大 正二 年 上 月 八 日 三浦 鶴 成 

Inula britanica 工 , ヲ ラグ ル マ 葉 

公主 額 大 正 : 世 年 ぜ 月 寺 九 日 三浦 審 成 

分 布 全 世 界 。 
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( ロ ) 有 叶 菌 科 Peronosporaceae. 

寄主 の 内 部 に 敵 を 伸長 し 細胞 問 際 を 走る か 稀 に 細胞 を 人 貫き 必 

地表 器 を 有 し 之 れ に より て 討 分 を 明 収 す 拉 子 柄 は 且 に より て 其 形 
を 異 に し 分 生 胞 子 は 渡 走 子 又は 義 芽 管 C に より て 豆 芽 す 。 

Phytopjhthora JDe Ba*. 

司 鈴 募 疫病 菌 属 と 舟 せ られ 吸 器 は 締 航 を な すか 又は 之 れ を 鉄 き 

構 子 梗 は 第 一 の 分 生 胞子 を 生ずる まで は 昌一 な れ ど も ゃ も 其 胞 子 落 朋 

せ ざ る (C 先 ち 分 生 胞 子 附 着 部 の 直下 ょ り 人 伸長 す る を 以 て 此 胞 子 は 

側面 の 位置 に 置か れ 新 く の 如 くし て 横 子 梗 伸長 する が 故に 胞子 着 

生 部 は 他 の 部 より 太く な り 癌 状 を な す が 故 に 此 癒 敷 に より て 共 構 

子 梗 上 に 生じ た る 分 生 胞 子 の 着 を 知る と と を 得 此 分 生 胞 子 は 卵 形 

に し て 先端 に 乳頭 状 突 起 を 有 し 其 内 容 は 分 れ て 二 本 の 繊毛 を 有 す 

る 渡 走 子 を 生じ 稀 に 生 芽 管 に ょ より て 和義 芽 す る も の あり 蔵 卵 器 は 一 

個 の 卵 球 を 蔵 し 雄 器 に より 投 精 せら れ て 角 胞 子 と な る 卵胞 子 は 球 

形 外皮 は 征 薄 く 正 滑 有 色 世 界 に 大 過 拾 種 あ り 添 蒙 の 地 に 一 種 を 義 

見 せら る 

25. Phytophthora infestans (Mtout.) de Bary mn Jour.of Bot. New 

Series, 5. 1876: Sacc. Syll. 7, 237,1888: Voss, W.in Myc. Carniol. 

18,1889: Kirchner, PHanzenk. 379, 1890: THischer,A. in Rabh. 

Krypt. 4. 413. 1892 : Swingle, Jour. of Mye. 7, 116, 1892 : Schroeter, 

り . in Engl. et. Prantl. Natur. PHanzenf. 1. 1. 113 1897: Clinton, ば . P. 

in Conn. Ag. Rx. St. Rpt. p. 31-32, 1907-8 : in 1.c. 33-34. 1909-10 : 

Duggar, in FEg. dis. of pl1. 165, 1909: Migula, in Thomes Hi]. von 
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Deutsch. Krypt. 3. 156, 1910: Massee, で G. in Dis. of cult. pl. 尼 trees, 

123, 1910: Jaap, in Ann. Myc. 9, 331, 1911 : MeAlpine, in Dis. 

potato im Australia,。p. 4, 1911: Stevens, fg. which cause pl. dis. 

86, 1913 : Sydow, Ann. Myc. 11, 112, 1913 : Dayvis, J.J. Proy. List. 

850, 1914 : Standley, P.C. in Myceologia 8, 145, 1916 : Butler, E. 

J. in Hg. and pl. dis 277 & 304. 1918: 宮部 金 天 北 海道 農 會 報 

第 一 作 第 二名 。1901: 革 時 俊 助 東京 植物 晃 条 Z 誌 区 十 五 人 ,1901 : 野 

村 彰 太 郎 聞 ヶ 原 農事 試験 場 報 告 第 十 八 名 。1901. 堀 正太 郎 , 農 作 

物 病 胃 ,p. 206, 1908: 出 田 新 日 本 植物 病理 己 ,p. 125, 1909 : 同 貫 

編 具 ,113, 192?, 澤田 無 吉 音 農 試 特報 ,19。74. 1913. 

Syn. 7o な が 4S 274fes77cs Montagne, in Memoire de TInstit. 1845. 

po が 7275 放 0gy Desm, in Crypt. d. HrT. 492. 

7o7 が 5 So/o722 Harting, in Mal. d. pomm. d. ter. Amst. 1646: 

Ann. sc. nat. 6. 1846. 

erozos297 の 6 が が 77fo Ung. in Bot. の eit. 314、1847. 

ア o な が 7725 9eogs7Z が 62 Lib. in Reyv. Bot. 1, 151. 

ア e7o7%o8 の 07@ 2727e7772727206 CasD. in Verh. d. Ver. Bef. d. Gart. 

Preuss. 327, 1852. 

ア eyo?O8 の 07@ 27976872768 Oasp. in Rabh. Herb. MTyc. No. 1879. 1852. 

ア e7o7zos の oO7 の の eogs7 の 7 Oasp. in Monats. Acad. Berl. Mai. 1855. 

ア e7o72087o7@ 7 が es7g7S De Bary in Ann. sc. nat. 4, 20, 104. 1863. 

容 主 及 産 地 Solanum tuberosum 葉 . ンー 眉 

公主 傘 BSIES も トン: 三浦 紗 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 貢 は 馬 鈴 暮 の 葉 及び 地下 球 を 犯し て 選 鈴 暮 の 疫病 を 起 
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す を 以 て 有名 な る も の に し て 今や 全 世 界 中 馬 鈴 甘 の 栽培 せら る + 

地方 に は 多少 に 開 は ら ず 其 紙 生 を 見 ざる 所 な き の 汰 態 な る が 北 消 

地方 に 於 て は 三宅 一 郎 氏 が 北京 近傍 に て 殴 見 せる を 始め と な す 漬 

洲 に 於 て は 本 病 の 般 生 比較 的 少な 〈 其 生 を 見 る も 披 害 程度 区 だ 

微弱 な る は 滝 圭 の 気候 的 開 係 に よる も の な る べし 近 時 澤田 畠 吉 氏 

の 研究 に よれ ば 本 菌 は 搬 氏 四 十 五 度 以 上 の 温度 に て は 毅 病 を 催し 

得 ず と 面 し て 消 窒 の 地 に あり て も ゃ 選 鈴 英生 育 の 末期 分 ち 七 月 に あ 

り て は 日 中 は 氏 四 十 五 度 以 上 に 昇る と と 稀 な ら ざ る が 之 れ 或 は 

清家 の 地 に 本 病 の 衣 生 比較 的 少な き 一 の 原因 を な す に 非 る や 上 比 台 

は 今後 充分 の 研究 を な す の 必 要 あ る べし 。 
本 菌 の 休眠 胞子 は 今日 まで 自然 に あり て は 殴 見 せら れず 其 越 冬 

は 主として 地下 芋 内 に C 菌 続 の まい \ 越 年 し て 裂 年 の 策 病 を 催す も の 

と せら る 面 し て Ointon,G. P. 氏 が 1910 年 に 至り て 人 和久 的 に 純粋 培 

に より て 基 卵 胞子 の 形成 を 認め た り 。 

従来 多く の 了 者 は 区 苔 を 犯す Phytophthora 菌 は 馬 鈴 甘 を 犯す も 

の と 同一 菌 な り と 思ひ た り れ し が 1911 年 に 至り McAlpine 氏 は 漂 釣 

に 於 て は 此 雨 者 は 全く 異な る も の な り と 主 上 し 1917 年 Scherbakof 

氏 も 同一 の 結論 に 達し 薔 攻 上 の も の を Ph.terrestria と 呼ぶ と と を 主 

張 し 1920 年 に は Rosenbaum 氏 も 同一 結果 に 角 着 せり 然るに 一 方 KC 

於 て は 1919 年 Giddings 氏 は 人 久 的 に 馬 鈴 甘 の 菌 を 革 茹 に 接種 し 得 ・ 

た る も ゃ 天然 汰 態 に て は 稼が 接種 を 認め ざり き 。 

Saccardo 氏 は 本 菌 朋 名 の 種 名 は 1492 年 Desmazieres 氏 が Botrytis 

fallax と 呼び た る も の より 探 用 せ ざ る べから ず と 主張 せ し が 上 果 し 

て 然 り と せ ば 本 商 の 學 名 は 正 に Phnytophthora fallax (Desm.) de 

Bary と な る べき も の な り 然 る KC 不 幸 に し て 余 は 之 れ を 決定 すべ 

き 充 分 の 参考 書 な き を 遺 葉 と す 。 



37 

Sclerospora SC ね roete ゃ . 

細胞 間隙 に 生ずる 菌 続 は 小 な る 閣 状 吸 胞 を 有 し 普通 分 生 胞 子 は 

嘆く 消失 す 現 今 知 ら る いも の 大 過 四 種 滴 守 に 一 種 を 華 見 せら る 。 

26. Sclerospora gramninicola (Sacc.) Schroeter, Yar. Setariae- 

italieae Traverso in Bull. Soc. Bot. Ital. No, 9. 168. 1902 : Sacc. 

Syl. 17,520, 1905 ) Erikson,、 Die Pilzkr. d. landw. Kulturpf. 37, 

1913: 澤田 禁 吉 , 嘉 江 綿 匠 府 中 央 研究 所 農業 者 報 紅 第 二 呪 48, 

1922: 笠 井 英夫 , 病 強 害 雑誌 第 十 四 四 , 元 六 , 1927 : 

(第 一 園 版 ,A.) 

Sym. の 670807@ の 7 の 76762COP の (Sacc.) Schroeter, in 出 田 新 , 日 本 植物 

病理 乙 , 142-145, 1908: 三浦 道哉 , 満 洲 主要 農作物 の 病 審 澤田 

吉 , 嘉 湯 綿 菅 府 農事 試験 場 特別 報告 第 十 九 金 1913. 

究 王 及 産 地 Setaria italica Beauv. 7 2 い 表 

熊 策 城 大 正 五 年 九 月 七 日 宮部 憲治 

渡 陽 大 正太 年 人 月 二 十 三 日 山田 保 息 
公主 額 大 正六 年 七 月 五 日 中 本 保 三 

公主 額 大 正六 年 七 月 十 日 赤石 行雄 

同 犬 正 ヒ 年 八 月 十 四 日 三浦 密 成 

同 同 DA9 后 月 カ月 同 

属 大 正八 年 八 月 八 日 同 

同 大 正 十 年 七 月 五 日 同 

同 同 NOMHS2TCC 日 同 

Setaria Yiridis Beauv. 5 コミ ログ か 全 

吉林 省 主 個 賃 大 正 七 年 八 月 十 九 日 三浦 密 成 



38 

公主 名 大 正八 年 八 月 三浦 蜜 成 

記事 本 菌 は 粟 の 葉 を 犯し て ササ ラ 病 を 起す も る の に し て 日 本 に 

於 て は Sclerospora graminicol と し て 知ら れ を た る も の な る が 有 みれ 然 

ら ず し て 座 種 と な すべ きこ て と 其他 に 就き て は 笠井 幹夫 氏 が 病 剖 害 

殺 誌 に 詳細 応 し ある を 以 て 今 は 再び する の 繁 を 各 く 。 

清州 に て エフ コロ グ サ 上 K 策 見 立ち ら る いも の は 其 卵 胞子 は 小形 

な る が 故に 之 れ 眞 の Sclerospora graminicola に 相 営 する も の な る ぺ 

iC 関し て は 染 と た エフ コロ グ サ と の 間 に 交 万 接種 試験 を 行 

ひたる 後に あら ざれ ば 決定 する を 笛 箇 し て 清洲 に 於 て は 其 分 生 

胞子 の 毅 生 は 日 本 に 於 ける が 如く 稀 な る に 非 地 栗 の 三 四 尺 K 伸 長 

し た る 頃 閉 ち 七 月 頃 に 於 て も 早朝 に は 之 れ を 採集 する と と 避 て 困 

難 な ら ず と 貴 も ゃ 其 紙 芽 等 は 基 だ 困難 な る も の ある を 以 て 此 試験 の 

如き も ゃ も 充分 の 時 間 を 要 す べ きも の な り 。 

PasSsnOD ら ra SC れ rmOG を 人 。 

玲子 梗 は 和樹 枝 汰 に 分 岐 し 分 生 胞 子 の 頂 端 は 乳頭 状 突起 を 有 し 二 

個 の 和 毛 ある 渡 走 子 を 生 ず すず 卵胞 子 は 誠 卵 器 中 に あり て 氷 《 存 す 世 

外 ( に 大 過 十 八 種 漬 守 の 地 に 三種 毅 見 せら る 。 

27. Plasmopora pygmaea (Ung.) Schroeter, in Pilz. Schles. 1 239, 

1886 , Sacc. Syll. 7, 240,1888 , Voss, W. in Mye. Carniol. 19, 1889 : 

A. Hischer, in Rabh. Krypt. 4 430, 1892 : Swingle. W. T. in Jour. 

of Myc. 7。 116, 1892 : J. Schroeter, in Engl. & Prantl, Natur. 

PfHanzenf. 1, 1. 115, 1897 ,) Miguls, W. in Thome's I. Y. Deutsch. 

Krypt. 3. 1.160. 1910: Massee, G. in dis. cult. pl1. 鐘 trees, 122, 
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1910 : Sydow, P. et 耳 . in Ann. Mye. 11, 113,。1913 , Stevens, FE. 

L. in fg. which cause pl. dis.、 93,、1913 : Davis。J. J. im Prov. 

List。850。1914 : Oudemans,。 Enum. 3。 120, 1921,) A. 1deta, in 

Handb, 151, 1909 : 

Syn. 7/g が 27768 7797206@ Unger, im Exanthemen der Pfanzen, 172, 

1839. 

eozoS7O7@ の 797262 Unger,、 in Bot. eit. 315, 1847. 

ア e7o72O8707@ 2720C7OC の 7 Corda, in Teones Hg. 5, 52. 1842. 

e7o2o8207⑦ 270267OCG72C Ung. forma eoz72 太 De Bary, in Rabh. 

Fg. eur. 374, 

ア eyozos の o7g 万 ep が coe Caspary, in Monatt. Ber. 329, 1855. 

eo7zos2o7@ Ce2772 Oaspary, bei Berkeley。 in Outl. brit. Hg, 

349, 1660. 

寄 主 及 産 地 Anemone Raddeana RglL. ウラ ベニ イチ ゲ 葉 

鳳 出山 大 正 九 年 四 月 二 十 七 日 近藤 金吾 

分 布 束 洲 , 北米 , 日 本 , 凍 洲 。 

記事 本 菌 は 毛 旨 科 植物 の 葉 に 寄生 する も の に し て イチ ゲ サ ウ 

属 に 主として 帝 見 せら る も の な る が 赴 國 Tranzschel 氏 は カム チ ヤ 

ッ カ 普 類 誌 れ 四 一 質 に 於 て 同 地 方 に て は 本 菌 は Thalictrum minus 

上 上. の 葉 上 < 寄 生 す る と と を 報告 せり 。 

28. Flasmopara viticola (B. et C.) Berl. et de Toni, in Sacc, 

Syll. 7, 239, 1888: Riseher,A. in Rabh. Krypt. vY. Deutsch. 4, 435. 

1892 : Schroeter, J. in Engl. et Prantl. Natur. PE 時 . 1, 1. 115, 16897 : 

Duggar.B. M. in fg. dis. of pl. 152。 1909 : Massee, ば . in Dis. ef 
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cult. pl, & trees, 118, 1910 : Stevens, TH. 工 . & Hal, J. G. in Dis. 

of econ. plants,、166, 1910 , Sydow,& Bntler,、 in Ann. Myc. 10, 

244, 1912 , Stevens, T. 工 . in Hg. which cause pl. dis. 91, 1913 : 

Davis, J. J, Prov. Hist 851, 1914: Oudemans,。 Enum. 3。 1270, 

1921: 出 田 新 , 日 本 視 物 病理 避 , 145, 1909: 澤田 抽 吉 , 嘉 江 産 

内 類 調査 報告 一 編 101, 1919: 

Syn, イア 7870D7 の 6246CO 放 Berk. in Tubeuf, 式 . F. Dis. of p1. 128, 1897, 

ア /ws22o7@7@ の 92co み (B. et C.) de Bary. 

ア /zs2207Z7 の の 62co/Z ( せ . et C.) Bert. in Freeman, EE. M. Minnesota 

pl. dis. 368, 1905. 

yso 刀 eco oco 久 (B. et C.) Wilson in Hara, KK. 果樹 病 震 論 

S19, 1316. 

容 王 及 産 地 Vitis amurensis Rupr. ヤマ プ ダ ウ 表 上 

公主 額 大 ES に EE 月 5 日 三浦 鶴 成 

Vitis vinifera 工 . 2 グー コソ 葉 上 

族 順 昭和 二 年 八 月 三浦 宙 成 

分 布 欧洲 , 米 較 , 南 亜 那 利 加 , 漂 洲 , 印度 , 支那 , 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 打 堪 衛 菊 の 葉状 核 果 連 等 に 寄生 し て 衛 茶 の 赴 病 

を 起す も の に し て 現今 に 於 て は 和 攻 殴 栽 塔 地方 に は 全 世 界 に 名 見 せ 

ら る 有 様 な る が 清洲 に あり て は 勘 野生 種 の 茶 上 に も 問 し く 策 生 す 

る を 見 る 。 

29. Plasmopara Skvortzovii 吸 iure, 1. SP. 

(第 一 園 版 C:) 参 

Spots irregular in shape, brown, emarginate。 from 1mm. to 4-5 

e.m. long, 1 mm.-2 cm. wide : hypophyllous, whitish gray : conidioD- 
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hores sojitary, 1-3 in number from one stomatal opening, 1ong, hyaline, 

unbranched st the lower part, branched at near the apex, branchlets short 

and widened at its base, whole length of conidiophores 180-200 / and 

about 15 / wride : conidiophores hyaline, smooth, wide oval or wide elip<・ 

soidal, sometimes qulte sphaeroidal,shortely papillate at apex, 25-32.5 

x 19 25/ wall thine , oospores not observed. 

寄 王 及 産 地 Abutilon avicennae aer, イ チ ゼ ビ 更 上 

Harbin, MIVS 1917. leg. B. W. Skyortzow. 

分 布 清 。 

記事 被害 都 は 主として 葉脈 に 限ら ちら る ヽ を 以 て 不 規 則 形 を な し 

大 衝 は 黄色 を 呈す る も 健全 部 と の 境 明 ら か な ら ず 余 の 楼 し た る 

標本 は 乾燥 標本 に し て 且つ 其 量 ゃ も 多 か ら ざ り し を 以 て 基 分 生 胞 子 

の 融 芽 状況 は 之 れ を 稚 察 する を 得 ざ り し ゃ 捧 子 梗 分 岐 の 状 よ り 考 

と き は 正 に 本 局 に 入る べき も の な る べく 卵胞 子 は 之 れ を 生 見 

せ 。 
本 菌 携 子 醒 分 投 の 状 は Davis. リ .J. 氏 が Wisconsin 洲 ( に て 唇 形 科 植 

物 の 一 種 Physostegia parvifora (Dracocepharum parvifHorum,) の 葉 上 

に 得 た る Plasmopara cephalophora Davis. に 似 た る 時 あり 特に 其 小 

枝 の 基部 去り た る 中 に 於 て 然 り と す 面 し て 余 は 電 開 に し て 未だ 工 

和幸 植 物 に 答 生 する 露 菌 あ る を 聞か ず 敵 に 新種 と な し 其 探 集 者 な る 

葵 の 友人 起 園 人 スク フォ オー ヅ フ 氏 の 名 を 記念 せん が 含め 上 記 の 聖 

名 を 撰 べ り 。 

PeronopJasrnOopara Beniese@。 

局 の 携 子 梗 は Peronospora 局 に 診 け る が 如く 文 汰 に 分 枝 し 分 生 

掲 子 は 有色 に し て 頂部 の 肌 頭 汰 突起 若 し く 策 達し 破 工 に 営 り て は 
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先 づ 渡 走 子 を 生ずる と と 前 の Plasmopara 属 C 於 ける が 如 し 現今 世 

上 界 に 知ら る ヽ いも の 二 種 清家 に 一 種 帝 見 せら る 。 

30. Peronoplasmopara cubensis (B. etC.) Clinton, in Rpt. of Conn. 

Ag. Ex. St. for the year 1904、329-362, 1905: 氏 . Miyabe 多 Y. 

Takahashi, in Sapporo Nat. Hist. Soc. 1, 152, 1906 : 1T. Miyake, 

in Tokyo Bot. Mag. 26, 52,1912 , in 1.c. 28, 38, 1914 : Stevens, 

TFT. L. in fg. which cause p1. dis. 98.1913: 負 田 新 , 日 本 植物 病理 政 

152、1909. 「 

Syn. 7@7O7208 の 07@ CeOe74868 B.et C. in Berkeley, Jour. Linn. Soc. Bot. 

10. 863, 1869 : Tanaka, EE. in Tokyo Bot, Mag. 2, No. 17, 1888 : 

im 1.c. 4 38-40, & 380-381. 1890 , Swingle, W. T. in Jour. of MMYoc. 

7、125, 1892) Massee. G. in Dis. of cult. pl. & trees, 121. 1900 : 

SYdow, P. et 本 . 鐘 Butler, E. J. in Ann. Mye, 10, 244, 1913. 

ア /Zs22o の 7 の C%4 の 622s29 (B. et C.) Humphrey in Mass. Ag. ex. St. 

Rpt. 8, 210-212,1904: Duggar, B.M. in Fg. dis. of nl. 158, 1909 : 

Mipula、W. in Thomes HL. vY. Deutsch. Krypt. F1. 3 1. 162, 1910. 

se%@o7e7O7208207@ Ce768268 Rostow. Flora、 92, 405-430, 1903 : 

Butler, EE. J. in Fg. &. dis. of nl. 311, 1918. 

寄 王 及 産地 Cuceumis sativus 工 . キ ギ 必 凍 和 者 葉 

公主 拓 犬 正 刀 年 七 月 二 十 四 日 宮部 憲 菊 

分 布 区 洲 , 北 洲 , 日 本 , 汐 湖 。 

記事 Rostowzew 氏 は 本 菌 の 携 子 梗 は Peronospora 同 の 如く 二 叉 

汰 < 分 枝 す る も 共 分 生 胞 子 は 洪 走 子 を 出す の 故 と を 以 て な る Pseud. 
operonospor& な る 属 名 を 設定 し て 1909 年 之 れ を 義 表 せる も ゃ も 此 廊 字 は 
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既に 1901 年 Berlese 氏 が Plasmopara 局 の 亜 属 名 と し て 用 お ある を 以 て 

1905 年 Chnton 氏 が 之 れ を 改め て Peronoplasmopara な る 局 名 と な せり 。 

ず 

了 Berrnia 羽 Ggel』 

本 局 は 携 子 梗 小枝 先端 堂 紀 を な す を 以 て 本 科 の 他 の 属 と 異な る 

も の に し て 夫 分 生 胞 子 は 項 芽 管 に より て 華 芽 する も の に し て 征 来 

唯一 種 な り と 思 は れ し が 近 時 澤田 畠 吉 氏 の 接 全 試 取 の 結果 数 種 (C 

分 た る べき も の な る と と 明らか と な れ り 浦 蒙 に 一種 華 見 せら る 。 

31. Bremia graminicola 玖 aoum in Bull. Soc. MTyeol. France, 29, 275, 

pl1. 13. figs.1-3,1913・ Miyake, 1. in Tokyo Bot. Mag. 28, p. 37, 

pl. 1, figs. 1_3. 1914: Togashi, k. in Bull. Imp. Coll. Ag. 鐘 Forest. 

Morioka, 9。p. 18, 1926, 

寄 主 及 産 地 Arthraxon cilhiare Beauy. コ プ ナ グ サ 可 

犬 権 樹 大 正 十 二 年 九 月 三浦 密 成 

分 布 北 支 , 汐 , 日 本 。 

記事 本 赦 は 南 ウ スリ ー 地 方 に 於 て 始め て 績 見 せら れ た だ た る も の 

に し て 後 1912 年 三宅 一 郎 氏 は 北 清 (C 於 て 探 集 せる も 氏 は 其 種 の 決 

定 に は 少し く 計 踏 せ る も の ヽ 如 〈 く 名 問 符 呈 を 附 し 且つ 商 の 形 表 を 

記載 し 宮地 浩 百 氏 も 同様 菌 の 記載 を な せり 余 は 滝 洲 に 於 て (1923 

年 ) 之 れ を 採集 し 米 國 農務 省 Weir,J. 民 . 氏 に 本 貢 の 原 記 載 を 得 ん 事 

を 求め し C 氏 は 快諾 せら れ て 之 れ を 汰 られ た れ ば 爽 其 全文 を 戴 

せ て 同好 諸氏 の 参考 に 供 せ ん 。 

Bremia graminicola Naoumaff in Bull. Sos. Myc. Fr. 29。 27 ま - 

275, pL. (Bg. 1-3)。1918. 
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Maculs primo lutescentibus dein fuscis, subinde etiam totum folium 

occupantibus : caespitutis HHoccosis、albidis, dein griseis : conidiophoris 

hypophylhs, rarius epiphyllis, usque ad 600 / alt, 9-10 / diam., inferne 

in bulbo globoso infHatis superne 5-6 Hies dichotomis, rammis rigidis alterne 

ultro citroque curvatis,ramnulis ultimis in vesiculum infatis。papillas 4 

insidentibus,。 conidiis fere globosis。uno apice quandodue leniter acum- 

inatis、hyalinis。 12 / diam, OosporiS nondum cognitis. 

Hab,: in fohis viv. Arthraxonis ciharis Beauv, in prov. Austro- 

Ussuriensi (Rossiae arient.) 

On voit, d'apres cette description, que notre espece differe du . /2c が coe 

d'abord par le nombre constant des sterigmates, qui sont toujours an 

nombre de quatre,. puis par Tabsence presque totale de la papille et par 

la grandeur des conidies. Enfm, quelques antres caracteres secondaires 

sont a noter。precisement ]aspect general des taches et du duvet, la 

forme des Yesicules terminaux。le mode plus regulier de le ramifcation 

et le diametre peu variable des differentes parties des conidiophores. 

PeroznOSpOrma (と の da 。 

本 属 の 失 子 梗 は 文 汰 に 敷 回 分 枝 し 分 生 胞 子 は 一 端 に 乳頭 状 突 超 

を 有する こと と な く 績 芽 管 に より て 華 芽 す 世 界 に 大 過信 十 種 源 宗 に 

て 六 種 下 見 せら る 。 

32. Peronospora arDborescens (Berkeley.) de Bary in Ann. sc. nat 

4 Serie 20. 119, 1863 : Fuckel, Symb. 67, 1869 : Sacc. Syll. 7, 251. 

1888 : Kirehner, PHanzenk. 380. 1890 : Fischer, A. in Rabh. Krypt. 

1. 4, 463, 1892 ) Tubeuf, Dis. of pl. 133, 1897 , Hennings, P. in 
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Engl. Bot. Jahrb. 30, 34,。 1901: IMigula,W. in Thomes HI. Tv。 

Deutsch,、Krypt. HI. 3,。 1, 172. 1910 : Stevens,T. 工 . in Tg. which 

cause pl. dis. 100, 1913 : Sydow, P. et H. in Ann. Mye. 12, 160, 

1914 ,: Butler, 世 .J. in Hg. and dis. of nl. 344, 1918 : Oudemans, 

Rnnum、 3. 229 講 2 

Syn, 7 の o7 が 7248 76o7esce225 DBerkeley,in Jour, of Hort. Se. London, 1, 

1849. 0 

ア eyo7zos2o7@ の oe7265 Tul. in Compt. reud. 38, 26, 1855. 

eyo72o8707@ 97286@。 3. 77227207 Casparn in Rabh. Herb. Myc. ed. 

2, No. 323. 

eyo72Os707@ 6 が sg。 forma ア q の woer7S Fuck in Fg. rhen. 13. 1865. 

寄 王 及 産 地 Papaver somniferum 革 . var. nigrum DOC. ケシ , 葉 上 

吉 林 GE に ノリ ドド ビ 2 晶 三浦 密 成 

Papaver alpinum 芽 . の キマ モッ ナ の 2 市 

興安 作 に の の PTE 三浦 審 成 

分 布 了 欧洲, 北米 , 東 印度 , 日 本, 光 湖 。 

記事 本 菌 は ケシ の 葉 IC 寄 生 し て 大 害 を 興 ふ る も の に し て 日 本 

に 於 て は 1900 年 草野 俊 助 氏 東 京 に 於 て 探 集 せる を 始め と し 其 後 北 

海道 に 於 て 宮 都 博士 之 れ を 探 集 し 1913 年 余 は 之 れ を 青森 懸 款 石 町 

に 於 て 探 集 せり 。 

1923 年 余 が 興安 人 額 に 於 て チ シ マ ヒ ナ ゲ ン シ 葉 上 に 探 集 せ る も の は 

其 分 生 胞子 帯 革 色 な ら ず し て 間 褐 色 な る も 其他 の 諸 呈 は 全く 本 赦 

と ど 世 致す る を 見 誠二 共 

33. PeronoSDora 9 盾 uSa (Greville,) Cesati。 im Rabh. 耳 erb. mye. 【, 

1880, 1854 : Tubeuf. 氏 . FT. in Dis. of pl. 132, 1897, (Engl. ed.) 
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IT. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 26, 52. 1912, (partim.), Wilson, 

ば. W. in MYcologia 6, 200, 1914: Sawada, k. in Nat. His. Soc. 

Formosa,22、1915 : in Ag. Ex. St. Bull. No. 101. 1916 : in Descript. 

notes of Hg. Formosa, 1, 121-125. 1919. 

Syn. 7o が Zs e が sg Grev. in 1. Edin. 468, 1824 : Desmaziers, in 

AnniSoojenAts 248) DI HIT HP KO1。 ' 

eyo72O8707@ 6 が %Sg (Grev.) Rabh. 8. 22o7 Caspary, in Rabh. 

Herh. myc. Rd. TI. 1855: de Bary, in Hedw. no. 9, 1864: Saocc. 

Syll. 7, 256, 1888: Tischer, A.in Rabh. KKrypt. von Deutsch 4, 468 : 

1892, Migula, W. in Thome's Krypt. von Deutsch 3. Theil. 1, 

174, 1910 : 

ア e7o7zOs の 07@ 6 が 4s@ (GreY.) Rabh. Nishida, T. im Nogyo-sekai」 

7, 1912 : Syd. P. et 陸 . in Ann. Mye. 11, 112, 1912, (partim.) : 

ア ezo72O8 の O7@ SZ2722C226 Detmann, in Bot. Oent. 105, 25, 1907. 

寄 王 及 産 地 Spinacea oleracea 工 . 紀 放 レン サナ 上 工 上 

犬 雷 沙 河 日 大 正 五 年 六 月 十 八 日 近藤 金吾 

分 布 上 惑 剖 , 北米 , 日 本 , 滝 洲 。 

記事 本 菌 は 1854 年 Greville 氏 が Scottland に 於 て ホオ レン サウ の 

葉 上 c 得 た る も の K Botrytis effiuse な る 移 名 を 筐 へ た る に 始ま り 後 
Cesai 氏 は 之 れ を Peronospora 局 に 移し て P.effusa と 呼び し が Des- 

mazier 氏 は Fries 氏 の Batrytis farinosa と 呼び し Atriplex 葉 上 の も の 

は Greville 氏 の Botrytis effusa と 航 せ る も の と 同一 菌 な り と し 且つ 

其 寄 主として Atriplex. Chenopodium, Rhizanthus, Urtica 等 を 曇 げ た る 

を 以 て 其 後 の 多く の 避 者 は Chenopodium を 犯す 赴 菌 を 以 て 本 と 

な せる も の 多き も 其 の 内 に は 他 の 菌 も 含ま れ 居 る と と 勿論 に し て 
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Ohenopodium 類 を 犯す 直 菌 は 本 菌 と は 全く 異な る な り 政 CCaspary 

氏 は 従 來 陳 者 の P.effnsa と な せる も の は 二 種 の 異な る 南 を 含む こと 

と を 主張 し ホウ レン サウ KK 和 寄生 する 分 生 胞 子 の 小型 な る も の を 8. 

minor,。 アカザ (寄生 する 分 生 胞 子 の 大 な る も の を 太 . major と し 

1917 年 澤田 畠 吉 氏 は 裏 濁 に が て 接種 試験 を 行 へ る 結果 ホオ レン サ 

ウゥ 葉 上 の 菌 は アカ ザ を 犯し 得 ざ る と と を 際 め 之 れ を effunss と な し 

アカ ザ 甘 上 の も の に K 半 し て は Peronospora Chenopodi Caspary な る 加 

名 を 控 用 せり 然 る cC 之 れ よ り 先 き Wilson, ど . W. 氏 は Caspary 氏 の 

Peronospora effusa, 大 .major と せる も の を 以 て 本 菌 の 異名 と な せる 

が 改 に 澤田 氏 が P. effnsa, 8.mimnor を 本 南 の 異名 と せる も の と 相知 

せり 然 れ ど $ 宮 際 に て ホオ レン サウ 葉 上 の 苗 胞子 は ア ヵ カ ザ 代 

菌 の 胞子 より も 小型 な る を 以 て 渕 田 氏 の 読 の 如く B. mnor を 以 て 

本 菌 の 異名 と な す を 正 営 な り ょ と 考 ふ 。 

34. Peronospora epiphylla (Pers.) Pat. et Lagerh. mn Bal. Soc. 

Myc. Fr. 7, 167, 1891. 

Syn. の o79725 の め ん 2 Pers.、 in MLYe. eur. 1 56, 1822. 

ア e7o72Os207C CZe72opo の 76 Caspary, in Bot. eit. 565, 1854 : 

Sawada, K. im Ag. Ex. St. THormosa, Bul. No. 101, 1916 : in 

Descript. notes of Hg. in Formosa, |, 125, 1917. 

ero%OS の 07@ 6 故 xs み (Grey) Rabh. var. 722797 Caspary, In Rabh. 

Herb. MIyc. ed. 2. 171. 1855: A. Hischer, in Rahh. Krypt. 4, 468, 

1892: Migula、W. in Thome's . von. Deutsch. Krypt. Bd. 3, 

Theil. 1. 174,1910. 

ezozosZo7@ 6 が sg (Grev.) Rabh. Swingle. W. T. in Jour. of 
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Myc. 7, 124, 1892 , Hennings, 了 P. in Engl. Bot. Jahrb. 30, 34。 

1901: Miyake, T. in Bat Mag. Tokyo, 26, 52, 1912, (partim.) : 

Sydow, P. et 甘 . in Ann. Myc. 11, 112, 1913, (partim.) : Davis, J. 

S. in Prov. List. 8S51, 1914. 

eyo7os2O7@ 6 が sg (Grev.) Ces. Butler。E. J. in Hg. and pl. dis. 

S17. 1916. 

寄主 及 産 地 Chenopodium album 工 . プ | が 葉 上 

公主 賛 大 正四 年 六 月 十 旭日 三好 光彦 

同 大 正 七 年 六 月 二 日 三浦 客 成 

興安 賃 大 正 十 二 年 七 月 二 日 三浦 錠 

分 布 欧洲 , 米 國 , 日 本 , 清 湖 。 

記事 光 き に も 記せ し 如く 本 菌 は 多く の 避 者 に より て Peronos- 

pora eftusa と 呼ば れ し も の に し て Caspary 氏 の Peronopora effusa, 

major, 印 ち Pernospora Chenopodi と 各 芝 る も の な り 然 る (c de Noti 

氏 は 1822 年 Persoon 氏 が Botrytis epiphyll と せる も の は 本 菌 と 同一 

な り ょ と し 188S 年 出版 の Saccardo 氏 の Syllogue Fungorum 第 七 飼 に 於 

て Peronospora effusa 菌 の 同性 異名 と し て 取扱 ひ 居 る を 以 て 余 は 此 

読 に 従 ひ 上 記 の 遇 名 を 探る と と と せり 。 

Wilson.、G. W. 氏 は 北米 に 於 て Atriplex 葉 上 に 見 ら る ょ ヽ 規 菌 は 

Chenopodium 葉 上 に C 寄 生 す る も の と 同一 な り と し Atriplex 上 の も の 

は 1823 年 Fries 氏 に ょ り て Batrytis farinos& と 呼ば れ た る も の な る 

が 故に Chenopodium 上 の 刈 菌 は Peronospora farrnos と な すべ きも の 

と し 爽 の 如き 同種 異名 諸 主 等 を 墨 げ ば たり (Mycol. 6, 202. 1914.) 

PeronoSpora fArin oga (BYies) Keissler, Ann. 氏 . 氏 . Naturth. Hofm. 

Wein 25: 229. 1911. 
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Syn. の o が 72S 7a7272086 Fries。 Symb. Mye. 9: 404. (Exel. synonymy.) 

1622. 

777272664272 772 の 72C2726077。 Nestler : Hee, Mem. Phyll. et Erineum 

59, 1634. 

ア ezo7zosZo7 の CZeopod22 Schlecht. Bot.。 Zeit. 10 : 619. 1852. 

77o7zosZo72%22 OZe7o2o722 Schlecht. Bot. Zeit. 10: 619. 1852. 

ア e7o7zos の 7 の CZe720 の の 9 の 76 Casp. Bot. eit. 12 : 565. 1954. 

eroyos297@ @ が ws の B minor Casp.) ERab. Herb. Viv. IT. 172. 

1855. 

ア e7o7208 の 07@ 6 の 2 の 7270 み Pat. 層 Lagerh. Bull. Soc. Myc. France 

7: 167. pp. 1891. 

Hosts: America,。Chenopodium album, C. hybridum, C. leptos- 

permum, Europej Atriplex patula, Chenopodium album, C. Bonus- 

Henricus。 C. glaucum, C. hybridum, C. Murale, C. rubrum, Spinace& 

oleracea, Asia, Chenopodium album. 

MTost abundant on species of Chenopodium and Atriplex. 

然 れ と も 先 き に も 逃 べ し 如く Chenopodium 上 の も の は 其 分 生 胞 

子 大 な る を 以 て Caspary 氏 の Peronospora effusa ス . major に 相 営 す 

べき も の な る と 元 挫 起 菌 類 に 局 する 菌 は 其 性 質 純 寄生 菌 に 近 き も 

の に し て 役 の 純 寄生 菌 な る 鐘 菌 類 に あり て は 其 形 態 上 同一 種類 と 

思 は る いも の も 接種 試験 の 結果 多く は 生理 的 に 異な る も る の な る が 

政 に 本 過 の 如き ゃ も 其 形 態 上 殆 ん ど 同 一 な り と の 理由 に より て 之 れ 

を 同一 菌 と 仔 す は 必ず し も ゃ 笑 営 な り と ず べ か ら ず 従 つ て Chenopo- 

dium 局 上 に 寄生 する 赴 菌 は Atriplex 上 に 生ずる Peronospora farinosa 
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責 と 同一 と 僚 す は 宇 ろ 誤り に 近 き も の に 非 ざ る な きゃ や 之 れ 余 は 本 

の 選 名 と し て Wilson に 従 ひ P.farinosa を 探 ら ざる 所 以 を り . 

34. Peronospora Patentillae de Bary, Ann. sc. nat..4, Series 20, 

124、1863: Fuckel, 工 . in Symb. Mye. Nachtrag 9, 17, 1875: Sacc. 

SYylI. 7 253, 1888 : Kirchner、 in PHanzenkr. 380, 1890 : ischer, 

A. in Rabh. Krypt. 4, 473, 1892,) Swingle. W. T. in Jour. of 

Mye. 7, 122, 1892: Tdeta, A. in Handbook. 171, 1909: Migula: 

W. in Thome's H1. Y. Deutsch. Krypt. 3, 1. 176, 1910 : Stevens, 

F. 工 . in THg. which cause pl. dis. 100, 1913 : Wilson, G. W. in 

Myeologia, 6, 206, 1914 : Davis, J. J. in Prov. List. 852, 1914 : 

Oudemams。 num. 3. 544, 1921. 

寄主 及 産 地 Potentilla spina 工 . ヲ キ ジム シロ 甘 上 

大 。 連 だ JE の 月 5 由 近藤 金吾 

性 ヶ 浦 (大 連 ) 大 正四 年 志 月 三 二 一 日 近藤 金吾 
公主 鎖 天下 Rd 三浦 審 成 

分 布 欧 沖 , 北米 , 東 印度 , 日 本 , 清洲 。 

記事 de Toni 氏 は Sri0 Oi Rubi Rabh. 及 び Peronsp. Hragariae 

Roze etOCornu を 各 光 立 の 菌 な り と 考 へ し ゃ Schroeter 氏 は 共に 本 

の 異名 と な し 其 記 事 中 に 於 て 了 P.Rubi は 其 分 枝 多 し と な し P.THra- 

gariae の 携 子 梗 は 非常 に 長く 1mm. に 達する も の あり 此 の 如き は 

其 寄 主 の 異な る ろ る に よる 結果 な る べし と し Wilson 氏 は Peronosp Hra- 

gariae は 全く 本 種 と 異な る 菌 な り と 主張 せり , 思 ふ に 此 等 著 薇 科 に 

寄生 する 露 菌 類 も 接種 試験 を 行 ふ に C 於 て は 敷 岡 の 種類 に 分 た る べ 

が が 7 の 002 



Von Thtmen 氏 は 西 比 利 亜 + り 探 集 せ られ た る Alehemilla Yulgaris 

上 . 甘 上 の も の を Peron. Alehemillae Niessl. (im Pilz. sib. no. 498, 

1880.) と し 後 の 四 者 は 之 れ を 本 菌 の 異名 な り と な す も の ある も 4 

Hischer 氏 は 之 れ を Ramularia 菌 の 一 種 な る べし と な し Secoroeter 

氏 は Venturia Alchemillae 貢 の 分 生 胞 子 時 代 な る べし と 革 へ り 。 

余 の 菌 は 従来 の 記載 に 比 し 携 子 梗 短 か くし て 200 内 外 の 長 さ 

ある に 過ぎ ざる も 共 幅 は 10 / K 建 し 四 乃 至 六 回 分 伝 し 分 生 胞 子 
も 球形 に 近く 且つ 間 黄 色 に し て 18 一 20 ヶ 位 の 大 さ な る 忠 等 異な る 。 

35. Peronospora Trifoliorum de Bary, Yar. manshurica Naoumo 攻 

in Bull. Soc. MYe. Hr. 30: M. Miura, in Dis. of some imp. crops 

in Manch. 7-9, 1921: 氏 . Sawada, in Dis. List of fg. in Formosa, 

2 50 192 

SY 1. ア e7o7%08 の 07@ 7727o72o7<42725 de Bary, Sydow, P. et 廿 . Butler, 

E. J. in Ann. Myc. 10, 245, 1912,。 Butler。 EE. J す . in Hg. 層 串 . di8. 

in pl1. 266, 1918. 

ア e7o72087O7@. 8 の . Reinking, 0. in Phil. econ. pl. dis. 207. 1918。 

eyo720s の 07@ 8 の . 上 akimato,。 氏 . in ByYoO-chu-gai asshi,、 93. 368, 

1916. 

寄主 及 産 地  GIyeine Soja (L.) Benth. ダイ ヴ 葉 上 

公主 領 天正 生年 B 刀 紀 十 所 。 旧 宮部 憲治 

同 AEYRSE 誠 2 月 村 ド に に 則 三浦 客 成 

同 大 正士 一 年 七 月 同 

Glyeine ussuriensis Rgl.et Maack. ツル マメ 薄 = 北 

犬 板 樹 天 dE 年 定年 滅 月 才 三浦 鶴 成 
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分 布 東 印度 / フ イリ ッッ ピン, 日 本 , 沿海 州 , 清洲 , 彰 鮮 

記事 本 菌 は 大 豆 の 葉 を 犯し て 大 豆 の 起 菌 病 を 起す 病原 北 に し 

て 其 學 術 具 に 始め て 開 表せ られ し は 1903 年 印 ち 明治 三 士 八 年 百 

井 光 太郎 氏 著 日 本 菌類 目 鉛 415 買 に Peronospora Trifoliorum de Bary 

と し て 出版 せ られ た る も の に し て 1912 年 に は Butler 氏 は 印度 

Kashimir 地方 C 於 て 探 集 せ る も の を 等 し く P. Trifoliorum de Bary 

と し て 義 表 し た る が Naoumoff 氏 は South Ussuri 地方 に て 探 集 研 

究 し 其 玲 子 梗 の 長き と 胞子 の 大 さき 等 異な る と な し 擬 種 と し て 散 表 

し た り し が 近 時 Sydow 氏 が 獄 立 の 種 と な し Peronospora manshurica. 

(Naoum.) Sydow ょ な せり 。 
本 十 は 従 浴 大 足 の 此 上 に 探 集 せ られ だ た る の み に し て ウル マメ の 

葉 上 に 殆 見 奉 ら れ た る は 清洲 を 以 て 始め と な す 。 

36. Peronospora chinosperm1 Swingle, in Jour. of Myc. 7 126, 

1892 , Oudemans. Enum. 4 523, 1922 : 

Syn, ど e7o7205 の 2O7@ で 7 が 7097oss2 Burr. var. ( ? ) ec27408 の 67226 SW1nglS in 

Trans. of 20 層 21st meeting. Kans. Acad Sc. 11, 77-78, 1887-88 : 

Sacc. Syl. 9 342, 1891. 

寄 宇 及 産 地 Eritrichium pectinatum DC. タチ ミヤ マム ラサ キ 箕 , 豆 

公主 人 鎮 大 正 十 年 九 月 十 七 日 三浦 密 成 

同 大 竹生 呈 冠 葬 了 興 演 過 三浦 鶴 成 

分 布 北 洲 , 清洲 。 

記事 本 菌 に 犯さ れ た る 寄主 は 健全 な る も の に 比 し 葉 は 細長 と 

な り 琶 は 箇 ぶ 間 仲 長 し 被害 部 は 葉 の 上 面 演 黄色 な る も 後 濃 褐色 と な 

り 形 ち 不 規則 に し て 搭 子 梗 は 一 無 孔 より 一 力 吾 五 本 位 出 で 無色 に 
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し て 四 . 志 回 分 核 し 長 さ 130-225 幅 9-11 ん あり 分 生 胞 子 は 殆 ん ど 

球形 に し て 鉛 頭 様 補 起 な く 幕 臣 終 色 若しくは 科 次 色 大 さき 18-24 x 

18-22 > あり 卵胞 子 は 葉 組 織 内 に あり 其 未 熟 な る も の に あり て は 

卵 肥 子 本 の 部 人 浮 ち 周 記 厚 くし て 10-20  c 填 す る も 成 難 せ る も の 

に あり て は 7 内 外 に 過ぎ ず 一 般 に 雄 器 の 接 鯛 部 は 他 の 部 ょ り 

も 厚 し 然るに 卵胞 子 膜 は 未 革 の も の は 1-15 p 位 の 厚 さ に 過ぎ ざ 

る に 成 蒸 せ る も の は 4 を 以 に 達し 表面 粗 繕 な る も Swingle 氏 の 報 ず 

る 如く 特別 な る 構造 を 見 ず 其 大 さ は 40-45 / に 洋 す 。 

従来 某 草 科 C 和 寄生 する 露 南 に し て 本 画 に 近 き は Peronospora My- 

osotidis de Bary 及び Peronospora Oynoglossi Burr. の 二 種 な る が PP. 

Myosotidis de Bary は 本 菌 に 比 し 勘 振子 梗 甚だ 長く し て 600 / 憩 

する も の あり 且つ 其 分 生 胞 子 は 小型 な る を 以 て 本 種 と 屋 別 する を 

得 べ で ぐ Peronospora Cynoglossi Burr. と も 共 携 子 梗 及び 分 生 胞 子 の 大 

さ 及 び 形 状 に 於 て 異な る 馬 あ り て 同一 物 と 個 す を 得 ず また 昭和 二 

年 の 葬 表 に 係 は る 澤田 無 吉 氏 が 吉 漠 に 於 て 義 見 せる Peronospora 

Bothriospermi と 比較 する に 澤田 氏 の 菌 は 携 子 梗 は 七 八 回 分 枝 し 長 

さ 400 幅 8 達し 本 菌 の も の よ ょ りゃ も 長く し て 幅 狭 く 軍 ろ 本 軸 

より も ゃ も PP. Myosotidis に 近 き も の あり 其 分 生 胞 子 も 無色 に し て 本 普 

の も の より も 幅 狭 し . 新 くし て 余 の 得 た る 菌 は Swingle 氏 の P. ech- 

inoSDermt と 稀 芝 る も の KC 最も 近 き を 以 て 今後 の 充分 な る 研究 を な 

すま で 上 記 の 如く な す を 吾 営 と 券 ふ 。 

1897 年 Komarov 氏 は 朝鮮 茂山 ( 鳴 終 江上 流 営 岸 ) に 於 て Rchinos- 

permum deplexum Wahlbrg. 葉 上 に 一 種 の 露 菌 を 探 集 し Jaczewski 

氏 は 之 れ を Peronospora Myosotidis de Baryy に 営 つ る も 之 れ 恐らく 

本 種 な る べし 。 
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37。 Peronospora calotheca de Bary in Rabh. Herb. Myk. 2: 673, 

Fuckel, Symb. Myc. 69, 1869: Sace. Syll. 7, 245, 1888 : Rischer. 

A. in Rabh. Krypt. 4, 450, 1892 : Swingle,. W.T. in Jour. of MYc. 

7, 121, 1892: A. 1deta, in Handb. 170, 1909: Davis, J.J. in 

Prov. List. 853. 1914. 

寄 王 及 産 地 Asperula platygalium Maxg. クル マ バ モドキ 工 , 豆 

興安 額 大 正 下 年 E 三浦 審 成 

分 布 三 洲 , 北米 , 日 本 , 清洲 。 

記事 . 本 苗 は 欧米 に は 普通 に 見 ら る いも の い \ 如 く 日 本 に 於 て は 

稀 に 殺 見 せら れ 滴 洲 に あり て は 今回 を 始め と す 本 菌 に 犯さ れ た る 

寄主 は 人 節 間 伸長 し て 健全 骸 の ぉ も の ょ りゃ 丈 け 高き も 甚だ 弱 に し 

て 被害 葉 も 細長 と な り 且 つ 其 色 も 淡色 と な る 。 

Peronospora calotheca de Bary は 茜 草 科 に 局 す る 多く の 種類 を 犯 

す も の と せら れ dePary 氏 は 敷 種 の 将 種 を 認め Asperula 属 に 績 見 

せら る \ い も の を . Asperulae と せる も 本 菌 も また 充分 の 研究 を な 

す に が て は 多く の 狗 立 せ る 種 C 分 た る べき も の な る で し 。 

中 接 合 歯 類 47YGOMMYCEIES。 

本 類 の 無 性 生 殊 は 分 生 胞子 又は 胞子 本 に より 有 性 生殖 は 配偶 子 

(Gametes) と 舟 す る 同形 な る 二 個 細胞 の 接合 に より て 生ま まる 接合 胞 

子 - (Z7gospore) に よる も の に し て 涯 走 子 を 鉄 く 。 

本 類 は 炊 の 二 族 に 分 た る 。 

1. 無 性 胞 子 は 多く し て 柱 軸 上 の 胞子 栖 中 に 形成 せら る 全う 

キキ ニュ アン し の 毛 懲 菌 族 Mucorales- 
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2。 無 性 胞 子 は 携 子 梗 上 に 思 生 す ………… 螺 微 歯 族 ntomophthorales, 

e。 毛 微 族 ucosales。 

毛 微 黄 族 は 更 C 五 科 C 分 た る いも 清洲 に C 太 て ば 毛 微 菌 科 (Muco・ 

raceae.) 一 科 商 見 せら る \ い のみ 

毛 徴 科 の 胞子 要 は 福 還 を 有 し 多 敷 の 胞子 を 合 み 接合 胞子 は 二 個 

の 懸 柄 問 に 生 才 る $ も る も の に し て 昔 胞 な り 。 

本 科 の も の に し て 清洲 に 見 らち ら る いも の は 爽 の 三 選 と す 。 

属 の 分 類 

1 同和 は 下 徴 属 OIDS 

画 続 は 無色 な る 管状 部 と 有人 色 な る 寄主 外 生 育 部 の 二 部 に 分 た 

レー 。 っ マ PO212 て PP おら 人 の PP 1 いで の 

2. 胞子 栓 の 柱 軸 は 艇 部 より 生ま …… ーー………… 根 足 菌 局 (Rhizopus.) 

胞子 斉 柱 軸 は 分 導 よ り 生 お ………… pi 3 生き 寺 23 5 Absidia。 

根 足 菌 局 Rhizopus 選 hreniperg. 

本 局 の 菌 は 寄主 の 組織 中 (に 入る も の と 空中 に 夢 延 する も の と 

の 二 様 あり 前 者 は 無色 に し て 後者 は 有人 色 堆 子 梗 は 普通 義 生 し て 直 

胞子 甘 は 球形 に し て 柱 軸 上 に あり 破壊 し 協 く 多く の 胞子 を 含む 現 

今 世 界 に 知ら れ た る も の 約 二 十 種 清洲 に 三種 を 見 る 

38. Rhizopus nigricans hrenberg in De Myc. gen. Nov. Act, 10, 

198, 1818 : Sacc. Syl. 7, 212, 1888 : Halsted, B.D. in New JerseY 

Ag. Ex. st. Bull. No. 76, 1890 : Fischer,A. in Rabh. Krypt. 4, 230, 
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1892 : Orton, W. A. in Seience, 29. 916, 1903 : A. 1deta, in Handb. 

175, 1909: Massee, ば. in Dis. cult. pl. trees, 135, 1911 : Stevens, 

T. 工 . in Hg, which canse pl. dis. 105, 1913 : Oudemans。 Enum. 

9: 762, 1921 : M. Miura, Nogyo-no-manshu, 1], No. 8. 42, 1927. 

Syn. 7zco7 s7o/oz27e7 Ehrenberg, in Syly. Myc. 13, 25, 1818 , Sch- 

roeter。 in Pilz. Schles. 206: Schroeter,J. in Engl. 層 Prantl, 

Natur. PH. 1, 1. 125, 1897 : Migula, W. in Thomes IL. von Deutsch. 

Krypt. 3, 1. 196, 1910. 

scozozg cedo Tode, in fg. Mecklemb. 1. 13. 1790. 

容 主 及 産 地 Prunus Persica Stokes. モビ 守 果 宮 

族 順 大 正 九 年 八 月 三浦 密 成 

央 肖 夫 大 正 十 年 八 月 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 画 は 桃 の 圭 果 上 に 見 る る の に し て 果 寅 の 犯さ れ た る 部 

分 は 始め 輪状 の 褐色 東 由 に て 勘 直 衝 二 乃至 三 cm. 位 に 達する と き 

は 此 部 に 絹 締 状 責 続 を 生じ 後 暗 褐 色 と な る 余 は 此 被 害 中 の 初期 の 

も の よ ょ より 本 菌 を 分 離す る と と を 得 和 之 れ を 桃 梨華 果 の 上 果 連 上 (に 接種 

し て 本 病 を 起 さ し め 得 た り 。 

本 黄 の 胞子 論 梗 の 長 さ は 1-1.5 mm. 柱 18-35 位 あり 胞子 尊 の 直 

径 400 に 達し 胞子 は 廣 権 周 形 若 し く は 卵 汰 に し て 一 端 c 徴 細 の 

附 状 机 を 倶 へ 表面 は 長 軸 に 従 ひ て 線 類 数 あり 氏 黒 色 文 は 視 黒 色 を 
な し 長 さ 9-15 幅 7-11 あ ちり 。 

桃 の 果 潜 を 犯す Rhizopus 菌 と し て は Hischer,A. 氏 が Rhizopus 

arrhizu8 と な せる も の が 漆 洲 に て 桃 を 犯す と と を Canninghum 氏 報 ぜ 

る と McAlpine 氏 が 等 し く 和 桃 果 を 犯す も の と し て Rh.schizans と な せ 
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る も の と の 二 種 な る も 共 (C 分 生 胞 子 の 小型 な る ょ 子 槍 の 小 な る 叶 

に より て 本 商 と 同一 と 條 を 得 地 余 の 菌 は 何れ の 器 よ り 考 ふる も 
Rhizopus nigricans Ehrenberg 一 致す 然るに 此 Rhizopus nigricans 

Ehrenberg は 諸 来 研究 の 進む に 従 ひ 多く の 種類 に 分 た ろ る も の な る 

べく Hischer、A. の 報 ず する 所 に よれ ば 本 菌 の 異名 と し て 区 の 二 五 種 

を 挫 げ た り 。 

1. Ascophora Mucedo Tode. 

2. Mucor clavatus Link. 

S. Ascophora Todeana Corda. 

Ascophora nucuum Corda. 

Ascohpora glauca Oordr. 

PE Pilophora agaricina Wallroth. 

7. Pilophora rorida Wallroth. 

8. Mucor amethystens Berkeley. 

9. Aseophora arachnoidea Regel. 

10. Ascophora fuliginosa Bonorden. 

11. Ascophora nigrescens Bonorden. 

12. Ascophora de Baryi Bonorden. 

13. Ascophora Rhizopus Bonorden. 

14. Ascophora Oordana Bonorden. 

15. Ascophora Coemansii Bonorden. 

面 し て 此 内 果 連 上 (CC 散見 せら れ た る も の は 三種 に し て 之 れ に 開 

紀 て は 炊 の 如く 訪 せ 5 り 

Mucor clavatus Link,16824, (Spec. plant. V1. 1, p. 92). 

auf faulenden Birnen. 
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Link schliesst hier noch zwei andere &hnliche Species an, 7. 7o027e7 

(1.c. p. 92) auf faulenden Birnen und 7.72escezzs (1.c. p. 93) auf fauligen 

Kohlstengeln, die wohl beide zu M. s7o7oz7e7 gehoren, dem sie Link auch 

anrelht. 

Filophora rorida Wallroth、1833 (Flora cryppt. germ. 2. p. 332) 

Anuf fauligen Frichten. 

Die etwas unklare Beschreibung des Autors 13sst vermuthen, dass. 

er Rhizopus nigricns vor sich hatte mit hutpilzartig umgestulpten Ool- 

umellen, woraufhin die neue Gattung Pilophora gegrindet ist. 

Mucor amethystens Berkeley, 1832 (Engl. Flora 5. p. 332). 

Anuf fauligen Birnen. 

Die in Cooke's British Fungi IT, p. 631 gegebene Diagnose sceeint 

auch auf Rhizopus nigricans hinzudeutecn, ist abecr so unklar、dass eine: 

sichere Entscheidung Gber die Natur des englischen Pilzes SBECHSRIORRGRI 

ist. Es scheint auch hier die umgestilpte Columellae mit den ihr ank- 

lebenden Sporen mit dem Sporangium Yerwechselt worden zu sen. 

39. Rhizopus japonicus Vull. in Sacc. Gy 17. 503 1905: Saito。 

KK. in Cent. Lab. Rpt. Dairen. 6, 15. 1919 : 

記事 本 菌 は 清洲 に て は 高 楽 酒 醸造 に 用 ゐる 麹 より 痢 藤 賢 道 氏 

クジ 介 六 の 分 類 せ る も の に し て 之 れ に 従 へ ば 基肥 十 は 長 さ 九 77/ 

ミク ロン (5-12 x 4-8/ ム あり 机 色 を 緒 び 表面 に 著 明 の 條 絞 あ り 「 イ ヌ . 

リン [ラフ ライ ノー 慣 痢 枯 を 除隊 する の 力 を 有 し 科 つ て [イン ベータ 

ー ゼ | を 分 泌 す と 。 
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40. Rhizopus tonkinensis Vuill, in Sacc. Syll. 17, 502 : Saito。 民 . im 

Cent. ex. Et. Rpt. Dairen, 6, 15. 1919. 

記事 本 菌 も 清洲 に 於 て は 高 酒 醸造 用 麹 よ り 病 藤 賢 道 氏 の 分 

離せ る も の に し て 乃子 の 長 さ 6.5, 幅 人 # ミ クロ ン (4.5-8.5 x 3.5-6 め ) 

あり 前 者 に 能 く 似 た る も [イヌ ラー ゼ | 「 ラ フイ ー ゼ | 可 稿 を 酸 酵 する 

の 力 を 有 せ ず 才 と 。 

氏 は 此 他 符 Rhizopus Oryzae を も ゃ 分 離せ り 。 

人 Apsidia マ von Jieghermn。 

本 局 は 前 の 局 に 似 た る も 募 胞 子 畑 柱 軸 は 菌 燃 の 節 問 より 生ずる 

を 以 て 輝 れ と 大 別 し 得 べ く 駐 其 福 軸 頭 は 洋梨 状 を な し 懸 柄 の 端 は 

多少 施 回 す 世 界 に 大 過 互 種 あ り と 征 せ られ 清洲 に 一 種 殴 見 せら る " 

41. Absidia Lichtheimi Lendner,, Saito, 氏 . in Cent. Dairen, Rpt. 6. 

14, 1919. 

Syn, xco7 co797267e7 Cohn. A. Hischer,in Rabh. Krypt. 4, 200, 

1892 : 

記事 本 も 赤 病 藤 賢 道 氏 が 高 柴 酒 酸 造 用 胸 より 分 離せ る も の 

に し て 還 叢 は 初め 雪 白 色 な る も 用 子 形成 と 共に 河 炊 灰色 に 閥 じ 無 

色 の 優 根 を 生ま 有 多 子 要 柄 は 優 軸 汰 に 分 岐 す 柱 軸 の 先端 は 情 々 隆起 

杉 を 有 す 胞 子 は 小 卵 汰 園 形 に し て 長 さ 三 幅 二 ミ クロ ン に KC 達し 稀 K 

五 乃 至 六 ミク ロン に 血 す る も の あり 無色 光洋 あり 。 

Fischer 氏 は 本 菌 の 同種 異名 と し て 休 Mucor ramosus Link. を 塁 げ 

家畜 特に 家 兎 の 病害 菌 に し て 家 兎 が 本 菌 に 犯さ る れ ば 次 死に 台 
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ューーーーーーーー 一 - 

る と 記し 齋藤 氏 も 恋 家畜 動物 の 病害 黄 な り と 逃 べ た りさ れ ば 高 胃 

酒 粗 を 家畜 小 動 作 に 興 ふ る 事 は 多少 の 注意 を 要する も の な る べし 。 

毛 徴 同 Mucoxr (Piche1) し gn 履 。 

本 属 の 南 燃 は 寄主 組織 内 の も の も る 和 人 生 の も の も 同一 に し て 胞子 

半袖 は 普通 婁 一 な る も 又 分 校 す る と と あり 胞子 窒 は 球形 な る も 柱 

軸 頭 は 彫 筒 状 洋梨 汰 又は 根 棒 状 を な し 接合 胞子 は 球形 に し て 壮 党 

又は 小 突 起 を 察 る 世界 に 約 五 十 種 滴 詩 に 四 種 外見 せら る 。 

42. 呈 uceor 昔 ncedo (L. a part.) Brefeld. Unters. 1. 7.1872: scher, 

A. in Rabh. Krypt, 4, 186, 1892 : 

記事 本 南 は 餅 基 他 の 有機 物 に 普通 に 生ま る も の に し て 元 来 此 

Mucor Mucedo な る 避 名 は Mucor 類 の 綿 舟 と も 見 る べき も の に し て 

此 研 究 を な す C 於 て は 六 來 敷 多 の 種類 に 分 た ろ い も の な る べく 従 

0 ピ 2 異名 を 有 す 今 項 scher 氏 の 記す る 所 に よる も る 九 個 の 暴 名 

あり 然 か も 氏 は 宣 に 今日 まで 異名 と し て 記さ れ た る も の を 列記 す 

(COL すま 0 2 きも 

履 に 余 も 之 れ を 列 黒 する の 答 な き を 思ひ 略す る と と ぃ せり 。 

43. 煎 ncor strictus 本 agem, mm Mgula。 Thome's 1. Yon Deutsch. 

Krypt. 4. 187. 1915 : Naganishi 耳 . in Centr. Lab. Daircn, Rpt. 4, 

276, 1916: 

記事 本 種 は 日 本 に 於 て は 病 藤 人 賢 道 氏 が 金澤 附近 に 於 て 病 見 し 

大 正 丈 年 植物 届 訂 誌 第 三 百 五 十 名 五 十 三 頁 に 訪 せ られ を だ る を 始 

め と し 清洲 に て は 長 西 氏 が 消 鐵 中 央 試 際 場 報告 第 四 甲 二 七 六 真 よ 
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り 二 八 〇 真 ま で 和 送 べ た る を 始め と す (]916) 今 長 西 氏 に ょ り 記 載 の 

ーー 部 を 洋 載せ ん 。 

燕 米 上 KC 培養 せる 商 締 は 最初 銀 白 色 な る も 胞子 栓 の 成 甘 と 共に 

次 填 色 の 貢 業 と な り 胞 子 輸 柄 は 直立 し 厚 避 に し て 幅 '38-63「 ミ タク 

ン ] を 有 す 本 種 は Mono-Mueor に 属し 胞子 本 本 は 概して 分 岐 せ ざる も 

異状 生活 状態 に あり て は 時 形 を 呈し 分 岐 す る こと こと あり 有 子 杜 は 球 

形 に し て 90-365[ ミ ク p ン | の 直径 ある も 普通 150-200[ ミ クロ ン | の も 

の 最も 多 し 装 壁 は 最初 障 白 色 を 呈す る も 次 第 に 雄 黒 色 よ り 暗 黒色 

と な り 直 表面 に は 敏 細 な る 修 酸 石 克 の 人 針 汰 結 草 を 認 む 中 軸 は 周 筒 

形 符 梨 形 な る も 稀 に 球形 高 さ 75-210 幅 42-167「 ミ クロ ン ] あ り 若 きも 

の は 無色 粒状 骸 の 内 容 物 を 含む ゃ 老 熟 すれ ば 甚大 部 分 消失 すれ ど 

も 稀 ( に 黄 赤 色 内 容 移 質 を 残留 す る も の あり 乃子 は 概して 卵 彫 形 に 

し て 大 さ 5-13 x 3.5-8 ん の 間 に あ り 最も 普通 な る は 8.5-5 ん と す 接 合 

胞子 は 球状 に し て 直 衝 80-165[ ミ クロ ン | の 間 に あ れ と も 125-145[ ミ 

クロ ン | の も の 最も 多く 外 被 は 黒色 玉 汰 突出 物 あ り て Inucor MTucedo 

の も の に 類似 し 懸 柄 は 普通 黄 赤 色 な り 。 

44. 癌 ueor ]4VamiCus Wehmer, Saito, 氏 . in Cent. Rx. St. Dairen, 

Rpt. 6, 12. 1919。 

Syn, wcoy c27C272677o2 の es Salto, (not Van Tiegh.) 

記事 本 種 は Wehmer 氏 が 爪 吐 島 産 支那 酸 母 の 一 種 ラ テグ ギー よ 

り 始め て 分 離し て 1900 年 事 四 に 策 表 せる も の に し て 清洲 に て は 病 

藤 覧 道 氏 が 高 朱 酒 郊 よ り 分 離せ る も の な り 今 氏 記 載 の 一 部 を 韓 載 

すれ ば だ ば 爽 の 如 し 。 

本 菌 は 蒸 米 上 に て は 友 黒 色 の 菌 叢 を 造り 胞子 糧 柄 は 大 さき 形 ち 等 

一 定 せ ざる も 大 低 1-8 mm. の 高 さ に 矯 し 純然 た る 條 軸 汰 分岐 し 
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各 柄 は 多少 洪 曲 し 克 黄 色 の 胞子 王 を 各 胞 子 論 本 上 (C 5-7 個 を 著 く 

胸 子 栓 は 柄 の 頂 端 に 進む < 従 ひ 小 に し て 下方 に 位 す る も の は 常に 

破 確 し 上 方 の ゃ の は 大 抵 堅 園 に し て その まい ヽ 沙 下す る と と あり 胞 

子 栓 は 球形 に し て 直径 60-80 み あり 表面 有 刺 次 色 な り 中 軸 は 生 清 に 

し て 無色 多く は 球形 な り 胞子 は 権 購 又 は 大 椿 園 形 に し て 6x92-4/ 

あり 個 骨 は 友 色 な る も ゃ も 集合 すれ ば 多少 次 凌 色 を 呈す 。 

非 子 は 球形 に し て 透明 菌 燃 端 に 長 連 鎖 を な し て 生ま ず 。 

接合 胞子 は 球形 に し て 赤褐色 の 外皮 上 刺 汰 突起 物 を 有 す 情 は 短 

ZICUDaCS に IE が 

45.。 Mucor mandshurieus Saito, n. sp. in Dairen Cent. Lab. Rpt. 6, 

13, 1919. 【 

記事 本 菌 は 齋藤 賢 壮 氏 が 始め て 浦 洲 に 於 て 高 業 酒 醸造 用 胸 子 

ょ より 分 離 蘭 る も の に し て 苗 叢 は 次 区 色 , 演 友 色 又は 次 褐色 を 量 し 胞 

子 栓 柄 は 最初 垂直 な る も 滞 次 上 方 より 滞 曲 し 高 さ 種々 に し て 蒸 米 

上 に て は 3mm. に 和洋 し 企 軸 汰 に 分 岐 し 短小 江 曲 分 校 を 出す と と せ 

條 に 及び 初め 無色 な る も 送 に は 衣 黄 色 と な り 幼 き 胞子 栓 は 白色 c 

し て 河 炊 克 色 を 呈す 球形 に し て 直 径 18-00[ ミ クロ ン | あ り 次 掲 色 を 

な し 全面 被覆 粒 を 有 す 。 

成 吾 せ る 胞子 語 の 中 軸 は 卵 財形 若しくは 洋梨 汰 に し て 大 さき 不同 

3.6-30[ ミ クロ ン | あ り て 多く は 征 々 区 褐 色 を 呈し 下 滑 厚 膜 な り 肥 子 

は 卵 周 形 (3X4 盛 久 は 球形 (4-5z) に し て 基 個 骸 は 無色 な る も 集合 

棚 は 多少 次 掲 色 な り , 接 合 胞子 を 紙 見 せ ず 。 

本 菌 は 尊 荷 租 果 衝 姿 芽 槍 を 酸 桂 する も 藤橋 乳 杭 を 閥 化 せ ず . 竣 粉 

は 人 徐 *C 液 化し 胎 質 液化 も 極め て 縦 胃 な り 。 
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本 南 は 印度 に 於 て FNechitch 氏 が 支那 醸 母 より 分 離せ る Mucor 

Fraim に 近似 する も 胞子 小形 な る を 以 て 之 れ と 異な る 即ち Mucor 

Frainn に て は 胞子 の 大 さ は 4-8x3-6 ん な る に 本 菌 の も の は 4x3 又 

は 直 経 445/ な る の み 。 

此 地 毛 徴 苗 科 に 属す る も の に し て 大 連 に 於 て 室 人 気 中 より 長 西 廣 
軸 氏 に より て 分 離せ られ た る Cunmnghamiella elegans と 舟 す る も る の 

あり Cunnninghamiella 属 は 基 胞 子 要 柄 が 輪状 分 枝 を な す と 胞子 弟 少 

な き を 以 て MMucor 局 と 大 別 し 得 べ きも の に し て 次 に C 長 西 氏 の 記 送 

に よる 同 南 の 記載 を 韓 載せ ん 。 

46. Cunninghamiella elegans Lendner, in Mucor. de la Suisse, p. 

159: Naganishi, 甘 . in Dairen Cent. Lab. Rpt. 4, 275-276, 1916. 

Cunninghamiella 過 の 菌 姜 は 始め 白色 な る も 透 (に 青 胡 色 を 呈し 其 

高 さ は ( 十 ) に 於 て は 2-2.5 mm.( 一 ) に あ り て は 1.-1.5 mm. あり 芽 

胞子 柄 の 先端 凌 は 球形 又は 稀 K 椿 園 形 梨 果 汰 に し て 要 忌 は 策 々 次 

色 送 移 子 の 附 著 せ し 刺 状 の 跡 を 存 ず ず 直 経 40-50「 ミ クロ ョ ン | あ り 双 主 

柄 の 中 間 部 より は 敷 條 の 輪 生 或 は 稀 に 軍 條 分 岐 を 績 し 各 其 先端 

は 小 頂 装 あ り て 左 胞 子 を 具有 す 直 経 16-20[「 ミ クロ ン | あ り 只 前 者 よ ょ 

りゃ も 小形 な る の み に し て 形状 其他 全く 同様 な り 主 柄 頂 庫 に 生 ぜ る 

甘 也 子 は 短 彫 形 に し て 長 さ 13-15[ ミ ク ョ ン | あ 有 し 分 上 岐 頂 装 に 生 ぜ 

る も の は 球形 に し て 直 経 7-9[「 ミ クロ ン | あ り 成 吾 す れ ば 胞 芽 子 は 容 

協 に 騰落 す 芽 胞子 表面 は 細 粒 状 を 呈し 又 其 集合 塊 は 淡 青 克 色 K 着 

色 す 主 柄 頂 杜 の 最 犬 直 経 に 於 て 征 々 小 な る 外 上 て Wehmer 氏 の 記 

載せ る C. elegans に 一 致す 。 

接合 胞子 は 球形 に し て 直 経 390-55[「 ミ クロ ョ ン | の 間 に あ り 35-45[ ミ 
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ク pn ン | を 普通 と す 外 被 は 赤褐色 に し て 刺 汰 突起 を 具有 する も CO. 

echinulata の 如く 著 し か ら ず 懸 柄 は 無色 に し て 普通 垂直 な る も $ 稀 に 

は 策 江 曲 す る も の あり 過 て 芽胞 子 柄 の 一 部 に 生じ 特別 な る 接合 菌 

燃 を 生ずる と と な し 。 

#。 敵 生 族 選 xtomopjhtjhorales。 

本 族 の $ る の は 主として 紀 識 に 寄生 する も の に し て 無 性 生殖 は 分 

生 胞 子 に よる 適 締 は 普通 状 を な す 分 生 胞 子 は 携 子 梗 の 先端 に 普 

通 一 個 を 生じ 世 細 胞 よ りな る 浦 洲 に は 和 生 菌 科 中 の 家 遇 人 微 知 ら る 

る の み 。 

( イ ) 問 生 菌 科 Entomophthoraceae. 

本 科 に 属す る も の は 更に 六 属 に 分 た る ヽ も 滝 洲 に て は 次 の 一 属 

知ら る ヽ * の み , 然 れ ど も 本 科 菌 も 赤 其 研究 基 だ 幼稚 な る も の あり 今 

後 調査 研究 せら る \ に に 於 て は 世界 に 於 て も 本 科 菌 に 属す る 種々 の 

も の 般 見 せら る べく < く 従 つて 清洲 に 於 て も 勘 散 を 増加 する に C 至 る べ 

し 。 

選 Emmpusa oss 。 

本 局 は 昆 財 類 に 寄生 する も の に し て 其 変 は 昆 品 の 骸 内 に 繁殖 

し 茸 する に 及び て 分 生 胞 子 梗 を 其 骸 外 に 出し 携 子 梗 の 先端 は 頭 状 

な る あり 然 ら ざる あり 分 生 胞 子 は 球 汰 又は 一 端 失 る と と あり 外面 

邊 清二 個 以 上 の 細胞 柱 を 存 す 世 界 に 大 包 十 一 種 滴 洲 に 一 種 知 ら る 。 

47。 mpusa MIuscae (Hr.) Cohn, in Hedw. 1. 57, 1855 j) Sacc. Syl. 

7, 281. 1888 : Hischer, 了 . in Engl. et Prantl. Natur. PHanzenf. 1, 
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1. 138, 1897 , Migula, W. Thome's II. v. Deutsch. Krypt. 3, 1. 

233, 1910 : 式 . Sawada, Descript. not. of Tg. Tormosa, 1, 128, 1917。 

Syn, 7 が 77o22o77o7@ 7%scge (Cohn.) Winter, in Rabh. Krypt. 1. 76, 

1884. 

寄 玉 及 産 地 IMusea domestica, イス ヘ へ ベニ エ 本 上 

公主 針 大 正 七 年 八 月 三浦 客 成 

大 。 連 大 正 十 五 年 八 月 三浦 密 成 
同 昭和 二 年 九 月 三浦 紗 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は イ ヘ へ ベ ェ の 内 に 寄生 し て 之 れ を 発 す も の に し て 本 

菌 に 犯さ れ た る 昌 は 身 骸 奏 弱 し て 窓 硝子 , 礎 等 に 附 著 せる ま * 鐵 死 

すれ ば だ 失 子 梗 は 勘 骸 外 に 出 で 胞 子 を 出す 此 胞 子 は 共 周 園 に 一 種 の 

粘液 を 有する を 以 て 其 出 づる や 之 れ に より て 胞子 は 容易 に 他 物 に 

附 著 す , 歌 時 イ ヘ へ ズ ベ ェ の 窓 礁 子 天 井 裏 等 に 附 養 せ る まい ヽ 死 し 共 周 園 

に 性状 C 絹 締 様 物 の 附 閉 す る を 見 る は 賞 に 本 綱 に 犯さ きれ た る 円 の 

死 慣 に 外 な ら ず 政 に 本 菌 は 家 旧 の 騙 除 に 利用 し 得 べ く 然 か も 其 

果 大 を な る も の ある べし 澤田 無 吉 氏 の 調査 研究 に よれ ば 本 南 に 犯さ 

れ た る 時 は 四 日 乃 至 一 週間 に し て 死す と 玉 あ 。 

B. Goldstein 氏 が 1927 年 Mycologia (pp. 97-108) 誌上 に 報告 せる 

所 に よれ ば ば 洲 國 に て は 果 買 に 大 雪 を 奥 ふ る Drosophila repleta 及び 

Drosophila melanogaster と 舟 す る 映 も 赤本 菌 に 犯さ れ 死 に 至る て と 

を 記し 且つ 基体 眠 胞子 は 螺 の 骨 内 に 無 敷 に 残 見 せら る る 事 を 報じ 

呈 菌 科 の 分 類 に は 其 分 生 胞子 内 の 細胞 楼 の 敷 は 一 の 必要 條 件 な 

り と し 茨 の 如く 属 の 分 類 を な せり 。 

1. 分 生 胞 子 時 代 不 明 c し て 休眠 胞子 の み 知ら る ヽ  いも の を 此 属 

優 り に 選 せ し な ee Ss Tarichium。 
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分 生 胞 子 時 代 明 ら か に 知 ち る て くも の iron 2. 

2. 分 生 胞 子 の 要 不 明 な る も の “oo Massospora. 

分 生 胞 子 の 楼 を 明 用 認め 得る も の ーー お eo 3 

3. 分 生 胞 子 の 概数 個 を 人 Do ! 時 7 上 

分 生 胞 子 の 概 一 個 を た もり 0ーー… ド oo 。。 昌和 ほ が 、:。 5. 

4. 要 回 個 以 トー ドド ドド mm Rmpusa. 

欄 は 一 個人 Lamia。 

5. 携 子 梗 分 枝 し 候 根 あ り , 胞 子 無 多 … の ot Rntomophthora. 

搭 子 梗 昌一 優 根 な く 胞 子 淡 召 色 …………… > Triplosporium. 

水 菌 類 に 過 す る も の は 農業 上 及び 水産 業 上 に 大 な る 同人 係 を 有 す 

ろ も の 多く < 然 か も ふ 匠 調 査 不 完 全 に し て TKomarov 氏 は Hg. Ross. exsic. 

に 於 て 二 十 種 を 軟 げ た る も 此 内 に は 清洲 産 以 外 の も の 多く 眞 に 添 

族 に て 探 集 せる も の は Peronospora parasitica,P. Myosotidis, SynchY- 

trium decipiens。 の 三種 に 過ぎ ず 今 余 の 調査 に よれ ば だ ば 買 に 四 十 七 種 

多き (C 洋 し 清洲 に の み 次 見 葵 ちら る いも の 二 二 種 に 及ぶ 印 ち OHlpi- 

dium Hantzschiae Skvortz., O. Mougeotiae Skvortz., O. Spirogyrae 

Skvortz., Synchytrium sp. Miura, Myeromycees Spirogyrae SkvortzZ., 

Rhizophidium 耳 ormidii Skyvortz., Myzocptium megastomum, forma., 

Anacyhistes IMMiuri, Resticularia Oedogonii, Aphanomyces Gordejevi, 

Plasmopara Skyvortzovi, Mucor mandshuricus、。 に し て 日 本 漬 誠 に の み 

知ら る いも の 三種 歌 洲 及び 滴 沙 に の み 知 ら る \ も の 七 種 あ る も 之 

れ 日 本 の 類 調査 不 完全 の 結果 か いる 敷 字 を 示す も の な る 訪 く 

洲 北 米 に の み 知 ら る ヽ いも の は 唯一 種 あ る の み , 要 之 肖 男 類 の 調査 は 

廷 だ 不 完全 な る を 以 て 今後 調査 を 進む る に 於 て は 現在 知ら る \ も ゃ も 

の * 粗 十 倍 に 造 す る に 皇 る べし 。 



Oomycetes. 清州 | 日 本 | 北 清 | 印度 | 歌 洲 | 北米 | 漂 州 

Olpidium endogenurn. の ーー に cw っ WE PP 

、@ た entophyllunn. に っ ーーーー に ーー 9+ に キー 

O. 是 antzschiae. 村 と ピー ーー ゴーーー ト ーー ドー イー トド ピー ニー トー テー 

O. Mougeotae. 5 ーー ラテ 上 革 に ーー ニー 

O. SDirOgyT&G. ee ーーー ト ーー に ます ICPGcp4k や 

Synchytrium decipiens. 0 n で oo eS なっ 

に Puerar1ae. Peer テー ーー トニー トーーー ト ーーー 

8. ep. 陸 和 WISSEICyoti ei ドー トド ーー 

MycrormnYces SDirogyr&e. wm っ トーーー|ー ニ ーーー ドー ニキ ーーー ト ーーーー 

Rhizophidium sphaerocarDurn. 生か ーーー ーーー re eee 

Ph. oidii 電 PR INezI2Rerrr | ーー rarciy ビ ニー ニニ ト ーー 

Lagenidium enecanS. | < 人, っ を ぐつ ヤナ 人 

MLygooybiurn:-M@ 紅 培 ee ーー に ココ ーー ニー トーーー ビ ーー トーー 
formma. 0 

Ancylistes Miurii. rw eu WW 

EResticularia Oedogoni. PE rr Nm なす で ーー 

Leptolegia caudata. 】 計 近 - Ah 信じ 全 つ が 生 - に 全 - 

Aphanomyces orde]jeV1. 寺 事 iak タ W に つ る 

Achlya prolhfera. 0 PCー PR PT eS 10 

Pythium de Baryanurmn. は 2 2 っ 2 MSES ph ep 

Albugo candida NR PS BESU 細 半生 
A.。 Bi -C 想 届 区 守屋 四 訓 際 二 
A. Portulacae」 ENRSINI25ISCMPRNHZ iR 
に TragODOgOn18. 十 りあ gi 0 の 

Phytophthora infestans. ei と RhS 1 w 聞 を 御 鈴 。 0 人 

_ Seeraeieie lm | も | よ 」。 | し よし | | 
Plasmopara DYgrnae8a. 十 十 コー 

4 Viticola. cy ly 十 モ ャ コ と エリ pia 
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| Plasmopara Skyvortzovi 3 at 

| Peronoplasmopara cubenSis. 二 si 電 S | 0 旨 es 人 

| Bremia grarmninicola. 十 上 | "RmNSIIMN WS 

| PeronosDora arborescenSs. - 交 2 2・、 1 ET 8 人 

| が bt 0 半 間 |  | SI 

妥 記 epiphylla. 押 S 主 和 ei 

( 6 Potentillae. 二 R 2 人 0 Eo iA ACN 

1 P. Trifoliorum, manshurica, 本 の RG] 5 8 還っ 馬 い et 

朋 刻 EEchimosperrni. 医 :0 電信 1 前 

よ ク calotheca. 本 2 陣 "2 tt to 軍 

ーー ___|---______ 一! ーーーーーーーーーー | ーーーーーーーーー- | -ーーーーーーーーー| 一 一 ーーーーーー へ | ーーーーーーーーー- | ニーーーーーーー 

| ygornYcetes. 
| Rhizopus rmnlgr1Ca&u8. う デ ョ に ーー 5 人 に し < 5 

| Rh. ]aDOnicuS. “ | 
ーーーーー| 一 ーーー ュ ーーーー 

| 

所 9 | | 

| 雪 eeafolo。 | | + | 
| M. Strictus. > 本 0 ーー ーー トーーー ト ーーー 

MM. javanicuSs. 5 > ーーー 一 | 一 一 一 トーーー 一 | 一 一 一 

| | oohe 二 iR | 水際 天 昌 よ | | 時 半 還 Moe 

5 Emmpusa Muscae. に に 二 士 十 十 士 十 士 

mm 

(備考 夫 中 X 印 は 新種 〇 印 は 悦 を 獲 更 でる を 示す 以下 索引 に 琴 る まで 等 し ) 

B. 高等 菌 群 MIYcomYcetes. 

本 群 は 総局 胸 子 を 子 本 と 策 す る 一 種 の 凄 中 に 生ずる 子 要 苗 類 
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(Ascomyeetes) と 終局 胞子 を 拓 子 梗 上 に 生ずる 失 子 菌類 (Basidio- 

mycetes) に 大 別 せ れ 子 要 赤 類 は 更に 炊 の 如く 分 か た る 

子 裏 菌類 の 分 類 

本 内 ' の ' 肥 町 人 伯 EN 年 子 要 貢 類 (Hemiascomycetes). 

直 本 内 の 抽 二 導 0 の JID な る に や ーー イーーーー………ー 2. 

子 本 は 孤 立 す 電 ピ ーー ーーー… 原 子 栓 菌類 (Protoascomycetes). 

子 は 万 回 扶 防 琴 際 容 寺 を 形成 す ーーー 

トウ 

. 生子 苗 菌 類 JIMIASOMYCETES、 

本 亜 類 の 続 は 能 く 達 し 多 細 胞 よ りな り 此 等 細胞 に は 必ず 桜 

を 有 し 分 生 胞子 及び 生子 栓 を 生じ 子 認 胞子 及び 分 生 胞 子 は 各 四 細 

移 よ りな り 塞 生 又 は 連 鎮 汰 に 菌 の 未 端 に 分 生 胞子 を 生 ず 本 類 は 

更に 三 科 に 分 た る * も る も 浦 洲 に て は 其 内 二 科 を 散見 せら る る の み 。 

科 の 分 類 

は 子 本 は 裸 出 頂 周 形 7 は 球 形 SOOOO つ CE シン ル こと Protomyecetaceae. 

2. 子 要 は 多少 に 関 は ら ず 菌 に 園 続 人 せら る …………… Monascaceae. 

( イ ) pxratonmyce&acese< 

本 笠 の も ゃ の は 菌 は よく 葬 達 し 子 栓 は 中 間 若 し く は 頂 端 に 大 形 

な る 厚 膜 胞子 を 生じ 休眠 の 後 華 非 し て 生子 凌 を 生じ 其 内 に 多 敷 の 

胞子 を 生 ず , 二 同 あ る も る 満 洲 に て は 炊 の 一 属 績 見 せら れ た る の み 。 
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ProtoxmCeS り a&ger。 

本 局 は 陸生 の 生活 盾 物 に 寄生 し 菌 続 に 寄主 の 組織 細胞 間際 を 通 

じ て 帝 育 し 生子 本 は 無 性 的 に 生じ 勘 菌 和 の 或 場所 は 腰 れ 厚 膜 と な 

り 着 色 せ ら る 之 れ 賞 に 年 子 凌 に し て 英 衣 非 せん と する や 此 厚 膜 服 

子 破れ て 其 内 度 が 外 方 に 細長 と な り 延 出す 之 れ 子 栓 に し て 此 内 に 

多く の 子 畑 胞子 を 含む 世界 に 知ら れ た る も の 四 種 漠 洲 に 一 種 を 義 

見 す 。 

48. Protomyees macropus Unger, in Exanth. d. 時 344,t. VI.f 

34, 1833: Tuckel, Symb. Mye. 75, 1869 : Sace. Syll. 7, 319, 1888 : 

W. Voss., in Mye. Carniol. 15, 1889 : Hischer, Ed. in Robh. Krypt. 

5, 113,1897 : Schroeter,J. in Engl. & Prantl. Natur. PfHanzenf. 1,. 

1. 147, 1897 , Lindau, G. in KKrypt. Band. 7, 3. 1905: Tdeta, A., 

in Handb. 179。 1909: Massee. で . in Dis. cult nl. 錠 trees. 88, 

1911 : Jaap, in Ann. Myvc. 9。331, 1911 : Syd. et Butler, in Ann. 

Myc. 9, 372, 1911 : Stevens, H, 工 . in Fg. which cause pl. dis. 119. 

1913 : Butler, EE. J. in fg. and dis. in p1. 359, 1918 : Tranzsch.. 

in Kam. Hg. 542。 1914 , Oud。Enum. 4, 202. 1922. 

Syn. 7/ み sode226 9206ose20 Wallr. in FI1. Krypt. Germ., 392。 1835.. 

寄 王 及 産 地 Angelica sp. 占 。 貢 

鳳 過 山 た JEWMNSSS 有 Is に じ 和 ハ 日 三浦 客 成 

分 布 了 区 洲 , 北米 , 亜 那 利 加 , 着 洲 , 東 印度 , 日 本 , 滴 湖 。 

記事 本 は 多く の 他 の 繊 形 科 植 物 の 葉 を 犯し 色 碗 敗 せ し な 

る も の に し て 了 欧米 に 於 て は 胡 比 区 を 犯し て 時 に 相 営 被害 する こと 

あり と 特 せ ら る いも ゃ 日 本 及び 漠 洲 に 於 て は 未だ か \ る 事 買 を 聞き 



7 で の と と ば 者 

本 属 の P. Inouyei . Henn. は 日 本 に 於 て オニ = タビ ラコ ュ (Crepis japonica) 

の 葉 を 犯し P.pachydermus von. Thimen は タン ポポ の 工 を 犯す 事 知 

ら る, 之 等 は 衣 来 清洲 に 於 て も 名 見 せら る いな る べし 。 

( ロ ) 紅 策 科 Miosnascaceae@. 

画 燃 は よく 分 岐 し 側 方 に 携 子 梗 及び 子 杜 梗 を 生 ず 子 杜 は 菌 の 

分 枝 し た る 梗 上 に 生じ 菌 燃 に より て 還 織 せら れ 胞 子 は 澤 細 胞 ょ り 

な る 四 局 に 分 た る る も ゃ 浦 洲 に て は 次 の 一 属 王 見 せら る る の み 。 

江 精 菌 局 Monascus Yom ieGghenm.。 

子 栓 は 球形 若しくは 椿 園 形 に し て 多く の 胞子 を 含む 胞子 は 球状 

澤 胞 分 生 胞子 は 菌 続 の 未 端 に 澤 生 又は 連 鎮 汰 に 生 ず 世 界 に 大 由 祥 

種 清洲 に 一 種 次 見 せら る 。 

49. 前 onascus purpureus Went. in Ann. des sc. Nat. Bot. 8. Ser, 

1. 1. 1895: Saito。K. in Bot. Mag. Tokyo, 22. 5, 1908: in Dairen 

Cent. Lab. Rept. 5, 9. 1919: Sawada, 民 . in Descript. Note of 

fg. Formosa, 1, p. 133, 1917. 

本 菌 は 爪 貴島 に 於 て 紅 精 より Went 氏 に より て 分 離せ られ た る も 

の に し て 上 田楽 次 郎 氏 は 豪 潤 産 ア ンチ テウ ゥ ウー より 分 離し 丈 藤 氏 は 応 

鮮 産 競 及 び 滝 洲 産 高菜 酒 麹 より 分 離せ る も の に し て 特種 の 紅色 素 

を 分 泌 す 。 

其他 齋藤 氏 は 高 染 酒 殊 よ り Thermoascus aurantiacus 是 . Miehe, (in 

Dairen Cent. ex. St. Rept. 6, 7, 1919.) を も 分 訳せ られ た り 
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IV。 原子 早 菌 類 PROTOASCOMMYCETES. 

本 類 は 菌 全 く 融 育 守 ざる も の あり 子 要 は 了 撤 生 する か 又は 男 燃 

の 特別 な る 虎 に 生じ 主として 四 胞 子 を 含み 胞子 は 加 腸 より な る , 無 

性 生 殊 は 分 生 胞子 又は 紙 芽 活 に より て 生 ず 。, 

炊 の 二 科 を 含む 。 

科 の 分 類 

1. 凛 は 単細胞 より な る か 不 規則 な る 群 を な し て 緩く 接し 特に 

困 締 と 認 む べき も の 帝 達せ ず 子 栓 は 生育 細胞 より 特に 生 才 る 

で こ と な レ 本 OYK つつ O ら OOOOCE OOOOOOGOCOGCICGO つ O 酵母 | 科 …NSaccharomYyecetaceae-. 

2. 生育 細胞 は 区 を 形成 し 子 要 は 貢 続 と 異 に し て 碁 頂 部 若 し く 

は 中 問 (て らら ず 23 あわ らい っ も こい つっ GQC こ づこ つこ らら ど っ た に oOD フ こき 2 うに ーー Endomyeetaceae. 

( イ ) 酵 母 科 Sacchoromycetaceae. 

本 科 の も の は 所 譲 酵母 と 生 す る も の に し て 種々 醸造 用 胸 類 より 

分 離す る と と を 得 べ く 生 至 細 胞 は 時 生 人 又は 敷 箇 緩く 連 績 する も 眞 

正 の 商 継 を 形成 せ ず 芽 出 法 に より て 繁殖 し 子 燈 は 球形 又は 椿 園 形 

に し て 一 乃至 八 筒 の 胞子 を 含む 主として 槍 分 又は 淫 粉 質 の も の 

生育 す , 今 日 まで 清洲 に 知ら れ た る も の 七 属 あ り 。 

冊 の 分 類 

1 . 胞子 は 形成 せ ら ! こ ず ろ か 績 見 せ られ ず PP ここ こら ここ と Mycoderma。 

胞子 の 形成 を 見 る つい OO ら OSD ロ DO つつ らら CO つつ と OGLE コウ つ フ コウ ピ ピー こつ ーーー こつ ーー ここ っ の 信 

2 Bs は 央 二 誠 を . な みて koowe220EEre 1 Willia. 

胞子 は 貝 。 汰 を 4 な 。 さ > ホッ ーー の 5 に ee トー な oo 3 
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3。 胞子 は 件 球形 改 は 不 規 則 角 天 る eeet te ドッ ーー……… Pichia。 

胞 = は 2 寺 29HE 馬 生 半 倫 還 区 geo 4. 

人 生 。 胞子 及び 母 細胞 は 前 南 炎 様 只 状 部 を 出し 其 先 端 に 芽 出 す 

生生 tet DDaryOmYCe8. 

胞子 及び 母 細胞 は 直ちに c 弄 出し 叶 次 物 な し ニー … ド ーー 5. 

5 a 挨 合 抑 手 乏 知 敵 生 ee2 才 25 は. ある ミッ Zygosaccharomyces. 

接合 腸 子 を 形成 せま 6: 

6. 胞子 及び 細胞 は 球形 …t ド ドー ドー ドー Torulaspora. 

胞子 及び 細胞 は 卵 形 又 は 権 彫 形 …ーー………… Saccharomyces. 

酵 母 SaccharozmnyCeS PIG 。 

母 細胞 及び 子 栓 は 卵 形 又 は 椿 園 形 に し て 芽 出 法 に より 散 芽 し 子 

論 内 に は 一 箇 乃 至 四 個 の 胞子 あり , 本 司 は 其 散 多く 約 五 十 種 と 舟 せ 

ら る いも 恐らく 谷 多 か る べく 清洲 に て は 三種 知ら る 。 

50. Saccharomyeces 前 arxianuSs 還 ansen, Tigula, im Thome's Fl. Y. 

Deutsch. 氏 rypt. 3。3. 12, 1913. Saito, 氏 . in Dairen Cent. Lab. 

Rpt.6, 33, 1919. 

記事 本 菌 は 高 酒 本 中 に 稀 に 毅 見 せら れ 細 胞 は 小 卵 形 駐 は 本 

彫 形 に し て 長 さ 生 幅 3 引 [| ミクロン] あり. 本 菌 の 橋 類 に 圭 す る 開 係 は 彰 

藤 賢 道 氏 の 連 有 浴 に よれ ば イヌ リン を 僅か KC 醸 酵 し 有 鍋 概 , 交 芽 人 を 酸 

本 し 得 ず 共 他 の 和 叉 類 を よく 酸 桂 し 得 と 。 

51. Saccharomyees dairensis Naganishi, in Dairen Cent Lab Rept. 

4, 187, 1516 , Saito。 . in 1. ce. 6. 34, 1919 . 
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記事 本 菌 は 長 西 廣 輔 氏 が 支那 産 乾 柿 よ り 分 離し 新種 と し て 帝 

表層 る も の に し て 後 齋 藤 賢 道 氏 が 高菜 酒 本 より 分 離し た り 細 胞 は 

卵 園 形 又 は 覆 園 に し て 内 容 中 に 大 小 不同 の 空 胞 を 含む と と あり 細 

胞 の 大 さ 6-9x5-7[ ミ クロ ン ] あ り 生 芽 液 中 C 培 槍 補 る も の に あり て 

は 7-10.5 x 4.5-7.5[「 ミ クロ ン ] の 大 さ に 和洋 し 胞子 は 透明 に し て 球形 叉 

は 椿 園 形 稀 に 不定 形 を な し 表面 年 滑 に し て 3.5-5.2 x 3.5-3.7[ ミ クロ 

ン j あ り 胞 子 は 普通 一 子 鞭 内 C 二 簡 を 形成 せら れ ま だ た 一 筒 な る と と 

あり 稀 に 三 乃 到 四 科 な る と と あり , 交 芽 汁 中 の 績 芽 に 際 し て は 和光 づ 

胞子 膨大 し 短 か き 原 菌 締 と な り 其 犬 さ 9x4.5[ ミ クロ ン ]C 和 達 す 之 れ 

本 菌 特徴 の 一 た り 。 

本 種 は 畠 杭 の み を 醸 酵 す 。 

52. Saccharomyees mandshuricus Saito, mm Dairen Cent. Lab. Rpt 

朋 19 清 陸上 】 

記事 本 種 は 普 通 C 高 酒 要 中 に C 績 見 せら る \ ヽ  も の に し て 細 腸 

は 比較 的 厚 逐 形 又は 卵 園 形 に し て 直径 6-8| ミ クロ ン |] あ り 胞 子 は 

球形 に し て 直 衝 27-4「 ミ クロ ョ ン ] あ り 子 軸 内 の 胞子 勤 は 二 乃 至 四 箇 

を 普通 と し 蔵 病 芽 に 営 り て は 二 箇 融合 し て 後 分 芽 す る 場合 と 時 胞 

子 直 ち に 分 芽 す る 場合 と あり 。 

間 藤 覧 道 氏 は 基 幸 姜 上 の 性 質 を 異 に ヒナ る も の ある を 認め 本 貢 中 

に 四 個 の 型 角 あ る と と を ぶ 

クッ ァ gosaccharOormnyCGS BarIKer. 

本 局 は 一 般 の 性 質 形 態 共 に Saccharomyces 属 に 似 た る も 接合 胞 

子 を 生ずる を 以 て 異な り と す 潮 C 二 種 を 知ら る 。 
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63. の ygoSsaccharomyces bisporus 慌 aganishi in Dairen Cent. Lab. 

Rpf. 4, 190, 1916. 

記事 本 菌 は 長 西 廣 輔 氏 が 日 本 産 ラ テッ キョ ウ 濱 の 液 中 より 分 離 

せる も の に し て 細胞 は 椿 園 形 又 は 卵 園 形 大 さ 5-7x3.5-5「 ミ ク p ン ] 

あり . 本 菌 は 清洲 に 普通 存する も の な る や 否や 不明 な れ ど も る も 大連 に 

於 て 錠 見 せら れ を た る を 以 て 記す 。 

54. Zygosaccharomyees mandshuricus Saito, in Dairen Oent. 

Lab. Rpf. 6, 34, 1919. 

記事 本 菌 は 高 朱 酒 醒 中 普通 に 見 ら る ヽ  ゝ も の に し て 細胞 は 球形 

又は 卵 彫 形 其 直 径 6.5-9.5[ ミ ク ョ ロン] あり , 胞 子 敷 は 一 槍 中 一 筒 乃至 四 

射 に し て 球形 秀明 に し て 下 滑 , 策 厚 膜 に し て 胞子 の 直 衝 4-5[ ミ ク 

ン 」 あ り 。 

Pichia 要 ansert。 

本 局 の 胞子 は 年 球形 又は 不 規 則 に 角 張 り 敷 種 あ り 満 湖 に 二 種 区 

見 立 ら る 。 

55. Pichia membranaefaciens 下 ansen, Lindner, in Krypt. Yon 

Mark. Brand. 7, 31. 1905: Migula, Thome's H1. Deutsch. Krypt. 3。 

3,15, 1913: Saito, 区 . in Tairen Cent, Lab Rpf. 6, 43. 1919: 

Naganishi, 耳 . in 1. c. 186, 1919: in 1. c. 10, 433。1923. 

記事 齋藤 質 道 氏 は 高菜 酒 本 中 より 分 離し また 藤 西 廣 輔 氏 も 同 

一 物 よ り 分 離せ る も の に し て 胞子 は 普通 二 箇 づ \ 一 要 中 に あり 直 

径 二 万 王 ニ バ に WE の 0 
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56. Pichia mandshurica Saito。 im Dairen Cent。 Lab. Rps. 6, 44, 

9 

記事 本 種 は 齋藤 賢 道 氏 が 高 栄 酒 醒 中 より 分 離せ る も の に し て 

細胞 は 球形 卵 形 又は 短 胡 瓜 伏 を な し 胞子 は 一 共 内 に 一 乃至 二 箇 を 

生じ 球形 又は 卵 園 形 を な し 直径 2-4「 ミ クン | あり 。 

本 菌 は 年 耐熱 性 に し て 失 氏 四 十 度 に 於 て も 義 育 し 得る は 従 來 知 

られ た る も の と 異な る と し 章 藤 氏 は 之 れ を 新種 と な せり 。 

yil』Hia 計 arnnsemt、 

胞子 は 帽子 汰 乃至 レモ ン 状 を な し 敷 種 あり 滝 洲 C 二 種 知 ら る 。 

57. Willia belgica (Hindner.) 区 1oecker, Saito,。 民 . in Dairen Cent. 

Lab. Rpt. 6, 47, 1919. Migula, in Thome's I. Deutsch. Krypt. 39, 

3,16 1913. Tindner, in Krypt. Brand. 7, 32, 1905. 

記事 本 種 $ 痢 藤 賢 道 氏 に より て 高 楽 酒 醒 より 分 離せ られ し ゃ 

の に し て 御 荷 和 を 僅か KC 了 本 村 す る 外 棋 類 に 習 す る 醸 桂 力 を 有 せ 

9 

58. Willia anomala 如 ansen, Lindner, in Krypt. Brand. 7, 31, 1905 : 

Migula, in thome's 1. Deutsch. Krypt. 3 3, 16, 1913 : Saito, 区 . 

in Dairen Cent. Lab. Rpt. 6, 46, 1919. 

記事 本 南 も 赤痢 藤 氏 が 高菜 酒 陳 より 分 見 し た る も の に し て 本 
菌 は 靖 玉 研 究 の 進む に 従 ひ 敷 種 C 分 離せ せら る べき も の な り ょ と , 本 種 

は Hansen 氏 が Saccharomyces anomala と 呼び し も の な り 。 
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JoOrulaSpOna 』 し irndlaG で 。 

本 局 の 細胞 及び 胞子 は 全く 球形 に し て 一 母 細胞 の 敷 忠 より 芽胞 

を 生 ず ず 胞子 は 一 細胞 内 に 喉 一 個 を 形成 宮 ら る いと と あり 胞子 形成 

前 に 雨 細 胞 接 合 す る と と な き を 以 て Zygosaccharomyces と 異な る 清 

洲 よ り 一 種 績 見 せら る 。 

59. Torulaspora Rosei Guilliiermond, in Saito, 民 . im Dairen Cent, 

Lab. Rpt. 6, 39. 1919. 

記事 本 種 $ 病 藤 氏 に より 高 楽 酒 本 の 特に 幼き も の より 多 敷 に 

分 離せ られ し も の に し て 細胞 の 直径 3.5[ ミ クロ ン あ り 稀 に 8「[ ミ ク 

= ン jc 着 す る も の あり と 芯 ぁ 爺 子 は 直 重 3.4[ ミ クロ ン | あ り 表 面 下 

珍 な り 。 

JDeGDar* マ の Ozmn ア で GS。 

本 司 は 其 引 芽 に 常 り て 先 づ 前 締 様 突 起 を 生じ て 後 績 芽 す る も 

の に し て 清洲 に 一 種 知 ら る 

60. Debaryomyeces mandshuricus Naganishi,n. SD. Dairen Cent。 

Lab. Rpt. 10. 431, 1923. 

記事 本 赦 は 長 西 氏 が 北 清 産 製 革 用 酸 桂 波 中 より 分 離せ る も の 

に し て 細胞 は 短 卵 園 又 は 卵 彫 大 さ 2.35-5.8 x 2.3-4.2 4 み . あり 5x9 み の 

も の 最も 多 し 。 

胞子 形成 の 前 提 と し て 細胞 は 各 一 側 < 准 状 突 起 を 出し 其 相 合 

せる 後 胞子 形成 せら る る も の に し て 各 細 胞 内 に は 一 個 の 則子 を 稿 
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まる る を 普通 と た する も 稀 に に 突起 を 生じ た る の み に し て 胞子 を 

形成 する と こと あり 胞子 の 大 さ は 直径 2-8 み あり 

Code*rna Jeszmn。 

本 局 の も の は 甚 胞 子 形成 姜 られ ざる も の に し て 或 は 胞子 形成 を 

認め られ ざる 酵母 夫 科 の も の は 皆 本 局 に 入れ ら る ょ も ゃ も 寺 へ 得 べ く 

従 つ て 其 敷 の 如き も た へ ず 増 減 あ る ぺき な り 満 洲 より は 一 種 知 ら 

と 

61. 六 Ycodorma mandshurica Saito, in Dairen Cent. Lab. Rpt. 6, 

48,1919. 

記事 本 南 も 病 藤 氏 に より て 清洲 に 衣 見 せら れ 新 種 と せら れ し 

も の に し て 高 菜 酒 醒 より 分 離せ られ た だ たり 。 

( 附 記 ) 本 科 に 属す る も の は 或 特種 の 設備 を な す に 非 れ ば 本 究 不 

可能 な る も の あり 且つ 此 方 面 に 習 し て は 醸造 押上 非常 に ヒ 必 要 な る 

も の な る に 開 は ら ず 研究 多 か ら ず 特 に 清洲 の も の \ 如 き は 単に 痢 

藤 長 西 附 氏 の 研究 ある の み 今 後 研 究 の 進む に 従 ひ て 多 敷 引 見 せら 

5 

( 口 ) Endomycetaceae. 

本 科 区 局 す る も の は 共 苗 純 能 く 生 育 し 多 細 胞 よ りな り 子 は 商 
練 の 先端 区 単 生 す る か 著しく は 間 生 に し て 四 乃 至 八 個 の 胞子 を 合 
む 肥 子 は 細 胞 よ りな り ま た 晶 細 胞 よ りな る 分 生 胞 子 を 生 ず ず 四 属 
に 分 た れ 浦 洲 に て は 区 の 一 局 の み 知 ら る 。 
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肥 megoxnyces BeesS。 

子 村 は 主として 菌 子 の 側面 に 生ずる 短 子 糧 梗 上 KC 形成 せら れ 潮 

胸 よ りな る 四 個 の 胞子 を 含む 分 生 胞 子 は 菌 繕 の 先端 に 形成 せら る 

世界 に 大 過 六 種 満 洲 に 二 種 知ら る 。 

62. Endomyces 耳 ordei Saito, in Dairen Cent. Lab. Rpt. 6, 5, 1919. 

記事 本 種 は 病 藤 賢 道 氏 が 高 染 酒 醸造 用 導 子 より 分 離 命名 せる 

も の に し て 子 栓 の 直径 六 乃 一 =「 ミ クロ ン ] あり 子 畑 胞子 の 直 衝 

3-6z 普通 4 ん あり 。 

菌 分 生 胞子 に 開 し て は 記す る 上 農 な し 。 

本 菌 は 競 子 製造 の 初期 に 於 て 其 全 面 C 商 記 を 生 ず 其 色 石 大 様 白 

色 に し て 培養 すれ ば 途 に アラ カビ 類 に 見 る 如き 結束 炎 様 の も あの を 

生 まず と 。 

63. Endomyeces 症 aHi Lewis, in Maine Ag. ex. st. Bull. No. 178, 1910 : 

Lewis, in Maine Ag. ex. st. Bull. No. 367, 1910 : Stevens,F. 工 . in 

Fungi which cause plant diseases, 123, 1913. 

寄 到 及 産 地 IMalus domestica Borkh. 0 この 果 費 上 

態 琶 城 大 正士 四 年 土 月 三浦 鶴 成 

分 布 北 洲 及び 滴 洲 。 

記事 本 菌 は 共 果 の 束 果 を 犯し て 次 骸 を 来たす も の に し て 堆 逮 

度 は 基 だ 加 く Lewis 氏 は 接種 後 十 晶 に し て 共役 害 部 の 直径 18cm. 
に 達せ り と 報 ず る も ゃ 余 の 四 験 に よれ は 接種 後 十 日 に し て 微 害 部 の 

直径 僅か に 0.5em. に 達せ る の みな る を 以 て Lewis 氏 の 逃 べ し 如く 

茶 果 を 犯す 菌 と し て は 人 欠 り 重要 の も の に は 非 ざ る べし 共和 被害 部 は 
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視 色 を 呈し 他 の 華 果 連 を 犯す 菌 に より て 起 る 如く な ら 才 し て 普 夢 

乾燥 汰 を な す 炊 に Lewis 氏 の の 記載 を 甲 載 す べし L 鞭 し 余 は 本 

を 見 た る は た ゞ 一 回 に し て 且つ 充分 の 研究 を な す の 機 會 を 失 ひ た 

れ ば な り 。 

選 mdorn マ CeGS rmali ほし GvwyiS。 

Branched mycelium with cross walls develops in a large number of 

culture media, conidia averaging 3xS microns formed on short conidio- 

phores or on the ends of short germ tubes, no typical Yeast hke budding, 

asci 11-14 microns in diameter, usually formed singlY on short side 

branches of the TH without fusion of cells or nuclet, ascosDores 

almost sphaerical but slightly elongated 4.5x5.5 microns, thickened 

places on walls, brown when mature. Hungus grows well in large number 

of culture media, in liquid media, as prune decoction, a Dericle is formecd 

in one or 2 daySs composed of myeelium and conidia, myoeelium in iguid 

as well as at surface, asci produced in 5-S days both at surface and in 

jiquid. Cultures take on a brownish color after ascospores are formed. 

No fermentation with formation of COs i dextrose, saccharose, lactose。 

mannite or glYcerine broth. Requires acid culture media for growth. 

Lewis 氏 の 連 膝 に よれ ば だ ば 本 菌 は 未 執 果 を 犯し 得 ず 。 

V、 臣 正 子 野 画 "PUASCOMYCETCS. 

本 類 に 属す る も の は 非常 に 多く 其 敷 一 高 五 千 種 以 上 に 及び 赤 継 

は よく 生 達 し 或 は 寄主 の 表面 C 散 育 し 吸 毅 を 其 組 織 肉 に 入れ 又は 
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六 紹 を 寄主 組織 細胞 問 に 入れ 或 は 之 れ を 人 貫通 し て 養分 を 吸収 する 

も の に し て 繁殖 は 分 生 胞 子 と 子 国 胞子 に より 分 生 胞 子 は 無 性 的 

菌 燃 の 先端 生じ 子 襲 胞子 は 特別 な る 子 酸 内 形成 せ られ 或 は 子 

邊 上 に 生ま る と と あり 本 類 は 更に て 次 の 十 一 族 に 分 た る 。 

族 の 分 類 
1. 子 究 は 子 賞 居 様 ヒ 配 列 し 子 裏 毅 を 形成 せ 季 …ーーーー… 

7 、 あや 原 毅 子 論 菌 族 (Protodiscales.) 

夫人 は = 害 の 9 計 衝 RG 揚 生 ーーー ババ 2, 

2. 子 国 は 子 賞 骸 中 c 不 規則 に 生 ず … 不 整 要 菌 族 (Aspergillales.) 

子 究 は 子宮 骨 の 一 定 の 所 KC 規則 正しく 生 ーー 0 

3. 被 毅 は 閉塞 する か 頂 端 に 孔 日 あ も 0 or ドド ーー 4. 

被 殻 は 後に ヒ 御 球形 と な り 子 富 昼 を 裸 出 す … バ ーーー 5. 

全 | 硫 激 全 くく 閉 時 生還 議 徹 oo … ーー 不 整 杜 菌 族 (Aspergillales.) 

信幸 は 08 遇 衣 重量 限 日 あれ 守 e に も で ンジ ンド シー ドー ドッ 8. 

5. 子 論 胡 は 始め ょ より 名 出す …… お LN NR ド 07. 網 傘 菌 族 ( Helvellales.) 

子 畑 胡 は 或 期間 開 塞 す ……… バ な だ つも て の と を COA よ バア スエ 6. 

6. 子 栓 可 は 早く 寺 出 す …①Ql 上 Il… の 6 ドー 村 菌 族 (Pezizales.) 

子 究 衣 は 子 究 肝 症 2 に 及び て 起用 すす ーーー… 7. 

7 工 次 人 は 財形 MG 拓 馬 再 す れれ ば 量 状 CE 肌 目 を 生 李 ……… ツ 

っ 眼鏡 菌 族 ( Phacidiales.) 

子 連 需 は 長 彫 形 に し て 調 す れ ば 縦 に 線 状 に 裂 目 を 生ま ず …………… 

5. 和光 coo 和 2 烈 孔 菌 族 (ysteriales.) 

8. 被 殻 は 球形 鶴 閉 儲 ら る いか 上 人 年 部 の み 形 成せ ちる … の emem 

aa 匂 子 画 族 (Perisporales.) 
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被 殻 は 球形 又は 析 園 形 に し て 特別 の 孔 日 あり の omoroeeeemm 9 

9)、 従 才 は 白色 父 は 鮮 可 の 色 ね も 有 じ 決し て 昧 色 な りお ーー テテ ツマ 

うみ 息 - 肖 うつ 拓 所 や も ni 内 牌 菌 族 (HHypocreales.) 

被 殻 は 堅く し て 黒色 時 に 全く 乏 れ を 鉄 く も の あり …………… 10, 
10. 子 費 姜 は 子 邊 中 に あり て 特別 の 被 毅 た し し ニー… oo 

時 用 状 菌 族 (Dothidiales.) 

子 殴 起 は 策 達 せる 被 受 中 に あり 子 邊 を 包 く と と あり …………… 

BODOEoEE 28. 5 半生 EVO いい ie いい いい ・ 球 殻 菌 旋 (Sphaeriales.) 

み 

g. 硫 胡 子 雷 菌 族 potogiscales. 

_ 本 族 の も の は 子 語 は 設 列 し 外 割 刊 然 た ら ざ る 局 下 の 子 和 居 を 形 

成す 清洲 に て は 次 の 一 科 の も の の み 策 見 せら る 。 

( イ ) 外 子 柚 菌 科 PXoascaceae. 

本 南 の 類 は 生活 する 植物 の 組織 中 に 其 黄 を 挿入 し 胞子 成熟 の 

頃 に 至れ ば 之 れ を 消 和 拓 す る も の あり 寄主 の 組織 細胞 間 よ ょ り 子 輸 を 

抽出 し 脚 胞 を 存する も の あり 又 交 れ を 鉄 く も の あり 一 子 装 内 の 乃 

子 敷 一 定 せ ず 浅 C 績 見 せら る ヽ \ 本 科 の 類 は 次 の 二 伺 な り 。 

局 の 分 類 

1. 子 姜 は 寄主 得 織 聞 に 走る 苗 稀 上 に 生じ 曽 練 居 を 形成 芝 務 ー…… 
eee oooesee oooee-<e resrco 2 あの あ も の: の! 9 fefe な Yes epioierersieieineighr の な ずみ の ププ の テッ Magnusiella. 

2. 鞍 は 寄主 の 表皮 下 c 菌 締 太 を 形成 し 子 栓 は 此 居 より 出 づ … 

ちの か 0 を あせ 。 。。 抽 ら た 語ら みつ 2 92. あう なす 29 も か ず む の! ああ 9. ず 9. あの シ 2 な 二 SE な き な ぎ の Taphrina M 
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Japrixna mieS。 

子 燈 は 寄主 の 表 友 細胞 を 破り て 外出 で 幼 枝 苦 棋 果 和 芝 等 を 犯す 

も の に し て 世界 に 大 過 五 十 種 滴 洲 に 五 種 知 ら る 

外 子 要 菌 科 中 の 本 司 は 或 区 者 は 之 れ を Exoascus 局 と 同一 な り と 

し 丸 或 若 は 全然 異な る も の と せら る J. Schroeter 氏 は 胞子 八 簡 文 

は 四 商 を 含む も の を Toascns Fuckel と し その 多 敷 を 含む も の を 

本 属 と な し Brefeld 氏 は 胞子 四 和 を 有する も の を Exoascus, 八 科 を 

有する も の を Taphrina と し Sadebeck 氏 は 表皮 下 の 苗 続 慎 は 花 く 

子 杜 と な る と と な く 脚 胞 残留 し 且つ 菌 燃 の 越 年 すず する も の を Tap- 

hrina と し 之 れ に 反する も の を Exoascus と な せる も 何れ も 此 雨 者 

を 分 離す る に は 匠 根 搬 消 弱 な り と な し 1902 年 Giesenhagen 氏 は 此 

槍 者 を 合 一 し て Taphrin と な す を 可 と す と 主張 し Lindau, Neger 

氏 等 も $ 此 読 に 従 ひ 居る を 以 て 余 も 赤 此 分 類 法 に 従 へ り 。 

64. Taphrina bullata (PB. et Br.) 呈 nl, in Ann. Sc. nat. 5, Serie V. 

127, 1866: Voss. W. in Myo. Carniol. 135, 1890) Neger, FT. im 

Krypt. d. M. Brand. イ , 65, 1905, A. Ideta, in Handb. 135, 1909 : 

T. Nishida。 Miyabe's Hest. 178, 1911: Migula. W. in Thome's 

F]. y. Deutsch. Krypt, 3, 1. 26, 1913 : Stevens,F. 工 . in Hg. which 

causs pl. dis. 130, 1913. 

Syn, 0 の 46 57 B. et Br. in Jour. R. 耳 ort. Soc. London, 3, 

48, 1854. 「 

zogsczg 077Zyees Fuckel, in Symb. Myce. Nacht. 2 49, 1879 : 

Winter。 せ . in Rabh. Krypt. 2, 5, 1887 , Sadebeck, 式 . in Gatt. 

Exoascus, 112,1884. 
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寄 玉 べ 及 産地 Pyrus montana Nakai. ヤマ ナシ 尋 葉 上 

族 順 大 正 十 三 年 六 月 三浦 密 成 

大 守 昭二 年 七 月 三浦 審 成 

分 布 欧洲 米 國 , 日 本 浅 
記事 本 菌 は ナシ の 舌 業 を 犯し て [ナチ シフ ハブ クレ 半 ] を 起す 病原 

菌 に し て 日 本 に 於 て は 梨 の 栽培 地方 に 稀 に 政見 で られ 滞 洲 に 於 て 
は 余 は 族 順 - 大 連 に 於 て 野生 梨 の 敏 甘 に 本 菌 を 採集 せる ゃ も 未だ 栽培 

梨 樹 に は 策 見 せ 才 然 れ ど も 栽 二 の 梨 樹 に も 生生 する も の な る べく 
米 國 に 及 て は マル メロ の 葉 を も 犯す と 革 ふ 。 

69。 Taphrina deformans (Perk.) Pul. in Ann. sc. nat. V. Ser. t. 

5, 128, 1866: Voss,W. in Mye. Carniol. 185, 1890, Neger, TH. im 

Krypt. d. MT. Brand. 7,66, 1905, A. Ideta, in Handb. 185, 1909 : 

T. Nishida, in Miyabe's Test. 181, 1911 : IMigula,W. in Thome's 

TH1. v. Deutsch. Krypt. 3. 3. 1. p. 27, 1913 : Stevens, T. 臣 . in Hg. 

which cause pl1. dis. 127, 1919. 

Syn. 4sco72c6S の e7o722248 Berk. in Introd. to crypt. bot. 284, 1657. 

4scos の o72%4272 の eo72722725 Berk. in Outl. of Brit. Hg. 449, 1860. 

zogsceS の e7o772G768 (Berk.) Fuck. in Symb. 252, 1869 : Sade- 

beck, R. Gatt. Exoasc. 114, 1884 : Sacc. Syll. 8, 816。 1890: Winter, 

G. in Rahb. Krypt. 2. 6, 1887 ,) Kirehner, in PHanzenk. 407, 1890 : 

Tubeuf, KK.T. in Dist. of nl. 165, 1897 : Schroeter,J ・ in Engl. et 

Prant1. Natur. PH. 1, 1. 160, 1897: P. Hennings, in Engl. Bot. 

Jahrb. 28, 271, 1900 : in 1.c. 30, 41, 1901: Duggar. B. M. in Hg. 

dis. of pl. 176, 1909: Massee, ば. in Dis. cult. pt. 区 trees、138, 



1911 : Sydow & Butler,in Ann. Mye. 9, 372, 1911 : Sydow, P. et 

H. in Ann. Myc. 11, 115. 1913: Oud, Enum. 3. 756, 1921. 

寄 玉 及 産 地 Prunus Persica S. et . モ モ 葉 上 

大 運 犬 正 五 年 六 月 二 日 近藤 金吾 

同 AE トー 年 五 : 月 三浦 密 成 

族 順 昭和 二 年 六 月 三浦 審 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 桃 の 葉 を 犯し て 桃 の 縮 葉 病 を 起す 病原 菌 に し て 清 

洲 に 於 て は 其 被 定 少 な か ら ず 上 海水 密 桃 の 如き 特 (C 被 害 多 き が 如 

く 清 洲 南 部 に 於 ける 秋 栽 培 は 日 増 盛況 を 来 た さ ん と する 今日 本 病 

の 残 生 は 甚だ し く 其 紙 意 を 阻 雪 する な る べし 面 し て 本 病菌 は 胞子 

に より て 繁殖 する 外 寄 主 の 組織 内 に ある 休眠 状態 の 菌 結 に より て 

も 績 病 す る も の に し て 越 年 は 全く 後 の 方 法 に よる も の い \ 如 <〈《 Pie- 

rce 氏 は 帝 芽 前 ボル ドー 合 瑠 を 撤 布 する こと に より て 本 病 矯 生 を 

9822 まで 防ぎ 得 と 報 ぜ り 。 「 

66. Taphrina Mume ishida, in Miyabe's Test. 195, 1911 : Sacc. 

Syl. 22, 766, 1913. A. Tdeta, in Handb. 190. 1909. 

Sym. og8C249 67O722248。 VaT. の 77267227C@ Tkeno, in Flora od. Allg. 

bot. み eitung, 9。 2, 1. 1903. 

寄 王 及 産 地 Prunus mandshurica Kochne. マン シ ウ ア ンズ 葉 

大 旭 犬 正 元 年 六 月 十 五 日 近藤 金言 

青 龍山 Zwei に も 年 へ 骨 写 守 三 洒 演 成 

衣 理 城 犬 正八 年 六 月 所 日 渡 穫 柳 蔵 

熊 后 城 大 正 九 年 六 月 三浦 密 成 
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分 布 日 本 滝 沙 

記事 本 菌 は 梅 査 の 葉 を 犯し て 膨 葉 病 を 起す 病原 菌 に し て 被害 

棒 は 成長 泊 れ 王 葉 共 Cc 肥厚 し 紅色 を 呈し 縮 波 し 商 に は 昧 色 に 和 じ 

腐敗 騰落 す 滝 洲 に て は 野生 青 に も 多く 見 ら る 。 

67. Taphrina Pruni (Fuckel.) ul、 in Ann. sc. nat. V. ser t. 5, . 

129 1866: Voss. W. in Myce. Carniol. 134, 1890) Neger,T. in 

Krypt. d. M. Brand. 7, 68,、1905: IMassee. ざ . in Dis. cult. nl. 多 

trees、139,1911 : T. Nishida, in Miyabe's THest. 189. 1911: A. 

Tdeta、in EFD 183. 1909, Migula, W. in Thome's TI. v. Deutsch. 

Krypt.3. 3. 1..p.28. 1913 : Stevens, T. 工 . in Hg. which cause- 

pl. dis. 128, 1913. 

Syn, odscS 7%27 Tuckel, in Enum. Hg. Nass. 29. 1861 , Fuckel, 

Symb. 252。1869 : Thtmen, von., in Fung. Pomicol. 88, 1878: 

Pilz.、Sib. No. 750, 1880 : Sadebeck, 民 . in Gatt. Exoasc. 111. 1884 : 

Winter, て. in Rabh. Krypt. 2 5.、1887 : Kirchner, PHanzenkr. 406,. 

1890: Sacc. Syll. 68, 817, 1890, Tubeuf, K.TF. in Dis. nl. 154, 

1897 : Schroeter,。J. in Engl. et Prantl. Natur. PH. 1. 1, 160, 1897 :. 

Duggar,。 B. M. in Hg. dis. of 183, 1909 ) Sydow & Butler, in 

Ann. Myc. 9, 373, 1911 : Davis, J.J. in Prov. List. 864. 1914 :. 

Oudem. RBnum. 3 732. 1921. 

寄 玉 及 産 地 Prunus tomentosa Thunb.、 | ユスラウメ 舌 果 - 

大 轄 大 正 刀 年 六 月 一 旧 近藤 金吾 

公主 額 . 大 正二 四 年 共 月 一 是 三浦 客 成 

大 連 昭和 二 年 六 月 三浦 宙 成 
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分 布 菊 洲 , 米 國 , 東 印度 , 日 本 , 清 湖 . 

記事 本 南 は = テスラ ウォ メ の 和 果 を 犯し て 軸 連 病 を 起す 病原 菌 人 

し て 区 米 及び 日 本 に 於 て は スモ ヽ の 稚 果 を 犯す も の な る が 浦 湖 の 

野生 スモ ヽ も 恐らく 犯さ る いも の な る べく 不 日 本 見 せら る いい K 至 

の 8 

68. Taphrina truncicola 夷 nsano in Bot. Mag. Tokyo, 19. 1. 1905 : 

Sacc. Syll. 18。 197。 1906 : A. Tdeta。 in Handb. 192, 1909: T, 

Nishida, in Miyabe's 193. 1911. 

寄 天 及 産 地 Prunus humilis Bge. ニュ と ぶ 事 ンス 科 桜 , イ 

負 額 大 正 七 年 五 月 十 日 三浦 客 成 

分 布 日 本 , 病 滑 。 

記事 本 歯 は 日 本 に 於 て 草野 人 助 氏 に より て ミヤ マ ザ ク ラ の 級 

校 上 に 探 集 せ られ 合名 せら れ た る も の な る が 清洲 は 本 菌 の 新 産地 

な る の みな ら ず 本 寄主 は 始め て 知ら れ た る も の な り 面 し て 満 潤 

も ミヤ マ ザ ク ラ 存 在 す る も 未だ 之 れ に は 策 見 せら れず 不 日 また 和義 

見 せら る * 機 覚 あ る べし 。 

77/ 

68. Taphrina Cerasi (Fuck.) Sadeb. in Jahrb. d. Hamb. 8, 1880 : 

SacC。 SYy]l. 10, 69, 1892: Lindau, in Krypt. Brand. 7, 67, 1905 : 

A. 1deta, in Handb. 187, 1909: 下 . Nishida, in Myb's Hest. 185, 

1911: Migula, in Thome's Krypt. TH]1. Deutsdh. IIT. 2 27, 1913 : 

Syn,. yosce4S 67O722248, 6 Cerds? Fuckel, in Symb. 52、1663 : 

zogsc%S 刻 2es2xe7? Rathey, (pro parte,) in Oester、 Bot. 2tg. no. 

7, 1889:) Winter, in Rabh. Krypt. 2, 6, 1887 : 
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婦 zogsces Ce7gs2 (Fuckel,) Sadeb. in Parasit Rxoasceen, 48。 

1895: Duggar, in Tg. dis. pl. 185, 1909 : 

gz772726 27922 耳 enn. et Tindau, in Hedw. 32, 165, 1893 : 

7g の 722Z の 6479-0eross Shirai。 in Bot. Mag. Tokyo, 9, No. 99, 

161, 1895 : 

寄 玉 及 産 地 Prunus spp. サク ラ 類 上 

族 順 昭和 三 年 五 月 ' 三浦 蜜 成 

分 布 了 欧洲 , 米 國 , 日本, 清洲 。 

記事 本 菌 は 櫻 類 の 天 物 巣 病 の 病原 菌 に し て 日 本 に 於 て は 普通 

ク メ キ ョ シノ を 犯し 清洲 に 於 て も 赤 同 寄 主 を 犯す も 海外 特に 区 図 

に あり て は サク ラン ボ の 和 業 を 犯す 面 し て 犯さ れ た る も の は 春 早 

く 開 非 す る を 以 て 直ちに 之 れ を 認め 得 べ く 互 月 中 名 に は 葉 の 裏面 

KC 子 凌 有明 を 生じ て 白色 を 呈し 直ちに た 飛散 し て 健全 の も の を 犯す も 

の に し て 其 菌 は 寄主 組織 中 に 越 和 名 し て 或 一 種 の 刺 戦 を 興 へ 以 て 

早春 茅 非 を 促し 且つ 小枝 を 多く 出し て 所 調 天 狗 巣 汰 を 呈す せ し む 。 

東洋 に 於 て は 本 菌 は サク ラン ボ を 犯す を 見 た る と と な き を 以 て 

見 れ ば 或 は 海外 の も の と 同一 画 な る や 否や 少し く 手 な き 能 は 放 不 

日 接種 試験 を 行 ひ 以 て 決定 せん と 人 歓 す 。 

Ragnesie』la Sadiejpec 下 . 

Juel 氏 は 従来 Magnusiell と な せる 菌 は 本 科 に 属す る 菌 に 非 ず と 

な し Protomycetaceae に 移す べき も の な り と 主張 し Taphridium と 

すべ し と せる も る 比 意 見 は 未だ 一 般 届 者 の 認 む る 所 と な ら 才 T.Ne- 

ger 氏 は 此 Magnnusiella 属 は 早晩 何 敷 個 の 過 に 分 た る べき も の な り 
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と せる ゃ も 余 は 従来 の 読 に 徒 ひ 今後 の 研究 を まつ と と いせ せり 本 尾 の 

も の は 世界 に 大 過 五 種 滴 崇 に 一 種 基 見 せら る , " 

69. 並 agnnusiella Umbelliferarum (ERostr.) Sadeb. im Jahrb. & 

Hamb. wiss. Anstalten,10, 1893 . Schroeter, J. in Engl. 層 Prantl. 

Natur. PHanzenf. 1, 1, 1. 159, 1897 : Neger, F. in Krypt. d. Mark 

Brand. 7, 71, 1905: T. Nishida, in Miyabe's fest. 198. 1911. 

Syn. 7gyy2g 6e7727eyg7c2 Rostr. in Bot. Tidsskrift。 14, 239, 

1885. 

27766 の 7eose72726 Massal. in Nuovy.Giorn. bot. ital. 21, 422, 

1889: Sacc. Syll. 8, 815, 1890 : Oudemans, in Enum. 4, 182, 1922. 

op76d224220 220e777e7ye72 (Rostr.) Lagerheim et Juel, in Bih. 

Svenskavet Akad 7, 1902: Sacc. Syll. 18, 203, 1906: Migula, W. 

in Thome's Krypt. H1. 3, 1, p. 6. 1913. 

容 玉 及 産 地 Peucedanum sp. 工 , 右 

吉林 小 白山 犬 正二 年 六 月 八 日 三浦 審 成 

分 布 歌 洲 , 日 本 , 浅 。 

記事 本 菌 は Sweden C 於 て 始め て 角 見 せら れ し も の に し て 人 後 

Ttaly に 於 て も 華 見 せら れ 日 本 に 於 て は 明治 四 十 年 草野 俊 助 氏 が 日 

光 に 於 て 探 集 し 後山 田 云 太郎 氏 盛 岡 附近 に 於 て 績 見 し 滝 洲 に 於 て 

は 会 回 を 始め 二 績 

ね 。 畿 族 (Pezizales。) 

子 賀 骨 は 紙 達 し 肉質 又は 多少 堅 き 革質 , 始 め 球 形 に 閉塞 する も 後 

開き て 裸 出し 成 難 す れ ば 殴 状 忠 状 次 状 話 状 徳利 状 等 を な す 子 和 貨 麻 
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は 子 四 上 内 部 印 ち 上 部 を 響 ひ 子 要 及び 経 状 骸 を 並列 す 十 一 科 K 分 

た れ 清 洲 に 三 科 を 徹 見 す 。 

笠 こ この 生 が 代り 先 

1. 子息 購 は 肉質 又は 蝶 質 稼 脱 質 交 沢 骨 の 先端 本 る ……………… 2, 
子 賢 骨 は 革質 又は 湯 骨 質 , 締 汰 骨 の 欧 端 は 万 K 容 著 し て 子 本 を 
蔽 ぶ ゝ PPP PPP YKYKKRROKRKKRROKRARXKRRRRRORRCKRLRXRKKK に ミミ ミミ スス RES Cenangiaceae. 

2. 子 買 器 の 外 方 組織 細胞 は 長 形 に し て 下行 し 無色 に し て 膜 消し 

且 を アア だ と で と に プロ つの フ スス フ つつ CO いひ DC つつ OCG の ひこ Ok フス 金 ] 形 困 科 (Helotiaceae.) 

子 冥 骨 の 外 方 組織 細胞 は 球形 又は 多 有 角形 有人 色 に し て 膜 厚 し …… 

際 や 生生 YY に いつ ーー ーー 滑 画 科 ( Molhisiaceae. ) 

( イ ) 哲 形 科 (Helotiaceae.) 

本 科 に 過す る も の ヽ 子 連 材 は よく 表 達 し 肉質 又は 蝶 質 に し て 始 

め 閉 穴 し 後 開き 締 和 汰 帳 は 先端 離れ 子 栓 は 八 個 の 胞子 を 含む 二 十 二 

同 に 分 た れ 清 に て は 次 の 一 属 の み 知 ら る 。 

桜 司 (Sclerotiznia。 到 esc 了 Ke1。) 

本 局 の も の は 桜 を 形成 する も の に し て 之 れ より 有 柄 の 子 舞 毅 

を 生 す ず 子 輸 高 は 初め 答 対 を な し 後 殆 ん ど 選 邊 の 起 汰 と な り 腹 質 

し て 褐色 y 外 部 王 滑 な り . 子 凌 は 八 個 の 子 半 胞 子 を 含む 胞子 は 曹 胞 c 

し て 普通 無色 一 列 C 並 び 締 状 骸 は 締 状 を な す 其 分 生 胞 子 は Monila 

又は Botrytis 型 な りり 世界 に 四 十 鱗 種 あ り と 移せ られ 満 湖 に 四 種 を 

多 見 す 。 



91 

70, Sclerotinia Libertiana ま uckel in Symb. 331, 1869 : Sacc. SyL. 

8 . 196, 1890 : Rehm. H. in Rabh. Krypt. 3 816, 1896 ,) Smith, 

R. EE. in Bot. Gaz. 29. 369-406, 1902, M. Shirai, in Dis. of pl 

375, 1903 (in japanese)) ば ,. Yamada, in Dis. of nl. 352. 1904 : 

(im japanese): 時 anzawa. J. in Hokkaido Nokwaiho, 56, No. 62, 

106 (mn Japanese)) A. Ideta, in Handb. 327、 1909: Duggar,、B. 

M. in Dis. of nl. 198, 1909) Sawada, 氏 . in Taiwan Ag. ex. St. 

spec. Rpt. 4, 1912 , Stevens, F. 工 . in Fg. which cause pl. dis. 141, 

1913 , 式 . Sawada, Taiwan Ag. ex. St. spcc. Rpt. 19, 209, 1919 : 

Oudemans, in Enum. 3。 251, 1921 ・ 

SY. の め C/67O72722⑦ 8C/67O&07%4272 Lib. Tubeuf, KK. in Dis. of nl. 262, 

1897 , Schroeter, J. in Engl. et Prantl, Natur. PH. 1, 1, 199, 1897 : 

S. Hori, in Ag. ex. S. Bull. 14, 1899 : 

Se/e7o722@ SC7e7O%07272 MIasee,in Dis. cult. p1. and trees, 266, 

1911: | 
ezzzg gw 放 26227229706 Trichom. 1866. 

ん zoo7o726 の Wo の 2 West., Shaw, FT. and Ajrekar, S. 七 . in Mem, 

Dept. of Ag. in India. Bot. Sep. 7, No. 4, 1915. 

ezzz@ 67e7o 婦 07222 Lib. in EBx. No. 326, 1830 : 

ア ezzzg Coe72G22S22 氏 chx. 1. cr. HH. 1 485, 1867 : 

ezsz@ Ac7e7o26 Fuckel. in Bot. eit. 1861. 

Sc7eyo72246@ SC7eyo726472 (LiDb.) Schroeter、 IMigula, in Thome's Fl. 

y. Deutsch. KKrypt. 3 3, 1083, 1910 . 

寄主 及 産 地 GIyeine Soja (L.) Benth. ダイ ヅ 避 

公主 鎮 大 正 七 年 十 月 十 日 三浦 鶴 成 
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分 布 全 世 界 

記 布 本 赤 は 表 科 の 植物 を 犯す も の に し て 葵 寄主 百 敷 十 種 に 及 

び が 海外 に 於 て は 「 チ シヤ の 普 要 病 と し て 知ら れ TDe Bary 氏 は Botrytis 

cmerea 爾 が 本 南 の 分 生 胞 子 時 代 な る と と を 買 験 座 明 せり 

日 本 に 於 て は 本 菌 は 朱 種 大 根 其他 十字 科 に 局 す る 野 休 類 を 犯す 

も の に し て 全 澤 河 氏 は 北海 道 に 於 て 始め て 大 豆 が 本 菌 に 犯さ る る 

と と を 和義 見 し て 1901 年 北海 道 農 會 報 に 報告 せ り 。 

Reinking 氏 は 1919 年 Phytopathology, 2, に 及 て Philippin 島 に 於 て 

大 豆 が 一 種 の 落 要 病 に 犯さ れ て 碁 だ し き 場 合 は 全 園 全く 改 生 を 失 

ふと と を 報 ぜ り 。 

余 は 清洲 に 於 て 公主 額 農事 試験 場 園 上 C 於 て 本 病 を 毅 見 せる 

が 黄 或 品種 は 被 害 基 だ し くし て 殆 ん ど 改 筑 を 双 想 し 得 ざ る に 至 り 

し も ゃ も の あり , 冶 め 八 月 中 旬 項 大 豆 の 葉柄 が 妙 黒 大 色 と な り 郊 に 置 色 

に 郊 じ 小 甘 は 姜 縮 し 被害 部 は 不 規則 形 を な し 其 纏 箕 不 明 療 に し て 

用 に は 落 甘 を な す , 余 は 此 黒 色 都 より 純粋 塔 養 に ょ り て 本 特 有 の 

画 欄 を 多く 得 た り 。 

或 了 兄 者 は 本 菌 を 乾燥 和 汰 態 に 置く と き は 敷 年 間 生 活力 を 有する も 

混 気 ある 虎 に 之 れ を 置く と き は 一 科 を 越せ ば 其 生 活力 を 失 ふ と 稀 

する も の ある を 以 て 余 は 人 旨 て 区 の 試験 を 行い ひたる と と あり 参考 の 

和信 め K 記 未 せ ん 。 

1915 年 三 月 初旬 一 越 和 名 せる 三 百 個 の 失 種 より 得 た る 本 菌 々 楼 を 

砂 を 盛り た る 小形 植木 鉢 敷 個 に 分 ち 少 し く 砂 を 以 て 之 れ を 茂 ひ 各 

植木 鉢 は 更に 小 な る 皿 上 (C 置 き て 和 れ を 下 璃 科 に て 蔽 ひ 乾 燥 すれ 

ば 皿 に 水 を 奥 へ 以 て 絶え 才 砂 を 泥 祭 の 族 に 置き し に 同年 四 月 上 旬 

に 至り 其 或 者 は 子 賞 骨 を 生 ぜ し ゃ 大 多 敷 の も の は 之 れ を 出さ ゞ  り 
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し を 以 て 其 ま ヽ 賀 上 験 室 に 置き て 絶え を 才 混 気 汰 態 を 和 績 せしめ し に 

其 型 礎 に 至り 多 敷 の 子 資 朋 を 出せ り 之 を 茨 に 示す 。 

こ 一 菌 核 よ り 生 せ | 
| きき 0 2520J GTN 還 還 5 人 寺 な キ で る 淫 る 子 江村 の 数 | 比 例 

一 越冬 を な 立 る も の 44 7 | 14.66 

三越 冬 を な な せる も の 247 っ 「 82.33 

EE 9 ーー | 3.00 

以上 の 成績 に よれ ば 或 條 件 の 下 に あり て は 本 菌 楼 は 元 て 二 越 多 

せる も の より 多く 子 鞭 境 を 形成 する こと を 見 る べく 此 事 賞 は 本 赦 

に より て 起 る 病害 錦 防 騙 除 の 上 に 於 て 多少 の 参考 と な り 得 べき も 

の で し 。 

71. Sclerotinia 拓 uctigena (Pers.) Sehrot。 in Pilz. Schles. 2 67. 

1893,: Woronin,M. in Memo. d. TAcad. imp. e. sc. d. St. Petersb. 

8. ser. 5, 18, 19 有 U : Aderhold und Ruhland, in Arb. a. d. Biol。 

abth. f. Land.-u.-Horstw. an kais. Ges. 4, 5, 427-42。 1905: J. 

Hanzawa, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Sac. 1, 104, 1906: A. Tdeta, 

im Handb. 1909: Massee. G. in Dis. cult. pl. 層 trees。 271, 1910 : 

M. Miura, in Aomori-ken Ag. ex. St. Bull. 15, 1-76, 1915) in Dis. 

of apples (in japanese) 138、1917 : Oudemans, Enum. 9, 393 1921 : 

M. Miura, in Monilias in fruits、(in japanese,) 1925 : Wormald, 革 ., 

im Ann. appl. bio1. 157-204,。 1913: im Ann. Bot. 3 361-404, 

1919 j in 1.c. 34,。 143-171, 1920 : im 1.c. 41, 258-299,1927 : 

Syn, oz2/2 か 2c が 9672 み Pers. in Abs. 1, 21, 1796 : 

77oz272@ %e が 6 の Pers. in Syn. 1, 693, 1801, Woroninn,M. 抽 
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Zeitsch. f. Pfanzenkr. 7 196-198,。 18327 , in Bot. Centralbl. 7[, 

143-149、1898: Wehmer, C. in Bericht d. d. bot. Gesel. 16, 898- 

307, 1896 : 

Ozd2<22 放 cf9e92422 Link. in Grundriss. 4, 475, 1833 : 

So7O7 が 2C ん 272 we729672422 Link. in Handb. 3, 456, 1833 

AS が 7o22 の 2266 7 が 6766 Ritz, in Bos. Tjdskr. over Plantenziekt, 9, 

128. 1903. 

容 王 及 洗 地 Pirus montana Nakai. と: 衝 ン 果 貫 

熊 病 城 大 正 九 年 十 月 ' 三浦 密 成 

族 順 昭和 二 年 十 月 三浦 蜜 成 

分 布 了 欧 , 南 亜 発 利 加 , 日 本 , 清洲 。 

記事 従 玉 果 介 類 を 犯す Monilia 菌 は M. fructigena, M, cinerea 

及び ML. jaxa の 三種 な り と せら れ 此 等 Manilia 菌 の 子 連 龍 は Sclero- 

tinig な る べべ し と は Waroninn 氏 の 考 へ し 所 な り し が 後 Aderhold 

andRuhland 雨 氏 が 之 れ を 訟 明 し まだ た 米 園 に て も Rorton 氏 が 自然 

Moniha 菌 に 犯さ きれ だ たる 果 賞 より 臣 子 軟 家 を 得 て 之 れ が 事 偶 を 確 め 

た り 然 る c 其 後 多 く の 敢 者 が 研究 せる 結果 米 園 の も ゃ の は M. fruo- 

tgena に 非 才 し て MM.cinerea な り と し 共 子 費 表 は 之 れ を Selerotinia 

fructigena と 呼ば 才 し て Sclerotinia cinerea と 呼ぶ べき も の と せ し が 

共 國 Kent の Wormald 夷 は また 之 れ を 以 て MM.cinerea 菌 と も る 相 邊 す 

る 跡 あ り と し 基 繧 型 Wonilia (Sclerotinia ) cinerea, forma americana と 

な し Roberts, Pollock 柄 氏 は 之 れ を Monilia (Sclerotinia) fructicola な 

る べし と せる が Norton 及 び Ezekiel 雨 氏 は 之 れ を Selerotinia ameri- 

cana (Wormald) Norton & Ezekiel. と な し 全く 欧洲 上 日 本 等 に C 於 ける も 

の と 必 別 せり 郊 來 此 Monilia fructigena 菌 に あり て は 其 胞 子 橋 周 形 
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に し て 大 型 且 つつ 胞子 群 の 色 寺 箱 色 な る に M.cinerea に 於 ける 胞子 

冬 は 色 に し て 其 胞 子 は 卵 形 を な し 且つ 前 者 に 比 し て 小型 な る を 

以 て 尾 別 せら ちら る べき も の に て 米 園 の も の は 正 に 此 M. cinerea に 近 

きも の な り 。 

清洲 に 於 て は 梨 困 を 犯し て 吉 詞 を 放つ も の は 種々 の 踏 よ り し て 

抱 $ も なく Monilia fructigena (Selerotinia fructigena.) 菌 な る と と は 清 鐵 

農事 試験 場 貢 報 第 十 仏 肘 C 於 て 報 ぜ し 如く に し て 最近 (1927 年 )Wor- 

mald 氏 も 赤 之 れれ を以て 同 菌 な り と 鑑定 せり 面 し て 余 の 買 験 に よれ 

ば 此 被 害 果 の 野 臭 を 放つ は 本 菌 に より て [「 ア モト, アル デ ヒ モート | の 形 

成せ らち ら る が 包め な る が 如 し 子 供 看 は 清洲 に て は 未だ 開 見 せら れ 

* だ 。 

72. Sclerotinia laxa (Ehrenb.) Aderh. and Ruhl. in Arb.a. d. Biol. 

Abth. f. Land-und Forstw. am Kais. Gesundh. 4. 5, 427-442, 1905 : 

Oudemans, Enum. 3, 700, 1920:) Sacc. Syll. 22, 637, 1924 : 

Syn. 0292%2 fgze2 Enrb. in Sylv、10,.22。 1818 : von Thtnmen,。 in 

Fung. pomicol. 28, 1879 : 

cy7os7oy2%222 72Z272 Pers. in Mye. Eur. 1. 25, 1822 : 

Oz2%272 72ze272 Link. in spec. pl. 1, 128, 1824 : 

oszog gz Wallr. in II. Krypt. 183, 1833 : 

oz27 み zzw (Wallr.) Sacc. et Vogel. in Sacc, Syll. 4, 35, 1866 : 

Voss,W. in Fg. carniol. 264, 1892 : Oudemans, in Enum. 3, 700. 

1921, M. Miura, in monilia dis. of fruits. 73, 1925 , 

7o72272 7gzg (Ehrb.) Lindau, in Rabh. Krypt. 6, 52, 1907 : 

究 主 及 産 地 Prunus manshurica Kochne。 マン シ ウ ゥ ウ ア ンズ 未 束 時 



熊 是 城 大 正 九 年 六 月 一 日 三浦 密 成 

同 大 正 十 年 月 三 日 三浦 容 成 

Prunus COerasus 工 . 8 ク 2 部 果 

瓦 房 店 大 Eh コネ 3 月 寸 日 三浦 鶴 成 

分 布 欧 , 清 沙 , 

記事 本 画 は 清洲 に 於 て は 谷 の 未 部 果 及 び 横 和 桃 の 難 果 を 犯し て 

一 種 の 芳香 を 放つ も の に し て 人 杏 未 難 果 を 犯す 場合 に は 被 雪 果 面 に 

彫 形 又は 卵 形 鷹 椿 園 形 等 の 英 褐 織 色 部 を 生じ 其 直 径 一 [モメ 』] 位 < 達 

すれ ば 此 部 に 普通 征 輪 汰 に 次 色 小 克 汰 物 を 生じ 或 は 不 規則 に 散在 

する と と あり か く て 一 週間 位 に し て 全 果 次 敗 す る に 至る も 落下 す 

る て と と な く 〈 く 普通 樹 上 に 止ま り 召 春 五 月 頃 に 至れ ば 沙 下 する も の あ 

り ま た 似 樹 上 に 止ま る あり て 何れ も 再び 圧 汰 物 を 出し て 病原 と な 

る 共 被 筆 基 だ し き と き は 果 軸 も 犯さ れ て 導 色 し 幼 枝 の 一 部 も 犯さ き 

る いとこ と あり て か いる 場合 に は 此 等 被害 部 も 赤 事 年 の 病原 と な り 

得 。 

要 桃 に 於 て も 其 病 微 は 査 の 場合 と 大 差 な く た ゞ 被害 果 は 樹 上 に 

止ま を る と と な く 且 つ 細 校 の 犯さ れ た る を 見 た る と と な し 。 

犬 型 分 生 胞子 は 分 離 各 を 有 せ 才 無 色 な る か 僅か K 胡 色 を 妙 び 廣 

秩 園 又は 殆 ん ど 球 形 に し て 其 大 さ は Wormald 氏 の 逃 ぶ る 如く 其 形 

成 時 期 の 温度 の 差 及び 頑 柳 基 の 如何 に より て 差 あ り 今 栓 上 に 自然 

に 生 ぜ る も の は 16.25-25.28 x 12.06-19.86[ ミ クロ ン | に し て 百 個 の 年 

均 敷 は 19.93x15.68「 ミ タロ ン ] あ り 文 櫻 桃 に 自然 に 生 ぜ る も の 

大 さ は 18.06-25.28 x 12.64-14.44 [ミク ロン |] に し て 百 個 の 下 均 敷 は 

21.22 x 13.88「 ミ クン) あり て 何れ も Moniha cincrea 菌 の も の ょ より 天 

レポ り ド 
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軸 桜 は 木 乃 伊 化 せ る 償 舌 果 内 に 形成 せら る \ も 多く は 其 内 果 部 

は 縮み て 鐵 を 生じ 且つ 消 く な り 菌 を 以 て 売 た され 特別 の 菌 要 を 

認め 難く 被 涯 果 全 前 を 画 柱 と 認め 得 べ く 培 区 基 上 (に C 於 て も 特 C 貢 

桜 を 認め 難く 多く は 才 養 基 面 が 全部 視 黒 色 部 を 以 て は る \ い が 政 

に 比 場 合 に 於 て も ぁ 此 大 な る 革 友 状 物 を 菌 楼 と 認 む な べき な り , 

Wormald 氏 は Annals of Botany 四 十 一 光 二 九 四 頁 (1912 年 ) に 於 

て 此 二 及 び 模 桃 菌 は 培養 基 上 に 示す 結果 は 少し く 異 な る も 其 以 外 

に 於 て Moniha emerea 落 と 必 別 すべ き 特 徴 を 認め ま と な し 爽 の 如く 

お り に < The habit of these two strains (7. 7gzo, cherry, Soutb 

Manchuria : 太 . /zzg。 chinese plum, South Mauchuria :) on pruneagar 

plates was somewhat different from other straims of . c222e7eg im grOW<- 

ing out more regularly and in produoing short scattered aerial hyphae, 

giving the culture a pilose appearance. There seems to be no reason at 

present why they shouid not be included under め . 2 which does 

include strains showing slight cultural differences already mentioned. 

然 れ ども 氏 は 其 胞 子 の 形成 を 見 ざる が 故に か いる 結論 を な し た 

る べし と 台 も 若 し 氏 に し て 胞子 を 認め た らん に は か い ヽ いる 考 を 出 だ 

ざし の め 、 ざ 0 し な た の 生還 

答 本 赦 は 自然 に 於 て も 震 養 を る 場合 に 於 て も 共に 芳香 を 放つ は 
余 の 梁 験 に よれ ば [ベン ズ , ア ル デ ヒ モー ド ]」 の 分 泌 C に よる も の い \ 如 し 地 

賀 角 の 形成 を 見 才 。 

73. Sclerotinia (Moniha) 区 enjiana 尊 . 前 iura, im Moniha-diseases 

of fruits、78, 1925: Wormald, 廿 . in Ann. Bot. 41, 295, 1927 : 

Syn. os の o7@ cg242g Wallr, in F1. Cr. 182,1883. 
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77o7272@ か ec29e226 Pers. var. co22 の 2 Wallr. im Sacc. Syll 4, 

34、 1886 : Oudemans, Enum. 9, 496, 1921 : 

oz272@ か wc729e22 Lindan, in Rabh. Krypt. 8, 57, 1907 (a part.) 

Aerial mycelial tufts hemisphaerical,isolated, 1-3 m.m. in diameter, 

circularlYy arranged, but soon confluent forming large compact wooly 

white myocelial patches, 1-2 c.m. or more in across. Conidia formed in 

the myecehial patches, white or very shightly yellowish white: spores 

ellipsoidal or oblongo-ellipsoidal, rounded at both ends, hyahne. without 

disjunctors、16.25-19.86 x . 6-10.8 /. 

Microconidia sphaerical,、 hyahme or shghtly greenish about 3 zin 

diameter. 

Sclerotia not observed. 

Almost odorless, rich in oxidase. 

Hab. on decaying apple-fruits, South Manchuria.Yugakujo, ( 熊 昌 城 ) 

Sept. 1920, leg. M. Miura. 

Japan Tokyo, A pure culture obtained from Dr. S. Hori、1921. 

寄 宇 及 産 地 Malus domestiea Borkh, リン ゴ 果 綿 

熊 理 城 大 EL 年 月 三浦 窒 成 

分 布 欧洲 , 日 本 , 浦 湖 。 

記事 本 菌 は 共 果 費 上 に 見 ちら る いも の に し て 普通 臭 握 な く 且 つ 

Monila fructigena 菌 に 比 し 気 生 菌 は 密 に し て 寺 白 色 を な し 分 生 

胞子 郡 $ 白 色 な る か 僅か KC[ ク リー ム ] 色 を な し また た 有 子 群 の 形成 る 

造 か に 泊 き を 以 て 之 れ と 尾 別 する を 得 べ く 合 通 の 場合 は Monilia 

fructigena 末 と 共に 生ま る を 以 て 回 臭 を 放つ が 如く 考 へ ら る 。 

1833 年 Wallroth 氏 が 診 必 果 ( 果 費 名 を 記さ ず ) 上 より 一 種 の 再 を 
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得 て 之 れ を Oospora candida と 稀 し 1886 年 Saceardo 氏 は 之 れ を 

Monilhia fructigana Pers. 菌 の 型 と た な せる も ゃ も 余 は 種々 の 困 よ り し て 

之 を 痴 立 の 種 と な す を 適 営 な り と 考 ふ 然 れ ば 共 種 名 は 正 (< IMonilia 

candida と な ら ざ る べから ず 然 る K Monilia candida な る 悪名 は 上 に 

1851 年 Bonorden 氏 C よ り て 全く 異な る 菌 に 典 へ られ た る 名 な る を 

以 て 用 ゐる 事 を 得 ざ る が 故 K 本 貢 最 初 の 命名 者 な る Walroth を 記 

念 す べく Monila (Selerotinia) Wollrothi と 呼ば ん と せ し ゃ 此 名 も 赤 

不幸 に し て 胃 て von Thamen 区 が Monilia fructigena 菌 を 誤 生 し た る 

と と あり し を 以 て また 用 うべ か ら ざ ぎる に 座れ る を 以 て 余 は 余 の 友 

人 に し て 前 任 者 た り し 宮 都 憲治 氏 を 記念 すべ く 本 名 を 選べ り 。 

本 菌 の 純粋 載 養 に 於 て は Wormald 氏 は 分 生 胞 子 の 形成 を 見 ざり 

し が 如く 《 茨 の 如 ぐ 《 記 地 り …ー…… の の The fth strain (7o72762 だ e7276G726, 

apple-fruit、South Manchuria,) is unlike any other strain of the brown- 

rot fungi studied by the writer: in his hands it has not produced conidia 

even on Sterilzed potato. 

( ロ ) 潮 科 (Mollisiaceae.) 

本 科 の 子 軟 骨 は 始め より 被 大 を 有 せ ず し て 礎 主 組織 外 に 出 づる 

か また は 始め 寄主 植物 般 肉 に あり て 後に C 其 外 に 現 は れ 球 形 な る も 

後 把 状 に 開き 子 畑 は 八 個 の 無色 胞子 を 含み 則 胞 な る か 又は 多 胞 , 締 

汰 角 は 細 織 な り 四 百 種 以 上 を 含み 十 二 必 に 分 た れ 清 洲 に て は 爽 の 

二 属 知ら る 。 

P ッ remOD わ G タ 1 taCKG1。 

本 局 の 子 要 毅 は 薄膜 を 有 し 次 に は 寄主 の 表 度 を 破 斑 し て 後 由 汰 
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の 子 買 居 を 露出 す 子 買 居 は 濃 視 色 に し て 子 燈 中 の 胞子 は 二 列 K 配 

列 せ ら る 選 界 に 六 填 種 あ り と 移せ られ 満 洲 に 一 種 見 性 ら る " 

7 人 4 Pyrenopeziza WIedicaginis (Lib.) Fuckel,。 in Sym. 295, 1663 : 

Migula,W. in Fl. y. Deutsch. Krypt. 3 3, 1287, 1913 : Sacc. Syl. 

8, 363, 1890 : Jones, L. R. in Phytopath. 6, 103, 1916: in Jour. 

of Ag. Res. 18, 307-329,1918 : Oudemans, in Enum. 3, S50, 1921. 

Syn. / ん cczd2272 7ed2cd2465 Lib. in Plant Art. exs. 176, 1832 

2o7 の 72622@2 7 の C2 の 2027es Desm. in Ann. Sei. Nat. Bot.3, 172ー 

192, 1847 : Sacc. Syll. 3 677, 1884 , Allescher, A., in Rabh. Krypt. 

7, 414, 1903 : 

4scoc ん fo 7e2cgg922265 Fuckel. in Symb. 388, 1669 (not Bre- 

sadol.) : 

⑦7oeos の oO7227272 7o72@2220272 SACC。 1m Sy 赴 10. 458, 1892 : 

777Zco7o 7e72cg27229 Sacc. in Myc. Ven. 145, 1873 : 

PX277oscfo 7e2c927669 (Fuckel.) Sacc. in Syll. 3 42。 1864 : 

Kirchner, in PHanzenkr. 425, 1890 : Allescher, A. n Rabh. Krypt. 6, 

130, 1901 : 

se の opez2z@ 7e の 2co72269 (Lib.) Sacc. in Syll. 8, 724。 1890 : 

Duggar,B.M., in fg. dis. of nl. 208, 1909 : Dayvis, J. J. in Prov. 

List. 863,1914 : Stevens,T. 工 . in Fg. which cause pl. dis. 147, 

1913: Stevens and Hall., in Dis. of nl. 377, 1917 : Jones, T. RR. 

im U.S. Dept. Ag. Bull. No. 759, 1919 : 

sexopeziz@ 7727o726 (Bernh.) Rehm. forma eg2co969268 (LiD.) 

Rehm., in Rabh. KKrypt. 3, 598, 1896: Tubeuf, 式 . im Dis. of pl. 

255, 1697 : 



寄 玉 及 産 地 Medicagosativa 世 . ムラ サキ ウマ ゴヤ シ 民 : 

公主 額 大 正二 年 七 月 五 日 三浦 蜜 成 

同 大 正 十 一 年 七 月 十 日 三浦 密 成 
分 布 欧洲 , 北米 , 日 本 , 滝 洲 。 

記事 本 菌 は 満 洲 に 於 て は ムラ サキ ツウ ウ マ ゴ シ ャ 葉 を 犯し て 弄 業 

病 を 起す も の に し て 被害 葉 は 如 褐 黄色 を 呈す る 賠 形 の 斑 量 を 生じ 

用 に は 落葉 する を 以 て 其 栽 培 に は 非常 な る 損害 を 興 ふ る も の な る 

が 故に 本 病 が 彫 上 の 一 部 に 現れ た る と き は 早く 刈り 取る べき な り . 

本 菌 は 或 諸 者 の 間 に は Pseudopeziza Medicaginis と 同一 菌 な り と 稲 

する も の ある も ゃ も 慕 龍 色 部 は 本 北 の 場 合 に は 問 褐 黄色 な る も Pseudop 

Medicaginis 菌 に あり て は 黒色 な る を 以 て 肉眼 的 に も 之 れ を 尾 別 す 

る を 得 べ くま た 本 赤 の 子 連 骨 は 濃 褐 色 に し て Pseudopeziza 局 に あり 

て は 淡色 な る を 以 て 本 貢 は Pseudopeziza 司 な ら ず し て Pyrenopeziza 局 

て 入る べき も の な り 。 

Massee 氏 は Diseases of cultivated plants and trees。 DD. 277-278 

(1910) に 於 て また 出 田 新 氏 は 基 大 日 本 便 物 病理 束 三 百 八 真 に 於 て 

Pseudopeziza Medicaginis (Lib.) Saec. 菌 は Pseudopeziza Trifolii (Bernh.) 

Fuckel と は 同一 上 菌 な り と 稽 せ る も 前 者 の 子 要 は 幅 狭 く 其 胞子 も 小 

形 な る を 以 て 紫 雨 者 を 同一 衝 を り と な す は 少し く 和 営 を 鉄 く に 非 

ず や と 思 は る 故に 余 は 本 菌 は Pseudopeziza Trifoli に も る 非 ず 又 Pseud- 

opeziza Medicaginis に も る 非 まし て Pyrenopezia 属 に 入る べき も の な り 

と 信ずる が 攻 に 上 訪 の 届 各 に 拓 れ り 。 

PsSetdd の pi を 時 taC で 有馬 6 ら 』。 

木 局 は Pyrenoperziza の 如く し て 子 軸 毅 は 始め 条 主 組織 中 に 埋 浅 
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せら れ 湊 色 に し て 成 塾 する も 僅か に 死 開 す る の み , 炊 の 二 種 満 洲 に 

知ら る 。 

74b. Pseudopeziza Komarovi Jacz, in Hedw. 39, 128, 1900: Kom- 

arov, In Hg. Ross. exsic. No. 334, 1900 : 

寄 宇 及 産 地 Rubia cordifolia 工 . アカ ネ 葉 

宇 十 塔 附近 VIII. 18-30, 1896. Komarov. 

鳴 終 江 央 帳 山 VIII. 14_26, 1897. KomaroY. 

分 布 清洲 

本 菌 は Komarov 氏 探 集 せる も の に し て 余 は 和 途 に 之 れ を 探 集 する 

の 携 省 を 得 ざ りき 今 Jaczewski 氏 の 原 記載 を 記せ ば 炊 の 如 し “Oupulis 

bypophyllis, sessilibus,、minutis, planiuseulis, globosis, dilute brunneis. 

in maculis determinatis favo-brunneis insidentibus : asceis cylimndracels 

subsessibus 40-50 x 8-10 ん : paraphysibus filiformibus numerosis。 Sirmn- 

jieibus,。hyahnis、8-10x4 

74c. Pseudopeziza radians (Rob. et Desm.) Sacc. in Komarov, Fg. 

Ross. exsic. No. 333, 1900 : 

Syn. sezdoez2z@ 7 の %9768 (Rob. et Desm.) Rehm. in Rabh. Krypt. 

3 620, 1896 : Hindau, in Emnegl. Nat. Pflanzenf. 1, 1, 216, 1897 :. 

Migula, in Thome's I. Deutsch. KKrypt. TIT. 3 2 1282, 1913 : 

< ge?d2e2720 7 の 9269 Rob. in Desm. Crypt. fr. ], 1350 : 

ye7207ez22ZC CoQ27227247ge6 Fuckel,、 in Symb. Nacht. 2, 59, 1873 : 

sez7o7ez?z@ 820772C2 Sa&Cc, in Michel. 1 60, 1879 : 

寄主 及 産 地 Adenophora remotifHora IMMiq. ソバ ベ バナ 葉 
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筆 十 塔 附近 VIII. 1, 1896. KomaroyY. 

分 布 欧洲 滞 洲 
記事 本 南 は 枯 梗 科 植 物 の 葉 上 に 生 才 る も の に し て Komarov 氏 

は 上 記 の 了 名 を 探 用 せる も seudopeziza radians (Rob.) Renm. と な す 

を 正常 な り と す 徒 つて 上 記 の 名 は その 同種 異名 と な る も の に し て 

其他 に Leptotrochia radians Karst., Trochia radians De Not., Pseudo- 

peziza radians Karst. 等 も 赤 同 種 異名 と し て 取扱 ふる べき 眉 名 な り と 

は Rehm 氏 の 主張 する 所 な り 余 は 其 人 本 を 有 せ ず 従 つて 之 れ が 基 非 

を 論ずる 能 は また ぶ ゞ 後日 の 調査 研 究 に よる べき の み 。 

( ハ ) Cenangiaceae. 

子 芝 帳 は 始め 寄主 植物 組織 内 に ある も 衝 に は 上 皮 を 破り て 子 装 

胡 上 に 生じ 暗 褐 色 を 呈す 二 二 一 属 C 分 た る る も 清洲 に は 爽 の 一 生 

績 見 せら る \ の み 。 

Cenanngitanm miGS。 

本 属 は 主として 樹 度 を 犯す も の に し て 子 買 骨 は 表皮 下 に 生じ 送 

に 之 れ を 破り て 外 方 に 出 づ る も の に し て 無 柄 外 方 は 淡色 内 方 は 購 

色 を 呈し 子 燈 は 賠 筒 状 に し て 人 和 八 筒 の 胞子 を 含む 胞子 は 加 腸 又は 秒 

に 二 胞 に し て 無色 又は 掲 色 を 呈し 一 列 に 配列 せら れ 輝 状 骨 は 有色 

な り 世 界 に 大 過 十 衝 種 滴 洲 に 一 種 を 績 見 せら る 。 

75. Cenangium ]aDonieumn (P. Henn.) Wiura, n. SR. 

Syn. Ced7492%22 402e65 (Pers.) Rehm. Yar. 7 の 2970c@. F. Hennin8s, 

in Engl. Bot. Jahrb. 28, 277, 1900) Sacc. Syll. 6, 763, 1902 : 

寄 王 及 産 地 Pinus spp. マッ 類 葉 , 樹 皮 
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大 _ 運 大 正二 年 九 月 三浦 密 成 

族 順 大 正二 年 九 月 三浦 鶴 成 

金 州 大 正二 年 九 月 三浦 夫 成 

EK 昌 り 計 天正: ド SS 斉 績 刀 三 補 鶴 成 

分 布 日 本 , 滴 洲 。 

記事 本 上 赤 は 清洲 に 於 て は 的 の 上 甘 及 び 合 度 を 犯し て の 駐 相 病 | 

を 起す 病原 菌 に し て 大 正六 年 頃 よ り 造 林家 の 注意 する 虚 と な り 宮 

部 博士 及び 新島 博士 之 れ が 調査 を 行 ひ た る も 慕 結 果 の 報告 に 接 せ 

ざり し が 余 も 幸 に し て 大 正 十 年 閣 東員 の 依 額 を 受け 大 連 族 順 金 州 

等 に 於 て 本 病 を 調査 する の 機 會 を 得 た り 。 

本 菌 の 子 概 時代 は 八 月 頃 落 下 せ る 松葉 及び 樹 度 上 に 生じ 年 球形 を 

な せる 殆 ん と 時 色 髄 に し て 普通 散在 し 其 直 衝 は 二 朋 至 三 [ ミ , メ ] 位 

あり 子 国 は 彫 筒 状 に し て 80-90x12-13「 ミ ク ョ ン ] あ り 子 要 胞 子 は 

10.8x7.2 [ミク ロン | 位 の 大 さあ り 無 色 に し て 勘 周 邊 に 脱 質 儀 物質 

を 有 す 継 状 骨 は 80-90 一 3.5[「 ミ クロ ン ] あ り . 

本 菌 を 培養 すれ ば 十 日 位 に し て 黒色 の 小 年 球形 の も の を 無 般 に 

生 才 直径 %- 路 | ミ メ ,」 位 あり て 其 頂 時 より クリ ー ム 色 の 継 状 物 を 総 

出す 之 れ 其 胞子 苦 に し て 此 分 生 胞 子 は 還 筒 状 を な し て 丁 端 園 形 潮 

胞 よ りな り 大 さき 5x1 | ミク ロン | あり 之 れ を 松樹 < 接種 し て 固有 

の 子 要 時 代 を 得 た り 面 し て 此 分 生 胞 子 は 共 形 態 よ り 夕 ひも な く 

Phoma 局 に 入る べべ きも の に し て THnland の Mustiana に 於 て Picea 

excelsa の 枯死 層 る 枝 上 に 得 た る oz2 7iceg7g IKarst.(A, Allescher, 

in Rabh. Krypt. 6, 193.)c 最 も 近 き も の な り 。 

本 南 は 骨 て 白井 光太郎 氏 が 東京 駒場 に 於 て [クロ マッ | 上 に 探 集 

し た る と と あり P. Hennings 氏 は 之 れ を 槍 し て COenangium Abietis 
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(Fers.) Rehm. var. japonice と せる も の な る が 其 子 論 時 代 は Cenangium 

Abietis 落と 殆 ん と 司 別 し 能 は ざる も の な り 然 る に 1921 年 Weir 氏 

の 報 ず る 虚 に よれ ば Cenangium Abietis の 分 生 胞 子 は 二 型 を 有 し 

ー は 一 方 に 湯 曲 し 三 乃 至 五 筒 の 隔 膜 を 有 し 大 さ は 在 均 23-38x3z 

あり 名 護 殻 は 小 に し て 黒色 を な し Brunchorstia destruens Brik. に 

相 営 し 他 の 一 は 全く Phoma 型 に し て 分 生 胞 子 の 大 さき 7x3[ ミ ク 

ン ] あ り Dothichiza ferruginosa Sacc. 菌 に 相 営 する も る の な り と , 然 る に 

埋 人 の 貢 は 唯一 型 の 分 生 胞 子 時 代 を 有 し 欧米 に て 知ら れ た る Cen- 

angium Abietis と は 全く 異な る も の に し て PP. 昌 ennings の 考 ふ る 如 

く 之 れ を 葵 猿 型 と た なす よ りゃ も 等 ろ 猫 立 の 種 と な す の 可 な る を 信じ 

期 く 取 扱 ひ た り 。 

a。 眼 鏡 菌 族 (Phacidiales。) 

画 は 能 く 策 達 し 分 枝 し 多く の 遇 膜 を 有 す 子 費 角 は 肉質 又は 革 

質 に し て 寄主 組織 外 に 出 づ る か 又は 其 内 (に 存 し 子 邊 を 形成 する と 

と 稀 な ら 二 彫 形 乃至 星 状 に し て 長く 〈 く 堅 き 被覆 物 を 以 て 蔽 は れ 成 就 

すれ ば 不 規則 に し て 反 失 せる 細 片 と な り 破 れ て 多少 子 軟 層 を 補 出 

す 継 汰 租 は 子 栓 より 長く し て 分 枝 し 必 才 級 密 な る 表 太 を 形成 す 本 

族 に は 少な くも 六 百 以上 の 種 あ り 三 科 四 十 五 過 に 分 た れ 清 洲 於 

て は 爽 の 一 科 に 属す る も の 般 見 せら る 。 

( イ ) 眼 鏡 菌 科 (Phacidiaceae.) 

被 殻 は 革質 又は 災 質 に し て 黒色 子 資 朋 は 庫 杖 居 若 し く は 子 邊 中 

< 埋 生 し 底 訂 は 薄く 僅か に 毅 達 せる の み 十 ヒビ 局 に 分 た れ 滴 洲 (C 

同 を 見 る 。 
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民 h マ tisnma maeS。 

本 局 は 樹木 の 葉 ,< 寄 生 し 孤立 せる 漆黒 色 の 斑 陸 を 生 ず 之 れ 一 種 

の 赦 柱 と も 見 る べき も の に し て 和 初め 其 部 に 携 子 梗 を 造り 分 生 胞 子 

を 生 ず 和 之 れ を Melasmia Lev. 局 と 舟 し 落葉 の 後 子 装 盤 を 造り て 肌 開 

す 子 壮 は 根 棒 汰 に し て 人 狼 個 の 無色 な る 針 状 の 胞子 を 有 す 唱 胞 な り 

世界 に 約 二 十 五 種 あり 清洲 に 三種 を 生 ず すず 。 

76. Rhytisma Salicinum (Pers.) Eries, in Vetensk. Akad. Handl. 

104.1819: Rhem, HH. in Rabh. Krypt. 3, 84, 1896 : Sacc. Syll. 8, 

753, 1890: Tbtmen, von. in Pilz. Sib. No. 100, 1880: Hindau, G. 

in Engl. & Prantl, in Natur. PH. |, 1, 265, 1897 : P. Hennings, in 

Engl. Bot. Jahrb. 28, 277, 1900: A. 1deta, in Handb. 306, 1903 : 

Stevens, . 工 . in Hg. which cause pl. dis. 159, 1913: Migula,W. 

in Thome's .Y. Deutsch. Krypt. 3 3,。 872, 1913 ) Tranzschel, in 

Fg. Kamt. 544,、1913: Davis, J. J. in Prov. List 863。1914 : Oude- 

mans, in Bnum. 2. 117, 1920 : 

Syn. Zs So72c222 Ful in S.F.C. 3 119, 1865: Fuckel, 工 . 

in Symb. 264, 1669 : 

寄 王 及 産 地 Saliz sp. ヤナ ギク ノ 一 種 葉 

公主 鎮 大 正 七 年 八 月 十 四 日 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

77. Rhytisms punctatum (Pers.) Er. in Vetensk. Akad. Handl. 104, 

1819 : fuckel, L. in Symb. 264, 1869: Sacc. SyllL. 8, 753, 1890 : 

Rebm, 耳 . in Rabh. Krypt. 3 88, 1896: Lindau, G. in Emngl. et 
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Prantl. Natur. PHH. 1, 1, 265, 1897 : Komarov, Hg. Ross. xsic. No. 

288, 1899: P. Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 28, 276, 1900: A. 

Tdeta, in Handb. 305, 1919 : Stevens, T. 工 . in Tpg. which cause pl. 

dis. 159, 1918 : Migula, W. in Thome's TI. y. Deutsch. Krypt. 3, 

3,870, 1913 : Davis, げ .J. in Prov. List. 863, 1914 : Oudemans, in 

Enum. 3, 1155, 1921 : 

Syn. ズバ 9o72 の 2 の 2272 が 2 Pers. im Syn. 104 : 

ア /e227464272 の 267 の 772 hrenb. in Sylv. 17 : 

2/o72@ @Ce672226422。 大. 8 の 7S2772 Martins。 in Hi. Er. 309 : 

寄 玉 及 産 地 Acer Pseudo-Sieboldianum Kom. タウ ハウ チ ハ カ ^ デ 葉 

仙 嵐 山 AE. 年 攻 月 瑞 。 日 三浦 密 成 

同 大 正二 年 十 月 十 六 日 三浦 密 成 

Acer Ginnala max. ント ーー ュー か ン 工 

昔 河 日 犬 正 七 年 九 月 三浦 鶴 成 

分 布 全 世 界 。 

78. Rhnytisma lonicericola . 五 enn,」m Engl. Bot. Jahr. 92、43, 

1902 : Sacc. Syll. 18, 164,: Miyake, 1. in Bot. Mag. Tokyo, 28, 38, 

1914 : Tranzschel, in Hg. Kamtsch. 545, 1914 : 

SY 1. 7e/zs726 の 2 ん oO722C67@6 acz. in. Hedw. 39, 129, 1900 : 

寄 芋 及 産 地 Lonicera Maackii Rupr. て も っ ボタ ダコ ント ポタ 葉 

吉林 譜 渡 山 大 正二 二 年 九 月 十 八 日 三浦 徐 成 

分 布 日 本 , 北 支那 め カ ムチ ャ ヤッ ツ カ , 浦 湖 。 

記事 本 種 は Lonicera 類 の 葉 を 犯す も の に し て 原 携 呈 氏 は 了 F. 

Hennings 氏 が Rhytisma Loniceree と し て 多 表 し Saccardo 氏 が Nyllogue 
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Fungorum, 二 六 倫 ,790 頁 に 韓 載 人 る も の と 本 種 と は 同種 な り と せ 

り 面 し て P.Hennings の 原 記載 は 1900 年 の Engler 氏 主 学 の Botanis- 

.ches Jahrbucher 第 二 十 八 窟 二 モモ 七 頁 及 び IMMonsuna の 雨 誌 に 枕 べ あ 

る も の に し て 此 雨 者 は 同一 に 非 る や に 思 は る ヽ \ 節 あり 今後 の 調査 

(CC よ る を 可 と す 面 し て 落し 原 氏 の 説 の 如く 本 種 は Hennings 氏 の 

Rhytisma Lonicerae と 同一 な り と せ ば 其 望 名 は Rhytisma Lonicerae 

(Jacz.) Henn. と な ら ざ る べから す ず す 。 

此 他 カ ヘ デ 類 を 犯す Rhytisma 菌 に し て Eh. Acerinum (Pers.) Hries. 

な る も の は 日 本 普通 に 存する も の に し て 清洲 に て は 其 存在 未だ 

知ら れ ざ る も 今後 北 満 吉 林 奥 地方 を 調査 し た らん に は 必ず 生 見 せ 

らら: 1 

1。 不 整 裏 菌 族 (Aspergillales.) 

本 亜 族 は 閉塞 せる 被 殻 を 有する を 以 て 他 の 子 認 菌類 と 異な る も 

の に し て 其 被 殻 形成 の 汰 は Endomyeetaceae の 牙 者 に 似 た る も 宣 ろ 

Pyrenomyeetes 菌 特 に 包 子 菌 亜 族 に 近く 分 生 胞子 は 常に 能 く 形成 せ 

ら る い ヽ ゃ 共 子 本 時 代 は 或 る 特別 の 場合 の 外 息 見 せら れ 才 有人 性 生殖 

は 其 菌 上 に 生 ぜ る 特別 な る 施 回 分 伝 の 結合 に より て 行 は る 本 族 

は 更に C 六 科 に 分 た る いも 満 洲 に て は Aspergillaceae 一 科 に 局 す る 

菌 の み 知 ら る 。 

(イイ ) Asperg 山 aceae. 

被 殻 は 稀 C 生 見 せら れ 其 形 ち 種々 な る も 小 球形 を な す を 普通 と 

し 時 に 管 伏 を な す と と あり 子 要 は 球 汰 又は 洋梨 状 に し て 二 個 乃至 

八 個 の 胞子 を 含み 或 種類 の 被 殻 は 粉 菌類 に 見 る 如く 其 外 面 C 特 竹 
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の 附属 内 を 有する も の あり 清洲 に 於 て は 本 科 に 属す る も の は 爽 の 

二 必 知ら る 。 

1. 分 生 胞 子 の 挫 子 梗 は 駐 汰 に 敷 回 分 枝 し 頂 端 頭 伏 を な さま ず ……… 

ecoeea<asescessoqsosialsz' き aoo= こ の aielsesgeseieeeeoeoee も oelweseoseseeooeooeooseoeosoooepeooo ゐ eooos Penicillium。 

タン Aspergillus. 

Aspergillus 局 は 普通 に 舟 せ ら る よい \ 玩 菌 の 類 に し て 酒 和 味 噌 替 油 

等 の 製造 工業 に 鉄 く べから ざる 有用 菌 を 含む 余 は 此 方 面 の 研究 を 

な す の 揚 會 な か り し を 以 て 記載 を な さ ず 。 

PensicilJisrm Din 兵 . 

本 菌 選 は 普通 に アラ カビ と 各 せ ら る い ヽ \ 種 類 を 含む も の に し て 其 

敷 多く 浅 に て は 三種 を 知ら る 。 

79. Penieillium expansum Link, (8 part.) Thom. Ch. in U.S. Dept. 

Ag. Bur. of Ani. Ind. Bull. no. 118, 1910: Dale, EE. in Ann. Myoc. 

12, 41, 1914: M.Miura, in Dis. of apples, 146, 1915: Barnum, C.C. 

in Science 59, 707, 1922 : 

Syn. Coze7222 72C6272 Link. in Obs.1 19. 1803. 

eg2772272 97G72Ce72 Link. (in part.) sp. pl. 6, 79, 1824. 

実 王 及 産 地 Malus domestica Borkh. リ ン ゴ 果 費 

熊 一 城 大 正 七 年 十 日 三浦 容 成 

族 順 犬 正 十 年 九 月 同 

大 町 昭和 二 年 十 一 月 同 

分 布 北 涼 , 日 本, 浦 湖 。 
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記事 本 菌 は 華 果 費 の 傷 よ り 侵 入 し て 青 徴 記 敗 病 を 超す 病原 画 

に し て 従来 Penicillium glancum と し て 知ら れ し も の な る が OHharles 

Thom 氏 は 堪 大 比 較 試 験 の 結果 Penieillium glancum と は 青 徴 菌 の 

稽 と も 租 す べき も の に し て 茶 果 縮 を 犯す も の は 或 一 定 の 特徴 を 有 

する が 故に 之 れ より 分 離す べき も の と し た り 。 

本 貢 は 北米 に 於 て も 芋 果 梨 等 を 犯し て 大 和 害 を 興 ふ る も の に し て 

Anderson, 耳 .W. 氏 の 報 ず る 所 に よれ ば 252 乃至 50% は 本 の 被 雪 

を 蒙 る と な し arnum 氏 の 接種 試験 に よれ ば 健全 果 の 6022 は 本 男 

C 犯 され た り ょ と 芯 ふ 之 れ に よれ ば 1903 年 Ciinton 氏 が Connecticut 州 

に 於 て 散見 し て Penicillium decay of apples, (Coun.Ag. ex. st. Rept. p. 

299) と し て 報告 せる も の 及び Morse and Lewis 雨 氏 が Maine 州 に て 

綴 見 せる も の は 共に 本 北 の 被 害 な る べし と 思 は る \ 理 由 あ り 北 米 

(に て は “Stem-endrot of apples”" と し て 知ら る 駐 Dale,E. 氏 は 英國 の 

未開 表 ア ル ヵ リ 土 中 より 本 菌 を 分 離せ り 。 

80. Penieillium italicum Wehmer, in Beitr. み . Kenn. einh. Pilze, 

Jena. 68, 1895: Thome, Ch. in U.S, Dept. Ag. Bur. of Anim. Ind. 

Bull. no. 118, 29, 1910: Stevens, FT. 工 . in Fg. which cause pl. dis. 

574,1913: T. Nishida, in Miyabes Test. 72, 1914. 

容 玉 及 産 地 Citrus nobilis Lour. リン 旧 賀 

犬 連 昭和 二 年 一 月 三浦 比 成 

分 布 欧洲 , 北米 , 張 洲 , 日 本 , 満 沙 。 

記事 本 菌 は 密 相 の 果 四 を 犯し て 鷹 骸 せ し む な る も の に し て 浦 洲 : 

に 入 せら る ヽ 相 橘 類 特 に 上 海 よ り 樽 語 と し て 較 入 せら る 所 計上 

導 堂 層 は 時 に より て 夫人 年 敷 以 上 も 本 南 及 び 丈 の 菌 の 篇 め に 記 骸 す 

2 
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本 菌 は 前 き の Pemnieillium expansum に 能 く 似 た る も Gelatin を 液 

化す る と と ょ と 違 く 客 模 上 又は 酸性 培 杖 大 上 に 多 敷 の 白色 菌 要 を 生 才 

る 口 等 を 以 て 尾 別 し 得 。 

81. Peniciltium digitatum Sacc. in Myc. ital.686 : Syl. Tg. 4, 79: 

Thome, Ch, in U.S. Dept. Ag, Bur. Anim. Ind. Bull. 118 , p. 31. 

1910 : Stevens, T.L. in fg. which cause pl1. dis. 574, 1913. 

Syn. ez2e2772442727 oO72 の ee%2720 Wehmer。in Beit。 z. Kenn. Pilz. Jena。 

73. 1895. 

寄 王 及 産 地 Citrus nobilis Lour. 区 果 買 

大 運 昭和 二 年 一 月 三浦 蜜 成 

分 布 前 者 に 等 し 

記事 前 種 C 似 た る も 其 胞 子 群 は 前 者 の 藍 青 色 な る に 装 し て キ 

リー プ 色 を な す を 以 て 浸れ と 尾 別 し 得 べ く Thom 氏 の 軟 了 に よれ 

ば 前 種 に 比 し Sugar gelatin 培養 基 を 液化 する と ょ と 邊 し 。 

82. Penicillinum mandshuricum Saito, in Dairen Cent. Lab. Rpt. 

BT 1B19R 

本 菌 は 広 藤 賢 道 氏 が 高 朱 酒 醸造 用 麺 子 中 より 分 離 毅 見 し 新種 と 

せる も の に て 黄 全 記載 は 次 の 如 し 

本 種 は 往々 欧 子 中 C 績 見 せら る る も の に し て 芽胞 子 を 生 ぜ る 赤 

業 は 常に 概 終 色 乃 至 概 機 黄色 を 呈す 芽胞 子 柄 は 細 小 に し て 肉眼 

に て 認め 難し 展 々  多 敷 の 無菌 続 を 生じ 菌 叢 は 織 維 様 の 表面 を 示す 

芽胞 子 柄 の 長 さ 約 一 モ 〇 乃至 一 私 [ミク ン ]< し て 不 規則 の 構造 

を 示し 分 枝 の 状況 一 定 せ ず 側枝 の 敷 は 一 乃至 三 に し て 不正 な る 分 
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岐 を な し 各々 僅か に 延長 せる 梗 子 を 頂き 更に 芽胞 子 連 鎖 を 生ま すず 芽 

胞子 は 清 面 椿 周 状 卵 形 大 抵 長 六 . 互 幅 四 . 刀 ミク ロン ] な れ ど も ゃ も 長 一 〇 

幅 太 [ミク ロン lc 達する も の あり 堪 装 基 内 菌 続 は 通常 厚 有 店 に し て 徒 

を 内 胞 を 鉄 く の 観 あ り 又 た 多 敷 の 芽 子 形成 を 見 る 芽 子 は 球形 に し 

て 毅 育 の 最適 深度 は 約 三 七 度 な れ ど も ゃ も 宣 温 に て 価 ほ 能 く 生育 す 脱 

質 液化 徐々 に 進み 渡 粉 物 液 は 征 々 速 か に 液化 す 槍 化 材 マル ター ゼ ] 

プ ]』 ロ テア ー ゼ |[ ペ ルオ キシ ダー ゼ |[ カ タラ ー ゼ | は 本 菌 の 分 泌 す る 酵 

素 な り 本 種 は Penicillium olivacearum < 酷似 すれ ども 化 育 温度 の 差 

異 に より て 大 別 す 可 し 印 ち 前 莉 の 最適 肖 育 温度 は 三 七 度 な れ ど も 

後者 に は 二 三 乃至 二 五 度 の 聞 に あり 。 

83. Penicicillium Roqueforti Thom. im U.S. Dept. Ag. Bur. Anim. 

Ind. Bull. 118, 34。 1910 : EE. Yoshino, in Dairen Cent. Lib. Rpt. 

11. 291, 1928. 

本 南 は Thom 氏 が 始め て [チー ズ ] よ り 分 離せ る も の に し て 従来 の 

也 者 の Peniillinm glauncum と せる も の な り と (Link 氏 及 び Brefeld 

氏 以 外 の 避 者 ) 面 し て 浦 洲 に て は 吉野 染 吉 氏 が 之 れ を 和義 見 報告 せり 

Aspergillus NR 人 ichel』i。 

被 殻 は 小形 に し て 球形 牌 滑 圭 すれ ば 思 胞 より な る 八 個 の 胞子 を 

信 む 本 赤 は 稀 に 普 を 形成 する と と あり 。 

84. Aspergillug glaucus Link., in Saito, Dairen Cent. Lib. Rpt. 

6, 11. 1919. 

記事 本 菌 も が 痢 藤 氏 が 滝 洲 に て は 高 栄 酒 用 麹 子 中 に 見 し ゃ も の 

な り 。 
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85. 上 Aspergillus OrYzae (Ahlbg.) Cohn, in Saito, Cent. Lib. Dairen, 

Rpt. 6. 11. 1919, 

本 菌 は 日 本 酒 用 半 の 主 前 を な す も の に し て 高菜 酒 用 麹 子 中 に も 

存在 す と 病 藤 賢 道 氏 報 告 せ り 。 

拓 子 雷 菌 族 (Perisporiales.) 

本 族 の も の は 主として 活 物 寄生 を 藻 み 菌 続 は 能 く 生 達 し て 子 軸 

殻 は 多く は 球形 に し て 子 要 盤 を 形成 せ ず 特種 の 名 達 せる 附 己 骨 を 

有 し 或 も の は 之 れ を 人 鉄 く 孔 口 は 之 れ を 鉄 く も 或 種 の も の は 之 れ を 

有 す . 本 局 は 更 ら KC 五 科 に 分 た る \ も 清洲 に て は 区 の 二 科 に 属す 

る も の 名 見 せら る 。 

科 の 分 類 

1. 祭 生 菌 紹 は 能 く 艇 達し 白色 に し て 子 帝 は 附 馬 骨 を 有 し 孔 日 

な し ニー………… みな 自 洪 菌 科 (Erysiphaceae.) 

2. 和 祭 生 菌 は 有色 又は 之 れ を 鉄 き 子 栓 帝 は 眞 の 附 過 帳 を 鉄 き 附 

属 宴 様 軸 締 を 有 すす ーー ドド ドド ドブ と ゴゴ 較 科 (Perisporiaceae.) 

( イ ) 白 洪 菌 科 (*ysiphaceae.) 

本 科 に 局 す る も の の 菌 締 は 白色 に し て 寄主 外部 に よく 殴 達 し 多 

く は 共 吸 問 を 量 に 表 度 組織 内 に 押入 し て 犬 分 を 吸 必 し Thyllosticta 

属 の も の ト み は 気孔 を 通じ て 特種 の 吸 器 を 生ずる 敵 を 寄主 組織 

内 に 押入 す 子 概 は 無 生 菌 締 の 間 に 生 じ 球 形 に し て 大 , 慈 く 了 肉眼 を 以 

て 認め 得 べ く 孔 日 を 鉄 き 附属 骨 は 各々 異な り 之 れ に より て 其 属 を 

決定 する 一 の 標 式 と な る 分 生 胞 子 は 菌 続 の 一 部 に 生 ぜ る 六 子 梗 上 
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に 生じ 普通 橋 園 形 に し て 先端 の も の 老成 な り .- 本 科 は 次 の 八 司 に 分 

7 た の 

周 の 分 類 

1. 子 栓 殻 の 附 局 帳 は 眞 直 に し て 先端 針 状 (CC 和 失 り 基部 は 球状 に 膨 

本 Rm プー ーー 針 球菌 局 (Phyllosticta。) 

子 杜 帝 の 附属 幅 は 眞 直 な ら ず 其 基 部 膨 須 せ 本 ……… の の te 2. 

2. 附属 骨 の 先端 分 岐 ず ………… ーー < に ・ 寺 so な S。 

衝 属 器 の 旧 端 分 岐 ち 守 5. 

3. 只 属 骨 の 先 敵 は 導 回 和 せ ず リ 2 4. 

只 属 杉 の 区 端 旋回 すま トバ ーーー………… 移 球菌 属 (Uncinula.) 

9. na 丘 設 は 三 介 (の 4 義人 32 ーー…… 球 畑 菌 局 (Sphaerotheca.) 

子 裏 殻 は 敷 個 の 子 栓 を 蔵 す …@……………… 粉 菌 属 (Prysiphe.) 

5. 附属 内 の 先端 は 旋回 せま …………… し 1. 6. 

附属 夫 の 欧 端 は 旋回 ドー 澤田 菌 局 (Bawadaea.) 

6. 子 斉 殻 は 一 個 の 子 栓 を 基 す ーー……… 足球 菌 局 (Podosphaera.) 

P 凌 才 竹 晃 休 年 第 と 故 す ーーーー こ - 王 さき . 直 表 0 7. 

7. 附属 骨 は 剛 く し て 短 か し 子 裏 殻 上 C 貢 燃 を 有 す …………… 小 球 

黄 . 選 も 科 吉 往き あ 禁 本 Re25 肖 ). 息 。 . (WMicrosphaera.) 

附 同 帳 は 柔 か くし て 長く 子 認 殻 の 直 衝 の 三 倍 以 上 に 達し 子 要 

ま 上 K 男 ポポ を 有 せ ず すず ーー Triechocladia. 

球 圭 苗 必 Sphaerotheca eveil1e. 

本 属 の 子 栓 穀 は 殆 ん ど 球 形 C 近 く 附 属 骨 は 妖 揚 色 若 し く は 無色 

に し て 先端 分 岐 せ ず 綿 毛 様 た し て 黄 輝 と 共に 交 は る て と 稀 な ちず 才 
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子 栓 殻 は 一 個 の 子 械 を 有 す Sahmon 氏 は 世界 (C 五 種 あ り と し Tindau 

氏 は 寺 四 種 あ り と 稲 す 滝 湖 に は 三種 を 策 見 す 。 

86. Sphaerotheca 古 umuli (DC.) Burr. im Bal. 和則 State Lab. 

Nat. Hist. 2, 400, 1887 , Neger, T. in KKrypt. d. Mark. Brand. 7, 

106,1905: Tdeta, A. in Handb 201,1909: Massee, で G. in Dis. of 

cult. pl. & trees,。151, 層 152, 1911 : Jaap, in Ann. Myo. 9,333. 

1911 , Sahmon。E. in Mon. Brysiph. 45. 1900: Stevens. FT. 工 . 

in Hg. which cause pl. dis. 175, 1911 : Migula, W. in Thome's 

F1. y. Deutsch. Krypt. 3. 3. 69, 1913 : Sydow, P. et 吾 . in Ann. 

Myoe. 11, 113. 1913 : Sawada, 氏 . in Ag. ex. St. Tormosa. sp. Bull, 

9, 42, 1914: Davis,J.J. in Prov. List. 855, 1914 : 1. Miyake, 

in Bot. Mag. Tokyo, 28, 38, 1914 ) Tranzschel, in Fg. Komt. 545, 

1914 : Butler, F.J. in fg. and dis. pl. 314, 1918) Togashi、 民 . 

Hiratsuka,N. in Sapporo Nogakkai KKaiho, 16, 74, 1914 : 

Syn. 7 が 7 が 5 めん e 万 06 DC. H1. fr. 2. 6, 1815: 

AS の oe7o77 が ec の 万 7724472 (DC.) Schroet. in Pilz、 2 231 : Lindau, 

て. in Engl. et Prantl. Natur. pfHl. 1, 1, 328, 1897 ) P. Hennmgs: 

in Engl. Bot. Jahrb. 29。 148, 1900 : 

QZZe7O 妨 ec び gsfzg7262 Lev. in Ann. sc. nat. 3. Ser. 15,139: 

1851: Huckel, in Symb. 78-79. 1896 ) Thanmen, von., in Pilz. Sib. 

Nos. 395-398, 588-589, 780, 1878-1880 : Sacc. Syll. 1, 4, 1862 : 

Voss、 W. in Mye, Oarniol. 136, 1890 : Kirehner, in PfHanzenkr. 

408. 1890: Winter,G. in Rabh. Krypt. 2, 27, 1887 : Tubeuf, 民 . 

T. in Dis. pm. 173, 1897 : P. Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 28, 

271, 1900, Oudemans,。 Enum. 3, 642. 1921. 
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寄 玉 及 産 地 Sanguisorba ofcinalis 葉 . ワレ モカ ウ 到 , 葉 

大 軍 天正 守 年 部 紀 邊 葉 旧 近藤 金吾 

加 大 正 五 年 七 月 十 九 日 近藤 金吾 

四 大 正三 年 九 月 十 四 日 宮部 憲次 

吉 林 大 正 七 年 八 月 十 七 日 三浦 密 成 

興安 額 大 正 十 二 年 七 月 四 晶 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 米 國 , 南 亜 発 利 加 , 日本, 北 支 那 , 浦 湖 , 

記事 本 菌 は ソレ モカ ウ の 外 キ ン ミ ヅ ヒ キア カバ パナ , ナ ツウ ツユ キサ 

ウフ ウロ サウ キジ ムシ ョ 毎 の 束 に 寄生 し て [ウド ンコ 病 ! の 洒 原 と な 

る も の に し て 狐 逸 に 座 て は キイ チ ゴ も 本 苗 に 犯さ る いと 称し [ホッ 

プ IC 本 生 し て 大 害 を な す も の と し て 知ら る いも の な る が 浦 洲 C 於 

iC は | ボン.、| 上 (で は RS/G8S5e と な し 。 

自 洪 科 に C 局 する 各種 の も ゃ の は 従来 其 種 類 多 か り し が Salmon 氏 

之 れ を 研究 し て 共 種 類 を 小 に 減じ て 多く の 同種 異名 と な せる も 

近 時 澤田 持 吉 氏 は 其 分 生 胞子 時 代 に 於 ける 形態 疲 C 接 種 試験 等 を 

行 ひ た る 結果 Salmon 氏 が 一 括 せ る も の が また 多 敷 の 種類 に 分 た る 

い の 傾 向 を 示せ り 政 に 本 菌 の 如き も 其 寄主 を 異 に する も の を 万 

接種 研究 する に 於 て は 少な くも 表 種 の 型 態 異 竹 と し て 分 つ 事 を 得 

る に 至る べし 。 「 

87. Sphaerotheca flginea (Schlecht.) Sawada, im Taiwan Ag, ex 

spec. Bull. no. 9,。37, 1914 , in 1. ec. 19. 150, 1920 .。 Togashi, 多 . in Jat。 

り aur. of Bot. 2, 79, 1924. “ 

Syn, 4 め 7o72o7 の の 6x7927266 Sohlecht. in Wallr Verh. naturf. Hreunde, 

15 47 科 1049 
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Sgey7o 放 ceg Cos72962 (DC.) Lev. in Huckel, in Symb. myo. 

78-79, 1887, (partim.) ) Winter、G. in Rabh. Krypt. 2, 27, 1817, 

(partim.): 

S7ge7oecg 万 z22606 (DC.) Burr. var. 7 が 922e@ Schlecht. in 

Doidge, E. M. Trans. of Roy. sc. of South Afria, 2,239, 1915. 

SpZgeyo7 が ec 万 2676 (DC.) Burr. var. 922eg (Schlecht.) Sal- 

mon, in Mon. Erysiyh. 49, 1900 : Stevens, TH. 工 . Fg. which canse 

pl. dis. 176, 1913, Sydow, P. et 陸 . in Ann. Myce. 11, 113, 1913 : 

T. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 26, 53: 27, 38: 28, 75, 1912-1914 : 

Tranzschel. Tp. Kamt. 546, 1914 : Davis, り .. in Prov. List. 855, 

1914 : Butler、T.J. in fg. and dis. of pl. 314, 1918. 

寄 王 及 産 地 Bidens parviHora Willd。 ホッ ベ セ ン ダン グ サ 束 , 茶 

旅 順 大 正三 年 十 月 ミ 十 一 日 近藤 金吾 
公主 賃 大 正 七 年 九 月 八 日 三浦 客 成 

Cirsium arvense( し .) Scop. ジコ ニセ ジン 2 ば サミ 藤 , 葉 

大 運 大 正三 年 十 月 十 上 日 江藤 金吾 
oreopsis Drumondii Tarr. et Gr. 対 , 葉 

大 軍 2SIE こ うー 月 二 ビ ド 日 近藤 金吾 

Tmpatiens Balsamina 工 . らん 2 抽 ン ャ ンジ 。 葉 , 束 

公主 准 大 正 誕 九 月 五 日 三浦 密 成 
TImpatiens Noli-tangera 工 . の RE 葉 。 葉 

犬 。 巡 大 正二 年 九 月 九 日 鈴木 力 治 

Lactuca Raddeana Max. ヤマ ニ ガ ナ 葉 。 葉 

公主 額 大 正 七 年 九 月 八 日 三浦 紀 成 

Lactuca sp. (? versicolor S. Bip.) 式 。 葉 
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大 。 達 大 中 圭 欠 葉 大 完 市 上 

公主 八 大 正 七 年 十 月 十 日 

Siegesbeckia orientalis 葉 . メ ナ モ ミ 

草 河 日 大 正 世 人 年 丈 即 選 - 五 日 

Taraxacum ojieinale Web. タン ボ . 示 

大 、 書 大 正三 年 二 月 十 八 日 

同 大 正 せ 年 六 月 日 

旅 順 大正 誠 邊 寺 月 登 一 日 

橋 頭 大 正 年 灰 且 古 十 日 

吟 際 満 大 正 王 年 私 月 ニキ 一 日 

Cucums Melo 工 . マク ハウ リ 

公主 針 大 ESES ち 衣 あ 上 日 

同 犬 正 七 年 九 月 日 

Cucurbita moschata Duch. カボ チマ ヤ 

公主 額 大 正 七 年 九 月 十 日 

大 軍 昭 生年 九 月 

分 布 了 欧洲 , 米 國 , 南 亜 発 利 加 , 北 支那 , 日 本 , 清洲 。 

近藤 金吾 

三浦 蜜 成 

本 葉 

三浦 容 成 

正 

近藤 金吾 

三浦 比 成 

近藤 金吾 

三 浦 密 成 

三浦 審 成 

琴 , 葉 

赤石 行雄 

三浦 審 成 

席 , 葉 

三浦 密 成 

三浦 密 成 

記事 本 菌 は 南瓜 の 葉 , 甘 を 犯し て [ウド ン ュ 尊 を 起す も の に し で て 

犯さ れ た る も の は 秋期 一 二 日 に し て 条 に 人 本 株 の 王 葉 姜 れ 枯死 する 

も の に し て 普通 紅 害 に 和 り た る 准 を 呈す る は 買 は 本 菌 の 込め に 枯 

死す る も の 多く 従 つ て 瓜 類 の 病 審 と し て 恐る べき も の \ー な り 。 

本 南 は 従 洲 前 種 の 迫 種 と し て 取扱 は れ た る も の な る が 澤田 無 吉 

氏 は 其 附 局 骨 の 敷 少 な くし て 短 か き と 分 生 胞 子 梗 の 太 き と と 子 苦 

炉 の 細胞 大 な る と 其 表 面 の 粗糖 な 

イィ ブ ェ ロン 骸 の 敷 を 多 

の 種 と な せり 

隊 導 に 二 ど 及び IHS2NSHGPL28Cl の 2 

く 含む と の 理由 を 以 て 前 者 より 分 離し て 句 立 
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本 種 も 赤 前 種 と 等 し く 共 寄主 を 異 に する K 科 つ て 多く の 種 K 分 

可 せ らち ら る いも の な る べく 澤田 鍵 吉 氏 は 昭和 二 年 二 月 殴 行 間 江 総 

府中 央 研究 所 農業 部 報告 第 二 十 四 名 に 於 ひ て 本 科 の 分 生 胞 子 な る 

Oidium 局 を 種々 研究 し た る 結果 Oidium Sonchi - arvensis : Oidium 

Lactucae-debilis の 二 種 を 新種 と な せる が 之 等 の 子 要 時 代 は 勿論 そ 

れ ぞ れれ 別種 と し て 本 菌 よ り 分離 ら る ぺき も の な る べ ご し, 

8S8。 Sphaerotheca pannosa (Walir.) Lev in Ann. se. nat. 93, 15, p. 

138, 1851 : Fuckel, 工 . in Symb. mye. 77, 1869 : Sacc. Syll. 1, 3, 

1882, Winter, G. in Rabh. Krypt. 2. 26, 1887 , Voss, W. in Myc. 

Carnio1. 136, 1890 , Neger, F. in Krypt. v. Mark Brand. 7, 105, 

1905 : Kirchner, in PfHanzenkr. 407, 1890, Duggar,B.M. im Hg. 

dis. of pl. 224, 1909 , A. 1deta, in Handb. 200, 1909: Massee, , 

in Dis. of cult. p1. & trees, 150, 1911 : Migula, in Thome's HI. Y. 

Deutsch. Krypt. 93,。3,。 69, 1913 : Stevens, T. 上 . i 洒 Hg. w. ce. pl. 

dis. 176, 1913: 区 . Sawada,。 Taiwan Ag. ex. st. spec. Bull. 9, 44, 

1914 : Doidge, EE. M. in Trans. of the Roy. sc. of S. Africa, 5, 239. 

1915 ,: Oudemans。 Enum. 3, 663, 1921. 

Syn. 4 の 27o22072 の の 7270086 Wallr in Verh. Berl, es. nat、 Freunde, 

1, 43, 1819. 

SAgeyo/ecg の 7222056 Wallr. Tubeuf, in Dis. of pl. 172, 1897, 

OZ2%272 7/e%coco722222 Desm. in Ann, de sc. Natur. 8, 102, 1829 : 

Sacc. Syll. 4。41, 1886 : Salmon, in Ann. Myc. 3 no. 1: 

Lindau, in Rabh. Krypt, 8, 82,. 1907. 

寄 芋 及 産 地 Rosa rugosa Thrmb. > ヘマ ナス 葉 
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公主 額 大 正 モ 年 更 調 上 )! 三浦 客 成 

Rosa dayurica Pall. ヤマ 公有 受 芝 ス 人 工 

公主 堆 大 正 十 年 十 月 六 日 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 米 園 , 南 亜 発 利 加 , 日 本 , 漠 洲 。 

記事 本 菌 の 分 生 胞 子 時 代 は 日 本 に 於 て は 栽培 の 著 薇 を 犯し て 

甚だ し き 害 を 奥 ふる ゃ 其 子 国 時 代 は 多く 琶 見 せら ちら れ ざ る に 浦 洲 

あり て は ハマ ナス の 上 上 に 普通 に 其 子 本 時 代 を 義 見 する を 得 べ く 

余 の 見 た る も の は 子 の 大 さ 90-120「 ミ タク ョ ン ] の 直径 あり 其 附属 角 

は 長き も の に あり て は 200[「 ミ ク ョ ン |c 達 し 其 子 論 胞 子 の 幅 は 21[ ミ 

クロ ン ] に 達する も の あり 従来 の 記載 に 比較 する と き は 其 附 属 村 も 

長く 且つ 胞子 の 大 さ 及 び 形 ちゃ 多少 異な る 財 あ り 本 種 の 如き ゃ 接 

種 試験 其他 央 重 な る 研究 を 行 ふ に 於 て は 或 は 狼 立 な る 種 と な る や 

も 計り 難し 。 

足 球 局 (Podosphaera 攻 um を る e。) 

本 局 の 子 認 殻 は 球形 又は 偏 下 汰 球形 に し て 一 個 の 子 要 を 蔵 す 子 

凌 は 征 球 形 に 近く し て 八 個 の 胞子 を 含む , 府 属 骨 は 子 輸 毅 の 頂 踊 ょ 

り 生 ずる か 又は 中 央 線 ょ り 生 じ 無 色 又 は 量 視 色 に し て 先端 は 駐 基 

分岐 す Salmon 氏 は 世界 に 名 種 あり と な し Lindau 氏 は 七 種 あ り 

と な せり 浦 洲 に 一 種 を 見 る 。 

89. Podosphaera lencotricha (ElL. et Ey.) Salmon, in Mon. 4o, 

1900, Neger, TH. in KKrypt. Y. Mark Brand. 7, 110, 1905 , Migula, 

W. in Thome's HI1. Dsutsch. Krypt. 3 3, 70, 1905, A. #deta, in 

Handb. 198, 1909 : Stevens, T. 世 . in fg. which cause pl. dis. 184, 
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1913 : 挟 . Sawada, in Taiwan Ag. ex. st. spec. Rept. 9,。 46, 1914 : 

Doidge, E. M. in Trans. of the Roy. soc. of S. Africa, 5, 239,1915 : 

Clinton, せ .P. in Dis. of pl. cult. in Conn. 300, 1908 : Kirk, T. W. 

in New Zealand Dept. Ag. Diy. of bio1. & hort. 110, 1908 : Dug- 

gar,、B. M. in Fg. dis. of pl. 224、1909 : Stewart, F.C. in N. York 

Ag. Ex. st. Bu]l. 228, 318, 1910 , Stewart。 V. B. in Cornell Univ. 

Ag. ex. st. Bull. 358, 1915: Ballard, W.S. in U.S. Dept. Ag. Bur. 

of pl. Ind. Bull. 120, 1914: M. Miura, in Dis. of apples, 66, 1915 : 

Davis, J. J. in Prov. List. 854, 1914 : 

Syn, め Zgeyo 奴 ce@ 7o%eo が 2 区 Let RY. in Jour. Myoe. 4, 58, 1888 : 

Sacc. SyL. 9。365, 1891. 

SZAge7O 放 ecg 7o72 Burr. in EI1I. et Eyv. in N. Amer. PyrenomYy- 

cetes,、6, 1892. “ 

寄 玉 及 産 地 IMTalus baccata Borkh. var. mandshurica Schneid. 

レン アン に 三浦 箸 成 

抽 房 店 ze 町 年 定 打 士 日 三浦 審 成 

Malus domestica Barkh. リン ゴ E 

三 十 星 人 委 昭和 二 年 四 月 下旬 藤本 氏 

分 布 欧洲 , 北 米 , 南 亜 諸 利 加 , 漂 州 , 日 本 , 滞 洋 。 

記事 本 菌 は 共 樹 の 葉 を 犯し て [ 共 樹 の ウド ンコ 尊 ] を 起 さ し むる 

も ゃ の に し て 日 本 に あり て は 其 子 要 時 代 は 多く 〈 義 見 せら れ 二 清洲 に 

於 て は マン シ ウ ヴ ヅ ミ の 薬 上 に 之 れ を 探 集 せり 。 

粉 菌 属  ( 取 *ysiphe 時 eddwrig.) 

子 栓 殻 は 球形 着 し く は 少し く 偏 証し に て 稀 C 凸 伏 な る と と あり 

夫 属 骨 は 綿 状 に し て 菌 と 共に 錆 す 子 要 殻 内 に 多 敷 の 子 壮 あり 
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子 栓 胞子 は 普通 八 個 ,Sahuon 氏 は 世界 に 八 種 あり と し Tindau 氏 は 

二 十 種 あり と せり 5 格 の も の も ゃ も 放 研 究 の 結果 は 多 表 と な る も の な 

る べく 漬 洲 に て 三種 を 見 る と こ ょ と を 得 

90. Erysiphe Cichoracearum DC. in . 皇 . 2 274 1805) Winter, 

て . in Rabh. Krypt. 2. 33,1887 : Kirchner, in PHanzenkr. 409, 1890 : 

Salmon, 世 . in Mon. Erysiph. 193,1900: Neger, EE. in Krypt. d. 

Mark Brand. 7. 116, 1905: P. on in Engl. Bot. Jahrb. 34, 

600, 1905 ,) Duggar, B.M. in Fg. dis. of pl. 228, 1909: A. 1deta, 

in Handb. 205, 1909 : Jaap. in Ann. Myc. 9. 333. 1911: T. Miyake, 

in Bot. Mag. Tokyo, 26, 43 : 27, 39: 28, 39, 1912-1914 , Migula, 

W. in Thome's I. v. Deutsch. Krypt. 3 3. 73,。 1913 : Stevens, TP. 

L. in fg. which eause pl. dis. 178。 1913: Davis, J. J. in Prov. 

List。 858, 1914 : 式 . Sawada, Taiwan Ag. ex. st. Bull. 9。 31, 19[4 : 

Doidge, EE. M. in Trans. of Roy. se. of S. Africa, 5。241, 1915: 

Tranzschel, in Fg. Kamtsch. 546, 1914 : Standley, P. C. in Myeologia 

8, 146, 1916 : Butler, FE. J. in Fg. and dis. pl. 306. 338, 1918 : 

民 . Sawada, in Taiwan Ag.。 ex. st. spec. Rpt. 19。 130, 1909j in 

Descript、note on Form. Fg. 2、56,。 1922, 式 . Togashi, in Jap. Jour. 

of Bot. 2、 78, 1924 (partim.) ) 氏 . Togashi、& N. Hiratsuka, in 

Sapp. Norin-gakkai Kaiho, 16, 74, 1924, (partim.) 

Syn. 8 の 6 2 を 6 Lev. in Ann. sc. nat. 15, 161, 1851 : Tuckel 

上 上 . in Symb. Mye. 82, 1869 : von Thtmen, in Pilz. Sib. Nos. 405,. 

779, 939。1880-16881 : 

ァ ys の e 7Z72e@ Le6v.in Thumen, von, Pilz. Sib. Nos. 775, 1880 :. 
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太 77s の 6 7 が 7Ocd7 の 2 Lev g. Sco7so7eyoe,。 and Oichorii Fuckel, 

in Symb. Mye, 82, 1869 : 

7s27 の 6 7 の 7O672C Lev. im Ann. sc. not. 15. 161, 1851 : 

Sacc. Syll. 1. 16, 1882 : von Thinmen, in Pilz. Sib. Nos. 399 -404, 

934-936, 1678-1861 : 

寄 玉 及 産 地 Artemisia spDp. ョ モ ギ 類 業 共 

小 東 溝 (公主 鎮 附 近 ) 大 正三 年 西 山 基 

吉林 小 白山 CE 2 は UNUJikRx 日 三浦 夫 成 

Arabis pendula 革 . エミ レ ま An? 直 葉 

吉林 小 白山 ZiEi セ 2 月 二 パ 日 三浦 守 成 

ERritrichum pectinatum DC. タチ ミヤ マム ラサ キ 茜 葉 

公主 額 大 正 七 年 六 月 二 二 四 日 三浦 紗 成 

Inula sp. 葵 , 草 : 

犬 運 1 か 7 | 近藤 金吾 

Scorzonera albicaulis Bge. の レー ュー 人 と フン 問 , 葉 

ン ん 入ら 央 正 友 年 月 ギ 四 日 近 衣 金 吾 

公主 鎮 大 正 七 年 率 月 八 日 三浦 客 成 

Sonchus arvenSis 七 . uliginosus Bieb. マミ ンー ヨゴ ソコ 葉 

内 * 理 犬 正三 年 士 月 四 日 近 衣 人 金吾 

- 分布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 科 を 別に する 多く の 雑草 類 を 犯す も の に し て Sal- 

mon 氏 の 如き は 勘 形態 上 分 離し 得 チ ず と な し 以 て 多く 《 く の 種 を 包 合 せ 

し めし ゃ 接種 試験 及び 上 重 な る 研究 を な す に 於 て は 少な く と も 多 

く の 生 理 的 別種 に 分 た る べき 人 性 質 の も る の に し て Neger 氏 は Arte- 

misia vulgaris 上 の も の は Artemisia absinthium に 接種 せる も 接種 趣 
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ら ず 双 Senecio vulgaris 上 の 物 は Artemisia, Hieracium, Borraginaceae, 

Plantago 等 を 犯し 得 ざ る と と を 買 駿 し 澤田 打 吉 氏 は 「 オ ホ ベ ュ ] 上 の 

も の を 本 種 よ り 分 離し て 導 立 の 種 と な し また [ハチ ジョ ッ ウナ] を 犯す 

も ゃ の は 其 分 生 胞 子 の 方 面 よ り 研 究 し て 等 し く 別 種 と な すべ きも の 

と し Oidium Sonchi-arvensis な る 器 名 を 尋 へ て 之 れ より 分 離せ せり 区 

し 粉 菌類 の 分 生 胞 子 は Oidium 属 に 入る も の な れ ば な りさ れ ば 余 

の 採集 せる | タチ ミヤ マム ラサ キ ] 上 の も の 及び | エゾ ハム タ ザ ホ ] 上 の ゃ 

の は 必ず や 各 狼 尽 の 種 と な る べき も の な る べく 4 後者 は 戒 は Fuckel 

氏 の Erysiphe Marti と せる も の に 非 ざ る や 今後 充分 の 研究 を 要 す 

べき ね 1 の 。 な 0 

91. Erysiphe graminis DC. in 1. fr. 6, 106, 1815 : Sacc. Syll. 1, 19, 

1882: Winter。G. in Rabh. BS /S 30 各 89 Fuckel, 工 . in 

Symb. Myoc. 83. 1869: Tubeuf, 氏 . in Dis. of pl. 175, 1897 : Lindau, 

び . in Engl. et Prantl,TNatur. PHH. 1, 1. 831, 1897 : Salmon, E. S. 

in Mon. Erysiph. 209, 1900: Neger, E. in Krypt. d. Mark Brand. 

7, 114, 1905: A. Tdeta, in Handb. 203, 1909 : Stevens。 TH. L. in 

Fg. which cause pl. dis. 179. 1913: Migula. W. in Thome's . Y. 

Deutsch. KKrypt. 3, 3. 72, 1913: Sawada, KK. in Taiwan Ag. ex. st. 

spec. Rpt. 9, 35, 1914 , Davis, J. J. in Prov. List. 857, 1914 . 

Doidge, EE. M. in Trans. of Roy. soc. S. Africa, 5, 242,1915 : 

Standley. P. C. in Myeologia, 8, 147, 1916 : 

Syn. 0772%22 20267602es (Nees.) Lindau, in Rabh. Mrypt. 8, 78, 

1907. 

容 主 及 産 地 Triticum sativum 葉 . っ 。 2 ギ 工 
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ーーーーーーーー ズ 

公主 装 大 正 七 年 ヒ 月 十 四 日 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 変 類 の 葉 を 犯し て [ウド ンコ ュ 導 を 起す も の に し て 昌 

本 及び 漠 洲 に て は 多く 其 分 生 胞 子 時 代 の み 知 ら る 革 し 其 子 誰 時 代 

を 形成 人 せ ざ る KC 移 ち 和 茶 主 な る 変 類 が 収 獲 せ ら る ヽ \ い が 劉 め な る べし 

面 し て 澤田 無 喜 氏 は 其 大 変 に 和 寄生 する も の を 生理 的 織 型 と な せる 

Marchal, ER. 氏 の 読 を 採用 せり 。 

92. Erysiphe Plantaginis (Link.) Sawada, in Taiwan nat. hist. soc. 

15, 84, 1925 : in Taiwan cent. ex. st. Burr. Ag. Rpt. 24, 47, 1927: 

Syn. 婦 282 の 6 722227OcG722。 Yar. 772927268 Limnk. in Wild. sp. pl. 

6, 109, 1624. 

77/s2 の 6 22277Oc7 の @, h. ア /Z7272 の 767268 Fuckel,。 in Symb. MYc. 83, 

1669. 

が 7ys2 の 6 CO?co7gceg7%72 DC. Winter, で . in Rabh. Krypt. 2, 33, 

1887 (partim.) , Salmon, E.S. in Mon. Erys. 193, 1900, (partim.) : 

Dayvis。 J. J. in 。 Proyv. 人 人 858, 1914, (partim.): 氏 . Sawada, im 

Taiwan Ag. ex. st. spec. Rpt. 9,31, 1914 (partim.): i 1.c. 19, 

139, 1920, (partim.): 民 . Togashi, and N. Hiratsuka, in Sapp. 

Norin-gakkai-kaiho。16, 74, 1924, (partim). 

寄 王 及 産 地 Plantago major 工 . オ ホ バ ュ コ 葉 

公主 鎮 大 正 十 年 八 月 三浦 鶴 成 

大 _ 建 昭和 二 年 九 月 三浦 鶴 成 

分 布 全 世 界 。 
記事 本 菌 は 従来 Erysiphe Cichoracearum と し て 知ら れ た る も の - 
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な ろ が Neger 氏 は 「 ョ モ ギ ] 上 の BE. Cichoracearum 菌 は は オ ホ バ ュ ]C 接 種 

起 ら ざる と と を 軟 険 し 澤田 無 吉 氏 も 同一 試験 を な し 其 分 生 胞 子 到 

器 装 子 梗 等 の 基 だ し く 異 な る の 故 を 以 て 澤田 氏 は 狼 尽 の 種 と な せ 

る も の な り 。 

きり 球 属 (Uncinula し yei11e。) 

本 属 の 子 要 芝 附 属 骨 は 勘 先 端 旋回 し 雷 一 な る を 普通 と し 子 誠 殻 

中 に 敷 筒 の 子 栓 を 蔵 す 所 界 に 約 二 十 種 あり 潮 洲 C 六 種 開 見 せら る 

93. Uneinula Salieis (DC.) Winter,。 in Rabh. Krypt. 2。 40. 1887 : 

Voss。 W. in Mye. Carniol1. 141, 1890 : Salmon, EEB. S. in Mon. 

Erysiph. 81, 1900: P. Henn. in Tngl. Bot. Jahrb. 30, 42, 1901 : 

in 1.c. 2, 149, 1900 : Neger, E. in Krypt.d. Mark Brand. 7, 130, 

1905: Duggar, B. M. in Tg. dis. of pl. 230, 1909 , A. 1deta, in 

Handb. 214、1909 ) Jaap, O. in Ann. Mye. 9 333, 1911 : Sydow, 

P. et 本 . in Ann. Myc. 11. 114, 1913 : Stevens, TH. 工 . in Tg. which 

cause pl. dis. 182, 1913: Migula. W. in Thom's 芽 . Y. Deutsch. 

Krypt. 3. 3. 79, 1913 : Davis,. す . J. in Prov. Hist. 855, 1914 : 

Oudemans。Enum. 2,2。 1920) Hindau. in Engl. PfHanzenfam. 1, 1, 

332,1897. 

Syn. 7952 の 6 So72cs DC. in fr. 2 273, 1805. 

777o772o7 の の の の 766 の 。 VaT の oe Wallr.in Verh. nat. Freunde, 

憶 人 751819。 

xc dcg (Wallr.) Ley. in Ann. sc. nat. 15, 151, 1851 : 

Sacc. Syll. 1, 7, 1882 : | 



び z%c2224402 42422C の Fuckel、 in Symb. Myce. 80, 1869: von 

Thtmen, in Pilz. Sib. Nos. 106. 329 -394 : 587, 1991. 

寄 玉 及 産地 Salix purpurea 工 . ヒロ ハコ リヤ ナギ 工 

率 天 北 陵 大 正 元 年 九 月 十 一 日 Wp 不 力 治 

Salix daphnoides V 貼 , エゾ ヤナ ギ 

大 建 大 正八 年 寺 月 六 日 三浦 審 成 

Salix spD. (? purpurea 葉 .) 民 

鳳 鳳 山 内 下 や 年 月 十 己 昌 三浦 審 成 

Populus tremula 工 . コギ ナギ 葉 

人 半 題 大 正 填 中 年 九 月 十 三 日 三浦 蜜 成 

分 布 全 世 界 。 

94. Uneinula mandshnurica 下 . Miura, 1. Sp. 

( 二 園 版 B) 参 

Epiphiyjllous, myeelhium persistent、sometimes compact forming ag 

definite circumscribed patches : perithecia scatterd or gregareous, globose- 

depressed, 140-200 / in diameter: cels polygonal。 14-20 // aeross : 

appendages 50 or more in number。 hyahine, non-septata, smooth, 

roughtened at base, slowly enlarged upwards, apex Simply uncinate, 

wall uniform、thin, 110-200 ヵ long, 7-8 / wide: asci 6-10 im number, 

ellipsoidal, oblongo-elhpsoidal or ovate, stalked, 68-76 x 36-43 ん : SDores 

4-7 in one ascus, obong, elhpsoidal, hyaljine, 21-25.2 x 10-12.5 ん 

寄 王 及 産 地 Populus laurifolia Wesmael. テリ ハ ド p 葉 

熊 理 城 el 四 JAAE 用 キビ 日 三浦 鶴 成 

得 利 寺 天正 凡 年 刀 月 二 十 九 甘 同 
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瓦 房 店 大 正士 四 年 士 月 二 日 三 油 審 成 

を すく だ 昭和 二 年 十 月 三浦 蜜 成 

人 リ 昭和 二 年 十 月 三浦 密 成 

分 布 清 油 。 

記事 Salmon 氏 は Monograph of Erysiphaceae に 於 て Populus 類 

に 生ずる Uneinula Salicis 菌 は Salix 類 の も の に 生ずる 同 菌 より も 

英子 要 帝 常に 小形 な り と せる も 本 菌 の も の は Uneinula Sahicis の も 

の に 比 し て 造 か に 大 に し て 且つ 其 附 局 骨 の 基部 は Unociunla Sahcis 

の も の は 在 滑 な る に 本 菌 の も の は 粗 稿 な る と 本 寄主 が 他 の TPopulus 

類 及 び Salix 類 と 混 生 する 常に 本 寄主 の み を 犯す 事 供 区 鑑み 之 

れ を 新種 と な せり 。 

Doidge 嬢 が 南 亜 に 於 て 殴 見 せる Uneinula aspera と 比較 する に 本 

画 の 子 畑 殻 は 大 に し て 子 半 は 長く て 狭く 且つ 子 粗 腸 子 大 なり 。 

95. Uneinmula clandestina (Biv.) Scehroeter, in Pilz. Schles. 2,245, 

1893: Salmon, E.S. in Mon. Erys. 97, 1900 : Neger, F. in Krypt. 

d. Mark Brand. 7, 133.1905) IMigula, W. in Thome's TI. y. Deutsch. 

Krypt. 3, 3. 79, 1913. 

Syn, 7 が 798 の ん e c7Q72 の es726 DIY. im Stirp. Rar. sic. mem. 3,。1815. 

4/ の 27o772072 の の 4727。 VAT.。 %727207477。 Vallr. in Berl. net. Hr。 

]。 38, 1619。 

Zs22e @ の 2%76C の 。 VaT。 6727207%272 Link. in Willd. sp. pi. 6, 112。、 

1624. 

が 7782 の 6 26C の PT. in SySt。 my. 9, 245, 182 : 

が 7s め Xe %7722 Cast. in Cat. pl. mars. 192, 1845: 
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77s4 の 6 2oo7266 Tul. in Sel. Fg. Carp. 1, 200, 1861 : 

の %e2727 み oo7266 Lev。 in Ann. sc. nat. 3 15, 7, 1851 : Sacc. 

Syl. 1. 6, 1882, Winter, G. in Rabh. Krypt. 2, 40, 1887, Oude- 

mans。in Enum 2、860, 1920. 

寄 玉 及 産 地 ULlmus pumnla 工 . レア ミー 工 

公主 圭 大 正 七 年 九 月 九 日 三浦 審 成 

ーー 中 人 5 kN2E ゴー 月 , 二 日 三浦 需 成 

分 布 区 , 日 本 , 満 洲 。 

記事 Salmon 氏 の 報 ず る 虎 に よれ だ ば 従 來 北 米 に 本 菌 の 存する 巧 

く 報 ぜ ら れ し は 皆 誤 りな り と し Cooke, Peck 雨 氏 が Uncinula Bivonae 

な り と せる も の は Uneinula Chintoni 菌 と 同一 つも る の に し て 真 寄 主 は 

Ulums な ら ま し て WTilia american な り と せる 外 何 同氏 は Cooke 氏 が 

Kew 植物 園 に 本 菌 引 生 せり と な せる も ゃ 英國 に も 之 れ を 到 見 し 得 ず 

Hr) 

日 本 に 於 て は 人 吾 都 博士 始め て 札幌 に C 於 て 本 菌 を = レ し | の 葉 上 KC 探 

集 し Sabmon 氏 に 送り 同氏 和 之 れ を 本 種 と 鑑定 せり 然 る C 後 1899 年 

草野 俊 助 氏 が 東京 に 於 て 同一 寄主 上 FC 一 種 の ウド ンコ ョ ] 商 を 探 集 し 

て P.Hennings 氏 に 汰 り し に 同氏 は 之 を 本 種 の 導 型 と な し Uneinula 

clandestina, forma japoniea と し て Engl. Bot. Jahrb. 二 士 九 光 (1900) 

に て 華 表 し 英子 燈 毅 の 小 な る こと 子 要 大 に し て 胞子 は 短 か く 且つ 

区 色 を 培 ぶ る を 以 て 基本 種 と 異な り と せり 今 余 の 貢 を 見 る C 子 姜 

殻 は 犬 き 90-105[ ミ ク = ン | の 直径 あり 乃至 丈 個 の 子 壮 を 蔵 す 子 還 

は 卵 形 又 は 殆 ん ど 球 形 に 近く 短 柄 を 有 し 大 さき 47-51x929-44 ん あり 

子 論 胞 子 は 無色 又は 僅か に 黄色 を 落 び 23-29x15-18 に 達し 附属 

表 の 先端 は 屋 々 螺旋 状 に 徐 き P. Hennmgs 氏 の 閥 型 と な せる も の 

より は 内 ろ 蔵 本 種 に 近 き を 以 て 此 聖 名 を 探 用 せり 。 
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96, Uneinula necator (Schw.) Hurr, in E1I. et RY. N. Amer. Pyren. 

15, 1892 : Salmon. E.S. in Mon. Erys. 99, 1900: Duggar. B. M. 

in TFg. dis, of pl. 229, 1909: A. Tdeta, in Handb. 206, 1909 : 

Stevens,。T. 工 . in fg. which cause pl. dis. 181, 1913 : Migula, W. 

in Thome's H1. v. Deutsch. Krypt. 3 3: 78, 1913: 民 . Sawada, in 

Taiwan Ag. ex. St. Spec. Rept. 9, 67, 1914: Doidge, E.M. in 

Trans. of Roy. soc. of S. Africa. 5, 240, 1915 : Standley, P.C. in 

Myeologia. 8, 149, 1916 , 氏 . Sawada, in Taiwan Ag. ex. st. spec、 

Rpt. 19。177, 1919: Oudemans, in Enum. 3 1276, 1921 : 

Syn. 02c22246 922672C9722 本 Oow. in Sacc. SylL. 1、8. 1682 : 

び zc222472 s の 77 の 725 B. et O. in Massee, で . Dis. cult. pl. & trees, 

154, 1910: 

り 272 の 42 の czey72 Berk. in Sacc. Syll. 4, 41, 1886 : 

寄主 及 産 地 Vitis amurensis Rupr. ヤマ プ ダ ウ 葉 . 果 費 

東 支 鐵道 東部 線 ミ フン JE 十 一 年 KN ed 

SkvortzoY. 

Actinidia Kolmikta Max.etRupr. ミヤ ママ タタ ビ 葉 

東 支 鐵道 東部 線 マ イ へ ム 河 大 正 十 00 UE0 

SkvortzoV. 

分 布 区 洲 , 北米 , 南 亜 那 利 加 , 日 本 , 江 湖 。 

記事 本 画 は 栽 載 区 菊 の 葉 及 び 果 賞 に 寄生 し て 大 害 を 興 ふ る と 

と ょ あり 特 C 果 皿 を 犯し た る 場合 に あり て は 果 賞 は 破れ て 販 需 に 和 適 

せ せ ぎ ざる も の と な る 清洲 に 於 て も 時 IC 基 だ し き 筆 を 興 ふ る と と あり 

また 野生 品種 に 之 れ を 敬 見 せら る 故に 航 來 区 次 栽培 守 は 本 病菌 に 

制 し て 充分 符 戒 を 要する も の ある べし 。 
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97. Uneinula Sengokui Salmon, in Mon. Erysiph. 81-120, 1900: 

Saco. Syll. 26, 399, 1902 : A. Ideta, in Handb. 215, 1909. 

寄 玉 及 産 地 Celastrus articulatus Thun5b. ツウ ツル ウメ モドキ 甘 上 

五 税 背 天正 十 三 年 九 月 十 三 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 満 湖 。 

記事 本 菌 は 一 衝 九 志 年 千石 興 太 郎 氏 が 始め て 東京 駒場 に て 控 

集 し た る も の を Salmon 氏 研 究 し た る 結果 新種 と な し 探 集 者 の 名 

を 記念 補 ん た め 上 記 の 聖 名 を 附 せ る も の に し て 慕 だ 稀 に 華 見 せら 

る る 種類 な り 今 之 れ を 清洲 に 績 見 せる は 其 分 布 上 注意 すべ きも の 

な り 。 

98. Uncinula Salmoni Sydow, mn Ann. Myc. 11, 114, 1915. 

(第 二 賠 版 A.) 参 史 

Syn,. 0%C2726 の Se2290 を 2 Salm. forma. Salm. in Ann. Myc. 4, 244, 

1906 : 

寄 玉 及 産地 Fraxinus rhynchophylla Hee. マン シ ウ ゥ ウト ネリ ココ ュ 民 

吉林 小 自由 ”。 大正 じ 年 八 月 十 六 日 三浦 調 成 
熊 天 城 青龍 山 Se に 2 に ぶ 月 ニー トー ビ - 日 三浦 連 成 

同 大 正和 年 月 士 五 日 三浦 蜜 成 

鳳 鳳 山 uiE EE 月 - 三 十 日 三浦 辻 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 滴 洲 に て は 普通 に 見 ちら るい 種類 た な る も 日 本 に 於 て 

は 欠 り 多 か ら ず . 本 菌 は Salmon 氏 が Unienula Ssngokut の 北 種 と な 

せる も の な る MC Sydow 氏 は 之 れ を 敵 立 の 種 と な せる も の に し て 葉 

の 丁 面 に 生ずる も 特に 上 面 に 能 く 華 育 し 子 姜 帝 は 直径 97-1925 | ミ 
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ク ョ ロン IC 達 し 帝 細 胞 は 多角 形 に し て 粟 褐色 を 呈し 直径 一 計 ミ クロ 

ン ] に 達する も の あり 附属 骸 は 八 乃至 二 十 個 あり 二 滑 に し て 基部 (C 

近く 一 の 隔 膜 を 有 し 溢 色 なる も 大 部 分 は 無色 長 さ 110-1501 ミ ク 

6-7[「 ミ クロ ン ] あ り 細 胞 膜 は 下方 C 向 ふ < 従 つて 其 厚 さ を 増 

す 子 栓 は 卵 形 乃至 廣 格 園 に し て 有 柄 普通 八 個 の 子 畑 胞 子 を 含み 大 

さ 54-61x36-42[「 ミ ク ョ ロン]C 達 す 胞子 は 藻 昔 人 色 に し て 大 さ 15-18x9 ひ 

ng ン | 司 

[ ミ クシ | あり 。 

今 本 種 に 近 き も の を 見 る に Unoinula Eraxini Miyabe,、U. elkowae 

PE. Henn. DU. COlintoni Peck. 及び Uneinula necator Burr. な る が Uneinula 

Fraxini 落と 本 種 と を 比較 する に 本 種 の 子 准 殻 は 大 に し て 基子 畑 は 

有 柄 な る 科 等 異な り ま た U. Zelkowae 菌 よ りゃ も 子 燈 芝 犬 に し て 附 

属 骸 隔 膜 を 有する 秒 異 な り 他 の 二 種 と は 胞子 小 な る に より て 異 な 

の 

Sydow 氏 は 本 種 の 附属 骨 を 隔 肛 な し と せる も 共 基 本 種 を 見 る に 
隔 膜 ある も の あり また 其 子 室 殻 も 本 種 よ り 少 し く 大 な る と 赦 洋 の 

績 育 少 し く 良好 な る 等 の 差 あ る も 其他 に 於 て は 余 の 責 は 本 種 に 最 

も 近 き を 以 て 本 種 と な せり 疹 考 の 和 含め に 爽 に 本 南 に 近 き 菌 の 重要 

弄 を 表示 すべ べし 。 

| 隆 醸 殻 | 際 必 乾 | 散 | 子 誕 肥 子 
U. Fraxini 75-105 」 45-58x30-40 | 16-18x 9-10 

U. Zelkowae 100-120 | 100-200 |35-50x30-40 18-22x12-15| 

| U. Clintoni 80 - 130 | 40-62x34-40 | 20 一 25X10-13 

U. Necator 70 - 128 50-60x30-40 | 18- 25x10-12 

U. Salhnori | 100-170 85-120 45-50x28-30 | 17-19x10 

Present fungus 97-135 |,110-150X6-7 | 54-61X36-42 | 15-18X 9 
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之 れ に よ つ て 見 れ ば 其 子 栓 殻 は Sydow 氏 の 記せ る U. Salmoni ょ 

りゃ 小形 に し て 子 葵 大 な る を 以 て 谷 研 究 を 重 ぬ る KC 於 て は 或 は 新 

種 と な すべ きも の な る べし 。 

涯 田 功 必 (awadiaea Riyalbe。) 

本 局 は も と Uneinula 中 に 含ま れ 居 り し も ゃ も の に し て 慕 分 生 胞 子 時 

代 は Podosphaera 局 C 近 似 す る の 改 を 以 て 宮部 博 土 が 命名 せる も の 

に し て 夫 附 属 本 が 汰 若しくは 三文 様 に 分 岐 す 一 種 あ り 。 

99. Sawadaea Aceris (DC.) 了 :Yabe, Sawada, KK. in Taiwan Ag. ex, 

st. spec. Rpt. 9,。50, 1914 , A. Tdeta, in Handb. 1. 209, 1923. 

Syn. 7 が 95 の 4e 4ce7ss DC. in Syn. pl. 凡 Gall. 57, 1806 : 

4 がめ 7o22072 の 62co72265 Wallr. in Verh.、Nat. Hr. 1. 38, 1819 : 

ze272647@ 62co72263 ( Wallr.) Lev. in Ann. Sc. nat. 15, 153, 1851 : 

び zc222477 Zs7266 Fuckel, in Symb. Myc. 81, 1869 : IMigula, 

in Thome's HIl1. Y. Deutsch. Krypt. 3. 3. 80, 1913 : 

xc 4cey9 (DC.) Sacc. in Syl. 1, 8, 1882, Winter, び . 

in Robh. Krypt. 2,41, 1887 : Voss。W. in Hg. Carniol. 141, 16890 : 

Lindau, ば . in Engl. et Prantl. Natur. PHH. 1, 1. 332。1897 : Tubeuf, 

K. in Dis. of nl. 177, 1897 : Salmon. E. Mon. of Erysiph. 90, 

1900 : P. Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 30, 42, 1901: Neger, 『. 

im Krypt. von Mark Brand. 7, 131, 1905, Duggar, B. M. in Hg. 

dis* of pl. 231, 1909: Stevens, TTF. 上 L. in Hg. which cause pl1. dis. 

182, 1913j Migula, in Thome's I, Y. Deutsch. Krypt. 3, 3. 80. 

1913 : Oudemans, in Enum. 3, 1154, 1921 : 
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寄 宇 及 産 地 Acer Lobelii Ten, var. platanoides Miyabe. 

マコ ンー ン ウイ みみ 、 ヤ 募 

犬 運 大 EE 三 . 年 - 紅 月 | 日 近藤 金吾 

能 理 城 大 正八 年 九 月 廿 五 日 三浦 審 成 

小 、 球 属 (Iicrosphaera し Gyeille.) 

子 要 殻 は 球形 に し て 多 敷 の 子 姜 を 蔵 し 各 子 栓 は 二 乃 至 八 個 の 子 

凌 腸 子 を 含み 附属 骨 は 貢 続 と 交錯 せ ず 勘 先 端 は 敷 回 二 駐 秩 分 岐 

す Salmon 氏 は 世界 に 十 三 種 あ り と し Lindau 氏 は 三 十 種 を 下 ら ず と 
な す 清 汰 に て は 三種 紙 見 せら る 。 

100. icrosphaera Alni (DOC.) Winter, in Rabh. Krypt. 2, 38, 1887 : 

Lindau, て. in Engl. et Prantl. Natur PH 1, 1 331, 1897 : Neger, 

TF. in Krypt. v. Mark Brand, 7, 125, 1905: P. Henning, in Engl. 

Bot. Johrb. 30、 41, 1901: IMigula. in Thome's Ivy. Deutsch. 

Krypt. 3 3. 77, 1913: Davis, J. J. in Prov. List. 856, 1914 :. 

Tranzsch. Kamtsch. Fg. 546. 1914 : 

Syn. 779s の e 472 DC. ege DC. im 相 . 皇 . 6, 104、1815 : 

47 の 27o72o72 の の の 76762C270g。 大 . 6 Wallr、 in Cr. 754、 1833 : 

Oudemans、 Enum. |, 385, 1919 : 

Cg/oc/zd2g の e722C27722。 大. Tuckel。 in Symb. Mye. 81. 1869 : 

2cyos の geyo 4727 (Wallr.) Sahm. in Mon. Erysiph. 129,1900 : 

A. Tdeta, j 人 hd 205, 1909 : Sydow, P. et 耳 . jm Ann. IMyc. 

11, 114. 1913 : Stevens. PF. 革 . in Fg. which cause pl. dis. 185, 
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1913 , 民 . Sawada, in Taiwan Ag. ex. St. spec. Rpt. 9. 61, 1914 : 

寄 王 及 産 地 Quereus mongolica Hisch. モウ コナ サラ 葉 

操 順 城 Es ネフ コピ ヴ い 月 ー コ イー 宮部 憲次 

鳳 鳳 山 AE 0W7 が 月 ニー で ブ ( 晶 三浦 密 成 

Rhamnnus dahuricus Pall. ク 。n ウズ ラ 功 上 

率 天 北 陵 大 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三浦 客 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は また 多く の 科 を 異 に する 植物 主として 樹木 類 の 葉 

を 犯す も の に し て 之 れ また 消 玉 多 の 種 に 分 た る べき も の な る ご 

く 黄 菌 層 は 他 の も の に 比 し て 夫 に し て 多少 褐色 を 旭 ぶ 

101. icrosphaera PolYgoni (DC.) Sawada mm Taiwan Ag. ex. Nt. 

Spec。 Rpt。9, 52 ョ 1914: in kc. 19。 167, 1919 :  A. Ideta, 時 andb. 

二 21050265 

Syn. 77782 の 6 2 の 27 の 6。。mgEFL Er. 2 273。1605 : 。HA。 Sahmon。 in 

Mon. Erysiph. 174, 1900 : IO F. in Krypt. v. Mark Brand. 7, 

118, 1905: P. 本 ennings, in Engl. Bot. Jahrb. 29, 148, 1900: 

1.c. 4, 600, 1905, Massee,. G. in Dis. cult. pl. & trees, 159。1911 : 

Jaap, O. in Ann. Mye. 9 333, 1911 : Duggar, B. M. in Fg. dis. of 

pl. 227。 1909 : Stevens,、 T. 工 . in THg. which cause pl. dis. 177, 

1912: W. Migula,。 in Thome's TI. v. Deutsch. Krypt. 3, 3. 73, 

1913, Doidge, EE. M. in Trans. of Roy. soc. of S. Africa, 5, 241, 

1914 ,: Davis, J. J. in Prov. List. 857, 1914 : Standley, P. C. im 

Mycologia 8, 147。 1916 : E. J. Butler, in Fg. and dis. pl. 253, 

256, 262 : 300, 361, 362,。 1918 : 
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777ys2 の 6 co722442269 (Wallr.) Fr. in Sum. Veg. sc. 406, 1843 : 

Fuckel, L. in Symb. Myc. 85, 1869: Sacc. Syl. 1. 18, 1882j G. 

Winter: in Rabh. Krypt. 2, 32, 1887: Voss, W. in MYe. Carniol. 

139, 1890 : P. Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 28, 272, 1900 : 

Oudemans。 Enum. 2,、1003, 1920 : 

7 が 7ys2 の e 7o7766 Le6v. in Ann. sc. nat. 15, 166: Sacc. Syl. 1. 

19,1882: von Thimen, in Pilz. Sib. Nos. 416, 590, 591, 776, 777, 

778, 937, 938. 

27o72072 み CoO7722242669 Wallr. in Verh. Nat. Freunde, 1 31, 

1819. 

寄 王 及 産 地 Polygonum aviculare 上. ミチ ャ ヤナギ 葉 , 茜 

公主 額 大 SE 計 玉 年 だ 月 コー" 目 三浦 審 成 

Polygonum lapathifolium 革 . var. incarnum Ledeb. 

ザ エ 机 0 の EZ 葉 

算 家 屯 5 に HEWNWGt 有 月 本 ま ーー 日 三浦 客 成 

Rumex SD. ギシギシ の 類 葉 

大 旭 の を 98 た 日 近藤 金吾 

Clematis mandshurica Rupr. 2 た バビ レーン SE の 葉 

吉林 小 白山 犬 正 七 年 八 月 十 六 日 三浦 審 成 

Gueldenstedtia multiHora Bpe. イ の ンジ 2 葉 

公主 准 大 正 七 年 八 月 十 三 日 三浦 客 城 
Lespedeza tomentosa Sieb. イヌ ハギ 葉 

昔 河 日 大 正 届 SM 記 月 = 日 三浦 審 成 

Melilotus suaveolens Ledeb. エピ ラ ハ 演 葉 

奉天 北 陵 大 正 元 年 九 年 二 日 鈴木 力 治 
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替 犬 北 陵 大 正四 年 九 月 近藤 金 召 』 

同 犬 正 七 年 九 月 廿 四 日 三浦 客 成 

公 主 吉 大 正 七 年 九 月 七 日 三浦 窒 成 

Pisum sativum 工 . 2 2 ミト 甘 

公主 直 ABF 世 月 三 十 四 日 三浦 密 成 

Robinia Pseud-acacia 工 . は SE エロ ン な 2 の っ 葉 

女 家 屯 AE が WEL 月 ジ 計 で 旧 三浦 審 成 

Vieia amaena Hisch. レン オン ン イン 人 / 2 葛 

草 河 日 sei4E。 選 月 | 二 [F( 日 三浦 審 成 

Vicia unijuga Al. Br. ワン Ac ン い < 正 

興安 鎖 犬 正 十 三 年 八 月 五 日 三浦 審 成 

Azukia typica (Pain). IMinra, ヤ ヘ ナリ 葉 

大 . 運 大 正三 年 士 月 四 日 近藤 金吾 

Elscholtzia cristata Willd. 4 が 4 ジッ ピー 葉 

全 鳳 山 大 正 七 年 九 月 士 九 日 三浦 紗 成 

Plectranthus glaucocalyx Max. に 拓 ン 葉 

吉林 小 和 白山 犬 正 七 年 八 月 十 六 日 三浦 窒 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 従 來 Erysiphe Polygoni DC. と し て 知ら れ た る も の な 

る が 其 附 属 骸 の 先端 一 二 回 二 駐 訴 C 分 岐 す る の 夏 を 以 て 澤田 無 吉 

氏 に より て 本 属 C 移 され た る も の な り 然 れ ど も 本 菌 も 科 を 異 に す 

る 多 敷 の 植物 を 犯す も の な る を 以 て 今後 研究 の 後に は また 敷 種 に 

分 た る べき も の な た り 。 

公主 嶺 に 於 て 連 験 し た る 虎 に よれ ば 滞 洲 産 Wfelilotus suaveolens は 

其 花 の 白色 な る と 柱 色 な る 種 と を 問 は ず ず 秋期 本 南 に 犯さ る ヽ と と 
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鞭 だ し く 殆 ん ど 牧 草 と し て 経済 的 に 性 稼 し 能 ば ざる も の ある に K 北 

米 よ り 来 り し Mehlotus albus は 本 菌 に 犯さ きる いと と な し 此 事 買 は 獲 

り 産 上 重要 な る の みな ら ず また 本 菌 の 分 類 了 上 の 位 加 を 定 む る 

に 際 し て も 雌 る 重要 富 す べき も の な り .。 

102. Microsphaera Berberidis (DC.) Lev. in Ann. sc. nat. 9, 15, 159, 

1851: Sacc. Syll. 1, 18, 1882: Winter, G. in Rabh. Krypt. 2, 36, 

1887 , Voss. W. in Myc. Carnial. 140, 1890 ) Lindau, in Engl. 

Prantl. Natur-PHH. 1], 1, 331, 1897 , Salmon, E. M. in Mon. Erysiph. 

123. 1990 : Neger, FT. in Krypt.v. Mark Brand. 7, 128, 1905: Massee, 

で . in Dis. cult. pl. and trees, 159, 1911 : 1. Miyake, in Bot. Mag. 

Tokyo, 27. 39, 1913 : Stevens, TL. in Fg. which canse pl. dis. 185, 

1913 : Migula, in Thome's . Y. Deutsch. Krypt. 3 3. 76, 1913 : 

Sawada, KK. in Taiwan ag. ex. st. spec. Rpt. 9, 64, 1914 : A. Ideta, 

in Zoku Nipp. Shok. Byo. 212,1923 : Oudemans, in Rnum 3, 181, 

1921 , 

Syn. 7ys2 の 6 ey6ey2 の 75 DC. in fr. 2 275, 1805 : 

Cog7oc/ み de70e72 の 65 Lev. in Fuckel Symb. Myce. 82. 1860 : 

寄 王 及 産 地 Berberis sinensis Desf. タウ メ 和夫 葉 

吉 林 大 正 も 年 仏 月 計 七 日 三浦 道哉 

分 布 全 世 界 (本 寄主 の 生育 する 地方 ) 

記事 Sahmon 氏 は 本 種 の 附属 骨 は 無色 に し て 隔 膜 な く 其 先端 は 

三 四 同 二 駐 汰 分 岐 す と 租 す る も 余 の 採集 せる も の いい 附属 般 は 有 

色 に し て 慕 基部 に 近く 一 個 の 隔 膜 を 有 し 且つ 稀 < 其 先端 九 六 回 二 

丸 汰 分岐 する も る の あり 子 妄 帝 の 直径 は 83-1207 ミ ク ョ ン jc 着 し 其 
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細胞 は 直 径 15「 ミ クタ ロン] 及ぶ も の あり 附属 骨 の 長 さ は 10[ ミ クロ ン ] 

位 あ ちり 胞 子 は Salmon 氏 の 記せ る も の より 少し く 小 形 に し て 二 十 モ 

個 の 下 均 敷 は 18x10[ ミ クロン] なり 。 

』richocladia (De Bary.) NNeger. 

本 属 は DeBary 氏 が TErysiphe 属 の 一 群 を 表す に 用 お た る も の に し 

て (Beitrage zur Bilogie und Morphologie der Pilze 1, 51, 1870) 従来 

Microsphaera 過 と し て 取扱 は れ た る も の な る が 1901 年 に 至り Neger 

氏 は Flora 旋 上 C Beitrage Zur Biologie der Erysipheen な る 題目 の 下 に 

之 れ を 猫 立 過 た と た な せる も の に し て 慕 附属 髄 長く し て 伏 を な す と 

菌 燃 を 子 栓 殻 上 に 有 せ ざる は Microsphaera 敗 と 必 別 すべ き 主 な る 

貼 な り 六 種 あ り 清 洲 に 一 種 外 見 せら る 、 

103. Trichocladia Caraganae (P. Magn.) 民 eger, im KRrypt. Y. MIark 

Brand. 7, 121. 1905) Migula, in Thome's TI.Y. Deutsch. Krypt. 3, 

S。74、 19193. 

Syn. 77282 の 6 oo2 DC. a part. 

2c7os7 み 67C CG7Z977466 P. IMagn. in Deutsch. Bot. Ges. 17, 145 

1899: Sace. Syll. 16。 403: Oudeman's Enum. 3 904, 1921 : 

寄 王 及 産 地 Caragana arborescens Lam. 葉 

論 背 演 2EEEJ い 月 本 一 (日 三浦 窒 成 

同 上 大 正二 一 年 八 月 二 キ 日 丸み スネ ー ゾ ジフ 

分 布 区 洲 , 北米 , 瀧 湖 。 

事 記 本 菌 は IMicrosphaera Caraganae P.Maen. と し て 従来 知ら れ だ た 

る も の な る が Neger 氏 の 本 属 を 創 定 す る K 営 り 移し て 本 属 に 眉 め し 
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も の に し て 余 の 見 た る 標本 は 葉 の 雨 面 C 気 生 菌 続 を 生 才 る も ゃ 理 面 

に は 特に よく 華 育 し 附属 帆 の 散 は 十 乃 至 十 五 個 あり 勘 基 都 に 一 二 

の 隔 出 あり 且つ 粗糖 に し て 長 さ 四 本 ミク ロン Cc 達し 頂部 は 四 乃 至 

六 回 二 駐 汰 Cc 分岐 す 子 栓 は 椿 園 形 に し て 50-60x25-30z あり 三 乃 

至 五 個 の 胞子 を 含む 胞子 は 18x7 み . 子 要 帝 細胞 は 直 衝 15「 ミ クロ ン ] 

以上 KC 和 達する も の あり 。 「 

針 球 己 (Py1llactimia 』 し GeG マ Y。) 

本 司 の 菌 弥 は 深く 寄主 植物 の 組織 内 に 入り 其 附 司 骨 は 針 状 に し 

て 基部 膨大 す 一 但 あ り て 浦 洲 に も 策 見 せら る 。 

104. Phyllactinia corylea (Berk.) 区 arst, im Act.soc. Fl. Fenn, 2, 92, 

1885 : Salmon, E.S. in Mon. Erysiph. 224, 1900 : Neger, T. in Krypt. 

vy.d. Mark Brand. 7, 134。 1905: A. Ideta, Handb. 215, 1909 : 

Duggar, B. M. in Fg, dis. of pl. 231, 1909 : Sydow, P. et 廿 . in Ann. 

Myc. 11, 113, 1913 : IT. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 26, 27, 40, 1913 : 

Stevens, FT. L. in fp. which cause pl. dis. 187, 1913 : TDavis, J. J. 

in Prov. List, 8S58, 1914 , Doidge, E. M. in Trans. Roy. soc. S. Africa, 

5, 242, 1915: 式 . Sawada, in Taiwan Ag. ex. st. spec. Rpt. 9, 72, 

1914 : in 1.c. 19, 186, 1919 , A. 1deta, in Zoku Nipp. Shok. Byo. 

1, 217, 1923: 区 . Togashi, in Jap. Jour. of Bot. 2, 79, 1924 : 

Syn, Sc/e7o が 2 婦 7y52 の 6 B. Oo72/eg Pers. in Syn. 124, 1801 : 

Sc/e7o<2272 Sg Rebent, in H1. Neom 360, 1804 : 

4 がめ 27o72o72 7e727c6472765 Wallr. in 1. Krypt. 2, 759, 16939 : 

4/ め 77o7207 の 2g gw が が 7 Wallr. in Verh. Berh. nat. Freunded 1, 

1819 
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ア 72/7xc7272 み se が 7 の Rebenth. Tubeuf. in Dis. of pl. 178, 1897 : 

2//Zc7 が 246 の 74 が 7 の Lev. Ann. sc. nat. 3 15, 144、 1851 : Fuckel, 

上 L. in Symb. Mye. 79, 1869: Thimmen,von, in Pilg, Sib. No. 781. 

1880 : 

77es2cfZ se が oe (Rabh.) Sacc. in Syll. 1, 5, 1882: Winter, 

. in Rabh. Krypt. 2, 42.1887 ) Kirchner, in Pfanzenkr. 409, 1890 : 

Lindau, せ . in Engl et Prantl. Natur, PH. 1, 1, 332. 1897 , Voss, W. 

in Mye. Carniol. 141, 1890 : P. Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 29, 

150, 1900 : in 1.c. 80 42. 1901: in 1.c. 34, 600, 1905 : Migula, in 

Thome's Il.v. Deutsch. Krypt. 5, 3. 80 1913 : Oudemans, Enum. 2, 

945, 1920 : 

寄 玉 及 産 地 Populus laurifolia, le ES は 天 

公主 額 大 正 九 年 八 月 二 十 五 日 三浦 密 成 

同 2 用 月 8 士 三陸 三浦 審 成 

Morus alba 革 . シロ グ ソ ワ 正 

熊 岳 城 eeIE 二 2E 月 = 日 三浦 密 成 

Pirus montana Nakai, ヤマ ナシ 葉 

大 _ 運 大 正八 年 十 月 五 日 三浦 連 成 

Ailanthus glandulosa Desf. シン ジー 葉 

大 運 ai 全 十 月 四 日 近藤 金吾 

大 。 建 大 正 五 年 九 月 二 十 九 日 近藤 金吾 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 務 及 び 梨 樹 の 葉 上 (に 普通 に 見 ら る いも の に し て 秋 

季 の 洲 共 を 早め また ハシ ズバ ミ 類 の 葉 を 犯す を 見 る 本 菌 も 厳 重 な 

る 接種 試験 を 行 ふ に 於 て は 少な くも 寄主 の 異な る KC 従 ひ 瑞 種 の 型 

C 別 た る いも の な る べし 。 
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( ロ ) 拓 子 圭 菌 科 (Perisporiaceae.) 

所 生 菌 弥 は 憶 色 に し て 竹 主 表面 を ひ 稀 C 気 生 菌 を 角 く と と 

あり 子 要 盤 を 形成 すず 子 誠 殻 は 苗 炎 上 形成 せら れ 或 も の の 外 孔 
ロ 及 び 附 司 朋 を 鉄子 語 は 長 形 に し て 多 青 肥 子 も 多数 に し て 浦 湖 - 
jc て は 現今 まで 菊 の 二 局 を 知ら る 。 

性 の 和 索 表 

1. 子 軸 胞 子 は 敷 胞 より た うち ーー ドド ドド ーー Appisporium. 

2 抽 肌 びら い 肌 より ちっ うら Parodiella。 

燥 病 (Apiosporissm 旗 tum 錠 ら 。) 

子 杜 穀 は 表 生 に し て 小 球形 駐 は 洋梨 形 子 凌 は 卵 形 又は 根 棒 汰 に 

し て 人 狼 個 の 胞子 を 合 な 其 分 生 胞 子 時 代 は Torula, Fumago, Chaetop< 

homa 等 と し て 知ら る 満 洲 に 一 種 知 ら る 。 

105. Apiosporium Salicinum (Fers.) 区 ze. in Myk. Heft. 1, 8, 1817 : 

Sacc. Syll. 1, 33, 1882: TLindau, G. in Engl. et Prantl. Natur. PH. 

1 1. 338, 1895: Neger, T. in Krypt. v.d. Mark Brand. 7, 144, 

1905 , A.1deta, in Handb. 225, Migula, W.in Thome's 1. v. Deutsch. 

Krypt. 3 3.88, 1913 : Stevens,T. 工 . in Fg. which cause pl. dis. 191., 

1919 : ' 

Syn. 4298 の O722422 だ 72C65 Kunze。 1n Myk. Heft. 1, 8, 1817 : Sacoc. Syll. 

1, 33, 1882: Winter, G. jm Rabh. Krypt. 2, 73, 1887 : 

4 の 208 の 07227972 SG/2c78 TGB in Symb. Myc. 88, 1869 : 
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2290 の 490229 Pers. in Myc. eur. 1, 9, 1822 ) Sacc. Syll. 4, 

547、1886: Chnton, G. P. in Conn. Ag. ex. st. Bpt. for Bot. 342, 

1903 : 

Ogz7o72272 Sg72e2726072 MLont. in Ann. se. nat. 11, 234, 1849: von 

Thtmen, in Pilz. Sib. No. 931, 1880 : Tubeuf, in Dis. of nl. 181, 

1897 ,: Oudemans, in Enum. 2, 115, 1920 : 

寄 玉 及 産 地 Salhix lasiogyne Seem. 墓 

公主 装 半年 才 月 三 日 三浦 客 成 

U]mus pumila 革 . コー ど : 

公主 装 大 正 十 年 十 月 三 日 三浦 審 成 
分 布 全 世 界 。 を 

記事 本 菌 は ヤナ 半 類 の 拒 病 病 県 菌 と な る も の に し て また ホッ 
プ の 葉 を も 犯す と と あり 政 に 若 し 大 面積 犯さ れ た る 場合 は 其 栽 
二 に 大 損害 を 奥 ふ る と と あり 特に ペン の 醍 酵 材料 の 目的 を 以 て 裁 

培 す る に 営 り て は 其 損 害 も 赤 大 な り 此 他 共 樹 梨 個 等 の 葉 に も 生ま 

何れ の 場合 に 於 て も アプ ラム シ の 分 泌 せ る 密 液 上 に 寄生 する も の 

な る が 故に アプ ラム シ の 上 央 除 は また 本 病菌 の 勾 防 と な る も の な り 

Parodiella Spsg・ 

子 栓 殻 は 表 生 に し て 孔 日 を 有 せ まず 子 要 は 彫 筒 様 に し て 人 狼 筒 の 胞 

子 を 含む 胞子 は 長く し て 二 胞 より な り 障 色 を な す 世 界 に 大 凡人 十 六 

種 浅 に 一 種 疲 見 せら る 。 

106. Parodgiella perisporioides (B. et C.) Speg. mn Fg. Arg. Pug. 1 

178, 1859j Saec. Syll. 1, 717, 1882: G. Lindau, in Engl, et Prant1. 

Natur, PH. 1, 1, 336, 1897 : 
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Syn. の o2deg の e728797202 の es B. et C. in N. Am. Fg. no. 880, 1659-53 : 

の oeg 97G77277209es (KKze.) Berk. in Cub. F. no. 868, 1870: 

の Age722 97G2722707es 氏 ze. in Weig. exs. 1876 , 

の oe se27227207 み B. et Rayv. in Grev. 4, 104 : 

44c7 の 74427。 C7o7Z/272 の 6 SchW. 

の oe7/2 97G2277209es ( 民 ze.) Sacc. in Syll. 2, 624, 1689 : 

ア gzog2e//Z の 9777227007es ( 氏 ze.) Cooke, in Syn. Fg. U.S., 1875: 

in Brit. Hg. in Grev. 13, 106, 1875 ) HL. et RY. in N.A. Pyreno- 

myc., 253。1892: P. Hennings, in Engl. Bot. jahrb. 31, 789, 1902 : 

in 1.c. 24, 600, 1905 : 

寄 主 及 土 地 ・ Indigofera Kirilowi Max. カ ツウ ラ | 有 7 証 コ EvH5Z323 葉 

大 澤 . 竣 水 寺 大 正四 年 七 月 五 日 近藤 金吾 

分 布 欧洲 , 北米 , 日 本 , 清洲 。 

子 楓 群 に て 以下 逃 ぶ る も の は 普通 菌 仁 亜 群 (Pyrenomycetes,) と 

生 せ ら る も の に し て 子 生 を 形成 する と 否 と に 開 は ら ず 必ず 其 子 

姜 殻 は 孔 口 を 有する も の に し て 肉 学 菌 族 (HYpocreales,) 療 状 菌 族 

(Dothidiales) 及び 球 店 菌 族 (Sphaeriales.) の 三 に 大 別 せ ら る 。 

1。 肉 生 族 ( 旨 ヶ ypocreales.) 

本 族 の 子 葵 殻 は 共 色 区 色 . 団 色 . 赤 色 等 何れ も 鮮 色 に し て 其 質 も 比 

較 的 光 か く 肉 質 綿 質 等 を な し 球形 駐 は 賠 筒 決 乃 玉 フ ラス ュ 形 を な 

し 普通 答 主 植物 骸 外 に 形成 せら れ 時 KC 子 邊 中 に 形成 せら る ヽ いと と 

ある も 上 比 場 合 に あり て は 子 邊 その も の が 寄主 植物 骨 外 に 生 ず 子 姜 

帝 壁 は 肛 で 質 に し て 決し て 出 質 な ら ず 子 要 は 彫 筒 汰 根 棒 汰 又は 策 卵 
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形 を な し 四 乃 至 八 筒 の 子 国 胞子 を 信 む も 稀 に は 此 等 胞子 が 各 分 和 

て 二 六 筒 と な る と と あり 子 柚 胞子 は 晶 胞 又 は 多 胞 に し て 形 ち 球形 

より 経 状 の 問 に あり 慕 色 も 無色 乃至 有色 な り 。 

分 生 胞 子 は 各 別 に 生じ 其 形 ちゃ も 種々 あり て 従来 の 研究 に ょ よれ ば ぱ ば 

Verticillium,。 Fusarium, Tubereularia, Sphacelia, Syhaerostilbe, 1saria 

等 に 属す る 類 は 本 族 の 分 生 胞 子 時 代 と 考 へ ら る 。 

本 族 の 分 類 に 開 し て は 聖 読 必ず し ゃ 一 致 せ ず Liudau 氏 は 一 科 六 

亜 科 に C 別 ち 米 國 の 或 欧 者 は 二 科 と な す 今 前 者 の 分 類 法 に 従 へ ば 清 

湖 に は 三 亜 科 九 同 を 紙上 見 せら る 。 

亜 科 の 検索 表 

1. 子 間 殻 は 了 肉質 の 子 邊 中 に 形成 立ち る (で … で 上 の ーー 2. 

子 燈 殻 は 寄主 物 外 に 形成 せら れ 子 汁 な きか 僅か に 之 れ を 有 す 

ES こっ マス 2822SEPRS2 和 計ら eo 閣 腫 病菌 亜 科 (Nectrieae.) 

子 畑 胞子 は 締 和 伏 な ら 才 子 国 殻 は 子 邊 中 に あり て 共 組 織 之 れ と 

明らか に 大 別 短 ら ちろ バー ドド ーーー…ー… 肉 邊 菌 下 科 (HHypocreeae.) 

子 栓 胞子 は 締 伏 を な し 子 帝 は 完全 < 子 邊 中 に あり て 募 組織 

之 れ と 必 別 せ せ られ ず っ OCGO3GOG05 つ OCG つ COCC だ し 衝 角 菌 亜 科 (Clavicipiteae.) 

( イ ) 間 腫 病菌 器 科 (Necirieae.) 

Gi わ わ eme11a SacCCard の . 

子 入 は 肉質 な る か 又は 之 れ を 鉄 き 子 軟 醒 は 答 主 物 外 に 生じ 球形 

に し て 散在 する か 或 は 輪状 に 生 ず . 子 衣 殻 は 無色 又は 浪 明 な る 青色 

或 は 黄色 . 紫 色 . 子 栓 は 八 箇 の 胞子 を 蔵 し 胞子 は 淡色 に し て 葵 鍵 形 長 

園 形 。 
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107. Gibberella sp. (Saubinetii 9) 

Syn. 7%sG7222270 8 の . ML. Mura, in Dis. some imD. croDs of Manchuria, 

(nm japanese.) 15, 1921. 

寄 主 及 産 地 Glyeine hispida Mas. ダイ ヴ ヅ ヴ 末 

公主 額 1 に 2 は 生日 三 清 客 成 

同 大 ESB2448 廊 仙 月 223 革 三浦 客 成 

同 大 正 十 二 年 九 月 十 日 三浦 容 成 

分 布 清洲 , 日 本 。、($?) 

記事 本 菌 は 大 豆 の 葉 を 犯し て 輪 絞 病 を 起き さき し むる も の に し て 

清 洲 に て は 七 月 中 旬 よ り 八 月 上 旬 の 間 に 現 は る 犯さ きれ た る 葉 は 始 

め 彫 形 の 癌 紫 赤 色 小 班 跡 と し て 現 は れ 葉 上 C 散 存 し 日 と 共に 其 大 

さ を 増 し 九 月 上 旬 に 至れ ば 慕 直径 二 乃 至 思 ミ . メ JC 科 し 中 央 部 は 克 

色 に 鍛 じ て 途 C 此 部 挫 は れ て 孔 と な る と と ある も 普通 は 此 幾 色 音 

に は 小 規 由 を 散在 す 面 し て 此 等 角 色 部 は 時 に 互 に 相 接 し て 更に 大 

に し て 不 規則 と な る と と ある も ゃ も 何れ の 場合 に 於 て も 此 被 逢 部 と 燈 

色 部 と は 如 紫 色 紅 色 閉 を 以 て 明らか に 分 堺 せ ら る 

殺 色 部 上 に 生 ぜ る 小 汗 由 は 球形 に し て 表 生 若しくは 少し く 守 主 

の 表皮 に 入り 葉 の 雨 面 に 生じ 短 か き 串 を 有 し 子 実 帝 の 直径 100- 

120「 ミ クロ ン IC 和 達し 多 敷 の 子 要 を 滅 す 子 要 は 周 筒 状 に し て 少し く 

厚 記 な る 彫 頭 を な し ( 三 乃至 四 ミ クロ ン ) 避 部 に 向 つ て 洛 狭 無色 大 さ 

36-404x10-12 ん あぁ あり 子 胞 子 を 見 ず 。 

此 病 班 部 より 菌 の 純 燈 載 養 を 行 へ ば Appel 氏 の 所 調 Roseum type 

に 属す る 一 種 の Fusarium 南 を 得 べ し これ 本 菌 の 分 生 胞 子 時 代 に し 

て 量 胞 に し て [| コンマ] 展 な る あり 賠 筒 形 な る あり まだ た 一 乃至 五箇 の 

隔 膜 を 有 し 一 方 し 江 曲 し 先端 失 り た る 新 月 形 を な す も の あり 僅か 
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に 柄 部 を 有 し 無色 に し て 隔 膜 の 場所 総 れ ず 胞 子 多 敷 集合 すれ は 紅 

色 を 呈す 厚 膜 胞子 の 形成 を 見 ず . 其 大 さも また 一 様 な ら 才 ず 8-39 x 

3-5.5 「 ミ クロ ン | の 間 に あ り 小型 分 生 胞子 を 多く 形成 す . 今 次 に 大 型 

分 生 胞 子 百 五 十 八 入 の 大 さと 隔 膜 の 敷 と を 示せ ば 区 の 如 し .( 馬 鈴 甘 

汁 寒天 培養 基 上 に < 二 養 し て 二 週 間 の 後 ) 

犬 型 分 生 胞 子 の 大 き 

0 26 8 一 11 x33.5 

1 71 18 一 20X4 一 4.5 

2 27 20 一 25X4 

3 29 _ 32ー36X5 一 5.5 

4 4 36-39x555 

5 1 39X5.3 

耐 し て 此 等 胞子 を 蒸溜 水 と 共に 大 豆 K 接 種 す れ ば 再び 本 病 を 起 

す 。 

大 豆 を 犯す Fusarium 菌 と し て は Cromwel 氏 は 北米 N. Oarolinas 

州 に 於 て Fusarium tracheiphilum Smith. 菌 が 其 根 を 犯し て 大 筆 を 遇 

ふる と と を 報じ 日 本 に C 於 て は 原 播 店 氏 は 一 種 の Fusarium 貢 が 大 豆 

を 犯す 事 を 報じ 其 病 原 商 を Husariumroseum Link' な ら ず や と し 明 

島 友 雄 氏 は 京都 附近 に 於 て 大 豆 の 欧 に 一 種 の Fusarium 貢 績 生 す る 

と と を 報じ た れ ど も ゃ も 其 種 名 を 所 げす ず 。 

今 理 人 の 菌 の 性 護 よ りす る に Tnusarium tracheiphilum 菌 に は 非 ざ る 

が 如 し 区 し 吾 人 の 菌 は Roseum type に 入る べき も の に し て legans 

type に 入る べき も の に 非 ざ る を 以 て な り . 面 し て 未だ 清洲 に 於 て は 

余 は 大 豆 の 葬 が Tusariaum 菌 に 犯さ れ た る も の を 探 集 し た る と と な 

きゃ も 吾 人 の 菌 は 或 は 原 氏 の も の と 同一 菌 に し て Tusarium Eoseum 
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Link. と な すべ きも の に 非 ま や と 思 慌 す 休 本 上 の 子 燈 胞 子 を 認め ざ 

る を 以 て 共 種 の 決定 を な す と と 困難 な れ ば 不 日 交 れ を 名 見 する ま 

で は 名 問 を 附 し て 上 記 の 如く 取扱 ひ 置 か ん と す 。 

北 滴 の 小 変 に 一 種 の Husarium 績 生 せ る も の を 手 に せ し が 之 れ 

黄 子 費 を 犯す も の に し て 給 ひ も な くく Tnusarium roseum Link. と な すべ 

きも の に し て 其 子 本 時 代 は 正 に Gibberella Saubinetii (Mont) Sacc. と 

な すべ で べき も の な り 印 ち 欧 の 如き 異名 を 有 す 。 

Gibberella Saubineti (Mont.) Sace. in Michelia, 1, 513, 1880: 

Syll. 2 554、 1883, Lindau, G. in Engl. et Prantl. Natur, PH 1, 1, 360, 

1806, A. Tdeta, in Nipp. Shok, Byo. 899, 1911 : in Zoku Nipp. Shok. 

Byo. 238, 1923: Stevens, T. し . in Tg. which cause pl. dis. 206, 1913 : 

民 . Sawada, in Taiwan Ag. ex. St. spec. Rpt. 19, 258, 1919) S. Ito, in 

Hokk. Nokwaiho, 12, No. 133-184, 1922 : 

Syn, 0e7@ oz/ の 2246722 MTont. in Syll. 252. 

266e7e77o So の 2726766 (Mont.) Winter、in Rabh. Krypt. 2、102. 

1887: ' 

⑦ プ 7606e7e// み な 72c2 P. Henn. 

( ロ ) 了 肉 年 菌 忠 科 (HYjpecreeae ) 

Polystgrmna Je Candlo1lle. 

子 年 は 了 肉質 に し て 紅色 又は 姓 紅 視 色 葉 上 Cc 生じ 子 還 帝 は 寄主 紐 

織 中 c 深 く 埋 流せ られ て 僅か KC 長き 研 口 を 組織 外 に 出す 革質 に し 

て 膜 薄 し 子 閥 は 長く し て 根 棒 汰 私 筒 の 胞子 を 含む 胞子 は 村 彫 形 に 

し て 草 有 無 色 世 界 iC 包 三 種 清洲 一種 基 見 せら る 。 
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108. Pojystigma rubrum (Pers.) DC. in Comment. Mus. Hist. 

Natur. 337, 1815 : Sacc. Syll. 2, 458, 1883: Kirchner, in PHan.- 

zenkr. 411: 1890, Winter, で . in Rabh. Krypt. 2, 144, 1887, El. 

et ERy. in N. Amer. Pyr. 69, 1892 : Tubeuf, 氏 . in Dis. of pl. 189, 

1897 , A, Ideta, in Handb. 237. 1909: Massee, G. in Dis. cult. 

pl. & trees, 178, 1910: Stevens, T. 工 . in Hg. which cause nl. 

dis. 208, 1913 : 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 28, 40, 1914 : 

Migula. W. in Thome's Fl v。 .Deutsch, Krypt. 3 3,718, 1919: 

Oudemans,。 in Enum. 3, 690, 1921 : 

SYn. パ 2/o72@ 764074276 PerS. Observat. 2、101、1799 : 

2e72C 72667 の Fries、in Observat. 1, 172。 1815 : 

Sce72C 67O8767%s Mart. F]1. Crypt. Erlang. 478, 1817 : 

677@72⑦ 72607⑦ in Ann. sc. nat. 2, 2342 : 

の oz の ee 7 の 7%22 FT. in Syst. Myc. 2 553, 1823: 

ア e/ み s72972@ 7%074276 ul. S. F.C. 2. 76, 1863: Fuckel, 工 . in Symb. 

222。 1669, 

叶 主 及 産 地 Prunus trifora Roxb. EE 民 

記 家 市 ESANSE 7 中 だ 日 三浦 向 成 

公主 賃 ES2E 月 志 .. 日 三浦 夫 成 

『 大 正 十 年 八 月 十 九 日 赤石 行雄 

( ハ ) 変 角 菌 中 科 (Clavicipiteae.) 

む お 子 - 傘 を 形 成 す 障 fi 本 se: 引 に コッ 5 は の 2 る の 2 eo、 吉 2 9 の Ye 2 ipys se つの m、e. る de7Pip ea、Ste rg/eje で どの 2 

子 邊 を 形 成 Cr は 計 ー プ デ CT て て アド マト FTAOLLY FL Ustilaginoidea. 
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2 子 綿 欄 は 人 Epichloe. 

子 綿 骨 は 有 析 ーー コッ ti に TI ei まる Claviceps. 

ELpichloe (xies.) すす tasrnG。 

子 入 は 閉 ぢ 和 精肉 質 に し て 始め 淡色 な る も ゃ も 後 鮮 緊 色 と な り 審 主 を 

彰 倫 す 子 輸 殻 は 埋 湊 し 頸 品 の み を 子 年 外 C 開 くも の 多く 子 姜 は 彫 

答 形 に し て 衝 個 の 胞子 を 含む 胞子 は 締 伏 に し て 多 胞 より な る 大 過 

九 種 あり 清洲 に 一 種 疲 見 せら る 。 

109. Epichloe typhina (Pers.) Tul. in Sel. Fung. Carp. 3, 24, 1865 : 
Fuckel, 工 . in Symb. Mye. 186, 1869 : Thtmmen, von. in Pilz. Sib. 

No. 756, 1880 : Sacc. Michelia, 1, 551, 1880 : in Syll. 2, 578, 2883: 

Kirchner, in Pfanzenkr,410, 1890: Lindau, ば. in Engl. et Prantl. 

Natur. PfH 洋 1360694 二 細 SEUD6nf, 人 K. jn DRB8OTaIDR 二 ONU7E 

A. Ideta, in Handb. 239。 1909: Migula, W. in Thome's HL. Y. 

Deutsch. Krypt. 3, 3, 762,1913 ) Stevens, TTF. 工 . in Hg. which cause 

pl. dis. 210, 1913 : Oudemans, Enum. 1, 872, 1919 : 

Syn. の 2 の Ge72@ の 2206 Pers. in leones et Descript. 1, 21. 1763 : 

yzc7oe 7 の 24746 (Pers.) Winter, in Rabh. Krypt. 2, 145, 1887 : 

寄 天 及 産 地 Poa sp.(? sphondylodes Trim.) 蘭 上 

吉林 龍 凛 山 大 正 十 年 六 月 七 日 三浦 客 成 

分 布 全 世 界 。 

科 角 菌 司 ど と avicCeGpSs ま salasgnG. 

本 局 は 寄主 の 子 房 を 犯し て 肥大 成長 を な さ し め 此 内 に C 菌 要 を 形 

成す る も の に し て 其 分 生 胞 子 時 代 は Sphacelia と 稲 せ ら る , 子 邊 は 候 
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直 に し て 柄 部 を 有 し 子 要 毅 の 部 は 頂部 に 交 伏 を な す 本 属 は 大 過 十 

五 種 あ り 何 れる も 未 本 科 K 窒 生 し て 所 調 変 角 を 生 ず 清 洲 C 一 種 を 見 

る 。 

110. Claviceps microcepnala (Wall.) Fnu1. in Sacc. Syll. 2, 565, 1883: 

Lindau, で . in Engl. Prantl. Natur. HH. 1 1, 371, 1897 ) Tubeuf, 

KK. in Dis. of nl. 194。 1897 ) A. 1deta, in Handb. 245, 1909: 

Stevens,。F. 葉 . in Hg. which cause pl. dis. 213,。 1913: IMigula, W, 

in Thome's Il. v. Deutsch. Krypt. 3, 3.768, 1913 : 

Syn,、 C7G2ce の 8 2722C7@C6 の do (Walr.) Winter, im Rabh. Krypt. 2, 147, 

1887 : 

67277O8 の 07220272 2726C7OC67/2477。 Wallr. in Beitr. 2, 

寄 主 及 産 地 Caramagrostis spp. 2 月 子 連 

犬 概 樹 大 正 七 年 十 月 三浦 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 所 調 義 角 の 一 種 に し て 其 変 類 に 生ずる も の は 改 島 

と し て 内 出血 疫 (C 腕 胎 に 用 お ねら る \ ヽ  を以て 狂 り 漢方 邊 の みな ら 

ず まず 近代 進 歩 し た る 腎 軸 に 於 て も 墓 だ 貴重 せら れ 若 し 家畜 等 癌 つて 

之 れ を 食 ふ と き は 踊 角 , と を 失 ふ と と あり 面 し て 此 作 用 を な す 主 要 成 

分 は Hrgotin と 征 す る も の に し て HPartwith の 分 折 結 果 に よれ ば だ ば 本 

菌 は 変 類 に 生ずる 変 角 (Calvieeps purpurea.) より も 三 倍 の Hrgotin 

を 有 す と 球 ふ 。 

御 吾 菌 局 り stilagizxnoiddea Befe』di. 

本 局 の 菌 は 寄主 の 子 房 を 犯し て 性 か も 黒 穂 菌 の 如き 観 を 呈し 基 

内 方 に 於 て は 商 締 錆 総 する も 外 方 に あり て は 外部 に 向 つ て 下行 
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立 び 外面 に 球形 に し て 北 秋 色 小 突 起 を 宏 布 す る 分 生 胞 子 を 生 才 子 

宮 艇 は Clavieeps に 於 ける が 如 し 世界 に 五 種 知 られ 一 は Setaria 局 に 

寄生 し 他 は 答 に 寄生 す 清 湖 に 一 種 を 知ら る 。 

1i1. Ustilaginodea virens (Cke.) Takahashi, in Bot. Mag. Tokyo, 

10, 109, 1896 , A. 1deta, in Handb. 246, 1909 : Stevens, F. 工 . fg. 

which cause ゃ p)、dis. 214, 1919: IMiyake. 1. in Bot. Mag. Tokyo. 

23, 140, 1909: in Jour. of Coll. Ag. Imper. Univy. Tokyo, 2, No, 

4, 265, 1915 , Butler, EE. J. in Ag. Res. Inst. Pusa, Bull. 34, 30, 

1913 , in Fg. and dis. of nl1. 228, 1918 ) 氏 . Sawada, in Taiwan 

Ar.。 6x。 8b SDeC 語 ROL 280. 1919 

Syn. Os727270 の 675 Cooke, in Grev. 7, 15: Sacc. Syll. 7, 467, 1888 : 

7 が 2 O7yzge Pat. in Sacc. Syll. 9、286, 1891 : 

び s7Z9272027e2 〇 yyzge (Pat.) Bref. in Unters.a. d. Ges. d. MYyk. 

12, 194, 1895 : Sace. Syll. 14, 431, 1899 : 

Sygce7o 妨 ecg の 97628 (Cooke,) Omori, in Bot. Mag. Tokyo, 10, 

29-31, 1696 : 

寄 玉 べ 及 産地 Oryza sativa 工 . イ ネ 子 羽 

熊 年 城 大 正 年 八 月 三浦 宙 成 

分 布 北 涼 , 東 印度 , 日 本 , 光 沙 

記事 本 赦 は 満 洲 に 於 て 和 に 績 見 せら れ 短 の 麹 病 を 超す 

sm. 病状 菌 族 (Dotjhidiales.) 

本 族 c は Dothidiaceae 一 科 あ る の み に し て 叶 黒 色 の 子 失 を 形成 

し 此 内 C 子 葵 毅 を 埋 送 し 殆 ん ど 子 畑 帝 壁 と 子 邊 と を 分 離す る を 得 
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ず 締 状 貝 は 存する と と あり 輝 れ を 鉄 く と と あり. 証 四 属 四 百 種 以 上 

を 人 入 む も 清 潤 に は 二 属 を 散見 する の み 。 

ド 。 肌 了 イ - 対 潮 胞 和 り 光 ク ろ 0 信和 a き pp 地 本 StS:PfSo las Ce. で oe と らら さこ も も 5 > > od Phyllachora. 

0 上 NOM Dothidella。 

PP ね ッッ 』achora 半 itsC 了 Q 話 e. 

子 邊 は 埋 梁 せら れ 寄 主 植物 の 組織 と 合 一 し 黒色 を 呈し 子 国 帝 は 

子 邊 中 ic 埋 湾 し て 多 敷 あり 多少 明らか な る 頸 口 あり 子 宴 は 図 筒 状 

に し て 八 個 の 胞子 を 含む 胞子 は 権 園 形 若 し く は 卵 形 に し て 澤 胞 よ ょ 

りな り 無 色 な る か 旨 資 色 に し て 交 炊 骨 を 有 す 。 

112. Phyllachora gramninis (Pers.) Fuckel in Symb. 216, 1863 : 

von Thtmen, Pilz. Sib. No. 582,1880:) Winter, び . in Rabh. Krypt. 

2。 898, 1687 : Sacc.。Syll. 2。 602, 18832j」 in 1.c.、 9, 1026, 1891: 

Kirchner, Pflanzenkr. 420,, 1890 : Ell. et EY. in N. Amer. Pyr. 599, 

1992: TLindau, で . in Hmngl. et Prantl. Natur. PH. 1, 1, 381.1897, P. 

Henn. in Engl, Bot. Jahrb. 28, 274, 1900: in 1. c. 31, 740, 1902 : 

in 1. c. 4, 601, 1905 , Sydow, & Butler,in Ann. Myc. 9, 399, 1905 : 

Stevens。 in Hungi w.c. pl. dis. 220, 1913) Migula。 W. 

Thome's Il. v. Deutsch. KKrypt. 3 3, 148, 1913: Tranzsch. in Fg. 

Kamt. 548. 1914 : Standley, P.C. in Myeologia, 8 148, 1916: 人 為 . 

Tdeta, in Handb. 250, 1909: 氏 . Togashi, in Japanese Jour. of Bot。 

2, 80, 1924 : 氏 . 本 ara, in Hg. of East. Asia, 11, 1926 : 
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Syn. ZZoer2C の 7G77267468 Pers. im Obs. Myc. 1, 18, 1796 : 

の oe 97G77267268 Fries,。 in Sum. Veg. Scand. 387、1649 : 

万 の o77e725 ん zoe Rabh. in Bad. Krypt no. 335, 1644 : 

ア %277co7o 7o722 Fuckel。 in Symb. 217, 1869. 

寄 玉 べ 及 産地 Andropogon Nadus 工 . var. Goeringii Hack. 

オカ Oh 葉 

犬 権 樹 大 正 九 年 十 月 石山 政利 

Setaria glauca Beanv. ンコ BE 葉 

誰 爾 満 大 正直 貸 朗 証 寺 < 日 三 錠 成 

公主 鶴 大 正 モ 年 九 月 八 日 三浦 夫 成 

Spodiopogon SD. (? sibiricus Trin.) 葉 

大 連 大 UE 素 = 生 E 舞 抽 三 十 月 近 衣 金 吾 

族 順 ンド SE 村人 還 前 ー 日 近 衣 金 吾 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 未 本 科 類 を 犯す も の に し て 普通 分 生 胞 子 時 代 の み 

探 集 せ ら る い ヽ を以て 従 つ て 勘 種 の 決定 に も 不 充 分 の 馬 少 な か ら ず 

若 し 其 被害 葉 を 越 年 せしめ て 完全 な る 子 押 時代 を 調査 する に 於 て 

は 何 多 く の 種 類 乃 至 猿 型 等 に 分 た る ヽ  も の な る べし 。 

Dotjhnidella pg ふさ タタ 1zni。 

本 局 は 前 記 Phyllachora C 能 く 似 た る も の に し て 募 子 国 胞子 は 大 

さ 上 下 不同 の 二 胞 より な る を 以 て 異な る 五 十 種 以 上 ある も 清洲 に 

て は 区 の 一 種 知 らら るい のみ 。 

113. Dothidelia betulina (Fries.) Sacc. in Syll. 2, 628, 186?, Winter, 

G. in Rabh. Krypt. 2, 903, 1887 , 11. et EY. in U. Amer. Pyre- 
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nomycet. 605, 1892: Lindau, で . in Engl. et Prantl. Natur, 昌 . 

1, 1, 383, 1897 , 氏 . Tubeuf, iu Dis. of nl. 230, 1897 : Stevens, 

FT. 上 . in Hg. which cause pl. dis. 221, 1913 : Tranzschel, in THg. 

Kamts. 549、1914: Oudemans,、 Enum. 3, 564, 1921 : 「 

Syn. て 2/o7@ 66 が 022472 FTies. in DS WO87 FTOTO 

Se72@ 707202 の es Fries,in Vetensk. Akad. Handl. 143, 1816 : 

Se722 の が の O7227e728 Holl. in Hries Sclerom. Suec. No. 144, 1819 : 

の oe 0e が 2702 Frles, in Syst. 2, 558, 1623 : 

2/7zco7g 0e が 72726 uckel, in Symb, 217. 1869: Them, in 

Pilz. Sib. No. 103, 1880 : 

婦 %77Co7@ 0e7272226 (Hr.) Schroeter, in Migula, in Thome's HL. 

y. Deutsch. Krypt. 3 3. 691, 1913. 

寄 玉 及 産 地 Petula chinensis Max. 7 カン バ 葉 

鳳 鳳 山 誰 EEB< 邊 月 二 士 九 日 三浦 紗 成 

分 布 区 湖 , 北米 , 日 本 , 清洲 

記事 1887 年 選 . Winter 氏 は 本 菌 は yloma populinum Schum. 

の 子 栓 時 代 な り と し て 本 菌 の 同 寿 異名 中 に 取り 扱 ひ た る が 果して 

然 り と せ ば 本 の 了 四 名 は 其 先 名 槍 を 得 重 し て Dothidella popuhma 

(Schum.)) と な ら ざ る べから 次 し Sehumacher 氏 の 論文 は 1803 年 

に 出版 せら れ Hriee の も の より も ゃ 十 二 年 前 な れ ば な り 。 

113b, Dothidella Umi (Dav.) Winter,。 in Rabh. Krypt. 2, 904。 

1887, Komarov, in Fg. Ross. exsic. No. 289, 1900 : 

Syn. ん 22co7@ 7722 Fuckel, in Symb. 216, 1869 : 

799072@ の 876702 の eZ B. Br. 
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寄 玉 及 産 地 UIlmus campestris 工 . = レ 左 

吉 本 犬 正 十 年 九 月 三浦 比 成 

審 古 塔 附近 VII. 1896. Komarov。 

分 布 区 洲 北 米 , 日 本 清洲 
記事 本 歯 は 権 類 の 葉 (C 普 通 に 見 る も る の に し て 一 見 Rhytisma 若 

く は Phyllachora の 或 種 の 如く 漆黒 色 の 税 害 部 子 衝 を 形成 する を 以 
て 直ちに 知る を 得 べ く 突 率 漆 線 吟 末 演 附近 等 IC も 存 する が 如 し 

m. 球 殻 妖 (SplhaerialeS.) 

末 桜 を 形成 せ ず 子 園 殻 は 普通 球形 に し て 多少 長き 頸 日 を 有 し 普 

毛 を 有する も の あり 下 滑 な る あり 寄主 組織 外 c 子 裁 を 形成 する 

か 又は 多少 深く 埋 湊 する あり 或 は 子 和 を 形成 し て 其 内 に 埋 光 する 

と と あり 此 場 合 に は 吾 都 を 以 て 外部 に 開く 子 燈 の 形 は 種々 に し て 

胞子 も ゃ 赤 然 り 有 人 色 な る あり 無色 な る あり 柄 子 愛 は 普通 吉 質 に し て 

固 し 共 分 生 胞子 時 代 は 主として 寄生 生活 を み 子 栓 時 代 は 湯 C 死 

許 寄生 を な す も の 少な か ら ず す 本 選 は TLindau 氏 に よれ ば 十 八 料 六 千 

種 以 上 に 及ぶ と 清洲 に は 五 科 十 属 を 見 る 。 

不 電 OO 材 弱 、 ' 天 

1. 子 著 殻 は 家 生 駐 は 寄主 組織 中 ic 埋 湾 し 完全 の 子 生 を 作ら まず …2. 
子 誤 殻 は 完全 な ら る 子 論 中 fc 理 流 す …ー… スト ーー ニー Valsaceae. 

2.。 十 要 式 は 表 生 は 不 完 会 @H 介 上 C 生 す ・…owrouaoe 球 殻 画 科 

mf .。 朋 GS2E は 記章 本 UL.. ia は (Sphaeriaceae.) 

子 栓 殻 は 全部 又は 共 一 部 寄主 組織 中 に 埋 液 す … ド ーー… 3 

3. 子 燈 愛 は 生長 き 顎 口 を 有 し 子 商 の 頂部 厚 し …………… 時 針 画 科 

つい 表 妥 で rt の ZOO 二 ア CP つ Cr も スス つと 生生 の っ 19 と ルー つい ウー 区 巴 た た を 「 攻 ます っ だ 生生 だ (Gnomaniaceae.) 
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子 庄 殻 は 短 か き 頸 口 を 有 し 成 圭 すれ ば 表 度 を 破り て 外出 づ 

3. 6 

4 . ※ 汰 層 を 讐 く croOnGOSGOOEGOOOO の 小 球 纏 困 科 (MIYcosphaerellaceae.) 

汰 人 を 有 す om る FTatp o o ee oo な 多 房 子 - 園 桂 (Pleosporaceae.) 

( イ ) 球 殻 科 (Sphaeriaceae ) 

本 科 の 菌 は 其 子 畑 殻 表 生 に し て 昭 和久 頭 状 を な す を 以 て 他 科 と 

屋 別 せら る 二 十 三 選 七 百 験 種 あ り と 椅 せ られ 清洲 に は 一 属 一 種 残 

見 せら る 。 

Nenmatostotna 5 ッ doOwy. 

子 要 殻 は 表 生 に し て 小 膜 質 , 黒 色 , 問 口 の 周 園 に 長毛 を 有 す . 子 要 は 

覆 欄 状 に し て 汰 態 あ り 八 筒 の 胞子 を 含む 胞子 は 叶 色 に し て 多 肥 。 

本 局 は Von Hoehnel 氏 の Acanthostigmella に 近 き も 胞子 の 有人 色 な 

る と 締 状 帳 ある を 以 て 異な る 一 種 を 知ら る 。 

114, ematostoma Artemisiae Sydow, in Ann. Mye. 12,161, 1914 : 

A. Tdeta, in Zoku Nipp. Shok. Byo. 272,1923. 

寄主 及 産 地 Artemisia vulgaris 工 . ョ モ ギ 葉 

旅 順 大 正三 年 十 月 三 十 一 日 近藤 金吾 

分 布 日 本 清洲 

( ロ ) 小 球 殻 菌 科 (MYcosphaerellaceae.) 

子 本 殻 は 主として 表皮 下 に 形成 せら れ 稀 に K「 ク テク ル ] 下 に 生じ 送 

に は 必ず 之 れ を 破り で 出 で 肛 せ 質 乃 至 革 質 子 凌 は 八 胞 子 を 含み 胞子 
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は 種々 に し て 隔 膜 を 有 し 稀 に 瓦 忌 状 (Muriform), 無色 又は 有色 

し て 締 汰 骨 を 鉄 く 十 三 司 七 百 種 以 上 あり 満 洲 に は 四 局 を 見 ら る 

1 間 子 は 有名 な 0 ドド ドド nn Pheosphaerella. 

は ii 2. 

287 折 泌 応 9NDRBNDSZ2 提 2 も よし 5 9 まま の 

胞子 は 敷 胞 よ りな り 一 箇 以 上 の 縦 膜 を 有 す ……Pleosphaerulina. 
3. 普通 一 方 の 胞子 は 他 よ ょ より 大 な 0 mio Guignardia. 

療 通 胞子 の 雨 細胞 は 同 犬 を 0 リー…………… Mycosphaerella. 

Gtan の Cmarmdia Vala Gt 届き 多 . 

115. Guignardia Bidwelli (ElUis,) Viala & Ravaz. mm Bul. Soc. 

Myoc. France, 6, 63, 1892: Tindau, で . in Engl. et Prantl,TNatur. 

PH. 1, 1, 422。 1897 , Shear。C. 工 . & Quaintance。 A. 工 . in U.S. 

Dept. Ag. Farm. Bull. 284, 1907, Reddick,、D. & Wilson, C. S. 

Corn. Univ. Ag. Ex. St. Bull. 266, 1909: Duggar, B. M. in THg. 

dis. of p1. 254, 1909: A. Tdeta, in Handb. 268, 1909 : Reddick, 

D. Corn. Univ. Ag. Rx. St. Bull. 293, 1911: Massee, G. in 

Dis. of cult. p1. & trees。 167。 563, 1910 , Stevens, T.L. in Fg. 

which cause pl1. dis. 238, 1913: Stakman, E.C. & Talaas,。A.G. 

in Minnesota Univ. Ag. Rx. St. Bull. 153, 1916 : 

Syn. ZZge72@ 62 の zoe7762 ERIHs、in Bull. Torr. Bot. Club. 7, 90, 1880 : 

ア ん 72 2 の 2C07 Berkeley & Curtis, in Grev. 2, 82, 1873 : 
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ア o72 %87247767726 B. et C. in. 1.c. 

ezgzee OScde ngelman,。 in TrTans. St. Louis. Acad. Soc。 

Jour。、Prooca2240 語 2(( : 

の /o72 の 6Cof。 YaT. 7/g67wscoe Y. Thtmen, in Pilz. d. Weinstockes, 

16, 1878 : 

ge7Os2O7@ 2 の 672C67 の Rngehm. in lc. 2,165, 1881 : 

ysg/os の 7@ 02 の oe7762 (II.) Sacc. in Syll. 1, 441,1882: Oud- 

emans, in PBnum. 3 1277, 1921 : 

esZ2Z%g 60292pe762 (EL.) V. et R. in Prog. Agr. et Vet. 3, 

490-493, 1888: REllhs et Everhart, in U. Amer. Pyren. 262, 1692 : 

ア %277os が ec 万 72 の 67o7s2 の 28 11. et Martin. in 1. N. Am. FHg. 

No. 1169, 1866 : 

Cgz7g 62%oe7626 (HI.) Magn. in Bul. Soc. Myc. Hr. 9, 174, 

1899 : 

Goig07g7o @272767c27@ (Engelm.) Roze. in Bull. Soc. Myc. Fr. 

14, 24-26, 1898 : 

ア / ん 75o が ce 922co7o htum., in Pilz.d. Weinstockes、189, 1878 : 

Sacc. Syl. 3, 20, 1884 , Alescher,A., in Rabh. Krypt, 6, 98, 1901 : 

ど %27os が ce 太 7267scge Thum., in 1.c.: Sacc. 1.c. Allescher, in 1.c. 

寄主 及 産 地 Vitis vinifera 工 . ブダ ウ 区 , 葉 , 果 賞 

族 順 犬 正六 年 九 月 五 日 宮部 憲次 

同 大 正士 五 年 八 月 三浦 客 成 

大 困 ME 八 月 日 三浦 密 成 

普 落 店 大 正 十 五 年 月 清 鶴 成 
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記事 本 菌 は 浦 沙 に C 於 て は 窒 敬 の 介 諾 果 江 等 を 犯し て 黒 交 病 を 
起 さ し むる も の に し て 共 被 害 少 な か ら ず 世 敬 栽培 に は 最も 注意 す 

べき 病害 の 一 に し て Shear 氏 は [ボル ドー 合 列 | の 撤 布 に より て 完全 

に 本 病 を 勾 防 せ し が 祭 同 氏 は 本 病 勿 防 法 と し て (1) 春 早く 深耕 を な 

すこ て と ,(②) 被 雪 物 を 集め 焼却 する と と ょ と (③) 下 方 に 生 ぜ る 新芽 を 早く 取 

り 去 る と と 及び (④ 薬 烈 を 撤 布 すべ きこ と と 等 を 昌 げ た り 

116. Guignardia UHmariae (Tham.) 前 , 前 ira, n. SD. 

Syn. /Z2/7os が cfz 7 が 2d72de Thtnm。 in Pilz. Sib. No. 806. 1880 : 

Spots oirceular。 solate, brown, outer part yellowish to purpulish, 

generallY marginated distinctlY : peritheecia epiphyilous。 scattered or 

somewhat gregarious, minute, globose, immersed and at first covered, then 

ruptured with a short ostiole, about 110 > in diameter: asei clavate, 

apex round and sjightiYy thiekened (4.), base slowIy narrowed,shortIy 

pedicellate,。 hyahine, 54-60 x 10-12  : ascospores distichis。elhpsoidal or 

oblong, rounded at both ends, hyaline, 10-12 x 5-6 k. 

Hab. on leaves of Hihpendula palmata Max. Too-men-jhing, Aug. 19, 

1918: leg M. Miura. 

分 布 西 比 利 亜 , 清洲 。 
記事 本 菌 は 吉 長 深 線 士 価 凌 に て 大 正 七 年 人 月 ウラ ジョ ン モ ッ 

ケ の 葉 上 に 得 し も の に し て 甚 分 生 胞 子 時 代 は て von Thtmen 氏 が 

Phyllosticta UImariae と 征 芋 し ゃ の と 同一 に し て 余 の 探 集 せる も の 

は 同 菌 寄生 の 失 色 部 中 に あり し を 以 て 此 雨 者 を 同一 菌 と な せり 今 

参考 の 矢 め von Thimen 氏 の 記載 を 韓 載 すべ し 。 
Phyllostict. peritheciis epiphyllis, 8parsis vel solitariis。 mediis。 hemnis- 

phaericis, postremo liberis exsertisve, &tris in macula minima, irregularia, 
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arescendo candida, latissime sordide fusco cincta : sporis cylindricis, 

numerosSsissimis。anuoleatis。 utrindue truncato-rotundatis、hyalinis, 3.5-5 

mm. Iong., 2ー-25 mm. Cr8SS. 

In foliis vivjs Spiraeae Uhmariae Lin. in pratis pr. Ssamodourowka。. 

小 球 喜 菌 科 NICcosphnaeseBla JoharsS。 

子 栓 殻 は 表記 間 又 は 和 精 表 度 下 FC 形成 せら れ 球 形 に し て 漠 く 膜 質 , 

昭 口 は 短 叶 状 字 壮 は 賠 筒 状 乃至 梶 棒 和 に し て 八 胞子 を 含む , 胞 子 は 

二 内 より な り 柄 園 に し て 無色 又は 区 色 締 状 骸 を 鉄 く 。 

本 局 は 多く の 種 を 有 し 六 百 種 以 上 と 航 せ られ 基 分 生 胞 子 時 代 ゃ 

種々 に し て Ramularia, Ascochyta, Septoria, Phleospora, Cercospora, 

Cercosporina, Cercosporella, Ovularia、 Cyhndrosporium, Phyilosticta, 

_ Phoma, Graphiothecium, Diplodia, Septogloeum, Helhminthosporium 司 等 

の 所 請 不 完全 南 類 に 属し 其 等 同 根 種 的 開 係 に 開 し て は 未知 の も の 

少な か ら ず 子 要 は 秋季 泊 く 形 成せ らち ら る い \ を 常 と し 牙 場 合 に は 衝 尼 

的 生活 の み を 営む も の な り 浦 洲 C 十 三種 を 策 見 せら る 。 

117. 前 Yeosphaerella mandshurica 症 . MEiura, n. SB. 

(第 三 園 版 B) 参 貴 

Conidial stage, 一 -spots circular, oval to irregular in shape, scattered 

or confluent. 1 一 10 mm. across、 gray colored, thin, restricted : 

acervuli epiphyllous, small, scattered on the discolored spot, black : 

conidiophores very Short, colored, one septate, 18-21 ぶ 7-8.5 , apDe< 

somewhat dendroform, spores arranged somewhat vertioillate-jike: con- 

idiospores sickle shaped, rarely straight and fusiform, narrowed to both 



162 

ends, 3-6⑥ septate, constrected at septa, brownish dark colored. 32-54 x 

7-10 ん : 

Below the conidiophore mass,a phyllosticta stage of the fungus 

developes, its pyenidium is globose, black, about 70 / in diameter, spores 

ovate and hyalhine, 4x3/. 

Perithecia are formed also below the condiophore masses, globose, 

black, shortlY ostiolate, minute, 40-60/ in diameter : asci oblong, oblongo- 

ovate, hyaline, sessile, 35-40 x 14 /: ascospores Somewhat distichis, 

1-septate, fusiform, not constricted at the septum, hyalhine,、193-15x4/. 

Hab. on leaves of Populus laurifolia Ledeb. at Kun-chu-ling。 July 

and August, 1918, leg. M. Miura : Aug,. 1921. leg. M. Miura. 

記事 本 菌 は テリ ハ ド Fm の 葉 を 犯し て 次 色 玉 中 病 を 起 さ し むる 

も の に し て 共 被 害 基 だ し き と き は 落葉 を 早 む 余 は 其 彼 害 物 を 大 正 

七 年 七 月 八 月 及び 大 正 十 年 八 月 公主 償 に 於 て 探 集 し 開 東 州 内 に も 

之 れ を 見 る 。 

従来 ド m 類 を 犯す Myeosphaerella 菌 は 具 M.Populi Schroeter ある の 

今 之 れ と 本 菌 と を 比較 する に 子 装 及び 子 装 胞子 異な る の みな ら 

ず 其 分 生 子 時 代 全 く 異 な る を 以 て 之 れ を 新種 と な せり 。 

118. Myeosphaerella ragariae (Tul.) Lindau, in Engl. et Prantl, 

~ Natur. PHH. 1, 1, 424, 1897 , Duggar, B. M. in fg. dis. of pl. 261, 

1909: A. Ideta, in Handb. 260, 1909: Massee, G. in Dis. cult. pl. 

and trees, 194,1910: Migula, W. in Thome's E1. v. Deutsch. Krypt. 

3, 2, 281, 1913 : Stevens, in Hg. W.c, pl1. dis. 244, 1913 : 

SYn, 297276 の ガ 799726 Tual. in Select. fangor. Carp. 2. -88, 1863 : 
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Se72 の 77 の 72 の 6 Tu1. in Ann. sc. nat. 4, 5, 112 : Fuckel, in 

Symb. 108, 1669 : 

4scoczy/ み 77g9d72 の 6 Lasch. in Thtm, in Pilz. Sib, No. 111, 1877 : 

Sge7e//o 77o97626 (Tul.) Sacc. in Syll. 1, 505, 1882 , Winter, 

ば . in Rabh. Krypt. 2, 370, 1887 : Iirchner, in Pflanzenkr. 415. 

1890 : Tubeuf, 式 . in Dis. of pl. 214, 1897 : Oudemans, in Enum, 

3 537,1921 : 

fg22679766 Zs7266 Sace。 in Michelia, 1, 536, 1879 , in Syll. 4, 

203. 1886: Lindau, in Rabh. Krypt. 8, 547, 1907 : 

寄 主 及 産 地 Hragaria grandiHora Ehrh. オラ ンダ イチ ゴ 葉 

熊 岳 城 犬 正 七 年 九 月 三浦 鶴 成 

Hragaria SD. 頻 上 

族 順 es バト が 月 コ サ ュ 日 品 部 憲次 

五 送 子 大 正六 年 八 月 十 五 日 融 部 憲次 

Potentilla supina 工 . オキ ふ ス シロ 葉 

負 額 大 正 九 年 九 月 四 日 豆 部 憲次 

分 布 全 世 界 。 

本 責 は オラ ンダ イチ ゴ の 葉 に 普通 に 見 ら る いも の に し て Foten- 

lla 類 に 華 生 する も の は 或 は 本 種 と 民 別 すべ きも の な る や も 計り 

難 き も 棟 本 不 充分 に し て 之 れ を 決定 し 能 は ざり し を 以 て 今後 の 研 

究 に よる の 外 な し 。 

119. Wycosphaerella sentina (Fr.) Schroeter, in Pitz. Schles. 2。 29 ま 。 

Longyear, B. O・ in Tg. dis. in Michigan. 1904: Duggar, B. MT.m Fg. 

dis. of pl1. 358, 1909, A. 1deta, in Handb. 263. 1909: Tassee, ば . 
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in Dis. of cult. pl. and trees, 215, 1910: 時 eald, FT.D. in Phytopath。 

2, 127. 1912 , Stevens, F, 工 . in Tg. w. c, pl. dis. 246, 1913 ,) Migula, 

W. in Thome's 穫 . v.、 Deutseh. KKrypt. 3, 2, 293, 1913 : Stewart, 

V. B. in Corn、 Univ、 Ag. ex. St, Bull. 358, 1915 , A. Tdeta, in Handb. 

289, 1923: 式 . Hara, in fg. of East. Asia, 13, 1028 : 

Syn. epfoz22 se が 7 の Hr. in Syst. Myoe. 2、459、1823 : 

Se の 7o72C の 76CO72 Desm., 18 Nat. 7, Sacc. Syll. 3 487, 1884 : 

Tubeuf、 民 , in Dis. of nl1. 476, 1897 : Longyear,O. in Fg. dis. of 

Michigan, 16, 1904: Allescher,A. in Rabh. Krypt. 5, 829, 1901 : 

QA の 672 の 867272720 FTies。imn Syst. 2, 520, 1623 : 

SpZceye/7 み se が 2222 Fuckel, in Symb. 104, 1869, Winter, G. im 

Rabh. Krypt. 2, 389,。 1887 , Kirchner, in PHanzenkr. 415, 1890 : 

Oudemans。 in Enum. 3, 449, 1921 : 

SZAgeye/o ア y72 Auersw. in Myc. europ. 5, 11, 1869 ,) Sacc. Syll. 

1, 482, 1882 : Oudemans, in Enum. 3. 449, 1921 : 

Soe7e77 の 772726 HL et 包 y. in N. Amer. Pyr. 275, 1892: Onude- 

mans,。 in Enum. 3 449、1921 : 

寄 王 及 導 地 Pirus montana Nakai. 2 葉 

4 明治 四 十 互 年 五 月 十 八 日 ・ $p 作治 

熊 音 城 大 正 モ 年 九 月 十 六 日 三浦 鶴 成 

同 大 正八 年 九 月 廿 八 日 三浦 審 成 

大 。 旭 大 正八 年 十 月 六 日 三浦 鶴 成 

族 順 大 正八 年 十 月 三 日 三浦 宙 成 

SENT 1 大 正二 年 八 月 八 日 三浦 密 成 
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記事 本 菌 は 梨 の 上 に 寄生 し て 白星 病 を 起す も の に し て 技 審 基 

だ し き ょ と き は 落葉 を 早 む 潮 洲 に あり て は 支那 梨 は 日 本 梨 及 び 洋 梨 

より ゃ 被 雪 少 な し 。 

本 歯 の 生活 喝 は 1908 年 Klebann 氏 に より て 明らか KC 連 験 せら れ 

其 錦 防 と し て は 葉 の 幼き 間 に ボ ルド 一 液 を 滝 注 す べし と せら る 。 

120. 煎 yeosphaerella Fushinoki 前 . 前 iura, n. sp. 

(第 二 賠 版 D.) 参 妥 

Spots angular or roundish, scattered, gray in color, restricted by 

blackish brown Hine from the healthy part : perithecia epiphyllous scattered, 

subimmerced, then ruptures with short ostiole, globose, black, 70-95 / 

CTrOSS : 8ASC1 CYIEIG 本 8 rounded at apex, sessile, 49-57 x 14-15 ん : 

ascospores distichis fusiform, 1-septate and consticted at the septum, 

gently pointed at both ends,、 hyahne, 18 x 4.5 . 

On leaves of Rhus 1 葉 .、 Teng-huan-shan, Sept, 29,19158, 

leg. M. Miura. 

分 布 光 沙 。 

記事 本 菌 は 安夫 洛 線 鳳 鳳 山 C 於 て 大 正 七 年 妨 月 フラ シン ノ キ の 葉 

上 に C 探 集 せ る も の に し て 常 CCercosperella の 一 種 を 供 ふ が 故に 之 れ 

恐らく 本 菌 の 分 生 胞 子 時 代 な る べく 其 胞 子 は 線 状 に し て 無色 項 隔 

膜 を 有 し 長 さ 56[ ミ の ン ] 幅 3.5[ ミ ク ョ ン ] あ り 。 

191. 型 Yeosphaerell Staphyleae 疲 . 前 inra, n. 8D. 

“ (第 三 園 版 4) 参 虹 

Conidial stage, 一 spots circular, angular or jrregular in Shape 

scattered, rarely conHuent, brown, marginated, 2ー7 mm. in diameter : 
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aceryuli amphigenous, mostlY hypophyllous, scattered : conidiophores- 

light brown, paler toward apex. cyHndrical,、 not or 1-septate, 28-54 x 

5_.6 /: conidiospores iform, straight, sjightly curved, graduallY narrowed. 

to apex, hyalhine, 2-5 septate. 43-85x5.6/. 

Ascigerous stage、 一 -SDOts similar to the conidial stage, gray Or grayish 

white : perithecia amphigenous,。 minute, globose, black, immerced at 

first、 then ruptured the epidermis with a short ostiale, 75-100 

diameter : asci oblong to cylindrical, apex rounded and slightly thickened!, 

Subsessile. hyahine, 8-spored, distichis、 46-61 x 14-16 : ascospores 

fusiform、 pointed at both ends, 1--septate and constricted slightlY, 

yacuolate, hyaline, 15-18 x 5-7.5 /. 

Hab, on leaves of Staphylea Bumalda S. et ., Tsco-ho-kou, Sept. 

25, 1918. leg. M. Miura. 

分 布 凍 湖 。 

記事 本 菌 は 大 正 七 年 九 月 二 十 五 日 章 河 口 に 於 て ミウ バッ ウツ ギ 

の 代 上 に 探り し も の に し て 新種 と 認め 上 記 の 如く 命名 せり 。 

122. MYeosphaerella abutilontidicola 六 . 前 iura,。 n. sp. 

(第 二 略 版 選 参 喚 ) 

Conidial stage, 一 -spots circular, ovate, angular or irregular in outline。 

scattered or confuent, at first blackish gray, later quite gray in color, 

marginated by blackish Hine, 共 一 6 mm. across : pycnidia amphigenous, 

mosthy epiphyllous。 small, sphaerical, subummerced, ostialote short1Y, 

scattered、brownish black、90-120 / in diameter : spores ovate, hyaline, 

rounded at both ends without oil drop., 4x3 
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Perithecia globose, subimmerced。 minute, scattered on the discolored 

part, black, about 90 / in diameter : asci cylindrical, apex rounded and 

Somewhat thickened, base with or without a short pedicel, hyaine 

S6-45x 10-11 /: spores oblong, 1-septate, not constncted, lei 

10x3 

Hab. on leves of Abutilon Avicennae Gaertn., Kun-chu-jng. Aug, 

5, 1920, leg. M. Miura. 

分 布 滞 沙 。 

記事 本 責 は イチ ビ の 葉 を 犯す も の に し て 被 筆 部 は 稀 に 基 だ 大 

と な る と と あり 議 洲 以外 未だ 本 南 角 見 せら れず 彰 鮭 に 産 す る WM 

Abutilontis Nakata, 菌 と は 胞子 の 大 さ 全 く 異 な る 。 「 

123. MYcosphoerella tatariea (Syd.) 貴 . 区 iura. n. sp. 

(第 二 賠 版 『.) 参 

SYn. の 77o72@ 727G72c9 Syd. in Any. Mye. 12, 163, 1914 : 

Conidial stage, 一 Septoria tatarica Sydow. 

Ascigerous stage,- 一 SDots angular in general, scattered or confluent 

minute, 1 to several milimeters in diameter, at first brown, then turn to 

grapish white。 margmated : perithecia epiphyllous, scattered on the 

discolored spot, globose, immerced, shortly ostialate and erumpened。 

90-100 / across , asci cylidrical, rounded at apex, hyahne, 40-45x 10 必 

a&SCOSpores fusiform, rounded at both ends, constricted at the septum, 

distichis, 1-septate, hyaline,、 10x5 ん み . 

Hab, on leaves of Aster tataricus 臣 . kii-lin、 耳 siao-pai-shan,。 Aug, 

16, 1918, leg. M. Miura. 
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分 布 日 本 , 滝 沙 。 

記事 本 菌 分 生 胞子 時 代 は 日 本 に 族 て は ヒメ シラ ン の 葉 を 犯し 

て 大 筆 を 興 ふ る と と あり 余 は 邊 て 輝 れ を 青森 上 能 青森 市 外 石 江 C 於 

て 探 集 し Sydow 氏 に 状 り し に 氏 等 父子 は 和 之 れ を 新種 と し て Septoria 

tatarica と 命名 せる が 今 凍 洲 に 於 て 其 子 葵 時 代 を 彼 見 し 上 記 の 如く 

改名 し た る な り 。 

124。 六 Ycosphaerella 斑 aiinverniana, Catt., 氏 . ara, in THg. o 

East。Asia. 15, 1928 : 

Syn. の の 2e7e7/2 eoe7z222 の (Catt.) Archv., in Sacc. Syll 1, 527 

1682 : 

記事 本 菌 は 龍 曲 城 C 於 て 原 括 六 氏 が 大 正士 五 年 秋 指 の 枯葉 上 

に 採集 せる も の に し て 余 は 之 れ を 探 集 せ ず 。 

125. 前 Yeosphaerella Tassiana (de Not.) Johans の 一 型 ,in KK. 

Hara, 」.c. 17。 

記事 本 菌 も 同年 原 氏 が 吟 爾 演 に 於 て 箱 の 葉 上 KC 病 見 せる も の 

に し て 余 は 未だ 之 れ を 見 才 。 

126. 症 yeosphaerella Gossypina (Ck.) Atk、 in Hara, Hg. of East. 

Asia. 14, 1928 : 

本 画 も 前 同様 に し て 余 は 滞 洲 に 於 て は 直 分 生 胞子 時 氏 な る Oer- 

cospora 型 さ へ 探 集 し た る と と な くく 陸地 綿 の 葉 上 に は 常 c て 一 種 の 斑 

味 を 見 る も 余 は 如何 な る . 赦 な る や 未だ 胞子 を 見 た る と な し 。 
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127. 葛 Ycospnaerella alarum HI. et 表 alst. in Hara, Hg. of East. 

Asia. 12,1928 : 

本 菌 も 原 氏 が 熊 語 城 C 於 て カ ヘ デ (Acer palmatum と せる も Acer 

Pseudo-Sieboldiannm の 誤り な らん か ) の 甘 上 に C 探 集 せ る も の に し て 

余 は 之 れ を 採集 し た る と と な し 。 

128. 型 Yeosphaerella Sojae 革 ori. mn Hara, Fg. east、 Asia. 12。1926 : 

本 菌 も 原 氏 が 吟 爾 濱 に て 大 豆 の 葉 上 に 探 集 せる も の な る が 余 は 

之 れ を 見 ず 面 し て 氏 は 本 菌 と 混 じ て 一 種 の Phyllosticta 菌 を も 策 見 

せる が 其 大 さ は Phyllosticta sojaecola Mass. よ り も 大 な り . 

Phaeosphaere11a 終 amsS《。 

本 局 は 線 て の 性 質 は 欧 き の MYeosphaerella に 似 て 只 其 胞子 着色 せ 

ら る ヽ \ を 以 て 輝 れ と 異な る 世界 に 大 央 刀 種 あり 満 洲 に 一 種 知 ら る 

129. Phaeosphnaerella Oryzae 古 ara, mm DiS. of rice pl 140。 1916 : 

in Hg. east Asia, 11, 1928 : 

寄 主 及 産地 Oryza sativa 工 . イ ネ 墓 上 

態 語 城 大 正 七 年 十 月 三浦 審 成 

熊 主 城 大 正士 石 年 月 原 朱 

金 放 昭和 二 年 十 月 三浦 密 成 
分 布 日 本 , 清洲 

Pleospn ね aerelinna PSS ら を 。 

子 栓 殻 は 球形 に し て 表皮 下 に 生じ 後 之 れ を 破り て 出 づ 小形 に し 
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て 昧 色 証 凌 は 和 八 個 の 子 畑 胞 子 を 含み 根 棒 汰 . 胞 子 は 瓦 状 , 無 色 , 経 炊 

毅 を 魚 く 世界 に 大 過 七 種 清洲 に 二 種 績 見 せら る 。 

180. PeosphaernHna sojaecola (Massal.) 茜 . 童 inra, in Dis. of imp. 

crop. of Manch. 23, 1921: A. 1deta, in Zoku Nipp. Shok, Byo. 。 

299, 1326 : 

SYn. 4277os22c7Z so7Geco7 み Massal。 in Atti d. 民 . Istit Veneto di. sc. 

jett. et arti, 59,2, 688, 1900 : Sacc. Syll. 16, 823。1902 : 

寄 玉 及 産地 Glyeine Soja Thunb. グ ゴ 区 葉 

公 主 領 大 正 九 年 八 月 一 日 宮部 憲次 

同 GSW 邊 月 日 三 補 署 成 

同 DE ES と 日 三浦 鶴 成 

大 _ 連 昭和 二 年 士 月 二 日 三浦 宗 成 

分 布 伊太 利 , 清 湖 。 

記事 本 南 は 滞 洲 の 大 豆 葉 上 に 普通 に 見 ら る いも の に し て 其 被 

害 部 は 先 き < 逃 べ し GibberellaC よ る も の より ゃ も 知 か に 大 に し て 上 且 

つ 其 形 ち ゃ 不正 形 な り 。 

131. Pleosphaerulina Abutilontis 型 . Mira, n. sp. 

(第 三 賠 版 C:) 参 

Conidial stage, 一 -spots cireular,elhptical or irregular,。brown at the- 

under, and grayish brown at the upper side, scattered or confuent, 1-5 mm. . 

&crOSSs: DYCnidiia amphigenous。 scattered as minute black spots, but under 

the microscope, it is brown, globose with a short ostiole, 60-100 / in 

diameter: spores 。ovate,wide eliipsoidal, rounded at both ends with an 

oil drop near them, hyaline, 5-7 x 3.5-4.5 み . 
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Ascosporous stage,--pDer1ithecia as in the case of the former, scattered , 

Subimmerced without ostioles, 70-90 / in diameter。wall-cell polygonal 

in genral 14-21 /, across, arger than the most other species : asci Oovate 

or nearly glogose、hyalne, rounded and thickened at the apex, (3-10 .) 

Sessile、 8-spored, 55-65 x 40-50 /: ascospores muricate. 28-33 x*10- 

11.5 without paraphyses. 

Hab. on leaves of Abutilon Avicennae ば aert. Kun-chu-ling Aug. 3, 

1921, leg. m. Miura. 

記事 本 菌 は 清洲 C 於 て イチ ビ の 葉 上 に 見 ら る ヽ  ふも の に し て 基 

柄 子 器 時 代 は 先 き の IMycosphaerella 菌 の も の に 比 し 大 な る を 以 て 直 

ち (C 之 れ と 寿 別 する と と を 得 。 

( ハ ) 多 房 子 菌 科 (Pleosporaceae.) 

本 科 に 局 す る 菌 の 子 認 殻 は 寄主 組織 内 に 埋 浸し 塗 に 開口 する も 

の あり 惣 め ょ より 多少 表 生 様 の も ゎ の あり 帝 長 は 映 質 又は 多少 革質 に 

し て 口 あり 子 国 は 根 棒 様 園 筒 状 に し て 復 璧 賜 子 は 種々 な る も 通 

常 有色 に し て 長 権 周 形 紡 鍵 形 又 は 棒 園 形 に し て 子 壮 は 締 汰 骸 を 有 

する を 普通 と す 二 填 三 馬 あり 光 洲 C 二 局 を 知ら る 。 

1 胞 お は 二 肥 He り な る Ko の まき: の な の io 29: の alexgfaeteieoo 2 V enturia, 

2 の 胞 子 は 三 胞 1 リ 55 本 生計 CGCCOEEKCCECC2 人 LLCYXXCSSD Leptosphaeria. 

exnturisx Cesati et de Notaeis。 

子 栓 殻 は 膜 質 に し て 用 く 孔 日 を 有 し 暗色 子 栓 は 無 柄 或 は 短 柄 あ 

り 彫 筒 様 胸 子 は 長 権 園 乃至 卵 状 格 園 に し て 無色 又は 凝 黄色 壮 通 
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汰 骨 を 鉄 く , 其 分 生 胞子 時 代 は Tusiclsdium と し て 知ら る 世界 に 約 五 

十 種 あり 満 洲 に 二 種 を 知ら る 。 

131b. Venturia Tremnulae (Frank.) Aderh., in Stevens, Fg. W.c. pl 

dis. 295, 1915: 
Syn. 7%s2c7gd24422 が 67244746 Trank, in Landw. Jahrb. 12,525, 1689 : 

Aderhold, in Hedw. 34。 81, 1895 : 
Wo7ec7Z の 22472 が 677220Ze Sacc. in Syll. 4 482。1886 : 

O り 272z22 7GO2os%272 Lib. in 1. Crypt. Ard. No. 285, 1624 : 

7%szc7gd2%22 7 の 2ose272 (Lib.) Lindau、 in Ann. Myc. 3, 439, 1905 : 

in Rabh. Krypt. 8, 777, 1907 : Jaap, in Ann. Myce. 9 339。1911 : 

Davis, in Prov. List、889。959, 1914 : Oudemans, in Enum. 2, 91, 

1920 : 

C7 み dos2o722472 7 の 2726270s44272 Desm. in Ann. Sc. nat. 3, ser, 18, 361, 

1852 : 

C/z2ospo722472 4s7e7o722 Fuckel, in Symb. 355, 1859 : Sacc. SylL, 

4, 357, 1886 : 

寄 王 及 産 地 Populus monilifera Ait. モニ リヤ ヤマ ナラ シ 葉 

熊 量 城 大 正 九 年 カ月 七 日 宮部 憲次 

Papulus aurifolia Ledeb. テリ ハ ド ョ 葉 

陸 病 城 大 正 五 年 九 月 七 日 癌 部 憲 菊 

pi 大 正 五 年 九 月 五 日 宮 部 憲次 

熊 量 城 犬 正 旭 年 十 月 二 日 三浦 審 成 

記事 本 菌 は Frp 類 の 葉 を 犯し て 黒星 病 を 起す も の に し て 其 分 
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生 胞 子 時 代 は Tusicladium と し て 知ら れ 甘 の 上 面 C 比 較 的 大 に し て 

園 形 な る 黒 弁 を 生じ 基部 の 裏面 は 可 黄 視 色 <C 疑 才 香 人 其 子 計 胞 子 

時 代 を 見 ず と 避 も 既に C 先 党 の 士 の 息 験 に より て 本 菌 な る と と を 知 

り 得 る も の に し て 本 菌 の 接種 試験 に 成功 し た る Aderhold 氏 は 共 種 

名 を 上 記 の 如く な し た れ ど も ゃ も 共 先 合 本 より すれ ば 本 種 の 四 名 は 上 

訪 の 如く な ら ず Venturia radiosum (Lib-) と な すべ きも の KK 上 非 ざ る か 

後 考 を 期す 。 

131c, Venturia pyrina (Cooke,) Aderhold, in Landw. Jahrb. 25, 875, 

1896 : in Hedw. 36, 80, 1897 : Clinton, in Conn. Ag. ex. st. Rpt. Bot. 

1904, Duggar, in Hg. dis. of pl. 264, 1909: A. Ideta, in Handb. 

270, 1909: Massee, in Dis. cult. pl. 層 trees, 208。1910 : Stevens, 

in Fg. w.c. nl. dis. 253。1913 : Migula, in Thome's 区 Deutsch. 

Krypt. 3, 2, 334。 1913: 了 本 esler 交 Whetzel in Mann. of fruit dis. 

3922, 1917 : Oudemans, in Enum. 3 449. 1921 , Cunningham, in Hg. 

dis. of fruit trees,。160, 1925 : 

Syn. 6722272708 の 076472 の 7726472 Lib. Rxs. 188, 1830 : 

ア 7%s2c/Z の 22272 272720772 Corda, Tcons。 1, 3. 1837 , Sacc. Syll. 4, 27, 

1886: 「 
Cgdos2o7?44972 の 07277072%276 Peyl. in Lotos, 15, 18, 1665 : 

7%s2C722%72 の 7266776 (Lib.) Fuckel、 in Symb. 357, 1663: 

Kirchner, in PfHanzenkr. 441. 1890 : Tubeuf, in Dis. of pl. 507, 

1897 : Lindau, in Engl. et Prantl, Natur. PHH. 1, 2, 472、 1300: 

Longyear, in Michipan. Ag. ex. et. Bull. 25, 15, 1904, TLindau, mn 

Rabh. Krypt. 8, 781, 1907 : Lounsburg, in Ag, Jour. S. Africa, NO. 

27, 3-19, 1908 : 
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2 の e7e772 se7722 (Hr.) Sacc. (not Fuckel,) in Syll. 1. 482, 1882 : 

e72472@ の が な 2C22。 の 7. の 7976。 in Tubeuf, Dis. pl. 507, 1897 : 

容 宇 及 産 地 Pirus montaua Nakai. ナブ ョ ジン 葉 柄 , 葉 

熊 理 城 大 正 五 年 九 月 五 日 融 部 憲 区 

同 犬 正八 年 九 月 二 十 八 日 三浦 密 成 

替 天 大 正 五 年 九 月 七 日 串 部 憲 家 

芦 家 屯 大 正 DW 征 旬 月 二 十 七 日 三浦 客 成 

2 大 正八 年 元 月 二 十 七 日 三浦 鶴 成 

得 利 寺 央 到 KN 人 Eb 月 生日 三浦 客 成 

分 布 全 世 界 . 

記事 本 菌 の 分 生 胞 子 時 代 は Tusicladium pirinum と し て 知ら れ 

1896 年 Aderhold 氏 が 接種 試験 を 行い ひたる 結果 此 Tusicladium は 

Venturia 菌 の 分 生 胞 子 時 代 な る と と を 立 誇 せる も の に し て 清洲 に 

於 て は 日 本 梨 西 洋梨 より ゃ 支那 梨 の 被害 多く 特に 鳴 梨 は 本 病 に 刷 

し て は 最も 抵抗 力 少な 〈 其 甚だしく 犯さ れ た る 場合 に は 中 夏 の 頃 

至れ ば 殆 ん ど 全 部 の 老 某 は 落下 し 僅か に 枝 の 先端 iC 散 個 の 被害 

新 葉 を 止む る に 過ぎ ざる こと と あり か いる 場合 に は 果 宴 は 勿論 肥大 

成長 を な し 得 ざ る が 故に 克 品 と な ら ざ る の みな ら ず 開花 ナチ る を 以 

て 弄 年 の 必 獲 に も 大 な る 損 雪 を 興 ふ る も の に し て 本 病 は 梨 の 黒星 

病 と 航 し [ボル ドー 液 の 搬 布 に より て 完全 に 珠 防 ナ る と と を 得 , 

ILeptospjhnaeria Cesati @> dde Notaris。 

子 栓 殻 は 始め 埋 汰 し 輝 に は 多少 表皮 を 破り て 外部 に 出 で 生 球形 

に て し て 鞍 様 膜 質 の 殻 感 を 有 し 史 口 あり 子 半 は 和 精 園 筒 状 に し て 胞子 

は 卵 形 長 棒 園 形 及 至 紡 鍵 箕 三 箇 以 上 の 隔 膜 あり オリ ー プ 色 芝 殴 色 
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乃至 褐色 本 局 の 分 生 胞子 時 代 は Cereospora, Phoma, Hendersonia, 

Sporidesmium, Septoria, Coniothyrium, Cladosporium 等 に 属す る も の に 

し て 世界 に 約 五 百 種 あ り 清洲 に 一 種 を 般 見 す 。 

131d. Leptosphaeria mandshurica 芝 , 前 iura, n. sp. 

SDots scattered or confluent, circular, eliiptical or irregular in shape, 

at first brown, then turns to gray, marginated : perithecia epipbyllous, 

smal, scattered or gregareous, globose, black, subimmersed, then ruptured, 

shortly ostiolate, 90-120 / in diam.: asoi cylindrico-clavate. hyaline* 

64-8S0 x 10-11/: ascospores distichis, fusiform, oblong, pointed at .both 

ends,4-septate,not constricted, subhyaline to light sooty, black, 25x4/. 

Hab. on leaves of Malus domestica, Harbin,、 Aug, 21,、 1918, leg. MT. 

Miura. 

分 布 清 湖 。 

記事 本 細 は 余 が 吟 爾 濱 に 於 て 共 樹 紅 各 種 の 葉 上 KK 探 集 せ る も 

の に し て 基 分 生 胞 子 時 代 不 明 な る も 子 燈 時 代 は 大 色 の 閥 色 部 に 生 

じ 胞 子 は 普通 四 隔 膜 を 有 し て 媒 色 を な す 本 菌 の 包め < 多少 落葉 せ 

る を 認め た る が 其 後 南 滴 地方 に て は 湖 C 今 日 に 至る まで 本 菌 を 探 

集 た る て と な 

( 二 ) Valsaceae. 

子 邊 は 鎖 さ れ 柄 球形 た を な し 或 は 生 紡 鍵 伏 を な す と と あり 子 壮 殻 

は 子 学 中 深く 理 湾 守 られ 填 色 に し て 散在 する か 又は 相 接し 長き 
吾 部 を 以 て 外部 に 開く 子 国 は 賠 筒 状 又は 根 棒 汰 に し て 普通 交 汰 能 

を 有 す 十 属 あ り 滝 洲 C 二 局 を 見 ら る 。 
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属 の 李 索 表 

1. 子 本 陽子 は 草間 より な る moe So に 

2。 子 要 胞 子 は 二 腸 以 は れ ェ り な る ……… ド ーー ドド … つつ 2 プ と の の 2C も oco と 」 Diaporthe. 

alsa 衝 mieS。 

子 栓 穀 は 子 生 中 に 埋 湊 し 黒色 に し て 長 頭 を 有 し 子 要 は 球形 又は 

周 答 汰 郊 子 は 普通 量 細 胞 に し て 周 筒 形 無 色 駐 は 淡 褐 色 炎 汰 能 を 鉄 

く 局 具 に 大 過 百 六 十 種 滴 洲 に 二 種 を 産 す 。 

131e. Valsa Wali 前 7abe et Yamada, in Some imp. dis of fruits and 

fr.-trees in Hokkaido, 1903: Y. Takahashi, in Hokk. Ag. ex. st. 

Bull. 5, 1907 , A. Tdeta, in Handb. 295, 1909: MM. Miura, in 

Aomoriken Ag. exp. st. Bull. 15, 117-139, 1915 ) in Dis. of Apple 

and Apple-trees, 97。1917 , 氏 . Togashi, in Jour. of Coll. of Ag. 

Hokk. Imp. Uniy. Sapporo, Jap. 12, 265-321, 1924 : 

Syn, Co8 の o7@ 27297295x476C@ Niura。 in Orch. in Manch. 146, 1925 : 

寄 玉 及 産 地 IMalus domestica Borkh. 7 更 

熊 旦 城 犬 正八 年 五 月 二 十 四 日 三浦 審 成 

同 大 正 九 年 四 月 二 十 一 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 重 鮮 , 清 滑 。 

記事 本 菌 は 茶樹 の 幹 を 犯し て 交 商 酒 を 起 さ し むる も の に し て 

余 の 究 芝 る も の は 日 本 KC 産 す る も の た 上 比 し て 其 分 生 胞 子 少 し く 小 

形 な る も 其他 に 於 て 大 な る 差 を 見 ず 始 め 余 は 日 本 産 の も の と 清 油 

上 産 の も の と は 析 万 C 相 異な る も の と 考 へ し ゃ 其 差 極め て 僅少 な る 

を 以 て 此 雨 者 を 万 (C 同 一 た る も の と せり 。 



131f, Valsa ambiens (Pers.) Fr.? 

寄 玉 及 産 地 Pirus montana Nakai, ンー 調 

熊 昌 城 犬 正八 年 五 月 二 十 四 日 三 洒 紗 成 

同 大 正 九 年 四 月 二 十 一 日 三浦 鶴 成 

分 布 清 潤 

記事 本 菌 は 梨 の 樹幹 を 犯し て 腐 底 病 を 起す も の に し て 其 病 敏 

は 茶樹 挫 座 病 'C 於 ける と 全く 等 し く 唯 基 被 害 部 が 途 褐 色 な ら ず 
し て 黒 色 と な る を 異な り と す 其 分 生 胞 子 時 代 は Cytospora carphosp- 

erma Fr. に 一 致す る も 余 は 未だ その 子 衰 時代 を 見 ざる が 才 に 其 種 

名 を 決定 する は 少し 時計 な ら 5 ず や と 考 へ ら る いい を 以 て 今後 調 在 

を 進む る まで は 疑問 を 附 し て Valsa ambiens Hries と な す . 

piaportlhe 内 itscn 了 Ke. 

子 邊 は 種々 の 形 を な し 子 輸 殻 は 肌 質 又は 策 災 質 に し て 長 及 を 有 

し 胞子 は 二 胞 よ りな る 其 分 生 肥 子 時 代 は Phomopsis. と 舟 せ られ 二 

型 の 胞子 を 有 す 闇 洲 に 二 種 を 帝 見 す 。 

131g. Diaporthe pomigena (Schw.) Miura, in Aomoriken Ag. ex. St. 

Rept. for the Year 1917, 1918 : in Orch. of Manch. 151, 1925 : 

Syn, の odeg の o722960 の Schw. in Syn. Amer. bor. No. 1909、1694 : 

り ones, 臣 . R. in 5. Ann. Rpt. Vermont. Ag. ex. St. 1891. 

2772co7 の 9269672% (Schw.) Saec. in Longyear,。 Spec. Bull. 

Mich. Ag. ex. St. No. 25, 14, 1904 : 

767oc@e アア o726 Fries, in Sys. 3835,1884: P. Sorauer in Obst- 

baumkrank. 100, 1879 : 
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7Zoz2G 22672 Schulz. et Sacc. in Fg. Slav. No. 7832, 1869 , Sacc. 

Micr. Slav. No. 42、1884: Sacc. Syll. 3. 75, 1864: Morse & Lewis, 

in Maine Ag. Rx. St. Bull. No. 185, 365, 1910 : 

ア Zozzoe アア oz727 Pass. in、 Diagn, T.N.W. No. 71, 1890 : Sacc. 

Syll. 10, 141, 1892: Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 203, 1901 : 

Brooks, in N. 廿 . Bull. 157。 10-13, 1912 : Phytopath. 2, 63-72. 

1912 : in le. 3 249-250, 1913: Hesler & Whetzel, in Mann. of 

fr. dis. 87, 1917 , Cunningham, in THg. dis. of fr. trees, 107, 1925 : 

C2727e7os が 77344 o722 Brooks。 in N. 時 . Ag. ex. st. Rept. for 

19-20, 1908 : in Torrey Bot. Club. Bull. 9。 1908 : in N. H. Ag. 

Ex. St. Bull1. 144, 1909: Pole Evans, in Transvaal Dept. Ag. Tech. 

Bull. 1, 1909: Duggar,。 in Hg. dis. of nl. 341-843, 1909: IMorse 

& Lewis, in Maine Ag. Ex. St. Bull. 185, 356-857, 1910 : Clinton, 

in Conn、Ag. Ex. St. Rpt. 723,1910 ) Gissow, in Ann. Rpt. Ex. 

Farm for the year 1911-11。 244-245, 1911 : Scott, in Phytopath. 

1, 32-34, 1911 : Jackson, in Oregon Ag. Coll. Ex. St. Beinnial 

Crop and hort. Rpt. 234-236, 1913 : Stevens, in Fg. w.c. pl. dis. 

563, 1913: Hesler & whetzel, in Mann. of fr. dis 87, 尼 393, 1917 : 

ア o7zo の 578 7 Roberts。 in Phytopath. 2, 263-264, 1912j in 

り U.S. Dept. Ag. Bur. pl. Ind. Bull. 280, 1813 : Smith, EE. 甘 . 岳 

Phytopath 6, 309, 1916 : 「 

の gyo77e og76 IMiura, in Aomoriken Ag. Ex. St. Bull, 15, 

77-116, 1915 Ch. Tanaka, in Myeologia, 11, 150-152, 1919 : 

寄 玉 及 産 地 IMalus domestica り リャン ネ 法 果 宮 

熊 皇 城 犬 正 九 年 十 月 - 三浦 成 

分 布 隊 洲 , 米 較 , 南 亜 那 利 加 , 漂 湖 , 日 本 , 朝鮮 , 清 湖 
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記事 本 南 は 普通 華 果 紅玉 の 果 資 を 犯し て 玉 中 注 を 犯す も の に 

し て 果 穫 よ り 分 離す れ ば CyHindrosporium 型 の 胞子 を 得 さ べく 芝 れ を 

茶樹 に 接種 すれ ば Phomopsis 型 菌 生じ 之 れ を 堪 養 すれ ば 始め て 

Diaporthe 型 菌 を 生 ず 面 し て 余 は 末 だ 自然 に 於 て は 本 菌 の 子 認 時 代 

を 見 た る で みな 

Hemiascomycetes。。  . | 浦 州 | 日 本 | 北 済 | 印度 | 区 州 | 北米 | 漆 放 
ProtormyceS rmacroDu8, 二 上 9 5 と = 回 

ーー 

MonascuS DurDUuTeu8. 十 二 

計 1 | | | | 

Protoascommycetes。 

Saccharornyces IMarxianu8, < お 

Q. dlairen818, ー ト < に 

S。 mandshuricu8。| 十 

ygosaccharornYceS D1SDOrUS, - 十 
ーー ーー 

Z. mandshuricuS, 上 

ーーーーーーーー | 一 ーーーーーーーー |-ーーーーーーーー | ーーーーーーーー 

『 "人 mandshurica, 

Wilia belgica, 

W. anornala, 

Torulaspora Rosei, 

Pichia mmermmbranaefacien8, 隊 本 

Debaryomyces mnandshuricu8。 

Myeoderrmna mandshurica, 

Endomyees 耳 ordei, 

Endomyees Mali, 
ーーーーーーーー | ニーーーーー- フ ーーーーーーーー | ーーーーーーー リーーーーーーーー コ リーーーーーーー| ーーーーーーー プ |ーーーーーーー 

比 uascOomYceteS。 
ーーーーーーーー プ リー つつ ーーーーー--| 一 ーーーーーーー ト ーーーーーーー リ ーーーーーーーー| 一 一 一 ご リーーーーーーーー 

Taphrina bullata, 士 - ー キー 
ーー ーーーーーーーー ヽ |ーーーーーーーー リ ーーーーーーー 

ポ 。 deforrmnan8, 十 十 < に 上 十 - ぉ = 十 
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WW p| 北 清 | 印度 | 史 洲 | 北 迷 | 深 洲 | 南 避 
華 . Mume, 十 十 

中 Pruni 本 旨 
II truncicola, し 4 本 電 と 

0 Cerasi, 十 上 

' ME Umbelliferarumn. 十 十 

: 交 SMerotmih TLibertiana, 十 十 十 十 

N、 8 fte5 放 5※ 十 エ 科 和 

. laxa, 十 ド 

. 氏 enjiana, 十 十 

Pyrenopeziza Medicagini8, 十 十 

908 人 KomarOY1。 十 | 、 細 

| ra&dian8. 二 | 

OOCenangiurn ja&DOnicurn, 十 二 | 

Rhytisma Salicinurmn, ド ー に 二 | 和 キ ご 

Rh. punctaturm, 十 EE 者 貞 。 キ ョ 中 

Rh. lonicericola, 十 士 | 千 

Penialliurm expanSurm, 8 し 29 'F 上 。 akcl 軸 際 ー 

PA 1talicurn。 本 Hi "| に 折 。 ch c 

F. digitatumn, BI 。 記 oe:。| 。 導 上 

は rnandshuricurn, | ピー 

6 Roqueforti, 9 1 ょ | 市 / 可 編 ーー 

Aspergillus glaucus, 記 二 衣 語り 馬上 1 RY = 

Asp. Oryzae. いう 3 弓 馬 の 

Sphaerotheca 本 umili, . 全 和 「 * 工 。 主張 則り RY 

SDh. fulginea, 2 RS | [aa 3 生 識 本 和 補 

Sph. PannOS8, 院生 NT 科 て 半 商 還 1 25 識 附 内 人 

Podosphaera 1eucotricha, 臣 3 了 需 ご 間 凍 旨 MM ARMM 



ER. gTarmin1s, 

ER. Plantagin1s, 

Uneinula SaliciS, 

% UI mandshurica, 

U. clandestina, 

U. necator, 

| U. SengOku1, 

ーーーーーーーー | ーーーーーーーーー | 一 ーーーーーーーー- | 一 ーーーーーーーー 

+ | 

Sa&lrmon1i, | DU. 

Sawadlaea Aceris, 

Microsphaera Alni, 

M. Polygomi, 

M. Berberidlis, 

Trichocladia Caraganae, 

Phyllactinia Corylea, 

人 Apiosporirnrm Salicinurn, 

| Parodiella perisporioides, 

1 Pyrenommycetes, 

ij Gibberella sp. 

Polystigma rubrurn, 

| Epichloe typhina, 

Claviceps mnicrocephala, 

Ustilaginoidlea Yiren8, 

Phyllachora grarminis, 

Dothidella betuhna 

D. UHmi, 

Nematostoma ArtermiSiae。 

Guignardia Bidwelli 

+ | |+|+ 

ューーーーーーーーー- ーーーーーーーーーー | ー-ーーーーーーーーー 
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浅 本 | 清 | 遇 度 了 州 | 務 玉水 南 避 
x ば 。 UImariae, 

xIMyecosphaerella mandshurica, 

M. Fragariae. 

M. Sentina, 

<. Fushinok1. 

Staphyleae, 

abutilontidicola, 

tatarica. 

Malinvernian8a, 

Gossypina 

alarurn. 

Sa&]a6. 

Phaeosphaerella Oryzae. 

Pleosphaerulina sojaecola. 

x Pleosphaerulina Abutilontis、 

Venturia Tremulae. 

- ボ 

1 0 
まし 

er 

5 
aa 

MM 
ep 

朋 下 
Tassiana, ノ 一 区 「 = 

要 
生計 
ギ 

に | 
ドド 
押 
人 V. PyYr1na. 

x Leptosyhaeria mmandshurica. 

Volsa Mali. 

Valsa amnbiens ? 

JDiaporthe pomigena, 

滴 洲 に 産 す る 子 畑 菌 類 と し て 知ら れ た る も の 其 だ 小 敷 に し て 

Komarav 氏 は Dothidella Ulmi, Pseudopeziza radians, PseudopesziZa 

Komarovi の 三種 を 曇 げ 余 は 邊 て 清洲 主要 作物 の 病害 中 CSclerotinia 

Tibertiana 及 び Pleosphaerulhna sojaeecola の 二 種 を 果樹 の モ = ニ リア 病 
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就 て の 内 (CSclerotinia fructigena, Scherotinia laxa 及 が Selerot. 氏 enjiana 

の 三種 を 逃 べ 原 播 尊氏 は 東亜 菌類 誌 中 C 十 六 種 を 記 必 る を 以 て 今 

月 まで 知ら れ た る も の は 僅か に 二 十 三 種 (一 種 は 重複 叶 る も の )c 包 

ぎ ざ る が 本 報告 に 於 て は 連 に 九 二 三種 に 達し 和 休 今 後 調査 の 進む 

従 ひ て 慕 散 を 増加 する は 明らか な り 面 し て 此 内 満 洲 に 産 す る こと と 

の み 知 られ た る も の 十 五 種 あ り て 特 (Cc 注意 を 要する は Saccharomy- 

ces mandshuricus, 必 ygosaccharomYyees mandshuricus,、Unecinula mandshu- 

rica, MIycosphaerella abutilontidicola, Pleosphaeruhna Abutilontis,、 の 如 き 

闇 洲 の 農作物 文 は 樹木 に 寄生 する 菌 に し て 他 ( に 知ら れ 赤 前 き の 二 

莉 は 醸造 用 に 供 せ ら る る 有用 菌 た る と と な り . 

日 本 と 共通 の 種類 は 十 二 種 あり て 十 三 % 懇 に C 営 り 了 区 州 と 共通 の 

も の も 等 し く 士 二 種 あり と 上 難 も 之 れ 区 洲 以 外 の も の ヽ 調 査 不 完全 

の 結果 より 溢 る る の に し て 他 地 方 の 調査 進む に 於 て は 此 毅 は 大 に 

浅 ぜ ら る * に 至る べく 乏 れ KC 反し て 日 本 と 共通 種 は 日 本 の 類 調 

査 の 進む に 従 ひ て 其 多 を 増加 すべ きも の な る が 故に 最も 日 本 の 

類 分 布 と 密接 の 開 係 ある を 示す も の な り 面 し て 北米 と の 共通 種 は 

Endomyees Mahi ある の み 然 れ ど も 本 菌 も 消 浴 日 本 朝鮮 等 に て 必ず 

低 見 せら る ヽ \ 事 ある を 想像 し 得る も の な る が 故に 人 交 に 此 雨 者 間 K 

共通 種 な きこ とこ と いな る べし 。 

VI 携 子 替 菌 類 BASIDIOMYCETES. 

本 類 の 夢 は 能 く 策 達 し 他 の 類 と 異な る は 必 才 皇子 柄 を 有 す 

る と と に し て 厚 膜 胞子 ( 子 姜 菌類 の 子 認 胞 子 に 相 営 す ) を 有する も の 

あり また 之 れ を 鉄 く あり 胞子 は 必ず 内 生 な ら ず し て 携 子 柄 上 C 外 

生 し 紙 芽 は 区 芽 管 C に よる か 或 場合 に は 酵母 様 ヒ 芽生 する と と あり 

の 三 亜 類 に 分 た る 。 



時 紅 

亜 類 の 検索 表 

1. 厚 膜 胞子 は 成 融 すれ ば 胞子 虹 よ り 離 れ 前 責 上 に C 携 子 柄 を 生 

PPPTTPPTEPPC だ HDS 邊 挫 子 菌 亜 類 (Hemibasidi.) 

厚 有 胞 子 を 鉄 き 着 し 之 れ を 存する と き は 一 定 の 柄 上 に 生 ず ギタ 

2 携 子 栖 は 隔 膜 を 有 す …… の olio 多 胞 挫 子 菌 誤 類 (Protobasidit) 

六 子 柄 は 隔 膜 を 鉄 く ……… yos 買 正 携 子 菌 下 類 (ubasidi.) 

( 甲 ) 生 携 子 菌 下 類 Hemibasidii 

O. 黒 穂 族 (Ustilagimsles ) 

本 族 の 菌類 は 殆 ん ど 純 寄生 の 性 質 を 有 し 富 主 の 子 羽 乃 各 工 葉 務 

に 根 を 犯し て 所 語 黒 酔 江 を 起す も の に し て 其 赦 締 は 無色 に し て 有 

隔 分 岐 し 寄主 の 内 部 組織 問 (に 間 廷 し 成 熱 する に 及 べ ば 殆 ん と 全 和 前 

脱 質 と な る , 有 性 菌 は 塊状 と な り 以 て 多 敷 の 厚 胞 胞子 を 形成 す 分 

生 胞 子 は 稀 C 生 ずる と と あり 胞子 堆 は 明 明 に し て 寄主 の 一 定 の 場 

所 に 群生 し 稀 C 寄 主 組 織 中 に 残る と と あり 月 『 膜 胞子 は 昌 骸 半 胞 録 

は 胞子 球 と な り 胞子 球 を 形成 する と き は 其 周 園 C 無 性 菌 氷 を 倶 ふ 

と と 稀 な ら ず 。 

厚 膜 用 子 は 直接 C 無 性 菌 燃 より 生 ず ず 即ち 歯 燃 に 多く の 棋 膜 を 生 

じ 球 形 と な り 脱 質物 を 以 て 包ま れ 輝 て 厚 膜 に し て 普通 有色 運 歴 の 

休 眼 胞子 多 ち 厚 膜 胞子 と な る 。 

厚 膜 胞子 は 直 ち C 若 し く は 一 定時 の 後 義 非 する も の に し て 其 の 

角 芽 に < 営 り て は 先 づ 共 の 或 部 より 短 管 を 出す 之 れ を 前 赤 細 と 樽 し 

(Promyeelium) 此 上 に 分 生 胞 子 を 生 ず 此 前 菌 炎 は 本 類 の 他 族 の 携 子 

柄 C 相 営 す る も る の に し て 此 分 生 胞 子 は 小生 子 c 該 営 す 両 し て 無惨 
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画 光 の 桜 は 腸 黒 穂 菌 (TilUetia) に 於 て は 二 概 黒 穂 菌 科 の も の (Ustila- 

gnaceae.)) に あり て は 多 楼 な り , 本 族 は 次 の 二 科 に 分 た る 。 

科 の 検 索 素 

1. 前 菌 続 は 隔 膜 あり 側面 C 小 生子 を 生 ず … 寺 穂 菌 科 (Ustilaginaceae.) 

2. 前 菌 燃 は 隔 膜 を 鉄 き 其 頂 上 に 小生 子 を 群生 す … 腸 黒 穂 菌 科 (TiLletiaceae,) 

( イ 4) 黒 穂 科 (UstHilagisaceae.) 

胞子 堆 は 粉 刀 又 は 胞子 球 を な し 寄主 組織 外出 づ 厚 膜 胞子 生 芽 
すれ ば 二 個 の 隔 膜 を 有する 前 南 炎 を 出し て 其 側 面 に 小生 子 を 生じ 

また 寄 生 菌 炎 を 直ちに 生ま る こと あり 十 一 必 に 分 た れ 浦 洲 に は 三 

局 を 角 見 せら る 。 

1 的 子 け ) 介 32N08 昌 還 計 牧 ooo の ーー…ーー……… 時 98 

胞子 は 二 個 以上 集まり て 球状 を な す … 集 合 時 穂 菌 属 (Sorosporium.) 

2. 一 定 の 拒 虹 を 有 せ まず 菌 燃 は 締 然 を な す ………# 黒 穂 画 属 (Ustilago.) 

無 性 細 胞 よ りな る 秘 膜 を 以 て 胞子 群 色 まれ 南 は 菌 桜 様 に 塊 

た SR8 守 2 Sphacelotheca. 

黒 穂 菌 属 

り stilago (Pexsoomn。) 民 OtlSsG ま 。 

胞子 堆 は 寄主 の 各所 に 生じ 成熟 すれ ば 粉 状 胞子 群 を 生 才 普通 購 

色 な り 胞 子 は 思 胞 孤 生 に し て 前 菌 締 は 三 人 の 隔 膜 を 有 し 共 項 天 及 
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び 隔 膜 の 附近 より 各 一 個 宛 の 小生 子 を 生ずる が 故に 全部 に て 四 個 

を 生 ず 然 れ ど ぁゃ 堪 杖 基 上 (に 於 て は 芽生 し て 細 群 沙 の 如き 策 育 を 

な す 世 界 に 二 百 角 種 あり 清洲 に 十 二 種 を 散見 す 。 

132. Ustilago Avenae (Pers.) Jensen, in Charb. Cereal. 4, 1889 , Sacc. 

Syl. 9。283.、1891: TKomaroy, in Hg. Ross. exsic. 5, No. 208, 1899 : 

Duggar, in THg. dis. of pl. 372. 1909: P. Hennings, in Engl. Bot. 

り Jahrb. 28.259, 1900 , IMigula。 im Thome's I. Y. Deutsch. Krypt. 

3?, 248, 1910: A. Ideta, in Handb. 361, 1911 : Stevens, in Hg. w.c. 

pl. dis. 303, 1912 : Tranzschel, in fg. Kamtsch. 550, 1914: TDavis, 

im Prov. Tist、896, 1914 , TLindau, G. in Krypt. d. Mark Brand. 5a. 

19, 1914 : Standley, in Myeologia, 8, 171, 1916 : Butler, in Fg.& 

dis. p1. 179, 1918 : Oudemans. in Enum. ], 788, 1919 : ZZundel, G, 

L. in Mycologia, 12, 1920 : 

Syn. 07edo segeZ422。 Yar. 4oege Pers、'Tent. Disp. 57, 1797 : 

容 王 及 産 地 Avena sativa L. に - 電 ン テ ン 。 租 「 

公主 額 大 正八 年 七 月 十 日 三浦 客 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 燕 変 の 子 房 を 犯し て 株 填 穂 の 病原 と な る も の に し 

て 浦 洲 に 於 て は 1896 年 Komarov 氏 始め て 之 れ を 際 江 上 流 に 於 て 

採集 せる が 営 時 支那 人 が 念 変 を 普通 (栽培 せ し も の と は 思 は れず 

恐らく 起 人 の 清洲 侯 入 と 同時 に 飛 秦 も 局 糧 と し て 栽培 せら れ た る 
も の な る べし 現今 に あり て は 北 清 地 方 に は 少し くく 栽培 せら ちら る いも 

南 漠 地 方 に 信 て は 燕 変 の 栽 培 は 経済 上 不利 の 場合 多く 従 つ て 其 栽 

二 面 積 も 大 な ら ざ る が 故に 本 病 第 害 も 赤 至 つて 少な し 。 
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133. Ustilago laevis (Kel. et. Sw.) Lagn. in Abh. Bot. Ver. Prov. 

Brand. 3⑰, 69, 1896 : Migula, in Thome's RI. y. Deutsch. Krypt. 3, 

248, 1910: A. Tdeta, in Handb. 364, 1911 : Standley, P.C. in 

Myceologia, 8, 172, 1916: Lindau, in Krypt. y.d. Mark Brand, 5a, 

19、 1914: Davis, J. J. in Proy. List, 896, 1914 : Oudemans, in 

Enumeratio, 1, 781, 1919 : Zundel, G. 工 . in Mycologia, 12, 279, 1920 : 

Syn. 0 ひ s7729o 4 の e7296, Yar. /xeozs Kell. et Sw. in Second Rpt. ex. 

st. Kansas Ag. Coll. Manhattan. Kans. 214、 1889: Sacc.Syl. 9, 

283, 1691 : 

寄 王 及 産 地 Avena sativa 工 . ェ ン バク 竹 

公主 作 大 正八 年 七 月 土日 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 も 前 者 と 等 し く 燕 変 の 子 房 を 犯し て 墨 穂 洒 を 起 さ し 

むる も の に し て 殆 ん と 前 者 と 必 別 し 難く 唯 其 胞 子 の 表面 が 前 者 の 

針 端 様 小 突 起 を 全面 に 崇 る に 反し 本 種 に あり て は 下 滑 な る の 差 あ 

る の み 改 に 始め Kellerman 及び Swingle 雨 氏 は 之 れ を 前 種 の 種 と 

な せ し が 人 後 Magnus 氏 和 之 れ を 獄 立 の 種 と な せり 。 

13 人 4. Ustilago 古 ordei (Pers.) Kell. et SWw. im 11 Rpt. Rans. 268, 

1889 : Sacc. Syll. 9。283, 1891 : P. Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 

28, 260, 1900 , A. Ideta, in Handb. 368, 1911: Migula, in Thomy's 

Fl. v. Deutsch、 氏 rypt. 3 248。1910 : Stevens, in Fg. w.c. pl. dis. 

305, 1913 : Sydow, P. et 古 . in Ann. Mye.11, 112, 1913 : THindau, 

in Krypt. v.d. Mark Brand. 59,。23, 1914 : Standley, in Myeologia, 

9, 172, 1916 : Butler, in Hg. and dis. of nl. 184, 1918 : Davis, 
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すり . in Prov. List. 897, 1914: 氏 . Sawada, in Taiwan Ag. ex. St. 

Spec. Rpt. 19。 328, 1919 : Zundel。 G, L. in Myeologia。12, 229, 

1920: 氏 : Hara. in Hg. of East. Asia, 20, 1928 : 

_ Syn. Ozedo 万 ozdez Pers. in Syn. 224, 1801 , 

り sz27ggo 万 oyde2 Bref. in Kirchner, PfHHanzenkr. 383,1890 : Oude- 

mans. in Enum. 1, 963, 1919 : 

寄主 及 産 地 Hordeum vulgare 工 . オ ポ ホム ギ 子 憂 

公主 額 大 正八 年 七 月 三浦 密 成 

公主 額 大 正 参 年 八 月 三浦 審 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 大 秋 の 子 房 を 犯し て 裸 墨 穂 注 を 起 さ し むる 病原 苗 

に し て 勘 全 株 の 穂 が 全部 黒 穂 と な る が 故に 勘 損害 も 恋 時 に 慕 大 な 

る も の あり 場合 に より て は 三 割 乃 至 刀 割 の 減 履 を 来たす と と あり 。 

135, Ustilago nudla (Jeus.) Kell, et Sw,. in LTI. Rpt. Ag. Kans., 277.。 

1889 : Sacc. Syll. 9。283, 1891 , P. Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 

28、259, 1900: G.P. Clinton, in North Amer. Ustil.。 345, 1904: 

Ideta, A. in Handb. 140, 1911 : Stevens, F. 華 . in Hg. w.c. pl. dis. 

306, 1913 , Migula, in Thnome's 芽 . Y. Deutsch. Krypt, 3, 248, 

1910, Davis, . J. in Prov. List. 897, 1914: Lindau, in Krypt. 

y.d. Mark Brand. 5a, 24, 1914 : Butler, in Fg. and dis. of pl. 185, 

1918 : Oudemans, in Enum, 1, 963,。 1919: 氏 . Sawada, 折 Taiwan 

Ag. Rx. S. spec. Rpt. 19,331, 1919) Zundel、 は . 工 . mm Myeologia, 

12, 280, 1920 : 

Syn. 0sZ2749o 刀 o7de2, var. 2 JenS. Charb. Cereal, 4, 1889 : 



容 宇 及 産 地 Hordeum で oe 上 . オ ホ ム ギ 子 房 

煙 辻 災 愉 PE 六 用 中 ビ 月 宮部 写 : 

公主 宮 犬 正四 年 六 月 二 十 九 日 史 部 憲 炊 

同 犬 正 七 年 七 月 三 日 三浦 秒 成 

金 州 映 和 二 征 月 ー 三 消 覆 成 
分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 $ 赤 大 変 の 穂 を 犯し て 黒 穂 病 を 起 さ し むる も の に し 

て 出穂 前 了 に 全 穂 を 犯し て 凌 粉 と な す を 普通 と し 基 被 審 前 者 に 譲 

ら ず 黄 胞 子 も 赤 前 者 に 似 た る も その 表面 年 滑 な る に 反し 本 種 は 針 

端 様 小 突起 を 衰 る を 以 て 光 れ と 異な る 。 

136, Ustilago Tritiei (Pers.) Rost. in Overs. K. Dauske Vid. Selsk. 

Forth. 15, 1890 : Ms 1deta, in Handb. 370.、 1911 : Stevens, F. 臣 . in 

Fg. w.c. nl1. dis. 307, 1918 : Dayvis. J.J. in Prov. List. 897, 1914 : 

Whetzel, 是 . 革 . & Kern, T.D. in Myeologia, 18, 17, 1926 : 

SYn. び 7ego sege が 422。 YaT. が 272c? Pers. in Tent. Disp. Meth. fang. 

67, 1795 

び s729o 776 が c? (Pers,) Jensen, in in Kell. et Sw. II. Rpt. Ag. 

Kans. 262,1890 : Sacc. Syll. 9 283, 1891 : Duggar, in Hg. dis. of 

pl. 375, 1901:) Migula, in Thome's . y. Deutsch. Krypt、3, 248, 

1910 : Theissen,in Ann. Mye. 9, 154, 1911: 1. Miyake, in Bot. 

Mag. Tokyo, 26, 57, 1912, Hindau。 で び . im Krypt. Y. d. Mark. 

Brand. 5a 23, 1914: Butler, in THg: and dis. of nl. 163. 1918 : 

民 . Sawada, in Taiwan Ag. Rx. St. spec. Rpt. 19, 338, 1913 : 

Onudemans, in Enum, 1, 946, 1919 : 
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寄 生 及 産 地 Triticum sativum Lam. コ ュ ムギ 子 房 

公主 推 大 正四 年 六 月 二 十 九 日 宮部 憲次 

公主 額 大 正 七 年 七 月 四 日 三浦 寅 成 

吟 陶 洒 大 正 十 二 年 七 月 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 小 稀 の 裸 黒 穂 の 病原 菌 と な る も の に し て 堆 彼 筆 は 

滴 湖 特に 北浦 に 及 て は 決し て 少な か ら ず , 此 等 変 類 時 穂 病 了 防 法 と 

し て り Jeusen 氏 が 種子 の 冷水 温湯 浸漬 決 を 案 出 せる と と は 有名 な る 

事 綱 に し て 今更 記す まで も な し 然るに c 此 法 の 有数 温度 の 差 基 だ 少 

な くし て 華氏 百 三 十 二 度 以 証 の 温度 に て は 時 穂 敵 死守 2 ず 同 百 結 f 

四 度 以上 に 及 べ は 変 類 の 種子 且 芽 歩合 非常 に 減ら る いい を以て 一 

般 奄 民 に は 之 れ か 諾 置 は 甚だ 危険 を 倶 ふ も る の な り 改 KK 近 洲 は 種々 

の 薬液 に 勘 種 子 を 浸漬 し て 之 れ が 目的 を 達せ ん と し フラ オル マリ ン 

昇 来 水 硫酸 鋼 液 種々 の シア ン 化 合 物 マン ガン 聖 類 等 を 用 ゐる KC 至 

れる が 余 の 買 験 に よれ ば ー ジ の 硫酸 鋼 液 に 竹 子 を 十 二 時 間 肖 潰 し 

て 用 ゐる と き は 般 芽 を 害 せ ず 収 量 を 減 ぜ ず 且 つ 最 も 安 償 に し て 取 

扱 に 至便 な る を 知れ り 。 

137. Ustilago Crameri 区 orn. Fuck. Jahrb. Nass. Ver. Nat. 27-28, 

11, 1873: Tuckel, in Symb, 2 nacht. 11, 1873: in 1.c. 3, nacht。 

9, 1875: Winter,G. in Rabh. Krypt. 1, 90, 1800: Sacc. Syl. 7, 

455, 1888 : Kirchner, in PHanzenkr. 383, 1890, Oiinton, G.P. in 

North Amer. H1. 7, part 1.10, 1906: W. Migula, in Thome's . 

y. Deutsch. Krypt. 3, 251, 1910 ,  A. Tdeta, in Handb. 380, 1911 : 

IT. Miyake, Bot. Mag. ok 26 573 1911<sraT は ま S..s の 7 の 1912 > 
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Sydow & Butler。 in Ann, Mye. 10, 249, 1912 : Stevens,。 in Tg. 

w.c. pl1. dis. 304, 1913 : Butler, in Hg. and dis. of pl. 234, 1918 : 

Oudemans, in Enum. 1, 715, 1919: 民 . Sawada, in Taiwan Ag. 

Ex. St. spec. Rpt. 19,309, 1919, M. Miura, in Dis. in imp. crop. 

Maneh. 52, 1921 : 

寄 玉 及 産 地 Setaria italica BeanY. 7 子 房 

公主 宮 犬 正 七 年 九 月 三浦 鶴 成 

分 布 本 窒 主 の 栽培 補 ら る ヽ 世 四 の 名 地 。 

138. Ustilago Paniciglauci (Walr.) Winter, in Rabh. Krypt,。 1. 

97,1881, Clinton, G.P. in N. Amer. Ust. 363, 1904: TLindau, で. 

in Krypt.d. Mark Brand 5a, 18, 1914 , 氏 . Sawada,。 in Taiwan 

Gg. Rx. St. spec. Rpt. 19, 333, 1919 : 

Syn. 7952 の 6 og722607%20。 人 ア g222e2-9/oc? Wallr. in 朴 . Crypt. 

Germ. 2, 216, 1833 : 

7e7o の ec の 26708, 人 StrauSss. Dartim. 

sggo 72697ecf2. Niess1. in Rabh. fg. eur. 1200, 1868 : Sch- 

roeter, in Pilz. Schles. 270,1885, Sacc. Syll. 7, 422, 1888 : Cinton, 

.P. in N. Amer. H1. 7, 1,16, 1906 ) Migula, in Thome's で Y. 

Deutsch. Krypt. 3 251, 1910, A. Ideta, in Handb. 389。 1911 : 

Sydow, In Ann. Mye. 11, 112,、 1913: Davis, J. J. in Prov. List.. 

896, 1914 : Oudemans, in BEBnum, 1, 715, 1919 : 

寄 王 及 産 地 Setaria glauca Beauv. ンー 子 房 

大 ぷ 建 3 NPBi き 2E し 月 5 外 : 日 近 衣 金 吾 

犬 軍 犬 正四 年 九 月 二 十 一 日 - 迄 藤 金 吾 

大 .。 建 昭和 二 年 士 月 一 日 三浦 密 成 
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分 布 欧洲 北米 日 本 洲 
記事 本 寄主 は 有 寄 な る 虹 耕 地 吾 v 章 の 一 な る が 履 に 人 的 本 

菌 の 分 布 を 計る に 於 て は 之 れ が 虫 除 の 一 方 法 と な る べし 然 れ ども 
一 方 に 於 て は 羊 の 放牧 場 に 於 て は 秋季 本 草 の 枯 れれ た る 際 羊 は 好 ん | 

で 之 れ を 食す る が 故に 此 場 合 に あり て は 有害 菌 の 一 と な る な り 。 

139. Ustilago bromivola (Tul.) Fisch, im Wald apercu. 22。 168f : 

Winter, G. in Rabh. Krypt. 1, 91, 1881: Sacc. Syll. 7, 461, 1888 : 

Plowright, in Brit. Ured.& Ustil. 278. 1889 , Tubeuf, Dis. of nl. 

292,1897, Lindau, G. in Krypt. v.d. Mark Brand. 5a, 22, 1914 : 

Oudemans, in Enum. 1, 896, 1919: Zundel, C.Z. in Myeologia, 18, 

S8, 1926 : 

SYn. ひ sZ772go Cg70o, Yer. の 79728。 す . の 7o727 の 907 の Tul. in Mem. Sc. 

Nat. 1947 : 

寄 王 及 産 地 Bronms unioloides KKunth. イヌ ムギ 子 房 

公主 額 犬 正士 二 年 八 月 三浦 追 哉 

分 布 欧洲 , 南米 , 北米 , 清 洋 。 

記事 本 寄主 は rescue grass と 称せ られ 大 正二 年 北米 より 較 入 し て 

公主 仁 農 事 試験 場 赤 産 科 牧草 園 に 栽培 せる も の に し て 本 菌 は 明 ら 

か に 其 寄 主 の 種子 と 共に 北米 より 移入 せる も の な れ ば 海外 より 新 

植物 の 移入 は 大 な る 注意 を 要する も の あり 。 

140. Ustilago Zeae (Beckm.) Unger, in EinfH. Bod. 211, 1696 : Duggar, 

B. M. in Hg. dis. of p1. 376, 1909: A.1deta, im Handb. 377, 1911 : 

Sydow and Butler, in Ann. Mye. 10, 249, 1912 : Stevens, F.L. in 
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TFg. w.c. pl, dis. 308, 1913: Lindau, G. in KKrypt. v.d. Mark Brand. 

53, 17, 1914: Standley, P.C. in Myceologia, 8, 172, 1916 : Butler, 

E.J. in Hg. and dis. of pl. pl. 194, 1918 ) Zundel, G. 工 . in Myeologia, 

12, 280, 1920) MM. Miura, in Dis. of Some import. crops in Manch. 

47, 1921 , Whetzel, 耳 . H. & Kern, FT. D. in Myeologia, 18, 117, 1926 : 

氏 . Hara、in Hg. of Eastern Asia, 20, 1928 : 

Syn. ん 2co の e7do7。 ege Beckm. in Hannov. Mag. 6, 1330, 1768 : 

/ ヶ ego ege oys DC. in Syn. pl. gall. 47. 1806 : 

の 7ego segez72。S。 DC. in 本. fr. 2, 596, 1915 : 

の zego zzgs DC. in II. fr. 6, 77, 1815 : 

び ヶ ego ググ ege Schr. in Nat. Ges, Leip. 1, 71, 1822 : 

Cgeo7x@ ググ ege Link, in Tinn. Spec. pl. 6, 2, 2, 1825: 

777ys2 の 8 oyg2s Wallr. 1. crypt. Ger. 2, 215, 1833 : 

so gs (DO.) Corda, Tcon. Fg. 5, 3, 1842: Sacc. SylL 

7, 472, 1888: Kirchner, in PHanzenkr. 384, 1890: Plowright, in 

Brit. Ured. 鐘 Ust. 278,1889: Oudemans, in Enum. 1, 700, 1919 : 

sz7ggo 77gygs (DC.) Tul. in Ann. sc. nat. 8, 83, 1847 : Fuckel, 

L. in Symb. myo. 40, 1869: Migula, in Thome's 杖 . Y. Deutsch. 

TKrypt. 3, 250, 1910 : 

szgo cpe2226c22 Tul. in Ann. Soi. Nat. 3 7, 86, 1647 : 

/s が 729o 婦 e/2e7ge Arcang. in Erb. Critt. 1tal. 2,。 1152, 1662 : 

sggo ege-/7gys (DC.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 97, 1884 : 

の szgo 7os- 有 グ ewe Magn. in Deutsch. bot. Monat. 13, 50, 1695 : 

Oudemans, in Enum, 1, 698, 1919 : 

scgo gg の 5 (DC.) Tubeuf, in Dis. of pl. 279, 1837 : 

の szgo oy の 6s Ley. in Oud. Enum. 1, 698, 1913 : 



194 

寄 王 及 産地 Zea Mayds 工 . タウ モロ ュ シ 子 房 

公主 額 大 正 五 年 八 月 二 十 五 日 中 本 保 三 

同 大 正 九 年 八 月 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 狼 り 玉 軟 委 の 子 房 を 犯す の みな ら ま 雄花 甘 身 歌 琶 

気 根子 葉 等 を も 犯す も の に し て 其 子 房 を 犯し た る 場合 に は 異様 の 

癌 を 形成 す , 本 菌 を 家畜 食す る と き は 革 て 共 消 化 を 助長 する の 傾向 

あり と 移 写 ら る . 

41. Ustilago ntrieulosa (Nees.) Tu1. in Ust. 102, 1847 ) Sace. Syll 

7, 477, 1888: P. Magnus, in Abh. bot. Prov. Brand. 37, 75, 1895 : 

in lc. 38, 9, 1896 : A. Tdeta, in Handb. 388, 1911 ) Sydow & Butler, 

in Ann. Myce. 10, 248, 1912) LT. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 26, 

57, 1912 : Sydow, P. et Hin Ann. Myc. 11, 112, 1913: TLindau, 

G. in KKrypt. v.d. Mark Brand. 5a, 27, 1914: Zundel、 で . 工 . in 

Mycologia, 12, 280, 1920 , Oudemans, in Enum. 2, 1005, 1920: 式 . 

Togashi, N. Hiratsuka, in Sapp. Noringakukwai 氏 waiho, 16, 75, 

1924: 氏 . Togashi, in Jap. Jour. of Myc. 2, 81, 1924 : 

Syn, OCG60772 の 2 が 2C26708%4272 NGGS. SYS8t。14, 1817 

の 7ego %w が ec24osg Duby, Bot. Gall. 2 901, 1928 : 

び s72/Zgo 7 が 2c2479s422 Fries。 Syst. 3 519, 1828 : 

77O7?OS の O7224276 7726076C が 62 Ces. Klotzch-Rabh. herb. myc. No. 

1693, 1844 : 

se9o < が 6e40osg (Nees.) Corda, Tcon. 2, 2, 1838 : Migula, in 

Thome's 1. v. Deutsch. 氏 rypt. 3, 254, 1914 : 
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777s26e 72667osg Walr. F1. Crypt. Germ. 2, No. 1669, 1833 : 

sogo %772C647os@ (Nees.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 100, 1884 : 

sgo % が 72C44osg (Nees.) Plow right, in Brit. Ured. Ustil. 

280, 1889 : 

/s7229o %77%c640os@ (Nees.) Tubeuf. in Dis. of nl. 298, 1897 : 

寄 玉 及 産 地 Polygonnm Bungeanum Turcz. 0 衣 ン ノ 意 シ ョ 也 房 

大 ” 運 ES 月 八 月 近 藤 金吾 

公主 額 犬 正八 年 七 月 七 日 三浦 鶴 成 

公主 額 la 製 志 CE 月 ニー 日 三浦 宿 成 

分 布 欧 洲 , 米 國 , 東 印度 , 日 本 , 北 支 , 清洲 。 

記事 本 菌 は ヘリ タデ の 子 房 を 犯し て 黒 穂 病 を 起す も の に し て 

此 寄 主 は 漠 洲 に 於 ける 共 耕 地名 草 の 一 な る を 以 て 本 菌 は 間接 KC 農 

業 上 に 有 答 な る も の な り 面 し て 日 本 に 於 て は 本 菌 は 常に Polygon- 

umnodosum 革 . に 濾 見 せら ちら る いも の な る に 清 洲 に 訟 て は Polygonum 

nodosum と 本 寄主 と は 混 生 する 常に 本 寄主 の み を 犯す が 故に 精 

細 な る 比較 研究 並 に 接種 試験 を 行 ふ て 於 て は 或 は 此 雨 者 は 互 に 凌 

な る 種 な る や も 計り 難し 後 考 を 期す 。 

142. Ustilago Warmingi Rostr,、in Jahresb. Schles. Ges. 268,1667 : 

Sacc. Syll. 7, 470, 1888, Oudemans, in Enum. 2: Eum 2.985 & 994, 

1920 : 

寄 王 及 産 地 Rumexaquaticus 葉 . ヌ マ ギ シギ シ 葉 

興安 額 NGE JIv せ ET 月 三浦 密 成 

分 布 スカ ン ヂ ナウ イヤ 竹島 , 滝 洲 、 

記事 本 菌 は 従来 た さ ス カシ ヂ ナ ヴィ イナ ア 生島 に 知ら れ た る の み 
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な る c 之 れ を 滞 洲 の 北部 興安 敗 山 中 に 華 見 せる は 順 る 奇 に し て 番 

に 葉 を 犯す 性 質 を 有 す 。 

本 菌 は 従来 知ら れ た る ギシギシ 類 を 犯す 黒 穂 菌 例 へ ば Ustilago 

Kihneana Wolff: Ustilago Parlatorei Hisch., Ustilago Goeppertiana Schroet. 

等 に 比 す る る Cc 其 胞子 小形 な る と 彼 等 の 表面 は 何れ も $ 細 綱 状 突 趣 

を 宗 る に 本 菌 は 針 端 様 小 突 起 を 審 布 する を 以 て 異な る 今 之 等 胸 子 

の 大 さ を 比 較 す る KK 欧 の 如 し 。 

| 困 9. 大 さ 

| MA Kahneana 「 10 三 18 証 Saudi 

3 Porlatorei Me 10--15 「 ミ クロ ン | 

1 が GoeppDertiana 10-15 x 19 | ミク ロン | 

お Warmingii 6.5 一 8 [| ミクロン] 

面 し て 本 寄主 は 了 界 に 始め て 知ら れ た る も の な り 。 

143. Ustilago violacea (Pers.) TTPul. in Ann.d. Sc. Nat. Ser. 3.7, 75- 

1847 : Fuckel Symb. 39, 1869: Voss, in Mye. Carniol. 9, 1889 : 

Magnus, P. in Abh. bot. Prov. Brand. 37, 76, 1895 , in 1.c. 38, 9 

1896 : Tubeuf, in Dis. of pl. 297, 1897 ) Sydow, P. et 耳 . in Ann。. 

Mye. 11, 112, 1913 , Tranzschel, Tg. Kamtsch. 550, 1914 : 

Syn. 07e2o oiofgceg Pers. in Tentam. 57, 1797 : 

sz9o gzo/oceg (Pers.) Fuckel., in Sacce. SylL. 7, 474, 1888 : 

Stevens, in fg. w.c. pl. dis. 310, 1913: TLindau, せ . in Krypt. Y. d. 

Mark Brand. 5, 29, 1914: 

szgo の 2 が e7o7o22 Fries。Syst. 3, 518, 1832 : 
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り szgo oo/ceg Rabh. in Fg. Eur. 397, 1864 : 

り s727Zgo oo7ce み (Pers.) Winter, in Rabh, Krypt. 1, 98, 1884: 

り s7722o ezo7ce@ (Pers.) Plowright, in Brit. Ured. Ustil. 280, 

1889 : 

寄 王 及 産 地 Dianthus superbus 工 . 1 コン 2 リー 子 房 

吟 際 演 IEEE に 月 三浦 密 成 

分 布 了 欧洲, 北米, 日本, 清 湖 。 

記事 本 菌 は 石 竹 科 植物 の 子 房 を 犯す も の に し て 明治 四 十 三 年 

秋 余 は 北海 道 小樽 附近 の 海岸 に 於 て 之 れ を 採集 し た る と と あり 其 

他 日 本 に 於 て も 多く 知ら れず . 

Spacelotheca Be 肛 aa を 。 

胞子 堆 は 主として 花序 K 形 成せ られ 屋 々  子 房 に 限ら る ヽ こ と と あ 

り て 括 有 を 以 て 蘭 は れ 普 通 寄 主 植物 骨 よ りな る 柱状 骨 を 中 央 K 存 

す 筐 膜 は 無色 又は 淡色 C し て 長 椿 園 形 若 し く は 球形 な る 無 性 謎 

* の 集まり ょ りな り 胞 子 は 帝 紅 梓 色 を 呈す 。 

本 司 は Ustilago ょ 混同 せら ちら れ し も の に し て mngler&Prantl 雨 氏 の 

Natur. PHanzenfam. に 於 て Lindau 氏 は 之 れ を 大 別 せ 才 ず Clinton 氏 に よ ょ 

れ ば 米 園 に 十 六 種 あ り ょ と 称せ られ 浦 洲 に 三種 を 約 見 せら る 。 

144. Sphacerotheca cruenta (Kahn.) Potter, in Phytopath. 5, 149, 

1915 ) in 1e. 2,98, 1912 , Kulkarni, ば . S. in Ag. Res. Inst. Pusa, 

Bull. 78, p. 16, 1918 ) M. Miura, in Remedial meth. of Smut of Kao- 

jiang, 23,1926 : 氏 . Hara, in Tg. of Eastern Asia, 21, 1928 : 
る 

Syn. 0Os2/29o の ef2 ITKGhn, in Hamb. Gart. u. Bl1. Zeit. 26, 177, 
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1872 , in Hedw. 17, 9: im 1.e. 20,150, Winter, G. in Rabh. rypt. 

1, 89, 1884: Sacc. Syll. 7, 455, 1888 : 

び s7/ogo 2se? KGhn., Bericht Sitz. Nat. ges. Halle, 5, 1674 : 

び s27 み 9o So792 (Link.) Pass., Komarow in Hg. Ross. ERxsic. 5, 

No. 206, 1899 : 

S7gce/o7 が ecg So7g2 (not Clinton) Miura, in Some THmp. crop. 

dis. of Manch. 37, 1920, (a part.) 

寄 宇 及 産 地 Andropogon Soreghum Broth. var. Yulgaris,subsD. ]aponl- 

cus Hack. モ "セラ シ 子 房 

公主 額 大 QMSKME り | 月 足立 孔 菊 

同 大 正 九 年 九 月 一 日 三浦 密 成 

分 布 北米 , 消 洲 , 日 本 , 印度 。 

記事 本 貢 は 高菜 の 穂 を 犯し て 裸 黒 穂 注 の 病原 と な る も の に し 

て 従 來 粒 愚 穂 (Sphacelotheca Sorghi) と 混同 せら れ て 考 へ られ た る も 

の な る が 1904 年 Busse 氏 始 め て 従 浴 Sphacelotheca Sorghi と 考 へ ら 

れ た る も の よい 内 KC 碁 被 害 燈 の 外皮 破壊 し 易 き も の ある と と を 注意 . 

し 1912 年 Potter 氏 も 之 れ を 認め 1915 年 に 至り 之 れ より 分 離す る に 

至れ り , 基 Sph. Sorghi と 異な る 由 は 穂 全 骸 被害 し 穂 の 葉 椅 よ り 出 づ 

る 以前 より 全 竹 犯 さき るい の みな ら ず 分 英 せ る 全部 の 生 犯 さる \ と 

其 胞 子 徴 小 突起 を 或 る を 以 て 必 別 する と と を 得 瀧 洲 に 於 ける 本 

より 受 く る 被害 は 10-402 に 達する を 以 て 年 々 600-10000 萬 石 を 矢 

ひつ いあ る の 現 和 汰 な り 。 

本 病 績 生 の 多少 は 年 に より て 必ず し ゃ 同一 な ら ず 今 四 友 草間 正 

慶 君 の 厚意 に ょ り 伊 藤 柴 之 稿 氏 が 壇 那 人 間 に 一 般 C 信 ぜ ら る 事項 

に 就き 聞き た る 謀 を 下 に 逃 べ ん 之 れ 一 画 に 於 て 今日 の 現 説 と 一 粗 

する 馬 あ る を 以 て な り 。 
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1. 還 年 に あり て は 一 般 無 温 低 き を 以 て 例年 より 七 八 日 位 播 種 を 

遅れ し め ざ る と き は 黒 穂 の 病 生 多 し , 雨 年 な ら ざ る ゃ 気温 の 低 

き 年 赤 同 じ 。 

2. 粘 質 土壌 は 然 ら ざる も の ょ より も 十 日 内 外 晩 本 に すべ し 。 

3. 同一 了 岡 場 に あり て も 過 温 の 箇所 は 然 ら ざる 虚 よ ょ り 黒 穂 の 艇 生 

多き が 改 C 此 部 分 は 其 乾 く を まち て 播種 すべ し 。 

4 深 酵 は 浅 蜂 に 比 し て 黒 穂 の 贅 生 多 し 
蓋 し 本 赤 の 条 主 組織 に 入る は 土 壌 中 に て 勘 子葉 未だ 地上 (に 現 は 

れん ざる に 移 ち 本 男 南 続 は 之 れ を 仁 き 寄主 の 成長 申 に 達し 以 て 接種 

行 は る ヽ と は 今日 一 般 壁 者 の 記 む る 虎 な る が 改 c 其 据 種 に C 営 り て 

は 早く 角 芽 し て 弾 葵 な る 策 育 を な さ し む る 手段 を と る ぺき な る が 

上 換 の 場合 は 何れ も 其 績 芽 を 泊 れ し む る 傾向 ある 條 件 な る を 以 て 

一 笑 C 附 すべ か ら ざ る も の あり 。 

償 は 本 病 牧 防 法 の 一 と し て 種子 の 硫酸 鉛 液 浸漬 試験 を 行 ひ 多少 

見 る べき 結果 を 得 た り そ れ に よれ ば 高 肖 種 子 を ー%% 同 液 に 五 時 間 

或 は 二 釣 同 液 に 二 時 間 浸 漬 す る と き は 勘 華 育 履 稼 に 何等 悪影響 を 

興 へ すし て 殆 ん ど 完 全 C 此 裸 黒 穂 を 錦 防 し 得 面 し て 其 旨 用 は 一 反 

歩 に 百 し 約 宮 内 外 な り 。 

145. Sphacelotheca Sorghi (Link.) Clinton, mm Jour. MIyc. 8, 140, 

1902 ) in N. Amer. 1.7。 1, 25, 1906 : Takahashi,N. in Sapp. 

Nat. Hist. Soc。 1, 2. 171. 1905-6 , A. Tdeta, in Handb. 393, 1911: 

IT. Miyake, iu Bot. Mag. Tokyo, 26, 57, 1912 : Stevens,F. 監 . in 

fg. w.c. pl. dis. 311, 1913 : Kulkarni で . S. in Ag. Res. 1nst. 

Pusa, Bull. 78, 16, 1918 : Butler,E. J. in THg. and dis. of pl 
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208,1919 : Zundel, ば. 工 . in Myeologia, 12, 277, 1920) IM. Miura, 

in Rem. meth. of smut of Sorghum, 5, 1926, Whetzel, 廿 . 古 .& 

Kern, PF. D. in Myeologia. 18, 118, 1926 : 

Syn. の 2972O8 の O76422 So7942 Link. in Willd. sp. pl1. 62。 86, 1825 : 

6 o7g%2- の 92792769 ul. in Ann. Soi. Mat. 3 7, 116, 1847 : 

C22 な oc の So7972- の 7765 OHinton, in Bull. 中 Ag. Ex. St. 47, 

404、1897 : 

の sggo Sozg%2 (Link.) Pass. Thtm. in Hedw. 12, 114,1873 : 

Winter, ざ . in Rabh. Krypt. 1, 90, 1884: Magnus, P. in Abd. e. 

Bot. Ver. d. Prov. Brand. 38, 9, 1896: Sacc. Syll. 7, 456, 1888 : 

Oudemans。 in Enum. 1, 711. 1919 : 

寄 玉 及 産 地 Andropogon Sorghum, Yulgaris。]aDOnicuS, 

モロ コシ 子 - 房 

公主 領 犬 正六 年 九 月 足立 礎 次 

同 天正 十 年 騙 月 三 潤 党 成 

分 布 区 洲 , 北米 , 日 本 , 北 清 , 清洲 。 

記事 本 薄 は 従 來 高 楽 の 補 冒 穂 病 南 と 混同 し て 考 へ られ た る も 

ー 生 中 健全 粒 あ る と と 及び 胸 子 及 表 面 征 滑 な る を 以 て 必 別 し 得 べ 

く 清 洲 に あり て は 其 被 害 は 大 な ら ず 。 

145b. Sphacelotheca 耳 ydropipsris (Schum.) de Bary, mm Vergl. 

Morph. 187, 1884: Magnus, in Ustil. 80: IMigula,。 in Thome's 

Krypt. F1. Deutsch. TIT. 3, 257, 1910) Lindau, in Krypt. Brand. 

De5534191。 

SYn. び 7e7o 万 77 ぁ の / の 2728 RoR in Rnum. P1 2, 234, 1803 : 
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sgo 万 の 7oyp2 の 6728 (Schum.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 94., 

1884 : 

り sZ/o Cozzo77e2 Tul. in Mem. s.1. Ustil. 93 : 

り s7/ogo 万 7o22 の 6768 (Schum.) Schroeter, in Kom. Hg. Ross. 

exsic. No. 259,1900 : 

寄 王 及 産 地 Polygonum senticosum Meign. 

ev まっ 0 ン も 7 り 2 ダグ 9 セ 子 房 

Czao-ho ( 野 河 ) 吉 林 省 VII. 19-31, 1896. 人 KomaroY. 

分 布 区 洲 , 日 本 , 浦 湖 。 

記事 本 菌 は タデ 類 の 子 房 を 犯す も の に し て 日 本 に 於 て は 普通 

< 存 し 余 は 浦 洲 に て は 未だ 採集 せ ざ る ゃ 之 れ 基調 査 の 不 完 な る KC 

2 で 3 「 

SOrOSDOmitssrn Keadol わ ni。 

前 者 の 如く に し て 無 性 菌 結 より な る 要 膜 を 以 て 胞子 郡 を 包む 

を 以 て 球形 C 集 まる 。 「 

146. Sorosporium Reiliianum (Kihn,) 前 ecAIpine, in smut. of 含 nstr. 

18]. 1910 : 氏 urkarni、G. S. in Ag. Res. Inst. Pusa, Bull. 78, 

17, 1918 , Potter。in Ag. Res. 2, 339-3871, 1914: M. Miura, in 

Rem. meth, of Sorgh・smut. 11, 1926 : 

Syn. Os/zge e272gg KGhn. in Rabh. FTg. Eur. 1898, 1875 : Sa&CC. 

Syll. 7, 471, 1888, Winter, G. in Rabh. KKypt. 1, 96, 1884 : Tubeuf, 

in Fg. dis. of pl. 282, 1897 ,) Komarov, in Fg. Ross. Exsic. 7, No. 

309, 1899 :  Sydow, P. et H. in Ann. Myc. 7, 173, 1909: IMigula, 
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im Thome's 1. Y. Deutsch. Krypt. 3 251, 1910 ,) Sydow et Butler, 

im Ann. Mye. 10, 249,1912: Butler, EE. J. in Hg. and dis. of pl. 

214, 1918 , Oudemans, in Enum. 1], 711, 1919 : 

S7gce7o7cc@ 尋 e2722706 (KGhn,) Clinton,、 in Jour. MTye. 8, 141, 

1902 , in N. Amer. Ustil. 29, 1906 : Tdeta, A. in Handb. 392, 

1911: 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 26, 56, 1912 : Stevens, F. 

上. in fg. w.c. pl. dis. 312, 1913: Zundel. G. 葉 . in Myeologia, 12, 

276, 1920: Oudem. in Enum. 1, 698. 1919 : 

り s7zgo Je272246, ググ ege Pass. in Thtm. Hedw. 12, 114, 1873 : 

び s77 み go の oe7oceg Oooke, in Grev. 4, 115, 1876: 

Ce 旭 e276g06 (kthn.) CHinton. in TI. Ag. Rx. St. Bull. 57, 

436,、1900 : 

び s7/29o (Ce が 2@) 7e2722222., 7o722co7o 氏 ellerm. in Ohio S, U. 

Nat. 1, 9, 1900 : 

容 王 及 産 地 Andropogon Sorghum, vulgaris。 japonicum. 

モモ DI 語 2 花 穏 

公主 寅 大 正八 年 九 月 三浦 紗 成 

Zea Mays 葉 . タウ モロ コシ 3% 記 

公 主 額 大 正八 年 七 月 三浦 鶴 成 

分 布 全 志 界 。 

記事 本 菌 は モロ ュ シ の 花穂 を 犯す も の に し て 浦 洲 に て は 大 従 

害 甚 だ し か ら ず 募 し 其 幼 きも の は 甘味 を 有する を 以 て 小 見 は 好 ん 

で 畑地 に 入り 取り 喰 ふ が 故 な る べし 両 し て 本 菌 に 犯さ れ た る も の 

、 癌 茎 は 続 に 自 資 色 の 線 を 表 は す を 以 て 之 れ を 記 ぬ 得 べ し 。 
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147. Sorosporium Panici-miliacei (Pers.) Takahashi, in Bot. Mag. 

Tokyo, 15, 138, 1901 , AA. Tdeta. in Handb. 398, 1911 : Oudemans, 

in Enum. 1, 716, 1919: 

SYn. 7ego (so) S696 が 422。S. 722C?-272672 み ce4 Pers. in Synop. 224。 

1801: 

Ozedo oer5o, 8. DO. in IL. fr. 6, 76, 1815: 

Cgeo7z の es が ze72S Schlecht. in HI. Berol. 2, 130, 1824: 

7ego ges が es Duby., in Bot. all. 2. 901, 1628 : 

77s666 アア 42CO7422。 8. Wallr. 1. crypt. Germ. 2 216, 18939 : 

び s727wgo Cog760, 8. の 6 が we765 Tul. Mem. 3 81, 1847 : 

7?77e2@ の es が 6748 Lev. in Ann. d. sei. nat. 3、ser、372、1646 : 

swgg es が es Schlecht. in Rabh. herb. myc. 400, 1859 : 

Rabh. Fg. eur. 2092,1864: Thtm. MYeoth. 1420,1875 : 

び s7 み go アア g746-729762ce? (Pers.) Winter、in Rabh. Krypt. |, 89 

1884 : Sacc. Syl. 7 イ 7, 454。 1888, Kirchner, in Pfanzenkr. 383 : 

Tubeuf。 DiS. of pl1. 289: Migula, in Tome's . vY. Deutsch. Krypt. 

3, 249, 1910 ) Sydow & Butler, in Ann. Myc. 10, 244. 1912: Lin- 

dau, は . in Krypt. yY.d. Mark Brand. 5a、19, 1914 : 

寄 主 及 産 地 Panicum miliaceum 上 . キ ビ 穂 

公主 針 大 正八 年 八 月 三浦 鶴 成 

分 布 欧 沸 , 北米 , 日 本 , 滴 洲 , 

( ロ ) 腸 黒 穂 菌 科 (Hillehaceae.) 

本 科 に 属す る 菌 は 前 者 に 能 く 似 た る も 前 菌 続 C に 横隔膜 な く 共 頂 

上 に 携 子 梗 を 叢 生 す る を 以 て 異な り と す 爽 の 二 属 を 豆 見 す 。 
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| 肌 子 は 量 一 な CCCCCCCCPPPCPPCPPYYPPPPPPPPPPPPPPPPPPPYPY の 5 生 な oo も も な ちら た Pc に の Hilletia。 

3 肥 ゴゴ は 焦 合 し て 球形 を なす ーー iomorererrrrrrrrrnn Urocystis。 

り zxocystis Rapenjnorst。 

胞子 代 は 普通 葉 又 は 琶 上 KC 生 じ 稀 区 他 の 名 官 上 Ii 生ずる と と あの 

り 胞 子 球 は 一 又は 毅 胞 の 有人 性 的 に 生 ぜ る 購 色 細胞 より な り 其 外面 

は 有色 の 無 性 細 胞 に より て 園 ま れ 短 き 前 菌 燃 の 頂 踊 に 小 子 を 群生 

し 再び 小 子 を 此 上 に 生ま する と と あり また 角 左 管 を た 生 志 る と と あり 

世界 に 大 凡 二 十 五 種 あり 清 洲 に 一 種 を 縮 見 す 。 

148. Uroeystis Anemones (Pers.) Schroeter。 in Bem. nu. Beob. 

Ust. in Beitr. Biol. pHH. 375, 1877 , in Pilz. Schles. 280, 1885: 

Sacc. Syll. 7, 518, 1888: Sydow, in Ann. Mye. 11, 112, 1918 : 

Syn. Ozego 47zezzozxes Pers. in Tent. dispos. meth. Fg. 56, 1797 : 

の 7ocys が 5 47eyzo2es (Pers.) Winter、in Rbh. Krypt. 1, 123, 

1884: Voss, W. in Myc. Carniol 14, 1889: A. Tdeta, in Handb. 

417, 1911 : Migula, in Thome's HI. Y. Deutsch. Krypt. 3 274, 1910 : 

Stevens, PF. 華 . in Hg. w.c. pl. dis 320, 1913 ) Garrett,A.O, in 

Myeologia, 6, 241, 1914 : Standley, P.C. in Myeologia, 8, 171, 1916 : 

の ヶ ego 7egz72422C27Zee の 724272 DC. in HI. fr. 6, 75, 1815 : 

Ogeo772 の 7 の 9722o779o の es Schelchtd. in Linnaea, 1], 248, 1824 : 

777ys25e oecosg Wallr. in HL. crypt. Germ. 2,。212, 1839 : 

oc が SS の 072 の ん o77907es LevV. in Ann. dd. si. nat。 9,. Te:r 5, 

220, 1845 : 
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ア o7 み cys7s 2cg72@6 Lev. in 1.c. 8 372, 1848 : 

ア o/c み SS 7726422647C67642722 HT. in S. veg. Scand. 516, 1849 : 

び ヶ coys が s の 07 の 0/ み 70 の es Rabh. in Fg. Eur. 697, 1859 : Fuckel, 

in Symb. 41, 1869: Thtmen, von. in Pilz. Sib. No. 500, 1880 : 

び ヶ ocyss 47e2207265 Rab. in Hg. Eur. No. 1, 195, 1859 : 

び zocgss 7e77079638 (Pers.) Plowright. in Mon. Ured. 尼 Ustil. 

288, 168 : 

寄 玉 及 産 地 AnemoneRaddeana Rgl. ウラ ベニ イチ ゲ 葉 

鳳 風 山 大 正 九 年 四 月 ニ 十 七 日 近藤 金 衝 

三浦 鶴 成 同 大 正士 年 刀 月 

分 布 歌 洲 , | 米 , 日 本 , 病 洲 。 

腸 黒 穂 病 すす iHeti 』talsrnG. 

本 属 は 能 く Ustilago に 仏 た る も 胞子 大 な る と 名 芽 法 之 れ と 異な 

る 世界 に 大 由 三 捨 種 滴 洲 に 一 種 を 知ら る 。 

149. Willetia caries (DC.) ul。 in Ann. sei. nat. 2, Ser. 2. 161, 

1854: Magnus, P. in Ustil. der Prov. Brand. 85, 1895: Tindau,. 

G. in Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 43, 1914 : 

SY1. zego cezzes DC. in II. fr. 6, 78, 1815: 

ル 2cope7 の ez 77272c2 Byerk. in Act. Succ. 326, 1775: 

7277e 77272c2 (Byerk.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 277, 1884 : 

Sacc. Syll. 7,。 481, 1888: Voss. W. in Mye. Carnial. 10, 1683: 

Dietel。P. in Engl. et Prant1. Natur. PH. 1,'2, 16, 1900: CHnton, 

G.P. in N. Amer. Ustil. 47, 1906 : Duggar, B.M. in Hg. dis. of 
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pl. 380, 1909 : Migula, in Thome's 和 TI. y. Deutsch. 氏 rypt. 3 263, 

1910: A. Tdeta, in Handb. 406, 1911 : Stevens, T. 七 . in Hg. w.c. 

pl. dis. 316, 1913: Davis, 了 .J. in Prov. List. 898, 1914: Butler, 

E. り . in Hg. and dis. of nl. 166, 1918 : 

寄 主 及 産 地 Triticum sativum 工 . ュ コムギ 子 房 

北湖 大 正 十 年 地頭 事務 所 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 小 変 の 子 房 を 犯し て 腸 黒 穂 清 を 起き さき し むる も の に 

し て 落し 小 変 粉 中 に 本 菌 胞子 含ま る いと き は 如 黒 色 と な り て 其 品 

質 を 害する の みな ら ず ーー 種 の 吉 臭 を 生ずる が 故 (C 販 井 ( に 適 せ ざる 

に 至る . 祭 は 犬 正 十 年 大 巡 坦 頭 事務 所 より 北浦 産 小 変 の 挟 雑 物 の 鑑 

定 を 婦 は れ た る と と ある が 其 内 に は 種々 の 雑草 の 種子 の 外 買 に 本 

苗 被 害 の 小 秦 粒 多 敷 混在 する を 見 た り .。 

本 画 被 害 物 の 動物 航 に 及ぼ す 影 響 C 開 し て は 硝 説 必ず し ゃ 一 致 

せ ず CMmnton 氏 は 小 変 と 共に 本 商 被 害 粒 を 難 に 興 ふ る と き は 一 種 の 

病気 を 起 し 放 に は 之 れ を 食 せ ざる 至り 其 食 を 更 ふ れ ば 病気 全 据 

す と な せる に McAlpine 氏 は 難 及 び 鳩 に 本 商 被 害 普 を 興 ふ る も 何等 

病 竹 を 呈 せ ざる も ゃ 葵 産卵 敷 を 減じ て 敷 日 に し て 60 位 まで 減 ぜ ら 

れ 食 を 更 ふ れ ば 三 週 間 位 に し て 産卵 力 を 同 復 し て 90% 位 に 和 達 す と 

な せり , 面 し て 同氏 は 本 病 双 防 法 と し て 2 グ 硫 酸 鋼 液 の 使用 を 推 半 

JI り 。 

Barrus.MI.F. 氏 は 本 被 害 物 と 健全 物 と の 必 別 を 示せ せる が 之 れ に 

よれ ば だ ば 出穂 後 三 日 位 の 際 に 於 て 次 の 如き 差 あ り と 。 

1. 披 害 物 の 花柱 は 健生 骸 の も の より 大 に し て 殆 ん ど 共 二 倍 位 の 

犬 さ C 和 達 す 。 
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2. 被害 物 の 柱頭 は 健全 の も の より も 大 に し て 廣 し 。 

3. 被 雪 物 の 子 房 は 終 色 な る も 健全 槍 の も の は 白色 な り 。 

4. 拉 害 物 の 雄 革 は 小形 に し て 敬 国 は 淡 次 色 な る も 健全 忠 の も の 
は 継 色 な り 。 

5. 被害 物 の 花粉 は 淡色 に し て 殆 ん ど 細 胞 内 容 物 な し 。 

本 菌 の 了 壁 名 に 就 て は 多く の 聖者 は Tilletia Tritici (Byerk.) Winter. 

を 採用 せる が Magnus 氏 は Rostrop 氏 の 研究 結果 を 採用 し た り 両 し 

て Rostrop 氏 の 研究 が 事 縮 なり と せ ば 之 れ に 従 ふ を 正しき も の と 

信じ 上 記 の 限 名 に ょ よれ り 0 今 Wagnus 氏 の 記事 を 下 に 韓 載せ ん 。 

Rostrop weist in seinen Ustilagineae Daniae (Botaniske Forenings 

Festskrift. Kopenhagen 1890) S. 147 darauf hin,、dass von den alteren 

Anuthoren unter ア z/co/e7do2 7727c6 Bjerk, sowol の sgo 772c6 Wie 

27e2g Cog7ees verstanden werden: dass ferner Bjerkander nur mit 

weifel den Weijenbrand far einen Schwamm angesehen hat und keine 

eigentliche Beschreibung desselben gegeben hat. Bjerkander vergleicht 

ht nur mitt ル zcop27 の oz und bezeichnet ihn in Klammen und mit 

Fragezeicben als (ん co7e7do% が な 2? の ). Auch versteht er unter seimem 

fraglichen の zcope77oz das ganze brandige Korn, nicht blos den Brandpilz, 

denn er sagt (Koneliga Vetenskaps Akademiens Handlingar fir ar 1775 

S.326): Nagon knelse (mit yzopz7dox) har til tyckets det vara, nar 

jamforelse gorer dsm imellan, +) か ycop. 6o2z5 娘 har en tinna omkring 

sig: hvilken Ofverst spricker s6nder, nar den ar mogen. Sa har och 

Sot-hvetet en dylhik taunn skorpa som under Yaseandet ar gron, men 

blir sedan graaktig,och stundom under ragnvader gar SOnder. JDaraus 

geht hervor, dass Bjerkander die Oberhaut des brandigen Korns ftir eine 
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Peridie des Pilzes genommen hat, fir den er das gnuze brandige Korr 

mit み weifel ansprechen zu konnen meinte. Herner sagt Bjerkander: 2) 

ア zcoyey の oz? har 1 fGrstone en gulaktig, 負 Ytande och illa luktande materia, 

som mognar 1 praaktigt mj61, och derefier mister lukten. Sa fGrhaller 

det sig afven med Se nar det vser、3r det klibbigt、 men torkas 

til et dammarde vasende, ock derefter fGrlorar sin lukt (Jnh 14). 一 Ich 

meine mnithin mit Rostrop, dass Bjerkander beide Brandarten des 

Weizens ununterschieden bespricht, denn das “dammarde Yv&sende" 

(staubartige Beschaffenheit), das nachher seinen Creruch Yerliert, passt 

nur zu 0s7272go 7726c26,。 Wa&hrend die klebrige Beschaffenheit (kRDb 吉 も 

und der Geruch auf 727e が み Co72es hinweist.- 一 Tch kann daher nur,。 wie 

Rostrop das gethan hat, die De Candolle-Tulasnesche Bezeichnung dieses 

Pizes gelten lassen, umsomehr, da in der Hrucht des Weizens noch eine 

zwelte Art dieser attung, グ 727e726 /2eo29 す . KGhn, vorkommt. 

油 洲 | 日 本 | 慈 清 | 印度 | 歌 洲 | 北 米 | 漆 洲 | 南 中 
Ustilago Avenae. 

d 1]aeViS. 

Hordei. 

nudla. 

Tritici. 

Crarneri. 

Paniel-glauo1. ーー 

bromnivola. 二 

> ZZeae. ゴ 上 | = ド 
ーーーーーーー 一 一 、| ーーーーーーーー、 ーーーーーーー】 一 ーーーーーーー リ ーーーーーーー ズ リーーーーーーー ズ ーーーーーーーーー- ! ーーーーーーーーー 

utriculoS&。 十 圭 十 圭 

| 引き | 単 | ヨ 引 dd| g 

十 

Wormingi. 土 と 



も た Yiolacea. 

Sphacelotheca cruenta. 

SDh. Sorghi。 

SDh. Hydropiperis. 

SaroSDorium Reiliana. 

N. Paniei-niliacei。 

Urocystis Anemones. 

Tilletia caries. 

清洲 の 黒 穂 菌 族 は 世界 に 普通 知ら る いも の いみ に し て 清洲 に 特 

有 の も の 一 も ある な くだ た ゞ  ぶ Ustilago Warmingii 菌 は 従来 Scandinavia 

に 知ら れ た る の みな る K 之 れ を 清洲 に 得 た る を 珍 ら し き 事 買 な り 

と 思 は る \ い の み ま た Ustilagc violacea 菌 も 欧米 及び 日 本 に 知ら れ た 

る も の に し て 元 來 墨 穂 菌 類 の 多く は 寄主 の 子 房 を 犯す の 性 質 あ る 

が 改 に 其 採 集 も また 多少 の 困難 ある も の に し て 今後 充分 の 調査 進 

む に 於 て は 休 多 少 の 種類 を 増加 する に 至る べく 上 比類 は 穀類 の 子 羽 

を 犯す を 以 て 時 に 慕 作 物 に 大 害 を 興 ふ る が 故に 古 來 比較 的 調査 進 

み 居 る も の な り 。 

( 選 ) 有 隔 搭 子 菌 亜 類 (Protobasidii。 ) 

本 亜 類 は 更に Urediniales, Auriculariales 及び Tremelliiales の 三 族 に 

分 た る * ヽ  も 清 洲 に て は 後 の 二 者 に 属す る も の は 外見 せら れず 間 

AuricularialesC 入 る べき キク ラ ゲ を 見 る も 之 れ 果して 清洲 に 産 す る 

も の な る や 航 た 南方 支那 より 移入 せら る ゝ  も の な る や 支 人 の 言 一 

致 せ ざる を 以 て 今 之 れ を 除き た り 。 
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p. 族 (Uregirales.) 

本 族 C 局 する 貢 類 は 純正 な る 活 物 寄生 を 営む や も の に し て 今日 吾 

人 の 知識 を 以 て し て は 輝 れ が 人 和久 培 養 を な し 得 ぎ る も の な り 其 南 

燃 は 多少 分 岐 し 有 隔 に し て 細胞 間隙 に 生じ 吸 器 を 細胞 中 に 挿入 し 

て 養分 を 吸 政 する も の に し て 往々 柱 棒 色 又は 赤 俊 色 の 油 滴 を 含み 

共 侵入 の 場所 附近 (c 局 在 し 被害 部 の 膨大 を 来 す と と あり 子 連 庄 を 

実 度 下 に 形成 し 其 破 有 付す る に 及び 始め て 規 出 す 。 

生 多 骨 の 最も 重要 な る は 冬 胞 子 に し て 黒 穂 菌 類 の 厚 膜 胞子 子 

菌類 の 子 論 胞 子 に 相 営 し 本 族 の 選別 は 主として 此 多 胞子 の 性 質 に 

より て な さる \ ト も の に し て 多く は 生 芽 携 子 柄 を 生ずる 以前 に 休 眼 

を 有 要する も の な り 。 

科 胞 子 の 和義 芽 に より 出 づ る 搭 子 柄 は 軍 一 な る 赦 締 管 に し て 鎖 燃 

に 連なる 四 個 細胞 より な り 稀 (C 最 下部 に 第 五 の 細胞 を 生じ て 柄 細 

胞 の 用 を な す も の あり 携 子 柄 の 各 細 胞 は 更に 少し く 長 き 携 子 突 趣 

(Sterigma.) を 抽出 し 各 其 頂 端 に 一 個 の 胞子 を 生 す 之 れ 小柄 子 (Basi- 

diospore) な り 此 生殖 法 に 先 ち て 一 定 の 桜 行 偏 行 は れ 冬 胞子 の 母 細 

胞 は 始め 二 個 の 桜 を 含み 各 一 回 分 像 し て 四 個 と な り 其 二 個 は 柄 細 

胞 中 に 移行 し 残り の 二 個 は 和 多 胞子 内 に あり て 融合 し 其 馬 非 する や 

此 租 は 二 回 分 肌 し て 四 個 と な り 携 子 柄 の 各 細 胞 に 一 個 づ ヽ 移 行 す 。 

冬 胞子 は 子 和敬 暦 多 ち 胞子 堆 中 に 生じ 有 柄 又は 無 柄 に し て 加 胞 な 

る あり 敷 胞 よ りな る あり 各 胞 に 一 個 乃 至 敷 個 の 散 芽 を 有 す 此 細 

胞 の 敷 及 び 開 芽 孔 の 位置 敷 等 は 各種 各局 分 類 の 標準 と な る も の に 

て 胞子 膜 上 の 笑 起 尉 鹿 等 も 赤 然 0。 「 
多 菌 族 の 完全 な る 生活 更 を 経る に は 普通 四 の 異な る 時 代 を 有 す 

る も の に し て 鐘 胞 子 時 代 夏 胞子 時 代 科 胞子 及び 精子 器 時 代 和 之 れ な 

り 。 
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鐘 胞 子 時 代 は 或 特 有 な る 移 汰 の 擬 護 膜 (Pseudoperidium.) を 生じ 其 

捧 に 普通 洪 腕 球 形 の 所 詩 鏡 胞子 を 生 ず 此 胞子 は 贅 芽 管 を 出し て 直 

ち に 琴 芽 す 面 し て 普通 此 鐘 胞 子 擬 護 有 を 生 ぜ る 反 将 側 に 之 れ と 同 

様 に し て 小形 の も の を 生 ず 了 肉眼 に て 見 る と き は 荒 褐色 の 比 色 部 上 

に 一 種 の 粘 舞 ある 小 由 となり て 散在 する を 見 得 べ し 乏 れ 精子 器 時 

代 な り 希 子 遇 は 種類 に より て 之 れ を 鉄 く も の あり , 比 時 代 を Aeei- 

dium, Caeoma, Peridermium. 等 と 棋 す 。 

夏 胞 子 は 被害 部 上 に 踊 在 する 猛 色 中 印 ち 夏 胞子 堆 中 に 生ずる も 

の に し て 球形 卵 形 , 秩 園 形 等 を な し 一 個 乃 至 敷 個 の 華 芽 口 を 有 し 且 

つ 柄 を 有する も の あり て 表面 に は 突起 , 彫 鹿 等 を 有する あり 王 滑 な 

る あり 其 色 掲 色 黄金 色 等 竹 々 な る も 必ず 晶 胞 に し て 普通 鐘 胞 子 よ 

りゃ 其 色 濃く 多 胞 子 よ りゃ も 淡色 な り 表 芽 管 に より て 直ちに 和紙 芽 す 

此 時 代 を Uredo stage と 舟 し 其 胞 子 を Uredospore と 球 ふ 。 

鐘 胞 子 は 単 一 又は 毅 胞 よ りな り 和 芽 は 一 個 若 し く は 敷 個 に し 

て 其 腕 厚く 濃 色 , 有 柄 又 は 無 柄 表 面 に 種々 の 彫 鹿又 は 突起 を 有する 

も の 少な か ら ず 種類 に より て は 直ちに C 策 芽 し て 携 子 柄 を 出す ゃ も 普 

通 一 定期 間 休 眼 し て 後 華 芽 す 此 時 代 を Teleuto stage, 其 胞子 を teleu- 

tospore ( 冬 胞子 又は 終局 胞子 ) と 球 ふ 。 

以上 四 時 代 を 完備 せ ず 其 或 時 代 を 鉄 く も の あり 和 之 れ に より て 分 

類 の 標準 と な せる あり また 此 各 時 代 を 同一 寄主 上 に 生ずる も の あ 

り 之 れ を 同種 寄生 と 航 し (Monoecious parasite) 其 或 時 代 を 全く 異な 

る 他 の 植物 に 生地 る も の あり 異種 寄生 (Heteroecious parastte, Or 

heteroparasite) と 各 し 此 和 寄主 を 中 間 寄 主 と 球 ふ 面 し て 普通 精子 人 時 

代 (Spermogonium or pyenidium) を 〇 の を以て 現 は し 鉱 子 器 時 代 (Ae- 

cidium, Caeoma and Peridermium.) を 1. 夏 胞 子 時 代 (Uredo) を TI. 名 



212. 

胞子 時 代 (Teleuto-stage) を IIT. を 以 て 表 は す . 

先 き に も 迅 べし 如く 本 族 の 菌類 に 及 て は 慕 生 活 更 の 或 都 分 を 鉄 

如 す る も の あり て Schroeter 氏 は 其 事 費 を 基礎 と し て 分 類 を 試み 

de Toni.、Winter, Fischer, Rd., Sydow 氏 等 も 之 れ を 探 用 せり 抑 ち 。 

0 導 LRTTUI む 有 Kk に の 6 の Eu-type, 

O. TITI.IT. を 有する も の ' Brachy-type. 

(0. JI, を 有する も の Opsis-type. 

El5LH 才 を 調和 あの の Hemi-type. 

III. の み を 有 し 休 有 眼 後 績 非 す る も の Micro-type. 

III. の み を 有 し 直ちに 殴 左 す る も の Lepto-type. 

然 か る KRlebahn, 是 . 民 は 更に 同種 和 寄生 を な す も の と 暴 種 寄生 

を な す も の と を 大 別 し 同種 寄生 を な す も の (CAnuto な る 文字 を 冠 し 

Auto-eu-type, Auto-bracby-type… tr exkaooo) よ 。. 計 . ま 人 と 

呼び 異種 寄生 を な すもも の に 耳 etero な る 交 字 を 冠 し それ ぞ れ Hetero- 

eu-type,, Hetero-brachy-type…… ド ot 低 エ 穏 せ り 

本 族 に 属す る 菌類 の 科 名 ( 旧 本 名 ) に 就 て は 従来 種々 の 呼 査 あり 至 

は 原語 を その まい 用 ゐ ね た る あり 牙 は 或 種 の 名 舟 を 興 へ た る も の あ 

り し ゃ 何れ も 最適 の ちゃ の と 思 は れ ざ り し が 昭和 二 年 伊藤 誠 哉 在 類 

直 秀 規 氏 は 之 れ が 多 胞 子 堆 形 成 の 汰 況 に より て 興 へ た る も の あり 

最も 昔 を 得 た る も の と 思 ほ る いい を以て 余 は 此 雨 氏 の 和 名 に 従 ひ た 

り 。 

科 の 検 索 表 
1. 科 胞 子 不 明 …… の tionrrnn 不 完全 錠 歯 (Uredinales TImperfecti,) 

年 内 すっ の 。 
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2. 和 多 胞 子 は 息 芽 に 際 し 四 胞 に 分 た れ 各 肥 よ り 挫 子 笑 超 を 出す … 
・ コ 2 で 人 ES ドン = mn 内 生 鐘 菌 科 (Coleosporiaceae.) 

冬 胞子 は 工 Cc 際 じ 直ちに K 携 子 柄 を 用 すす ーー か 

3. 冬 胞 子 は 互 密 着 し て 寄主 の 表 度 下 に 生 ず ぐーーー… 

の 麻生 錠 菌 科 (Melampsoraceae.) 

胞子 は 密着 せ ず 柄 を 有 す …………… 本 生 錠 細 科 (Pucoiniaceae.) (A 

( イ ) 内 生 菌 科 (Coleosporiaceae.) 

冬 胞 子 は 一 乃至 二 層 を な し て 上 状 胞子 堆 上 に 生じ 無 柄 又 は 廣 き 

要 状 柄 を 有 し 頃 芽 に 近づく や 四 室 に 分 れ 各 胞 より 直 ち K< 則 胞 の 携 

子 柄 を 出し て 一 個 の 小 子 を 付く 《, 本 科 南 の 鐘 子 時 代 は 松 類 の 径 を 犯 

す TPeridermium 之 れ な り 面 し て 共 夏 胞子 和 多 胞 子 時 代 は 主として 彰 科 

植物 の 葉 を 犯す も の に し て 五 属 に 分 た る いも 添 洲 に は 欧 の 一 司 の 

み 知 ら る 。 

内 生 司 Coleospomiszm 上 6 と マ ie11e. 

0. 精子 器 は 殖 ん ど 高 直せ ず 長 形 に し て 口 様 突起 な し 

T. 錠 胞 子 時 代 は Peridermium 局 の 形態 を 有 し 座 膜 を 形成 する 細胞 

は 無色 拓 状 突起 を 衰 る 膜 を 有 し 胞子 は 球形 乃至 座 棒 園 形 に し 

て 膜 は 無色 突起 を 宗 る 。 

II. 夏 胞 子 堆 は 護 膜 を 鉄 き 胞 子 は 鎮 汰 を な し 球形 乃至 廣 棒 園 形 に 

し て 粉 汰 堆 と な し 胞子 膜 は 無色 に し て 小 導 状 身 起 を 宙 布 し 次 

芽 日 不明 。 

III. 和 胞 子 堆 は 虐 状 に し て 彫 形 な る を 普通 と し 不 像 開 , 性 記子 は 無 

柄 に し て 昌 胞 な る ゃ る 早く < 分 裂 し て 四 胞 より な る も の あり 有 映 は 

下 滑 に し て 無色 頂部 厚 膜 と な る 。 
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本 局 は 其 邊 ま 活 更 を 完成 する 込め に は 必ず 戒 時 代 に 全く 異な る 中 

間 和 寄主 を 要する も の に し て 普通 其 鐘 腔 子 時 代 を 松 類 の 葉 上 に 生 ず 

Arthur 氏 は 北 洲 に 二 十 四 種 あ り と し TPietel 氏 は 世界 三 拾 欠 種 あり 

と せる が 滝 洲 に は 拾 部 種 を 散見 す . 

150. Coleosporium Cimicifngatum Thum., imPilz. Sib. No. 211, 1676 : 

SaCc. Sy 虹 . 7 758, 1888: Komarov, in Fg. Ross. exsic. 4, No. 175, 

1898: Sacc. SyL. 16, 316, 1902,) A. Tdeta, in 時 andb. 445,1911 : 

Sydow, P. et 耳 . in Ann. Myc. 11 110, 1913 : Dietel, P. in Ann. 

Myc. 5, 76, 1907 : 1.Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 28, 43, 1914: 

Tranzschel, in Hg. Kamtsch. 552, 1914: Sydow, 毛 . et 耳 . in Mon. 

Ured. 3, 652, 1915 : Oudemans, in Enum. 3 101, 1921 : 玖 . Togashi, 

in Jap. Jour. Bot. 2, 92, 1924 : 

寄 玉 及 産 地 Cimicifuga simplex Warmsk. イツ ボン ショ ウマ 理 

1 本目 山大 正 七 年 八 月 填 六 日 三浦 鶴 成 

分 布 西 比 利 亜 , 北 清 , 日 本 , 勘 系 加 , 凍 沙 。 

記事 本 菌 は 西 比 利 亜 ミ ヌシ ンス ク 油 iC 於 て Martianof 氏 始め て 

之 れ を 探 集 し 後 Komarov 氏 は Bureja 山 に 探り 三宅 市 郎 氏 は 北 清 

績 見 せり 日 本 に 於 て は 草野 俊 助 氏 之 れ を 日 光 理 見 に 探 集 せる を 始 

め と す 之 れ 軟 に 1905 年 に し て 後 余 は 1907 年 北海 道 障 文 島 iC 於 て 探 

集 し 富 極 洗 吾 氏 も 同 島 C 之 れ を 散見 せり 。 

151. Coleosporium Clematidis Barcl,. in Descript. List of Ured. Sumula。 

3, 89, 1890 , Sacc. Syll. 9, 317, 1891 : Komarov, in Hg. Ross. eXSic. 

5, No. 228, 1899 : Dietel, P. in Engl. Bot. Jahrb. 28, 287, 1900: mm 
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1.c: 32, 627, 1903 : in Ann. Myc. 8, 313, 1910, P. Hennings, in 

Rngl. Bot. Jahrb. 31, 733, 1902 ) Sydow,P. et 革 . in Ann. Myc. 7, 

169, 1909 : in 1.c. 11, 110,。1913: mc.160, 1914 ) T. Miyake, im 

Bot. Mag. Tokyo, 27, 44, 1913 : Sydow, P. et . in Mon. Ured. 3, 

653, 1915: 式 .Sawada, in Taiwan Ag. ex. St. spec. Rpt. 19, 382, 

1919 : S. Tto,  RN. Hiratsuka, in Trans. Sapp. nat. Hist. Soc. 9, 2, 

221301070 

寄主 及 産 地 Clematis fusea Turcz. var. mandshurica Rgl. 

と る の レン キン アン 半 り 堪 

TI.III. 鳳 嵐山 大 正三 年 八 月 七 日 。 宮部 憲次 

Clematis heracleifolia DC. var. Davidiana Tr. ルリ クサ ボタ ン E 

II. III. 青 籠 山 大 正四 年 十 月 三 日 近藤 金吾 

TL.TTI. 奉天 北陸 大 正三 年 八 月 近藤 金 理 
11. III. 鳳 風 山 RMT2 財 29 月 0 近く 日 三浦 窒 成 

分 布 東 印度 , 中 部 及 南 部 亜 那 利 加 , 北 清 , 西 比 利 亜 , 日本, 浦 湖 。 

記事 本 菌 は 印度 に C 於 て 始め て 般 見 せら れ た る も の に し て 茨 の 

種 C 酷 仏 す る も 其 夏 胞子 の 大 な る と 多 胞 子 の 狭く し て 長き 北 之 れ 

と 異な る 共 久 腔 子 時 代 は 未だ 知ら れず 。 

152. Coleosporium Clematidis-apiifoliae Diet, in Engl. Bot. Jahrb. 

28, 287, 1900 : in 1.c. 32, 52, 1902 : P. Hennings, in 1.c. 29, 36, 

1900 : Sacc. Syll. 16, 316, 1902 : 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 

28, 43, 1914 : Sydow, P. et H. in Mon. Ured. 3 653,1915 : 

寄 玉 及 産地 Clematis manshurica Rupr. タチ モン ニン サウ 葉 

II.III. 吉林 小 白山 大 正 七 年 八 月 十 六 日 三浦 鶴 成 

II.IIT. 鳳 鳳 山 大 正 七 年 刀 月 ニ 十 ル 日 三浦 審 成 
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分 布 日 本 , 北 清 , 滴 洲 。 

記事 本 菌 は 1899 年 日 本 妙義 山 に 於 て 始め て 草野 俊 助 氏 に より 

て 探 集 せら れ し も の に し て 1897 年 KKomarov 氏 は 吉林 省 Omoso, 

Ningta 聞 に 於 て 本 寄主 上 FC 寄生 せる Coleosporium 貢 を 探 集 し て 之 

れ を Col. Clematidis Barcley. な り と せる も 光 洲 に 於 て は Olematis 

fusca, stans, heracleifolia 等 の 葉 上 (に は Coleosporium Clematidis Barel. 

を 多 見 する も 本 寄主 上 に は 常に 本 菌 の み を 見 る が 本 に 此 Romarov 

氏 の 逃 べ し も の も 赤本 菌 に 非 る や を 抱 は し むる も 今 直ちに C 之 れ を 

断定 する を 得 ず 今後 の 調査 に まつ べき も の な り 。 

153. Coleosporinm Pulsatillae (Strauss.) Lev, in Ann. Sc. Fat. 9, 8, 

373,。 1847: Dietel P. in Engl. Bot. Jahrb. 28, 287, 1900: Ed. 

Hischer, in Ured. Schw. 439, 1904: KKlebahn, 革 . in Wirtsw. Rostpilz. 

372, 1904: Dietel, P. in Ann. Mye. 8 313, 1910: Migula,W. in 

Thome's .v. Deutsch. Krypt. 3 1. 466, 1d10: TKlebahn, in Krypt. 

y.d. Mark Brand. 5a, 732,1914 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured: 

3 651, 1915 : Dietel, in Centralbl1.f. Bak. u. s. w. IT. 48, 473, 1918 . 

S. Ito. 層 N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9,2, 271, 

1927 : 

Syn. Co7eos の o7244272 アア 086 が 72766726 (Strauss.) Fries, in Summa. 512, 

1849: Sacc. Syll. 7, 754, 1888, Thamen, von., in Pilz. Sib. No. 208, 

1878 , Fuckel, in Symb. 43, 1869 , Sydow, P. et 古 . in Ann. Myc. 

11, 110, 1913 : Miyake, T. in Bot. Mag. Tokyo, 28, 43, 1914 : Oude- 

mans,。 in Rnum, 3, 143, 1921 : 

び 7ego かな e2724/Os6@。 Var. 7sg が ge Strauss. in Wett. Ann. 2, 89, 

1810 : 
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り ヶ ego ア %/sg27ge Duby, in Bot. Gall. 1, 895, 1828, 

7 の 7s25e 7sg7ge Wallr. in HI. Crypt. Germ. 2, no. 1635, 1833 : 

Oo/eospe72%%72 75g7 が 776 (Strauss.) Winter,。 in Rabh. Krypt. 1, 

248,1884 : 

er?ey272622270 プ Gd の 22 IKleb. in eitsch.f. PHanzenkr. 12, 27, 1902 : 

寄主 及 産 地 Anemone chinensis PBge. アン に コア ロン 工 

TI. 大 軍 大 正 元 年 八 月 十 七 日 氏 礎 力 治 

0 間 60 6 に 大 正 三 短 皇 月 zz 叶 近藤 金吾 

IT 大 連 。 大 正四 年 六 月 三 二 昌 近藤 金吾 
T TITLE 大 計 下 大 正四 年 九 月 二 二 一 日 近藤 金吾 

TI. 大 。 連 大 正四 年 七 月 五目 _ 近藤 金 理 

IT. ITT. 少 岡 子 天正 華 角 光 月 三 三浦 向 成 

LT.51TT1. ER 大 正 五 年 十 月 四 日 宮部 憲 区 

IT. IT. 鳳 鳳 山 寮 中 年 月 世 目 宮部 憲次 

IT。 TTT.。。 吉 。 本 大 正 七 年 八 月 十 七 日 三浦 比 成 

分 布 了 欧洲, 日 本 , 西 比 利 亜 , 清洲 。 

記事 本 商 の 錠 腔 子 時 代 は Jaap 氏 が Pinus sylvestris 上 . の 葉 上 (に 寄 

生 せ る Peridermium 局 の 一 種 を Klebahn 氏 調査 し て 之 れ を Perid.Jaapi 

と な し 接種 試験 を 行 ひ た る 結果 Jaap 氏 の 探 集 せ る も の は 本 南 の 送 

腔 子 時 代 な る と と を 知る に 至れ り 履 に 本 菌 は Eu-Coleosporium に 入 

る も の な り 。 

154. Coleosporium Phellodendri Kom. in Fg. Ross. exsic. 5, no. 247, 

1899: in Hedwigia, 39, 191, 1900 , Sydow, Monog. Ured. 3, 648, 

1915: Sacc. Syl. 16, 317, 1902 : 氏 . Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2, 
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93, 1924 : S. Ito, & N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc- 

9, 2, 271, 1927: N. 本 iratsuka, in 1.c. 237 . 

Syn, Co/eos2e7?2272 どん e77ode276 Diet. in Engl. Bot. Jahrb. 28, 287。 

1910: in 1c. 3⑰, 106」1915』Sydow, in Ann. MYyc) 11 還 上 IO 清 條 195 

寄 宇 及 産 地 Phellodendron sachalinensis Sargent. 

セロ ハフ ノギス ハ ダ 葉 

III. 角 量 城 大 正 狼 年 九 月 二 十 五 日 三浦 密 成 
Phellodendron amnurense Rupr. キハ ダ 葉 

IT. TII. 龍 量 城 大 正二 年 十 月 草間 正 麻 

IT. IIT. 草 河 日 内 匠 二 年 刀 月 二手 五 用 三浦 鶴 成 

HIT. 土合 装 大 正 七 年 八 月 十 九 日 三 洒 因 成 

TI.TIT. 吉 林 大 正 七 年 八 月 十 六 日 三浦 成 

II. III. 吟 爾 潜 大 正 七 年 八 月 二 二 一 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 清 油 。 

記事 本 菌 は Komarov 氏 が 1896 年 吉林 省 老 融 に 於 て 探 集 し た る 

を 始め と す 然 る 草野 後 助 氏 が 東京 植物 園 に 於 て 探 集 写 る も の に 

習 し て Tietel 氏 が Coleosporium Phellodendmrrn な る 悪名 を 奥 へ た る が 之 

和 れ 共 ら く Jietel 氏 が Romarov 氏 の 記載 を 見 ざり し 結果 な る べし 。 

本 種 の 魚 腔 子 時 代 は 未だ 知ら れず 。 

155. Coleosporium 末 elampyri (Rebent.) 政 1ebahn, in Zeitsch. 斑 

PHanzenkr. 5, 18, 1895: Wagner, in Zeitsch. fir PHfHanzenkr. 8, 

257, 1898 : Dietel, in Engl. Bot. Jahrb. 32, 627, 1903 , 式 lebahn, 

H. in Wirkswech. Rostpilz. 370。1904 : Hiseher, fd. in Ured. Schw. 

440, 1904 , P. Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 34, 597, 1905: 



219 
Migula, in Thomes 区. yY. Deutsch. Krypt. 3 1, 465, 1910: A. 

Tdeta, in Handb. 445, 1911 : Klebahn, 時 . jm Krypt. v. d. Mark 

Brand. 5a, 736, 1914: JDietel, in Centralbl. fir Bak. u.s.w. IT. 

48, 474, 1918 : 

Syn, の ソ 7edo ez の 76 Rabent, in HI. Neomareh. 355, 1804 : 

Co/eosZo7?272 7e/o222976 Tul1. in Ann. sc. Nat. 4 Ser. 2, 136, 

1854: Grove, in Brit. Rust TFg. 327, 1918: Sydow, P. et H. in 

Mon. Ured. 3, 639, 1915 : 

Co/eos の 9724422 7e/22 の 976 (Rabent,) Karst. Jaap. in Ann. MYo. 

9,334, 1911 : Oudemans, in Enum. 4, 705, 1922 : 

ア e72 の e7272262272 SO7 の 67?2 INleb. in Zeitsch. fr PfHanzenkr. 5, 259。 

1695 : 

寄 王 及 産 地 Meiampyrum roseum Mtax.、 チ シ マ マ マ ュ コナ 葉 

IT. III. 青 静 山 犬 正 過 年 ん 月 填 硬 三浦 鶴 成 

IT. IIT. 遭 河口 た 中 年 有三 まあ 石 日 三浦 宙 成 

IT.1IT. 鳳 出山 28 記 世 導 月 ドッ) 月 三 潤 容 成 

分 布 欧洲 , 日 本 , 清洲 。 

記事 本 赦 は 欧洲 に C は 普通 に 見 ら る いも の \ 如 きも 日 本 KC 於 て 

は 草野 俊 助 氏 1901 年 嗣 島 頻 相馬 (に 於 て Melampyrum laxum Miq. の 

葉 上 (C 探 集 せ る を 始め と し 浦 洲 に 於 て は 本 寄主 に 普通 に 見 ら る ヽ  ゝ 

VS/ が りり 

本 菌 の 錠 腔 子 時 代 は TKlebahn 氏 等 の 連 験 の 結果 Pinus silvestries 及 

び Pinus montana の 工 上 に 生ずる 事 を 明らか に し TKlebahn 氏 の Peri- 

dermium Sorauert と せる も の に し て Coleosporium 史 uphrasiae, Coleos- 

ie Campanulae は 互 C 本 種 と 異な る と と を 接種 試験 に より て 立 

誌 芝 り 。 
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156. Coleosporium Plectranthi Barcl. in Descript. List Ured. Simula, 

3, 89, 1890 : Sacc. Syll. 9, 317,1891: E. Hennings, in Tngl. Bot. 

Jahrb. 31, 733。1902: JDietel, in 1.e. 22, 627, 1903 : in 1c. ⑰, 106, 

1905: A. Tdeta, in Handb. 446, 1911 : Sydow, P. et H. in Ann. 

Mye. 11, 110, 1913 : Sydow, P. et H. in Mon. Ured. 3, 641, 1915 : 

寄主 及 産 地 Plectranthus glaucocalyx Max. 2 と シン 奄 

11. 11T. 吉 林 小 白山 。 大 正 七 年 八 月 十 穴 日 三浦 蜜 成 

Plectranthus infexus Vohl. 人 cue ペン | "RS 3 

し 三浦 頃 成 

分 布 日 本 , 清洲 , 東 印 諾 。 

157。 Coleosporium Perillae Sydow, mm Hedwigia, 9⑳, 141, 1893 : 

Sacc. Syl. 16, 317。 1902 : Sydow,。P. et 古 . in Mon. Ured. 3 641. 

1915 : 

Syn. Co7eospe7x2 ey277ze KKom. in Fg. Ross. exsic. No. 273, 189 : 

in Hedw. 39, 124, 1900 : 

寄 玉 及 産 地 Perilla ocymoides 工 . で 旧 

II.TIIT. 吉林 省 拉 法 河 明治 二 十 九 年 仏 月 九 日 Komarov. 

分 布 日 本 , 消 洋 。 

記事 本 菌 は 1899 年 Komarov. 氏 が 満 洲 よ り 得 た る 枯 本 に ょ より 

て 記載 芝 る も る の な る が Sydow 父 子 も 同年 之 れ を 記載 し 然 か も Sydow 

父子 の 角 表 は 一 爾 月 早 か り し を 以 て 先 舘 際 に より て 上 記 の 届 名 を 

採用 る も の に し て 葵 後日 本 に も ゃ 才 す る と と 知ら れ た り 即 ち 南 部 

信 方 氏 は 1898 年 西ヶ原 に 於 て Perilla nankinensis DC. の 葉 上 KC, 三 好 

感 氏 は 1899 年 東京 に て Perilla arguta Benth. の 人 葉 上 に , 章 野 氏 は 同年 
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東京 植物 園内 に て Mosla punctata Max. の 葉 上 に, 吉永 虎 馬 氏 は 1901 

年 土佐 に て TKIeiskea japonica Mig. の 葉 上 に 華 見 し た る も の な る が 余 

は 1919 年 秋 朝 鮮 重 壌 に て 之 れ を 探 集 し た る と こと ある も ゃ も 浦 洲 に て は 

未だ 之 れ を 探 集 し た る と と な し 之 れ 余 の 探 集 必 域 が 満 鐵 洛 線 の み 

に 限ら れ 従 つ て 余 の 眼 よ り 発 れ た る も の な る べく 今後 必ず 之 れ を 

績 見 し 得 ベ べき も の と 思 は る 。 

158. Coleosporium Campanulae (Fers.) Le6v. i Ann. Sc. Nat. 5, 

Ser. 8. 373, 1847 , Sacc. Syl. 7, 753, 1888 : P. Hennings, in Engl 

bot. Jahrb. 28, 262, 1900 , im 1.c. 29。36, 1900: Ed. Hischer, in 

Ured. Schw. 443, 1904: Migula, in Thome's H1. v. Deutsch. KKrypt. 

3, 1, 465, 1910, Jaap, O. in Ann. Myc. 9, 334, 1911 : Sydow, P. 

et 甘 . in Ann. Mye. 11, 110, 1919: Grove, in Brits. Ured. 328, 1913 : 

. Klebahn, in Krypt. v. d. Mark Br5nd 54, 738。 1914: Davis, 

り . J. in Prov. List。915, 1914 : Sydow, P. et 本 . in Mon. Ured. 3, 

628. 1915: Dietel, P. in Centralbl. fir Bak. u. s. w. TI. 48. 473,. 

1918 : Oudemans, in Enum. 9, 1012, 1921: 式 . Togashi,。 in Jap. 

Jour. of Bot. 2, 92, 1924: N. Hiratsuka, in Trans, Sapp. Nat. Hist. 

Soc. 9。2, 237, 1927 : 

Syn. 0zedo Co272 の 746026 Pers. im Syn. 2177, 1801 : 

Co/eos/e722272 CG272 の 2472Ce7247726 Fries, in Summa. 512. 1643 : 

Fuckel, in Symb. 43。1869: Thtmen von, in Pilz. Sib Nos.2 00- 

203, 1878 : 

Co/eos の @7227770 CG272 の 272447C6 (Pers.) Winter, in Rabh. Krypt. 1,. 

246, 1884 : 
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Co/eos の o72227 Cg22 の 2224726 (Pers.) Plowright, in Mon. Ured. 

Ust. 251, 1889 : 

Co7eos の @722272 CG2727224776 (Pers.) Tubeuf, in Dis. of pl .377, 1897 : 

ア e72 の e7 の 2220272 os が 2 の 62 Fischer、 in DUred. Schw. 443, 1904 : 

Migula, in Thome's 1. Y. Deutsch. Krypt. 3, 1, 465, 1910 : 

ア e72e7272220772 婦 O82729722 Wagner, 

Coeo22@ Co7o727206 P. Magn. in Abh. Natur. 11, 69, 1898 : 

Sacc. Sy]. 16,、365, 1902 : [ 

寄主 及 産 地 Adenophora spp. KU クー ネ ニン ジン 5200 の 2 葉 

LIUG 細 大 GL eeiEzsi2F 7 ナル 月 二 本 月 近藤 金吾 

人 P 記 大 _ 運 大 正四 年 七 月 五 日 近藤 金吾 

].1T. 率 天 北 院 大 正 七 年 九 月 二 寺 四 目 三浦 審 成 

分 布 欧洲, 北米, 東 印 度 , 支那, 日 本 , 西 比 利 悪 , 清 湖 。 

記事 本 菌 の 錠 子 腔 時 代 は 欧洲 に あり て は Tinus silvestris 及び 

inns montana の 美 に 生生 する と と 知ら れ た る も 未だ 日 本 清洲 に 大 
て は 此 時 代 不 明 に し て 他 の 多く の も の \ 如 くだ た ゞ 松 類 の 葉 に 生ま ず 

る な る べし と 思 は し むる の み 。 

KKlebahn 氏 は Coleosp. Campanulae-rapunculoidis Klebh., Coleosp. Cam- 

panulae-Tracheli Klebah., Coleosp. Campanulae-rotundifoliae 氏 lebahn, 

C, Phyteumatis Wagner, 及び C. Camponulae-macranthae Wagner の 五 

型 を 必 別 し 得 べ し と せる も Eostrop 氏 は 此 五 型 は 必ず し ゃ 尾 別 し 

得る $ も の に C 非 と せり 。 

159. Coleosporium Asterum (Diet.) SYydoW, in Ann. MIYc. 12, 109, 

1914: im Mon. Ured. 3? 600, 1915 : S. Ito. & R. Hiratsuka, in 

Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9, 2 271, 1927 : 
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Syn. czopso7 み sfe72 Diet. in Engl. Bot. Jahrb. 27, 566, 1893 : 

Sacc. Syll. 16, 318,1902 : P. 本 ennings, in Engl. Bot. Jahrb. 31, 

734,1902: in 1.c. 24, 596, 1905 : in 1.c. 29. 36, 1900, P. Dietel in 

Ann. Mye. 5, 75, 1907 , Sydow, P. et H. im Ann. Mye. 11, 111, 

1919 : 氏 . Sawada, im Taiwan Ag. ex. St. spec. Rpt. 91, 381, 

1919 : 

Co7eos20724772 リン Orishimo, in Bot. Mag. Tokyo, 24, 

人 1011 : 

ee7272220272 2722- の e725277o7ee P. 耳 enn. in Engl. bot. Jahrb. 28, 

263, 1900 : Sace. Syll. 16, 349, 1902 : 

寄 玉 及 産 地 Aster tataricus 葉 .f. 属す X 導 ブン 表 

11. 1II. 鳳 風 山 大 正 七 年 九 月 三浦 和 成 

Aster Scaber Thunb. シラ ヤマ ギク 葉 

TI. HHI. 草 河 口 大 正 七 年 七 月 三浦 和 成 

IT. THT. 鳳 鳳 山 犬 正 七 年 九 月 三浦 肥 三 

分 布 日 本 , 支那, 洪 洲 

記事 本 菌 は 1898 年 南部 信 方 氏 が 東京 附近 に C 於 て シラ ヤマ ギ 

ク 上 の 本 菌 を 探 集 し 鍋 逸 の Dietel 氏 に 和 送 り し (に 同氏 は 其 科 胞子 が 

基 細 胞 を 有する 中 Coleosporinum 司 と 異な り と な し Stichopsora な る 新 

属 を 設定 せ し が 明治 三 十 二 年 (1899) 四 月 二 十 九 日 札幌 農 現 校内 

開か れ た る 札 幌 博物 四 會 第 八 十 五 了 月 次 會 席 上 に 於 て 山田 云 太郎 

氏 護 演 し て 此 Tietel 氏 の 新 局 は 甚だ 媒 は し きも の と せり 両 し て 

Sydow 氏 は 之 れ を 新 局 と な す 理 由 な し ょ と し て Coleosporium 属 中 に 

編入 せる も の な り 。 

1910 年 折 下 延喜 氏 は P. Hennings 氏 が Peridermium Pini-densiflorae 
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と な せる も の を 材料 と し 各種 の も の KC 接種 試験 を 行 ひ た る 結果 同 

困 は Adenophora, Clerodendron, Clematis, Perilla. Petasites, Salvia 等 

を 犯さ き 地 し て 猫 り Aster 類 を 犯し 得る こと を 知り Coleosp. Cam- 

panulae : C. Clerodendri: C.Clematidis : CO. Perillae : C. Petasitidis : C. 

Salviae と 全く 異な る も の と し 之 れ を Coleosporium Pini-Asteris と な 

し 新種 と し て 取扱 ひ た り 。 

160. Coleosporiumn Saus8ureae Thum. in Pilz. sib. No. 718, 1880 : 

Sacc. Syll. 7, 757, 1888 : Tranzschel, in Fg. Kamtsch. 552, 1914 : 

Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 3 614, 1915: Oudemans, in Enum. 

US8I り 7/ ま 

Syn. Co/eos ヵ o7224272 @2e5S476ge Diet. in Engl. bot. Jahrb. 34, 588,. 

1d099mmn cnO7 且 107WIO0BSSSR Ideta。 In HDS 

Sacc. Syll. 21, 719, 1922 : 

寄 玉 及 産地 Saussurea japonica DC. var. pinnatifida Rgl. 

ヒ メタ 葉 

IT.TTT. 大 連 大 正三 年 刀 月 十 囚 日 。 近藤 金 香 
II.TIT. 大 連 大 正三 年 十 月 四 晶 近藤 金吾 

IT. IT. 青 好 山 大 正 号 年 九 月 十 五 日 三浦 鶴 成 

IT.1IIT. 草 河 日 大 egs 生 の 月 ユギ 浪 月 三浦 鶴 成 

Sassurea SD. と ゴ タ イ の 類 葉 

II.III. 旅 順 大 正二 年 九 月 二 日 三浦 鶴 成 

分 布 西 比 利 亜 , 日 本 , 清 湖 。 

161. Coleosporium Senecionis (Pers.) ries。in Summa Veg. Scand. 

512、1849 : . Sacc. SylL. 7, 755, 1888 : Schroeter, in Pilz. Schles. 
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S6S、1889: Komarov, jn Hg. Ross. exsic. No. 272, 1899: Ed. 

Fischer, in Ured. Schw。451, 1904: Dietel。 im Engl. bot. Jahrb. 

3?⑰, 107, 1905: in Ann. Mye. 8, 313, 1910 : Migula, in Thome's 

TE1. von Deutsch. 3。 1, 464, 1910) Jaap,O. in Ann. Myce. 9 334, 

1911 , A. Ideta, in Handb. 442, 1911 : Tranzschel, in fg. Kamtsch, 

552, 1914 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 3 615, 1915 : Grove, 

in Brit、 Ured. 320. -1913 , lebahn, in Krypt. v.d. Mark Brand. 

5a.745, 1914: TDietel, in Centralbl. fir Bak. u. s. w. TI. 48, 474, 

1918 : 氏 . Togashi, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9, 2.237,1927 : 

Syn. 0yego J72408G Per8. Yar. 746C2O7448 PerS. in Syn. Hg. 218, 1801: 

coye7 の oz アア 2 Willd. in Rom. 4, 16, 1788 : 

ア e72 の e727226420 067o22929 の 07%277。 Fuckel, in SymDb. 42。1659 (partim.) 

Tubeuf, in JDis. of pl. 375, 1697 : 

ア ey2 の e722224222 7982 Fuckel、in Symb. 42, 1869, (partim.) 

Co7eos2e72%4272 6226C20724272 (Rabh.) Fuckel, in Symb. 43,1869: 

Thtmen, in Pilz. Sib. Nos. 48,206, 207, 1878 : 

Co7eos の o7244272 6726C20226S (Pers.) Winter, in Rabh, Krypt. 1 248, 

1864 : 

Co/eos の o722422 6746C607469 (Pers.) Plowright, in Mon. Ured. 248, 

1863 , 

Co/eeso72%422 がめ e726C207299 (Pers.) Tubeuf,。 in Dis. of ml. 374 

1837 : 

寄主 及 産 地 Senecio argunensis Turcz. コウ リン ギク 葉 

IT. 1IT. 草 河 日 大 正 七 年 九 月 二 十 五 日 三浦 客 成 

IT. TII. 公主 額 2 導 双葉 年 区 月 呈 本 日 三浦 客 茂 
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34 LR で 5 天 犬 正 十 年 九 月 三浦 審 成 

IT. IIT. 衣 策 域 犬 正 十 二 年 九 月 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 浦 洲 に 於 て は 1896 年 Komarov 氏 が 拉 法 河 に 於 て 

探 集 せる を 如 め と す , 面 し て 其 生活 更に 開 し て は Wolf 氏 が 1872 年 

上 既に 松 の 甘 上 の Peridermium が 本 菌 の 久 子 腔 時 代 な る と と を 誇 明 

し 後 Plowright, Cornu, Hartig、Rathay, von Thtmen, Rostrop, 民 lebahn, 

Fischer 等 に より て 富 肉 せら れ た る 結果 Pinus austriaca の 甘 上 の も 

の と 開 係 ある と と 明らか と な り 且 つ Fischer 氏 は 此 Peridermium 商 

は Cacaia 及び Sonchus を 犯し 得 ざ る こと こと を 報 ぜ り 。 

Tranzschel 氏 の 報 ず る 所 に よれ ば 勘 容 加 に 於 て は 常に Adenostyles 

局 を 犯す Coleosporium 菌 は C. Cacaliae Fuckel. に し て Cacalia hastata 

及び C. auriculata を 犯す も の は Coleosporium Senecionis な り と せり 

余 は 満 洲 に 誰 て は 未だ Cacalia 類 の Coleosporium 菌 を 探 集 せ ざ る が 

履 に 此 眞 抽 を 決定 する を 得 す 。 

( ロ ) 層 生 菌 科 (Melampsoraceae.) 

鐘 菌 子 堆 は 常に 寄主 の 組織 内 に 生じ 冬 胞 子 は 無策 に し て 蛍 一 な 

る か 若しくは 縦 膜 に より て 基 ナ 胞 に 分 た れ 相 び て 階 桶 様 を な す を 

普通 と する も 局 に より て は 礎 主 細胞 間 に 澤 狐 に 生ずる と と あぁ あり 商 

赦 に より 径 芽 す 。 

夏 胞子 堆 は 護 膜 を 有する あり また 之 れ を 鉄 く も の あり 普通 締 区 

骨 を 倶 ふ 夏 胞 子 は 無 柄 に し て 胸膜 無色 小 殖 汰 突起 を 蒙 る , 二 十 属 に 

分 た れ 滴 洲 に は 菊 の 六 属 研 見 せら る 。 
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局 の 李 索 素 

1 冬 妥 子 堆 は 殖 開 在 ーー ポー ポポ ボコ ポポ ww ドド ツー ツー の . 

TP 5. 

昼 MIR 3 

冬 胞子 群 は 階 科 組 織 内 に 散在 し 夏 胞 子 は 先端 失 る …Uredinopsis. 

3. 冬 胞子 は 普通 軍 細 胞 よ りな り 夏 胞子 は Caeoma 型 に し て 編 対 態 

計画 な HI 放 肝 を ーー………< Melampsora. 

冬 胞子 は 時 胞 又は 多 胞 , 夏 胞子 は 不 完全 の 護 膜 あり 締 誠 醒 を 鉄 

く か 又は 頭 状 を な さ 才 , 該 子 腔 は 座 膜 あり し プイ キザ トシ で キキ アチャ ピア トー 4. 

4。 科 胞 子 は 細胞 問 隊 語 EE 時 寺 計 や し … の に SG で 1S・ や 1 

錠 胞子 人 は 細 且 病 wo 符 itsreer arroderg… Thekopsora。 

Ji は : 側 及 和 講和 間 半 時 Chrysomyxa. 

古人 EE Td 

層 生 和 菌 局 (Kelazrnpsora Castsgue.) 

精子 器 は 年 球形 , 城 子 腔 ! は Caeoma 型 に し て 座 膜 を 包 き 且つ 継 棒 

骨 な く 夏 胞子 堆 は 散在 し 胞子 膜 無色 , 多 胞子 は 普通 澤 細 胞 な る も 稀 

K 二 乃至 三 胞 な る と と あり 小生 子 は 球形 を な す 。 

本 属 貢 の 生活 更 は 甚だ 複雑 に C し て 異種 寄生 を 警 み 其 揚 柳 科 西 物 

の 臣 を 犯す も の に あり て は 晶 に 和 鐘 胞 子 の 形態 の み を 以 て 種 を 決定 

する と と は 販 る 危 陣 有 覗 せ られ 接種 試験 に より て 久 子 腔 時 代 を 得 て 

始め て 種 の 決定 を 見 る べき も の 多く 〈 従 つて 清洲 に 於 て も ぁ 此 等 協 作 

科 の 葉 に 寄生 する 本 属 の も の 敷 種 ある に か いい は ら ず 特に 種 の 決定 

を な さ ず 本 報告 に は 次 の 三 竹 を 所 ふ る に 止む 。 
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162. 藤 elampsora Euphorbiae-duleis Otth. nm Mittheil. Naturf. 

Gesellsch. Bern. 70, 1868 : Sacce. Syll. 9, 296, 1891: 1.c. 14, 288, 

1899 : Dietel, P. in Engl. bot. Jahrb. 28, 286, 1900 : Ed. Hischer, 

in Ured. Schw. 510, 1904: Migula. in Thome's IL Y. Deutsch. 

Krypt. 3?。 1, 485, 1910 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 3 380, 

1914: Klebahn, TH. in Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 810, 1914 : 

Oudemans, in PBnum. 93, 1080, 1921 : 

Syn. /e722 の so7@ co72976997@ Diet. in Ber.d. deutsch. bot. Gesellsch. 

6, 400, 1888 : 

7 e7772 の 807@ の 太 / の 97076-8 が 2C76 Maller。in Centralbl. f. Bak. u. 

8 w. II, 7 210, 1906 : in 1.ce. 19, 454, 1907 : 

寄 王 及 産 地 Eophorbia lunulata Bge. ウス ギタ イ ゲ キ 甘 

まま 析 ま EE22N 圭 較 林 天正 宙 年 八 月 ギ モ 貴 三浦 密 成 

分 布 区 洲 , 日 本 , 清 湖 , 

記事 本 種 は Euphorbia 類 に 寄生 する 他 の Melampsora に 比 し 冬 

胞子 小 な る と 夏 胞 子 の 大 な る に より て 大 別 し 得 べく 1907 年 GLler 

氏 は 接種 試験 の 結果 本 種 に 二 型 あり て 一 は Euphorbia duleia の み を 

犯 し 他 は Euphorbia stricta 及 び Euph. platyphylla の み を 犯す も の な り 

と し 前 者 を f. sp. Euphorbiae-dulcis、 後 者 を f. sp. Euphorciae-strictae 

OPCeiois 二 が 

163. Melampsora Euphorbiae (Schub.) Cast, in Obs. Mye. 2, 18, 

1843 : Sydow, P. et 古 . in Mon. Ured. 3, 378, 1915: Oudemans, im 

Emum. に 93。 107 ち , 1921 ・ 

SY1., ざ %o7@ (Placuntium) 婦 み 2o7 の 62ge Schubert, in 耳 . Hicinus、F1. 

d. Gegend um Dresden, 2, 310, 1823. 
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寄 王 及 産 地 Euphorbia Esula 工 , var. latifolia Ledeb. 

も ゞ せ ハジ ダバ ギ 冠 二 衣 

IT. ITT. 興安 守 突 下 王 邊 旋 刀 証 > 選 山 三浦 客 成 

分 布 区 洲 , 滴 洲 。 

記事 本 種 は 従 玉 爽 洲 に は 知ら れ た る も 東亜 に て は 未だ 探 集 せ 

らち られ た る こと な く 前 種 よ り も 和 多 胞 子 大 に し て 且つ 頂部 少し く 厚 

を 以 て 直 ち c 光 れ と 攻 別 し 得 べ くま た Helamp. Helioscopiae と は 

少し 〈 科 胞子 の 小 な る に より て 別 ち 得る も 此 雨 者 の 必 別 は 碁 だ 困 

難 に し て Ed. Hischer 氏 が 其 装 Die Uredineen der Schweiz, 508 机 に 

於 て M. Helioscopiae (Pers.) Winter。 と せる も の い \ 内 に は 本 種 も 含ま 

れ 居 る が 如く Sydow 父子 は Mon. Ured, 3, に 於 て 然 く 取扱 ひ 居 れ り 。 

164. Melampsora Kusanoi Diet, im Engl. bot. Jahrb. 7 104, 1905 : 

Sydow, P. et 陸 . in Ann. Myc. 11, 109, 1913 , Sacc. Syll. 21, 601., 

1912 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 3, 386, 1914 : 氏 . Togashi, 

in Jap. Jour. Bot. 2,82, 1924 : 

寄 王 及 産 地 Hypericum Ascyron 葉 . トモ エサ ウ 葉 

呈 草 河 口 大 正 七 年 七 月 四 日 三浦 客 成 

TI. TIT.。 屋 末 W 山 大 正 七 年 九 月 甘 九 日 三浦 客 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 南 は 日 本 に は 普通 に 見 らち ら るい ヽ  いも の に し て 始め 草野 氏 之 

れ を 探 集 し 余 は 之 れ を 北海 道 に て 探 集 せり 其 多 胞子 小形 な る を 以 

て Melampsora Hypericorum (DC.) Schroet. (Mesopsora Hypericorum 

(DC.) Diet.) と 尾 別 する を 得 べ し 。 

此 他 Hinum perenne 革 . var, sibiricum P1. に 生ずる 本 属 の も の あり 
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Mielampsora Lini (Ehrenb.) Lev. な る べし と 思 は る いも 標本 少な くし 

て 決定 する を 得 才 。 

吟 共 濱 に て TPopulus laurifohis 上 に 寄生 せる も の も を 探 集 せる が 恐 ら 

く Melampsora Magnusiana Wagn. な る べく また 公主 額 に て 探 集 せる 

Salhix lasiogyne Seem. 上 の も の は 或 は Melampsora coleosporioides に 

は 非 ら ざる や と 思 は る ヽ \ も 之 れ を 決定 せ ず 後日 の 調査 に よら ん 何 

Salix viminahs、Salix Starkeana Willd var. cinelascens Schneid. Salix 

SpPD. 等 に 本 属 の も の を 見 る 。 

選 taCcirnniaStreasrh 《 う 2%《 也 。 

本 属 の も の は 異種 寄生 の 性 質 を 有 し 精子 器 は クー テイ クラ 中 

生じ 鐘 子 喧 は 開口 性 に し て 賠 筒 折 , 約 有 は 織 朋 に し て 内 方 面 < 小 導 

汰 突起 あり 傍 附子 は 格 園 形 に し て 一 方 は 涼 く 且つ 下 湯 な る も 他 面 
は 小 死 汰 突起 を 薬 る , 夏 胞子 堆 は 表皮 細胞 租 織 の 間 ょ り 出 で 年 球形 
に し て 肥 子 は 柄 上 に 間 生 し 膜 は 無色 小針 頭 笑 起 を 蒙 り 多 胞子 堆 は 
不 肌 開 性 に し て 表 友 細胞 問 文 は 表 度 下 に 生じ 胞子 は 二 乃 至 四 胞 ょ 
りな り ( 総 有 訟 に より て 膜 は 壮 湯 に し て 有色, 世界 に 拾 鈴 種 消 洲 に 三種 

を 算 見 せら る 。 

165. Puceiniastrum Coryli 民 om. in Fg. Ross. essic. No. 275, 1699 : 

Sacc. Syll. 16, 320, 1902 , Dietel, P. in Engl. bot. Jahrb. 32, 628, 

1903: Sydow, P. et H. in Mon. Ured. 3 454, 1915 : 

容 至 及 産 地 Corylus heterophylla THisch. に の 下 

II. 安 幸 線 通 子 内 . 大 正 も 年 月 一 日 三浦 蜜 成 

分 布 日 本 清洲 
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記事 本 種 は 1896 年 七 月 二 十 八 日 及び 九 月 九 日 吉林 省 Omoso に 

於 て Komarov 氏 に より て 始め て 探 集 せ られ 且つ 記載 せら れ た る も 

の に し て 後 1902 年 九 月 草野 俊 助 氏 は 日 光 多 於 て ウフ ハシ ババ ミ 上 K 

探 集 し 余 の 採集 は 費 C 第 三 回 目 の も の に 開 は り 現 今 に あ り て は 痕 

何 な る 種類 の 一 た り 。 

166. Pucciniastrum Agrimoniae-Eupatriae (DC.) Lagh. in TromsG 

Mus. Aars. 上 7。92, 1895 : 

Syn. Ozcdo o76742702726277 DC. var. 4272272072276- 婦 4422 が 236e DC. in HI. 

fr.。6.81 。1SIBW 

Cgeoyz@ (Uredo) 42727zo7226 Schw、in N. Amer. Hg. 291, 1892 : 

り 7ego 4972272o72 の 6 Schroet. in Pilz. Schles. 374.、 1897 : Sacc. 

Syll. 7、839, 1888 : 

7ego 4g727720722e6- 婦 2 の 6 が 626 Vinter。 in Rabh. Krypt. 1252, 

1861 : 

Co/eos の 07%20272 0C747QC6772 1 in Coniomy. u. Crypt. 20, 1860 : 

ecoyso7o 49722720726 の 6 Diet. in Hedw. 29, 153,1890 : 

wccz742S が 470 44972772072696 (DC.) Tranzschel. in Scripta bot. 

hort. Univ. imp. Petro. 4, 1898, 1895, Komarov, in Hg. Ross. 

exsic. 4,173b, 1898: N. Hiratsuka, in Bot. Mag. Tokyo, 12, 30. 

1898: Rd. iseher,。 in Ured. Sechw. 465, 1904 : Klebahn, 左 . in 

Zeitsch. f. F 旬 anzenkr. 17, 1907 , Sydow, P. et 耳 . j Ann. MYe. 

11. 110, 1913 : Grove, in Brit. Rust. Fg. 364,、1913: Klebahn, in 

Krypt. yv. d. Mark Brand. 5a, 834, 1914 : Davis, J. J. in Prov. List, 

914, 1914 : Sydow, P. et H. in Mon. Ured. 3 446, 1915 : Standley, 



232 
ei 

P. C. in Myeologia, 6, 164, 1916 : Oudemans, in Enum, 3 632, 

1921, 氏 . Togashi,& RN. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Ag. 層 Dend. 

Soc. 16, No. 68, 76, 1924 , 式 . Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2, 83, 

1924 ,: S. 1to, && NRN. Hiratsuka,。 in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9, 

268, 1927 , N. Hiratsuka, in 1.c. 235, 1927 : 

ア wce222248 の 72 497272072006 (DO.) Diet. in Hedw. 36, 33, 1897 : 

in Engl. et Prantl. Natur. PH 1, 1, 47, 1900 : in Engl. bot. Jahrb. 

77567.19003 inalo29256 900 ) in Annm. YYCG0H21910 

P. Henn, in Engl. bot. Jahrb, 31, 733, 1902: Sydow & Butler,。 in 

Ann. Myc. 10, 270, 1912 : 

容 主 及 産 地 Agrimonia pilosa Ledeb. エゾ フキ ン ミ ヴ ヅ ヒキ 葉 

II. 五井 子 大 正六 年 八 月 十 五 日 宮部 憲 玉 

II. 熊 岳 城 大 正四 年 十 月 三 日 近藤 金吾 

II. 公主 准 大 正 七 年 八 月 九 日 三浦 富 成 

TI. 吉林 小 自 山 大 正 七 年 八 月 十 六 日 三浦 密 成 

IT. 只 耐 演 時 月 ーー 三浦 密 成 

IT. 公主 半 大 正二 年 十 月 十 日 三浦 客 成 

TL 二 5 大 症 四 当 昭和 二 年 十 一 月 二 十 日 三浦 容 成 

分 布 歌 洲 , 北米 , 南米 , 印度 , 西 比 利 亜 , 日 本 , 滝 強 。 " 

記事 本 菌 の 聖 名 は 従来 Tranzschel 氏 の 命名 に よれ る も の 多き も 

Lagerheim 氏 に よる を 可 と 信じ 上 記 の 名 を 控 用 せり , 宙 し て 従来 本 苗 

の 多 胞 子 は 多く 義 上 多 せ られ ず 常 に 夏 胞 子 の み 見 られ Klebahn 氏 は 

本 貢 は 夏 胞子 に て 越 多 し 得る も の な る べし と し 且つ 異 入 寄 生 を 敬 
25 ちい の と 汗 ひ # | 
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167. Pucoiniastrum Potentillae Korn, in Fg. Ross. exsic. No. 327, 

1899 : in Hedw. 39, (127), 1900 : Sacc. Syl. 16, 319, 1902: Diet: 

in Engl. bot. Jahrb. 9⑰, 105, 1905 : Sydow, P. et 甘 . in Mon. Ured. 

S。4449,、1915 : 

寄 主 及 産 地 Potentila fragarioides 工 . キジ ムシ ュ ョ 葉 

TIT. TIT. Ningta, June 30, 1896, KomaroY. 

分 布 北米 , 滝 , 日 本 。 

記事 本 菌 は Kamarov 氏 が Mikolsk 及 び Ningta に て 病 見 せる を 始 

め と し 後 革 野 俊 助 氏 が 東京 駒場 に 於 て 探 集 し (1899,) Barthromew 氏 

が Columbia に て 探 集 せ り 。 

168. Pucciniastrum Wiliae iYabe, p Bot. Mag. Tokyo, 11, 47, 

1897 : Komarov, in Tg. Ross. exsic. No. 226, 1899: Sacc. SylL 

16, 363, 1902 : Sydow, P. et H. in Ann. Myc. 11, 110, 1913: in 

Mion. Ured. 3 453, 1915 : 

寄主 及 産 地 Tia amurensis Rupr。 ア ュ ムー ル シ ナ ノ フキ 葉 

吉林 省 張 廣 財 規 Ang. 6-18, 1896, Komaroy. 

分 布 日 本 , 病 湖 。 

記事 本 は 日 本 に は 普通 に 見 ら る いも の な る が 清洲 に て は 余 

は 之 れ を 探 集 する の 機 食 を 得 才 邊 て Komarov 氏 が 吉林 省 吉 林 と 浅 

古 丹 聞 の 棚 謀 財 誰 に て 採集 蘭 る と と を 報 ぜ る も の あり 。 
Sydow 父子 は Mon. Ured. 3 に 於 て 本 菌 避 名 の 命名 者 を 午 塚 と な 

せる も そ を は 誤り に て 宮部 博士 が 命名 し た る も の を 王 才 直 治 氏 が 東 

京 西 物 届 条 誌 上 に 記載 せる も の な る が 政 C 其 也 名 は 上 記 の 如く な 

る を 可 と す 。 
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The 了 Kopsora (JeCOpSOra) 記 . Iagrntas. 

本 属 は 多 胞 子 を 窒 主 表皮 細胞 中 に 生 す る の み に し て 其他 は 前 司 

Pucciniastrum と 異な る と と な し 故に 或 欧 攻 は 之 れ を も Pucoiniastrum 

局 中 に 納め 其 宮 過 と し て 取扱 あふ も る の あり 世界 に 大 央 九 種 滴 洲 に 二 

種 を 殴 見 す 。 

169. Thekopsora Rubiae 民 om im Fg. Ross. exsie. no. 328, 1693 : 

Sacc. Syll. 16, 321, 1902 : TDietel, in Rngl. bot. Jahrb. 32, 52, 1902 : 

in 1.c. 629, 1903 : in Ann. Mye. 8, 313, 1910 : Sydow, P. et 丁 . 

in Ann. Mye. Mye. 11, 110, 1313 ) 上. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 

28, 43, 1914: Sydow, P. et 本 . in Mon. Ured. 3, 468, 1915 : 

Syn. Oz7eo 7 の ze Dietel], in Engl. bot. Jahrb. 28, 290, 1900: 

Sydow, P. et 革 . in Ann. MYye. 7, 167, 1909 : 

寄 玉 及 産 地 Rubia cordifohia 世 . var. pratensis Maxg. アカ ネ 上 

1. 1HI. 嵐 嵐山 EdGP TS 月 これ バ が 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 北 壇 那 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 1896 年 吉林 省 Omoso, Ningta 間 (Pilacho, 必 爾 河 》 

に 於 て Komarov 氏 に より 探 集 記載 せら れ し も の に し て 三宅 市 郎 氏 

は 北 支那 C 於 て 之 れ を 探 集 し また 日 本 に 於 て は 東京 と 於 て 南部 信 

方 草野 俊 助 氏 等 また 青森 皮 七 戸 C 於 て 南部 信 方 氏 採 集 し 余 は 青森 

頻 野 用 地 及 び 秋 田 懸 械 手 町 附近 に て 採集 せ り 。 

170, Thekopsora BracnhyDoirydis Tranzschel, in Ann. Mye. 5, 551, 

1907 : Sacc. Syll. 21, 734, 1912 , Sydow, P. et H. in Mon. Ured. 

S, 469, 1915 : 
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寄 下 及 産 地 Brachybotrys paridiformis Max.、 タウ サハ ルリ サウ 工 

TI. IIT. Gaolinzsy, leg. P. Siuzev. 

分 布 清洲 

WU り zredirnopsis RWagmntis。 

鐘 子 際 は 短 園 筒 状 駐 は 多少 左 右 より 歴 師 せら れ 擬 護 膜 は 膜 汰 C 

し て 頂部 裂 開 す , 箇 除 子 は 球形 又は 格 彫 形 に し て 小 玩 汰 突起 を 蒙 る 。 

夏 胞 子 堆 は 表皮 下 に 生じ 二 型 の 夏 胸 子 を 生 ず 一 型 は 頂部 失 り 他 は 

然 ら ず 多 胞子 は 海綿 炊 組 織 問 c 散 在 す る か 多少 集 園 し 球形 乃至 秩 

園 形 に し て 至 清 無色 二 乃 至 四 胞 よ りな り 稀 C 昧 胞 若 し く は 敷 胞 ょ 

りな る と と あり 所 界 に 約 十 一 種 滴 洲 に 二 種 華 見 せら る 。 

171. OUredinopsis Pteridis Dietel et olW. in Ber. Deutsch. bot. 

Ges. 13, 331, 1895: Komarov, in THg. Ross. exsic. no.277, 1899 : 

Sacc. Syll. 16, 271, 1902 : Sydow, P. et 耳 . in Ured. Mon. 3, 490, 

1915 : Oudemans, in Enum. 1, 318, 1919: 式 . Togashi & U. Hra- 

tsuka, in Trans. Sapp. Ag. & Dendrol. Soc. 16, no. 68, 76, 1924 : 

S. Ito. 立 N. Hiratsuka, in Trans, Sapp. Nat. Hist. soe. 9, 270, 

1H27・ 

Syn. es の ア /ey2 の 7s Arthur, in Result Se. Congr. Bot. Vienne, 

337, 1907 : 

寄主 及 送 地 Pteridium aquiHinum Kuhn. ワ ラビ _ 共 

11. 埋 本 大 正 七 年 八 月 十 六 日 三浦 客 成 
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172. Uredinopsis Adianti 区 om. im Tg. Ross. exsic. No. 278, 1699: 

in Hedw. 39,(126), 1900 , Sacc. Syl. 16, 271, 1902: Sydow,. 

et 是 . in Mon. Ured. 3 492,1915 . 

寄 主 及 産 地 (?) Adiantum pedatum 工 . クジ ヤク シダ 葉 

1 張 廣 財 敗 一 和 八 九 夫 年 八 月 入 一 二 十 是 Komarov. 

分 布 滞 沙 。 

記事 Komaroy 氏 は 晶 IC 本 菌 の 多 胞子 時 代 の み を 採集 し て "Te 
lutosporis in parenchymate foliorum sparsis, irregulariter globosis Y. 

Tarius oblongis, fere achrois,transverse septatis,、 2-3-cellularibus、 20-31 

x 5-28, saepius 26x247.、 と 記載 せる の み 然 る Kc Sydow 父 子 は 夏 胞 

子 時 代 の 記 赤 を な し た れ ど も ゃ も 之 れ 旧 し て 本 菌 の も の な る や 否や を 

無 ひ 記事 中 に 次 の 如く 逃 べ た り "……… Wir fanden auchx. einige ganzZ 

vereinzelte, Uberreife Uredolager mit dinnwandigen Sporen, doch war 

es uns nicht moglich, dieselben nach diesem Materiale besser als oben 

angegeben zu beschreiben.” 之 れ に より て 見 れ ば Sydow 父 子 は Koma- 

rov 氏 の 基本 標本 中 に 見 た る に 非 ざ る が 如 し 参考 の 和 含め 其 夏 胞子 

時 代 の 記載 を 逃 べ 

Sor1 uredosporiferis hypophyliis, maculis decoloratis insidentibus, 

SDarSis,mminutis,、rotundatis,peridio tenui cinctis: uredosporis tenuiter 

tunicatis ovato-fusiformibs vel fusiformibus,、 28-38 一 12-18, episporio 

34 -1 24 CTASSO 2・ で の bi 

CR ャ ys の on アア 婦 S り nger。 

鐘 子 腔 擬 護 愛 あ り 銃 腔 子 は 列 を な し て 成 生 し 表面 に 鉛直 に 訪 列 

し 殆 芽 口 を 鉄 き 夏 胞 子 堆 は 擬 護 膜 を 鉄 く の み に て 他 は 久 腔 子 に 請 
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似 す , 鐘 胞子 堆 は 資 色 に し て 天 菅 越 様 玉 嘩 を 現 は し 多 胞子 は 列 を な 

し て 絞 生 し 胞子 堆 中 に て 条 芽 し て 携 子 柄 を 生地 靖子 器 を 有 ず , 世 上 界 
に 大 久 十 上 種 滞 洲 c 二 種 開 見 せら る 。 

173,. Chrysomyxa Pirolae (DC.) 民 ostr.in Bot. Centr. 5, 127, 1881: 

Sacc. Syll. 7, 761, 1888 , Ed. Hischer, in Ured. Schw. 429, 1904 : 

Komarov, Hg. Ross. exsic. No. 124。 1896: A. 1deta, in Nipp. 

Shok. Byo. 434, 1911 : THraser, in Myeorogia, 3 67, 1911: in 1. c. 

4, 183, 1912 : Grove, in Brit. Rust Fg. 312, 1912: Klebahn, in 

Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 713, 1914 : Sydow, P. et 耳 .in Mon. 

Ured. 3 516, 1915 : Oudemans, in Enum. 4 328, 1923: RN. Hira- 

tsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9,234。1927 : 

Syn, 4ec2224272 oze DC. in HIL. fr. 6, 99, 1815 : 

7ego ど o 太 刀 氏 Grnicke, in Hedw. 28, 1877 : 

Cgeo7zZ 7o7ze Link, in Fuckel Symb. 42, 1869 : von ThtGmen。 

in Pilz. Sib. No. 199 & 537, 1880 : 

O/778072 が 2 の の 072 が 72 (IKOrn) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 250。 

1881 : 

fe/o222s07@ 7o/ze (Gmel.) Schroeter, in Plowright, IMlon. Ured. 

& Ust. 247, 1889 : 

の の の の 脱 が oe (DO.) Plowright,。 in IMan, Ured. Ust. 

253, 1883 : 

272 の 07 の 28263 ア が yo/ge Arthur, in Result. Sc. Congr. Bot. 

Vien. 338, 1906 : 

ec の 447272 CO7207%22- ア 2cege Rees. in Abhand1. Naturf. es. Halle- 
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11, 102, 1869 : Ed. Hisch. in Ured. Schw. 525,1904: Winter、G. 

in Rabh. Krypt. 1, 260, 1881 : 

寄 王 及 産 地 Pirola rotundifolia 葉 . var. incarnata DC. 

ベー、 イ 19g09 ク 葉 

II. 興安 帆 大正 十 三 年 七 月 三浦 密 成 

分 布 区 洲 北米 グリ ー ン シン ランド, 西 比 利 亜 . 日 本 , 清 湖 。 

記事 余 の 採集 せる 標本 は 夏 胞 子 時 代 の みな る も 共 形 態 全 く 本 
貫 に 一 致す , 碁 久 子 腔 時 代 は 海外 に て は pricea 類 に 生 ず ょ と 蓋 々 , 

174. Chrysomyxa Rhododendri (DC.) De Bary, mm Bot. Zeit. 809, 

1879 : Sacc. Syll. 7, 760, 1888 : IKomarov, in Hg. Ross. exslc. NOS。 

323 & 334,1899: Tubeuf, in Dis. of plants。 377, 1897: Ed. 

Fischer, in Ured. Schw. 426, 1904 : P. Hennings, in Engl. bot, 

Jahrb. 28, 263, 1900: in 1 c. 3⑳, 36, 1901: Jietel, in 1. c. 7, 

107, 1905: Migula, in Thome's II. Y. Deutsch. Krypt. 3。 1. 456, 

1910 : Grove, in Brit. rust Hg. 384, 1913: TKlebahn, in Krypt. 

v. d. Mark Brand. 5a, 708, 1914 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 

3, 508, 1915 : Tranzschel, in fg. Kamtsch. 553,1914 , Oudemans. 

im Enum. 1. 390, 1919: in le. 4 341, 1923: 

Syn, eed2%2 402e77272 人 Alb. et Schw. in Oonspect. 120, 1805 : 

り 7eo 旭 o7ogezg77 DC. TI. fr. 6, 86, 1815: 

Ceeo72@ が 6ceg が 2 Link in Linne Spect. p1. 5, 62 : 

CZ7 み so22Z@ 尋 o7o7e72 の 76 (DC.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 

250, 1861 : 



289 

寄 宇 及 産 地 Rhododendron dauriecum 工 . 

エゾ ムラ サキ ウツ ウ ュ デ ヂ 昌 

II. 皿 鳳 山 大 中 年 : 九 月 . 二 - 次 月 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 西 比 利 亜 , 日 本 , 清 湖 。 「 

記事 Sydow 父子 は Komarov 氏 の 探 集 せ る No. 328 と 324 と は 

同一 の つも の に 非 ず 後者 は 本 菌 な る も 前 者 は 豊 な る と せり 共に 同一 

寄主 Fc 探 集 し 前 者 は アム ュー ル 州 Londoko 山中 に て 探 集 し た る も 

の に し て Sydow 父子 は 之 和 れ 或 は Chrysomyxa Ledi に 非 ず や と せり 

面 し て No. 324 は 鴨 終 江 上 流 朝 鮮 茂山 附近 に て 探り し も の な り 0。 

Conna を titasnm EmieS。 

精子 器 は 局 下 年 球形 和希 子 腔 は 長く し て 彫 筒 和 紀 を な し 頂部 多 開 性 , 

久 腔 子 は 中 間 細 胞 に より て 分 た れ 毅 芽 口 を 鉄 く , 夏 胞子 堆 は 全球 形 

擬 護 膜 の 頂部 像 開 性 胞子 は 有 栖 , 多 胞子 は 草 胞 , 同 一 の 捨 子 柄 よ り 多 

敷 生 じ 相 結合 し て 彫 筒 状 又は 線 対 た を な し 乾燥 すれ ば 角質 と な り 成 

圭 す れ ば 直ちに KC 義 芽 し て 小生 子 を 生ま ず , 世 界 に 大 過 二 十 二 種 清 誠 に 

一 種 綴 見 せら る 。 

175. Cronartium asclepiadeum (Willd.) ries。 in Obs. mye. 1, 220, 

1815 : Sacc. Syll. 7, 597, 1888 : A. Ideta, in Nipp. Shok. Byo. 

437。1911 : Ed. Rischer。 近 Ured. Sechw. 431, 1904, Migula,。 im 

Thome's H]. Deutsch. Krypt. 3 1, 458, 1910 : Stevens, in Hg. W. 

c. Pl. dis. 362,1913 : Grove, in Brit. rust Tg. 313, 1913 : KKlebahn, 

H. in Krypt. v.d. Mark Brand. 5a, 723, 1914 : 
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SYn. 7 が 2860 0SC76 の 2Ge472 Wildenow, in Funck. crypt. |, 145, 

1805 : 

CO7oz776220 fcc6 の 2 (Alb. et Schw.) Winter,、 in Rabh. Krypt. 

1, 236, 1881 : Sacc. Syll. 7。 598, 1888 : Komarov。 in Fg. RoSss. 

exsic. No. 147, 1898 : Sydow, P. et 廿 . in Mon. Ured. 3, 560, 

1915 , Oudemans, in Enum. 3, pp. 81, 83, 82。85, 1921 : 

Sge72 の 旭 Zcczdo Alb. et Schw. in Consp. Tg. Nisk. 31, 1805 : 

ecz22222 CsC/e の 2@ の ee2272 Wallr. in HI. Krypt. Ger. 2, 259, 1633 : 

ec22%22 geo76 の 6 Vallr. in 1.c. 

C7o7z7722422 の 8C/e の 2 の ee2272 ul in Fuckel, Symb. 66, 1869 : 

C7o7277262272 geo7296 Ful1. in 1.c. 

C7o22G7 が 24272 ガ gcc2 の 2 Alb. et Schw. in Plowright, Mon. Ured. 

and Ust. 254, 1889 : 

Cyo%7 が 7272 77cc6 の 472 (ALb. et Schw.) Tubeuf, in Dis. of pl. 

382,1697 : 

C7o72 の 77222272 の 8C76 の 2 の e2272。 YaT. ogg?077 が 72 De Toni。 in Saocc。 

Syl. 7 598, 1688 : 

C7o7g77224272 7sg27227666 Niessl. in Winter, Rabh. Krypt. 1, 236, 

1881: Sacc. Syll. 7, 598, 1888 : 

C7o7z@7724427。 We2726s2g6 Vestergr. in Saco. Syl. 14, 291,1693 : 

Cyoyzg77264272 eg2c247g765 Lindr. in Sacc. Syll. 16, 272, 1902 : 

ア ez27e7226672 Oo722666 IKleb. in Hedw. 29,、29, 1890 : Sacc. Syll. 

9, 326, 1891 : 

容 玉 及 産 地 Paeonia albiHora Pall. ヤマ シヤ ク ヤ ク 葉 

TIT. 鳳 嵐 山 犬 正三 年 八 月 七 日 癌 部 憲 区 
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TIT. 鳳 鳳 山 大 正八 年 九 月 三浦 審 成 

分 布 欧洲 , 西 比 利 亜 , 日 本 , 清洲 。 

記事 従来 Paeonia 類 の 葉 上 に 生ずる Cronartium 菌 と Vincetoxiecum 

類 の 葉 上 に 生ずる も の と は 万 に 異な る も の と せら れ 前 者 を Cronar- 

tium faccidum: 後者 を Cronartium asclepiadeum と せ し 回 者 多 か り 

し が 1886 年 Cornu 氏 が ,1890 年 に は Kiebahn 氏 が 接種 試験 の 結果 

此 十 者 は 全く 同一 菌 な る と こと を 知り 其 後 Lamaliere, Hischer, Bub&gk 

其他 の 冥 験 に より て 此 他 価 Nemesia, Verbena, Impatiens, Pedicularis, 

Grammatocarpus 等 の も の も 皆 同 一 菌 な る と と を 詩 明 し 炎 に 敷 種 の 

同種 異名 を 見 る に 至れ り 面 し て 其 久 子 腔 時 代 は 欧洲 に て は Tinus 

Silvestris の 針 葉 上 に 績 見 芝 ら る いよ \ と 。 

( ハ ) 柄 生 菌 科 (Pucciniaceae.) 

科 胞 子 は 必ず 柄 を 有する も の に し て 此 柄 は 時 に 甚だ 短 か き と と 

あり また 見 腕 し 易 き も の あり 草 胞 乃至 敷 胞 よ りな り 小 生子 は 前 南 

上 に 生じ 今 子 腔 は 擬 護 膜 を 有する も の と 之 れ を 鉄 く も の と あり 

夏 胞 子 は 普通 離 生 す 。 

本 科 菌 類 の 生活 喝 完 全 な る も の に あり て は 精子 器 時 代 , 久 子 腔 時 

代 , 夏 胞子 時 代 及 び 多 胞子 時 代 を 有する も の に し て 此 各 時 代 を 同一 

寄主 上 に 生ずる も の を 同種 寄生 南 と 移し lebahn 氏 は Anto-eu. な 

る 文字 を 宛 し 用 ゐ 又 其 精 子 緒 時代 及 び 錠 子 腔 時 代 を 全く 異な る 植 

物 上 に 生地 る も の を 凌 種 寄生 菌 と 航 し Hetero-eu. な る 文字 を 用 ゐ 

居れ り 然 れ ど も 多く の 種 敷 中 に は 此 各 時 代 中 其 何 れ か を 鉄 如 す る 

も の 少な か ら ず すず 改 (C Schroeter 氏 は 分 類 上 の 便宜 上 六 居 に 大 別 せ る 

と と は 先 き に 逃 べ たり 面 し て Winter,deToni 等 は 此 方 式 に 従 ひ た り 。 
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Lindroth 氏 は 1902 年 統 形 科 西 物 上 の Pueeimia 商 を 分 類する K 党 

り て 全く <〈 黄 形 表 に 重き を 置き Schroeter 氏 の な せる も の いい \ 外 に Re- 

ticulatae, Psorodermae, Bullatae 其他 二 衝 を 加 へ 旭 群 に 分 ち 三 宅 勉 氏 

は 日 本 産 同 菌 を 執筆 する に 常 り て 此 Tindroth の 式 に 従 ひ た り 然 る 

に 和 之 れ より 先 き 米 國 Arthur 氏 は 其 性 質 に より て 従来 の 局 名 を 改 粗 

し て 多 敷 の 属 を 設定 する 至り し ゃ 未だ 陣 術 界 と 訂 く 用 ゐ あら れ ざ 

る も の あり 。 

1904 年 以 來 散 行 せる Monographia Uredinearum に 於 て Sydow 父 

子 は 次 の 如く 〈 分 類 せ り 。 

此 分 類 は 世界 c 今 日 まで 知ら れ た る 本 科 菌 の 全部 を 含む せ も の な 

る も 光 洲 (に 存在 せ ざ る 肥 著 地方 に の み 義 見 せら る いも の も 少な か 

ら 才 依 つ て 欧 表 に は 現今 まで 消 洲 C 知 ら る いも の いみ を 摘出 する 
に いせ: まり 

Syqdow 信子 の 局 核 索 表 

1. 冬 胞 子 は 朋 質 物 中 に 埋 り 二 胞 より な り 基 芽 口 は 各 胞 二 筒 あ 

り 夏 胞子 を 鉄 き 冬 胞子 は 松 杉 科 十 物 に 寄生 し 鐘 子 幣 時 代 は 著 

科 : 香 本 条例 すご へ うー 沢 朗 3 Gymnosporangium. 

、 多 胞子 は 妥 質 物 を 魚 き 松 牧 科 以 外 の 植物 に つく ーー .2. 
奈生 科 は 伸二 9. 

冬 胞 子 計 名 汰 を な す ao らら. で ス ミッ eo. Dc で ここ Pucoiniostele。 

3. 硝子 只 は 擬 護 肛 を 鉄 き 夏 胞 子 堆 は 練 汰 帳 を 有 し 多 胞子 の 各 胞 
の 紙工 口 は 一 箇 若 し く は 敷 筒 補 の 2 9 人 二 がら あら eo 2 4. 

鐘 子 腔 は 擬 護 膜 あり 夏 胞 子 は 普通 締 汰 骨 を 鉄 き 和 多 胞 子 の 芽 
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4. 冬 胞 子 は 二 胞 より な る RS Gymnoconia. 

冬 胞子 は 三 科 CC し て 放射 状 に 接 す PP て CPP に OO し し に に 

時 Triphragmium. (Syn. Wssopso7o Arth.) 

冬 胞子 は 三箇 以上 の 細胞 より な り 長 軸 に 従 ひ て 重なる ………… 

Ve 3 や RS kN 。 AN 。。 Phragmidium, (Syn. 婦 g77eg Arth.) 

5. 冬 胞子 は 忘 胞 よ りな る ……… ry と 3. Uromyces. (Syn. の scospoy 

Arth., 47e72s Arth., の 27ecA27 の Arth.。 が Wzg7ego Rouss., 7e の 222@ の 

Arth.、 7e/oszo7o 人 Arth.) 

ペ 。 有 所 子 は )S 腸 陽 生 Puceinia. (Syn. 77o7zsc/e72 

Arth.. /o//e75s Arth., yosos の og Arth.。 We の 72c76s Arth., 77208- 

の 07@727224272 Bert., 47go727ces Arth., /o/2o72g み Arth., の cgeo722 S. F. 

Gray., 477og2s Arth., ysos2o7g Arth., ぢ 777g DC. の gsys7o7@ B. 

et C.) 

冬 胞子 は 三箇 以上 の 細胞 より な り 現 直 に 重なる …… Rostrupia. 

1921 年 H.Sydow 氏 は Annales Myeologici. Vol. 19, Nos. 3-4. 

(Octover.) に 於 て 本 科 両 類 の 分 類 を 其 生 理 的 性 質 に より て 根本 的 に 

改め 従来 敷 過 た な り し も の を 敷 十 局 に 分 て り 然 る に 共 分 類 法 は 司 の 

特徴 を 欠 り に 細 微 に 入り て 定め た る 久 め 苑 て 分 類 基 も の 主眼 を 

見れ た る 嫌 ひ な き 能 は 才 従 つて 消 來 種 の 編入 更 へ 頻 り に 起り て 停 

正す る 過 な く 〈 吾 人 後 加 の 者 は 之 れ が 訂正 に 中 あ ら ざ る に 至る べく 

深 に は 極端 に 考 ふ れ ば 一 種 一 属 と な る の 恐れ な し と せ ず タ 比 方 式 

は 未だ 聖 界 一 般 に 探 用 芝 ら れ 居 ら ざ る が 如き を 以 て 本 報告 に 於 て 

は 大 骸 に 於 て Dietel 氏 の 方 式 に 従 ひ Sydow 父子 の 方 式 を も 加味 せ 

る も の に より て 属 の 分 類 を な さん と す 。 



属 の 松 索 表 
1.。 冬 胞子 堆 は 了 脱 質 物 わ 合 り に 東 あ et Gymmnosporangium. 

冬 用 子 礁 店 朋 頂 物 な 叶っ 二 記 BE ツー ーー ーー ニー ツー ーー 2. 

2. 冬 胞 子 は 県 細 有 よっ 0 た な る ee Uromyeces. 

冬 胞 子 は 二 箇 以上 の 細胞 ょ りな る ………… の 0 の il 3 9 

3. 冬 胞 子 は 二 筒 の 細胞 より な る ti… ド ーー を に な. く 2 

を 肝 F は 三 千 以 L ま 和 0 重 壮 2 科 徹 ツー ジー ジジ の 5。 

4. 冬 胞子 の 各 細 胞 は 一 個 宛 の 多 芽 口 を 有 す ・……………… Puccinia. - 

鐘 胞 子 の 各 細 胞 は 二 個 宛 の 績 芽 に を 有 す …………… Gymnoeonia. 

5. 冬 胞 子 は 三 個 の 細胞 より な り て 共通 の 柄 上 に C 横 に 交 ぶ ………… 

いあ ER ポー 2GcTBK Triphragmium. 

科 胞 子 は 縦 線 に 河 ひ て 重なる ーー……ooomonmonnnnrrnrnrermm 6. 

6。 冬 胞 子 ヒ に 二 現 あ りー ラニ eo 0 Pucciniostele。 

冬 胞子 は 一 型 な り …… …… ド の tee… 隊 215 ば 53 ポン 2 7。 

7. 冬 胞 子 は 三 乃 到 敷 筒 の 細胞 より な り 怒 芽 ロ 不明 普通 寄主 の 表 

上 肥 に より て 胞子 堆 散 は る ooo Rostrupia. 

冬 胞子 の 融 芽 口 明 上 懇 に し て 多 胞 子 堆 は 裸 出 す …… Phragmidium. 

本 科 に 属す る 菌 は 其 般 是 る 多き を 以 て 便宜 上 寄主 植物 の 自然 分 

問 の 順序 に 配列 し て 記す 。 

UroanmnyceS 』Lin 了 、 

精子 器 は 全球 形 巻 子 腔 は 電 状 若しくは 鐘 状 を な し 頂部 列 開 性 撲 

衣 膜 よく 縮 達 す 胞 子 は 球形 淡色 又は 栓 色 , 宇 滑 , 病 芽 ロ 不明 , 夏 胞子 玲 

は 普通 裸 出 し 夏 胞 子 は 有 柄 又は 無 柄 に し て 球形 秩 園 形 を な し 表面 

は 小 大 状 人 突 起 を 有 り 帝 芽 日 は 一 個 乃 至 敷 個 多 胞子 は 蛍 胞 より な り 
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有 柄 に し て 球形 又は 椿 園 形 表 面 年 滑 令 は 突起 , 線 等 を 蒙 り 頂部 に 残 

人 草 日 を 有 し 此 部 は 特に 厚 き も の あり 然 ら ざる あり 普通 一 越 和 名 し て 

後 病 芽 す る も 時 C 直 ち C 名 非 す る も の あり 現今 世界 に 知ら る ヽ も 

の は Sydow 父子 の Monograph に よれ げ 百 欠 種 に し て 満 洲 に て 

は 二 十 種 を 績 見 す 。 

未 本 科 を 犯す ぉ の (on Gazmimea@.) 

150. Uromyees Alopecuri Seym. In Proc. Boston Soc. Nat. Hist. 

24, 186, 1889 : Sacc. Syll. 9, 295, 1891 : Dietel, in Engl, bot. Jahrb. 

2, 47, 1903j 時 Yoshinaga, in Bot. Mag. Tokyo, 18, 35, 1904 : 

Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 2, 318, 1910 : Fuj 玉 uro, in Trans. 

Form. Nat. Hist. Soc. 19。2, 1914 : 氏 . Sawada, in Taiwan Ag. ex. 

St. spec. Rept. 19。350, 1919: Oudemans, in Enum. 1, 737, 1919 : 

S. Ito. in Uromy. Jap. 267, 1922, N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. 

Nat, Hist. Soc. 9, 232, 1927 

Syn. 07o72 が C68 47o の ec が 6。 YaT, 7G7 の 0746C の Lto。 im Jour. Ag. Coll. Tohoku 

hmp. Univ. 3, 184, 1909 : 

Ozeoyz%727S 7opeez6, kuntze, in Rev. Gen. 3, 449、1898 : 

Wzg7e7o 47oyece7? Arth. in Res. Se. Congr. Bot. Wien. 343, 

1906 : 

W?e/seze 47o の ec? Sydow, in Arm. Mye. 19。171, 1921 : 

寄 玉 及 産 地 Alopecurus fulvus 工 . スペ ズ 3 ズ 2E26 縮 ポ ボウ 葉 

11. 吉林 大 正 十 年 六 月 六 日 三 油 客 成 

IT. IIT. 興安 額 央 3E 下 演 征 パ 月 に 失 昌 三浦 宝 成 

分 布 北米, 日 本 , 滝 沙 。 
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記事 本 寄主 は 清 蒙 に 及 て は 少し く 温 気 あ る 地 に て は よく < 艇 育 

し 高 さ 年 メー トル 位 に 達し 家畜 の 放牧 地 に 好適 の 牧草 な る が 其 本 

還 に 犯さ る いや 芽 且 に し て 大 面積 に 億 搬 せ られ 碁 だ し き 雪 を 興 ふ 

2 の 的 あし 

伊藤 誠 哉 氏 は 人 て 日 本 産 の 本 変 は 其 夏 胞子 堆 が 葉 の 雨 面 に 生じ 

且つ 夏 胞 子 少し く 大 に し て 多 胞 子 堆 は 主として 葉 の 裏面 葉 博 c 近 
き 延 に 生ずる 秒 米 國 産 の も ゃ の と 異な る と し て 之 れ を 米 園 産 本 男 の 

組 種 と せる が 後 c 同 一 菌 な り と 層 り 。 

15}. Uromyees Setariae-itaHiceae (Diet.) oshino, in Bot. Mag・ 

Tokyo, 20, 247. 1906 : S. 1to, im Jour. of Coll. Ag. Tohoku Imp. 

Univ. 8, 185, 1909 : Sydow, P. et H. in Mon. Ured. 2, 339, 1910 : 

A. Ideta, in Handb. 487, 1911: 1. Miyake, in Bot-. Mag. Tokyo, 

26, 58, 1912 : Sydow,。 P. et 芽 . in Ann. Myc. 11。 9 生 1912 : in 1.c・ 

12, 106, 1914 : Fuj 直 uro, in Bot. Mag. Tokyo, 28, 484, 1914 : Butler, 

in Hg. and dis. of nl. 233. 1918 ) 氏 . Sawada, in Taiwan Ag. ex. 

ot. SDeC. Rpt. 19、361, 1919 : 0Oudemans、 in Enum. 1。714 ああ 715 

1919 : S. Ito. in Uromy. Jap. 271, 1922 : 

SY1. の 7ego。 Seo-22 が cge Dietel。 im Rngl. bot. Jahrb. 32,632。 

1903 : Sace. Syll. 17, 457, 1904 : 

寄 主 及 産 地 Setaria italica BeamY. ハア 葉 

11. 態 旦 城 大 正 七 年 充 月 三浦 蜜 成 

IT 公主 嶺 大 正 七 年 妙 月 三浦 密 成 
IL. 公主 領 犬 正二 無 玉 月 三 奏 目 三浦 窒 成 : 

LE SO 四 昭和 二 年 士 月 二 二 目 - 三浦 審 成 
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Setaria Yirmidis BeauV. PE は が 導 華 

TI. III. 公主 半 犬 正二 年 十 月 三浦 客 成 

分 布 日 本 , 清 湖 , 東 印度 , 北 清 , 朝鮮 。 

記事 本 菌 は 始め 日 本 に 於 て 開 見 せら れ 後 Butler 氏 は 東 印 度 

Pusa に て 探 集 し 三宅 市 郎 氏 は 北 支 那 に て 探り 余 は 大 正二 年 九 月 

千 九 日 朝鮮 年 壌 に 信 て エフ コロ グ サ 上 KC 探 集 し た る と と あり 。 

本 菌 の 冬 胞子 は 秋季 皮 く 形 成せ ら る \ い を以て 普通 は 夏 胞 子 時 代 

の み 探 集 せ られ ま 友 寄主 に 習 す る 彼 逢 も 比較 的 少な き が 如 し 。 

落 草 科 を 犯す も の (on と peGraCG&@・) 

152. UromYyeces perigynius 耳 alst. $ 

(第 四 賠 版 E) 参 昭 

寄主 及 産 地 Carex sp. アン 0 / 衣 ア 。 

TIT. 0 百 全 が 大 正 十 二 年 九 月 三浦 客 成 

分 布 北 洲 , 清 湖 

記事 本 歯 は ウー ラ 草 と 征 す る 水草 科 植 物 の 一 種 を 犯す も の に 

し て 余 は ウー ラ 草 の 何 な る や を 知ら ん が 劉 め 吉林 の 市 場 に 於 て 同 

草 を 買 ひ た る と と あり 殴 し 本 草 は 支那 o 土 人 が 冬期 ウー ラ と 征 す る 

一 種 の 靴 様 の も ゃ の に 寒 を 避 く る 久 め に 入れ 用 ひる も の な り 耐 し て 

余 の 買 ひ た る も の に は 不 完全 な る 穂 敷 本 を 有 せ し ゃ も 郊 に 共 何 種 な 

る や を 決定 し 得 ざ りき 恐らく Carex pediformisS な らん か と 思 は る ょ 

が 紫 ス ゲ に 本 菌 の 答 生 せる を 見 た り 和 多用 子 堆 は 葉 の 真 面 に 散在 し 

財形 に し て 上 末 裾 色 を な し 裸 出 し 其 直 経 幼 -1.5mm. 位 あり 稀 に 二 三 

個 相 連なり また 貴 線 状 に 設 ぶ こと あり 多 乃 子 は 卵 形 仏 は 椿 園 形 に 

し て 項 部 厚く 此 鹿 に 病 芽 日 を 有 し 柄 は 胞子 と 等 長 又 は 長く し て 有 
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色 な り , 之 れ を 北米 の Uromyees perigynius alst. に 比 す る に 其 項 者 

厚 き , と 柄 部 の 色 濃 色 な る 外 大 な る 差 を 見 ざさ る を 以 て 今後 充分 の 研 

究 を な すま で 名 問 を 存 し て 同 菌 と な し 置 か ん と す 面 し て 同 の 送 

子 腔 時 代 は Aster 類 の 甘 に 生ずる も の な りさ と 今 参考 の 念 め に 欧 に 

余 の 見 た る 記載 を な さん 。 

Teleutosori hypophyllous, scattered, rerely confluent or arranged in 

dotted lines, circular。 naket and pulvinate, chestnut brown : spDores ovate 

or eliipsoidal, light brown or yellowish brown, smooth,、 apex rounded 

and about 17z in thickness, darker in color, 25-35 x 15-18 み ., pedicels 

persistent, brown, 50 ヵ long, 7 wide. 

百合 科 を 犯す も の (omn Liiaceae.) 

153. Uromyees Lili (Link.) Fuckel, in Symb. Nachtr. 3. 16. 1875 : 

Ed. Fischer, Ured Schw. 6, 1904 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured 2, 

277, 1910: Grove, in Brit. rust FTg. 118, 1913 : Sydow, P. et 廿 . 

in Ann. Myo. 11, 94, 1913 : Klebahn, in Krypt. v.d. Mark Brand. 

5a, 209. 1914 : Oudemans,。 in Bnum. 1, 1140, 1919 : 

Syn. Cgeozag 6 Link, in Sp. pl. 2, 8, 1825 : 

777ys20e oo7207osg Wallr. 1. crypt. 2, 195 : 

び ヶ ego ogec272%7O727229 Strs. in Ann. Wett. 2, 94 : 

77ys20e 7os7e7Z7 み 。 ヵ . 266 Walr. ih crypt. 2, 119 : 

り 7o729Ces og2e72o7s22 KKze. in Rabh. F. eur. 17, no. 16938。 

1873 : 

寄 王 及 産地 、? Hiritillaria sp. 葉 , 葉 

1 半 村 2 所 和え で っ 上 犬 GR 生 当 年 E 撤 二 ポニ 上 目 Skvortzow. 
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分 布 欧洲 , 日本, 清 湖 。 

記事 本 南 は 余 和則 て 盛 問 に て 探 集 し た る と と あり 之 れ 日 本 杏 東 

中 に 於 て 探 集 せ られ し 始め に し て 清洲 より 得 た る も の の 久子 時 は 

其 護 膜 よく 茎 達 し 長 さ ー[ ミ , メ ]K 達 し Peridermium の 或 も の を 丸 ば し 

むる と と Miyagia の も の に 似 て 区 洲 産 の 記載 と ょ よく 一 致す 面 し て 

多く の 了 者 は 本 菌 は 欧洲 に C 於 て は Hiritilaria 類 の 葉 を も 犯す と し 

rove 氏 は 狼 り 之 れ を 定 し Hiritillaria を 犯す も の ょ Hium を 犯 

す も の と は 万 (C 異 な る も の と せり 今 余 の 楼 し た る 寄主 は 電 葉 及び 

彰 の 汰 より し て Tiliium より も 者 ろ Hiritillaria に 近 き も 其 花 を 見 ざ 

る を 以 て 之 れ を 決定 する を 得 ず 。 

本 菌 は Uromyces Miurae Syd. に 近似 する も る 其 冬 胞子 の 幅 廣 き を 

以 て 怪 別 し 得 べ し 耐 し て 本 菌 は Schroeter 氏 の Ortiyodf に 入る 

も の な り 。 

154. Uromyeces Veratri (DC.) Sehroeter, in Abhand. Schles、 esel. 

10, 1872, von Thimen, in Pilz. Sib. No. 707, 1880 : Sacc. Syll. 7, 

543,1888 : Komaroy, in THg. Ross. exsic. No. 160, 1899 : Dietel, 

im Engl. bot. Jahrb. 2, 624, 1903, Ed. Hischer, in Ured. Schw. 

3 1904: in Centralbl. f. Bak. un. s. w. IT. 22, 90, 1908 : Sydow, 

P. et H. in Mon. Ured. 2, 284, 1910 ) Tranzschel, in Kamtsch. Hg. 

556, 1914 , Oudemans, in Enum. 1, 1100, 1919 : S. Ito, in Uromy. 

Jap. 262, 1922: N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9, 

233,1927 : 

Syn. 07edo eye が? DC. in Fuckel. Symb. 58, 1869 : 

7o?zces 万 o72o97268 Rd. Hischer, in Oentralbl. f. Bak. u.S. W. 

IT. 22, 96, 1908: 



29 介 

寄主 

分 
記 

プ ム 

Py な 

155, 

及 産 地 Veratrum nigrum 工 . ュー も 生 鞭 葉 

4 が クウ あみ ちち チ さき 叶 表 っ 年 孝 月 山崎 芳雄 

TT. 興安 賃 大 だ 愉 宮 年 入 月 三 日 三浦 寅 成 

II. 博 吟 賠 犬 正 十 三 年 狼 月 十 日 三浦 夫 成 

布 欧洲 , 西 比 利 悪 , 日本, 清洲 

事 本 半 日 本 (に 於 て は 北海 道 樺太 等 に 知ら れ Komaroy 氏 は 
ー ル 地方 に 於 て 採集 し また 西 比 利 亜 に て は Martianoff 氏 探 集 

る と と あり 清洲 の 北部 に は 普 遂 な る も の い \ 如 し 。 

鞍 科 を 犯す も の (on Polygo 束 a で GaG。) 

Uromyees PolYygoni (Pers.) Fuckel, in Symb. 64, 1869: von 

Thtmen. 3 Pilz. Sib. No.。 190,。 1878 ) Sace. Syll. 7, 533, 1888 : 

Winter, in Rabh. Krypt, 1, 154, 1884 : Plowright, in Mon. Ured. 

and Ust. 123. 1889 : Schroeter, in Pilz. schles. 301. 1889: P. Henn- 

ings. in Engl. bot. Jahrb. 34 594. 1905 : Ed. iseher, in Ured. Schw. 

61T, 1904 : Sydow, P. et 耳 . in Ann. Myo. 7, 168, 1909: in Mon. 

Ured. 2, 236, 1910 ) Migula. in Thome's TI. vY. Deutsch. 氏 rypt. 3, 

1. 306, 1910 : Sydow et Butler、 in Ann. Mye. 10, 256, 1912 : Sydow, 

P. et 古 . in 1.c. 11, 96, 1913 : 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 27, 

46, 1913 : Grove, in Brit. rust Fg. 117, 1813 : Klebahn, in Krypt. 

v.d. Mark Brand. 5a, 268, 1913 : Tranzschel, in Kamtsch. Fg. 556, 

1914 : Oudemans, in Enum. 2, 1007, 1920 : S. 1to, in Uromy. Jap. 

253,。 1022: 民 . Togashi & N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Ag. and 

Dentrol. 16, No. 68, 79, 1924: KK. Togasbi, in Jap. Jour. Bot. 2, 92, 

1924: RN. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9 233, 1927 : 
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Syn. だ cc22226 oo22 Pers. in Disp. Meth. FTg. 39, 1797 : 

wccz722 み ア o7 み 9o746- 有 4 の 2ee472720e6 Pers. in Syn, 227, 1801 : 

び 7e7o Ceze72700 の 26 Schum. in P1. Saell. 2. 23、 1901 : 

の び 7edo だ o7 み 9o746-4 の ze47272g6 Alb. et Schw. in Consp. 穫 . Lusat, 

127, 1805 : 

ア %ec2726@ 4 の ce の 72@6 DO. in . fr. 2、 221, 1805 : 

zego 7exeosg Str. in Ann. Wetter. 2. 96. 1811 : 

び 7ego ogo7o7%220 DC. in 区. fr. 6, 71, 1815 : 

2cgeo2@ 人 422c47272626 Gray, in Nat Arr. Brit. pl. 1, 542: 1821 

ec 42c4727ege 氏 ze. im Hic. H1. Dresd. 2, 129, 1822, 

cez222 の の 2922 の 6672 LinK。 in Spec. plant. 2。 10, 1825 : 

4ecidze7z 7 の eg が 0 Radh. var. 4oicgopige Rabh. im Krypt. F1. 

ed. 1, 16, 1844 : 

7o7z み ces oo72o7%272 Lev. in Ann. Sc. Nat. Ser. 3, Vol 8, 376, 

1847 : 

zego egee9e7@ Lasch. in Klotzsch. 革 erb. Myc. No. 1295,16849 , 

7ego 7/o29%es Lasch. in Ann. Wettr. No. 893. 1846 : 

Cezz が 7 の ア o 祖 9o26 Rabh. in Bot. Zeit. 449. 1851: Sydow, 

P. et 耳 . in Ann, Myc. 20, 123, 1922 : 

772eo52g65 ア o/ み 29%o722 Berk. in Outl. 332。1860 : 

7o722ces 4ozce76ge6 Schraet. in Abh. Schles. Gesel. 8. 1872 : 

Cgeo72247%S oo22 KKze. in Rev. en. 933, 450、16898 : 

Wzg7e2o ア o 久 ox2 Arth. in Res. Congr. Bot. Wien. 344, 1306 : 

寄 主 及 産 地 Polygonum aviculara 工 . ミ 2 だ 葉 

T2N8 天 、 ま @ 量 犬 正 九 年 六 月 近藤 子 エ 
記 了 



HI 大 _ 連 大 正 五 年 七 月 近藤 金吾 

IT.TIIT. 公主 侍 大 正 七 年 九 月 三浦 密 成 

TL 太っ AS . 填 昭和 二 年 十 月 三浦 客 成 

( II.TIT. 旅 順 昭和 二 年 十 月 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 

記事 本 菌 は 同一 寄主 上 FC 各 時 代 の 胞子 を 生ずる を 以 て Auto- 

eu-uromyces (C 局 し 1851 年 Rabenhorst 氏 が 各 胞 子 時 代 を 同一 審 主 上 

に 生じ 夏 胞 子 及 名 胞子 時 代 は 早く 裸 出 し 締 汰 能 を 鉄 き 多 胞子 が 単 

胞 よ りな る も の を Uromyces 局 より 分 離し て Capitularis な る 局 を 設 

定 し て 之 れ に 納め 本 種 を 以 て 其 基 本 種 と な し 是 .Sydow 氏 は 1922 年 

此 設 に 林 同 し 本 種 の 外 Uromyees Acantholimonis。 U. Chenopodii, U. 

Ervi、 り . Fabae, U り . inaeguiahia, U. Limonii,U. Melandri. U. Orobi,U. 

Salicorniae, U.sparsa も 赤 Capitularia 局 に 入る べき も の な り ょ と せ リ D り 。 

毛 廊 科 を 犯す も の (on 民 anncalaCGa@G.) 

156. Uromyces Aconiti-Lycoctoni (DC.) Winter, in Rabh, Krypt. 

1, 153, 1884 : Saecc. Syll. 7, 561, 1888 : Ed. 項 scher, in Ured. Schw. 

14, 1904 : Sydow, P. et 革 . in Mon. Ured. 2, 206, 1910: in Ann. 

Mye. 12, 158, 1914 : Oudemans, in Enum. 3, 88, 1921 : S. Ito, in 

Ann. Myc. 2o, 83, 1922 , in Uromye. Jap. 249, 1922 : RN.Hiratsuka, 

im Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9 232,。1927 , N.Hiratsuka and S. 

1to, in 1.c. 261, 1927 

Syn. 44ecz22222 6 用 os DC. Yar. 4co7226- が COC7722 DC. in 1. 二 . 2, 146, 

1605 : ' 

Coeoz2g Po226076C002C6@74270 Lk. in Sp. pl. 6, 2, 54, 1625 : 
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7ego ん ycoefo72 Kalchbr. in Verseich. Zipser Schwamme, NOo. 

900, 1865 : 

7o7z み ces coz22 Fuckel. in Symb. 61, 1869 : 

Coeo722 が 8 06 放 o75 民 ze. in Rev. Gen. 33。449, 1898 : 

び 7o779Co7s28 4co72 が 6- ん coc7o77 Arth. in Res. Soi. Congr. Bot. 

Wien. 345, 1906. 

ーー 寄主 及 産 地 Aconitum Delavayi Hr. vas. coreana Lev. 革 , 葉 

浦 密 成 1. 吉林 小 折 山 犬 正二 年 六 月 六 日 

分 布 欧洲 , 米 國 , 日 本 , 滴 洲 。 

記事 本 菌 は 従 來 茨 洲 及び 北米 に 産 す る と と の み 知 られ た る が 

1892 年 徳 淵 氏 は 芝 れ を 北海 道 宗谷 に 於 て 探 集 し 伊藤 誠 惑 氏 及 び 余 

は 明治 四 十 年 七 月 手 稽 山 に 見 出し 大 正二 年 八 月 余 は 八甲田 (青森 沙 ) 

に 探 集 し た る を 以 て 本 菌 の 東洋 に も 産 す る と と 知ら れ 清 洲 に て 余 

の 探 集 し た る も の は 其 鐘 子 腔 時 代 の みな る も 綿 て の 中 に 於 て 本 種 

の も の と 一 致す る を 以 て 畠 ひ も な く 本 種 な る べく 以 て 本 種 の 世界 

に 於 ける 一 新 産地 を 加 ふ る を 得 た り TrnstJacky 氏 は 接種 試験 に よ 

り て 本 菌 の 久 子 腔 時 代 よ り 直 ち に 多 胞 子 時 代 を 得 ま た 多 胞 子 時 代 

より 鉱 子 腔 時 代 を 得 て 1899 年 Bericht d. Schweiz. botanisch. Geselschaft 

1 

上 に 区 表し Winter,G. 及 び Edward Hischer 氏 等 る 同一 結果 を 得 て 本 

菌 は 全く 夏 胞 子 時 代 を 駅 くも の と せら れ Arthur 氏 は 之 れ を Uromy- 

copsis 局 (C 入 れ た だ たり 然るに Sydow 氏 は Dietel 及び Lagerheim 雨 氏 よ 

り 得 た る 本 画 標本 中 に 於 て 夏 胞 子 を 見 た り と な し て 氏 は 本 菌 は 或 

地方 に て は 夏 胞 子 を 鉄 き 或 地 方 に て は 夏 胞 子 を 生ずる も の な る べ ペ 

し と 逃 べ た り 余 も 八甲田 山 よ り 得 た る 標本 中 に て 多 胞 子 中 に 混在 

せる 球形 乃至 椿 園 形 に し て 無色 細胞 膜 は 小玉 状 突 超 を 寺 り 二 珍 方 
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ミク ョ ン | の 厚 さ あり 胞子 の 大 さ 20-33 x 18-24 ic 達する 一 胞子 型 

を 見 た り 藻 し 果して 之 れ が 夏 胞 子 な り と せ ば 本 菌 は Uromycopsis な 

ら ず し て Rabenhorst 氏 の Capitularis に 入ら べき も の な り . 

昔 科 を 了 す ゃ の (on Leguzmimocea@.) 

157. UromYyeces appendiculatus (Pers.) Link. in Observ. 2, 26, 1816 : 

Sacc. Syl. 7, 535, 1888 : Schroeter,。Pilz, Schles. 302. 1889: PP. 

Hennings,。 in Engl. bot. Jahrb. 31, 728, 1902 ) Komaroy, in THg. 

Ross. exsic. No. 312,。 1899: Arthur, in Bat. Gaz. 39, 387, 1905 : 

Sydow,P. et 耳 . in Mon. Ured. 2,。 120, 1910: A. 1deta, in Handb. 

481, 1911 : 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo. 26, 57, 1911 : Sydow 

& Butler, in Ann. Myc. 10, 256, 1912 : Sydow, . et 是 , in Ann. MYc. 

11, 94, 1913 : J.C. Arthur, in Myeologia, 7, 185, 1915 : Standley, 

P. C. in Myeologia 8, 165, 1916 : Butler, in Fg. and dis. of pl. 260, 

1918 : Oudemans, in Enum. 3, 946, 1921 : S. Ito, in Ann. Myc. 20, 

82, 1922: in Uromye. Jap. 228, 1922 :) 氏 . Togashi,  N. Hiratsuka, 

in Trans. Sapp. Ag. and Dend. Soc. 16, No. 68, 78, 1924 , 式 . 本 ara, 

in Hg. of ast. Asia. 22。 19268 : 

SY 1. 7edo oe92d2e247g7g Pers, in Abs. Myc. 1, in Usteri Ann. d. Bot. 

(ゆな 人 962 

7ego gppezd?ce/gfg Pers. var. ア ん wseo72 Pers. in Syn. 222, 180] : 

Pzcce272C アア gseo77 Rabh. in 相 . neom. 357, 1804 : 

Pccez2 み Poseo/o7ew22 DO. in 民 . 拓 . 2. 224, 1804 : 

の ヶ ego アア cseo/o7z22 DC. in Encyel. 8 221, 1808 : 

の ヶ ego アア gso77 Str. in Ann. Wetter. 2, 98, 1811 : 
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ガ の oe777262422 9 の 674 の 2624727672 Link. in Ges. Nat. Berl. 7, 28, 1815: 

Coeo7z@ アア Aseo2 Nees. in Syst. 16, 1816 : 

Cgeozze7S gseo7/o722 Gray. in Nat. Arr. Brit. Pl 1, 541, 1821 : 

Ceoz2@ の 7 の 69?2C%776676 Schlecht. in Tl. berol. 2, 129, 1824 : 

ecd2x272 アア seo/o7%72 Wallr. mn . Crypt. Germ. 2, 256, 1833 : 

の zzcc222066 gseo%- が 27o6? Schw. in Syn. Hg. Amer. bor. 296, 

1834 : 

Cgeo72@ 727720 Bon. in Rabh. Fg. eur. 194, 1644 : 

4ec2222 co22 の 442 Bon. in 1.c. 188, 1844 : 

Ceeo?2@ @72C%7O7%4272。 Bon. in Lc. 193, 1844 : 

び 7o779C68 @ の 67272C447 の 245 Fries。 in Summ. Yeg. Scand. 614. 

1846 : 

7o7729ce8 @7 の の 67472C247245 (Pers.) Lev. in Ann d. sc. nat. 3, ser. 

8, 371, 1848 : Kirchner, in PHanzenkr. 388、 1890 : Ed. 項 sher. 

in Ured. Schw. 19, 1904: Duggar, B.M. in Hg. dis. of nl. 397, 

1909) IMigula, in Thomes El. vy. Deutsch. Krypt. 3, 1, 296, 1910 : 

Stevens,。 in Hg. w. e. nl. dis. 37, 1913 : Oudemans, in Rnum. 3. 

964, 1691 : 

び ヶ oces Aseo/ey%72 Te Bary, in Ann. sc. nat. Ser. 4, 20, 

80, 1863, Huckel。 in Symb. 62, 1869 : Grove, in Brit. rust Hg. 

HU 1910.) 

7 ヶ ego oc? B. et Br. in Jour. of Linn. Soc. 14,。 92, 18675 : 

り ヶ ozzyces Agseo77 Winter。 in Rabh. KKrypt. 1, 157, 1884 : 

Plowright。 in Mon. Ured. & Ust. 122, 1889) Klebahn, in Krypt. 

v.d. IMark Brand. 5a、 220, 1914 : 



び 7o72C68 O の see7S Diet. et Holw. in Bot. Gaz. 24, 24, 1897 : 

Sacc. Syll. 14, 269, 1899 : 

Cgeo77247275 @ の の 674 の 2 が 65 民 ze., in Rev. Gen. 93 449, 18d8 時 

び ヶ o2729ce8 29729e-7247eo/Ze P. Henn. in Ann. du Musee du Congo 

Bofi kSGr. 5 2 289.1907 

寄 王 及 疾 地 Azukia subtrilobata (F. et S.) Takahashi. アデ ヅ キ 甘 , 葉 

TI. IIT. 公主 EE7N 月 ニー 上 三浦 密 成 

TI. TH 公 指 癌 犬 正 十 年 八 月 三 十 日 三浦 維 成 

Azukia typica (Pain.) Miura. ヤリ 到 。 葉 

HE TITT。 公 津 顧 大 正 七 年 九 月 三 日 三浦 紗 成 

II. IIT. 龍 早 城 犬 正 七 年 九 月 十 五 日 三浦 和 成 

II. IIT. 鳳 鳳 城 29iEeeE ル 月. 且 土 . 265 日 三浦 審 成 

Phaseolus multiHorus Willd. ニシ > レイ 2020 2 革 , 葉 

IT. III. 館 昌 城 大 正四 年 十 月 三 日 近 金 吾 

Phaseolus vulgaris . ゴン ゲン 8 薄葉 

II. III. 湯 賠 子 央 ED 年 九 月 一 日 $p 不 力 沿 

分 布 全 世 界 
記事 本 種 は Arthur 氏 が Nigredo appendiculata と せる も の に し 

て Dietel 氏 の Uromyees aberrans と せる も の 及び PP. Henming 氏 が 

Uromycees Tatouae と せる も の も 本 種 の 同種 異名 な る と と は 伊藤 誠 

哉 氏 の 次 Uromycees of Japan p. 230-231. に 詳 逃 し ある を 以 て 本 報 

皆 に は 之 れ を 記せ ず 。 

Fischer 氏 は 本 菌 は Swiss C 於 て は Phaseolus 類 CK 寄生 し て 相 営 被 

害 あ る と と を 逃 べ Grove 氏 は 本 菌 が 英國 に 於 て 涼 成 朱 豆 類 に 被害 

を 興 ふ る と と 少な か ら ず と な せり 面 し て 本 菌 は Rabenhorst 氏 の 

Capitularia に 相 営 し Klebahn 氏 の 逃 べ し Auto-eu-uromyees 【C 属 す 。 
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158. Uromyces Tabae (Pers.) De Bary, in Ann. Sc. Nat. Ser. 4 

72, 1863: Tuckel。 in Symb. 62, 1869 : Sacc. Syll. 7, 631, 1888 : 

Schroeter, in Pilz. Schles. 299,。 1889: Plowright。 in 5 Ured. 

& Ust. 119, 1889: Dietel,。 in Engl. bot. Jahrb. 28, 282, 1900 : 

in 1.c. 34, 48, 1905: in Ann. Myo. 8, 304, 1910 : Bubak, in 

Centralbl. f. Bak. n.s. w. II. 12, 422, 1904: Ed. Tischer, in Ured, 

Schw. 66, 1904: Jordi, im Centralbl. Bak. u.s.w. IT. 11, 764, 

1904 : Sydow, P. et 耳 . im Mon. Ured. 2,。 103, 1910 : in Ann. 

Myc. 4, 428, 1906: in 1.c. 11, 94, 1913: A. Tdeta, in Handb. 

479, 1911 : Sydow et Butler。 in Ann. Mye. 10, 255,1910: P. 

Hennings, in Engl. bot. Jahrb. 29, 146, 1900: in 1.c. 34, 594, 

1905 : Stevens,、 in THg. w.c. pl. dis. 373, 1913 : Grove, in Brit. 

rust Hg. 97, 1919: Tranzschel。 捕 Kamtsch. Hg. 557, 1914 : 

氏 lebahn, in Krypt. v.d. Mark Brand. 5a, 276, 1914 : Standley, 

P.C. in Mycologia, 8, 166, 1916 , Butler, in Fg. and dis. of pl. 264, 

1918 , Oudemans, in Enum. 2, 950, 981, 1921: S. Ito, in Ann. 

Myc. 20, 82, 1922 ) ii Uromye. of Jap. 237。 1922: 民 . Togashi 

& N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Ag. Dendro, 16, No. 68, 78, 

1924: N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9,。232, 1927 : 

Syn. Ozeo 7q6ge Pers. in Roem. N. Mag. 1, 93,1794 : 

7ego 2czge- ガ o6ge Pers. in Syn. FTg. 221, 1801 : 

の 7ego zezge-7o0ge Sehum. in Enum. P1. Sael. 232,18093 : 

7e7o ec2722705G7%72 Rabh. Krypt. ed. 1, 7, 1844 : 

Cgeo7@ 6%27229408@727772 Schlecht. in HI1. Ber, 2、127, 1624 : 

Cgeo72@ @ の 26 の 2co の が 422 Schlecht, in Linnaea, 1, 607, 1824 : 
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772cZo6gs2s 7g5ge LeY. (ubi ?) 

7s25e G の の e7% の 2c247f Wallr. in I. cryyt. Germ. 2,210。1833 : 

Ei ア zs? Blytt. in Sched. 

4ecz272x272 と eg?2726260807%272 Rabh. in Krypt. H1. Deutsch. ed. 1, 

19。 1644 : 

り 7o7zees 2c2ge Fuck. in Symb. 62, 1869 : 

び 7oz727C68 の 079720722769 P. et Clint. in 31 Rpt. Bot. State Mus. 

New York, 43, 1883: Sacc. Syll. 7, 1888 :. 

び 7oz% み C68 ZZ の 242647 の 8 Ung. in En 折 . d. Bod. etc. 216、1896 : 

zo7z9ces eg5ge (non. Pers.) Schroet. in Miguls, Thome's H1. 

y. Deutsch. Krypt. 3 1, 294. 1910 : 

zozz9ces os27229 の 6 P. Henn. in Hedw. 15, (124), 1901 : - 

Syll. 17, 251, Dietel. in Engl. bot. Jahrb. 37, 98, 1905 , P. Hennings, 

in 1.c. 1, 729, 1902 : TF. Yoshinaga, in Bot. Mag. Tokyo, 16, 7, 

1902:。 ir、 ま e。 19, 103 。1905 : 

ヶ ozzgees Ozo5? (non Lev.) Dietel. in Engl. bot. Jahrb. 27, 

570, 1900) 近 1ce. 7. 98, 1908 : S. 氏 usano, in Bot. Mag. Tokyo, 

16, 206, 1902 : 

ce2722 み O7o52 Kirehner, in Lotos. 181, 1856 : 

Ceeo7227679 7o0ge Kze. in Rev. en. 33。460, 1898 : 

Coeo722726S 7 の 07277207 の 9 民 ze. im 1.c. 

/zgyeo 7o の oe Arthur, in N. Amer. H1. 7。 251, 1912 : 

Cg の 2 が 72 み oge (Pers.) Sydow, in Ann. Mye. 20,、123, 1922 : 

寒 王 及 産 地 Vicia Fobae 上 . グ ラマ . メ 吾 , 葉 

T.TTT 吉 林 大 正 七 年 八 月 十 七 日 三浦 容 成 
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分 布 全 世 界 

記事 本 菌 は 日 本 に 於 て は ソラ マメ の 外 エ ンド ウ ヤ ハズ エン ドド 

ウツ ウツ ガルフ ヂ , エ ビラ フ ヂ ツル フン デベ カマ 等 の 難 葉 を 犯す も の に し 

て 清 誠 に が て は ツラ マメ の 栽培 多 か ら ざる を 以 て 角 り 注意 を 提 ふ 

べき 菌 に は 非 ざ る べき も ゃ も 日 本 に 有 て は ソラ マメ の 栽培 に は 必ず 本 

画 供 ふと も 見 ちら る べき 程 普 通 に し て 是 つ 被害 大 な る も の な り 。 

Fischer 及び Jordi 氏 は 本 種 を 基 和 寄主 の 異な る C 従 つて 三 型 C 分 

て り 即 ち 。 ' 

第 一 弄 Vieia Faba, Pisum sativum の も の 

第 二 型 。 Vioia Craceca, Pisum sativum, Vicia hirsuta の も の 

絢 三 型 。 Lathyrus vernus の も の 

之 れ な り 面 し て 何れ も KKlebahn 氏 の Auto-eu-uromyces な り 

159. Uromyees GlycYrrhizae (Rabh.) 呈 agnus。 mm Berieht d. 

Deutsch. Bot. Gesel.。 8, 383。 1890: Sacc. Syll. 9, 292, 1891 : 

Sydow, P. et 耳 . im Mon. Ured. 2 97, 1910: Standley, P.C. 近 

Myeologia, 8, 166, 1916 : Oudemans, in Enum. 3, 910, 1921 : 

SYn. 07edo た e927227608G72% TLK. var. CZ が 7722g6 Rabh. in ora, 

626, 1650 : 

cc22242 の e が 777 が 2zge Rabh. in Klotzsch. Herb. Myc. No. 

1396 : Sace. Syll. 7, 725, 1888 : 

び 7o27227ces 7 ァ 27o2 Winter。、in Elhs & RY. in NN. Amer. Hg. 

1876 : 

Ceeo722 (Uredo) 9%z7726 (Desm.) Sorokim,in Bull. d. natur. 

Gesel. Mosk. 1884 : 
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び ヶ oces Ce722S7Z6-24C7O76C6 (Pers.) Winter、 in Acta Horti 

Petropol. 10, 262, 1887 : 「 

7o229ces の の 67272C%472z (Pers.) Rabh. in 1sis,4, No. 18, 1870: 

寄 玉 及 産 地 Clyeyrrhiza echinata 工 . カ ツメ NR ウ 葉 

TII. 大 澤 沙 河口 ( 填 二 ) 犬 正八 年 士 月 六 日 三浦 鶴 成 

IHS 本 上 大 正二 年 六 月 三浦 宙 成 

分 布 欧 洲 , 北米 , 小 聖 細 聖 , 満 洲 。 

記事 本 菌 は 机 草 と し て 有名 な る カン ゾウ の 葉 を 犯し て 大 雪 を 
異 ふ る も の に し て 本 寄主 は 現在 に あり て は 詩 古 地 北 に 野生 する も 

若 し 之 れ を 経済 的 に 栽培 する の 時 機 来る に 於 て は 其 大 敵 な る や 語 

ルキ k が と が: 

本 菌 は 夏 胞 子 時 代 及 び 多 胞子 時 代 の み 知 ら る ヽ を以て Hemi- 

uromyees 属 に 入り 黄 科 胞子 堆 は 早く より 宮 出 し 締 汰 態 を 鉄 く を 以 

て Sydow 氏 の Argomycetella 属 に 相 営 す 。 

160. Uromyeces 耳 edysari-obscuri (DC.) Carestia et Pieeone, in 

Erb. Critt. ital. ed. TT, 9, No._ 447, 1871 : Ed. Hischer, in Ured. 

Schw. 26, 1904: Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 2, 99, 1910 : SaC. 

Syl. 21, 544., 1912 : Tranzschel, in Kam. fg. 557, 1914 : Oudemans, 

in Enum. 3, 942, 1921 , S. 1to, in Uromy, Jap. 222,1922 : 

Syn. だ wcc222G e が sg72-00sce72 DC. in Syn. 46, 1806 : 

ア zcc2726@ 万 eys7?-O0gc2472 Schlecht. in P1. Crypt. Helvet No. 80 : 

び ヶ ozces 万 6 の so76-00sce76 (DC.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 

252,1884 : 「 

7ego 万 esezr?-o の sce76 DC. in 名 . fr. 6, 64, 1815 : 
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の 7o2z み ces 刀 egyso72 Fuckel, in Symb. 3 Nacht. 15, 1875: Sacc. 

Syll. 7, 560, 1888 : Schroeter、 Pilz. Schles. 310, 1886 : Iomarov, 

in Fg. Ross. exsic. No. 114, 1695 : 

り ヶ ozzgces 万 zzs7225 ん 76 De Tomi, in Sacc. Syll. 7、565, 1888 : 

り ヶ ozz2ces 6oyeg7s Peck. in Bot. Gaz. 6, 276. 1881 コ 

り ヶ oces 8s7g072co/ow 華 . 時 enn. in Hedw. 3⑰, 268, 1698 : 

4 ecd2222 ん eg22726726089727270 Ung. in EinH。 Bod. 221、1836 : 

Cgeo2227%8 万 eyso7? KKze. in Rev. Gen. 33。450, 1898 : 

Coeo77227268 妃 zs27652 氏 ze. in 1.c. 450. 

び 7o729cO7868 esd7?-00sct76 Arth. in Rev. Sc. Congr. Bot. 

Wien. 345, 1906 : 

び 7o7727CO7828 GS が 7 の 72CO/ み 人 Arth. in lc. 

ア zccz722O/Z 万 eysg72-00scz2 Arth.in N. Am. FI. 7, 450, 1921 : 

容 主 及 産地 Hedysarum obscurum 華 . テン フン セン イワ ワウ ギ 5 

IIT. 興安 准 HBTS 2F 八 月 ゼー 日 三浦 密 成 

分 布 北米 蘭 湖 日 本 滴 洲 

記事 本 菌 は 東洋 に 於 て は 1907 年 三宅 勉 氏 樺太 島 に 於 て 採集 せ 

る も の を 始め と し 後 Tranzschel 氏 は 勘案 加 に 産 す る とこ と を 報じ 余 は 

興安 作 に 於 て 多 敷 に K 探 集 せ り Sydow 氏 は 其 Monograph. に 記 て 分 布 

地方 中 に 1urkestan の 外 に 衰 古 を 入れ 伊藤 誠 哉 氏 は 支那 を 入れ た る 

が Komarov. 氏 の Tg. Ross. exsic. 中 に ある も の い ヽ 産 地 は Turkestan に 

し て 5Sydow 氏 の 蒙古 と せる は 何れ の 地方 な る や を 知る に 由 な く 伊 

放 氏 の 蛍 C 壇 著 と せる も の も また 其 何 れ の 地方 な る や を 知る を 得 

ず 本 赦 は 夏 胞 子 時 代 を 鉄 く を 以 て Scehroeter 氏 の Uromyecopsis 型 に 入 

る も の に し て Marehand 氏 は 之 れ を Pucoiniola 属 と な し Arthur, 及 び 

H. Sydow 氏 は 此 局 名 < て 従 ひ た り 。 
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161. DUromyeces Kondoi 斑 . 表 inra。n. Sp. 

(第 皿 賠 版 E) 参 肉 

Teleutosori amphigenous,。small、roundish or ovate, scattered, rarelY 

confHuent. グー m.m. in diameter, at first covered, later ruptured and 

surrounded by the remained epidermis, chocolJate brown : Spores globose, 

ovate or wide eliipsoidal, epispores ferrucose, chestnut brown and 3-3.5 / 

thick, contents yellowish brown, apex not thickened, germ-pores at apDex 

and provided with hyaline thine papilla, 19.8-25.2 x 18-21.6 /: Pedicels 

hyaline and deciduous. 

Aecidium and Uredo unknown. 

寄主 及 産地 Gueldenstedtia mnultifHora Bge. イス ニケ ネン 2 葉 

1 UBS 月 二 | 日 近藤 金吾 

分 布 清洲 。 

記事 本 菌 は 今日 まで 知ら れ た る 式 科 植物 (に 寄生 する Uromyces 

画 の 何れ の 記載 と も 合致 せ ざ る と 本 寄主 上 KC 錠 菌 の 寄生 する と と 

は 現今 まで 報 ぜ られ た る と と な き を 以 て 新種 と 認め た り , 何 本 菌 の 

生 子 具 時 代 及 び 夏 胞子 時 代 C 開 し て は 今後 売 分 の 研究 と 調査 を な 
す の 必 要 あ り 。 

162. Uromyeces Lespedezae-procumbentis (Schw.) Curt. im Cat FL 

N. Car. 123, 1867 , Arthur, in Jour. of Myc. 10, 14, 1904 : S. Ito, 

in Uromy. of Jap. 224, 1922: N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. 

Hist. Soc. 9, 232, 1927: 式 . Hara, in THg. of East. Asia. 22, 1928 : 

Sym, ecc6726@ 68 の 66206-77OC2727406728 Sechw. in Syn. Hg. Carol 

Super. No. 497, 1822 : 
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ア %wccs724@ 上 es の 6 の ez@e- の 0775/@cAy2e Schw. in lc. No. 498. 1822 : 

cc222646 es の e の eee SDreng. in Syst. 4, 568. 1827 : 

wcc2222 cspedezge-07o7gcee Schw. in Trans. Am. Phil. Soc. 2, 

296, 1692 : 

ec2zxz272 ee4cOs が 4C が 02 B.etC. in Grev 則 3 61, 1874 : Sacc. 

Syll. 7, 787, 1888 : 

ee の 7o62-/ezzcos2c が 772 Berk. in Grev. 3。 61, 1874 : 

7ego ん es の egezge Thum. in Mye. Uniy. No. 643, 1877 : 

7o7 み ce8 22C7O の 2s ThGm. in 1.c. No. 1528, 1880 : 

7o7 み ces ん es の eez@e-77OC6227206722S (Schw.) Lagh. in Ured. Herb. 

Hries。 38,。 1894: Sydow, P. et 是 . in IMon. Ured. 2, 108,。1910 : in 

Ann. Myc. 11, 94, 1918 : 

び 7oz77z9ces ん es の egezge Peck. in Ellis. N. Am. fg. No. 245, 1879 , 

Sacc. Syll. 7, 549, 1888: Komarov, in THg. Ross. exsic. No. 159: 

1898: Dietel。 in Hedwigia 37, 214, 1898: in Ann. Mye. 6, 223. 

1908 : P. Hennings, in Engl. bot. Jahrb. 31, 729, 1902 :) in 1.c. 34, 

594, 1905 , S. 氏 usano, in Bot. Mag. Tokyo, 16, 200 & 206, 1902 : 

Sydlow, P. et . in Hedw. 3⑰7, (207), 1898 , E.Tanaka, in Bot. Mag. 

Tokyo, 4, 299, 1890 : Yoshinaga, T. in Bot. Mag. Tokyo, 16, 7, 

1902: Yoshino, 氏 . in Bot. Mag. Tokyo, 19。102, 1905: 1. Miyake, 

in Bot. Mag. Tokyo, 26, 58, 1912 : Sydow,。 避 Butler, in Ann. MYc. 

10, 255, 1912 : 

772c ん ogs25 22@67O89O7%%5 B. et C. 

Ogeoz7ze7%S es の eezge KKze,。 in Rev. Gen. 3, 450, 1898 : 

Ogeoz727249 の 7OC422 の e72729 Arthur, in Proc. Ind. Acad. Se. 1898。 

p. 180, 1893 : 
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gyeo es の eeze- の 7OC%2725e72765 Arthur, in Res. Sc. Congr. Bot. 

Wien, 344。 1906 : 

寄 王 及 産地 Lespedeza bicolor Turcz. へ 学 葉 

IL. IE 青 租 山 犬 正 七 年 九 月 十 五 日 三浦 鶴 成 

II. III. 草 河 品 大 正 七 年 九 月 二 十 五 日 三浦 鶴 成 

II. III. 鳳 風 山 ge 証 - 月 十 * が 涯 三浦 審 成 

TI. III. 吉林 小 白山 大 正 年 八 月 十 六 日 。 三浦 審 成 
Lespedeza Cyrtobotrya IMig. マル バハ ギ 葉 

TI. 1I1. 鳳 鳳 山 KEEP ドル 月 ジワ 6 日間 軸 HHODSMK 

Lespedeza cuneata (De Mont.) で . Don. メ F ド iPx、 ギ - 

TI. ITI. 吉林 小 和 白山 大 正 七 年 八 月 十 六 日 三浦 宙 成 

II. ITI. 公主 賛 大 正 七 年 九 月 八 晶 三浦 窟 

Lespedeza juncea 臣 , オオ ポメ ドス ハギ 葉 

III. 2 由 大 正 五 年 十 月 四 日 癌 部 憲次 

Lespedeza medicaginoides Bge. ホソ バ ベ メ ドド ハバ ベ ギ 葉 

JIT. TIT.。 公主 領 大 正 ヒ 年 九 月 八 日 三浦 敗 成 

Lespedeza stricta, var.stipulacea Mak. マル ベ ヤ ハズ サウ 業 

III. 大 連 大 正 。 有 名 誠 家 コ 夏 旧 近藤 金吾 

分 布 北米 , 印度 , 北 清 , 日 本 , 西 比 利 亜 , 清洲 。 

記事 本 菌 は ハギ 類 の 頻 を 犯す も の に し て 北米 に て 始 て 和紙 見 せ 

られ 1890 年 田中 息 次 郎 氏 は 日 本 に 策 見 し 1895 年 に は Komarov 氏 

は アム ュ ムール 流域 キ を シマ に て 探 集 し 1908 年 Butler 氏 は 東 印 謀 カ シミ 

ル 地 方 に 得 1910 年 三宅 氏 は 之 れ を 北京 近郊 に て 探 集 せ り 面 し て 日 

本 及び 清 洲 に て は 本 赤 の 久 子 喧 時 代 は 未だ 探 集 せら れず また マル 

バ ヤ ハズ サウ 上 に 生ずる 本 赦 の 多 胞 子 は 米 園 の それ より も 形 ち 大 
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な る る も る 伊藤 氏 は 其 中 間 型 の も の ある を 以 て 之 等 を 同一 種 と な せり 

然 れ ども 寄主 相互 間 の 肢 照 的 接種 試験 を 行 ふ に 於 て は 恐らく 石 に 

接種 し 得 ざ る 部 ち Torma-specltes を 得る に 至る べし 本 種 は Rabenhorst 

氏 の Capitularis に 入る も の に し て Auto-eu-uromyYees な り 。 

163., 6 Orobi (Pers.) Lev。 im Ann. Sc. Nat. Ser. 23, 371 巡 

376。 1847 : Ed. Tscher, in Ured. Schw. 69, 1904 : Jordi,。 in 

Centralbl1. f. Bak. u.s.w. II. 11, 77, 1904: JDietel, in Engl. Bot. 

Jahrb. 3⑰, 98, 1905: Sydow, in Mon. Ured. 2, 106, 1910: Jaap, 

in Ann. Mye. 9, 335。 191: 。Grove, .in Brit. rust Hg. 99, .1913 : 

Oudemans, in Enum. 3, 961, 1921 : S. Ito, in Ann. Myce. 20, 82, 

1922 : in Uromyees of Jap. 242. 1922 : 

Syn. 4ceczxz。 Oyopz Pers. in R6m. N. Mag. 1, 92. 1794 : 

ec の 22 Ozo62- を 6e7os? Pers. in Disp. Meth. fg. 12. 1797 ) 

Syn. TI. 210, 1801 : 「 

ec222272 O7o6? DC. in . fr. 6, 95, 1815, Cooke, in Handb. 

542。1871 : 

eczd2%27。 eg%7726208G7222 Rabh. in KKrypt. FRI. Deutsch. ed T., 

19, 1844 : 

り ヶ ego Ozo5? Schum. in Enum. P1. Saell. 232、1803 : 

び ヶ o729ces 〇 yo? Fuckel, in Symb. 62.1869: von Thum. Pilz. Sib. 

TNos. 188,、532。713: Onudemrns, in Enum. 93. 954。1921 : 

7ozz9ces Ozo6? (Pers.) Plowright, in Mon. Ured. Ustil. 121, 

1889) Migula, in Thome's IL. Y. Deutsch. Krypt. 3 1. 294, 1910: 

Klebahn, in Krypt. v.d. Mark. Brand. 5a. 278, 1914 : 
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ze2x み ces Ozo52 (Pers.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 158, 1884 : 

Dietel, in Engl. bot. Jahrb. 3⑰, 98, 1905 : 

Cg の 2 が 7 の 07o62 (Pers.) Sydow, in Am. Mye. 20, 123, 1922 : 

容 王 及 産 地 Vicia unijuga Al. Br. TIT. ナン テン Ps 補 葉 

TII. 鞍 河 日 大 ES 遇 8 姜 鹿 月 っ 万 日 で 舞 三浦 密 成 

分 布 区 洲 , 日 本 , 滝 , 西 比 利 亜 。 

記事 本 菌 は 従来 爽 洲 C 産 する と こと の み 知 られ た る が 1897 年 草 

野 俊 助 多 が 徳島 区 に 誰 て ハマ エン ドウ 上 C に 生じ た る も の を 探 集 し 

また 富士 山 に て Lathyrus Davidi 上 に 帝 見 し ThtGmen 氏 は 西 比 利 亜 に 

て Martiano 攻 氏 が 控 集 し た る も の を 本 種 と 角 定 せ り 。 

Jordi, EE. 氏 は Lathyrus 類 の 葉 を 犯す Uromyees に 二 種 あり と し 募 

夏 胞 子 膜 の 消 き も の は Uromyees aba&e に し て 厚 き も の は 本 種 な り 

と な せり 面 し て Sydow 氏 の Monograph. に よれ ば Uromyees Fabae の 

夏 胞 子 の 膜 の 厚 さ を 1.5-2.5「 ミ ク np ン | と し Uromyces Orobi の も の を 

3-4[ ミ クロ ン | と せり 。 

164. DUromyces Sojae (P. Henn.) SydoW, in Ann. myc. 4 429, 9016 : 

in Mon. Ured. 2, 128, 1910 」 A. Tdeta, in Handb. 492, 1911 : Sacc. 

SyU. 21. 539.1912: M. IMiura, in Dis. of some imnp. crops. of Manch. 

20, 1921 : 

SY1. び ヶ eo Sojge P. Henn. in 上 Hedw. (108), 1903 : Sacc. Syll. 17, 

446, 1905 : 

寄主 及 産地 Glyeine Soja (L.) Benth. ダイ ィ イヴ 葉 

TT. 1IT. 公主 鈴 大 正 七 年 九 月 三浦 蜜 成 

分 布 日 本 , 印 度 り aYa, 病 洲 。 
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記事 本 菌 の 夏 胞 子 時 代 は 1902 年 吉永 虎 馬 氏 が 之 れ を 土 逢 國 下 

田 に て 擦 集 し た る も の に し て P. Hennings 氏 の Uredo Sojae と 舟 せ る 

も の 之 れ な り 後 印度 Poona に て Butler 氏 ( り が 其 名 胞子 時 代 を 探 集 

し 之 れ に より て Sydow 氏 は 上 記 の 如く Uromyees 属 に 編入 し 共 後 

Raciborski 氏 は 芝 れ を 9ava に て 探 集 せ り 面 し て 満 洲 に て は 稀 に 本 菌 

の 名 胞 子 を 見 然 か ゃ 共 被 害 は 験 り 大 な ら ず 。 

165. UromYyeces amnurenSis 民 Omnarov, In Fg. Ross. exsic. Nos. 157, 

158, 1898 , in Hedwigia 38, (54), 1899: Saece. syll. 16, 261, 1902 : 

S. Kusano, in Bot. Mag. Tokyo, 19, 84. 1905) 華 . Yoshinaga. in Bot. 

Mag. Tokyo, 19, 36, 1905 , Dietel, in Engl. bot. Jahrb. 37, 98, 1908 : 

Sydow, P. et 廿 . in Mon. Ured. 2,86, 1909 ) in Ann. Mye. 11, 93, 

1913 : S. Ito, in Uromy. Jap. 226, 1922: N. Hiratsuka, in Trans. 

Sapp. Nat. 本 ist. Soc, 9。232, 1927 : 

Syn. 07O722C68 oe22ee5 Dietel, in Engl. bot. Jahrb. 34。583, 1905 : 

P. Hennings, in Engl. bot. Jahrb. 34, 595, 1905 : 

寄 玉 及 産 地 IMaackia amurensis Rupr. et Mazx.、 イヌ ェ エン ジテ 業 

1. Ningta, 30,V1. 1896. KomaroY. 

分 布 日 本 , 浅 、 ア ムー ル 。 

記事 本 赦 は Komarov 氏 が Ningta, Nikolsk., に 於 て 錠 子 腔 時 代 を 

採集 し 黒 処 江 支流 Kirma 河 附近 C 於 て 勘 夏 胞子 及び 冬 胞子 時 代 を 

控 集 せる も の に し て 日 本 北部 に は 普通 の 菌 な る も 浅 に 於 て は 人 

は 未だ 控 集 し た る と と な し 蓋 し 本 寄主 は 吉林 省 の 奥地 東 支 鐵道 消 

線 鴨 絶 江上 流 等 に は 普通 に 分 布 せ らち る \ も $ 南 滝 地方 に 於 て は 安 替 

溶 線 に 少し く 分 布 を 見 る に 止ま り 従 つ て 余 は 多く 本 寄主 に 接 せ ざ 

ノ 
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り し が 久 め な る で く 今 後 東 支 洛 線 東部 線 地方 に 於 て 必 才 策 見 せら 

る いも の な る べし 。 

166. UromYyces Vignae-sinenSis 基 、Miura, n. 8SP. 

Uredosori amphigenous, on petiols and stemms, soatered confluent, 

eariy naked and pulvinate。 roundish, eliptical or Hinear、1 m.m. wide, 1 

c.m. long when confluent on stems, brown : spores globose, elhpsoidal or 

ovate, echnulate. brown, 20-30 x 20 /, germ-pores 2-4 in number and 

stuated at upper ha of spores : teleutosori conform : teleutospores 

subglobose or elliipsoidal, apex rounded, germ-pores at aplx, provited with 

hyalhme or subhyalhmne hemisphaerical papilla, wall arranged with spiraly 

or obliquelly dotted minute projections, chestnut-brown,2.5 thick, 30 

-9S x 20-30 太 pedicels hyaline or subhyaline, deciduous, about 30 /z long. 

寄 芋 及 産 地 Vigna sinensis Endl. サ ュ ヽ ュ ゲ 葉 , 葉 柄 , 吾 

IL.TIT. 公主 鈴 内 虫 も 由 括 泌 月 . 二 . 加 三浦 紗 成 

分 布 清 沙 。 

記事 本 菌 は 一 見 Uromyeces appendiculatus に 似 た る も 其 夏 胞子 の 

績 芽 口 は 胞子 の 中 央 部 より 上 方 に あり て 共 敷 二 科 乃 到 四 筒 あり ま 

た 冬 胞子 の 肌 上 に は 螺 旗 汰 又は 斜 汰 に 小 和 突起 引 ぶ を 以 て 之 れ と 異 

な り と す 。 

滑 邊 見 科 を 犯す も の (om eraniaceae.) 

166. DUromyeces eranii (DC.) Otth. et Wartin., in Schw. Krypt. No. 

401. 1863 : Fuckel, in Symb. Nacht. 1, 296, 1871: Sacc. Syl. 7, 

535, 1888 : Plowright, in Mon. Ured. & Ust. 126, 1889 : Schroeter。 
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in Pilz. Schles. 302, 1889: Voss,in FTg. Carniol. 32, 1889: P. Hennings, 

in Engl. bot. Jahrb. 28, 261, 1900: in 1.c. 34, 595, 1905: Ed. 

Fischer, in Ured. Schw. 16, 1904: Bock, R. in Centralb1. f. Bak. 

u.8.w. IT. 20, 579,。 1908 :  Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 2, 190, 

1910 : Dietel,。 in Ann. Mye. 8, 304,1910, Jaap. in Ann. Myc. 9, 

335, 1911 : Sydow et Butler, in Ann. Myc. 10, 256, 1912 : 1. Miyake, 

in Bot. Mag. Tokyo, 27, 46, 1912 : in 1.c. 28, 44, 1913 , Grove, in 

Brit. rust Hg. 103, 1913 : 式 lebahn, in Krypt. v.d. Mark Brand. 5s, 

216, 1914 : Tranzschel, in Kamt. fg. 557, 1914: Oudemans, in 

Enum. 3, 998, 1921 , S. Ito, in Ann. Mye. 83, 1922 : in Uromy. 

Jap. 248, 1922 : 

Syn. 0Oy7eo Geygz2% DO. in Syn. pl1. 47. 1806 : 

4cczd%ex Geygx26 DO. in RI. fr. 6, 93, 1815 : 

Cogeo72@ 967G226076722 Lk. in SD. pl. 2, 57, 1825 : 

772co6gs?g ⑦e7g7262 Berk. in Cke. Handb. 530, 1871 : 

7o7z9ces の 4CC2226067es Rabh. in Bot. の eit. 627, 1851 : 

り 7ozzyces の ero722 (DC.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 160, 1884 : 

Migula, in Thome's 逢 . Y. Deutsch. Krypt. 3, 1, 301, 1910 : 

Coeo272%7269 ⑦e7C7206 KStze. in Rev. Gen.、 3, 450, 1898 : 

297e の o Ce77222 Arthur, in Res. Sc. Congr. Bot. Wine. 343, 1906 :. 

寄 主 及 産 地 Geranium orientale Freyon. 葉 

II.IIIT. 興安 仁 大 正士 三 年 八 月 士 二 日 三浦 鶴 成 

Geranium nepalense Sweet. ネッ ロ i ウ 正 

TT.III. 公主 額 大 正 七 年 七 月 二 十 五 日 三浦 鶴 成 

IT. 公主 名 犬 正八 年 九 月 九 日 三浦 鶴 成 

TIT. 公主 国 。 大 正 奴 年 士 月 二 十 日 三浦 密 成 
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分 布 欧洲 , 日 本 (樺太 > 滴 洲 , 勘 察 加 。 

記事 本 菌 は 清洲 に て は 普通 に 見 ら る ゝ  も の に し て 本 寄主 に は 

二 種 の 和 子 腔 を 生 ず と 其 一 は Aecidium sanguinolentum Lindroth ょ 稀 

する も の に し て 比較 的 大 集 園 を な し 其 被 害 部 終 衝 は 鮮 紅色 力 至 問 

上 芝 色 を 呈し 援 害 部 肥厚 せ ず 又 其 優 腔 胞子 は 多角 形 を な し 護 腕 細 

胞 の 外 方 に 位 す る 者 の 膜 薄く し て 精子 器 は 小形 な り 之 れ Jindroth 

及び Tranzschel 氏 等 接種 試 険 を 行 ひ た る 結果 Puccinia Polygoni-Con- 

volvuli 菌 の 久 子 腔 時 代 に 相 営 する も の に し て 他 の 一 型 は 被害 部 は 

肥厚 する も ゃ も 共 絵 衝 に 特種 の 色 を 呈す る と と な く 擬 護 虹 細 胞 の 膜 は 

一 様 に 厚く し て 優 腔 子 は 多角 形 を な さ ず 析 園 状 卵 形 に し て 共 膜 は 

前 者 の も の に 比 し 二 三 倍 厚 く 精 子 器 も 大 に し て 其 直 径 185-150[ ミ 

ク ョ ン あ り 之 れ UromycesGerani の 久 子 腔 な り と 休 詳 細 は Sydow 及 

び Grove の 書 に 明らか な る を 以 て 之 れ を 賠 せ り 。 

磯 払 科 を 犯す も の (on Plum わ bagiraCea@.) 

167. Uromyees imonii (DC.) Lev. in Dict. d. Hist. Nat. Art. Ured. 

19, 1840 : Thtmen, in Pilz. Sib. no. 708, 1880 : Sacc. Syll. 7, 532, 

1888: Winter, in Rabh. Krypt. 1, 156, 1884 : Plowright, in Mon. 

Ured. 層 Ust. 122, 1889: Komarov, in THg. Ross. exsic. No. 52, 1895 : 

Sydow, . et H. in Ann. Mye. 1, 239。 1903 : in Mon. Ured. 2, 41, 

1910 : Migula, in Thome's IL. Y. Deutsch. Krypt. 3, 1, 289,。1910 : 

Grove, in Brit. rust Fg. 88, 1913: 氏 lebahn, in Krypt. Y. d. Mark. 

Brand. 5a, 264, 1914 : Standley, P. C. in Myeologia, 8, 167, 1916 : 

Oudemans, in Emnum. 4 408, 1922: S. Ito, in Ann. MYc. 20, 81, 

1922 : in Uromye. Jap. 218, 1922 : 
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Syn, だ ecc2224 の 4297226 DC. in FI1. fr. 2 595, 1805 : 

ec の 22422 72ces Desm. in 1. crypt. d. Hrance. No. 132, 

1825: von Thamen, im Pilz. Sib.、 No. 691, 1880 : 

eezd2222 32207266 Duby,。 Bot. Gall. 2、904, 1830 : 

Cgeoyzg Sces Rudlph. in Linn. 4, 510, 1829 : 

7ego 2272o226 Duby, in Bot. Gall. 2、897, 1830 : 

の 7ego ん 72o726 DO。Thtum. Pilz. Sib. No. 193, 1878 : 

び ヶ oz29ces 7 が ces B.etC. in Proc. Am. Acad. 4, 126, 1858 : 

Coeoz?724764S 2207262 Kuntze, in Rev. で en. 33 450,、1898 : 

497e の o ん 477207222 Arthur, in Res. Se. Cerigr. Bot. Wien. 344, 

1906 : 

gz27/g72g 女 2920266 (DC.) Sydow, in Ann. Mye. 20, 123, 1922 : 

寄主 及 産 地 Statiee bicolor Bge. トウ ガウ サウ 葉 

1 ば 老 虎 灘 大 正 五 年 七 月 九 日 近藤 金吾 

TI. IIT。 老 虎 洪 大 正四 年 刀 月 五 日 近藤 金吾 

分 布 欧洲 , 北米, 北 亜 那 利 加 , 西 比 利 亜 , 日 本 , 満 。 

記事 本 菌 は Outo-eu-uromyeces に 属し 東洋 に 誰 て は 稀有 の 人 厨 に 

敷 へ ら る 。 

敗 舌 科 を 犯す も の (on alesiaznaCG ふ ら -) 

168. Uromyees Valeriamae (Schum.) Fuckel, im Symb. 63, 1663 : 

Winter, in Rabh. Kryp. 1, 157, 1884: Sace. SylL. 7, 536, 16886 : 

Plowright, in Mon. Ured. and Ust. 128, 1889: Ed. Hisecher, in 

Ured. Schw. 54, 1904 :  Sydow。 P. et 革 . 近 Mon. Ured. 2。 19, 

1910: Grove, in Brit. rust Fg. 86, 1913: 耳 . Klebahn, in Krypt. 
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y. d. Mark Brand. 5a, 266, 1914 , Oudemans, in Enum. 4 859, 

1923 : 

Syn. Ozedo ge7%9%6 Schum. in 1. GAHH 2, 233, 1809 : 

4ecz の 2%72 oez2G726G74226 Duby, in Bot. Gall. 2.908、 1830 : 

Thtmen, in Pilz. Sib. No. 861, 1881 : Sacc. Syll. 7 537。 1888 : 

Oudemans,。 in Enum. 4, 853,。 1923 : 

容 主 及 産 地 Valeriana oficinalis 葉 . ハジ が 5 思 語 球 か 械 

1. 興 魏 額 大 正 十 二 年 七 月 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 南 亜 , 西 比 利 亜 , 滝 湖 。 

記事 余 の 標本 は 優子 腔 時 代 の みな る も 共 形 態 全 く 本 種 の も の 

に 一 致す 今 営 時 の 手記 を 見 る に “Aeoidia hypophyl1ous, pustuliform, 

scattered on roundish, discolored spots that are about 3-5 m.m. mm 

across.。 Spores roundish or elipsoidal, polygonal,。hyahine or pale brow- 

nish yellow, echinulate, 15-17 ん in diameter : peridial cells irregularly 

tetragonal or rhomboidal, 17-24 / in diameter,the one side thickened 

about 10-15 / and striated, the other side thin。 about 2-3 。 and 

punctate.” と あり 。 

1685. DUromyees SoHidaginis (Sommt.) 弄 iess1. in Beitr. 10, 163, 

1872, Winter, in Rabh. 1, 141, 1884: Sacc. Syl. 7 566, 1888 : 

Komarov。 in THg. Ross. exsic. No. 315, 1900 : 項 scher。 in Ured. 

Schw. 59, 1904: Sydow, in Mon. Ured. 2, 10, 1910 : Migula, in 

Thome's Krypt. H1. Deutsch. HIT, 3, 286, 1910 ,: Sydow, in Ann. 

Myc. 11, 93, 1918: im 1. c. 12。158, 1914 : S. Ito, in Uromyces 

Jap. 214, 1922: 式 . Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2, 92, 1924 : 
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Syn、 Ooeozz@ So/7g92268 Sommf. in Supplem. H1. Lapp. 234。1826 : 

寄主 及 産 地 Solidago Virgaurea 臣 . ジア う キノ サリ ルク サイン 理 

吉林 省 張 廣 財 嶺 VHII. 8-20, 1896, KomaroY. 

分 布 緊 洲 , 北米 , 日 本 , 清 洲 。 

Puccirnia PerwsSoOOo. 

本 局 の 精子 器 人 子 腔 ヵ 夏 胞子 時 代 は 全く 前 の Uromyees に 等 し く 其 

冬 胞子 は 二 胞 より な り 上 胞 の 表 芽 口 は 普通 頂部 に 存 し 下 胞 の も の 

は 横 膜 の 直下 に ある も 種類 に より て は 其 位 置 を 織 ず る も の あり 志 

他 下 胞 を 全く 鉄 き 昌 胞 より な る 多 胞 子 あ り て 澤 に 之 れ の み を 見 る 

と き は Uromyoes と 混同 す 此 澤 胞 の も の を Mesospre と 稚 す , Sydow 

氏 C よ れ ば 世界 に 約 1226 種 あり と 然 れ ども 共 後 馬見 せら れ た る 
も の も 少な か ら ざ る べく 大 過 2000 種 位 と 見 て 大 差 な か る べく 浦 

に は 七 十 六 衝 を 錠 見 す 。 

未 本 科 を 犯す も の (on Grazmimneae.) 

1 有 冠 状 人 菌 類 

169. Puccinia Diarrhenae WIYabe et Tto, mm Jour. of the coll of 

Ag. Tohoku Imp. Univ. 3. No. 2, 190, 1909: Sacc. Syll. 21, 705, 

1912 : 

寄 王 及 産地 Diarrhena manshurica Max. ンド の ロン アン 2 ごと 民 

鳳 恒 山 IEEET り プペ 浦 客 成 

分 布 日 本 , 清洲 

記事 本 菌 は 明治 三 十 六 年 八 月 物 前 ミナ ムラ に 於 て 高橋 民 直 氏 

が , 同 じ く 三 十 九 年 十 月 岩手 譜 盛 岡 に 於 て 山田 玄太 郎 氏 が 探 集 し 明 

川 
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治 四 十 二 年 伊藤 誠 哉 氏 に より て 始め て 台 具 に 紹介 芝 ら れ し ゃ も の に 

し て 其 後 日 本 に 誰 て も 多く 探 集 せら れ た る と と な く 清 に 於 て は 

今 同 の 探 集 は 最初 の も の に し て 人 鱗 り 多 〈 く 知ら れ ざ る , 四 界 C は 珍 稀 

の 種 た る を 失 は すず す 其 鐘 子 腔 時 代 は 不明 な り 。 

170, Puecinia Epige]OS Tto, in Jour. Col. Ag. Tohoku TImp. Univ. 3, 

No. 2,、192 : Sacc. Syll. 21, 687. 1912 , Togashi, KK. in Jap. Jaur. 

of Bot. 2,86, 1924 : 

Syn. 7eodo772 婦 の 9978 (1to.) Sydow, in Ann. Myo. 19, 172, 1921 : 

KK. Hara, in Hg. East. Asia. 27, 1928 : 

寄 主 及 産 地 Calamagrostis pige]os Roth. ギヤ 2 マレ 

JHIRNNSE( 款 NREeainneF WU 月 こつ SSW 三浦 鶴 成 

分 布 日 本 , 滞 湖 , 

記事 本 菌 も また 日 本 に の み 知 られ た る も の に し て 浦 洲 は 第 二 

の 新 産地 な る べべ くく 普通 に 散見 蘭 ら れ Pucc. pertenuis Ito. に 比 す れ 

ば 肥 子 大 ic し て 冬 胞子 共 の 位置 を 異 に する に より て 硬 別 居る 。 

171. Pucenia 古 ierochloae Itp, in Jour, Col1. Ag. Tohoku Jmp. Univ. 

9 No.。 2。193 財 1909. 

Syn. o7e72o7o72 万 2e7oc/oge (Tto,) Sydow,。 in Ann. Mye. 19, 172, 

1921: KK. Hara, in Hp. East. Asia,28, 1928 : 

塞 王 及 産 地 Hierochloa borealis Raem. ヤ 、 ザ カリ ソバ 葉 

1 へ に に 大 正 七 年 九 月 三浦 審 成 

Hierochloa sp. 葉 

RA266 ま と 大 正士 五 年 秋 原 手 乱 



Calamagrostis ? 葉 

IT.III. 撫 順 大 正士 五 年 秋 原 撮 親 

分 布 日 本 , 清 滑 . 

記事 本 菌 は 日 本 東北 地方 に 分布 す る も の に し て 伊藤 誠 哉 氏 は 

Sydow 氏 が 欧洲 に C 於 て 見 ら る いも の も 本 種 と 同一 菌 な る べし と 征 

し また 媒 手 貝 盛 岡市 附近 に 於 て 山田 玄太 郎 氏 が Stipa sibirica Lam.? 

"上 KC 探 集 せ る も の も ゃ も 本 菌 な り と 鑑定 せり 清洲 に は Stipa 類 の 生育 

も 多く 〈 く 従 つ て 遂 來 同 寄主 上 に 錠 菌 の 績 見 せら る と と ある べし と 上 

も 現在 に 誰 て は 吾 人 之 れ を 竣 見 せ ず 従 つ て 其 異 同 を も 論ずる を 得 

27。 

172. Pnucecinia Melieae (Eriksson,) Sydow, in Mon. Ured, 1, 760, 

1904: KKlebahn, in Krypt. v. d. Mark Brand 5a, 647, 1914 : 

Sy1. ア %ccz?722@ CO7O7 の 2 Cda, f. sp. 7e/%cge Erikss. in Arkiv. fGr 「 

Bat. 8 No. 3. 1908 : 

? xcc276@ 7e72cge Bubak, in Ann. Myc. 3, 220, 1905: 

び ヶ eo 79oz@22e72s69 S. ITto。 in Jour. Ooll. Ag. Tohoku TImp. 

Univ. 3 No. 2, 245, 1909 : 

寄 玉 及 産 地 IMelica nutans 工 . コ ォ 2* 2 理 

ITT. TI. 鳳 鳳 山 MISSEt2 和 SE 月 に に 7 日 三浦 守 成 

HL 側 嵐 山 AStSUU、 有 大 月 三 - 月 米山 茶 

分 布 欧洲 日 本 滝 洲 、 " 
記事 本 菌 は 代 て Eriksson 氏 が Pueccinia coronata の forma species 

と せる も の を Sydow 氏 が 痴 立 の 種 と な せる も の に し て 牙 久 子 腔 時 

代 は 如何 な る 植物 に 和 寄生 する や 不明 な り 。 



276 
ーーーーーーーーー 

1912 年 填 國 Treboux 氏 が Samarkand に 於 て Mejica ciliata 上 KC 一 

種 の Puceinia 菌 を 探 集 し Sydow 氏 は 之 れ を 氏 定 し て 新種 と な し 

Puccinia Trebauxi と 命名 芝 る も の あり 之 れ Puccinia 耳 emerliiana Bub&K. 

画 よ りゃ も 勘 夏 胞子 及び 和 多 胞 子 大 な る を 以 て 異 り 本 菌 と は 共 K 其 頂 

部 汚 紅 を な さ ゞ ざる を 以 て 直ちに C 寿 別 する を 得 べ し 伊藤 誠 哉 氏 は 北 

海道 札幌 附近 定 山 治 及 び 彫 山 山 鼻 等 に て 探 集 せる Melica nutans 工 . 

上 寄生 する 久 貢 の 夏 胞 子 時 代 の も の は 本 菌 の 夏 胞 子 時 代 と 比較 

する に KC 弥 汰 帳 を 有する の 夏 を以て 之 れ を 別種 と な し Uredo jozank。- 

ensis な る 名 を 以 て 呼び た る が Hriksson 氏 は 本 菌 の 夏 胞 子 時 代 に は 

洋 状 骸 を 鉄 く と せる に Bubak 氏 は 共存 在 を 主張 せり 面 し て 伊藤 氏 

は 「But they differ from each other in the fact that in aur species there 

are Yellow-ochre colored clavate paraphyses although few in number,……- 

と な し 余 も 余 が 採集 芝 る 標本 に て は 之 れ を 角 見 する を 得 ぎ ざり し を 

以 て 見 れ ば 本 責 の 緑 状 骨 は 其 敷 碁 だ 少な きも の な る べく 此 以 外 に 

於 て は 伊藤 氏 の 菌 と 本 菌 と は 郊 C 属 別 す る を 得 ざ る を 以 て 余 は 此 

爾 者 を 同一 菌 な り と 思 民 し 伊藤 氏 の Uredo jozankensis 菌 を 以 て 本 

種 の 同種 異名 と な せり 。 

173. Pueeinia rangiferina S. Tto, in Jour. of the Coll. of Ag. Tohoku 

TImp. Univ. 3, No. 2, 194, 1909: Dietel, in Ann. Mye. 8, 307, 

1910 : Sacc. Syll. 21. 689, 1912 : ' 

寄 宇 及 産 地 Calamagrostis Langsdorffi Trimn.、 イハ ガリ ヤス 業 

II1. 鳳 鳳 山 天正 下 年 九 月 二 十 九 是 三浦 審 成 

4 曲 1 大 正 七 年 八 月 十 九 日 三浦 審 成 

Calamagrostis arundinacea Roth. な が 時 る 葉 
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ITT. 風 鳳 由 大 下 十 年 十 月 十 六 日 三浦 需 成 
AgropYrum reDens Peauv. シバ ュ ギ 工 内 , 葉 

II. TIT. 公主 名 大 正二 年 九 月 圭三 日 三浦 鶴 成 

IT. ITHI. 公主 技 大 正士 二 年 九 月 八 日 三浦 蜜 成 

Agropyrum Semicostatum NNee8s. カモ デュ か 墓 靖 , 葉 

LE 公主 額 大 正 才 年 七 月 八 日 三浦 還 成 

II. TI. 公主 導 。 大正 ーー 年 九 月 十 二 日 三浦 密 成 

TI. IIT. 公主 久 大 正 十 二 年 九 月 和 八 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 清洲 

記事 本 菌 は 山田 玄 未 郎 氏 が 土手 交 盛 岡 に 於 て 控 集 せる を 伊 

藤 誠 和哉 氏 が 鑑定 し て 新種 と 社 る も の に し て Tietel 氏 が 1910 年 Annales 

Mycologici 第 八 欠 三 〇 八 頁 (C 於 て 南部 信 方 氏 が 1906 年 十 月 武 州 小 

付 幅 に 於 て 探 集 芝 る Calamagrostis arundinacea, var. sciuroides (サイ 

トウ ガヤ ) 上 (CC 寄生 せる 苑 を 以 て 本 種 な り と し 共 夏 胞子 を 毅 見 せり 

と て 次 の 如く 迄 べ たり ……Hm unserem Material sind auch Uredolager 

vorhanded. Diese tretten auf der Obersite der B]atter auf, sind 1&nglich 

oder hnealisch zimmetbraun. Die Uredosporen sind breit elhpsoidisch, 

seltner verkehrt efGrmig。 24-30 x 21-23 /。 mit dimner gebbrauner 

stacheliger Membran. Paraphysen fehlen" と 然 る K 伊 藤 氏 は 同一 標本 

を 以 て Puceinia coronata Cda. と 鑑定 せる を 以 て 吾 人 其 標 本 を 見 る . 

の 機 作 を 有 せ ざる も の に は 勘 何 れ が 員 な る や を 判定 する に 苦し むち 

と 貴 も 余 の 考 と し て は 伊藤 氏 が 本 菌 寄 主 を Calamagrostis arundinacea, 

var. sciuroidees と せる は Agropyrum の 一 種 を 鑑定 人 怖 ひ せ し K 非 まや 

と 思 は る 募 し 此 雨 者 は c 其 甘 の み を 見 る と き は 往々 之 れ が 尻別 

を な し 態 は ざる と と あれ ば な り 之 れ に より て 思ふ に Jietel 氏 が 南 
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部 氏 よ り の 椅 本 を 本 種 と せる は Puec. coronata 菌 の 鎧 定 舌 ひ に し て 

伊藤 氏 が 酷 寄主 も 赤 鑑 定 を 誤り た る に 非 ず や 果して 然 れ ば 伊藤 

氏 訪 載 の 基本 標本 の 答 主 は Agropyrum sp. (Ag. semicostatum?) に し て 

Dietel 氏 が Annales Mycologiei 第 八 半 に 逃 べ た る 本 菌 の 夏 胞 子 と せ 

る は Pucainia coronata Cda. 菌 の 夏 胞 子 と な す を 可 な り と 信 ず 。 

余 の 探 集 せ る 本 菌 の Agropyrum 馬上 の も の は 勘 形 態 上 本 画 と 本 

く 一 致し 伊藤 氏 の 逃 べ し Calamagrostis 上 の も の と 尾 別 すべ き 重 要 

な る 剛 を 義 見 せ ざる の みな ら ず 余 の 探 集 せる Calamagrostis 上 の 菌 

と 同一 な る を 以 て 余 を し て 以上 の 如き 疑 を 生 ぜ し め 且 つ Agropy- 

rum 局 上 に 義 見 せる も の を 本 菌 と 鑑定 せしめ し 所 以 を り 今 次 CC 余 

の 探 集 せ る 画 の 夏 肥 子 時 代 の 記載 を な さん 。 

Uredosori amphigenous, mostly hypophyllous。 on sheath, elliptical 

or Hmear。 sometimes roundish, scattered or confuent, early naked,. 

pulyinate and brown, 22-2 mm. in diameter : spores roundish, eliipsoidal 

or ovate, wall thin, verrucose, hyaline, contents reddish or clayish, 

yellow, 21-30 x 20-22 /) germ-pores 10 in number without covering. 

papilla as well as paraphYses. 

即ち 之 れ に よれ は 本 菌 は Puceinia coronata Cda. よ りゃ も 次 の Puecc- 

inia Loji Niels. に 近 き も の に し て 余 は 其 冬 胞子 の 長 さ 112Z K 達 

る も の を 見 た り 。 

滴 湖 に 訟 て は Rhamnus dahuricus (クロ ウメ モドキ ) の 葉 上 に 一 種 

の 久子 腔 時 代 窒 生 す る を 見 る が 共 何 れ の 菌 と 開 係 ある や を 知ら ん 

が 劉 め に 接種 試験 を 行 ひ た る に 同 南 は 本 菌 と は 何等 開 係 な く 後 に 

逃 ぶ る 所 の Pueceinia Poae-pratentis Miura, 菌 の 久 子 腔 な る と と を 知 

れ り 面 し て 同 菌 と 本 菌 と は 其 夏 胞子 の 大 さ 及 び 琶 芽 口 の 敷 に より 
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て 必 別 し 得 べ く Rhamnus dahuricuns 上 の 久 子 腔 に 開 し て は Puccinia 

Poae-pratentis の 所 に 枯 ぶ る 所 ある べし 。 

174. Puccinia Loli Niels, in Ugeskrift for Landmaend. 1, 549, 1875 

Magnus, P. in Aester. bot. Zeits. 51, 89, 1901 : Sydow, P. et 

in Mon. Ured. 1, 704, 1904: McAlpine. D. in Rusts of Austral, 

123、1906 : S. Ito, in Jour. Coll. Ag. Tohoku tmp. Univ. 3. No, 

2, 188, 1909: Butler,E.J. in Fung. dis. of pl. 182, 1918 : 

SY, CC2246@⑦ CO7O74767 の Klebah. in Zeitsch. fdr PfHanzenkr. 3, 199, 

19d92< ime 5 人 寺 192 人 89 in oeo。5r151 827, 1995 s、 :m 1。es。6 

331, 1896 : Sacc. Syll. 11, 203, 1895 : Rrikson、in COentralb1. ff. 

Bakt. u.s.w. II. 3。 302。 1897 : Hiseher。 Ed. in Ured. d. Schw. 

375, 1904: Y. Takahashi, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 1, 46, 

1906,: W. Migula, in Thomes .Y. Deutsch. Krypt. 3。 1, 422, 

1910 , lebahn, in Krypt. d. Mark Brand, 5a, 635, 1914 : 

wccz2x6@ 刀 g22726 (Pers.) Wettst. in Verhl. Zool-Bot. Ges. Wien, 

545, 1885 , Arther & Holway, in Desc. of Am. Ured. 398, 1895 : 

寄 王 及 産 地 Avena sativa 工 . カラ スム ギ 王 葉 

IT. 公主 鎮 控 集 年 月 日 不明 癌 部 憲 ラ 

Glyceria aquatica Wahlenb. オ 9AhRian ヨ の NM ツ リド ギ 葉 

III. 吉 長 線 土 倒 仁 大 正 七 年 八 月 十 九 日 三浦 鶴 成 

分 布 区 況 , 米 國 , 印度 , 漂 洲 , 日 本 , 清洲 

記事 本 菌 は Eriksson 及び Klebahn 雨 氏 が 長期 に 巧 り 級 審 な る 

接種 試験 の 結果 Puceinia coronata Cda. 菌 よ り 分 離せ られ た だ たる も の 

に し て 耳 氏 は 之 れ を Pucceinia coronifera と 各 し 十 衝 の forma species 
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存する と と を 吾 ぜ る も 皮 に Nielsen 氏 に より て Pucoinia Loii と 呼 

ば れ た る 菌 な る とこ と は MMcAlpine, Grove, 伊藤 其他 に より て 迄 べ ら 

れ た ろ る 所 に し て 満 洲 に て は forma species Avenae, 及び CGIyceriae 

の 二 種 知ら る 。 

本 菌 と Pueccinia coronata Cda. 菌 と は 甚だ よく 相似 た る も の に し 

て 甘 司 別 も 困難 な る も の あり 概して 本 菌 の 夏 胞 子 携 は uce. coronata 

の も の に 比 し て 形 ち 大 に し て 比較 的 永く 答 主 の 表 度 を 以 て 冬 は れ 

其 科 胞子 堆 は 同じ く 大 に し て 前 著 の 散在 的 な る に 反し 多少 集合 的 

に し て 比較 的 永く 寄主 表 度 を 以 て 蔽 は る いい を 異な り と す 面 し て 世 - 

iksson 氏 は 本 菌 は Puccinia coronata に 比 し て 締 映 食 少な を し と 

る も Grove 氏 は 此 継 汰 髄 の 多少 は 了 雨 者 を 攻 別 する 上 に 於 て は 角 り 

重要 箱 す べき も の に 非 ず と の Pole Ryan 氏 の 訟 に 在 同 せり 。 

175. Puccinia Poae-pratentis 六 . 凍 iura,n. SD. 

(第 四 賠 版 A) 参 中 

Aecidia amphigenous。mostlY hypophyllous. on petioles, scattered, 

pustuliform on a brown and cireular discolored spot, emarginate: when 

on petioles, gregarious and somewhat deformed, short cylindrical, 1-2 

mm. loneg,whitish: spores sphaeroidal or somewhat rhomboidal, 25- 

30 x 19-25 ん epispores echinulate, 1.5 / thick、 contents pale yellow or 

greenish yellow: one side of the peridial cells thicker (about 10 め ) 

than the other.、 and 25-30 in diameter : 「 

Uredosori amphigenous。 small, eliptical or circular, scattered or 

confluent, at first covered, soon ruptured and pulvinate. brown: spores 

elhpsoidal or globose, rarely piriform, contents brown or yellowish brown, 
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18-20x13-16 /: epispores hyaline、 1.5-2 p/ thick, ferrucose : germ- 

pores 2 in number and opposite on the middle part: paraphyses non. 

Teleutosori amphigenous. mostly hypophyllous, small, eliptical to oblong, 

scattered, but when confHuent becomes 2-3 mm. 1ong spot, when isolated, 

ー1 mm. across, covered at first, then ruptured, compact, black : 

Spores oblong, cylindrical、 apex thick and beantifuly coronated、base 

attenuated,slightly or not constricted at the septum, wall thin, brown, 

apex darker and the lower cells paler to almost hyaline, smooth, 54-79 

x13-15 /。 coronate branches about 30。/ long: in some cases 3- 

celled spores occur, cylindrical, very slhightly constricted, 120-195 x 18/: 

Paraphyses non: Pedicels short and deciduous. 

容 生 及 産地 1. Rhamnus dahuricus Pall. クロ ウメ モドキ 葉柄 , 葉 

子 通 内 2 年 … 選 9 キャ > 昔 三浦 成 

誰 爾 質 ua 

レイ ン レガース AA 

公主 額 (接種 ) 大 正二 四 年 六 月 十 六 日 三浦 客 成 

公主 額 (接種 ) 大 正士 五 年 六 月 十 三 日 三浦 響 成 

Poa pratensis 工 . "ナガ ハグ サ 5 

TIT. 公主 信 大 正 七 年 九 月 三浦 宙 成 

111. 考 : 天 - 犬 正二 年 十 月 十 七 日 三浦 密 成 

IT. 公主 額 大 正 十 年 月 三浦 審 成 

II. IIT. 公主 癌 犬 正二 三 年 九 月 三浦 維 成 

TIT. IIT. 公主 狂 ( 接 種 ) 大 正 十 四 年 八 月 三浦 鶴 成 

分 布 清 洲 。 

記事 本 菌 は 清洲 に 於 て 始め て 区 見 せら れ た る も の (に し て Sy- 
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dow 父子 の MO Urediniarum 第 一 人 K 於 て Poa 局 に 寄生 す 

る Pucoinia 三 竹 を 時 け た る も 皆 項 部 冠 伏 な ら ざ る を 以 て 本 赤 と 

異な り Klebahn 氏 は Sydow 氏 が Berlin 附近 に 於 て 本 寄主 上 に 一 

種 の 冠状 菌 を 績 見 せり と 報 す る も 其 和 寄主 の 鑑定 に 信じ 上 難 き 貴 あり 

と し 氏 は Poa pratensis 上 . 上 冠状 画 の 寄生 する と と を 耕 誰 せり ゆり 

新 く の 如く 今日 まで 世界 に 於 て 冠状 責 が Poa pratensis 上 に 和紙 見 せ 

られ た る と と な き を 以 て 余 は 之 れ を 新竹 と な せり 。 

本 菌 は Pueeinia Loji Niels. に 近 き も の に し て 大 正 十 三 年 秋 公 詩 

測 に 於 て 探 集 せ る 本 南 を 室外 に て 越 名 せしめ 妥 大 正 十 四 年 所 月 二 
二 日 敷 年 前 より 鉢 西 と な せる 健全 な る Rhamnus dahuricus Pall. に 

接種 せる に 同 十 五 日 に 至り 葉 上 に 臣 色 の 毅 色 部 を 生じ 日 と 共に 振 

大 せら れ 十 八 日 に 至り 其 直 経 三 分 計り と な り 中 央 部 より 褐色 に 鐵 

じ 上 画 精子 只 を 生じ 同 三 赴 三 日 至り 固有 の 。Aecidia を 生じ た 

る を 以 て 六 月 三 十 日 之 れ を 採取 し 鉢植 と な せる 健全 な る Poa prat- 

ensis 及び Agropyrum repens, Ag semicostatum, に 接種 試験 を 行 ひ た 

る (CC Poa pratensis の 葉 上 に は 月 二 二 日 に 至り 固有 の 夏 胞 子 堆 を 

生じ 八 月 七 日 に は 冬 胞 子 堆 を 生 ぜ る に Agropyrum repens 及び Ag. 

semicostatum に て は 何等 の 獲 化 を 玉 た さぶ ゞ りき, 此 Poa pratensis の 

被害 物 を 越 和 名 せ し め 如 大 正 征 五 年 五 月 二 十 日 Rhamnus dahuricus. 

Thahictrum minus, Berberis amurensls Rupr., Berberis sinensis Desf. に 

接種 試験 を 行 ひ た る (CC Rhamnus dahuricuns の 外 は 皆 不 感 な りき . 

以上 の 結果 に よれ ば 満 洲 に て Rhamnus dahuricus 甘 上 に 生ずる 

久 子 は Poa pratensis の 革 を 犯し 得る も Agropyrum repens 及び Ag. 

semicostatum を 犯し 得 ず まほ た Poa pratensis 葉 上 の 錠 菌 は Rhammnus. 

dahuricus、 の 外 Thalietrum minus。 Berberis amnurensis、 B. sinensis 
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を 犯し 得 ざ る と と を 知る べし 耐 し て 此 Rhamnus dahurieuns 上 の 

Aecidium と 日 本 に 開 見 せら れ た る Rhamnus japonicus 革 上 KC 生ま 放 

る Aecidium RhBamni-japonici Dietel. 菌 と 比較 する に 胞子 の 形 ち 異な 

る が 如く また Pueoeinia himalensis (Barcl.) Diet. 菌 の 久子 腔 時 代 な る 

Rhamnnus dahuricuns 上 に 生ずる も の と 比 す る に 胞子 大 な る が 如く 其 

冬 胞子 は Puecinia himalensis に あり て は 柄 部 ある を 以 て 本 菌 と 選 

別 す る と と を 得 。 

Dietel 氏 は Engl. bot. Jahrb 32, 632 (1903) に か て 南部 信 方 氏 が 東 

京 駒場 に 於 て Poa pratensis の 葉 上 に 探 集 し た る も の を Uredo sp. 

と し て 共 種 を 決定 せま ず C 報 告 せ る ゃ も 勘 状 よ り し て Puecinia Lolii の 

型 に 入る も の に し て 本 種 の も の と は 全く 〈《 く 異な る 。 

176. Puccinia elYmina 姜 . 肖 iura, n. sp. 

(第 志 園 版 ,A.) 参 

Teleutosori hypophyllous. on sheath, on glums, eljiptical or oblong 

to oval when scattered,small.。 刀 ーー m.m. long, but when confuent。as 

long as 1 cm. forming a series of the sori。 at frst covered, then TUD- 

tured and compact, black. 

Uredospores mixed in teleutosori, elipsoidal,。 somewhat cunuate, 

wall verrucose, 9- 邊 / thick、pale yellow or brownish, darker toward apex。 

28-36 x 18-22/ : germpores 4 at equator without covering paplla. 

Teleutospores variable in shape, oblong, fusiform, apex rounded, truncate 

or somewhat wavy, 7-13/, thick, base attienuate, slightIY constricted at 

the septum, chest-nut brown, smooth, darker to apex, 40-65 x 19-27/ > 

mesospores as in the case of the normal one in shape, apDex 9-19/ 
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thick, 40-50 x 15-21/ : pedicels persistent, brown. 65/ long, 6/ wide : 

paraphyses clavate, hyahme, 60-94 x 18-23/. 

寄 宇 及 産 地 RIYmus sp. (sibirieus ?) 非 束 , 華 

IT. ITT. 細 家 市 天正 麗 年 東 月 二 二 や 是 宗 光背 

分 布 清洲 | 

記事 現今 知ら れ た る ymus 局 に 寄生 する 人 菌 は Pucceinia 

impatiens: Puecc. glumarum: Pucoinia montanenSsis : Pucc. procera : 

Puecc. graminis 及び Puoc. Elymi-sibricet の 六 種 に し て 前 四 者 は 本 菌 

と は 基 だ し く 相 佑 し 閉 に 共 異 同 を 論ずる の 必要 な し 面 し て Puoo. 

graminis 菌 と は 締 汰 骨 存 する を 以 て 異な り Pucoiuia EEIYmi-sibirici 

菌 と は 多用 子 の 色 濃 色 な る と 柄 部 を 有する を 以 て 直 ち 之 れ を 臣 

別 し 得 べき を 以 て 余 は 之 れ を 新種 な り と 認め た り 。 

以上 記せ し 冠状 久 菌 中 最後 の Pucceinia elymina の 外 は Sydow, 芽 . 

氏 が Annales Myeologiei, 十 九 人 (1921) に 記 て 延べ し Solenodonta 

Cast. 局 に 入る べき も の な れ ど も Solenodonta な る 属 名 は 今日 一 般 

に 使用 せら れ 居 ら ざ る を 以 て 余 は 従来 の 呼 身 Puceinis 局 を 探 用 せ 

り 。 

2. 不 冠状 佑 菌 

本 類 は 更に 多 肥 子 准 が 永く 寄主 西 物 の 表皮 iC 蔽 は る いや 娠 や 夏 
肥 子 玲 が 締 汰 帳 を 含む や 娠 や 等 に より て 小 別 す る も の ある も 余 は 

以 上 記せ し 冠 航 の も ゃ の と 否 と の 二 つ K 別 つ に 正 め ん 。 

177. Puccinia Arundinellae Harclay, in Descript. List Ured. Simnula, 

2 245, 1889: Sacc. Syll. 9 303.、1891 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. 



285 

Ured. 1 732。 1904) 1. Miyake.) in Bot. Mag. Tokyo, 27, 48,. 

1913 : 

(第 三 賠 版 選 ) 参 際 

Syn. Ozcgo YosZzg7f Diet. in Engl. bot. Jahrb. 37, 109,1905: 8 

Ito, in Jour. Coll. Ag. Tohoku Imp. Univ. 3, No. 2 245, 1909 : 

寄 及 産地 Arundinella anomala Steud. ト ダ シバ パ , 墓 

II. TIT. 鳳 風 山 GS237 有 ネー フル 日 二 ? 用 PD 

IT TITT. 公主 准 附 近 大 正 十 年 十 月 三 十 一 日 三浦 密 成 

分 布 印度 , 日 本 , 北 清 , 清洲 

記事 本 菌 は 日 本 ( 満 洲 に も ) 産 の Puceinia Aruudinellae-anomalae 

Diet. 菌 に 最も 近く 草 C 其 記載 の み に て は 之 れ を 尾 別 する を 得 ず 

履 に 伊藤 誠 哉 氏 も 此 雨 者 は 恐らく 同一 種 な る べべ し と 言 へ り 輝 れ 立 

し 今日 まで 本 菌 の 夏 胞 子 の 記載 完全 せ ざ り し 結果 より 来 り し 営 然 

な る 骨 結 と 云 ふ べし 然 れ ども ゃ も 余 は 同一 標本 中 夏 胞 子 堆 と 多 胞 子 

玲 を 有する も の 及び 称 胞 子 堆 中 に 夏 胞 子 を も 含み 居る 標本 を 控 集 

調査 する の 機 會 を 得 た る を 以 て 之 れ を 売 分 注意 后 察 せる に 其 夏 胞 

子 の 頂部 は 他 部 より も 厚く (9-18) 共 他 の 部 は 3-4 の 厚 さ あり 

胞子 の 形 ち 倒 卵 形 乃至 椿 園 形 に し て 大 さ 29-38x19-29z に 達し 且 
つ 夏 胞子 堆 の 汰 況 等 全く Dietel 氏 が 吉永 虎屋 氏 が 土佐 に て 探 集 せ 

る も の に < Uredo oN Diet. と 命ぜ る も の と 一 致し 其 冬 胞子 は 

長 園 形 に し て 頂部 財 く 6-9z の 厚 さ あり 基部 は 園 み を 右 び 稀 に 横 

汰 に し て 中 央 部 僅か に 総 る いあ り ま た 殆 ん ど 給 れ ざ る も の あり て 

胞子 面 牌 湯 , 胞 子 堆 の 外 方 に 近く ある も の は チョ コレ ー ト 褐色 に し 

て 椿 園 形 に 近 き も 内 方 に ある も の は 其 色 前 者 に 比 し て 淡 く 形 ちゃ 

赤 長 み を 姓 ひ 柄 部 は 無色 又は 淡 視 色 に し て 長 さ 180, C 舌 す る 外 
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胸 子 堆 の 汰 況 租 て Barelay 氏 が 印度 Simula に 訟 て 探 集 し て Puecoinia 

Arundinellaee と 命じ た る も の と 全く 一 致す る を 以 て 余 は Jietel 氏 の 

Uredo Yoshinagai と 稲 芝 る も の を 本 菌 の 同種 異名 と な せり, 両 し て 其 

夏 胞 子 の 異な る に より て Puccinia Arundinellae-Anomalae Dietel 菌 と 

は 異な る も の な り 今 余 の 見 た る まい を 欧 に 記さ ん 。 

Uredosori amphigenous。 minute, oblong, surrounded by ruptured 

epidermis。 brownish : spores obovate or ellipsoidal, epispores Yerrucosed 

and 3-4/ thick, hyahine or subhyahiine and thickened at apex (9-13 み .), 

contents pale greenish yellow or almost hyaline, 29-38 X 19-29/: germm- 

pores invisible. 

Teleutosori amphigenous, small, elhptical, confluent in general or 

arranged in series,。 when isolated,。1 m.m. across, at frst coverd by the 

epidermis, then ruptured, black : spores oblong-elhpsoidal, or oblong, apex 

rounded and 6-9/ thick, base round or somewhat cunuate, shightly or 

not constricted at the septum, smooth, chocolate brown, 38-52 x 19-31/, 

generally 50x23/: pedicels persistent, slender, hyaline or brownish, 

150/ long. 

1918 年 Arthur and Holway 丁 氏 は Myeologia 十 人 一 四 八 抽 に Uredo 

Arundinellae な る も の を 記せ る が 其 汰 本 菌 の 夏 胞 子 時 代 に 酷似 す 

ろ も 共 暴 同 C 開 し て は 今 條 決定 する を 得 地価 また Puoomia Byd- 
owiana Diet. も 本 菌 に 似 た る も の に し て 唯 其 科 胞子 の 幅 少 し く 廣 

く 其 鐘 子 時 時 代 は Berbenaceae に 寄生 する に 本 菌 の 同時 代 未 知 な 

る の 差 あ り 面 し て 浦 洲 に 於 て Vitex に 一 種 の 久 子 腔 時 代 を 見 る が 

若 し 同 菌 と 本 菌 と が 同 係 あ る も の な れ ば 本 種 と Puceinia Sydowiana 

と 同一 菌 と 認め 得 べ きも の に し て Pucc. Sydowiana は 本 菌 の 同種 

\ ヽ 
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異名 と な すべ きも の な り た い ゞ Vitex 上 の 全 子 腔 時 代 の 櫻 本 は 余 の 

概 せ る も の は 其 量 基 だ 少な く 〈 唯 一 枚 の 葉 上 に 一 群 の 同時 代 を 生 ゼ ぜ 

る も の に し て 売 分 な る 研究 を な す を 得 ざ り し を 民 み と す 同 標本 は 

松 鳥 鑑 氏 が 蒙古 熱 河 の 離宮 中 に て 探 集 せ る Vitex chinensis Miller. 

(クサ = ュ ン ジン ボク ) の 捕 葉 中 に 見 出 だ せ し も の な り 。 

178. Puccinia Arundinellae-anomalae Diet. nm Engl. bot. Jahrb. 

3⑰《, 100, 1906 : im Ann Mye. 5,. 73, 1907 ) S. 1to, in Jour. Coll. Ag, 

Tohoku 1mp. Univ. 3。 No. 2. 215, 1909 : 

雰 王 及 産 地 Arundinella anomala Steud. ト グ ダ シバ 葉 

1. IT. 理夫 山 犬 正 七 年 九 月 十 五 日 三浦 党 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 前 種 Pucc. Arundinellae Barel.+ ょ は 其 冬 胞子 の 幅 廣 き 

と 柄 部 の 短 か き を 以 て 大 別 し 得 べ く 伊 藤 誠 吉 氏 は 本 貢 を Puceima 

graminis Pers、 と 屋 別 する と と に 就き 夕 を 存 し た る が 如き も ゃ も 其 夏 肥 

子 膜 は 本 菌 の も の に あり て は 5-5.4 ん の 厚 さ あり 一 般 に 其 冬 胞子 も 

幅 腐 くし て 余 は 叱 二 者 を 各 筒 立 種 と な す を 正 営 な り と 考 ふ 

179、 Pnuceinia Eulaliae Barcl. in Jour. Asiatic Soc. Bengal. 60, 216, 

1891.) Sacc. Syl. 11, 199, 1895 . Dietel, in Engl. bot. Jahrb. 27, 

569, 1900 : in 1. c. 2322, 48, & 625, 1903 : Hennings, P. in 1 c. 1, 

732。1902 : Sydow, in Mon. Ured. 1, 797, 1904 : S. Ito, in Jour. 

Coll. Ag. Tohoku Imp. Univ. 3, No. 2, 220, 1909 : Sydow, in Ann. 

Mye. 11, 107, 1913 : 式 . Sawada, in Taiwan Ag. Ex. St. spec. Rpt. 

19, 367, 1919 , 式 . Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2, 86, 1924: RN. 下 - 
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ratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9, 228, 1927 , S. Ito, & N. 

Hiratsuka, in 1.c. 9, 262, 1927 : 

寄 玉 及 産地 Miscanthus sp. (? chinensis.) 葉 

TP 2 之 RWE99 月 シコ ーー ナル し 明 近藤 金吾 

分 布 印度 , 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は Pueceinia Miscanthi Miura., と は 夏 胞 子 小 な る ょ 冬 胞 

子 大 に し て 間 紅 黄 色 な る を 以 て 異な り Dietel は 氏 1903 年 Engl. bot. 

Jahrb. 三 二 二 窟 に 於 て 本 菌 は また HImperata arundinacea ( チ ガ ヤ ) の 葉 

を も 犯す も の に し て 此 場 合 に あり て は Miscanthus sinensis 《( ス ヽ キ ) 上 

に 生 ぜ る も の より も ゃ 称 胞子 小形 な り と せり 。 

本 南 は Barclay 氏 が 印度 Simula 地 旋 に 於 て 始め て 探 集 舘 名 せる も 

の (に し て 夏 胞 子 の 記載 を な さ ゞ さり し が 伊藤 誠 哉 氏 は 此 鉄 を 補 ひ 欧 

の 如く 記せ り 。 “ Uredosori of this species are hypophyllous, smal, 

roundish, oblong or linear in form, scattered or subgregarious on & 

charactristic dark reddish spot, often confluent (6 mm. in length), naked, 

with torn epidermis on their margins。 pulverulent, and brown in color.” 

180. Puccinia glumarum (Schmidt.) 包 rikss. et 耳 enn, in Zeits. 

Pfanzenkr. 4、197、 1894: in Die Getreideroste, 141.1896 : P. He- 

nnings, in Engl. bot. Jahrb. 31, 731, 1902 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. 

Ured. 1, 706, 1904 : ischer, Ed. in Ured. d. Schw. 366, 1904 : Sacc. 

Syll. 17, 380. 1905 : Y. Takahashi, in Trans. Sapporo Nat. Hist. 

Soc. 1 39, 1906: Butler & Hayman, in Mem. Dep. Ag. in India, 

1, 28, 1906 : S. ITto, in Jour. Coll. Ag. Tohoku Tmp. Univ. 3, No. 

2. 195, 1909: IMMigula, im Thomes El. v. Deutsch. Krypt. 3, 428, 
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1910: 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 27, 47, 1912 : Stevens, in 

Fg. w.c. pl. dis. 383, 1913 : Klebahn, in Krypt. v.d. Mark Brand. 

5a, 623, 1913 : 式 . Sawada, in Taiwan Ag. Ex. St. spec. Rpt. 5, No. 

70, 1917 : in 1.c. 19.368, 1919: Garett, A. O. in Mycologia, 11, 

213, 1519: Oudemans, in Enum. 1, 937, 950, 1919 : 

Syn. の 7eo 97%2720724276 Schm. in Allgem. 6konomi. Flora, 1, 27, 1827 : 

ア zcc?2222@ 7269/ecfo West. in Bull. Soc. bot. Belg. 248, 1863 : 

ア %cc6222C 7722c6 Oerst. 

cc2222 の 7200270- の 67@ Aut. 

72c/o0s2S 24272724272 LV. 

寄主 及 産 地 Triticum vulgare V 過 . FACE 葉 輔 , 葉 

TI. IIT. 公主 額 探 集 年 月 不明 宮部 憲次 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 小 変 大 変 等 の 葉 輌 共 を 犯し て 所 詩 変 類 の 黄 久 灯 を 

起 さ し むる 病原 菌 に し て 往 * 其 被害 大 な る と と あり 胡 胞 子 時 代 の 

被害 部 は 黄色 を 呈す る と 和 多 胞 子 堆 が 中 線 汰 に 並行 し て 生ずる を 以 

て 他 の も の と 容易 に C 必 別 する と と を 得 べ く 且 つ 其 科 胞 子 堆 は 永く 

寄主 の 組織 を 以 て 蔽 は れ 基 鉱 子 腔 時 代 未 だ 知ら れず 。 

本 菌 は 従来 Puccinia rubigo-vera DC. ェ と 和 精 せ ら れ し も の を 民政 sson 

& Hennings 雨 氏 研究 の 結果 1894 年 同 菌 と Puce. dispersa の 二 菌 に 分 

けし も の に し て 雨 氏 は 更に 石和 種 の forma specles に 分 て り 。 

1921 年 Sydow 氏 は Annales Myeologici 十 九 半 一 七 一 頁 に 於 て Fle- 

omeris な る 新 局 名 を 設け 以 て 従来 の Puceinia より 分 た ん と し 茨 の 

如く 逃 べ を たり“Wie Nielsenia, aber Teleutosporen typisch 2-zelhg.” 面 し 

て 本 局 C 入 る も の と し て 記せ る も の は 従来 の Pucc. dispersa (TYpe.) : 
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Puce. simplex : P. triticina : P. dactyjidina : P. holeima : P. pygmaea : 

P. persistens : PP. perplexans: P. sessilis: P. bromina: PP. Hordei : 

P. agropyrimna : PP. Triseti: PP. glumarum: P. Poarum: P. Agrostis : 

P. Arrhenatheri : Pucc. Sehmidtiana : &e. を 財 げ Nielsenia の 属 記 載 と 

し て Heter6zische Arten. Aeeidien mit typischer Peridie、 Uredo-und 

Teleutosporen auf Grasern und Cyperaceen. Teleutolager ziemlich fest, 

badeckt bleibend, von braunen palisadenartig verklebten Paraphysen・ 

umgeben oder durchzogen und in Fcher gestelt. Teleutosporen 1-zellig, 

kurz gestielt, ziemlich verschieden gestalted, an der Spitze abgerundet 

oder meist gestutzt, meist wenig verdickt, braun, glatt. と 面 し て 其 type 

と し て 従来 の Uromyces Dactyjidis Otth. を 遇 げた り 。 

181. Puceinia Tshikawai Ito, in Jour. Coll. Ag. Tohoku 1mp. Univ 

3 No. 2, 210, 1909: Sace. Syll. 21, 688, 1912 :。 角 . TogasBi in 

Jap. Jour. Bot. 2, 87, 1924 : 

寄 玉 及 産 地 Calamagrostis Epigejos Roth. や の 9 が 葉 

IL. ま IE ME SH ギー トッ 1 日 三浦 成 

分 布 日 本 , 浦 油 . “ 

記事 本 菌 $ も また Sydow 氏 の Pleomeris に 入る も の に し て 侯 藤 誠 

吉 氏 は 単に 其 柄 部 有色 な る の 芝 を 以 て Pucc. pygmea Erikss. より 分 

可 し て 狗 立 の 種 と な せる も の な る が 余 は 之 れ を 以 て 狗 立 種 と な す 

の 唯一 の 理由 と な す は 倫 り に 根 搬 洪 弱 な り と 考 ふ る も $ 今 く 伊藤 

氏 の 読 C 従 ひ 今 後 充分 の 研究 を な さん と 欲す 。 

182. Pnuceinmia simplex (Koern.) Erikss。 et 青 enn. in Zeitsch、#. 

Pfanzenkr. 4. 259, 1894: im Die Getreideroste, 238。 1896 : 氏 lebahn, 
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in Zeitsch. f. PHanzenkr. 8 238、1898 : Ed. iseher。 in Ured. dd. 

Schw. 368, 1904 : Sydow, in Mon. Ured. 1。 756, 1904 : Sace. Syjl. 

17, 377, 1905, McAlpine, in Rusts of Austrol. 130, 1906 : Y. 

Takabhashi, in Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. 1 43, 1906 : S. 1to, in 

Jour. Ooll. Ag. Tohoku Imp. Univ. 3, No. 2。 200, 1909 : Migula, 

im Thome's TH1. y. Deutsch. Krypt. 3, 429, 1910 : Hreeman 名 

Johnson, in U.S. Dept. Ag. Burr. Pl. Ind. Bull. 216, 1911 : Stevens, 

im fg. w.c. pl. dis. 383,。 1913 : KKlebahn, in Krypt. v. d. Mark 

Brand. 5a, 613, 1913 , Butler, in FEg. and dis. pl. 185, 1918 : 

Oudemans, in Enum. 1, 960, 1919 : 

Syn. どど cc2722 み 87 の 27297268 Fuck. yar. s2227 の ez TKoern. in Land. und 

Forstwirts. eit. No. 50, 1865 : 

ア zcc2226@ 724 の 290-9679 の (DC.) var. s227277ez Koern. in Sacc. SyII. イ , 

625, 1888 : Schroeter, in Pilze Schles. 326, 1889 : 

ア zcc7262 7207207o Rostr. in Thtm. Myo. univ. No. 831, 1875: 

び ヶ ozz7ces 万 o7dez Niels. in Ugeskrift f. Landmaend. 2, 567, 1874 : 

7o727c68 82972 の ez Rrikss. et Henn. in Getreideroste, 238, 1896 : 

寄 王 及 産 地 Hordeum vulgare 工 . オォ オ ホ ム ギ 葉 

IT. HHE. 公主 鍋 探 集 年 月 不明 宮部 憲次 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 生類 の 小 念 病菌 と 航 し 時 に 共 被 害 大 な る と と あり 

共 銃 子 膝 時 代 不 明 に し て freeman 及び Johnson 雨 氏 に ょ よれ ば 北米 

Minnesota 州 に 於 て は 本 菌 の 夏 胞 子 は 越 和 名 し て 型 年 の 病原 と な り 得 

る と せり 。 

本 菌 は Sydow 氏 の Pleomeris に 入る も の な り 。 
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183. Puceinia Triseti Rikss, in Ann. Sc. Nat. 8, Ser. 9,277, 1899 : 

Ed. Fischer, in Ured. Schw. 364, 1904: Sydow, R. et 耳 . in WMon. 

Ured. 1, 716, 1904: Migula, in 中 TRS TF1. v. Deutsch. Kaypt, 3,. 

1. 439, 1910: Sacc. Syll. 17。376, 1905 : Klebahn, in Krypt, Y. 

d. Mark Brand. 5a, 620, 1913 ) Oudemans, in Enum. 1, 797, 1919 :. 

寄主 及 産 地 Trisetum favescens Beauy. ーー ツリ 5 ま 軸 甘 

II. HIT. 興安 圭 NNETSSSSOP/ い 月 ア \ 日 三浦 審 成 

分 布 歌 州 , 清 潮 「 
記事 本 菌 は Puceinia glumarum と 等 し く Eriksson 氏 に より て 

Puccinia rubigo-vera DC. ょ 5 分 離 狂 立 の 種 と られ し も の に し て 今 

日 に 至る も 其 銃 子 腔 時 代表 見 せら れ す 従 來 責 州 に 産 す る と こと の み 

知ら れ た る も の に し て 漠 洲 は 本 菌 産地 と し て 第 二 の 融 見 地 た る は 

鞍 だ 興味 ある と と いす . 面 し て 本 菌 も 赤 Sydow 氏 の Pleomeris に 入 

る も の な り 。 

184. Puccinia triticina Erikss. in Ann, d. Sc. Nat. 8, 9, 1899: . 

Fischer、 Ed. in Ured. Schw. 366, 1904 : Sydow, P. et 耳 . in Mon, 

Ured. 1, 716, 1904. Sacc. Syll. 17. 376, 1905 : Butler & Hayman. 

im Mem. Dept. Ag. in India, 1, 30, 1906: Takahashi, Y., in Trans. 

SaDD. Nat. Hist. Soc. 1, 42。 1906: S. Ito, in Jour. Coll. Ag. 

Tohoku Imp. Univ. 3, No. 2, 198, 1909 , IMigula, in Thome's HL. 

Deutsch. Krypt. 3 1, 441, 1910 ) 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 

27。47, 1913 : Stevens, in THg. w.c.pl. dis. 382, 1913 : lebahn, 

in Krypt. v.d. Mark Brand. 5a, 615, 1913 : Sydow, in Ann. Mye.- 

1, 159, 1914 : Butler, in Fg. and dis. p1. 151, 1918 , Oudemans, 

in Enum. 1, 937. 1919 : 
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3SYn. だ ce2244 の の 28 の 67s。 SD. 77272c6 Erikss. et Henn, in Zeitsch.f. 

PHanzenkr. 175, 1894 : 

び ヶ ego 2c22@ rikss、 in Ann. d. Se. Nat. 8, 1899 : 

容 王 及 産 地 1. Thalictrum minus 工 . アキ カラ マツ BI 

興安 額 大 EEFP 三 年 * 大 ご ギ ニ 晶 スリ クシ ンジ ーー ツン 

TT. IIT. Tritiecum sativum Lam. ンー 葉 

公主 嶺 。 大 正六 年 八 月 二 十 日 宮部 憲 贅 

分 布 全 世 界 。 

記 軍 本 菌 は 小 変 の 赤 銃 病 の 病原 菌 と な り 日 本 , 歌 米 等 に 於 て は 

甚だ し き 和 被害 を 奥 べ 浦 洲 に 於 て は 次 区 逃 ぶ る 黒 銃 義 より も 彼 害 少 
な し と 暴 も 其 南 部 地方 に あり て は 相 営 被害 あり て 秋 作 上 注意 を 挽 

ふ べ き 病 害 な り 。 

従来 本 菌 の 銃 子 院 時 代 は 般 見 せら れず 従 つ て Rriksson 氏 の 如き 

は Mycoplasma 説 を 主張 し 本 菌 の 菌 続 は 変 類 の 種子 中 に て 越 年 し て 

翌年 の 病原 を な す も の と し 1911 年 Pritehard 氏 は 共 菌 を 小 交 種 

子 中 に 区 見 し 得 と な し Phytopathology 誌上 に 之 れ を 艇 表せ り 然 る 

て 其 後に 至り Jackson, Mains 爾 氏 は 区 験 に より て 本 の 久 子 腔 時 

代 は カラ マツ サウ 類 に 生ずる と と を 誇 明 し 1921 年 Phytopathology 

十 一 巻 並 に Journal of agricultural Research, 第 二 十 二 交 に 紙 表 し 日 

本 に あり て も 栃 内 吉彦 氏 が 北海 道 に 於 て 等 し く ア キ カ ラ マツ の 業 

式 に 本 菌 の 久 腔 子 の 生 する と と を 賞 了 し て 大 正士 一 年 病 弟 天 雑 

誌上 に 報告 せり 此 等 の 績 見 は 本 病 和 防 上 其 だ 有人 欠 な る と と に し て 

此 中 間 寄 主 な る カラ マツ サウ 類 を 取り 去る と と に より て 本 病 の 第 

害 を 甚だ し く 減 少 す る と と を 得 べ きも ゃ 全 世 界 よ り カ ラマ ツウ サウ 類 

を 全く 臨 逐 する に 非 れ は 本 病菌 を 全 減 しむ る と と は 不可 能 な り 
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並 し Stakman 氏 の 連 肉 に よれ ば 夏 時 晴 天 の 日 に あり て 室 中 敷 千 尺 

の 高き に 於 て 休 久 南 類 の 胞子 存在 する とこ と 明らか と な り し を 以 て 

縦 令 一 地 才 の 中 間 和 寄主 を 取り まる ゃ 更 人 他 地 方 より 胞子 飛び 来る 

が 逆 な り 導 今日 に あり て は 本 病 に 抵抗 力 強 き 品種 を 育成 し て 以 

て 本 病 和 被害 より 免 が る べき 方 法 を 講 す る を 最良 な り と 信 ぜ ら る ヽ 

に 至れ り 面 し て Jackson&IMains 氏 は 本 病菌 に 寄生 力 の 異な る 所 詩 

physiological specialization (分 化 と 謀 す ) あ る と と を 稀 導 し また 多く の 

光 者 は 本 菌 に 四 す る 諸 類 の 抵抗 力 と 細胞 内 の 染色 柄 と の 間 に < 或 一 

定 の 開 係 ある と と を 艇 見 し 育種 に より て 生 ぜ る 品種 が 有する 本 病 

に 圭 す る 抵抗 力 は 賠 上 試験 を 行 ふ に 先 ち 軟 駿 室内 に 於 て 之 れ を 答 

知 し 得る の 便宜 を 得る に 至れ り 之 等 の 事 連 は 獄 り 本 画 の みな ら 才 ず 

線 て の 久 赤 類 乃至 南 類 と 寄主 間 に 超 る 寄生 力 抵抗 力 の 開 係 を も 推 

知 し 得 べ き 重 大 な る 散見 な り と 到 ふ べし 。 

184b。 Puceinia Orchidearum-Phalaridis 区 1ebahn. in Zeitschr. f. 

PHanzankr. 9, 155, 1899 : in Wirtsw. Rostpilz. 271, 1904: scher, 

Ed. in Ured. Schw. 343, 1904 : Sydow, P.et 耳 . in Mon. Ured. 1, 

782,1904: Grove, in Brit. rust Hg. 268, 1913 : 

寄 王 及 産 地 Gymnadenia conopsea R. Br. テ ガ タ チドリ 葉 

1. 興安 額 大 現 H 宇 年 七 月 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 滝 湖 。 

記事 余 の 探 集 せる は 本 菌 の 優子 時 時 代 の みな り 之 れ 時 期 の 早 

か り し 故 な る も 同時 期 に 於 て は 興安 額 山中 の 殆 ん ど 全 部 の 本 寄主 

が 此 菌 に 犯さ る る と 款 ふも 過言 な ら ざ る 程 多量 に 著 生 する を 見 る 

面 し て 余 の 析 せ る 菌 の 鐘 胞 子 は 原 記載 の も の な 比 し 少し く 小 形 な 



る も 共 他 は 全く 芝 れ と 一 致す る を 以 て 和 多 胞 子 を 見 ざる 区 開 は ら ず 

楓 と 決定 せる な り 。 

184c. Puceinia perslstens Plowright。 in Mon. Ured. & Ust. 180, 

1889: Sace. Syll. 9, 312, 1891 : Dietel, in Engl. bot. Jahrb. 27, 

568, 1900 : in 1. c. 28, 283。1901: P. Hennings, in 1. c. 31, 732, 

1902 , in 1. c. 34, 596, 1905 : KKlebahn、 in Wirts, Rostpilze, 291, 

1904 : iseher, Ed. in Ured. Schw. 347, 1904: Sydow, P. et 耳 . in 

Mon. Ured. 1, 825, 1904: S. Ito, in Jour. Coll. Ag. Tohoku HImp. 

Univ. 3, No. 2, 237, 1909 : Grove, in Brit. rust Hg. 282。1913: 

Oudemans, in Rnum. 1 780, 1919) ice. 3 169, 1921 : 

Syn. ee グ 77276c が 6 Grev. in Thum. Pilz. Sib. No.27, 1877 : 

4ecz の 2 の Ag76c7 が 6-70o6 Winter, in Rabh. Krypt. 1、269, 1884: 

ア %cc2726@ oc が 6-7go2 Lagh. im Kom. fg. Ross. No. 117、1896 : 

ec の 2%27。 胡 226772C47 み ee が 27 DC. var. ダダ %g72c な の 6- 放 go2 DC. in 

6, 97: 

寄 主 及 産 地 Thalictrum simplex 工 . が 。 叉 ツブ 葉 

1. 興安 額 大 正士 二 年 七 月 三浦 徐 成 

Thalictrum aqurlegifolium 上 . カ ラー マツ ウ 葉 

1. 奥 安 玲 大 正 十 二 年 七 月 三浦 客 成 

分 布 了 欧洲, 米 國 , 西 比 利 亜 , 且 本, 清洲, モ マ ラ ャ ヤ 。 

記事 カラ マッサ ウ 類 の 葉 を 犯す 久 子 腔 は Puceinia septentriona- 

jis : Pucc. triticina 及び 本 種 の も ゃ の の 三種 あり て Pucc. septentrionalis 

の も の は 工 の 爾 面 に 生じ Pueceinia triticcna の も の は 被 雪 部 興起 する 

を 以 て 本 菌 の も の と 直 ち KC 大 別 す る と と を 得る が 故に 其 科 胞子 時 
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代 の 標本 を 採集 せ ざ る も 本 菌 と 鑑定 せり 大 し て 本 菌 は 了 欧 洲 に あり 

て は Trmiticum repens, Poa 類 を 犯す と 世 ぁ 。 

185. Pueccinia graminis Pers。 in Ten. Desp. Meth. Hg. 39, 1797 : 

Winter, in Rabh. Krypt. H1. 1, 217, 1884: Burrill, in Parasitic Fg. 

111. 197, 1885 ) Sacc. Syll. 7, 622.1888 : Schroeter, in Pilz. Schles. 

322, 1889: Plowright, in Mon. Ured. & Ust. 162, 1889 : Eriksson 

& Hennings, in Die Getreideroste.25, 1896 : Eriksson, in Centralbl. 

f. Bakt. u.s. w. IT. 9。590, 1902 : Hennings, in Engl. bot. Jahrb. 

31, 731, 1902 : Dietel, in Engl. bot. Jahrb. 32, 48, 1902 : ischer, 

Ed. in Ured. d. Schw. 243. 1904: Sydow, in Mon. 1, 692, 1904 : 

Dietel, in Engl. bot. Jahrb. 34, 585, 1905 : McAlpine, in Rusts 

of Austrahia, 120, 1906 : Butler & Hayman, in Mem. Dep. Ag. 

JIndig、 用.19065 Takahashi。 in Trans. Sapp. Nat. 時 ist. Soc. 

1, 41, 1906 , S. Ito. in Jour. Coll. Ag. Tohoku Tmp. Univ. 3, No. 

2。 211, 1909: Duggar, in THg. dis. pl. 408, 1909: Migula, in 

home's H1. Y. Deutsoh. Krypt. 3, 1, 420, 1910 , Sydow. & Butler, 

in Ann. Myo. 10, 260, 1912 : Steyens, in Tg. w.c. pl. dis. 378, 

1913: 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 28, 44, 1913 , Sydow, in 

人 Ann. Myc. 11, 107,1913 ) Ilebahn, in Krypt. v. d. Mark Brand. 

5a, 451, 1913 : Butler, in Hg. and dis. of pl. 151, 1918 : Oudemans, 

in Enum. 1, 938 層 950, 1919 : Garrett, in Moeologia, 17, 203, 

1925 : 

Syn. ん 269727do% の ce727O722 Jacd. in Collect. 1, 122, 1786 : 

7ego 727eg729 Pers. in Syn. 216, 1801 : 
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7edo 72e2768, YaT. 放 %7267272 Lambert。 in Act. Linn. 4, 196, 

1798 : 

ecz2%72 ey6e76 の 75 Gmelin, in Linne,Syst. nat. 2, 1473 . 

の cgeo22@ 97@2227263 (Pers.) S. F. Gray, Sydow, in Ann. MYe. 

20, 117, 1922: 氏 . ara, in fg. East. Asia, 24, 1928 : ( 

寄 王 及 産地 TI.IIT. Triticeum Sativum Lam. コム ギ 葉 珍 , 頻 , 

公主 針 大 正 五 年 八 月 二 千 日 宮部 憲 菊 

公主 鶴 大 正 五 年 八 月 西山 基 

Hordeum vulgare 工 . オ ホ ポム ギ 葉 爾 , 葉 。 

II. IIT. 公主 名 大 正 五 年 八 月 西山 基 

II. TIE. 公主 全 大 EEE 年 も 雄 亡 日 三 洞 宙 成 

IT. ITI. 湯 周 子 奏 弄 息 年 料 碁 多 - 旬 避 枯 三浦 紗 成 

1 事 吟 爾 漆 大 正 十 二 年 七 月 六 日 三浦 客 成 

TT. IIT. 吟 晋 漆 大 正士 三 年 八 月 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 変 類 の 黒 鐘 病 菌 と し て 知ら れ た る も の に し て 変 類 

の 倒 病菌 中 最も く 牙 生 する を 以 て 日 本 に あり て は 其 被 害 比較 的 

少な きゃ 北 満 洲 に 及 て は 其 被 害 甚だ し く 〈《 大 正 十 一 年 の 如き 含め に 

其 産 額 を 殆 ん ど 年 減 せ ら る \ い に 至れ り 。 

1865 年 De Bary 氏 は 本 菌 の 久 子 腔 時 代 は Berberis 類 に 生ずる 

と と を 華 見 し 其 穫 年 に は Puceinia rubigovera 菌 と Anchusa の 間 i 

及び Puceinia coronata と Rhamnus 開 に か いる 開 係 あ る と と を 色 見 

し 此 等 念 病 参 防 上 に 大 な る 数 果 を 邊 むる に 至れ り 面 し て 米 園 南 員 

漂 北 . タ スマ = テ ヤ 上 東 印度 等 に あり て は 本 菌 の 夏 胞 子 時 代 は 和 多 胸 子 時 

代 よ りゃ 変 類 を 害する と と 多く また 東 印 度 の 小 変 生産 地方 , 及 び 洲 
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洲 に は Berberis 類 (トリ トマ ラズ 類 ) 和 生育 せ ざ る に 何 本 菌 組 生 す る を 

以 て McAlpine。 Butler 氏 等 は 之 等 の 地方 C 於 て は 本 菌 は 中 開 寄 主 

を 要 せ ず し て 蔵 生活 喝 を 完成 し 得 べ きも の な る べし と 移し また 北 

米 の 南部 地方 に あり て は トリ トマ ラズ 類 生 育 す る に 開 は ら ず 共 葉 

上 に 本 銃 子 腔 の 生 ぜ ざる は 其 抵 性 強 き に よる も の な る べし と 

考 へ られ た る が 近 來 Stakman, Oarby 及び Thiel 三 氏 の 各 験 に より 

て 之 等 南方 地方 に あり て は 勘 生 ぜ る 本 科 胞子 は 多 期 間 無 候 不 適 

の 篇 め 越 多 し 得 ず し て 贅 芽 力 を 失 ふ に 至る と と を 知る KC 至り 既に 

小 変 の 赤 久 病 の 鹿 に C 於 て 迅 べ し 如く 此 の 如き 貢 類 胞子 は 風 の 念 め 

に 敷 千 中 の 遠き (運ば る ヽ ふと の Klebahn 氏 の 風 媒 説 を 連 誠 し 得る 

に 人 生れ り 。 

Eriksson & Hennings 柄 氏 は 本 菌 に は 多く の forma species (宮部 博 

士 は 之 れ を 分化 と 邦 斉 し physiologio form を 生理 的 分 化 と 呼ば れ て 

居 る) ある と と を 逃 べ secalis, tritici, avenae, agrostidis。 airae, DOae, 

hordei の 七 種 を 時 げ また Stakman 氏 は 此 小 徐 上 に 生 才 る も る も の の 内 

に 更に 第 二 次 生 理 的 分 化 行 は る る と な し 鞭 K 十 九 種 の 生理 的 分 化 

種 を 得 た り と 征 し 此 等 の 或 も の を Puccinia graminis, tritici, compacti 

と 呼び 期 く 多 敷 の 生理 的 分 化 存する は 免疫 性 が 絶 半 の も の た 非 考 

し て 地方 的 に 猿 化 ある を 示す も の な り と せり ゆ 。 

1925 年 Dietz 氏 は Phytopathology 第 十 五 答 に 於 て 燕 疾 上 に 生 ず 

る 本 菌 序 ち Puceinia graminis,avenae 菌 IC 翌 し 欧 変 の 雑 変種 の 或 る 

の は 碁 だ し く 抵 拓 力 を 増加 し 代 を 重 ぬ る KC 従 ひ て 其 抵 力 強 き も 

の を 生 ず と な し 同誌 上 に 於 て Stakman, Hayes, Aamodt 氏 等 は 小 委 

の 本 菌 侍 し て も 同様 の 事 宮 あ る こと を 水 べ 上 Hynes 氏 も 同様 の 和 

験 結果 を 報告 せり 。 



Vavilov 氏 は 接種 試験 に より て 一 簿 小 変 系 の も の (Hinkorn-reihe) 

の も の は 久 病 に 習 し て 和 発 疫 性 に し て 二 殺 小 衝 系 (Emmer-reihe) の も 

の は 抵 朱 性 講 通 小 稀 系 (Dmkel-reihe) の も の は 感受 人 性 な る と と を 訟 

明世 る が 之 れ 2Zade 氏 の 血清 政 的 変 類 の 類 交 開 係 の 研究 の 結 時 と 

一 致し Schnltz 氏 の 系 統 的 開 係 が 之 れ に 一 致す る を 見 る 面 し て 紫 

S 三 赤 統 の 小 変 の 細胞 染色 骸 は 各 一 定 し 一 粒 小 稀 系 の も の に あぁ も 

て は 七 個 ! 二 粒 小 変 系 の も の に あり て は 二 皿 個 善 遂 小 凄 系 の も の 

あり て は 二 キ 一 個 な る と と は 坂村 徹 抹 原 均 氏 , Sax 氏 Nicolaiey 女 

只 等 に より て 府 明 せら れ た る が 此 等 結果 を 圭 用 する と き は 苗 類 

詩 す る 抵抗 力 強 き も の は 基 細 胞 染 色 骸 の 少な き と と を 知る べく 

間 或 一 種 の 開 係 を 量 示 する も の ょ 言 ふ べし 。 

最近 Levime 氏 は 本 病 勿 防 と し て 注意 すべ き 事 項 を 昌 げ た る が 之 

し 4 れこ パス 。 

1. 中 間 答 主 の 撲 減 。 

抵抗 性 品種 の 握 提 。 

〒 束 性 品種 の 栽培 

適 営 な る 旋 肥 。 

適 営 る 輪作 法 等 。 

な る が 品 英 性 品種 栽培 に 開 し て は 同氏 は 種々 調査 の 結果 本 菌 は 

共 呑 主 生育 期間 中 に 降水 全量 二 二 [ミリ 以下 な る か 気温 華氏 の 六 十 

度 以下 の 間 は 全く 艇 生 せ ず 勘 在 均 温度 六 十 二 度 に 達 す れ ば 約 四 十 

2 の 被害 あり また 生 均 無 溜 夫 十 六 度 ょ より 七 填 二 度 の 間 に あ り 降水 

全量 二 十 五 (ミリ 以上 に 達 す れ ば 其 被 害 90 を に 和 達する こと を 知れ る 

を 以 て 新 か る 箇 温 に 達せ ざる 以前 成 圭 (し 得 べ き 品 種 を 選ば さ 

へ か ら ざ る と 同時 C 営 研究 を 進む る 於 て は 下 等 烏 象 現象 を 基礎 

3 旨 生き 5 
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と し て 勘 年 え の 本 病 に よる 被 震 程度 を 錦 測 し 得 べ き な り 。 

施肥 に 開 し て は Butler 氏 は 雷 に 適 営 配合 肥料 を 事情 の 許す 限 

多量 に 奥 ふ ぐし ょ と な し Aamodt 氏 は 施肥 の 如何 は 本 病 残 生 に 大 な 

る 開 係 な く 時 KC 窒 未 質 肥 料 を 多く 施し た る 場合 に 本 病 の 引 生 多き 

と と あり と な せる が 後 Stakman 氏 と 共同 試験 を 行 ひ た る 結果 適 営 

な る 施肥 を な す と き は 被害 は 優 令 多 し と する も ゃ 勘 避 獲 も 赤 多 きゃ 

の な り と し 爽 の 如き 例 を 示せ り 爺 ち 尋 酸 石 大 二 百 五 十 ド ンド ] 破 酸 

加里 五 可 ボ ンド] の 割合 に 施肥 せる 属 は 共 被 害 882 に 和 達せ る KC 谷 一 

[エー カー]」 の 履 量 ニー「 プ ブウ モ セル] あり た る KC 硝酸 看 達 邊 ボン ド 」 の 割合 

(施肥 せる 居 は 勘 被 害 80 め な る KEK 改 量 は ーー エー カー 代 か に 八 ブ プッ 

ュー 0/ の し 本 

186. Puceinia Wagnnusiana Koern. im Hedw. 15, 174), 1676 : 

Winter, in Rabh. Krypt. 1, 221, 1884 ,) Sacc. Syll. 7, 631,.1888 : 

Plowright, in Mon. Ured. && Ust. 177, 1889 : Schroeter, in Pilz. 

Schles. 332,1889: Voss, in Myc. Carn. 50, 1889: Klebahn, in 

Zeitsch. f. PHHanzenkr, 2 337, 1892: in Wirtswechs. Rostpilz. 285, 

1904 : in Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 449, 1913 : Ed. Hischer, 

im Ured. Schw. 241, 1904: Sydow, P. et 革 . in Mon. Ured. 1, 785, 

1904 , in Ann. Myc. 11, 107, 1913 : Dietel, in Engl. bot. Jahrb. 

97, 100, 1905 : in Ann. Mye. 8, 308, 1910 : McAlpine, in Rusts 

of Austr. 125, 1906 : S. Tto, in Jour Coll. Ag. Tohoku Imp. Univ. 

9。 No. 2, 222、 1909: Migula, in Thome's HL Deutsch. Krypt. 3, 1, 

435, 1910 , Oudemans, in Enum 1, 805, 1919」 N. Hiratsuka, in 

Trans. Sapp. Nat, Hist. Soc. 9, 229, 1927 : 
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SYn. ア %wcc?722Z 97Q2267265 Pers. Yar. 472 の 27265 Cooke, in Handb. 493,. 

1871 : 

ア %cc27222 7267272722C67。 /7. 6 の 2CG2 み Wallr. in 1. crypt. Germ. 

2, 225, 1833 : 

ア み cc22226 7oog722765 Tul1. in Ann. Sc. Nat. 4,、184, 1852 : 

ア %cc?7222 8 が の 6202 Pass. in Rabh. Pg. eur. 464, 1864 : 

eeeg 47og72272725 Onud. in Nederl. Kruidk. Archief. 25, 260 : 

ec2/%eg oy/7 Oud. in Rabh. Hg. eur. No. 1488, 1664 : 

ec の 244272 72472C2472ceg7%272 DC. in HI1. f 拓 . 6, 97, 16815 : 

ce?722 の 822726772726 Arth: in Bot,。 Gaz. 34, 17, 1902 : 

の zcgeo72g ge7286 の 22 ( 民 Orn.) Kuntze, in ERev. Gen. 9, ②③,. 

469,1698 : Arthur, in N.A. H]1. 7, 4, 322, 1920 : 

寄 及 産地 Phragmitis communis Trin. ヨシ 

112E 有 I 旨 郊 大 還 間 間 生 天正 有 年 奴 月 一 ル 日 近藤 金吾 

IT. IIT. 得 利 寺 SE 32F で に "月 6 日 三浦 客 成 

II. IIT. 卿 家 市 CE EE 5 ーー キー トロ 三浦 客 成 

分 布 欧洲 , 北米 , 南 亜 , 消 洲 , 日 本 , 滴 洲 , 

記事 本 菌 は Puceinia Phragmitis Kornm. と 共に 生ずる と と ある も 

其 胞 子 堆 小 型 な る を 以 て 直 ち C 居 別 す る を 得 べ く 其 鐘 子 腔 時 代 は 

ツル キン ボッ ウデ ゲ (Ranunculus repens) の 甘 上 に 生ずる と と は Cormnu. 

Plowright 及 び Eriksson, Klebahn 諸氏 に より て 綿 駿 的 に 詩 明 せら 和紀 

た る も ゃ も 余 は 未だ 清洲 に C 於 て 之 れ を 探 集 する の 検 信 を 得 ず 。 

1821 年 Gray, S.F. 氏 が “Natural arrangment of British Plant, p.. 

541 に 於 て Dicoeoma な る 局 名 に より て Puceinia よ り 分 離す べき も 

の と し て 本 菌 及 び 前 種 を 加 げ 後 Arthur, Hromme, Sydow, 革 . 氏 等 も - 
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此 説 に 科 ひ Sydow 氏 は 此 他 P. Carieis ,: P. Caricis-siderostictae : . 

Miyoshiana : P. Miyakei : P. silvatica : P. Zoysiae 等 も Dicaeoma に 入 

る も の と な し 先 き K 逃 べし Pleomeris c 似 て 共 胞 子 玲 星 く 裸 出し 

柄 剖 長く 弘 能 を 鉄 く 馬 和 之 れ と 異な る と せる も 本 菌 の 夏 胞 子 堆 は 

Klebahn 氏 C 従 へ ば 締 汰 骨 を 有する が 故に 本 菌 を 以 て Dieaeoma に 

入る べき KC 非 ず また Dicaeoma な る 同名 は 層 し て 探 用 すべ きゃ も の 

な る や 到 や 計り 難 き も の あり 政 に 和 吾 人 は Persoon 氏 の uecimla な 

る 局 名 に 従 ぁ 。 

187. Puccinia 喧 iscanthi 症 。 Miura。 n. Sp. 

(第 四 賠 版 B) 参 只 

Teleutosori amphigenous。 smal、scattered or conHluent, elliptieal to 

Hinear、 ウー-1m.m. long, but when eonflueut, it reaches to even 3 mr.m. 

long, early naked and surrounded by torn epidermis, black. 

Uredospores in teleutosori, globose, Yerrucose, pale bkawn, 33 x 25 /: 

germ-pores 10 in number and scattered without covering. 

Teleutospores clavate、 oblong-clavate,。 apex rounded and 7-8.5 

thick、 base attenuate, shightly constricted at the septum, ferrugimous, 

darker toward apex, 43-61 x 21-25 ん: pedicels persistent, chestnut 

brown, 15 / long : paraphyses clavate. apex rounded and 10 / thick, 

pale brownish, 50 / long. 

寄 玉 及 産 地 Miscanthus sacchaliHorus 耳 ack. と 葉 

II. ITE. 細 家 市 天正 : 共 稚 誠 月 計 王 日 三浦 審 成 

分 布 清洲 

記事 今日 まで 知ら れ た る Miscanthus 類 を 犯す Puceinia は E. 
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erythropus 及び P. Eularae の 二 種 な る が 本 菌 の 形態 は 此 何 れ と も 

全く 異な る を 以 て 之 れ を 新種 と 認め た り 面 し て 其 胞子 堆 が 早く 裸 

出す る 早 は Puceinia graminis に 近く 其 夏 胞子 の 区 芽 ロ 多 敷 な る は 

Pucc. trititicrna に 近 き も の な り 。 

188. Puceinia MiYoshiana Dietel, in Engl. bot. Jahrb. 27, 569. 

1900) in 1.c. 28, 283, 1901 : Sacc. Syl. 16, 311, .1902 ) Sydow, 

P. et 甘 . in Mon. Ured. 1, 809, 1904: in Ann. Mye. 11, 107, 1913 : 

S. Ito, in Jour. Coll. Ag. Tohoku HImp. Univ. 3. no. 2, 228, 1909 : 

SYn. cgeo72 の 族 22956g266 Sydow, in Ann. MIye. 20, 116, 1922 : 

実 主 及 産 地 Spodiopogon sibirieus Trin.、 オ ホ ア ブラ ス ヽ キ 葉 

IT.THT. 旋 大 正 十 年 月 二 日 三浦 客 成 

TIT. 公主 額 OH 月 キー 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 清 沙 。 

記事 本 菌 は 従来 是 本 に 産 す る と と の み 知 られ た だ る も の に し て 

滴 洲 は 第 二 の 産 地 と 甘 ふ べく 然 か も 甚だ 普通 に 見 ら る いも の な り 。 

189. Pucocinia oysiae Dietel im Engl. Jahrb. 32, 48, 1302 , Sydow, 

P. et 耳 . in Mon.、Ured. 1, 833, 1904 , Sacc. Syll. 7。375, 1905 : 

S、 せ to, in Jour. Ag. Ooll. Tohoku Imp. Univ. 3, no, 2 229, 1903 : 

(第 四 略 版 C.D.) 参 

Syn. 0 ひ 7edo os2de P. Henn. in Schednule. 

の egeozzg oys2ge (Diet.) Sydow. 耳 . in Ann. Mye. 20, 118, 

1922 : 氏 . Hara, in Fg. East. Asia. 29, 1928 : 

容 玉 及 産 地 2oysia pungens Wild. シ バ 葉 
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HI.ITT. 大 連 犬 正四 年 士 月 四 日 近藤 金吾 

IT 大 連 - 大 正八 年 祥 月 三浦 密 成 

II.IIT. 撫 順 犬 正士 五 年 九 月 原 失 項 

II. TIT. 吟 責 漆 犬 正士 五 年 九 月 原 。 失 庁 

Aeluropus Hittorahis Parl. var. sinensis Deb. ウル オニ = テ シ バ 工 

III 白 放 大 正六 年 十 二 月 犬 橋 佑 

分 布 日 本 , 浦 湖 。 

記事 柄 は 従 米 日 本 に 知ら れ た る の みな る を 以 て 清洲 は 第 二 

の 産地 に し て ツル オニ シバ は 更新 寄主 と し て 認め 得 べ きも の な 

り 然 し て ウル オ = テ シバ 上 の も の は 其 形 態 上 本 菌 と 何等 異な る 鹿 な 

きゃ も 寄主 異な る を 以 て 此 雨 者 は 生理 的 に も 同一 な る や 否や C 開 し 

て は 了 雨 者 の 交 万 接種 試験 に より て 決定 せ ちら る ぺき も の に し て 其 試 

験 行 は る ゝ  まで は 此 十 者 菌 を 同一 種 と 仔 し 置か ん と す 。 

190. Puceinia fushunensis 古 ara,。 in Fg. eastern Asia, 25, 1928 : 

寄主 及 産 地 Leersia oryzoides Sav. var. ]aponica 革 ack. 

コー ヤス ま の カン 2 甘 

III. 撫 順 大 正士 五 年 九 月 二 十 六 日 原 播 訂 

分 布 清洲 「 

記事 本 菌 は 原 氏 が 探 順に て 探 集 せ る も の に し て 本 寄主 は 委 て 

Komarov 氏 が 鴨 終 江 洛 岩 に て 控 集 せり と 称し 余 は 今日 まで 之 れ を 

清洲 に 見 た る と と な か り し が 原 氏 が 之 れ を 琴 見 し 且つ 其 鐘 責 を も 

下見 し て 新種 と 喧 し も の に し て 同氏 の 記載 に よれ ば の 爽 如 し 。 

Teleutosori hypophyllous。 rarely amphigenous, . elhptical, circular, 

scattered, gregareous, often confluent, at first covered, then ruptured,. 



305 

pulvinate。compact, brownish black,、 0.5-1 m.m. in diameter. 

Spores wide elhipsoidal, elhipsoidal, sphaeroidal or oval, rounded at 

both ends or slhghtIY narrowed and somewhat thickened at apex, not 

constricted、 both cells equal in length or the lower cell shightly shorter 

than the upper one, chestnut brown, smooth,、 22-30 x 16-22/: pedicels 

persistent, cylindrical。 rarely narrow at the upper portion, often 

obliquelly attached, hyaline 38-70x4-5/. 

以上 の 外 公 主人 鶴 に 於 て ライ ムギ モドキ (Hordeum Pseu do-Secalinum,) 

の 葉 上 に 一 種 の Puccinia 菌 を 探 集 せ り 其 汰 Pucc. dispersae に 似 た 

る も 酸 本 僅少 に し て 完全 な る 鑑定 と な し 得 才 。 

大 正 十 年 七 月 七 日 吉 林 答 藻 山 に 於 て Lonieera の 或 種類 ハナ ヘタ ウ 

タン ボク 59 の 上 葉 上 に 一 種 の 錠 子 腔 時 代 を 殴 見 せり 面 し て TPuecceinia 

Festucae Plowr. 菌 の 同時 代 は Lonicera 類 の 甘 に 生ずる も の に し て 

Hranzsche} 氏 は 勘 窪 加 キル ダン カ に て 1909 年 Lonicera edulis Kiril. 

の 葉 上 に 控 集 せる も の を 見 た り と 報 ず る も ゃ も 余 の 標本 は 不 完全 (に し 

て 果して 本 菌 の も の な る や を 鑑定 し 得 ざ り し 。 

大 正二 年 七 月 八 日 等 し 〈 く 吉林 に 於 て Clematis の 甘 上 に 一 種 の 久 

子 腔 時 代 を 探 集 せる も 等 し く 不 完全 に し て 其 果 し て Puceinia Agro- 

Pyr の も の な る や 否や を 知る を 得 ず 。 

沙 草 科 を 犯す も の (On C ァ jperaceae.) 

Carex (スゲ 類 ) を 犯す Puceinia 類 に し て 有 量 本 に 産 す る も の は 夏 胞 

子 の 形 ち 及び 生 非 口 の 敷 並 に 共 位 置 に より て 之 れ を 一 に 分 つと と 
を 得 即 ち 。 
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し Caricis-tYpe…………… 夏 胞子 は 橋 園 形 績 芽 口 は 普通 四 個 稀 に 三 個 

に し て 中 央 部 に 位 す 。 

dioicae-tyD6e…ー…… 夏 胞 子 は 球形 乃至 卵 形 に し て 華 芽 口 は 二 

個 , 中 央 部 に 将 す 稀 (に 三 個 な る と と あり 。 

Silvatica-tYDe ーー 夏 胞 子 は 椿 周 形 に し て 二 個 の 義 芽 口 は 中 

内 部 より 上 方 K 相 圭 し て 存 す 。 

nbYeulttWD6I て cho 夏 胞 子 は 橋 園 形 乃 至 卵 形 に し て 義 芽 日 

は 胞子 の 中 央 部 より 下方 c 二 個 相 習 す 。 

Yokogurae-type …………… 夏 胞 子 は 椿 園 形 茂 芽 口 は 五 個 以 上 に し 

て 培 在 す 。 

然し て 今日 まで 知ら れ た る 清洲 産 ス ゲ 類 に 生ずる Puccinia 菌 は 

先 き の 三 型 に 入る も の ょ ぃ み 知 ら る 。 1 

19】. 

1。 CasicisS=t ツ わら G。 

Puceinia Caricis (Sehum.) Rebent. in Fl1. Neomarch. 358, 1804 : 

Winter, in Rabh. Krypt. 1, 222, 1884 : Barclay, in Desript. Simula. 

244、1888: Sacc. Syll. 7, 626, 1888 : Schroeter。 in Pilz. Schles. 

327, 1886 : Plowright, in Mon. Ured. && Ust.169, 1889 : Komarow, 

in Hg. Ross. Exsic. No. 116, 18932 : Arthur, in Bot. Gag. 29, 270, 

1900: in 1.c. 3⑪5。 16, 1903 : Riseher。 Ed. in 。Ured. Schw. 265, 

1904 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. 1, 648, 1904: Grove, in Brit rust 

Fg. 241, 1913: Klebahn, in Krypt. v.d. Mark Brand. 5a, 484, 

1913: Tranzschel, in Fg. Kamtsch. 558, 1914 : Audemans, in 

Enum. 1, 1046, 1919 : 民 . Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2, 85, 1924 : 

Syn. 4ec2。 77%cge DC. in II. fr. 2, 243 : 
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Cgeo72@ 77cg7272 Link. in Sp. Hg. 2. 62 : 

_ アア wccf2 Oog72es Tuckel, in Symb. 59, 1869 : 

寄 玉 及 産 地  Urtica dioica 七 . var. angustifolia Ledeb. 

ホソ ツバ イラ クサ 葉 柄 , 葉 

T. 興安 額 大 正 十 二 年 七 月 三浦 鶴 成 

Carex vescaria 芽 . EN Le コ ェ ス 葉 

TI. III. 舞 安 額 Dts 三 E/ka 月 、 二 日 三浦 祝 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 余 は 本 菌 を 興安 付 に 探り た る の みな る も 凍 察 の 地 K に 廣 く 

分 布 せ ら る も の な る べく 唯 基調 査 致 ら ざ る が 飛 に 各地 に 知ら 札 

ざる の み と 思 は る 。 

Saccardo 氏 に 従 へ ば 本 寄主 に は Pucoinia microsora K6rn. な る も の 

窒 生 す と 稽 芝 らち ら る \ も 本 画 は 其 夏 胞子 の 状 注 に 科 胞子 の 頂部 厚 き 

を 以 て 直 ち KC 尾 別 す る とこ ょ と を 得 。 

192. Puccinia WIIYakei Sydow, in Ann. Mye. 7, 168, 1909: Saco. 

Syll. 21, 680, 1912 : 

寄 玉 及 産 地 Carex siderosticta HHce. タク ォ カ 。 不 。 基 、 ソ 葉 

II. IIIT. 草 河 日 ED233 り 月 5 ド . 日 三浦 審 成 

TI. IIIT. 鳳 鳳 山 ISt3628337 財 月 ニー に 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 滝 敵 , 

記事 本 菌 は 三宅 市 郎 氏 が 武 州 御 紅 に て 採集 せる も の に 舘 ぜ ら 

れ た る も の に し て 後 草野 俊 助 氏 は 妙義 山 に て 探 集 せる の み 余 の 探 

集 せ る も の は 第 二 の 才 地 に し て 第 三 回 目 の 探 集 な る べく 安 替 深 線 

の 山中 に は 蓋 し 普通 に 産 す る も の な る べし 。 
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193. Puceinia mandshnrica 慌 . Miura。 n. sp. 

(第 四 園 版 G) 参 照 
Uredosori amphigenous,。 mostely epiphbyllous, scattered, rarely aggre- 

gated or confluent, cireular,wide elhptical。 協 1 m.m. in diameter。long 

covered but at last ruptured,dark brown : spores elhpsoidal or obovate, 

brown, Yerrucose, 28-36 x 18-25 //: germ-Dores 9 Or 人 situated at 

eduator with a thin hyaline covering. 

Teleutosori as in the case of the uredosori, naked, chestnut brown : 

SDores Yariable in shape, oblong, oblong-clavate, :fusiform, subhyalime or 

jight yellowish. apex shghtly bicornate or roundish, pale brownish 

yellow, 4 / thick, base attenuate or roundish, slightly or not constricted 

at the septum, 36-50 x 10-15 / : pedicels persistent, brown or brownish 

yellow,14 / 1ong without paraphyses. 

実 主 及 産 地 Carex siderosticta ce. ク 8 葉 _ 

IT. IIIT. 鳳 風 山 大 正二 年 士 月 十 六 日 三浦 客 成 

分 布 清 湖 。 

記事 本 赤 は 光 洲 特産 の も ゃ の に し て 従 來 本 寄主 に 生ずる こと と の 

知ら れ た る 錠 菌 は Puceinia Caricis-siderostictae 及び Pucoeinia Miyakei 

の 二 種 に し て 共 K 浦 洲 C 産 する も 其 夏 肥 子 の 小 な る と 多 胞子 の 項 
部 の 有 様 立 に 色 等 全く 本 商 と 異な り 直 ち に c 之 れ を 恒 別 する を 得 。 

本 細 に 仏 た る も の に し て スゲ 類 に 生ずる Puocc. xenosperma Sydow 

な る も の 日 本 KC 産 す る が 勘 頂部 異な り 且 つ 夏 胞子 も 赤 異 な る を 以 

て 直ちに 尾 別 し 得 べ く 全 く 滴 洲 特産 な る が 逆 に 上 記 の 也 名 を 附 せ 

り 。 
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の 。 diOiCaG=《 ア ppG・ 

194. Eneccinia dioicae 症 agnus, in Tagesbl1. d. Natur. Vers. zu 

Munchen, 200, 1877, Winter, in Rabh. Krynt. 1, 182, 1884 : Sacc. 

Syll. 7, 629, 1888 : Voss, in Mye. Carnio1. 1, 38, 1889 : Plowright, 

in Mon. Ured. & Ust. 173。 1889 : Schroeter, in Pilz. Schles. 329, 

1889: seher,。 in Ured. Schw. 283。 1904: Sydow, P. et 耳 . in 

Mon. Ured. 1, 653, 1904: Migula, in Thome's 枯 . Deutsch. Krypt. 

3 1, 408, 1910 : Sydow, P. et 本 . in Ann. Mye. 11, 103, 1913 : 

Grove, in Brit。rust Fg. 244, 1913 : Tranzschel, in THg. Kamtsch. 

559, 1914 , lebahn, in Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 515, 1913 : 

Oudemans, in Enum. 1 991, 1919 : 

Syn. ecz222 Cs26 DC. in HI fr. 6, 94. 

Cgeo22@ C27822 が 7772 Link。 in spec. 2, 51. 

容 玉 及 産 地 Carex sp. 3E 

TI. ITI. 奉天 北陸 犬 正 十 年 十 月 十 七 日 三浦 審 成 

分 布 全 世 界 

記事 本 菌 の 鐘 子 院 時 代 は アザ ミ 類 の 頻 に 生ずる と と は 1877 年 

計 に Schroeter 氏 に より て 報 ぜ られ し 所 に し て 清洲 各地 (に 分 布 せ ら 

る \ い も の な り 。 

195. Puceinia Caricis-siderostictae (Henn.) Dietel in Ann. Myc. 5, 

72。 1907 : Sacc. Syll. 21, 680, 1912 : N. Hratsuka, in Trans. Sapp. 

Nat. Hist. Soc. 9, 228, 1927 : 

Syn. び 7e7o Cg7?c68-82 の 67o82C7Ce P. Henn. in Engl. bot. Jahrb. 34, 

598, 1905 : 
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寄主 及 産 地 Carex siderosticta HHce. タカ ネ サ ウ 葉 

IT. IIT. 章 河 口 大 正 七 年 九 月 二 十 五 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 浦 洲 

196. Puceinia aomorienSsis Sydow, im Ann. Myc. 1 104、1913 : 

SaCC。 SyI. 23。 716。 1925 

寄 玉 及 産 地 Carex lanceolata Boot. な 2 カ こ る 80 葉 

TL. IIT. 青 表 山 大 ME 年: 十 月 二 . 日 三浦 宙 成 

TH1. III. 鳳 鳳 山 大 中 中 年 士 月 十 六 日 三浦 審 成 

Carex pisiformis Boot. ホン モン ジス ゲ 葉 

TI.IIT. 吉 林 犬 正 十 年 六 月 八 日 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 滴 。 

記事 本 菌 は 青森 市 外 に 於 て 余 が 探 集 せ る も の KC Sydow 氏 が 鑑 

定 命名 せる も の に し て 清洲 は 第 二 の 産 地 と 認め 得 べ く 滝 洲 の 頂 本 

に て 和 多 胞 子 堆 中 に 夏 胞 子 を 含み 共 形 ち 球 形 乃 至 廣 頂 園 形 に し て 表 

面 突 起 を 杜 り 褐色 大 さ 三 乃 守 三信 ミク ロン | あり 琶 芽 口 は 普通 三 

個 中 央 部 に 位 し 締 汰 能 を 包 き また 冬 胞 子 の 柄 部 は 原 訪 載 に て は 長 

さ 九 〇 [ミク ロン | と せる も 人 は ーー ミク ン ]C 和 達せ る も の を 見 た 

り 。 

3③。 silyatiCa=《 テ で . 

197. Puccinia silvatiea Schroeter。 in Cohn Beitr. 3 68, 1873: 

Winter, in Rabh. Krypt. 1, 223, 1884j Sacc. Syll. 7. 627, 1888: 

Schroeter, in Pilz. Schles. 328, 1889: Plowright, in Mon. Dred. et 

Ust. 172、1889: Klebahn, in Zeitschr. f. PHfHanzenkr. 2、336, 1892 : 
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in Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 504, 1914 : Sydow, P. et 是 .im 

Mon. Ured. 1, 656, 1904 : in Ann. Myc. 11, 103, 1913 : Rischer, 

Ed. Ured. Schw. 289,1904, Dietel, in Ann. Mye. 5, 72, 1907 : im 

1.c. 8, 305, 1910) Migula. in Thomes 慎 . Deutsch. Krypt. 3, 1, 

416. 1910 : Grove, in Brit. rust THg. 245, 1913 : Oudemans, in 

Enum. 1 992。1919: 氏 . Togashi,、 in Jap. Jour. Bot. 2、90. 1924 : 

Syn. 44ec222 の oyozgc? 氏 ze. et Schm. in Mykol. Hefte 1. 85. 1817 : 

Thimen, in Pilz. Sib. No. 20, 1877 : 

ec の 226 os が か 266 hGm. in Mye. univ. No. 624、1875 : 

ec の 22272 Se726C20724S Desm. in Ann. sc. nat. 5,、243, 1836 : 

Coeo22g Coz2 の os2727272 Link. in Spec. 2, 50, 1825: Dietel, 

Engl. bot. Jahrb. 28, 289、1900: ennings, in 0 引 , 735。1902 : 

寄 玉 及 産 地 Lactuca versicolor Schultz.BipD.、 タカ サ ゴ サウ 葉 

T. 公主 針 大 正 七 年 七 月 十 日 三浦 鶴 成 

+. 熊 呈 城 犬 正光 年 広 月 三才 三 目 三浦 鶴 成 

Carex neurocarpa Max. SEN2 グ の や 甘 

IT. ITI. 公主 額 大 正 七 年 八 月 十 四 日 三浦 鶴 成 

II. IIT. 吟 爾 濱 内 仙人 電 年 釣 用 忌日 三浦 鶴 成 

Carex caespltosa 工 . KO が 2 2 記 葉 

IT. ITT. 興安 信 天正 愉 包 年 居 用 - 志 且 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 1879 年 Schroeter 氏 は Carex brizoides し. 上 の Pueceimia 困 と 

Taraxacum oficinale Web.( タ ン ボ ポポ ) 甘 上 の 鐘 子 腔 と は 同一 画 な る て 

と を 容 し て 此 菌 に 上 記 の 名 を 附 し 後 Wagner, Fischer, Dietel, le- 

bahn, Juel,'Trebaux, Magnus, Bub&k 其他 多く の 了 束 者 に より て 次 具 せ 
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られ た る 結果 其 銃 子 腔 時 代 は 昌 に タン ボボ を 犯す の みな ら ず Ta- 

raxacum croceum Dahlst.: Taraxacum serotinum W. 式 .: Senecio 

nemorensis L: Senecio Fuchsii Gmel.: Lappa ofcinalis All.: Orepis 

biennis 上 : を も 犯し 得 共 夏 胞 子 及び 多 胞 子 時 代 は Carex praecox 

Schreb., Oarex arenaria 工 .: Carex silvatica uds., Carex ligerica ayY.: 

Carex capillaris 上 L.: Carex stenophylla Wahl.: Oarex pallescens 葉 ., Oarex 

muricata L. に 生じ 得る と と 明らか と な れ り 。 ' 

余 は 明 治 四 十 四 年 五 月 青 森 市 外 石 江 C 於 て 越 多 せる 本 菌 を クロ 
カ ハズ ' ゲ (Carex arenicola.)) エゾ ジマ ツバ ゲ (CO.rara. subsp. capillacea,) 

の 甘 上 に 得 た る を 以 て 鉢 西 と な せる = ニ ガ ナ (HLactuca Thunbergiana.) 

及び シロ = ニ ガ ナ (Lactuca albiHora.) に 接種 試験 を 行 ひ た る に 六 月 上 

旬 に 至り 精子 器 及 び 久 子 腔 時 代 の 生 ぜ る を 見 た る を 以 て 輝 れ を 更 

に クロ カ ハ ズ スゲ , エ ヅ ジマ ツバ ベス ゲ に 接種 し て 本 菌 の 夏 胞 子 及び 冬 

胞子 時 代 を 得 た り 面 し て 和輝 れ を 更に 越 名 せしめ (室外 の 樹 枝 上 KC 右 

の 袋 に 入れ て 懸け ) 前 年 より 用 意 せ る 無病 の = ガ ナ の 鉢 祉 せる も の 

に 接種 し て 子 腔 時 代 を 得 た る を 以 て 之 れ を ミュ シ ガ ヤ KC 接種 し 

て 夏 胞 子 冬 胞子 時 代 を 得 た り 故 に 日 本 に 於 て = ガ ナ , シ ロニ ガ ナ の 

葉 上 に 生ずる 発 子 時 時 代 に し て 敷 筒 の 銃 子 腔 が 彫 形 の 獲 色 部 上 に 

群生 する も の は 本 菌 の 久 子 腔 時 代 な る と と を 知れ り 。 

更に 余 は 草野 俊 助 氏 の 厚意 に より て 同氏 が 明治 三 二 二 年 皿 月 二 

十 六 日 東京 小石 川 に て 探 信 し て Dietel 氏 が Aecidium Oompositarum 

Mart. と な せる Laectuca debihis Max. 葉 上 の 一 種 の 和 子 腔 時 代 の 標 

本 六 に 吉永 虎 馬 氏 の 厚意 に より 同氏 が 明治 三 十 四 年 四 月 王 佐 に 於 

て Lactuca debihs Max. 葉 上 に 探 集 せ る 鐘 子 有 に し て P. Hennings 氏 

が 等 し く Aecidiaum Compositarum Mart. と 鑑定 せる 雨 標本 を 得 た る 

4// 
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を 以 て 之 れ を 余 が 接種 試験 に より て 得 た る = ガ ナ 上 の 俺 子 腔 と 比 

較 調 査 を な せる 結果 慈 等 三 者 は 互 に 同一 菌 な り と の 結論 に 到達 せ 

D 。 

198. Pucoinia Scirpi DO. in 1. fr. 2, 223, 1805: Fuckel, in Symb. 

58, 1869: Winter, in Robh. Krypt. 1, 182, 1884: Sace. Syll. 7, 

659, 1888 : Plowright, in Mon. Ured. and Ust. 191, 1889 : Schroeter, 

in Pilz. Schles、338, 1889 : Bubak, in Bot. Zeitschr. Oesterr. 48, 14, 

1898 : 項 scher, Ed. in Ured. Schw. 298, 1904 : Sydow, P. et 革 . in 

Mon. Ured. 1, 688, 1904 : Hennings, P. in Engl. bot. Jahrb. 34, 596, 

1905 , Tietel, i Ann. Myc. 8, 306, 1910: Migula, in Thome's TI. 

Deutsch. Krypt. 9, 1, 420, 1910 : Sydow et Butler, in Ann. Myo. 

10, 260, 1912 : Grove, in Brit. rust Fg. 289, 1913j Klebahn, in 

Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 531, 1913 : Arthur, in Mycologia 8, 

16, 1916 : Oudemans,。 in Enum. 1, 969, 1919 : 

Syn. 4ec2 の 64722 74972 の 0228 DC. iRISIPS7 KDD9Nt6U0: 

び ヶ ego co?2 West. in Bull. de TAcad. roy. de Belg. 11, 651, 

1861: 

ceeo2@ Sc272 の 2 (DC.) S.F. Gray, in Nat. Arr. Brit. P1. 1, 542, 

1821 : Arthur, in N. Amer. HIl. 7, 342. 1920 : 

寄 天 及 産 地 Scirpus Taberanaemontani Gmel. フト キ 葉 

111. 大 連 大 3 倫 記 人 細 赤 月 三 再 旧 ・ 近藤 金吾 

11.1TI. 吉 林 大 正 七 年 八 月 十 七 日 三浦 鶴 成 

分 布 欧洲, 東 印 度 , メ キシ ュ , 日本, 滴 湖 。 

訪 事 Plowright 氏 は 本 菌 は 異種 寄生 を な すべ べき も の な る で し と 
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考 へ Chodat 氏 は 同一 池 中 に 生育 する キ グ サ 類 と アサ ザ 類 の 葉 上 に 

各 冬 胞子 時 代 及 び 錠 子 腔 時 代 を 生ずる を 以 て 此 雨 者 間 に 種 的 開 係 

ある べし ょ 考 へ Klebahn 氏 は 此 LChodat 氏 の 考 へ に 同意 せる が 1898 

年 に 至り Bubak 氏 は 軟 験 に より て 此 開 係 を 明らか に せり 。 

大 正八 年 十 月 二 十 四 日 余 は 本 菌 を 朝鮮 釜山 に 於 て 同一 寄主 上 K 探 

集 せ る を 以 て 本 菌 は また 朝鮮 に も ゃ 分布 す る と と を 知り 得 べ く 日 本 

に 於 て は 其 各 時 代 策 見 せら る *\ も ゃ 浦 洲 に て は 末 だ 其 久 子 腔 時 代 策 

見 せら れず 然 れ ども アサ ザ 類 は 清洲 に 生育 する が 故に 盤 夫 必 ず や 

共 鐘 子 腔 時 代 紙 見 せら る べし 。 

余 の 標本 は Sydow 氏 の 記載 と 比較 する に 和 多 胞 子 の 幅 少 し く 狭 く 

し て 共 大 さ は 42-64x13-14 ん 頂部 の 厚 さ 五 乃至 刀 ミ クロ ョ ン | あ り 。 

199. Puccinia obtecta Peck, in Burrill. Parasit. Fg. Ll. 196, 1865 : 

Sacc. SyI. 7 イ , 666, 1888 : Sydow, P. et 廿 . in Mon. Ured. 1, 689。 

1904: Standley, in Myeologia. 8, 161, 1916 : Oudemans, in Enum. 

1, 968, 19193 

(第 五 園 版 B.) 参 

Syn. の zcoeozzG o67ecfx72 (Peck.) 氏 tze in Rev. Gen. 3, 3,469, 1898 : 

Arthur, in N. A. H]. 7, 341、1920 : 

寄 王 及 産 地 Scirpus triqueter 工 . サン カク 吐 葉 

IT. TIT. 大 連 大 正四 年 九 月 五 日 近藤 金吾 

IT. TII.。 湯 賠 子 大 正 じ 年 九 月 十 三 三浦 審 成 

分 布 北米 , 清 湖 。 

記事 本 菌 は 従 浴 北米 に の み 知 られ た る も の な る が 今 之 れ を 病 

洲 に 人 績 見 せる は 其 分 布 上 碁 だ 珍 ら し きこ と と に し て 夏 胞 子 の 績 牙 

1 上 
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二 筒 あり て 中 央 より 上 部 に 相 軸 し て 存する と と に より て 前 種 と 直 

ち に 属 別 する と と を 得 即 ち 前 種 の 夏 胞 子 に あり て は 移 芽 ロ 二 簡 な 

る $ も 中 央 部 に 相 圭 し て 存 す 。 

百合 科 を 犯す も の (on 記 iaceae。) 

200. Puceinia AHii (DC.) Rudolphi,。 mm Linnaea、4, 392。 1823 , 

Sacc. Syll. 7, 655, 1888 : Voss, in Myc. Carniol. 37. 1889: Ti her. 

Ed. in Ured. Schw. 339, 1904 ,) Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 1: 

614, 1904, Migula, in Thome's . Deutsch. Krypt. 3, 1, 403, 

1910: TDietel, in Ann. Mye. 8, 305, 1910 : Klebahn, in Krypt. Y, 

d. Mark Brand. 5a. 576, 1913: 

Syn. 7 ア wcc246 の 472 (DC.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 184, 1883 : 

ア %cc222@ ア o77?6 (von Winter.) Sydow, in Ann. Myc. 11, 102, 1913 : 

寄 王 及 産 地 Allium fstulosum 工 . ネギ 屈 

IT TIT、 大 請 四 粒 還 大 正二 年 上 月 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 日本, 清 洲 

記事 本 菌 は 日 本 , 滝 洲 に 普通 に 見 ら る \ い ネギ 類 の 依 病菌 に し て 

本 病 被害 物 を 食し た る 際 C 於 て 人 蓄 に 有害 な る 結果 を 興 ふ る や 否 

や は 不明 な る も 他 の 久 病 菌 の 場合 より 推察 する に 沈 ら 〈 く 無害 の も 

の な る べし と 璧 も る ネギ の 改 獲 を 減ずる と と は 明 ら か な り 。 

20j. Puceinia Funkiae Dietel, in Hedw. 214, 1898 : Sacc. Syl. 14, 

338, 1899: Komarov, in THg. Ross. exsic. No. 223, 1899: P. 

Hennings, in Engl. bot. Jahrb. 28, 261, 1900: Sydow, P. et 是 . im 

Mon Ured. 1, 622, 1904: Dietel, in Ann. Mye. 8, 305, 1910 : 

Sydow, P. et 耳 . in Ann. Myc. 11, 102, 1913 : 
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究 王 及 産 地 Funkia ovata Sprg. ギバ ベッ ウシ 葉 

TI. IIT. 鴨 絶 江上 流 申 見 山 明治 三 十 年 旭 月 上 旬 コマ ロラ 

布 分 日 本 , 清 潤 。 

記事 本 菌 は Komarov 氏 が 際 絶 江上 流 に て 始め て 探 集 せ る も の 

に し て 直後 日 本 各地 に 於 て 策 見 せら れ 日 本 中 都 以 北 に あり て は 本 

寄主 上 に 見 る 普通 の 鋳 責 な る が 余 は 浦 洲 に 久 て は 未だ 本 画 を 控 集 
する で 機 會 を 得 す 。 

202. Puceinia 古 emerocallidis Thum. mn Tilz. Sib. No. 512, 1882 : 

Sacc. SyHI. 7 728, 1888) Komarov, in Fg. Ross. exsic. No. 167, 

1895 : Dietel。 in Engl bot、Jahrb. 27, 568, 1900: P: Hennings。 

in Engl. bot. Jahrb. 28, 261) 1900 : in 1. c. 241, 1902 ) SyOowji 世 

et 耳 . in Mon. Ured. 1, 624, 1904: in Ann. Mye. 11, 102,。 1913 : 

Oudemans. in Enum. 1. J1091919 :) 人 氏 . Togashi」 in Jap. Jour. Bot. 2, 

86, 1924 : KN. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. 上 Hist. Soc. 9, 229, 1927 : 

実 玉 及 産地 日 emerocalhs minor Mill. キス ゲ 屯 

II. III. 興安 親 大 正 十 三 年 八 月 五 日 三浦 密 成 

分 布 西 比 利 亜 日本, 滴 洲 。 

記事 本 南 は 東洋 以外 今日 まで 績 見 せら れ た る と と な く 前 種 の 

如く 日 本 北部 に て は 普通 病 見 せら る \ ヽ  も の な り , 

203. Puceinia hsinganensls MI. Miura. n. sp. 

(第 四 園 版 耳 ) 参 

Teleutosori amphigenous, circular or elhptical, scattered, confuent, 

sometimes circularly destributed on.discolored spots, at first covered 
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by epidermis、then ruptured and pulverulent, deep chestnut broWn or 

blackish, 玉 mm. in diameter : uredospores mixed in teleutosori。 SDhaeroi- 

dal, verrucose and brown, 20-28 x 27 germ-pores 4 (⑳ without papilla : 

teleutospores ovate or wide elipsoidal, rounded at both ends, slightly 

conStricted, apex not thickened. epispores smooth, thin, 3o-35 x 21 -25 ん : 

germpores of both cells situated at about 22 distances from the septum : 

pedicels short.、 hyalime, decidous. 

寄 王 及 産 地 Fritillaria dagana Turcz ? 葉 

II.IIT. 興安 堆 大正 十 三 年 八 月 四 晶 三浦 密 成 

分 布 清洲 。 

記事 現今 報 ぜ られ た る 百合 科 植 物 を 犯す Pucceinia 菌 に し て 本 

種 に 一 致す る も の な き を 以 て 新種 と 認め 興安 八 に て 探 集 せ る を 以 

て 之 れ を 記念 せん が 乱 め あめ 上記 の 陶 名 を 附 せ せり. 面 し て 寄主 は 一 見 百 

合 局 の 或 も の 如く 特に クル マ ュ テリ に 酷似 す と 牙 も 其 葉 細長 な る 

と 果 連 の 状 よ り し て 百合 属 た な ら ま し て クロ ュ ユリ 属 に 入る も の な る 

べし と 思 は る 然 れ ども 余 は 其 の 花 を 見 た る と と な く 同 地 の 居 住 首 

は 早春 開花 し 癌 黒 色 の 策 筒 汰 を な せる 花 な り と 云 ふ も 以 て 種 を 決 

定 す べき 充分 の 材料 と な すべ か ら ず 後日 充分 の 調査 を な すま で は 

Hritillaria daganas? と な し 置く べし レ し. 

訪 尾 科 を 犯す や の (Ox midiaCeGa@G.) 

204. Pueceinia Iridis (DC.) Wallr, in Robh. Krypt. 可 . 1 23、 1644 : 

Sacc. Syll. 7, 657, 1888 : Secehroeter, in Pilz. Schles. 339, 1889 : 

Dietel,。 in Engl. bot. Jahrb. 27, 568, 1898 : i Ann. Myc. 8, 310, 

1910 : . Komarov, in Hg. Ross. exsic. No. 224, 1899: P. 革 ennings。 
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im Engl. bot. Jahrb. 29, 147, 1900: in 1.c. 3, 731, 1902 : Rischer, 

Ed. in Ured. Schw. 236, 1904: Sydow, P. et 革 . in Mon. Ured. 1, 

189, 1904 : im Ann. Mye. 11, 103, 1913 ) Holway,。 in N. Amer. 

Ured. 1, 1, 831, 1905: IMigula, in Thome's . Deutsch・TKrypt. 3, 

1, 402, 1910: 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 26, 58, 1912 : 

Grove, in Brit. rust Fg. 230, 1913 : lebahn, in Krypt. v. d. Mark. 

Brand. 5a, 440。1913 ,) Oudemans,。 in Bnum. 1, 1203, 1919 : 

SYn. 7ego 7z277s DC. in Eneyoel. 8, 224, 1806 : 

yego 772 の 2s Duby. in Bot. Grall. 2, 898, 18930 : 

eo27220 772 の 55 (DC.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 184, 1884 : 

ア wcc22262 77272s (DC.) Plowright. in Mon. Ured. et Ust. 189, 

1689 : 

772cAo6gs25 72 の 2co/g Peck. in Sacc. Syll. 7, 852。 1868 : 

容 宇 及 産 地 Iris ensata Thunb. var. chinensis Max. 

学 72 に We メ 葉 

HE 式 衣 活 計 SIE 抽 09 お まま 月 3 三 ) ン ーー6 朋 品 部 憲 座 

IT. 旅順 SE 月 / 三 で ドー バ 目 近藤 金吾 

II. 公主 額 5N 軸 EE 結 2eEeHn 月 < すっ うー 間 三浦 宙 成 

IIT. 興安 信 IERN 63 めい 月 三 - 卓 三浦 鶴 成 

Iris dichotoma Pall. ヒア フ ギ モドキ 工 

IT. 吉 林 大 正 七 年 八 月 寺 六 日 三浦 鶴 成 

1 昭和 二 年 九 月 十 五 日 三浦 密 成 

分 布 不 沙 , 日 本 , 本 上 利 HH。 源 洲 。 

記事 本 菌 の 冬 胞 子 は 採集 困難 に し て 日 本 各地 の 如き も 多く 匠 

夏 胞 子 時 代 を 見 る に 過ぎ ず ず 了 欧洲 に あり て も 同様 な る と と は Sydow 
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兵 の 記す る 左 な る が 余 は 公主 鶴 に 於 て 多量 に 其 冬 胸 子 を 控 集 する 

と と を 得 た り 。 

鞭 科 を 犯す ぉ も の (on Po』ygomnaceae@。) 

205. Pucocinia PolYgoni-amphibii Pers jn Syn. 227, 1801: Schr- 

oeter,in Pilz. Schles. 3386, 1889: Tranzschel, in Centralbl. f. Bak. 

u.s.w. TT. 12 , 159,、 1903 : Rischer、 Ed. in Ured. Schw. 301, 1904 : 

Sydow,P. et 耳 . in Mon. Ured. 1], 569, 1904: in Ann. Myc. 11, 

102, 1913: 錠 1.c. 12, 159, 1914 : Holway, in N. Amer. Ured. 1, 

38, 1906: Migula, in Thome's I. Deutsch. KKrypt. 3, 1, 397, 1910 : 

Sydow et Butler,in Ann. Myoe. 10, 259 1912: Klebahn, in Krypt. 

Y. d. Mark Brand. 5a, 534, 1913 : Grove, in Brit. rust Hg. 224. 

1912 : Tranzschel, in fg. Kamtsch. 560, 1914 : Arthur, in Myeo- 

jogia, 9。77, 1917 : in le. 10, 130, 1918 : Oudemans, in Enum. 2, 

1006, 1920: 式 . Togashi。 in Jap. Jour. Bot. 2, 89, 1924: Ni, 

Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9。230, 1927 : 

SYn. の 2cdeo7 o/90746-G2 の 202 (Pers.) Arthur, in Proo. Ind. Acad. 

sc. 1898, 184, 1899: N. Amer. H1. 7, 380, 1920 : Sydow. 耳 . in 

Ann. Myc. 20. 116, 1922 : 

Cgeo7z@ の 7coeo72@ ア o//go72 Vart. in Erlang. 321、1817 : 

の zcgeo7zg eys2cg7226 Gray, in Nat. Arr. Brit. pl. 1, 541, 1821 : 

zego ア o/ み go722 Schum. in P1. Saell. 2、233,1803 : 

cc22226 ア o/7go72O72472 Fuckel, in Symb. 57, 1869 : 

ア zzcc22z26 ア o/ み go72 Alb. et. Schw. in cnsp. 132.、1805) Winter, 

im Raby. Krypt. 1, 185, 1884 : Migula, in Thome's H1. Deutsch. 

Krypt. 3 1, 398, 1910 : 



ア zcc?226@ ア o7/ み 99746 Pers. in Syn. 227, 1801 : Plowright, in Mon. 

Ured. & Ust. 188, 1889: Sacc. Syll. 7, 636, 1888 : Dietel, in Rngl. 

bot. Jahrb. 28, 570. 1899: i 1.e. 29。 146, 1900: lebahn, 

Zeitschr. f. Pflanzenkr. 9, 159:) 1899: L. Miyake, in Bot. Mag. 

Tokyo, 27, 48. 1913 : 

寄 王 及 導 地 Tolygonum amphibinmL. エ ソ フミ ヅ ジ タ デ 葉 

II. III. 幼 家 市 6HEWAR9E 電 月 一 | 一 日 三浦 密 成 

PolYygonum dumetorum 工 . ツ セイ の: 丘 り 葉 

TI. III. 興安 賃 HERE / ト 月 寺 日 三浦 密 成 

Polygonum perfoliatum 工 . イ 、 ヤ ミキ カビ 葉 

IT.1IT. 鳳 鳳 山 央 中世 年 九 月 二 キ ルル 月 三浦 鶴 成 

Polygonum sagittatum, var. americanum, f. Sieboldi Makino, 

24 キキ フェ ソナ 凛 認 7 

II. IIT. 鳳 嵐 山 大 正 七 年 九 旭 二 十 九 日 三浦 鈴 成 

Polygonum Thunbergii S. ct . オ ホ xSZ な 墓 

IL: TIT.』 土 価 針 央 赴 夏 年 八 月 十 九 崩 三浦 徐 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 の 鐘 子 腔 時 代 は フウ ロサ 必 属 (Cc 寄生 する と と は Tra- 

nzschel, KKlebahn Bubak 等 に ょ より て 殴 験 せら れ た る 上 鹿 に し て 同属 に 

は 更に Uromyees Gerani の 優 子 腔 も 窒 生 す る も の な る も ゃ も 本 菌 の も 

の に て は 被害 都 の 周 穫 に 息 色 又は 深 紫 色 の 終 邊 部 な く 且 つ 其 胞子 

膜 も 厚 き を 以 て 選別 する と と を 得 。 
或 中 者 は Puceinia Polygoni AL. et Schw、 と 本 種 と は 属 別 すべ き 

も の と し て Klebahn 氏 は 前 者 に 於 ける 胞子 堆 は 本 種 の も の より も 

早く 裸 出 し 且つ 其 科 胞子 の 頂部 は 普通 園 頭 な り と 稽 せ る も 或 者 の 
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説 に よれ ば 夏 胞 子 堆 中 に 生 ぜ る 冬 胞子 の 項 部 は 賠 頭 な る も 後に 湯 

狐 に 生ずる 冬 胞子 堆 中 の も の は 寄主 表記 の 歴 力 ヒ に より て 頂部 窒 形 

と な る と 称す 加 際 CC 於 て 多く の 標本 を 槍 す る と き は 其 雨 極端 の 場 

合 は 全く 異な る も る の と 思 は る *\ 程 相 異 な る と 上 台 も 中 間 の も の を 疫 

列 す る と き は 輝 に 此 差 は 消失 する に 至る 要する Polygonum 上 の 

本 貞 は 今後 精 審 な る 接種 試験 を 行 ふ に 於 て は 少な くも 表 種 の 生理 

的 分 化 種 を 得る に 至る べし 。 

206. Pucoeinia mammillata Sehroet, in Pilz. Schles. 340, 1886 : 

Sacc. Syll. 7, 639。 1888 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 1, 545, 

1904 : Oudemans, in Enum. 2。 1011, 1920 : 

寄 玉 及 産 地 Palygonum divaricatum 革 . コバ ベク フイ ハタ デ 葉 

TI. IIT. 興安 八 大 正 十 三 年 八 及 二 一 日 三浦 審 成 

分 布 区 湖 , 滴 潤 。 

記事 従来 知ら れ た る 散 科 に 寄生 する 伏 爾 に し て 本 種 に 近 き も 

の は Puceinia septentrionalis Juel.: Pucc. monticola Kom.: Pucc. colum- 

nata Syd.: Pucc. Angelicae-mamillata kleb.: の 四 種 あり , 今 Puce. septen- 

trionahis Juel. と 本 菌 と を 比較 する に 同 菌 の 冬 胞子 は 頂部 に 厚 き 鍋 

頭 部 を 有 し 且つ 本 種 よ り も 胞子 大 な る 賠 異 な り Fuecc. monticola 

Kom. と 比 す る に 同 画 科 胞 子 の 上 部 細胞 は 下部 細胞 より も 大 な る 

に 本 種 は 然 ら すず また Pueeinia columnata Syd. 菌 の 冬 胞子 下部 細胞 

の 生 芽 口 は 隔 膜 の 直下 に 存する に 本 種 の も の は 柄 部 に 近く 存する 

の 差 あ り Pucc. Angelhicae-mamillata KKleb. の 夏 胞 子 の 区 芽 口 は 四 個 

な る KC 本 菌 の も の は 二 箇 な る 等 各 本 菌 と 異な る 時 な り と す 。 

本 菌 は 了 欧洲 に 於 て は Polygonum Bistorta 上 . (イプ ブ キト ラク ノラ ヲ ) 及 び 
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Polygonum viviparum (ムカ ゴト ラノ フラ ヲ ) の 葉 を 犯す と 各 せ られ 興安 久 

に は 前 者 は 普通 に 生育 する KC 本 菌 は 之 れ を 犯さ 地 し て 孝 て 本 寄主 

師 ち コ ベ フ ノイ ワタ デ を 犯す は 基 だ 奇 な る 現象 に し て 落し 欧洲 の 本 

除 と 滴 洲 の も の と を 互 と 相互 接 種 を 行 ふ に 於 て は 或 は 此 雨 者 間 に 

生理 的 分 化 の 行 は れ あ る や も 知る べから ず 然 れ ど も ゃ 形態 上 余 の 探 

集 せ も る も の は 5Sydow 氏 の 記載 に 大 合 する に 区 湖 産 本 菌 と 属 別 す 

る を 得 地 。 

毛 食 科 を 犯す ゃ の (on Ramnuamcsslaceae。) 

207. Puccinia Calthae Link, in Spec. plant. 2, 79, 1825 : Thamen, 

im Pilz. Sib. No. 527, 1880) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 216, 1884 : 

Saco. Syll. 7, 602, 1888 : Plowright, in Mon. Ured. and Ust. 145, 

1889 : Tubeuf, in Fg. dis. pl1. 341, 1897 : 民 omaroy, in fg. Ross. 

exsic. No. 265, 1899: THischer。 Ed. in Ured. Schw. 310。 1904 : 

Sydow,P. et 廿 . in Mon. Ured. 1 540, 1904 : S. tto, in Miyabe's 

Fest. 60, 1911 : Grove, in Brit, rust Fg. 216, 1913 : Klebahn, in 

Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 544, 1913 : Tranzschel, in Hg. Kamtsch. 

561。 1914 : Oudemans,。 in Enum. 3 99, 1921: N. Hiratsuka, in 

Trans. Sapp. Nat. Hist. soc. 9。227, 1927 : 

Syn. 4ec22222 Cg が ge Grev. in HI. Edimb. 446 : 

zego Cg が oe Reg. in Dudy, Bot、Gall. 2 900 : 

xcc22262 6o79 の 2 Schroeter, in Beitr. Biol. 3 61 : 

容 生 分 布地 Caltha palustris 七 . var sibirica Rgl. f. decumbens Makino, 

ーー ンー アッ 葉 

T. 興安 額 ンド わき 2 に 2 / ゴ 三浦 鶴 成 
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分 布 欧洲, 北米 , 日 本 , 西 比 利 亜 , 満 沙 。 

記事 余 は 晶 に 鐘 子 腔 時 代 を 探 集 る の みな る も ゃ 本 寄主 に 生 才 

る Puccinia Zop の も の と 比較 する に 同種 の 錠 子 腔 は 精子 器 の 周 

園 に 生 志 る も の な る K 吾 人 の 標本 は 然 ら ざる の みな ら ず 日 本 Cc 於 

て は Puoocinia Calthae は エン コウ サウ に 生じ Pueoinia Zop 包 は リウ 

キン クワ に の み 角 生 す る 事 黄 あ り ま た 本 菌 は 西 比 利 宮 に 於 て 義 見 

せら れ 滝 洲 に 於 て は Komarov 氏 之 れ を 吉林 省 張 訂 財 信 (Dschai- 

guan-Zai-hin,) に 於 て 明治 二 十 九 年 八 月 探 集 せ し ゃ 未だ Puoc. ZZopfii 

画 が 西 比 利 亜 及び 滝 洲 C 績 見 せら れ た る と と な き を 以 て 余 は 之 れ 

を 本 菌 と 鑑定 せり 。 

208. Pueccinia fusca (Pers.) Winter,。 in Sydow, P. et 耳 . Mon. Ured. 

1 530, 1904 : Halway, in N. Amer. Ured. 1, 9. 1905 : Sydow, P. 

et. 廿 . in Ann. Myc, 11, 99, 1913 : 

Syn, -4ec2 の 472 48C27772 Ds in Linn. Syst. Vegat. 1473, 1791 : 

eczd2%272。 csce772 Relhan, in H1. Cantab. Suppl. 3, 172, 1793 : 

ア %cc?746@ 用 %e7207968 Pers. in Obs. 2, 24, 1799 : Fuckel, in Symb. 

49, 1869: Thimen, in Pilz. Sib. No. 182。1878 : in 1. c. No. 526, 

1880 : 

ア %wcez724 み seo (Relhan,) Winter,、 in Rabh. Krypt. |, 199, 

1884 , Grovs, in Brit. rust Hg. 215, 1913 : lebahn, in Krypt, 

v. d. Mark Brand. 5a, 320, 1914: Oudemans, in Enum. 3, 143, 

1921 : 「 
ア %cc27242 75 が 2772e6 (Opiz.) Rostr. in Catal. d. Plantes que 1a 

Soc. bot. d. Copenhagne pent. dist. 1. 1881 : Bub&ak, in Hedw. 42, 
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30, 1903 : Tischer, Rd. in Ured. Sehw. 97, 1904: Holway, in KN. 

Amer. Ured. 1, 11, 1905: Klebahn,i Krypt. v. d. Mark Brand, 

5a, 323, 1914 : 

の 2cegeoz2 ア %/sg7277ze Opiz. in BGheims phan. u. Krypt. Gew&- 

chse. Prag. 148, 1823 : 

wccz2224@ cscg (Relhan.) Plowright, in Mon. Ured. & Ust. 205,. 

1689 : 

wcc2224@ cscg Relhan, in Schroeter Pilz. Schles. 343, 1884: 

Komarov, in THg. Ross. exsic. No. 161, 1899: ischer。Ed. in 

Ured. Schw. 95, 1904, Duggar, in Tg. dis. pl1. 322, 1909 : 

ア zcc2226@ Ss が seo 革 olwary, in RT of Myc. 8, 17, 1902! S. 

Ito. in Miyabe's Fest. 56, 1911 : 

xcc?222 の 用 cscg Wallr. in Oudemans, Enum. 3, 118, 1921 : 

寄 王 及 産 地 Anemone chinensis Bge. ヒロ ヘス オ キナ グ サ 葉 

TI. 天 。 雷 大 正四 年 ヒ 月 五 日 近藤 金 香 

HI. 東 陵 大 正 七 年 六 月 十 四 日 三浦 密 成 

ITT. 鳳 鳳 山 大 正 九 年 六 月 二 二 四 日 近藤 金吾 

111. 鳳 出山 央 中 件 六 訂 二 日 三浦 密 成 

ITT. 問 冠 山 以 二 EMR75 間 また ア : 日 近藤 金吾 

III. 舞 安 大 正二 三 年 七 月 二 十 二 日 スク フ オ ー ゾ シタ 

表 TauLs4M 大 正 十 三 年 七 月 二 十 互 日 スク フ オ ー ゾ フ 

IIT. 舞 安 谷 大 正 十 三 年 八 月 二 日 三浦 審 成 

III. 熊 量 城 大 正 七 年 文 月 十 二 日 三浦 密 成 

IIiI. 旗 順 昭 租 二 年 七 胡 二 日 三浦 審 成 

分 布 欧洲 , 北米, 日 本 , 清洲 。 
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記事 Winter 氏 は Relhan 氏 の Aecidium funseum と せる 瑞 名 より 

本 菌 の 束 名 を 探り し 如く 共 了 名 を Puccinia fusca (Relhan,) Winter 

と サ せる も Relhan 氏 ょ より 二 年 以前 Persoon 氏 が 同一 菌 に Aecidium 

fuscum な る 名 を 奥 へ ある を 以 て 之 れ に 近 ら ちら ざる べ で べから 才 ず 爺 ち 本 菌 

尉 名 の 指紋 内 の 命名 者 の 名 は Relhan な ら ず し て 1 を と 

る べき な り 之 れ Sydow 父子 が 乾 警 Monographia Urediniarum に 於 て 

之 れ を 訂正 し て Puccinia fusca (Pers.) Winter と な せる 所 以 な る べく 

KJjebahn 氏 は Persoon 氏 の 記載 に は 其 寄 主 を 流 べ ざる が 政 (て Relhan 

に よる を 可 と す と な す も ゃ も 余 の 考 を 以 て すれ ば 其 記 載 だ に 一 致す る 

に 於 て は 寄主 の 掲載 な くも Persoon に 提 る べき も の と 思 推 し 上 記 

の 尉 名 に よれ り 。 

1881 年 Rostrop 氏 が JDieaeoma Pulsatillae Opiz. 菌 を 以 て Puccinia 

Pulsatillae (Opiz.) Rostr. と せる が 一 方 Holway 氏 が 等 し く Anemone 

の 一 種 の 甘 を 犯す 菌 を 研究 し て 1902 年 Puceinia sufusc と し て 色 

表せ せる に BubAk 氏 は 此 雨 菌 を 比較 研究 し た る 結果 此 雨 者 は 同一 歯 

な る て と と を 其 穫 年 多 表 し た り 然 る に Pueccinia Pulsatillse な る 名 は 

1865 年 既に Kalechbrenner 氏 に より て 全く 異な る 菌 に 奥 へ ウラ ' 6 時 /c つ 

名 な る を 以 て 此 菌 に 圭 し て は Puceinia suffusca Holway な る 朋 名 を 

控 用 すべ き な り 。 

炊 に 涼 る 問題 は Puccinia fasca (Pers.) Winter: ょ Puco su 昔 nsca Holway 

と は 別種 な る や 和装 た 同種 な る や に あり 了 歌 米 の 學 者 は 前 者 の 胸 子 堆 

は 常葉 の 下面 に 生じ 互 に 宙 着 する と と な く 《 称 乃子 の 上 下 爾 細胞 

は 同 大 な る に Puceinia suffusca 功 に あり て は 慕 胞子 堆 は 普通 葉 の 

下面 に 生ずる も 稀 に 上面 に も 生 才 る と と あり 且つ 各 胞 子 堆 は 所 (C 

相 接 する と と あり 多 胞 子 の 上 細胞 は 殆 ん ど 球 形 に し て 下 細 胞 は 之 
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れ よ り 狭 く 且 つ 長 き 差 あり と な し Arthur 氏 は 之 れ に Polythelis な 

る 属 名 を 興 へ 後 才 を Tranzschelia 属 に 入れ ん と し 1922 年 Dietel 氏 

(Ann. Mye. 20, 30.) は 本 種 も Tranzsehelia に 入れ て 差 支 な きも の と 

な し Sydow 氏 は 本 菌 を Polioma Arthur. に 入れ た り 此 事 買 に 見 る も 

欧米 諾 蛋 間 に ゃ 本 赤 陶 名 に 開 し て は 未だ 一 定 し た る 説 な し と 見 

る を 得 べ く 余 は 清洲 産 の 多く の 標本 を 板 せ る に 共 大 部 分 は Pueoi- 

nia fusca (Pers.) Winter の 記載 と 一 致す る も 被 筆 基 だ し きも の に あ 

り て は 胞子 堆 は 葉 の 爾 面 に 生じ 且つ 互 に 相 接 し 科 胞 子 の 下 細胞 が 

少し 細長 と な り て 上 細胞 と 同一 形 な ら ざ る も の を も 見 る を 得 た 

る が 攻 に 余 は 此 の 雨 者 は 同一 菌 と し て 取扱 ひ 得 る も の な り と 信じ 

Puccinia suffusca 菌 を 本 種 の 同種 異名 と し て 取扱 ひ た り 。 

日 本 に 於 て は 余 は 本 菌 を オキ ナグ サ の 葉 上 (Anemone cernua.) に 

探 集 し また 山田 玄太 郎 氏 は 邊 つて 北海 道 札幌 附近 (に 於 て Anemone 

altaica Fisch. (キク ザキ イチ ゲ ) の 葉 上 に 探 集 せ られ た る と と あり ( 明 

治 四 千年 五 月 二 十 一 日 ) て 芝 れ 本 菌 の 新 寄 主 な る と と は 伊藤 誠 環 氏 

も 和信 て 逃 べ し 所 な り 

虎 耳 草 科 を 犯す も の (om Saxifrma 刀 と ほる ら 。) 

208b. Puceinia Chrysosplenii Grev. in Engl. Flora, 5、367, 1836 ,. 

Winter, in Rabh. Krypt. 1, 190, 1884 : Plowright,in Mon. Ured. 

& Ust. 211, 1889: Sacc. Syll. 7, 685, 1888: ischer。in Ured. 

Schw. 318, 1904: Sydow, in Mon. Ured. 1, 493,1904 : KKlebahn,. 

in Krypt. Brand. 5a, 548, 1913 : Migula, in Thomes KKrypt. HI.. 

Deutsch. IIT. 3 387。 1910) Komarov, in Hg. Ross. exsic. No. 

318a, 1900 : Sydow, in Ann. Mye. 11, 100, 1913 : 
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寄 玉 及 産 地 Chrysosplenium alternifojium し . ヤマ ネコ メサ ウ 工 

吉林 省 VII. VIII. 1896. Komarov. 

分 布 了 欧洲, 日本, 清 湖 。 

替 和 薇 科 を 犯す も の (on 慌 COsaCGae@.) 

209, Puccinia Pruni-spinosae Per8. In Syn. 226, 1I801: Winter, 

mm Rabh. Krypt. 1, 193,。 1884 : Fischer, Ed. in Ured. Schw. 157 立 

547, 1904 , Sydow, P. et 芽 . in Mon. Ured. 1, 484, 1904 : Holway, 

in N. Amer. Ured. 1, 55, 1906 : Duggar, in Eg. dis. of nl. 417, 

1909) IMigula, in Thome's 名 . Deutsch. Krypt. 3, 1, 387, 1910 : 

Sydow 層 Butler, in Ann. Myc. 10, 258, 1912 : KKledahn, in Krypt. 

Y. d. Mark Brand. 5a, 325, 1913 : Grove, in Brit. rust Hg. 207, 

1913 : Davis, in Prov. List,908, 1914 : Stevens 錠 耳 all, in Dis. 

econ. pl1. 143, 1917 , Hesler & Whetzel, in Mann. fruit dis. 157, 

1917 ,: Oudemans, in Enum. 9, 696, 1921 : 

SY1. 4 ec2 の 72272 の %72C7C が 2772 Pers. 

ア zcc2744 の 2 742207422 Link. in Spec. 2, 82, 1825 : 

ア 。cc2722@ の 2sco/ory Fuckel, in Symb. 50, 1869 : 

ア %wcc2726@ 70726 Pers. apud aut.: Sacc. SYL. 7,。 648, 1668 : 

Plowright, in Mon. Ured. and Ust. 192,、1889: Ehs & Everhart, 

in Jour. Mye. 6, 125,。 1890 : Kirchner, in PfHanzenkrankh. 395, 

1690 : McAlpine, in Jour. Myc. 56, 440, 1890 : Schroeter,。in Pilz. 

Schles. 341, 1897 : Tubauf。 in Dis. pl. 355, 1897 ) Massee, in Dis, 

cult. pl 交 trees。309。1910, A. Tdeta, in Handb. of pl. dis. 539。 

1911 : Oudemans. in Enum. 3 690, 1921 : 
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寄 主 及 産 地 Anemone chinensis Bge. モロ ハオ キナ グ サ 甘 

+. 青 龍山 大 正 七 年 病 刀 当 手 七 上 日 三浦 宙 成 

T. 吉林 大 和 E 向 生計 明日 三浦 密 成 

Prunus mandshurica Koehne, ンダ ミン ポア 性 の ポン / 葉 

III. 公議 吉 犬 正 十 年 九 月 士 七 日 三浦 密 成 

III. 公主 装 大 年 老 守 旨 396 朋 と つ 千 - 旧 三浦 鶴 成 

分 布 欧 湖 , 北米 , 交 洲 , 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 の 冬 胞子 は 滝 洲 に 於 て は 稀 に マン シ ウ ア ン ヅ の 葉 を 

犯し て 多少 落葉 を 早 む る と と あり 日 本 に 於 て は 代 て 山田 玄太 郎 氏 

が 盛岡 附近 に 於 て Prunus Mume (ウメ) の 甘 上 に 探 集 せ られ だ る を 見 

た る と と あり 海外 に あり て は Prunus domestica 及び P. spinosa の 

楽 を 犯し て 大 雪 を 興 ふ る と と あり ょ と 革 ぁ 。 

1890 年 Fuckel 氏 が Puccinia disecolor な る 菌 を 記載 し Puececinia 

Prunorum Link. 落と 比較 する に 科 胞 子 大 に し て 下 細 胞 は 上 細胞 に 

比 し て 帆 狭 くし て 長き を 以 て 異な り と な せり 然るに 1901 年 に 至り 

ERrnst Jacky 氏 が Centralb1.f. Bak, u. s. w. IT. 7 に 於 て 本 菌 の 冬 

胞子 に は 二 型 あり て 其 一 は 上 下 爾 細胞 同形 同 幅 且つ 其 膜 も 厚 さ 同 

ー な り と し 之 を たよ pieg と 各 し 他 の も の は 其 の 下 細 胞 は 上 細胞 に 

比 し 狭 長 に し て 膜 の 色 前 者 に 比 し 淡色 且つ 項 部 厚 し と し 之 れ を 

diseolor と 和 生 せり 此 fdiscolor は 連 に Fuckel 氏 の 各 す る Puecimnia 

diseolor に 相 営 する も の に し て 日 本 及び 清洲 に て は 此 f. 位 piea 型 

の み を 見 る 。 

1904 年 に 至 り Tranzschel 氏 は Anemone 類 の 葉 上 に 生ずる Aeeidium 

punctatum Pers. と 本 菌 と の 種 的 開 係 を 研究 し た る 結果 紫 雨 者 は 全 

同一 菌 な る と と を 誇 明 せり 両 し て 清洲 iC 見 ちら る \ る の 久 腔 子 は 
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少し く 近 くし て 狭し 今 炊 に 余 の 手記 を 逃 べ ん K『 Aecidia hypophyl- 

lous, rarely amphigenous, evenly scattered but rarely confHhuuent, about 

23 m.m. across, with about 1 m.m. long, white conico-cylindrical peridium, 

at first closed, then ruptured at apex : peridial cells polygonal, hyaline, 

outer wall thicker (7-11 ) than that of the inner one, 30-32 x 14.5-28/ : 

Spores globose, oblong or wide elhpsoidal, echinulate and 3.5-7 。 thick 

at one end, pale yellow, 21.6-29 x 11-16.2 ん . 

210. Puccinia Waldsteiniae Curt. in Grev. 3 54, 1874: Sace. Syll. 

7, 699, 1888 , Kom. fg. Ross. exsic. No. 215, 1899 : Sydow, P. 

et 廿 . in Mon. Ured. 1。490, 1904: in 人 Ann. MYe. T1, 100,T915 : 

寄主 及 産 地 Waldsteinia sibirica Trautt. コン ント 7 葉 

TII. 鴨 終 江 下 流 老 付 明治 三 十 年 ルル 月 中 旬 TKomarov. 

分 布 北米 , 日 本 , 瀧 湖 。 

記事 本 菌 は 北米 に て 始め て 琶 見 せら れ Komarov 氏 の 探 集 は 第 

二 の 産 地 な る が 余 は 光信 C 於 て 本 窒 主 の 生育 地 著 に 到 り た る こと 

な きも を 以 て 従 つ て 本 菌 を 探 集 す る の 機 全 を も 有 せ ず 日 本 に 於 て は 

北海 道 札 幌 附近 定 山 治 妨 層 女 島 C て 探 集 し た る と と あり 珍 稀 な 

る 種 た る を 失 は ず 。 

鳳 仙 花 科 を 犯す も の (on 了 Balsaxmnirna で GA ら 。) 

211. Pueceinia argentata (Schultz.) Winter, in Rabh. Krypt. 1, 194, 

1884 , Schroeter, in Pilz. Schles. 340, 1884 : Sacc. Syl. 7, 637, 1888 : 

Plowright, in Mon. Ured. & Ust. 193, 1889: 招 scher. Ed. in Ured. 

Schw. 143, 546, 1904 ,  Sydow, P. et H. in Mon. Ured. 1, 450, 1904 : 
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Bubak, in Centralbl1. f. Bak. tu: 8。W。 THT. 12。 411。 1906 :。 Grove,』 in 

Brit. rust Tg. 204, 1913 : Klebahn, in Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 

377, 1913: Sydow, P. et 本 . in Ann. Mye. 11, 101, 1913: 1.c.12, 

159, 1914 : 式 . Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2, 84, 1924: N.Hiratsuka. 

in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9 227.1927 : S. Ito, & N. Hiratsuka, 

im 1.c. 264, 1927 : 

Syn. 4ec2 の 22272 7967277 が 22 Schultz. in Prodr. Fl1. Starg. 454, 1819 

ア %cc?2266 Wo/2-7 み 96729 Puck. in Symb. 50, 1869 : 

容 主 及 産 地 Adoxa Moschatellina 工 . ルン この た RCHIO 理 

1. 歴 天 鈴 犬 正 九 年 互 月 二 十 四 日 近藤 金吾 

分 布 了 汰 , 北米 , 日 本 , 病 湖 。 

記事 余 は 潮 に 本 菌 の 伏 子 腔 時 代 を 見 し の み に し て 直 多 胞子 は 

ツリ フネ サウ の 類 を 犯す も の な る と と は Bubak KKlebahn, Arthur 氏 

等 の 和 肉 に より て 明らか な り 面 し て Bubak 氏 は レン プク サウ に は 

三種 の 鐘 子 腔 時 代 策 生 する も 本 種 の も の は 胞子 肌 資 金色 た る を 以 
て 直ちに 必 別 し 得 と な し Crove 氏 は 此 読 に 召 を 存 せ る が 如 し 然 れ 

ども ゃ も 日 本 に あり て は Puceinia Adoxae,。 Pucc. albeseens 菌 は 共に 今日 

まで 和紙 見 せら れず 只 本 種 の も の ヽ み 散 見 せら れ 満 洲 の も の は 此 日 

本 産 の レン プク サウ 葉 上 に 生 ぜ る 鍼 子 腔 と 同一 な る を 以 て その 多 

胞子 を 得 ざ る に 開 は ら ず 本 菌 と 鑑定 せり 募 し 其 科 胞子 時 代 は 今後 

安 奉 党 線 吉林 奥地 乃至 東 支 溶 線 東 部 方 面 に て 必 才 病 見 せら ちら る こと 

の の っ 

董 科 を 犯す も ゃ の (ox iolaceae。) 

212. Puceinia Violae (Sceum.) DC. in I. fr. 6, 62, 1815: Winter,. 

in Rabh. Krypt. 1, 215, 1884 : Sace. Syl. 7, 609, 1888 : Schroeter, 
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in Pilz. Schles. 319,1889, Plowright, in Mon. Ured. & Ust. 152, 

1889 , Dietel, in Engl. bot. Jahrb. 22。 352, 1896 : in 1.c. 28, 284, 

1899 : in Ann. Myo. 8, 310, 1910 : Jacky, in Centralb1.f. Bak. U.S. W。 

TT. 7, 658, 1901) inm1.c. 9, 80, 1902 : in 1.c. 18, 90, 1907 , Hennings, 

im PBngl. bot. Jahrb. 21, 730. 1902:) 項 scher, in Ured. Sehw. 139, 

1904 : Sydow, P. et 革 . in Mon. Ured. 1, 439.1904: im Ann. Myo. 

7, 169, 1909: in 1.e. 日 , 101, 1913) Duggar, in Hg. dis. of nl. 407, 

1909: Migula, in Thome's IL. Deutsch. KKrypt. 3 1, 383、1910 : 

り Jaap, in Ann. Mye. 9,。335, 1911 : Grove, in Brit. rust Hg. 200, 

1913: Klebahn, in Krypt. v. d. Mark. Brand. 5a, 3381, 1913 : 

Wilson, in Myeologia, 5, 245, 1914 :。 Garrett, in 1.c.: Standley, in 

1.c. 8, 163, 1916 : Arthur, in 1.c. 10, 132,。 1918 ) 氏 . Togashi、in 

Jap. Jour. Bot. 2, No. 2. 90, 1924: NR. Hiratsuka, in Trans. Sapp. 

Nat. Hist. DOC: OSN29 ま 97T : 

Syn. 4ec2d2%72 2o/26 Schum. in Enum. Pl. Saell. 2,224, 1803 : 

7ego 2o/g722 DC. in 拓 . 6, 73, 1815 : 

ア %cc2724@ 20727%2776 Fuckel, in Symb. 50, 1663 : 

ecz の 44272 6277o728 DC. var. 42o727e22 Wallr. in Crypt. Germ. 2, 

251, 1699 : 

4eczd4272 2o/g72 DO. in 1. fr. 2, 240, 1805, 

ec の 24272 2o7g7%277。 上 Lk. in Spec. 2, 25, 1824 : 

び 7ego 4o/ge Sechum., in 1.c. 233, 1803 : 

7eo 470e7 み 7 の Spreng, in Syst. 4 572, 1827 : 

Podsi 7ezg%sso742 B. et Br. var. se De Toni,。 in Sacc- 

Syll. 7, 682, 1888 : 
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の ceeo7%@ 2o7xe (Sehum.) Kuntze, in Rev. Gen. ITT. 3, 471, 

1898 : Arthur, in N. Amer. H1. 7. 392, 1920. 

寄 芋 及 産地 Viola hirta 革 . var.collinaRgl. マル バケ スミ ン 葉 

TT. IIT. 鞍 河 品 大 正 七 年 九 月 二 十 五 日 三浦 夫 成 

Viola sp. 中 

1. 釣魚 雪 大 正 九 年 万 月 二 十 四 日 近藤 金吾 

II. III. 鳳 鳳 山 天 正 & 民 衝 鹿 男 世 す . 天 四 三浦 客 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は Sydow 氏 の Persooniella 司 に 入り 光 洲 (に C 於 て は 至る 

虚 に 績 見 らち ら る \ ヽ 普通 の も の に し て De Bary (1865 年 ), Jacky 等 に 

ょ より て 其 生 活 更 が 完全 に 研究 せら れ た る 結果 本 菌 の 人 子 腔 は 葉 及 

び 葉 柄 に 群生 し Puceinia aegra (一 P. depauperans Syd.) の も の は 葉 上 

及び 葉柄 に 下 均 に 分 布 せ ら る いと と を 知れ り 。 

徹 形 科 を 犯す る ぉ の (op UazmbelHiferae.) 

213. Puccinia Angelicae-edulis 前 iyake, in Jour. of Sapp. Ag. Co 

2, No. 3, 111, 1906 : Dietel, in Ann. Myc. 8, 310, 1910 ) Sacc. Syll. 

21, 1912 : 式 . Togashi, in Jap. Jaur. Bot. 2、S84, 1924 : 

Syn. cc2422 42x9676cge (non Fuckel.) 耳 ennings, in Engl. bot. Jahrb. 

1, 730, 1902 : 

寄 玉 及 産地 Angelica dahurica B. et 是 . エゾ セン キュ ウ 葉 

II. IIHE。 公主 堆 大 正士 四 年 九 月 三 十 日 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 浅 。 

記事 本 菌 は 始め Hennings 氏 が Pucc. Angeheae Fuckel. と 鑑定 せ 

し も の な る が 後 三宅 和 勉 氏 が 研究 調査 せる 結果 其 和 名 胞子 堆 の 傍 置 多 
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肥 子 の 肛 で の 厚 さ 疫 に 華 芽 口 の 位置 等 之 れ と 異な る と と を 艇 見 し 新 

種 と な せる も の に し て 日 本 に 於 て は Angelica edulis Miyabe (アマ = 

ウ ) の 葉 に 普通 に 生ずる も の な る が 本 寄主 は 現 界 に 未知 の も の な り 。 

214。 Puceinia angelicicola P. 看 enn. in Hedw.32, 107, 1903 : Sydow, 

P.et 昌 .in Mon. Ured. 1, 886、1904 : Miyake, in Jour. Sapp. Ag. 

Coll. 2 No. 3, 106, 1906 : Sacc. Syl. 17, 344, 1907 : 

寄 主 及 産 地 Angehca Miquelhiana Max. ヤマ で ゼ リ 更 だ 

II. III. 舞 安 儲 29E ドニ 年 バ 月 填 < 日 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 従 来 日 本 に の み 産 する と と の 知ら れ た る ぉ の に し 

て 清洲 は 第 二 の 上 産地 な り 本 菌 は Pucc. tokyensis Syd. に 近似 する も 

の な り 。 

215. Puccinia Bupleuri-faleati (DC.) Winter。 im Rabh Krypt. 1, 

212, 1884: THischer, in Ured. Schw. 123, 1904: Sydow, P. et 廿 . 

im Mon. Ured. 1, 364, 1904: T. Miyake, in Jour. Coll. Ag. Sapp. 

2, No. 3. 108, 1906 : Migula, in Thome's 1. Deutsch. Krypt. 3, 1, 

370, 1910: Ilebahn, in Krypt. v.d. Mark Brand. 5a, 354, 1913 : 

Oudemans, in Enum. 4、231, 1922: 

Syn. 44eczd2x2 fg7cg72g6,8. 2/ey7- 放 co DC. in fr. 6, 91, 1815 : 

4ecz222 の ee76 Opiz. in Thtmen, Pilz. Sib. No. 686, 1880 : 

ア %ccz222@ we776 Rud. in Sacc. Syll. 7, 610, 1888 : Grove, in 

Brit. rust Hg. 189, 1913 : 

7%cc2224 の we76 (DO.) Plowright, in Mon. Ured. & Ust. 154, 

1869 : 
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り 7ego 2 の /ee72 Barclay, in Jour. Asiat. Soc. Bengal, 59, part 

2, 98, 1889: Sacc. Syll. 9, 332, 1894 : 

寄 王 及 産 地 Pupleurum scorzoneraefolium Vild. 

9R 電 2 ジ ミー ンマ 9 7 、 コ 葉 

1. 興安 侍 大 正 十 二 年 七 月 三浦 審 成 

分 布 下 洲 , 小 亜細亜 . 印度, 日 本 , 支那 , 西 比 利 誤 , 滝 湖 。 

記事 余 は 時 期 の 開 係 上 軍 c 其 鐘 子 腔 時 代 の みよ り 探 集 し 得 ざ 

り し ゃ 夫 彼 害 葉 は 著しく 細長 と な り 且 つ 区 色 を 菩 び 全く 本 画 の 鐘 

子 腔 時 代 に 他 な ら ず 。 

216. Puccinia Oenanthes (Diet,) Wiyake, in Jour. Sapp. Ag. Coll. 

2, part 3, 106, 1906 : Tietel, in Ann. Mye. 5, 74* 1907 : 

Syn. 0 ソ 7edo Oe7zG727es Dietel、in Engl. Bot. Jahrb. 28, 290, 1900 : 

寄 玉 及 産 地 Oenarthe stolonifera DC. セリ 薬 

TI. 大 連 大 正士 が 年 十 月 三浦 容 成 

分 布 日 本 , 清 湖 。 

ーー 

記事 本 菌 は 従 来 日 本 に の み 知 られ た る も の に し て 浦 洲 は 第 二 

の 新 産地 と 認め 得 べ くく 上 和 何 夏 胞子 の み に て 委 胞 子 の 形成 は 問 し 

十 月 下旬 と な る べく 消 夫 そ リ り を 廣 く 才 培 せら る \ い に 至れ ば だ 本 菌 は 

碁 大 敵 な る べし 。 

217。 Pueeinia Sileris Voss, in Verhand. Zool-Bot. Geselsch, Wien, 

26, 120, 1876 : Mgula, in Thome's 1. Deutsch・ Krypt. 3, 1, 380, 

1910 : Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 1, 415, 1904 : Oudemans, 

in Enum, 4, 300, 1922 : 
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SV. CC2226 だ 22 の 222606 (Str.) Sacc. (non Link.) in Syll. 7, 616, 

1888, a part. 

寄主 及 導 地 Siler divaricatum B. et 丁 . ベ ウ フウ 民 

1. 札 菌 屯 大 正士 一 年 七 月 八 日 スク フ オ ー ゾ ジフ 

分 布 欧洲 , 小 亜細亜, 清洲 

記事 本 菌 の 灸 子 腔 時 代 は 著しく 他 の も の と 異な る も の に し て 

其 壁 細胞 は 長 さ 三 十 ミ クロ ン に に 和 達する も の あり て 直ちに c 他 と 在 別 

する と と を 得 ,Saccardo 氏 は 過ち て 本 菌 を Puceinia Pimpinellae Link. 

の 同種 異名 と な せる も ゃ も 共 鈴 子 腔 小 な る と 立 子 腔 は 邊 均 K 分 布 せ ら 

る いい を以て 直 ち KC 之 れ と 別 つ と と を 得 。 

7// 

櫻 草 科 を 犯す も の 「 (oxn Psinnnta laCG&G.) 

218. Puccinia Dieteliana Sydow, in Hedw. 27, 215, 1898 : Sacc. 

Syll. 14, 332。 1899 : Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 31, 730, 1902 : 

Sydow, P. et 甘 . in Mon. Ured. 1, 347, 1904, in Ann. Myc. 11, 

100, 1913 , Dietel, in Ann. WMye. 5, 74, 1907 : 

容 主 及 産 地 Lysimachia clethroides Duby. 2 まり トト テス 甘 

ITT. 硬 風 山 。 大正 七 年 九 月 二 十 九 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 南 は 従来 日 本 に の み 知 られ た る も の に し て 北米 に 上 才 す 

る Pueoinia Dayi 落 に 酷似 する も 鐘 子 腔 時 代 を 有する と 冬 胞子 の 頂 

部 厚く し て 大 な る 句 之 れ と 異な り 夏 胞子 時 代 を 鉄 く を 以 て SchrO- 

ter 氏 の Pueciniopsis 群 に 入る も の に し て 5Sydow 氏 は Lindrothia な 

る 新 局 を 設け て 之 れ 編入 せり 。 
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表 騰 科 を 犯す も の (on GentiasaCese@.) 

219. Puceinia Gentianae (Str.) Wart. im II. Mosq. 226, 1817 : 

Fischer, in Ured. Schw. 164, 1904 , Klebahn, in Krypt. v. d. Mark 

Brand. 5a, 369, 1913 : Oudemans, in Enum, 4, 493,1923 : 

SYn. 7edo ex が 24ge Strauss,、in Wetterau. Ann. 2、102,1811 : 

wce2226g の ez2G7206 (Str.) Link, in Spec. 2, 73, 1824 : Sacc. 

Syll. 7。 604, 1888 : Komarov, in Hg. Ross. exsic. No. 164, 1899 : 

Sydow,。P. et 廿 . in Mon. Ured. 1, 340, 1904 : Grove, in Brit. rust 

Hg. 178,。 1913:: 

ア %wcc22262 ⑦e7272@7696 (Str.) Fuckel, in Symb. 57, 1663 : 

ア %wcc2226@ Ge727227606 (Str.) Winter,、 in Rabh. Krypt. 1, 205, 

1864 : 

ア wcc27242 ⑦e722 み 72Z6 (Str.) Plowright、 in Mon, Ured. et Ust. 

147, 1889 : 

ア %cc22266 ez の 7226 (Str.) Barclay, in Descript. 3, 108, 1890 : 

ア %wcc7266 e727 み 746 Str.。in Migula, Thome's F1. Deutsch. Krypt. 

9, 1, 364, 1910 : 

寄 玉 及 産 地 Gentiana macrophylla Pall. が が な の ング の 

II. III. 興安 准 大 正 拓 和 EB2N 朋 を Le 胡 三浦 窒 成 

分 布 区 洲 , 北米 , 印度 , 西 比 利 亜 , 日本, 滴 湖 。 

記事 本 菌 は 1895 年 Komarov 氏 が 野 江 の 支流 Kirma < 於 て 

採集 せら れ た る を 振 東 に 於 ける 最初 の 探 集 と すべ く 日 本 に 於 て は 

未だ 績 表せ られ た る も の ある を 聞か ざる も ゃ も 余 は 明治 四 二 一 年 十 月 

二 和 十 五 日 称 田 頻 太 下山 に 於 て Gentiana scabra の 甘 上 に 本 菌 の 夏 胞 

子 時 代 を 探 集 せる と と ある を 以 て 日 本 に も 存する と と は 明か な り 。 
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220. Pueeinia 表 aleniae Arth. et 陸 olway, mn Rept. Work in 

Minn. Bull. 3 30, 1886 : Sacc. Syll. 7, 716, 1888 : Komarov, in 

Fg. Ross. exsic,. No. 220, 1899 : Dietel in Engl. Bot. Jahrb. 37, 

103, 1905: Tranzschel, in THg, Kamtsch. 562、1914: 式 . Togashi, 

in Jap. Jour. Bot. 2, 86, 1924: N. Hiratsuka, in Tran. Sapp. Nat. 

Hist. Soc. 9.229, 1927 : 

寄主 及 産 地 Halenia sibirica Borkh. ハナ イカ リ 墓 

III. 興安 谷 OH 2E リ 月 。 三 日 三浦 鶴 成 

分 布 北米 , 日 本 , 朝鮮 , 満 洲 。 

記事 本 菌 は 東洋 に 於 て は Komarov 氏 が 鳴 統 江 支流 Czan-dschin- 

gan に て (1897 年 明治 三 十 年 ) 探 集 せ る を 始め と し 明治 三 十 七 年 八 

月 草野 俊 助 氏 が 日 光 湯 本 に 於 て 探 集 し 明治 四 十 年 に は 三宅 勉 氏 が 

樺太 各地 に て 多量 の 探 集 を な し 富村 区 末 氏 は 北海 道 に て 探 集 せ 

られ 灯 く て 本 菌 は 極東 の 北部 地方 に 相 営 分 布 せ る を 知ら る , 面 し て 

Dietel 氏 の 逃 べ し 如く 吾 入 の 標本 に 於 て は 北米 産 の も の に 比 し て 

其 柄 部 長き 傾向 あり 。 

旋 花 科 を 犯す も の (on Con マ vol』yelacea@G.) 

25291, Puceinia Convolvuli (Pers.) Cast, in Obs. 1, 16, 1849 , Winter, 

in Rabh. Krypt. 1, 204, 1884 , Plowright, in Mon. Ured. 層 Ust. 

146, 1889: Sacc. Syll. 7, 610, 1888 : Yscher, in Ured. Schw. 322, 

1904 : Sydow, Mon. Ured. 1, 319, 1904 : Dietel, in Engl. Bot. 

Jahrb. 27, 570, 1899 , in Ann. Myoc. 5, 74, 1907 : in 1.c. 8, 310, 

1910 : P. Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 31 730, 1902 , KKlebahn, 

in Krypt. d. Mark Brand. 5a, 553, 1913 : Sydow, P. et 陸 . 

Ann. Mye. 11, 101, 1913: 
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Syn. 7eo ee 2. Co72207 の 2 Pers. in Synops. 221, 1801 : 

の 7ego Oozzoo/oe72 Str. in Ann. Wett. 2,。 96, 1811 : 

ec の 42 Cg72s7eg2ge Degm. in Ann. sc. nat. 8S, 3 1847. 

ア %ce2724 の Co の o/ の 72 (Str.) Cast. in Catal. pl. MTarseille, 202, 1645 : 

zozzyces Co/ み sfe9626 (De Bary.) Fuckel,。in Symb. 63,1669 : 

寄 王 及 産 地 Calystegia hederacea Wall. コ ヒ ル ガ ホ 眉 

II.JHI. 大 連 大 正士 五 年 九 月 三浦 審 成 

分 布 全 世 界 。 

薬草 科 を 犯す も の (on BorragirmaCGa@.) 

222。 Puceinia Brachybotrydis 区 om. in Fg.Ross. exsic. No. 219, 

1899 : Sacc. Syll. 16, 298, 1902 , Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 

1 310, 1904 : 

寄 玉 及 産 地 Brachybotrys paridiformis Max. 

タウ サハ ルリ サウ 葉 

III. 富士 塔 明治 三 』 じ 記 年 七 月 に 婁 日 Komarov. 

IIt. = ニュ コリ メス ク ピ 明治 二 二 九 年 六 月 三 十 日 KomaroY. 

分 布 浦 滑 。 

記事 本 歯 は 今日 まで コマ ロフ 氏 探 集 せ る の み に て 余 は 之 れ を 

控 集 し 得 ざ りき 然 れ ども 航 來 吉 著 洛 線 並び に 東 支 鐵 道東 部 沿線 

於 て 必ず 績 見 せら る と と ある べ ご し 。 

辱 形 科 を 犯す も の (on Lapbiatas.) 

293, Puceinia で lechomatis DC. in Encyel. 8 245, 1808 : Sacc. 

SyU. 7, 688, 1888: Plowright, in Mon. Ured. & Ust. 214, 1889 : 
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Schroeter, in Pilz. Schles. 349, 1889j Voss, in Myce. Carniol. 34, 

1889: TDietel, in Engl. Bot. Jahrb. 28, 284, 1899 : P. Hennings, 

in 1.c. 29。 147。 1900j) in 1c. 31, 730, 1902 : 基 sher, in Ured. 

Sechw. 327。 1904: Sydow, P. et 革 . in Mon. Ured. 1, 277, 1904 : 

Cruchet, in Centralb. f. Bak. u. s. w. IT. 17, 1906 : Migula, in 

Thome's . Deutsch. Krypt. 3, 1, 359, 1910 : Grove, in Brit. rust 

fg. 173, 1913 , Klebahn, in Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 554., 

1913: Oudemans, in Rnum. 4, 569, 1923: 

Syn. ア ecc22g G7ecZo7g6 DC. in fr.6, 56, 1815: 

4ec の 22 の 67760608%22 Sohultz.、in Prodr. HI. Starg. 432, 1819 : 

び 7edo oe77%cos@ Str. in Wett. Ann. 2、103, 1810 : 

xcc2724Z の 6774CO8 の (Schultz.) Winter,in Rabh. Krypt. 1, 166, 

1864 : 

2cgeo72@ の 67724COS2772 Nees. In Syst. 16, 1817 : 

容 至 及 産 地 Glechoma hederacea 芽 . 2 に ウツ 葉 

III. 土 夫 二 大 正 七 年 八 月 十 九 日 三浦 客 成 

分 布 臣 洲 , 西 比 利 亜 , 日 本 , 満 洋 。 

294., Punuccinia Menthae Pers,. in Synops. 227, 1801: Fuckel, in 

Symb. 56, 1869 , Thamen, in Pilz. Sib. No. 43, 1877: Winter, in 

Rabh. Krypt. 1, 204, 1884 , Sace. Syll. 7, 617, 1888 : Plowright, 

in Mon. Ured. && Ust. 157。 1889 : Schroeter,in Pilz. Schles. 321, 

1889: Voss, in Mye. Carniol. 44, 1889: Klebahn, in Zeitsch. t 

PHanzenkr. 21, 1898 , in Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 371, 1919 : 

Dietel, in Engl. Bot. Jahrb. 28, 284, 1899) i Ann. Mye. 5, 74, 
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1907 : Hennings. P. in Engl. Bot. Jahrb. 29, 146, 1900, i 1.c. 

3⑳⑩, 84、 1901 : Tiseher, in Ured. Sehw. 168, 549, 1904: Sydow, P. 

et 是 . in Mon. Ured. 1, 282, 1904 , Cruchet, in Oentralbl. f. Bak. 

u. 8. w. IT. 17, 212, 1906 , Duggar,。 in THg. dis. mn. 407, 1909: 

Migula, in Thome's 1. Deutsch. Krypt. 3, 1, 360, 1910 , Jaap. in 

Ann. Mye. 9, 335, 1911 , Sydow and Butler, in Ann. Myec. 10, 258, 

1912 , Sydow, in Ann. Mye. 11, 98, 1913 , Grove, in Brit. rust 

Hg. 170, 1913 : StovtGb in Hg. w.c. pl. dis. 378, 1913 , 1. Miyake, 

in Bot. Mag. Tokyo, 28, 45. 1914: Wilson, in Myeologla 6, 244, 

1914 , Standley, in Myoeologia, 8, 160, 1916 : RN. Hiratsuka, in 

Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9, 229, 1927 : Oudemans,。 in Enum. 

4, 571、1923 : 

Syn. ec ee Sow. in Hg. tab. 398, 1809 : 

eee ex 妨 ce DC. in 和 . fr. 6, 95, 1815 : 

ec の 4476 09002 の eo-@247G727224272 Bon. in Coniom. 45, 1860 : 

Oogeo72o oOzoo Link. in Spec. 2, 13, 1824 : 

Ozeo72@ 77272 Schlecht. in 1. Berol. 2, 128, 1824 : 

Coeo22@ 7e72 が 7 Link. in Spec. 2, 47, 1824 : 

び 7ego eee Pers. in Synops. 220, 1801 : 

び 7eo Cg7272222 太 ge Str. in Wett. Ann. 2、95, 1810 : 

7 ヶ ego 7e7 太 ze Str. in 1.c. 100. 1810 : 

/z ヶ edo 57 が 72 DC. in H. fr. 6, 72,。1815 : 

の 7ego ez 奴 Zs7 が 2 Link, in Abs. 2、27, 1816 : 

び zego Sg が 7ezge Cast.in COat. pl1. Mars. 89, 1851 : 

cc222@ の 6 の yeo2 の 2 Bon. in Coniom. 59.。 1860 : 
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ア xce24@ OCG/22727 が ge uck. in Symb. 56, 1869 : 

Pcc22 Oo の 7o977 DO. in I. fr.6, 57, 1815: 

cc ん 7766272 Schlecht. in 本 . Berol. 2、133。 1824 : 

cce2226 の アア yc72 の 247 が 6226 Schw. in Syn. Amer. bor. 295, 1831 : 

Sacc. Syll. 7, 710, 1868 : 

ec2722C ee Pers. var. 72o7o の 42 Mass. in Ured. Veron. 

99。 1693 : 

が 7ys2 の e ん og027o7 が 0 Wallr. in . crypt. Germ. 2,。 198, 1833 : 

の cgeo72@ ee (Pers.) Gray, in Nat. arr. Brit. 1. 1 542, 

1821 : Arthur。 in N. Amer. HI. 7, 405, 1921 : 

の zegeoyzo ece Mart. in H. Erlang. 10, 321, 1817 : 

容 王 及 産 地 Mentha arvensijs 七 . subsp. haplocalyxs Briq. var. sacha- 

jimensis Brid. キジ グ ハ ヘ ハク カ 葉 

IT. TIT. 公主 額 犬 正 七 年 八 月 十 四 日 三浦 鶴 成 

II.III. 吉 林 大 正 七 年 八 月 士 七 昌 三浦 客 成 

3 し 公主 額 HE ドド り GV ト ーー" 則 三浦 密 成 

II. IIT. 大 析 樹 lo Re 三浦 鶴 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 荻 は ハク カ の 鐘 病 菌 に し て 日 本 に 於 て は 普通 に 生生 し 

其 被 害 植物 は ハク カ の 生産 量 少 な し と 稽 せ ら る 。 

Plowright,Klebahn, Cruchet 等 の 研究 に よれ ば 本 菌 に も 生理 的 分 

化 行 は れ Mentha 等 の も の は Calamintha 類 を 犯さ すま た 反 将 C 

Calamintha 上 の も の は Mentha 類 を 犯し 得 ず と な し 導 種 の 分 化 種 

を 軟 げ た り 面 し て 余 が 公主 吉 に 於 て 観察 せる 虎 に よれ ば 同一 園 上 

ic 殺 培 せる ハク カ K 於 て 日 本 より 輸入 せる も の は 共 被 害 甚 だ し き 
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に 英國 より 輸入 せる も の は 殆 ん ど 之 れ に 犯さ れ ざ りき 之 れ に より 

て 見 る 東洋 産 の も の は 東洋 に 存する 本 菌 に 半 し て は 区 洲 産 の も 

の より ゃ 抵抗 力 少 な き に 非 る や を 思 は し む 若 し 果して 然 り と せ ば ば 

特 来 若 し 清 守 の 地 に 於 て ハク カ 栽 培 を 党 む に C 営 り て は 此 呈 に 注意 

を 要 す べ き な り 。 「 

本 菌 鯉 子 腔 時 代 に 於 ける 菌 締 は 全 植 物 骨 に 入り 基地 下 倒 組織 内 

に も ゃ 容易 に 侵入 し 得る ゃ も の と 信 ぜ られ Klebahn 氏 の 軟 腺 に ょ よれ ば 

生長 中 に ゃ も 其 菌 編 夢 延 し 得る と の と と に し て Grove 氏 は 勘 多 防 騙 

除法 と し て 爽 の 如く 迄 べ た り 胞 も “Lt lasts for several years at least : 

a bed of mint infested with it should be rooted up and burnt : there 

is no cure for this disease, although IT have found that cuttings taken 

from some of the more distant healthy-looking shoots and planted 

elsewhere grow up without the parasite.” と, 以 て 其 騙 除 の 如何 CK 困難 

な あか 族 知る に 足 る Ke 

225. Puccinia epetae Togasni。 in Jap. Jour. Bot. 2, 88, 1924 : 

寄 玉 及 産地 Nepeta lavandulacea 工 . キレ ハ カ ハ ミド リ 葉 

JI 四宮 SE に EE 月 三浦 沙 成 

III. 興安 久 AMEs 直 三 作 yt 月 圭一 則 三浦 客 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 宮部 博士 が 明治 二 十 七 年 七 月 二 十 六 日 上 既に 北海 道 

釧路 アト エ カ に 於 て エゾ ミン カ ハ サ ツウ (Nepeta subsessilis Max.) 上 

に 控 集 せら れ た る も ゃ 今日 まで 病 表 せら れ ざ り し が 富 極 洗 吾 氏 は 大 

正 十 年 札幌 獲 に て また 大 正 十 一 年 科 文 香 深 に 於 て 採集 し 研究 の 結 

栄 新竹 とせ 依る も の に て 余 も 本 南 を 探 集 し た る 営 時 調査 の 結果 和 之 れ 
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を 新種 と し て 匠 手 記 中 に 納め ぬ あ り し が 今 富 極 氏 の 文献 を 見 る KC 少 

し くく 胞子 の 幅 麻 き と 柄 部 短 か き 外 何 等 重要 な る 中 に 於 て 異 中 を 認 

め ざ る が 故に 此 雨 者 を 同一 菌 と せり 余 の 観察 に よれ ば 胞子 の 大 さ 

は 48-53 x 19-24/。 柄 の 長 さ 75 み 幅 7 c 達 せり 。 

茜 草 科 を 犯す も の (on 選 ubiaccae.) 

226. Puceinia punctata Hink, in Obs. 2, 30. 1816 : Juel, in Hedw, 

3⑮, 194, 1836 : Sydow, P. et 是 .in Mon. Ured. 1, 213, 1904 : 

Bubak, in Oentralbl. fir Bak. u. s. w. IT. 12, 421, 1904: in 1.c, 

16, 153, 1906 , Migula, in Thome's Fl1. Deutsch. Krypt. 3, 1, 357, 

1910, Grove, in Brit. rust Hg. 164, 1913 : Tranzschel, in Tpg, 

Kamtsch. 563, 1914 : Standley, in Myoealogia, 8, 161, 1916 : Arthur, 

in Mycologia,、 10,。 140, 1918 : Oudemans,。 in Enum 4, 750。 1923 : 

N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9,230, 1927 : 

SYn. /wcc22066 Co が 62 Schw. in Synops. Tg. Carniol. 73,1822 : Fuckel, 

in Symb. 55, 1869 , Sacc. Syll. 7, 600, 1888 : Schroeter, in Pilz, 

Schles. 314, 1889 : Eseher, in Ured. Sehw. 332, 1904 : 

cc の Oo722 (Pers.) Winter,、in Rabh. Krypt. 1, 210, 1884 : 

Klebahn, in Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 563, 1913 : 

wcc2262 Go766 (DC.) Plowright, in Mon. Ured. Ust. 143, 1889 : 

ア xcc2222@ ⑦o72o7e22 Link, in Spec. 2, 76, 1825: Thtumen, in Filz. 

- Rib. No. 41, 1877 : 

cc22262 4s の eyege Fuckel,、in Symb. 56, 1869 : 

の zcgeoz2g の 220726072 (Link.) Arthur, in Proc. Ind. 人 Acad. DC1。 

1903, 150, 1904 : in N. Amer. H1. 4, 417, 1921: 
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寄 玉 及 産 地 Galium verum 工 . が 5 な 葉 ・ 

TIIT. 素 天 北 陵 大 正四 年 九 月 近藤 金吾 

分 布 区 洲 , 北米 , 南米 , 西 比 利 亜 , 日 本 , 滞 沙 。 

記事 本 菌 は 其 寄 主 異な る < 従 ひ て 勘 胞子 の 形 ち に 帝 化 を 來 す 

も の に し て Juel 氏 は 敷 種 の 分 化 種 あ る と と を 逃 べ た り 。 

菊 科 を 犯す ゃ の (on Comjpositae.) 

病 科 植物 に 密生 する 鋳 は 未 本 科 疲 に 沙 章 科 植 物 (KC 密生 する も 
の と 等 し く 其 需 も 多き を 以 て 之 れ を 先 づ 式 方 法 に より 大 別して 記 
する を 便宜 と 考 へ 次 の 如く な せり 。 

1. 名 肥 子 は 直 ち K 生 非 す る も の . 
2. 科 肥 子 は 越 多 の 後生 非 ナ る も の 

. 用 子 膜 年 油 な る も の 。 

B 胞子 有 c 突 起 を 有する も の . 

1。 名 肥 子 は 直ちに 豆 非 する も の 反 ち Lepto 型 

227。 Puccinia Artemisiae-Keiskeanae 芽 . Wiura。 in Ann. Mye. 

11, 95, 1913 ) Sacc. Syll. 23, 675, 1925: N. Hiratsuka, in Trans. 

SaDp. Nat. Hist. Soc. 9, 227, 1927 : 

寄 王 及 産 地 Artemisia Keiskeana Mid. イヌ ヨモギ 人 葉 

TI1. 上 草 河 日 犬 正 七 年 七 月 四 日 三浦 審 成 

「 HI 吉林 2 放出 語 民 中 年 月 日 三浦 密 成 

Artemisia fripida Willd. マン シ ウ ゥ アサ ギリ サウ 葉 

TIT. 清洲 里 大 正 十 三 年 八 月 九 日 三浦 客 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 今日 まで 日 本 以外 に 知ら れず 清洲 は 第 二 の 産 地 に 

し て Artemisia frigida は 新 寄 主 な り 。 
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228. Puccinia ferruginosa Sydow, in Mon. Ured. 1 13。1904: 近 

Ann.、 Mye. 11, 95, 1913 , Sace. Syll. 17, 280, 1905 ,) Sydow & 

Butler, in Ann. Myec. 10, 256, 1912 : 式 . Togashi,。 in Jap. Jour. 

Bot. 2 8S6, 1924: Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9。 

228,1927 ,  S. Ito。 and N. Hiratsuka, in 1.c. 266. 1927 : 

寄 王 及 産 地 Artemisi vulgaris 葉 . ョ 。 で ギ 葉 

TIT. 未 天 北 陵 犬 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三浦 軍 成 

IIT. 革 河 品 記 世 志 年 有三 示 表 生計 三浦 衝 成 

分 布 日 本 , 印度 , 清洲 

記事 本 菌 は 従 來 日 本 に の み 産 する と と 知ら れ た り し が 1905 

年 Butler 氏 は 東 印 度 Assum に 於 て 探 集 し 今 ま た 満 洲 に 於 て 柳 見 

せら れ た る に より て 巻 ふ る に 本 菌 は 比較 的 座 く 東 洋 諸 國 分布 せ 

ちる いも の な る べし 
本 菌 は 其 大 さ 及 び 形 ち 臣 だ 欠 化 多き も の に し て 共 雨 極端 の ぁゃ の 

を 比 す る と き は 全く 〈《 く 互 に 異な る も の \ ヽ 如き 観 を 呈し 余 は 其 長 さ 5 

6.25[「 ミ クロ ン ] 隔 26「 ミ クロ ン | に 達する も の を 和 し た る と と あり 日 

本 北海 道 に 及 て は Artemisia japonica, var. desertorum Max. に も る 之 れ 

を 策 見 する も の に し て 5Sydow 父 子 は 共 異 同 C 開 し て は 央 重 な る 接 

種 試験 を 行 ふ の 必要 ある べし と な せる が 或 は 此 方 法 に より て 生理 

交 分 化 種 に 分 ち 得る や も 計り 難し 。 

2 人 胞 子 は 越冬 後 帝 テ 基 す る も の 

和 . を 胞子 肥 平 滑 の も の 
2929. Puceinia 耳 elianthi Schw. mn Syn. Fg. Car. 77, 1822 : 

Woronin, in Bot. Zeit. 677, 1872 : Schroeter, in Hedw. 74, 180, 
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1875: in Pilz. Schles. 315. 1889: Sacc. Syll. 7, 603, 1888 : 

Kirchner,。 in PHanzenkr. 391, 1890: Jacky, in Centralbl. f, Bak. 

u.S.w. IT. 9。802, 1902: Arthur, in Bot. Gaz. 35。 17, 1903: in 

our. of Mye. 10, 12 1904 : Kellerman, in Jour. of Myc. 9, 230, 

1903: Rischer。 in Ured. Schw. 191, 1904: Sydow P. et 耳 .in 

Mon. Ured. 1, 92, 1904: in Ann. Myce. 11, 96, 1913 : Tranzschel, 

in Ann. Myc. 7. 182, 1909: Duggar, Hg. dis. of nl. 420, 1909 : 

Migula, in Thome's . Deutsch. Krypt. 3。 1, 341, 1910, T. 

Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 26, 58, 1911 : Stevens, in Hg. w.c. 

pl. dis. 387. 1913: Onudemans, in Enum. 4, 994, 1923: 氏 . Hara, 

im Hg. Eastern Asia, 30, 1928 : 

Syn, 07ego 万 e7247272 Schw. in Amer. bor. No. 291 : Sacc, SyI. 

7。S50 : 

wec2224@ oce2 DC. in Winter, Rabh. Krypt. 1, 209, 1884. 

8 Dart : 

容 玉 及 産 地 Helianthus annus 工 . Lc 葉 

11 THH 半 匠 生還 当 | 大 EoBgFSC8 有 6 _ 全 木 力 治 

IT. III. 公主 付 大 正 五 年 八 月 二 十 日 宮部 憲治 

II. IIT. 公主 額 だ ロ EN 月 。 に 日 赤石 行雄 

LTT1. 公太 編 大 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三浦 鶴 成 

TI.IHT. 公主 額 大 正 九 年 九 月 十 八 日 三浦 審 成 

TI.III. 准 爾 漆 大 正士 三 年 八 月 三浦 鶴 成 

記事 本 菌 は と マハ リ の 工 を 犯し て 錠 病 を 起 さ し むる も の に し 

て 同 寄主 に は 最も 普通 に 殆 生 し 共 被 害 $ 赤 大 な り 汐 察 に あり て は 
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同 植 物 の 栽 載 は 日 増 増 加 の 傾向 あり 本 病 に 将 し て 相 営 二 形 す る 必 

要 あ る べし 。 

本 菌 は Puccinia Absinthi 及び Pucc. Chrysanthemi に 近似 す と 上 牙 も 

基 科 胞子 膜 在 滑 な る を 以 て 之 等 と 直ちに 属 別 す る を 得 べ く 本 菌 の 

生活 喝 は 1870 年 来 Woronm 氏 に より て 試験 せら れ 其 鐘 子 腔 時 代 

は 等 し く と マハ リ 本 上 CC 生 する と と 明らか と な り し に Sydow 氏 

は 同時 代 欧 洲 に は 本 病 の 績 生 上 だ し か り し ゃ 途 に 久 子 腔 時 代 擦 集 

せら れ ざ り し と の 理由 に より て 此 Woronin 氏 の 冥 有 験 に 旋 ひ を 存 し 

次 の 如く 逃 べ た り 。 
“Das in Nord Amerika auf verschiedenen Helianthus-Arten hatifig 

auftretenden Aeoidium ist auch niemals mit der dort ebenfalls verbreit- 

eten Pucoinia zusammen beobachtet worden、 dairfte daher aso ein 

isoliertes Aecidium sein oder einer heterocischen Art angehoren. Nach 

unserer Ansicht besitzt die Art kein Aecidium. と 然るに 其 後 Arthur, 

Jacky, Kellerman, Carleton,、Tranzschel 氏 等 の 連 験 に より て 本 菌 の 錠 ' 

子 腔 時 代 は 等 し く 本 寄主 の 葉 上 に 生ずる と と を 誇 明 し KAlebahn 氏 

の Outeupuceinia な る と と 明らか と な れ り 。 

530, Pueccinia Sonchi Rob, in Desm. Ann. sc. nat. 3 Ser. 11、274, 

1849 . Winter, in Rabh. Krypt.、 1, 189, 1884 , Sacc. Syll. 7 6938, 

1888: Plowright、i Mon. Ured. & Ust. 196, 1889: Dietel, im 

Engl. Bot. Jahrb. 28, 285, 1900, P. Hennings, in Engl. Bot. 

Jahrb. 31, 729, 1902, in 1.c. 24, 595,. 1905 : THischer, in Ured. 

Sehw. 372,1904: Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 1, 154. 1904) mm 

Ann. Myc. 11, 98, 1913 : Migula, in Thome's II. Deutsch. IAryYpt. 
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3, 1, 349, 1910 : Grove, in Brit.rust. Tpg. 155. 1913: Tlebahn, in 

Krypt. d. Mark Brand. 5a, 629, 1913: Oudemans, in Enum. 4, 

1 トリ 

SY1. 4ecz2222 Sozc ん 2 West. in Bull. Acad. Belg. 2,。 No. 6, 1641 : 

Sacc. Syll. 7, 805, 1888 : 

の の 00 JSP 人 SRDGrw 2 2055IOPESB83 

WMon. Ured. et Ust. 266, 1889 : 

ceyig sewgo-SyZoeri2 Mont. in Syll. Krypt. 313, 18656 : 

Sacc. Syll. 7, 711, 1888 : 

ア zcc29226 の ggo72272672868 Magnus, in Bericht Deutsch. Bot. es. 

297。 19015 

ア ez?57e22222 So7C2 (Rob.) Sydow, in Ann. Myc. 19, 175, 1921 : 

吉 王 及 産 地 Sonchus arvensis 革 . var. uliginosus Bieb. 

ハチ ジ ョ ッ ウナ 上 葉 

TII. 公主 鈴 大 正 七 年 九 月 八 日 三浦 鶴 成 

1H 科 TL し faNRS 思 上 昭和 演 月 ニ 旭 三浦 審 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 貢 は 雑草 と し て 基 睦 除 に 困難 を 感ずる ハナ ジョ ウナ に 

寄生 する を 以 て 農 業 上 有 答 な る 菌 と 球 ふ で べく 其 締 状 能 は 特種 の 形 

成 法 に より で て 生ずる も の に し て Grove 氏 は 爽 の 如く 逃 べ た り "The 

SO-called paraphyses are really the upper part of a delicate imperfect 

peridium, composed of hyahme pseudoparenchyma (cells 5-10 z diamy,) : 

at the top these cells become elongated, hnear, parallel, at first colourless, 

then brownish and more or less clavate, and fnally very dark brown, 

Subopadue and irregular, ……. The spores themselves are at frst sight 
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like aeceidiospores、 with tbick coloriess wals,and yellowish contents, 

the sculpture resembling that of the aecidiospores of Endophyllum.“ 

と か いる 理由 に より Sydow 氏 は 之 れ を Pueeinia 局 よ り 分 離す 

る を 可 と す と 逃 べ Peristemma な る 属 名 と な し 電 過 の 特徴 と し て 

Pyknidien Uredo und Telentosporen entwickelnd. Uredolager 18ngere 

Zeit von der blasig aufgewilbten Epidermis bedeckt,。 von einem Kranz 

lang zylindrischer oben tiefbranner Paraphysen umgeben. Teleutospor- 

enlager lange bedeckt。 durch palisadenartig verbundene Paraphysen. 

geteilt resp. von solchen umgeben. Sporen 2-zellig。 TKeulig, am Scheitel 

verdickt, glatt mit festem Stielen. と 書 し 其 基 本 種 と し て 本 種 を 耕 

げ 友 あゆ 、 

8 人 冬 肥 子 膜 上 に 突起 を 有する ゆあ や の 

231, Puccinia Lactucae Dietel mm Engl. Bot. Jahrb.-28, 285, 1900 : 

Sacc. Syll. 16, 290, 1902 , Sydow, P. et 耳 . in Mon. Ured. 1, 

110, 1904, im Ann. Myo. 11, 96, 1913 : Dietel, in Engl. Bot. 

Jahrb. ?4, 586, 1905 : in Ann. Mye. 8, 310, 1910, (& part): N. 

Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9,。229, 1927 : 

寄 玉 及 産地 Lactuca Thunbergiana Max. = ニ ガ ナ 葉 

JI. JH 全 半 大 正 も 年 十 月 十 日 三浦 密 成 

1.IHH. 公主 鶴 。 大 正 千 年 十 月 七 卓 三 浦 密 成 

分 布 日 李 , 清 沙 。 

232. Puecinia lactueicola WW. Miura。 反 Ann. Mye. 1 96, 1915 : 

in 1. c. 12, 158, 1914 , Saec. Syll. 23, 693, 1925, N. Hiratsuka, 
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in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9,229, 1927 , S. Ito, & NR. Hira- 

tsuka, in 1. c. 266, 1927 : 

Syn. ecc2726 の 万 go が CO6 Diet. in Engl, Bot. Jahrb. 31, 729, 1901 

(& part): 

4CC2726 の 7 ん e27228 の de72C の (noOn 選 H. et Ev.) Miyake, in Bot. Mag. 

Tokyo, 28, 45, 1914 : 

寄 王 及 産 地 Lactuca laciniata Makino, アキ ノ ゲ シ 葉 

T. TT. 公主 半 犬 正 十 年 七 月 八 日 三浦 成 

TI. 公主 針 大 正 七 年 六 月 二 日 三浦 密 成 

1.TT. 星 ヶ 浦 。 大 正 七 年 六 月 九 日 三浦 密 成 

TI. 大 運 天正 三 年 五 月 十 列 近 藤 金吾 

TTSLHT ei 四 た HBMse ま ド 月 <: 組 近藤 金吾 

Lactuca Raddeana Max. Cd * キ ガワ ーー 人 葉 

TT. TIT. 土 何 堆 大 正 七 年 八 月 十 九 日 三浦 密 成 

TIT. ITT. 公主 失 大 正 七 年 九 月 八 日 三浦 審 成 

Lactuca sibirica B. et 廿 . ェ テ ジ ュ 47 ララ 人 茹 主 が ガ 訪 葉 

TI. 異 安 額 大 正 士 三 年 民 月 定 土 計 晶 .N5 三 細 商 . 成 

TI. IT. 興 安 額 大 正 十 三 年 八 月 五 日 三浦 蜜 成 

分 布 日 本 , 北 清 , 清 沙 。 

記事 本 菌 は 始め Dietel, Hennings 等 に より て 前 種 と 混同 し て 孝 

へ られ た る ゃ も 共 鏡 子 腔 は 前 種 は 葉 面 に 年 等 に 分 布 せ ら る * ヽ  (に C 反 し 

本 種 は 多少 和 群生 する の 傾向 ある と 葉柄 及び 主 肛 に 営 ひ て 線 状 に 生 

ずる の 差 あり 勘 委 胞子 の 下 細 胞 の 策 芽 口 の 位置 異な る を 以 て 之 れ 

と 区 別 せ る も の に し て 三宅 市 郎 氏 が 北 清 に て 採集 し て Pucc. hemi 

sphaerica El. et ERvy. と な せる も の は 本 南 を 記 認 し た る な り 。 
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233, Pucocinia Lactucae-denticulatae Dietel, im Engl. Bot. Jahrb. 

S7, 103,1905 , in Justs, 33. 325, 1905 , Sydow, P. et 耳 . in Ann. 

Mye. 11, 96, 1913 : Sacc. Syll. 21, 634, 1912 : 

SYn, の cc2226 の gc が ccge Dietel,in Engl. Bot. Jahrb. 31, 429, 1901, 

(& part) : 

寄 至 及 疾 地 Lactuca denticulata Max. ピョン クッ ン は 用 正 

II.TTT. 吉 林 大 正 七 年 八 月 十 六 日 三 洒 密 成 

IKE IT ja 率 馬 大 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三浦 客 成 

TI. IIT. 草 河 口 3TE も 《 生 九 。 朋 2 二 誠 日 三浦 紗 成 

分 布 日 本 , 滴 洋 。 ' 

記事 本 菌 も 赤 前 種 と 等 し く 始 め Dietel 氏 は Puceinia Lactucae 

中 に 眉 め た り し が 人 後 其 科 胞 和子 の 小形 な る の 敢 を 以 て 之 れ より 分 離 

せら れ た る も の な り 。 

234。 Puccinia Absinthi,、 DC. im Eneyel.。 8, 245, 1808 : Hischer, in 

Ured. Schw. 188, 1904: Sydow, P. et 廿 . in Mon. Ured. 1, 11, 

1904: Arthur, in Myeologia, 1, 243, 1909: Grove, in Brit. rust 

fungi, 134, 1913: Klebahn, in Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 434, 

1913: Davis, in Prov. List. 910, 1914 : Standley, in Mycologia, 8, 

156, 1916 ) Oudemans, in Enum. 4, 567, 1923j 民 . Togashi, in 

Jap. Jour. Bot. 2, 84, 1924: KN. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. 

Hist. Soc. 9, 226, 1927 , S. Ito, 錠 N. Hiratsuka, in 1.c. 266, 

192 全 

Syn. Cgeo7a2 477e72252g6 Link. in Linn. Spec. pl. VI. 2 19。1825 : 

7ego 47/e722S2 の 6 Berk. in Outl. 332。 1860 : 
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7ego 477e7xfs6ge Rabh. in Krypt. ed. T. 12。 1844 : 

の 7ego ze7z6s2ge Ohev. in TI. Paris。 1。399, 1826 : 

ア zzcc222@ 477e72652ge Tuckel, in Symb. 55, 1869 : 

ア %cce?222 の 7762726862722226 Duby,。 in Bot. Gall. 2、 888 : Thtmen, 

in Pilz. Sib. No. 36, 1877 : in lc. No. 176,1878 , in 1.6。No. 514., 

1880: in 1.e. 702,1880: in 1.c. No. 865, 1881 : 

ア %wcc2724@ の 2sco2 の ee722 Link. in Spec. 2, 73, 1825 : 

cc2222g ggee が 7 DO. in Winter, Rabh. Krypt. 1、209, 1884 : 

Schroeter。 in Pilz. Schles. 333, 1889: Plowright, in Mon. Ured. 

and Ust. 189, 1889 : 

寄 王 及 産地 Artemisia derertorum Spreng. ホソ バラ トコ ョ モ ギ 葉 

JH 金玉 大 正三 年 十 一 月 十 入 日 近藤 金吾 

II.TTI. 大 連 昭和 二 年 十 月 十 九 日 三浦 鶴 成 

分 布 欧洲 , 北米 , 西 比 利 亜 , 日 本 , 清 湖 。 

記事 本 菌 は 日 本 に 及 て は ョ モ ギ (Artemisia vulgaris) に 最も 普通 

て 王 生 し 本 寄主 に は 主として Puccinia ferruginosa Syd. 菌 の 寄生 を 

見 る に 清洲 に 於 て は ョ ヨモギ は 到 る 虚 生 育 す る も 本 細 の 寄生 せる を 

見 た る と と な き は 条 な る 現象 な り 。 

Arthur 氏 の 研究 に よれ ば 本 菌 は 精子 器 時 代 , 夏 胞 手 及び 多 胞 子 時 

代 を 同一 寄主 に 生ずる も の に し て Brachy 型 に 入り Trebaux 氏 (Gn 

Ann. MYce. 10, 306, 1912.)) に 全 れ ば 本 菌 の 夏 胞 子 は 越 和 名 し て 人 春 早 

く 本 寄主 に 寄生 し 得 と な し Klebahn 氏 は 本 菌 に も 分 化 行 は る ヽ いと 

し 爽 の 三種 を 記載 せり 。 

1. f. sp. Absinthi, on Artemisia Absinthum 工 . 

IT. 26-33 x 22-26 ん ) ITT. 43-59 x 21-27 な 
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2. f. sp. Artemisiae。 on Artemisia vulgaris 葉 . 

TI. 19-31 x 17-22 /: THTT. 31-53 x 14-26 /. 

9. f. sp. Abrotani, on Artemisia abrotanum 工 . 

IT. 25-30 x 18-21) HIT. 34-47 x 19-34 /. 

之 れ に よれ ば 吾 人 の 菌 は Klebahn 氏 の forma species Artemisiae に 

相 営 す 。 . 

本 菌 は Pueeinia Tanaceti DC. に 最も 近く 時 に 雨 者 混同 せら る ょ ゝ 

と と 少な か ら ず と 務 も 本 菌 科 胞 子 の 上 細胞 疫 に 下 細 胞 の 名 芽 ロロ 上 

の 被 蓋 部 に は 小 和 突起 を 生ずる に Puceinia Tanaceti 菌 は 冬 胞子 膜 在 

滑 な る を 以 て 直ちに 尾 別 する を 得 べ く 余 が 青森 時 に 於 て ョ ヨモギ 上 

に 一 種 の 鏡 菌 夏 胞 子 を 探 集 し て Sydow 父 子 に 鑑定 を と ひし に 十 氏 

は 之 れ を Pueceinia artemisiella Sydow な り と し て Amnnales Myeologiei 

光 十 一 窓 九 十 五 頁 に 績 表せ る も ゃ も 余 は 之 れ を 更に 調査 研究 し た る 結 

果 本 菌 の 夏 胞子 時 代 に 他 な ら ざ る と と を 知れ り 。 

235. Puccinia Carduorum Jacky, Composit-Pucc. 58。 1899 : 

Sacc. SyII. 16、297。 1902 : Risecher,。 in Ured. Schw. 225, 1904: 

Sydow, P. et 廿 . in Mon. Ured. 1 33, 1904: Grove, in Brit. rust 

fingi,141, 1913: Klebahn, 捕 Krypt. v. d. Mark Brand. 5a, 409, 

1913 :  Oudemans, in Enum. 4, 1051, 1923 : 

SYn. wcc22242 し 762 (mon Lasch.) ThtGmen, in Pilz. Sib. No. 163, 

1878 : 

cc29226 C's22-772ceo7z72 Schroeter。 in Pilz. Schles. 317, 1884 : 

Sacc. Syll. 7, 606, 1888 : 

ア cc2226 の osce/oso72027。 WWinter,、ex Oudeman. 
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アア cc272 の 万 7e7oc22 Mart、ex Oudemans. 

寄 主 及 産 地 Carduus crispus 工 . ヒ ルツ アミ 発 

TI. IIT. 公 半 祝 大 正 十 三 年 十 月 二 是 三浦 連 成 

TT. 公主 額 大 正 十 四 年 六 月 二 十 六 日 三浦 客 成 

II. 公主 准 。 大 正二 四 年 九 月 二 十 二 日 三浦 審 成 
分 布 欧洲 , 西 比 利 亜 , 滝 洲 

記事 本 菌 は 始め アザ ミ 類 に 生ずる TPacocinia Cirsi 菌 な り と 思 は 

れ し が TrnstJacky 氏 は 精密 な る 接種 試験 を 行 ひ た る 結果 此 十 者 は 

全く 異な る も る の と し て 之 れ より 分 離し て 狗 立 種 と な せる も の に し 

て 後 Probst 氏 は 三種 の 分 化 種 あ り と な し 

1. Oarduus crispus 上 の 菌 は Carduus personata L. に 接 儲 起 る も C. 

deHoratus L. 及び CO.nutans 上 . に は 接種 起 ら ず 。 

2. Carduus deHoratuns 上 . 上 の も の は 他 の も の を 犯し 得 ず と し て 

f. sp. deHorati Probst. ょ し 。 

3.C.nutans 上 の も の は 試験 未済 な り " 

と せり 面 し て 浦 洲 に て の 探 集 は 東 に 於 ける 最初 の 本 見 に し て 

Schroeter 氏 の Brachypuceintia に 入る も の な り . 

236. Pueeinia Chrysanthemi Roze. in Bull. Soc. Myc. France, 17, 

92.1900 : Jacky, in Zeitschr. PfHanzenkr. 10, 132. 1900: in Cen. 

tralbl. f. Bak. u. s. w. 芽 . 10, 369, 1903 : Sacc. Syll. 16, 296, 

1902: Magnus, in Centralbl. f. Bak. u. s. w. IT. 10, 575, 1902 : 

Fischer. in Ured. Schw. 190, 1904: Sydow, in Mon. Ured. 1, 46, 

1904: in Ann. Mye. 11, 95, 1913 , S. 氏 usano, in Bot. Mag. Tokyo, 

18. 99. 1904: in Jour. Ag. Coll. Tokyo Tmp. Univ. 8 No. 1, 1. 
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1908 : Dietel, in ngl. Bot. Jahrb. 34,、 586, 1905 : in Ann. Myc. 

6, 227, 1908: Duggar,。 in THg. dis. nl. 421, 1909 : Migula, in 

Thome's . Deutsch. Krypt. 3、1, 333,1910 : Grove, in Brit. rust 

fungi、131, 1913 : KKlebahn, in Krypt. Brand. 5a, 437, 1913 : Ste- 

Yens, in Fg. W.c. pl. dis. 386, 1919 : Adams, in Ann. Rpt. Penn. 

Ag. ex. St. 7, 1916 : Garrett, in Myeologia, 11, 212, 1919: 式 . 

Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2,。86, 1924: Oudemans, in Enum. 4, 

990, 1923 : 

Syn. cc2222 7677? (non Rabh.) Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 

1, 729, 1901 : 

ア cc2222 の 7e7726 (non Rabh.) Sydow, in Mon. Ured. |, 45, 

1904, a part : 

ア %wcc27262 CZ77s の 22 が 6722-C7272676968 P. enn. in Hedw.30, 26. 1901 : 

7ego 727227077270 Roze, in Bul. Soc. Mye. fr. 17, 1900 : 

容 主 及 産 地 Chrysanthemum sibiricum Hisch. テ フ セ ン ノ ギク 

II. III. 草 河 口 MSHSEE 2 に し 月 - さ 2 プ 日 三浦 鶴 成 

1 族 順 AuEcz 生 ルル 月 4 日 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 洲 ,( 蘭 洲 米 國 に は 日 本 より 移入 せり と 各 せ ら る ) 

記事 本 菌 は 海外 及び 日 本 南方 に あり て は 夏 胞 子 時 代 の み 多 く 

見 ら る いい が 故に Uredo Chrysanthemi と せら れ 了 欧洲 に あり て は 此 夏 

胞子 が 二 個 づ * 相 接し て 冬 胞子 の 如き 形 ち を な す と 稽 せ ちら る \ も ゃ も 

日 本 の 北方 に あり て は 栽 二 衝 の 葉 上 に 共和 多 胞子 を 見 る と と 決し て 

困難 な ら ず 然るに 満 洲 に あり て は 欧 は 多量 に 栽培 せら る ヽ に 開 ら 

ず 本 菌 の 寄生 を 見 る と と な く 攻 て 野生 の テ フ セ ン ノ ギク アプ ブラ ギ 

ク 等 に 之 を 見 其 形 能 は 日 本 に て 栽培 約 を 犯す 本 菌 と 何等 異な る こ 
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と な き を 以 て 本 種 と な す も ゃ も 若 し 接種 試験 を 行 ふ に 於 て は 或 は 比 雨 

者 問 に 分 化 行 は れ 居 る や も 計り 難し 此 問 題 は 後日 の 研究 に 譲ら ん 

本 種 の 形態 は Puccinia Absinthi 及び Pucc. Pyrethri 茜 と 酷似 し 

Sydow 氏 の 如き は 本 菌 と Puce.Pyrethri と は 形態 上 和輝 に 必 別 し 得 ず 

と 舟 す る も Jacky 氏 は 接種 試験 に より て 此 三 者 は 互 に 別種 な る こと 

と を 難 明 せり 。 

237. Puceinia Cirsii Lasch. im Rabh. fg. eur. No. 89, 1859 : Thi- 

men。 in Pilz. Sib. Nos. 163-166, 516, 697-698, 870, 1877-1880 : 

り Jacky, in Composit.-Pucc. 56, 1899: Dietel, in Engl. Bot. Jahrb. 

28. 285, 1900 : Hischer, in Ured. Schw. 217。 1904 : Sydow, Mon. 

Ured. 1, 55, 1904: Sacc. Syll. 17, 292, 1905 : Sydow, in Ann. Myc、 

11, 96, 1913 : Grove, in Brit、rust fungi。142、1913 」 KKlebahn, in 

Krypt. Brand. 5a, 407, 1913 : Oudemans, in Enum. 4, 1091, 1923 :. 

Syn. /wcc2222 Os22 Fuckel、in Symb. 55, 1869 : 

び ヶ ego Cszz Lasch. in Rabh. Fg. eur. No. 90, 1859 : 

寄 玉 及 産 地 Cirsium sp. 葉 

T. III. 舞 安 欠 博 克 略 大 正 十 三 年 八 月 十 日 三浦 夫 成 

分 布 隊 洲 , 北米 , 西 比 利 亜 , 日 本 . 滴 洲 、 

記事 本 赤 は アザ ミ 類 に 最も 普通 に 生ずる も の に し て Pucoinia. 

Nishidana Henn. に 酷似 する も 夏 胞 子 大 形 な る を 以 て 異な り 且 つ 多 

胞子 の 幅 狭 し 。 

238, Pucointa 理 ieracii (Schum.) Mart. in HL. Mosg. 226。1917 : 

Fuckel, in Symb. 45, 1869: Winter, in Rabh. Krypt. 1, 206, 1884 : 
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Sacc. Syll. 7、633, 1888 : Plowright, in Mon Ured. and Ust. 184, 

1889 : Sehroter。in Pilz. Schles. 333, 1889 : Jacky, in Composit. 

Pucc. 35 & 72。1899 : Kirehner, in PHanzenkr. 394, 1890 : scher, 

in Ured. Sehw. 230, 1904 , Sydow, in Mon. Ured. 1, 95, 1904: 

Ann. Myc. 11, 96, 1912 : Probst, in Centralbl. f. Bak. u. s. w. IT. 

19, 543, 1907 , Duggar, in RFg. dis. nl. 422, 1909: Migula, in 

Thome's II. Deutsch. Krypt. 3,。1, 342, 1910 : Sydow and Butler, 

in Ann. Mye. 10, 257, 1912 , Grove, in Brit. rust Hg. 158, 1913 : 

Klebahn, in Krypt. Brand. 5a, 428, 1913 : Oudemans, in Rnum. 4, 

1016, 1923, N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 9, 229, 

1927 : 

Syn. の 7ego 万 2e7c62 Schum. in Enum. P1. Saell. 2、232、1803 : 

び ヶ ego 7 ガ osee/oso7w27。 Alb. et Schw. in Consp. 362 : 

ce2722@ osce7oso727。 ん 2e7gc26 Vinter,。 in Rabh. Krypt. 1, 

207、1884 : 

実 至 及 産 地 Hieracium umbellatum 葉 . の セク ンド 示 葉 

II. III. 鳳 嵐山 SA も 2 が 有 ュ ドブ ム 日 三浦 審 成 

分 布 欧洲, 北米, 小 亜 細 亜 , 猪 利 , 日 本 , 清 湖 。 

記事 Jacky 氏 は 精細 な る 接種 試験 を 行 ひ た る 結果 多く の 分 化 

種 あ る と と を 逃 べ 後 Probst 氏 も 同様 の 結果 を 得 Hieracium 中 の Hi- 

loselloid 菩 に 寄生 する も の は Tu-hieracium 群 を 犯す も の と 異な る 

と し Pueeinia piloselloidarum Probst. と Puce. Hieracii (Schum ) Probst 

の 二 種 に 分 て り 耐 し て 浦 洲 に 産 す る も の は 共 夏 胞子 の 紙 芽 晶 二 個 

に し て 中 央 部 に 相 肌 す る を 以 て 後者 に 過 す る も の な り 。 
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239. Puccinia obtegens (Lk.) Tul, in Ann. Sc. Nat. 4, 87, 1854 : 

Thtmen. in Piz. Sib. No. 699, 1880 : Hischer, in Ured. Schw. 219, 

1904: Sydow.。 in Mon. Ured. 1, 53. 1904: Sacc. Syll. 17, 290, 

1905 : Grove. in Brit. rust THg. 145. 1913 : Miyake, T. in Bot. 

Mag. Tokyo, 28, 45,1914: Olive, in Ann. Mye. 11, 302, 1913 : 

Syn. Cgeozzg oe7e5 Link. in Obs. 2 27、1791 : “ 

7ego swoeo7ezs Pers. in Obs. 2, 24, 1799: Voss, in Myc.. 

Carnio1. 40, 1889 : Sydow, et Butler, in Ann. Mye. 10. 257, 1912 : 

ア %ce2222@ S272 の 607e249 (Pers.) Rostr. in Torh. scand. naturf. 11., 

1874: Sacc. Syll. 7.'633、1888 , Schroeter, in Pilz. Schles. 333, 

1889 : Jacky, in Comp. Puce. 33, 66, 1899 : Duggar, in Hg. di8. 

p1. 421, 1909: Migula, in 居 . Deutsch. Krypt. 3。 1, 334。1910: 

Klebahn, in Krypt. Brand. 5a, 404 1913 ) Oudemans,。 in Enum. 4 

1076, 1923 : 

ア %cc2226⑦ SC の 6o76725 (Pers.) Winter、 in Rabh. Krypt. 1, 189, 

1884 : 

cc2222@ 827 の の 607e7S (Pers.) Plowright、in Mon. Ured. and Ust. 

182,1889 : 

寄 王 及 産 地 Cirsium arvense (L.) Scoop. エゾ フキ ツネ アザ ミ 葉 

TI 犬 | 電 間 大 正三 年 六 月 十 四 日 近藤 金吾 

LISA 拉 理 大 正三 年 月 四 日 近 衣 人 金吾 

Wi 大 ) 連 大 正四 年 夫 月 二 十 日 近藤 金吾 

1 EE 大 正 四 定 維 記 ニニ 丁 日 近藤 金吾 

Te に 二 各 大 正 七 年 月 九 日 三浦 審 成 

IT. 大 権 樹 天正 七 年 互 月 二 十 四 日 三浦 密 成 
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IT. 公主 吉 大 正 七 年 七 月 二 二 四 日 三浦 審 成 

TI. 公主 時 大 正二 年 七 月 八 日 三浦 密 成 

IIT. 公主 名 天下 十 年 八 月 二 士 五 日 三浦 密 成 

分 布 欧 洲 , 北 米 , 東 印度 , 西 比 利 亜 , 日 本 , 滝 湖 。 

記事 本 菌 は 最も 普通 に 見 ら る いも の に し て 本 寄主 が 此 菌 に 犯 

さる いと き は 植物 の 葉 細長 と な り 途 に 開花 し 能 は ざる に 到 る を 

以 て 農業 上 有人 欠 な る 菌 と す 。 

Rostrop 氏 の 研究 に よれ ば 本 菌 の 菌 は 秋期 に 至れ ば 根 頭 部 に 

至り 越 年 し て 型 年 早く 本 寄主 を 犯す も の な り ょ 蓋 ふ 机 し て 勘 精子 

器 時 代 に は 一 種 の 芳香 を 放つ を 以 て suaveolens な る 悪名 を 有する 

に 至れ り 。 

240. Pucoinia Prenanthes-racermnosae SYdow, Mon. Ured. 1, 

137, 1904, Sace。Syll.17。 307。 1905 : Sydow, in Ann. Myo. 11, 

UI9105 

寄 玉 及 産 地 Prenanthes Tatarinowi Max. 2 ラジ 53E トコ 葉 

IIT. 吉林 租 河 山 - 大 正 十 二 年 九 月 十 八 日 三浦 窒 成 

分 布 北米 , 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 従 來 北米 に 産 す る こと の み 知 られ し も ゃ も の な る が 余 

は 明治 四 十 一 年 秋田 庄 大 曲 町 附近 大 下山 に て Prenanthes ochroleuca 

葉 上 に 採集 し 今 赤 滝 洲 に 之 れ を 肖 見 する を 得 た り 本 商 は Fuceinia 

Orbicula に 酷似 する も 胞子 堆 は 早く 裸 出し 胞子 は 小形 に し て 帝 芝 

ロロ 上 に 無色 の 肌 状 小 被覆 物 あ る を 以 て 之 れ と 異な り 其 上 細胞 の 

芽 口 は 頂部 に あり F ト 細胞 の も の は 中 央 部 に 存 す 。 
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241. Punueccinia Taraxaci Plowright, in Mon. Ured. & 

1889: Sacc.Syll. 9 305, 1891 : Jacky, in Comp. Pucc. 

Dietel, in Engl. Bot. Jahrb. 28, 284, 1900 : ischer, 

Schw. 226, 1904: Sydow, in Mon. Ured. 1, 164, 1904 : 

Ust. 186。 

0 1099 き 

in Ured. 

り Jacky, in 

Centralbl1. f. Bak. u.s. w. IT. 18, 84、 1907 : Migula, in Thome's HI1. 

Deutsch. Krypt. 3, 1, 350。1910 : Sydow & Butler,、 in Ann. MYc. 

10, 257, 1912 , Stevens, in Hg. w.c. nl. dis. 376, 1915 : 

in Krypt. Brand. 5a, 42 , 1913: Grove, in Brit. rust 

Klebahn, 

Hg. 154, 

1913 : Tranzschel, in THg. Kamtsch. 563, 1914 , Oudemans, in 

Enum, 4, 1169., 1923 : 

SYn. ccz22296 ア み seo2。 var. 7o7ozoec2 Rebent. in . Neom. S56,。 

1804 : 

ア %ce2722 の 万 7e7oe26 Schroeter, in Pilz. Schles. 333。1889 : 

10 7oscz/oso7e27。 Winter, in Rabh, Krypt. 1, 206, 1884 : 

寄主 及 補 地 Taraxacum offcinale L. タン ボボ 葉 

TI. 大 連 大 正三 年 六 月 四 日 三浦 客 成 

II. III. 公主 針 大 正 年 七 月 二 二 八 日 三浦 密 成 

HI. ITI. 公主 吾 大 jE 寺 年 七 月 八 日 三浦 浅 成 

2 吉林 大 正 十 年 六 月 七 日 三浦 鶴 成 

分 布 欧洲 , 北米 , 東 印度 , 日 本 , 滝 沙 。 

記事 本 葛 は 清洲 C 於 て は タン ボボ に 普通 に 見 ら る ヽ \ 菌 に し て 

Puccinia Hieracii に 最も 近似 する も 夏 胞 子 設 に 冬 胞子 の 下 細胞 の 義 

工 口 の 位置 異な る を 以 て 必 別 し 得 皮 ち 本 往 の 夏 胞 子 の 区 芽 口 は 中 

央 部 より 上 方 に 位 し Puccinia piloselloidarum Probst に C 似 た る も 和 多 胸 

子 の 績 芽 口 の 位置 異な る 。 
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以上 記せ し Puceinia Absimthi 以 下 本 種 ほ で は Schroeter 氏 の Brac- 

hypuceimia ( こ 入 ろ る ろ も の に し て Puocc. Prenanthes-racemosae の み は 未 だ 

夏 胞 子 帝 見 せら れず 。 

《 全 ママ amnmn の OSDpOoranmgiunm. 計 edivy 任 

本 司 の 特徴 は 前 者 Pueeina と 異な る と と な く 只 其 科 胞子 堆 は 胎 

質物 を 以 て 園 ま る \ と 釣 子 腔 は 之 れ に 上 比 し て 非常 に 長く 且つ 其 璧 

細胞 が 大 形 な る と と の 差 あ る の み 面 し て 従来 は 夏 胞 子 時 代 を 鉄 加 

する も の と ょ と 考 へ られ た り し が 大 正 五 年 に 至り Arthur 氏 が 之 れ を 和 

見 し (G. Sorbi に て ) 原 援 生 氏 は オ ホ ズ ミ (Pyrus Tschonoski Max.) 上 に 

生ずる 菌 と 関係 ある も の は 夏 胞 子 を 生ずる と と を 義 見 し Gymnosp. 

hemisphaericum な る 新 舟 を 奥 ふ る に 至れ り . 本 属 類 の 冬 胞 子 堆 は 松 

杉 科 類 の 葉 , 枝 上 に 生じ 鐘 子 腔 時 代 を 著 衝 科 植物 の 葉 上 に 生ずる も 

の に し て 此 時 代 を Roesteha と 第 す . 現 今 世 界 に 知ら る いも の 大 包 四 

十 五 種 清洲 に 二 種 を 知ら る 。 

( 此 他 に Roesteila 時 代 の も の 二 種 を 探 集 せる も ゎ も 之 れ は 後日 比 表 す 

る の 機 會 ある べし ) 

242. Gymnosporangium Haraeanum Sydow, mp Ann. Mye. 10, 

405, 1912 : 。im Mon. Ured. 3 21, 1912 , S. 1Tto, in Jour.. pl. pro- 

tection, 4 470 川 917 Sace。 Syl.。 23, 814, 1925 : Hara, 民 . in 

Gymnosp. 5, 1925 : 

Syn. 7oes7e72Z ozege7xs28 P. Henn. in Warb. Mons. 1 5, 1893 : 

ぴ ば 7722408207@72724272 7 の 0722C229726 SYOdow, in Hedw. 38, 141, 1899, 

(& part.): M. Shirai, in Zeitschr. f. PHanzenkr. 10, 1, 1900: 為 . 

Tdeta, in Handb. 4tEh Ed. 467, 1911 : S. tto, in Bot. Mag. Tokyo, 

27, 220, 1913 : 
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77e27e77/Z ん た o7ee7256$ Arthur、 in Proc. Ind. Acad. Se. 1900, 

136,13901 : 

届 

ば. Yamada, 

プ 9772608 の の 7 の 74766726 CS277 が 070 Miyabe, in Bot. Mag. Tokyo, 

34. 1903: A. Ideta,in Handb. 3rd ed. 214, 1905: 

in Handb. 303. 1904: A. Ideta。 in Bot. Mag. Tokyo, 18.223, 

1905 : 

S. Hori,、 in Lectures on pl. dis. 301。 1916 : 

1904: 式 . Yoshino in Bot. Mag. Tokyo, 19. 167, Ln 用 68: 

20, 91, 1906 : 

Tanaka, in Mycologia, 14, 282, 1922 : 

4 

77722208707⑦749262422 CO77248272 (non Plowright.) Dietel,。 in Bmngl 

Bot. Jahrb. 28, 286, 1900, a part : 

72727608207Q727227772 た 7672829 (P. Heun.) Jackson、 in Jour. Ag. Res. 

5, 1006, 1916 : Kern, in Mem. New York Bot. Gard. 6, 248, 1916 : 

77729408 の 07Q727264272 CZ272672865 LOng,in Jour. Ag. Res. 1, 354。 

1914 : 

寄 宇 及 産 地 Pirus montana Nakai. 1 葉 

1 人 還 大 正 五 年 十 月 四 日 宮部 憲 区 

05 州 大 EE 一 上 八 月 三浦 因 成 

1. 凌 水 寺 大 正四 年 七 月 五 日 近 衣 金 吾 

on Pirus simenSls SD. SD. 栽培 梨 類 人 甘 

1. 族 順 OM 日 三 洒 演 成 

1. 芦 家 市 USNE9 有 ーー- 目 三浦 審 成 

1. 熊 岳 城 大 中 NE 崩す 信明 三浦 鶴 成 

1. 龍 岳 城 大 Eh 生 衣 月 十 日 三 油 鶴 成 

[大 』。 建 天正 本 欠 衣 三 土 月 三浦 密 成 

1. 族 順 昭和 二 年 八 月 時 な < 三浦 宙 成 
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[. 橋 頭 量 信 妊 皇 年 妃 過 下記 邊 三浦 密 成 

on Jumniperus chinensis 芽 . ビビ ヤク シン 玩 

III. 旗 順 大 正八 年 十 月 四 日 三浦 鶴 成 

分 布 日 本 , 朝 鮮 , 滴 洲 , 米 國 夫 入 )。 

記事 本 菌 の 鐘 子 腔 時 代 は 避 の 葉 を 犯し て 所 詩 梨 の 赤星 病 を 趣 

す も の に し て 日 本 に C 於 て は 時 に 大 雪 を 興 ふ る と と あり 潮 洲 に 於 て 

ゎぁ 族 順 市 街 に 於 て 大 和 審 を 興 へ た る と と あり 慕 冬 胞子 堆 は ビ ヤ ク シ 

ン の 葉 上 に 生ずる を 以 て リン ゴ の 赤星 病菌 と 攻 別 する と と を 得 、 

本 菌 の 了 区 名 に 開 し て は 葵 浴 種 々 の 説 あ り 始 め 本 菌 の 冬 胞子 時 代 

を 探 集 し て Sydow 氏 (C 法 り 鑑 定 を 求め し は 白井 光 末 郎 氏 に し て 

Sydow 氏 は 芝 れ を 新種 と し て Gymnosp. japonicum と 各 芝 る は 1899 

年 印 ち 明治 三 十 二 年 な り 面 し て 白井 氏 は 同一 材料 を 以 て 接種 試験 

を 行 ひ た る 結果 其 鐘 子 腔 時 代 は テ シ 類 の 葉 を 犯す も の に し て 其 多 

胞子 堆 は 名 り ビ ヤ ク シン 類 の 葉 上 の みな ら ま すず 其 校 軸 上 に も 生じ て 

一種 の 癒 伏 を 呈す と な し 且つ Roestelia koreaensis P. Hennimngs 菌 と 

同 一 な り と し 人 後 癌 部 博士 が 接種 試 険 を 行 ひ た る 結 共 葉 上 の もの 

は ナシ を 犯し 幹 枝 上 の も の と は 全く 異な る と と を 艇 見 し 且つ 

類 の 赤星 病 は 支那 に C も 存する と し 之 れ を Cymnosporangium asiati- 

cum と 呼ぶ べき と と を 稽 導 し て 1903 年 之 れ を 柱 物 束 誌 上 C 池 

べ 其 後 伊藤 誠 哉 氏 も 同一 結果 を 得 た る を 以 て 先 き の 白井 氏 の 材料 

が 純 要 な ら ざ り し と と 明らか と な れ り 然 る Kc Sydow 氏 は 原 擁 病 氏 

リ り 得 た る ビ ヤ ク シン 緊 上 の 和 多 胞 子 堆 を 検 し て 新種 と 認め 1912 年 

みれ を Gymnosporanium Haraeanum と し て 組 界 に 芝 表せ る が 之 れ 

ょ より 先 き Warburg 氏 が 朝鮮 に 入 て ナシ の 上 菓 上 に 得 た る 鐘 画 の 一 衝 

を Hennings 氏 が 新種 と な し Roestelia koreaensis と し て MMonsunia 誌 
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上 (に (1899 年 ) 酸 表 し 正 井 博士 の 接種 試験 に よ り て Roestelia kore- 

aensis は Gymnosporangium japonicum と 同 根 種 な る と と を 確 め た る 

も ゎ も 光 き に も 逃 べ し 如く 自 井 博 士 の 軟 駿 材料 は 純 休 た な ら ざ り し 鉄 箕 

ある を 以 て 此 G. japonicum Sydow な る 有 路 名 は 一 般 の 控 用 する 諾 と 

な ら ず また 宮部 博士 の Gymnosp. asiatieum な る 四 名 も 其 種 の 記載 

不 完全 に し て 典 語 な ら ざ り し の 故 を 以 て 控 用 すべ き に 非 ず と な 

し Jackson 氏 は Hennmgs 氏 の 聖 名 より 勘 種 名 を 探る を 至 営 な り と 

し て 本 菌 届 名 を Gymmnosporangium koreaensis (P. Heun.) Jackson と な 

し て 1916 年 聖 界 に 基 表 し て G. Haraeanum : G. chinensis Long, 等 を 

同種 異名 と な せり 。 

然るに C 信 て 開か れ ル た る ゼネ ヴ ア の 全 國 現 術 會 議 の 席 上 に 於 て 生 

物 の 届 名 は 先 人 千林 に よる べき 申 合せ を な し 同名 を 異 に する 際 に は 

種 名 は 欧 命 橋 に 振ら ざる も ゃ も 差 支 な し と せる が 故に 此 Jackson 氏 は 

本 (て C Sydow 氏 に ょ り て Gymmnosp. Haraeanum と 征 せら れ し 本 黄 K 

対し て 耳 ennings 氏 の 先 命 槍 な る koreaensis を 引用 する の 必要 な し 

と 征 せ ら る + 人 4 の 筑 補 も ゎ 余 の 巻 と し て は 出来 得る 丈 け は 寺 

谷村 を 邊 重 す る は 政界 の 紛 義 と も 考 へ ら 札 且つ ゼネ ヴ ア の 會 合 

て 申 合 は 選 る と と も 出来 得る 丈 け は 調査 すべ き は 言 外 に 存する と 

と ヽ 思 は る る を 以 て 此 Lkoreaensis を 引用 する も 差 支 な き が 如く < く 若 し 

Sydow 氏 に し て 本 菌 也 名 を 設定 する K 営 り 今 少し く 詳 細 C 参 考 書 

を 渉 狼 す る に 於 て は 必ず や 此 Hennings 菌 の 錠 (C 紙 表せ せら れ あ る と 

と を 散 見 せ し な る べ で ごく 果して 然 り と せ ば 本 菌 の 了 名 は Gymnospor- 

angium koreaensis (Hedm.) Sydow ポ 誠 な ID し 尽 る : も の (な たる ペリ ルレ 
以上 は 倫 り に 想像 に 過ぎ た る 余 の 観察 な り と 非難 を 隷 る と と あ 

る べき も ゃ 近 來 の 事 界 C 於 て は 大 な る 理由 も な く 役 の ゼネ ヴ ブ 會 議 
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の 申し 合せ を 棚 と し 属 名 を 更 する 場合 は 條 り に 先 命 村 を 無 富 し 

て 後 避 の 士 を 悩ま す が 如 き 場 合 な き に 非 ざ る を 以 て 晶 見 を 逃 ぶ 。 

243. Gymnosporanium Yamadai 前 iYabe, mn Bot. Mag. Tokyo, 

17。 34, 1903 , 氏 ern, in Bull. New York Bot. Gard. 7。 No. 26, 

466, 1911:  A. Ideta,。 in Handb. 471, 1911: Sydow, 

Mon. Ured. 3,。 64, 1912) in Ann. Myo. 11, 109, 1913 : 1.c. 12, 

154, 1914: 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 27, 46, 1912: in 1.c. 

28. 44, 1913: Miura, im Dis. apples, 48. 1917 : Sacc. Syll. 23, 

818。 1925: Oedemans,。in Enum. 3 470, 1921: 式 . Hara, 

GymnospD. 44, 1925 : 

Syn. 2 の 077672222 Co の 72267O7226 (non Kees.) Tdeta, in 時 andb. 

1698 : 

742408207 の 2796726 CZ222676868 Long. in Jour. Ag. Res. 2,354, . 

1914 : S. tto, in Jour. pl. protection, 4, 243, 1917 : 

寄 芋 及 産 地 Malus domestica Borkh. し 柏 > 信 正 

1. 吉林 大 正 七 年 八 月 寺 七 日 三浦 宙 成 

T. 旋 順 昭和 二 年 八 月 二 日 三浦 客 成 

り uniperus chinensis 臣 . に RP ウッ ン マク 枝 

ITI. 吉 林 ( 栽 壇 大 正 七 年 八 月 十 七 日 三浦 鶴 成 

ょ LE 旅 。 旨 請 M 大 正八 年 十 月 四 日 三浦 鶴 成 

分 布 日 本 , 滝 洲 ( 米 國 移 入 )。 

記事 本 菌 の 鐘 子 腔 時 代 は 茶 果 樹 の 葉 を 犯し て 赤星 病 を 起 さ し 

め 日 本 に 於 て は 黄 被 害 其 だ し く 一 葉 上 に 二 十 万 殖 六 十 群 の 答 生 を 

見 る こと 稀 な ら ず か いる 場合 に は 落葉 を 早め 八 月 中 旬 に は 全 樹 の : 
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代 を 振 ふ 事 預 な ら 地 共和 肥 子 時 代 は ビ ヤ ク シン の 枝 幹 上 に 生じ て 

大 豆 犬 より 抽 指 大 位 と な る と と あり 球形 を 呈す 此 他 ど 補 クシ ン の 

枝 幹 上 Cc 紡 鍵 形 の 瘍 を 生ずる 一 種 の Gymnosporangium 赦 あ る ゃ も 之 

れ 本 菌 と 異な る も の た なり 。 

本 菌 の 了 区 名 に 開 し て も 種々 の 説 を な す も の あり 伊藤 誠 惑 氏 は 

Sydow 氏 の Monograph に 記載 立 る は 嘩 に 其 鐘 子 腔 時 代 の みな る と 

宮部 博士 の 植物 政 茜 誌上 の も の は 記載 な くま た 負 田 氏 の も の は 紋 

典 語 な ら ざ り し の 理由 に ょ り Long 氏 の Gymnosporangium chinensis を 

控 用 すべ きも の な り と せる も 余 は Sydow 氏 C 従 ふ を 至 営 な り と 考 

ふま た 原 搬 六 氏 は 余 が [りん どの 病 無 lc 於 て 芋 樹 の 赤星 病 病原 画 を 

Gymnosp.chinensis Long. と せり と な せる も 余 は 其 病 原 菌 は Gymnosp 

Yamadae Miyabe と な し 放 事 中 に 於 て Gymnosp. chinensis Long. は 其 

形態 よく 本 菌 に 似 た る を 以 て 或 は 本 菌 の 同種 異名 と な すべ きゃ もの 

に 非 ず や 今後 の 研究 を 要 す と の 意味 を 以 て 逃 べ を る も の な る が 落 

し 原 氏 の 言 の 如 く 華 樹 の 赤星 病 病 原 菌 を Gymnosp. chinensis Long. と 

な せる 如く 讃 ま る いも の と せ ば そ は 余 の 筆 の 足ら ざる 鹿 な り 。 

本 病 は 圭 に し て 浦 洲 に は 多く 散見 せら れ ざ る も ビ ヤ ク シン ある 

以上 何時 葵 樹 に 大 害 を な す 程 度 の 績 生 あ る や 計り 難 き を 以 て 葵 樹 

栽培 面積 日 と 共 C 増 加 す る 今日 の 浦 洲 に 於 て は 決し て 等 閑 に 附 す 

べき も の に 非 る な り 。 

忌 ostrupia JILagerh。 

本 属 は 大 に 於 て Fucemia と 異な る と と な く 上 只 其 科 胞 子 は 三 個 

以上 の 細胞 より な る を 異な り と す 世 界 に 大 過 五 往 浦 洲 に 二 種 を 見 
2 つま 
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2493. Rostrupia RIYmi (West.) Lagerh. in Jour. ce Bot. 3 185, 

1889 : Sacc. Syll. 9. 316, 1891 : S. tto, in Jour. Coll. Ag. Tohoku 

TImp. Univ. 3 2 242。 1909: Sydow, in Ann. Myoe. 11, 109, 1913: 

in 1.c. 19, 171. 1921 : in Mon. Ured. 3. 168, 1912 : Oedemans, in 

Enum. 1, 950. 1919: 殿 . Togashi、 in Jap. Jour. Bot. 2, 91, 1924 : 

Syn. の zego 太 6 West. in Bul.de TAcad. de Belg. 18, 405, 1851 : 

Co7eos/o72%4272 727 Coem. ex Kichx H1. crypt. de Flandres 2, 

54, 1867 : 

ア zcc2722@ 婦 /7722 West. in Bull. Brux.、408, 1851 : Sacc. Syll. 

7、 656, 1888: Klebahn,、 in Die Wirtswechs. Rostpilze. 293, 1904 : 

Tranzschel, in Fg. Kamtsch. 558, 1914: Klebahn, in Krypt. Brand. 

5a, 598, 1914 : 

cc2722@ が 2 の 772C40272 PB. et C. in North Paoifi. Exped. No. 

130: Sacc. Syll. 7, 732, 1868 : 

寄 玉 及 産地 IIYmus sibirieus 工 . 14 ダ デンキ 

TI. III. 償 家 記 。 大 正 生 八 年 九 月 二 二 一 日 三浦 客 成 

分 布 欧洲 , 北 洲 , 日 本 , 清洲 。 

記事 1898 年 Rostrup 氏 は 丁 抹 に 有 て アキ カラ マツ の 葉 上 に 一 

種 の 錠 子 腔 を 旬 同 年 秋 同 一 筒 所 に 於 て RIymus に 多量 に 本 菌 の 次 

主 あ る を 見 て 此 雨 者 間 に 種 的 開 係 ある に 非 ず や と 考 へ し ゃ 之 れ 四 

に 想像 に 過ぎ し て 交 有 を 経 ざ る を 以 て 一 般 に 信 ぜ られ ず 。 

244. ERostrupia Dioscoreae (Kom.) Sydow, mn Sacc. Syl. 16, 315, 

1902 : Sydow, in Mon. Ured. 3, 167, 1912 : 

Syn. os が 4 の 6@ の osco7ege KomaroY, in Dietel, Ann. Mye. 8, 310, 1910: 



368 

xcc?722 の (Rostrupia) の zosco7ege Komarov, in Tg. NOSS. eXsic. 

No. 969, 1899 : [ 
の 7ego の 2osco7ege-g%2229%46700ce P. Henn. in Hedw. 42, 108, 190 : 

Sacc. Syl. 17。454, 1905 : 

寄 芋 及 産 地 Dioscorea quinqueloba Thunb. キク バド コ ュ ョ 葉 

TI. Osinda 山 。 明治 二 十 八 年 七 月 上 旬 Tomarov. 

TI. TIT. 牡 丸 江 洛 岸 室 古 塔 附近 明治 二 十 九 年 七 月 下旬 omarov. 

III. 南 鳥 菊 利 。 明治 二 十 九 年 十 月 下旬 Komarov. 

分 布 日 本 , 清 湖 。 

記事 本 菌 は 赴 領 党 海 州 を も 含む 清洲 に 於 て Romarov 氏 が 探 

集 し 記載 する に 営 り Rostrupia 衝 に 入る Pacoeinia の 一 種 と な せる 

(C 後 Sydow 氏 は 之 れ を Rostrupia 局 に 畿 更 し た る も の に し て 日 本 

に て は 明治 四 十 年 土佐 に て 其 科 胞子 時 代 探 集 せ られ た り 。 「 

り リ rOpy 広 hsS ScChroete な 。 

本 属 は Fucemia に 酷似 し 其 科 胞子 の 膜 の 外部 は 各自 に 脱 質 物 を 

以 て 園 ま れ 各 細胞 は 二 個 宛 の 且 芽 口 を 有する を 異な り と す 信 界 に 

十 種 以上 あり 消 洲 に 一 種 を 産 す 。 

2945, Uropyxis Fraximi (Kom.) Magnus, im Berichte Deutsch. Bot. 

Gesel. 17。117, 1899 : Sacc. SyL. 15。 1313, 1902 :  Sydow, i Ann. 

Myc. 12, 159, 1914) S. Ito,& RNN. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Nat. 

Hist. Soc. 9, 267, 1927 : 

Syn. ア wcc22222 yz2722 Komarov. in Hg. Ross. exsic. No. 224, 16899: 

Sydow, in Mon. Ured. 1 483, 1904 : 
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寄 玉 及 産 地 Traxinus rhynchophylla Hance. 

7 トト 6 科 葉 

IIT. 上 紀 廣 財 領 明治 二 十 九 年 八 月 中 旬 Komarov. 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 従 來 清洲 に の み 知 られ た る も の な る が 余 は 之 れ を 

犬 正二 年 八 月 青森 八 時 田 山 に 探 集 し 以 て 日 本 に 産 す る と と 知ら 

れ た る も の に し て 伊藤 誠 哉 氏 は 北海 道 に も ゃ 之 れ を 才 す と 般 す 面 し 

の 日 本 に 於 て は Traxinus longicuspis S. et 才 . (アラ ダコ ュ コ ) に 寄生 す 。 

本 菌 は Uropyxis 郡 に 入る Puceinia の 一 種 と し て Komarov 氏 が 

記載 せな る も の な る が 同年 Magnus 氏 が 之 れ を Uropyxis' 属 に 移し た 

も の に し て 東亜 特有 の 種類 た り 面 し て 余 は 末 だ 浦 洲 に 於 て は 之 れ 

を 探 集 若しくは 槍 し た る と と な し と 上 台 も 航 來 必 才 採集 せら る ヽ の 

機 會 あ る べし 。 

Phragnmicdiiuarm 』 し in 括 。 

本 局 の 鱗 子 腔 は Caeoma 型 に し て 忌 膜 を 鉄 き 夏 胞子 及び 精子 器 

は 他 の 場合 に 等 し く 和 多 胞子 は 普通 三 個 以上 の 細胞 より な り 各 細 肥 

は 一 列 に 重なり 各 一 乃至 敷 個 の 衣 芽 口 を 有 し 直ちに 帝 左 する あり 

ー 越 多 の 後 義 芽 し 主として 著 役 科 植物 の 葉 若しくは 葉柄 を 犯し Sy- 

dow 氏 に 従 へ ば 1915 年 まで KC 世 界 に 知ら れ た る も の 六 十 三種 に 

で 8 

欧 洲 1S 種 内 特有 の も の 9 

亜 細 亜 33 種 同 25 

亜 緒 利 加 4 種 同 0 

漂 油 2 種 同 “ 『 
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北 洲 24 種 同 19 

な り と 芯 ふ 清 湖 に て は 十 一 種 衣 見 せら れ Potentilla 類 に 生ずる も 

の 3 Rosa 類 に 生ずる も の 4 Rubus 類 に 生ずる も の る 及び Sangn- 

isorba の も の 1, 種 な り 。 

246. Phragmidium papillatum Dietel、 im Hedw. 29. 25,1890 : 

Sacc、 Syll. 9。 315, 1891 : Dietel, in Hedwigia, 44, 130 and 343 

1905 : Sydow, in Mon. Ured. 3 99, 1912 : 

Syn. gg722 の 244272 05 が cs220 氏 ze. et Schw. in Thtmen, Pilz. Sib. 

No. 53, 1877 : 

寄 王 及 産 地 Potentilla Cryptotaeniae Max. に ティ 

TI. TIT. 土 便 装 大 正 七 年 八 月 十 九 耳 三浦 密 成 

分 布 西 比 利 亜 , 汐 湖 。 

記事 本 菌 は 和信 て Martianoff 氏 が Minussinsk に て 探 集 し た る 以 

洲 今 日 まで 知ら れ た る と と な きも の に し て 昌 本 に あり て は 本 容 主 

上 に は Phragmidium Potentillae 菌 の 寄生 を 見 る も 本 菌 は 其 冬 胞子 

の 幅 座 く 且つ 細胞 の 敷 少 な を き を 以 て 尾 別 し 得る ぉ も の に し て 余 の 探 

集 せ る も の は 刀 細 胞 よ りな る も の 少な か ら ず また Sydow 氏 の 記載 

C 比 する と き は 共 柄 部 短 か く 《 頂 部 少し 《 厚 し と 上 中 も 其 以 外 に 於 て 

特に 本 菌 と 属 別 すべ き 重 要 な る 中 を 績 見 し 得 ず 余 の 菌 に て は 胞子 

の 大 さ は 61-80x29-83 に し て 柄 部 の 長 さ 110 頂部 の 厚 さ 7 

に 和 達する も の あり 。 

247. Phragmidium Tragariastri (DC.) Schroeter, im Pilz. Sochles. 

351. 1889 , Sacc. SylL 7, 742, 1888 : P. Hennings,、 im Engl. Bot. 
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Jahrb. 31,。 732。 1902: Rischer, in Ured. Schw. 412, 1904 : Dietel, 

in Hedw. 44. 129, 1905: IMigula, in Tnome's IL. Deutsch. Krypt. 

3?。1, 445, 1910 : Jaap, in Ann. Mye. 9。 336, 1911 ) Sydow, in 

Mon. Ured. 3, 101, 1912 : lebahn, in Krypt. Brand. 5a, 690, 

1913 : Grove, in Brit. rust Hg. 290, 1913: Oedemans, i Enum. 

3,543, 1921 : 

Syn,. / ア ecc の 77Gg976087 が 2 DC. in IL. 拓 . 6 55,1815 : 

Ozeg72g oO67%csg が 2 Fr. in Cook. Micr. fig. IIT ed. 196, 1872 : 

7qg27267260270 77og76ge Vinter, in Rabh. Krypt. 1 228, 1884 : 

Pygg722 の 24272 67e2 の 65 Fuckel, in Symb. 46. 1869: 

og7722724776 7 が 72622 Fuckel,、 in Symb. 46, 1869 : 

yg722 の 76472 oe227726 (Pers.) 民 arst. Yar. 47ce2227726 Ferr. im 

Sacc. Syl. 21, 724, 1912 : 

7gg726 の 2472 ガ 72g6720876 (DC.) Plowright, in Mon. Ured. & 

Ust. 220, 1869 : 

寄主 及 産 地 Potentilla fagellaris Willd. スー 1 葉 

II. III. 替 天 北 陵 大 正 ヒ 年 九 月 二 十 四 日 三浦 密 成 

II.III. 公 主夫 大 正 十 年 九 月 十 日 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 日 本 , 洲 滝 。 

記 事 本 菌 は 徒 ) 欧 洲 譜 図 に 普 和 算 見 せら る いも の な る も 欧 沙 

以外 に 知ら れ ざ り し が 明治 二 二 三 年 堀 正太 郎 氏 は 之 れ を 日 光 に 控 

集 し 明治 三 十 四 年 吾 永 虎 居 氏 は 土佐 に 控 集 し 以 て 本 菌 の 日 本 に 

分 布 す る と と 知ら れれ 今 また 滴 洲 に も 産 す る と と 知ら れ た る が 余 の 

菌 に 於 て は 頂 細胞 の 外面 C 小 突起 を 見 る を 得 ず 且つ 胞子 の 色 濃 色 

な る も 共 頂 部 ic 乳 類 起 な き を 以 て 直ちに 他 の 類似 せる 種類 と 葉 
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別 す る と と を 得 べ く 《 Grove 氏 に 従 へ ぱ 慕 外 記 に 殆 ん ど 爵 様 物 を 鉄 

く を 以 て 鍋 酸 を 以 て 上 農 理 する も 大 な る 手 化 を 來 さ ず と 云 へ り 。 

Sydow 父子 は Cesagi 氏 が ハゴロモ サウ (Alchemilla pentaphylla) 

の 葉 上 に 探 集 し て Phragmidium Potentillae, var. Alchemillae と せる 

$ も の を 本 種 と 同一 爾 な り と せり 面 し て 本 菌 は Anto-eu-phragmidium. 

作る の の も の Jeb 

248. Phnragmnidium Potentillae (Pers.) 区 arst, in MTyc. Hen. 4, 49, 

1879: Sacc. Syll. 7, 743, 1888 : Schroeter。 in Pilz. Schles. 352,. 

1889: Jietel, in Engl. Bot. Jahrb. 30, 35, 1901 : in 7, 104, 1905 : 

im Ann. Mye. 6. 227, 1908 : Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 32, 36, 

1903 : ischer, in Ured.Schw. 410, 1904: MeAlpine, in Rnsts of 

Anustraha. 188, 1906: M.TKasai, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 3, 

29、1910 : A. Tdeta, in Handb. 561, 1911 : Sydow, in Mon. Ured. 

3 97, 1912 : Sydow and Butler, in Ann. Mye. 10。 263, 1912j) 上 エ 

Miyake, in Bat. Mag. DISC 27, 48, 1913 : Grove, in Brit. rust. 

fungi, 291, 1913 : Klebahn。 im Krypt. Brand. 5a, 688, 1913 : Stand- 

ley, in Mycologia, 8, 155. 1916 : Oudemans, in Rnum. 3, 562, 1921 : 

Syn. ecc2222 Poe777ze Pers. in Byn。 .229 環 201 二 「 

の 7ego osg Str. in Wett. Ann. 2, 107. 1811: 

ア /7o722 の 27672 の 2C2772 が 072 Tul. in Fuckel, Symb. 46, 18639: 

Thimen: in Pilz. Sib. No. 716, 1880 : 

do7722224776 oe が が 77we (Pers.) Winter, in Robh. Krypt. 1, 229。 

_ 1884 :- Migula, in Thome's 枯 . Deutsch. Krypt. 3 1, 445, 1910 : 

zeg726 の 272 og7e72772e (Pers.) Plowright, in Mon. Ured, Ust. 

- 221, 1889.: 
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ん 7eg7722222272 05 が 8%272 KKze. et Schm. in Timen, Pilz. Sib. Nos. 

53-54、1877 : 

寄主 及 産地 Potentilla chinensis Ser. カハラ サイ コ ュ 葉 柄 , 葉 

1 犬 送 大 正四 年 元 月 三 生 一 日 近藤 金吾 

TI. 犬 運 大 正四 年 六 月 五 日 迄 藤 金 吾 

TIT. 公主 守 犬 正四 年 十 月 四 日 好人 送 

IT. 吉 林 大 正 十 年 六 月 六 日 三浦 密 成 

TTT. 吉林 2 TE 民生 パパ 用 やせ 日 三浦 密 成 

TIT. 多 倫 諸兄 央 正 せ 年 十 三 月 4 

Potentilla supina 工 . プ キ ジム シロ 葉 

TI. 大 巡 大 正 九 年 世 月 士 五 日 近藤 金吾 

1 和 EL ONS EE に 2E 2 月 7 本 2 日 三浦 密 成 

TI. IIT. 公主 賛 大 正士 年 九 月 十 三 日 三浦 鶴 成 

TI. 公主 額 大 正 九 年 七 月 十 五 日 三浦 客 成 

TI. IIT. 細 家 市 IE 月 cy さ 7 卓 三浦 客 成 

Potentilla sp. 葉 

tT。 IITIa 直 当 犬 正 七 年 八 月 十 八 日 三浦 徐 成 

分 布 欧洲 , 北米, 小 亜 細 草 , 西 比 利 亜 , 日本, 北 清 , 察 芋 , 滞 沙 , 

記事 本 菌 は 清 洲 に は 最も 普通 に 存する 久 菌 類 の 一 に し て 否 村 

区 は 之 れ を 杏 古 多 倫 庄 見 (Dolonnor)c て 探 集 せり 之 れ 余 が 見 た る 桂 

古 奥 地産 菌 の 唯一 の 標本 な り 本 種 は 其 柄 部 長き を 以 て 直ちに Ph. 

Hragariastri と 必 別 し 得 。 

249. Phragmidium americanum Dietel, in Hedev. 44, 124、 395。 

1905: Sacc. Syll. 21, 724, 1912, M. Kasai, in Trans. Sapp. Nat. 
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Hist. Soc. 3, 30, 1910 : A. Tdeta, in Handb. 561, 1911 : Sydow, 

in Mon. Ued. 3. 129, 1912 : Tranzschel, in Fg. Kamtsch. 568, 1914 : 

寄 宇 及 産 地 Rosa davurica Pall. マン の 墓 

IIT. 鳳 鳳 山 ZENeIDeT 月 - FUC 日 三浦 審 成 

2 鳳 鳳 山 IN 中 月 二 二 日 三浦 客 成 

分 布 北米 , 日 本 , 滝 洲 。 

記事 Sydow 父子 は 笠 井 幹夫 氏 が 本 菌 の 日 本 に 産 す る と と K 開 

し て 給 を 存 せ る 如き ゃ 電 標 本 は 樺太 に て 三宅 勉 氏 が Rosa davurica 

Pall. 上 に 探 集 し た る も の に し て Tranzschel 氏 は 同一 寄主 上 に C 生 ぜ る 

勘案 加 産 の も ゃ の を 本 種 と な し 且つ 余 の 探 集 せる も の は 全く 《 Sydow 

父子 の Monograph の 記載 と 一 致し 何等 娠 ふ の 角 地 な し 。 

250. Phragmidium Rosae-dauricae 凍 . 呈 iura, n. sp. 

(第 五 彫 版 D. 苦 時 ) 

Uredosori hypophyllous。 scattered or confuent。 large, 旭 -1mm. 

across,、Troundish or elhiptical. early naked and pulverulent, Havescens 

SDores ovate。 sphaeroidal or wide ellipsoidal. wall byalhine, verrucose, 

1.5-2 pthick、 contents yellowish brawn, 18-25 x 18-21 /: paraphYyses 

fusoideo-cylindrical1, hyaline, apex rounded and 8-11 / thick, 70-90 x 

7-10 ん : 

Teleutosori hypophylJous, scattered or confiuent,。 powdery, circular 

to eljiiptical in anutline. 娘 -1 mm. in diameter、 black : teleutospores 

cylindrico-fusiform, cells 4-6 in number. papilla hyalhne, 7-10 / long, 

not consticated at septa, base rounded, Yerrucose, dark chestnut-brown, 

61-83 x 28-36 /: epispores about 5 / in thickness、uppermost cell larger 
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than the others : germ-Dores 3- 和 ま : pedicels persistent, hyaline 150 / long, 

21 / wide, oblhiquellY striated at wider parts. 

寄 主 及 産 地 Rosa davurica Pall. 人 抽 0 人 

IDT 請 23M 着 遇 大 E 征 月 日 三浦 密 成 

分 布 清洲 

記事 薔薇 類 を 犯す Phragmidium に し て 本 菌 C 最 も 近 き も の は 

Ph. egenulum Syd. et Butler: Ph. Butleri Syd., 及 び Ph. discifHorum James, の 

三種 な る が 此 最 後 の ぉ も の は 其 胞 子 堆 小 形 な る と 多用 子 の 外 故 突起 

長き を 以 て 直ちに 本 菌 と 居 別 し 得 べ く Ph. egenulum Syd. et Butler, は 

共 科 胞子 は 本 種 よ り 小 に し て 負 汰 突起 長く 且つ 交 汰 骨 小 形 な る を 

以 て 異な り Ph. Butleri Sydow は 本 種 に 最も 近 き も ゃ も 却 汰 骨 の 小 な 

る の みな ら す 胞子 の 色 本 種 に 比 し て 淡色 な る を 以 て 吾 人 は 此 雨 者 

を 同一 画 と 人 す を 得 ず 政 に 余 は 之 れ を 新種 と 2 が 

Von Thimen 氏 は Martiano 寿 氏 が Minussinsk に 於 て Rosa dahurica 

の 甘 上 に 探 集 し た る 菌 を Ph. Rosarum Rabh. forma Rosae-davuricae 

と し て 生 表 せる も ゃ (inPilzH.Sib. No. 52) 其 記 載 を な さ ゞ る を 以 て 其 

如何 な る も の な る や を 知り 得 ず 面 し て Phrag. Rosarum Rabh. は Ph. 

diseiforum (Tode)James 菌 の 同種 異名 と せら れ た る も の な る を 以 て 

或 は 本 画 に 非 や と の 給 ひ を 生 ぜ し む 若 し 時 し て 然 り と せ ば 本 赤 の 

記名 は Ph. Rosae-davuricae (Thtm.) Miura、 と な すべ べき な り 。 

251. Puccinia Rosae-mnultifHorae Dietel im Hedw. 44. 126, 1905 : 

Kasai, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc, 3 32, 1910 : Dietel, in 人 Ann. 

Myc. 8, 310, 1910 , A. Ideta、 in Handb. 562,。 1912 : Sydow, in 

Mon. Ured. 3, 123, 1912 : in Ann. Myce. 11, 109, 1913 : 
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究 王 及 産 地 Rosa spinosissima 葉 . var. mandshurica Yabe. 

リピ ジノ VPS が 葉 

III. 鳳 鳳 山 大 正 も 年 刀 応 記す 光 日 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 江 洲 。 

記事 本 菌 は 従来 日 本 に の み 知ら れ た る も の に し て 浦 洲 は 第 二 

の 新 産地 な り 。 

252. Phragmidium Rosae-rugosae 丈 asai,。 in Trans. Sapp. Nat. 

Hist. Soc. 3, 33,。1910: Tdeta, Handb. 562, 1911 : Sydow, in Mon. 

Ured. 3 123, 1912 : in Ann. Mye. 12, 159, 1914 : Sacc. Syll. 23, 

82,1925 : 

寄 王 及 産 地 Rosa rugosa Thunb. > ヘマ ナス 理 

IT. IIT. 公主 夫 大 正 七 年 八 月 二 十 八 日 三浦 密 成 

TI. IIT. 公主 鎮 大 正八 年 九 月 十 日 三浦 密 成 

IT. TTI. 湯 周子 大 正 年 九 月 二 十 九 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 従来 日 本 の 菌 避 者 に よ ょ り て Phragmidium subeorticum 

Winter な り と 考 へ られ し が 人 笠 井 氏 は 日 本 産 の Phragmidium 菌 を 研究 

し て 其 非 な る を 区 見 し ハマ ナス 貢 の Phragmidium 菌 を 本 菌 と FRr- 

agmidium yezoensis Kasai の 二 種 に 居 別 し 共に 新種 と な せる も の に 

し て 浦 洲 に 於 て は 本 菌 の 被害 甚だ し き と き は 八 月 下旬 既に 共 犬 部 

分 の 葉 落 下す る を 以 て 基 し 賞 堆 用 た し て ハマ ナス を 栽 西 す る K 芝 

中 て は 区 る べき 河和 窒 の MEISOI220 た は す 。 

253. Phragmidium pauciloculare (Diet.) Sydow, in Mon. Ured. ふ 

138, 1912 : in Ann. Mye. 11, 109, 1915 : 
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Syn, 297726 の 244976 Po77207 の 2 PlIOWright & Winter, Yar. の 4C27O24/Z76 

Dietel, in Engl. Bot. Jahrb. 322,49, 1902 : P. Hennings, in Engl. 

Bot. Jahrb. 31, 732,1902 :  M. KKasai, in Trans. Sapp. Nat. Hist. 

Soc. 3。36, 1910: A. Ideta, in Hand. 563,。1911 : Sacc. Syl. 17, 

899,1905 : 

? yg77224 の 76470 77207 の 2 Plowr,。 et Winter, in Dietel, ngl. Bot. 

Jahrb. 26,285, 1900 : 

江 寄 玉 及 産 地 Rubus triphyllus Thunb. ナハ シロ イチ ゴ 

ご Hg FE に 2 II1. 鳳 風 山 MET セ FE ブロ 月 一 2 ルル 日 三浦 鶴 

分 布 日 本 , 浅 。 

記事 本 菌 は Dietel 氏 の Phragmidium Barnardi, var. pauciloculare 

と せる も の を Sydow 父 子 は 基 胞 子 基 だ し く 之 れ と 異な る と し て 獲 

立 種 と せる も の に し て 1921 年 Sydow, 耳 . 氏 は 其 第 一 次 夏 胞 子 礁 

は 締 汰 骨 を 鉄 き 冬 胞子 年 滑 に し て 各 細 胞 が 二 乃 正三 個 の 名 芽 日 を 

有する 種 を Phragmidium より 分 ち て Phragmotelium な る 新 過 に 入る 

べき な り と 主張 し 本 菌 を 以 て 其 基 本 種 と な せり 之 れ に よれ ば FR. 

-Yoshinagai の 如き も 本 局 に 入る べき も の な る も 余 は 若 し 分 離 の 必 

要 あ り と せ ば 其 科 胞子 が 直 ち C 棄 芽 す る や 越冬 後 護 左 す る や の 藻 

即ち 菌 そ の も の の 生理 的 性 質 に より て 分 つ を 可 な り と 信 ず 。 

254. Phragmidium Yoshinagai Dietel, in Engl. Bot. Jahrb. 34 

1905 : in 1.c. 3⑰, 104, 1905 : in Ann. Myc. 6. 227, 1908 : Hennings, 

P. in Engl. Bot. Jahrb. 34, 596, 1905 : Kasai、M. in Trans. SapD. 

Nat. Hist. Soc. 3, 41, 1910 : A. Tdeta, in Handb. 565, 1911 : Sacc. 
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Syll. 21, 729, 1912 : Sydow, in Mon. Ured. 3 137, 1912 : in Ann. 

Mye. 11, 109, 1913 : 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 28, 46, 1914 : 

(第 五 彫 版 C. 参 照 ) 

寄 玉 及 産 地 Rubus crataegrfolius Bge. キ じ 4 作 ザ ご 葉 

ii 草 河 口 大 正 七 年 七 月 三 日 三浦 密 成 

1: 卓 河 日 天正 年 九 月 二 十 擬 月 三 油 客 成 

IHSILTTRNMTaMI 大 正 七 年 八 月 十 九 日 三浦 審 成 

IT. TIT. 鳳 鳳 山 IBM 月 -- 上 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 清 湖 。 

記事 本 菌 の 多 胞 子 は 直 ち C 王 芽 す る も の に し て Lepto 型 に 鉛 

し 夫 頂 部 種々 えな る の みな ら ず 其 形 ちゃ も 一定 せ ず 或 も の は Triphra- 

gmium の 如き 形 ち を な し 文 或 も の は 二 胞 より な り て 全く Gymno- 

conia Rosae と 属 別 し 難 き 程 相似 た る あり 時 に は 共 細 胞 敷 多く し て 

Phragmidium carbonarium の 或 型 に 類似 する 等 之 れ が 研究 は 相 営 

局 術 的 に 趣味 ある も の に し て 或 は 之 れ に より て 鈴 菌 類 の 系 統 的 開 

係 の 或 も の を 探知 し 得 ん も 計る べから ず 此 事項 に C 開 し て は 族 浴 一 

居 の 研究 を 進め ん と 欲す 。 

255. Phragmidium Okiana 芋 ara, in Tg. eastern Asia、31、1926 : 

寄 王 及 産 地 Rubus sp. 葉 

JII. 吟 画 気 大 正 十 四 年 九 月 原 失 項 

分 布 滴 湖 。 

記事 本 菌 は 原 括 和 号 氏 が 吟 麺 質 に て 探 集 命名 せる も の に し て 共 

寄主 は Rubus sp. と せり 余 は 未だ 本 を 見 ざる も 原 氏 は Sydow 氏 

の Phragmotelium 局 の も の 46030 持て 「 
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256, Phragmidium ecarbonarium (Schlecht.) Winter。 in Rabh. 

Krypt. 227。 1884: Sacc. Syll. 7, 751. 1888 : Schroeter,。 in Pilz. 

Schles. 355、 1889: TDietel, in Engl. Bot. Jahrb. 27, 567, 1898 : 

P. Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 29。 147. 1900 : THischer, in Ured. 

Schw.406. 1904: IMigula. mm Thomes 相 . Deutsch. Krypt. 3, 1, 

444, 1910: M. Kasai, in Trans. Sapp. Nat. Hist. Soc. 3, 42, 1910 : 

A. 1deta. in Handb. 566, 1911: 1L. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 

28, 46, 1914 : Sydow, in Mon. Ured. 3, 157, 1912 : Tranzschel, in 

TFg. Kamtsch. 568, 1914 : Oudemans, in Enum. 3。641, 1921 : 

Syn. //dg72426772 Cd76o%G72672 (Schlecht.) Tubeut, in Dis. of pt 

3693,、1697 : 

叉 eogocs ce76o7 の 72645 Schlecht. in Linnaea,、 1。 237。 1826 : 

Fuckel, in Symb. 47, 1869: Sacc. Syll. 7, 751, 1888 , Thamen, in 

Pilz. Sib. No. 55 1877 ) in 1 c. No. 543, 1880: Plowright, in 

Mon. Ured. 芝 Ust. 227, 1889: Komarov, in Hg. Ross. exsic. No. 

168, 1898 : Stevens, in THg. w.c. pl. dlis. 361, 1913 : Klebahn、 in 

Krypt. Brand. 5a, 694, 1913 : 

寄 王 及 産 地 Sanguisorba of 抽 cinalis 上 . ワウ レモ コウ 下 

1 大 理由 較 825E 年 多用 二天 - 有 近藤 金吾 

I. 凌 水 寺 大 正四 年 上 月 五 日 “ 近藤 金吾 

THT. 大 轄 大 正四 年 九 月 十 九 日 近藤 金吾 

TIT. 青 租 山 大 正四 年 十 月 三 日 近藤 金吾 

TIT. 舞 安 JEST (2 息 贅 月 一目 「 SkvortZOY, 

III. 興安 吸 大 正 十 三 年 八 月 十 一 日 三浦 密 成 

分 布 大 洲 , 西 比 利 HHW 日 本 , 清 洲 、 
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記事 本 菌 は 従 來 欧洲 ! 西 比 利 宮 に 産 す る と と 知ら れ 日 本 に も 早 

く よ り 知ら れ た る も の に し て 1892 年 (明治 二 十 五 年 堀 正太 郎 氏 は 

西 物 辱 雑誌 第 六 澄 に 於 て 氏 が 前 年 日 光 赤 沼 ゲ 原 に て 探 集 せ り と て 

ワレ モカ ウノ ジュ ズ カ ビ と 各 し て 義 表 し また Komarov 氏 は 吉林 省 

宣 古 塔 附 近 に て 探 集 せ り 。 

Schlechtendal 氏 は 本 菌 は 夏 胞 子 時 代 を 鉄 く の 故 を 以 て 1829 年 

Phragmidium 局 よ り 分 し て Xenodochus な る 新 局 を 設け た れ ど も 

Winter 氏 は Phragmidium の 夏 胞 子 を 鉄 如 せ る も の を Opsis 型 と な 

し Phragmidiopsis と 呼び た れ ば 余 は 此 朗 に 従 ひ て 本 属 中 に 入れ た り 

然し て ledahn 氏 は 本 菌 の 冬 胞子 は 鐘 子 腔 の 古き も の に 生ずる と 

な し Grove 氏 は 科 胞 子 は 上 細胞 よ ょ り 順 次 藝 し て 下 訪 の も の KK 及ぶ 

よ で 7 。 

JI mi われわれ ragnraitnnm Lina 慌 。 

鏡子 腔 時 代 不 明 に し て 夏 胞 子 に は 二 型 あり 冬 胞子 は 三 個 の 細胞 

より な り 柄 部 の 上 端 に 交 ぶ 世界 に 九 種 二 妖 種 知 られ (Sydow 父子 に 

る ) 汐 洲 に 二 種 を 見 る 面 し て Milesi、 Traverso 雨 氏 は 其 科 胞子 色 の 

音 湊 に より て Xanthotriphragmium と Pheotriphragmium の 二 君 に 分 ち 

Sydow, H. 氏 は 1921 年 之 れ を ヵ 属 に 分 て り 。 

257. Triphragmium UImariae (Schum.) Link. im Spec. pL 2, 84, 

1825 : Fuckel, in Symb. 48. 1869 : von Thumen, in Pilz. Sib. No. 

221, 1878: Sacc. Syll. 7, 768, 1888 : Schroeter, in Pilz. Schles. 

350, 1889 : Plowright, in Mon. Ured. et Dst. 218, 1889 , Klebahn, 

in Zeitschr. f. PHanzenkr. 5. 327, 1895 : in 1. ce. 17, 142, 1907 : in 
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Krypt. Brand. 5a, 702, 1913 , Arthur, in Bot, Gaz. 29, 271, 1900 : 

Hischer, in Ured. Schw. 423,。 1904: Dietel。 in Hedw. 43, 239, 

1904: Milesi and Traverso, in Ann. Mye. 2, 146, 1904: Migula, 

in Thome's H1. Deutsch. Krypt. 3 1, 450, 1910 : Sydow, in Mon. 

Uredi OL171 人 19128 

Syn. Cgeo722 07xg72g6 Thtmen, in Pilz. Sib. No. 197, 1878: Sacc. 

Syl. 7、866: 1888 : 

の 7ego の 7626 Schum. in ir DSael 2) 227 有 SU 

77% の 7dg7222672 7772G720e6 Winter。 in Rabh. Krypt. 1, 28, 1884 :, 

Grove, in Brit. rust Hg. 287, 1913 : 

寄 玉 及 産 地 Hiipendula pahmata Max. チン マシ モツ ケ 葉 

TII. 興安 額 大 正 十 二 年 七 月 三浦 審 成 

III. 興安 叙 際 21ETE2RD い 月 な に 5 上 三浦 鶴 成 

分 布 欧洲 , 北米 , 日 本 , 西 比 利 亜 , 清洲 。 

258. Triphragmium clavellosum Berk, f. asiatica Romarov, in 

Fg. Ross. exsic. No. 276, 1899 , Sydow, in Mon. Ured. 3, 179, 

1912: 

寄 芋 及 産 地 Aralia mandshurica Rupr. オニ ダラ 葉 

ITL. 吉林 省 社 古 塔 附近 明治 二 十 九 年 夏 。 Romarov. 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は Romarov 氏 が 同 地方 に 於 て 四 同 C 藤 り 控 集 せ る も 

の に し て 基本 種 と は 和 多 胞 子 堆 の 着 生 場所 及び 共生 じじ 方 異な り と し 

て 導 種 と る も の に し て 抑 ち 基本 種 は 葉 の 上 面 に 和 多 胞 子 堆 を 生 ず 

る に 本 比 種 は 葉 の 裏面 に 生じ 且つ 大 型 に し て 群生 し 其 色 も 赤 少 し 
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く 肖 き を 異な り と す Sydow 氏 に 従 へ ば 本 種 の 性 質 は 客 ろ Tr. Th- 

waitesii B. et Br. に C 近 きも の に し て 或 は 本 種 と 同一 種 な る べし と 

考 ふ 余 は 此 標 本 を 得 ず 日 本 に て は 普通 タラ クノ キ K 算 見 せら る 

pucoinniosteJe JamSsChel et 衝 Ormar の や 。 

精子 器 は 葉 の 上 面 に 生じ 鐘 子 腔 は Caeoma 型 に し て 弘 骸 を 鉄 

き 夏 胞子 時 代 を 鉄 き 冬 胞 子 堆 は 二 型 あり 第 一 型 の ゃ の は 粘 質 を 群 

び 胞 子 は 二 胞 より な り 濁 二 型 は 胞子 堆 を 皮下 に 生 世 虹 腸 より な る 。 

世界 に 二 種 共 東 洋 特産 に し て 浦 洲 に 一 種 を 見 す 。 

258b. Pnuceiniostele mandshurica JDietel m Ann. Mye. 2, 21, 

1904: i Ann. MYe. 5, 75, 1907: in 1.c. 8: 312, 1910 : Sydow, 

im Mon. Ured. 3 328, 1914 : 

Syn. た as7ospo7 女 o7zg7og22 Dietel. in Ann. Mye. 2, 24,1904: im 

1 c. 5, 74, 907 : in 99MN2W2 1910) SaecorSyiLeI7264NI9055 

ア %cc4742O87676 CZ7222@ (non Diet.) Kom. et Tranzschel, in Fg. 

Ross. exsic. Nos. 279,280, 1899: Sacc. Syll. 16,。 321, 1902 : 

寄主 及 産 地 Astilbe chinensis F.S. var. Davidii Hr. 

2 い ナル ググ 7 葉 袖 , 葉 

1. 施 家 貧 犬 正 九 年 列 月 二 二 七 日 近藤 金吾 

分 布 朝鮮, 滝 , 日 本 。 

記事 本 菌 は Komarov 氏 が 吉林 省 窒 十 塔 及び 大 拉 法 付 ?(Kom- 

arov 氏 は Ta-laba-Jadsa-hn ょ と 書 す 同氏 の 族 行 日 程 よ り 推察 する に 

張 座 財 領 の 一 分 鈴 拉 法 河上 流 の 山地 融 な る べし ) に て 探 集 せら れ た 

る も の に し て 日 本 に も 上 産 す P. Clarkiana と は 小型 に し て 頂部 厚 か 

ら ざ る 鐘 腔 子 と , 多 胞子 の 形 ち 異な る 
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G ッ smmocomnia Lag ね . 

精子 器 は 編 経 形 め 秀子 腔 は Caeoma 型 に し て 弥 訴 骨 と 夏 胞 子 時 代 

を 鉄 き 冬 胞子 は 二 胞 より な り 二 個 の 病 芽 日 を 有 す 世 界 に 四 種 清 湖 

に 二 種 を 産 す 共に 鞭 彼 科 植物 に 生 す 。 

本 局 は 冬 胞子 の 形態 は Puceiniae に 近く 各 胞 が 二 個 以上 の 区 芽 

口 を 有する 星 は Phragmideae C 近 く 其 精子 は 長 腎 臓 形 を な す を 以 

て Tranzschel 氏 は Puecociniae と Phragmideae の 中 間 に 位 する も の と 

し Gymnoconiae を 設定 せん と 主張 せり 。 

259. Gymnocynia interstitialis (Schlecht.) Lagn. in Troms6 Mus. 

Aarshefter 16, 140, 1893 : Komarov, in Hg. Ross. exsic. No. 321. 

1895: Sacc. Syll. 14, 360, 1899: Ed. Hisecher、 in Ured. Schw. 

398, 1904: Migula, in Thome's 選 . Deutsch, Krypt. 3。454、1910 : 

Arthur. in Mycologla, 4、53,1912: Tranzschel、 in Fg. Kamtsch. 

574, 1914 : 

Syn. の 7eo 222767S が 729 Schlecht. im Nees。 Horae phys. berol. 96, 

1820 : 

7e 7222722 が 2 htm. in Piz. Sib. No. 536, 1880 : 

ア %ccz722@ ec ん 2g72@ 革 owe,in Peck. 23 Rpt. New York State 

Mus. 57, 1888 : Sacc. Syll. 7。699, 1888 : 

ぐ 7772%9O7222 ec の (Howe,) Trotter、 in Il. ital. Crypt. 

Ured. 337, 1910: KKlebahn, in Krypt. Brand. 5a、 665, 1914 : 

Sydow, in Mon. Ured. 3 84, 1912 : 

⑦27727608 の 97 の 727962226 ec ん 22242 (Howe,) Tranzsch. in Hedw. 32, 

227, 1893 : TDuggar, in Fg. dis. pl. 427, 1909 : 



384 

究 王 及 産 地 Rubus saxatilis 工 . 

T. の 天正 放 選 年 E2 愛 考 二 。 晶 okvortzoY。 

モ 紀 イチゴ 葉 

260. Gymnoconia Rosae (Barcl.) Lilo, in Ured. Fenn. 413, 1908 : 

SYydow, in Mon. Ured. 3 82。1912 : 

Syn. oog726222976 osge (Barcl.) Tranzsch. in Hg. Kamtsch. 564. 

1914 : 

ア %cc2722@ 7osge Barcl. in Descript. List Ured. Simla、 2、233, 

1889: Sacc. Syll. 9, 299、1891: Tindroth, im Mye. Mittheil. 

Act. SG. DTO. Fauna et Hlora Fenn. 23, 1901: Sydow, in Mon. 

Ured. 1, 487、1904 : 

7e/oco2g osge (Barcl.) Sydow、in Ann. Myc. 19, 168, 1921 : 

ア %cc2222C ん 772 が SC が ge Anders。 in Jour. of Myce. 6, 125, 1890 : 

Sacc. Syll. 9。306. 1891: Dietel, in Hedw. 108, 1902 : 

寄 玉 及 産 地 Rosa davurica Pall. ヤマ ハマ ナス 華 。 葉 

IIT. 六 家 人 AEOE 刻 月 こよ 衣 近藤 金吾 

III. 吉 林 犬 正 十 年 六 月 七 日 三浦 密 成 

引 半 。 安 央 昌 舎 - 豆 年 才 月 っ 中 2 旧 SkvortzoY. 

分 布 東 印度 . トルキスタン, フイ ン ラ ンド , 勘 察 加 , 日 本 , 漠 洋 。 

記事 本 菌 は Barclay 氏 が 印度 に 於 て 探 集 し て Pucc. Rosae と 稲 

せ し も の に し て 後 Charles Wright 氏 が 之 れ を 勘 察 加 に 探 集 し And- 

erson 氏 は Fucoinia kamtschatika と な せる も の を Sydow 父子 は 本 

菌 と 同一 物 な り と せり 日 本 に 於 て は 北海 道 に 誰 て ハム マナ ス (Rosa 

rugosa Thunb.) を 犯し て 所 詩 天 狗 巣 病 を 起 さ し むる も の に し て 出 
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田 支 未 郎 氏 之 れ が 精細 な る 研究 を な せる も ゃ 其 結 果 は 届 界 に 紹介 せ 

ら る いい に 至ら ず . 

Lindroth 氏 は 本 種 を 前 種 に 隣り せしめ た る KC Tranzschel 氏 は 前 

者 は 精子 器 及 び 夕 子 腔 時 代 を 有する に 本 菌 は 錠 子 腔 時 代 を 鉄 く を 

以 て 此 雨 者 は 同一 周 の も の に 非 ず と な し 勘 細胞 敷 は 普通 二 個 な る 

も 三 個 の 場合 も 少な た か ら ず し て 各 胞 に 二 個 の 彼 古 ロ を 有する 味 は 
Phragmidium の Tepto 型 に 入る も の な り と の 見 和解 よ り 之 れ を Phra- 

gmidium Rosae (Barcl.) Tranzschel と し て Tungi Kamtschatici,p. 564 

に 逃 べ た り 何れ に し て も 本 菌 の 所 属 に 関し て は 谷 研究 の 鱗 地 ある 

も の に し て Sydow, 廿 . 氏 は 1921 年 之 れ を Teloconia な る 新 局 に 編 

入 芝 り 。 

(=) Uredinales Imperfeci. ( 不 : 完 久 菌 ) 

本 類 に は 久 菌 類 中 碁 鐘 子 腔 時 代 若 し く は 夏 胞 子 時 代 の み 知 られ 

其他 の 種 的 開 係 不明 の も の を 履 む 従 つ て 其 敷 も $ 基 だ 多 し 。 

ANecidiiuanmnt PerS。 

本 属 は 歴 膜 を 有する 優 子 腔 時 代 に し て 世界 に 於 ける 勘 敷 も 常に 

増減 す 滝 洲 に は 十 四 種 を 開 見 す 。 

261. Aecidium Dispori Dietel in Engl. Bot. Jahrb. 7 571, 1900: 

in Ann. Mye. 8, 313, 1910: Sacc. Syl. 16, 347, 1902 : 

寄 王 及 産 地 Polygonatum sp. 甘 

草 河 日 大 正 七 年 七 月 三 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 
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記事 本 菌 は 明治 三 十 年 草野 俊 助 氏 が 戸隠 山 に 於 て 探 集 せ る も ゃ も 

の に 命じ た る も の に し て 明治 四 二 一 年 吉永 虎 二 氏 は 土佐 國 見 帆 C 

於 て Disporum sessile Don. の 甘 上 c 探 集 し た り 0 恐らく 未 本 科 西 物 

の 鐘 菌 の 一 時 代 な る べし 。 

282. Aecidium Shiraianum Sydow, in Mem. d. THerb. BGiss. 

No. 4, 1900: P. Hennngs, in Engl. Bot. Jahrb. 28, 264, 1900 : 

Dietel。 in Ann. Myce. 8, 313,1910: Sacc. SylL. 16, 326, 1902 : 

Oudemans, in Enum. 3。 101,1921 : 

寄 王 及 産 地 Cimieifaga foetida 工 . var. simplex Warmsk. 

イツ ボン Be 葉 

浦 密 成 山 興安 領 GII 結衣 

分 布 日 本 , 消 湖 。 

記事 本 赤 は 明治 三 十 二 年 白井 光太郎 氏 が 日 光 に 於 て 始め て 探 

集 せ る も の に し て 共 後 南部 信 方 氏 は 東京 附近 志村 に 於 て 探 集 し た 

ろ る と と あり Aeoidium Oimicifugatum Schw. と は 勘 胞 子 並 に 麻 細 乃 小 

な る を 以 て 異な る 。 

263. AAecidium Paeoniae 区 omarov, in Fg. Ross. exsic. No. 176, 

1896 : 

寄 王 及 産 地 Peonia albiHora Pall. ヤ で | の CC 正 

南島 区 里 明治 二 士 九 年 六 月 Komarov. 

分 布 清洲 。 

284. Aecidium CaulopnylHi 区 omarov,。 in Fg. Ross. exsic. No. 

176, 1896 : Sacc. Syll. 16, 327, 1902 : 
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寄 玉 及 産 地 Caulophyllum robustum Max. ル 手 エ ウ ボ タン 3 

東 支 鐵道 西部 線 ベ リュ 犬 正二 一 年 七 月 十 八 日 SEVortzov. 

分 凍 湖 。 

記事 本 菌 は Komarov 氏 が 1895 年 黒 租 江 洛 大 Bureja に て 探 

集 せ る を 始め と し 其 後 更に 探 集 葵 られ た る を 聞か ず Komarov 氏 は 

本 散 は Puccinia Podophyli (non Schw) Sorokin. 菌 の 鐘 子 腔 時 代 な り 

と せる も ゃ も 余 は 不幸 に し て 其 科 胞子 を 探 集 せ ず 然 れ ども ゃ も 共 形 態 は 全 

く Komarov 氏 の 記載 と 一 致す る を 以 て 本 菌 と せり 。 

265. Aecidium koreaense 耳 ennings, in Monsunia, |, 1693 : Sacc. 

SyL. 16, 329, 1902 : 

Syn. 4ec2 の 2 Se の 2 Jacg. in Hedw. 39, 133,1900: Sacc. Syl. 16 

93U51dU7 

寄 王 及 産 地 Cotyledon spinosa 工 . タウ ツメ レン ゲ 

青 葵 山 大 正 七 年 六 月 二 十 七 日 三浦 密 成 

橋 頭 AE 拓 年 夫 。 月 三 十 日 三浦 宙 成 

分 布 朝鮮 , 清洲 。 | 

記事 本 菌 は 朝鮮 より の 標本 に より て ennings が 績 表せ る も 

の を 知ら ず し て Jaczewski 氏 が 墨 龍 江 に て Karjinsky 氏 の 探 集 せる 

も の を 新種 と し て 贅 表 せる も の に し て 昔 護 膜 は 彫 筒 伏 を な し 時 に 

長 さ 1em. 経 3004 に 達する と と あり て Roestelia 又 は Peridermium 

の 或 種 の 如き 観 を 呈す , 面 し て 銀 子 際 は P.Hennings 氏 は 葉 の 上 面 

に 生 ず と 記す る も Jaczewsky 氏 及 び 余 の 観察 に よれ は ば 葉 の 耳 面 に 

之 れ を 生ま ず す 。 
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266. Aecidiunn Sedi-Aizoontis Tranz. in Hedw. 48, 111, 1909 : 

Syn. ec の 2 び e2 (non Jaoz.) Miyake、in Bot. Mag. Tokyo, 28, 

48, 1914 : 

寄 王 及 産地 Sedum Aizoon 工 . ナガ バキ リン 選 攻 葉 

鳳 凡 山 犬 正八 年 苑 月 廿 六 日 三浦 密 成 

規 窟 山 ( 突 奉 線 ) 大 正八 年 五 月 廿 七 日 三浦 審 成 

Sedum kamstschaticum Hisch. ティ 葉 

橋 頭 大 正 七 年 穴 月 三 十 日 三浦 鶴 成 

分 布 北 清 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 護 膜 短 か き と 大 に し て 肌 で 厚 き 人 腔 子 を 有する を 以 

て 前 種 と 直 ち (C 尾 別 す る と と を 得 べ く 〈 本 貢 の 原 訪 載 は 鐘 子 腔 を 葉 

の 下面 に 生 ず と せる も ゃ も 余 が Sedum Kamtschaticum 葉 上 に 探り し ゃ 

の は 工 の 柄 面 に 之 れ を 生じ 且つ 其 色 も Sedum Aizoon 上 の も の に K 比 

し て 淡色 な り 。 

Dietel 氏 は Centralb1. f. Bak. u. s. w. IT. 48, 482 1918, に ぬ て 

Puccinia Stipae-sibiricae S. Ito. 菌 の 人 子 腔 は Sedum Aizoon の 葉 上 に 

生 ず と せる ゃ も 共 連 駿 等 に 敵 す る 記事 な く 従 つて 之 れ 果して 本 南 な 

る や 藻 や は 今後 接種 試験 に よる に 非 れ ば 決定 する を 得 ず 。 

267. Aecidium Staphyleae W. iura, n. sp. 

SDots circular, isolate, sometimes confhnent,from yellow to brown 

in color, 2-S mm. across: Aecidia hypophyllous。irregularly scattered!, 

pustulhform, cup-shaped : peridial cells oblong to polygonal, about 

36x293/: one side of the wall thicker (5-6 :) than the other part, 

pedicellate: spores globose to wide ellipsoidal, epispore echinulate 2/ 
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in thickness、 hyaline, contents pale greenish yellow or subhyaline. 

21-25 x 16-19 

寄 玉 及 産 地 Staphylea Bumalda S. et . ミツ バウ ツ ギ 葉 

通 子 内 SB 4E- 月 一 日 三浦 審 成 

曹 河 大 正 七 年 七 月 四 昌 三浦 密 成 

諸家 人 大 正 九 年 五 月 二 二 日 近藤 金吾 

麻 天 折 大 正 九 年 五 月 二 本 八 日 近藤 金吾 

分 布 清洲 

2568, Aecidium Sambuei Sehw, in Syn. Carol. No. 441, 1822: Sacc. 

Syll. 7, 796, 1888 : Komarov, in Tg. Ross. exsic. No. 230, 1899 : 

1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 28, 48, 1914 : 

Syn. 4ec222422% お 725%C2 の 272 SChW. in Syn. N. Amer. Hg. 9。 No. 

2897, 1831 : 

寄 至 及 産 地 Sambucus racemosa 工 . ar 選 < ハ ソト 人 葉 

鳳 鳳 山 SNE 月 呈 - 填 去 相 三浦 鶴 成 

分 布 北米 , 西 比 利 亜 , 北 清 , 滴 洲 。 

269. Aeecidium Patriniae P. 理 ennings, in Hedw. 41, 21, 1902 : 

in Engl. Bot. Jahrb. 31, 735, 1902 , Dietel, in Engl. Bot. Jahrb. 

4, 590, 1905: Sacc. SyllL. 17, 413, 1905 : 

穴 王 及 産 地 Patrinia scabiosaefolia Lk. ヲ ミ ナ ヘ へ シ 葉 

興安 信 大 正 十 二 年 七 月 三浦 窒 成 

分 布 日 本 , 満 汰 、 

記事 本 菌 は Uromyees Valerianae の 毅 腔 子 よ り も 小形 な り と し 
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Hennings 氏 が 新種 と せる も の な る が 其 異 同 に 開 し て は 接種 試 駿 

に よる に に 非 れ ば 輝 れ を 決定 し 能 は ざる が 故に 余 は 曹 く Hennings の 

270. Aeeidium Ainshiaeae Dietel im Engl. Bot. Jahrb. 27, 571, 

1899: Sacc. Syll. 16, 336, 1902 : Sydow, in Ann. Mye. 11, 111, 

佑 19 

寄主 及 産 地 Ainsliaea acerifolia Schult. モミ デス Zc 

章 河 口 5 た (TE 二 生 2 お 5 月 日 三浦 審 成 

271。 Aecidium Asterum Schw. in Syn. Carol. 67, 1822 : Sacc. Syll. 

7, 802, 1888 : Hennings, in Engl. Bot. Jahrb. 28, 266, 1900 : 

容 宇 及 産 地 Aster scaber Thunb. シラ ヤマ ネギ キジ 

卓 河 日 ジ い II は 3 拉 条 届 9 有 月 三浦 紗 成 

Aster sp. (trinervius $《) 葉 

大 3 時 大 正 五 年 六 月 九 日 近 次 人 金 和 詩 

青 本 山 ES 月 5 ゴビ 日 三浦 鶴 成 

272. Aeoidium Atractyhdis Dietel- in Hedw. 27, 212、1898 : Ko- 

marov, in Hg. Ross. exsic. No. 329, 1899 : Sacc. Syll. 14, 377. 

1899 : Hennings, in Engl, Bot. Jahrb. 29,147, 1900 , 1. Miyake,. 

in Bot. Mag. Tokyo, 28, 48, 1914 : 

容 王 及 産 地 Atractylis ovata Thunb. カ 。 ウ ュ ヤ ポ 叉 | 馴 正 
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草 河 大 正 七 年 月 三 日 三浦 蜜 成 

吉林 大 正士 年 六 月 七 日 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 北 清 , 清洲 。 

2573.。 Aecidium Draeuneuli Thamen, in Pilz. Sib. No. 155, 1878 : 

Sacc. Syll. 7, 804, 1888 , Oudemans, in Enum. 4、975, 1923 : 

容 王 及 産 地 Artemisia laciniata Wi 棋 

興安 額 大 正士 こ 年 七 月 三浦 密 成 

分 布 西 比 利 享 , 清 湖 , 

記事 本 菌 は 始め て 西 比 利 中 に 於 て 了 辻 HB 人 氏 が Art. Dracu- 

nculuns の 発 上 に 探り た る も の に し て Aecidium Martiano 抽 anum ThG.- 

men. と は 鐘 子 腔 を 葉 の 下面 に 生ずる と ょ と 拓 腔 子 小 な る を 以 て 異な り 

Oudemans 氏 は 之 れ を 以 て Puooinia Absinthi DC. 菌 の 久 子 腔 時 代 な 

り と する も 同 菌 は 鐘 子 腔 時 代 を 鉄 如 する が 故に 此 .Oudemans 氏 の 

考 に 従 ふ 能 は ず 本 種 は 芝 ら 〈 未 本 科 若 し く は 沙 章 科 類 に 生ずる 

Puccinia 菌 と 種 的 開 係 を 有する も の な る べべ で きも ゃ も 之 れ 接種 試験 に ょ 

UiCgj 決 どる っ YS 人 65 の Ni 

274. Aecidium Ligulariae Thumen, 品 Pilz. Sib. No. 8S58, 1680 : 

SaCcc。 SY1. 7, S00,。 1668 : 

寄 主 及 産 地 Ligularia speciosa F. et M. ジン ッッ カカ ジョ カウ 葉 

草 河口 大 正 七 年 七 月 四 日 三浦 寅 成 

分 布 西 比 利 亜 , 清 沙 , 

記事 1900 年 Hennings 及び 白井 氏 は 日 光 に 於 て 白井 氏 が 1iguk 

aria stenoplylla. comosa の 某 上 に 探 集 せ る も の を 以 て 共 胞 子 小 な } 
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と し 本 菌 と 必 別 し て 之 れ を Aecidium nikkense と し て 華 表 せる が 今 

理 人 の 標本 を 見 る に 基 成 難 せ る 胞子 は 北 区 褐 色 に し て 椿 彫 形 又は 

卵 形 を な し 大 さき 30-44x22-26 ん に 達する も 其 未 圭 の も の は 小形 に 

し て 直径 15 ん に 和 達せ ざる も の あり 勘 色 も 淡色 な り (Aecid. nikkense 

の 胞子 は 16-22x14-20 あり ) 之 れ に より て 考 ふ れ ば 此 柄 者 は 他 

同一 責 に 非 る や 然 れ と も ゃ も 余 は 後者 の 標本 を 要する の 機 を 有 せ ざ 

る を 以 て 後日 の 調査 に よる べし 

以上 の 外 近 藤 金 召 氏 は 大 正四 年 六 月 三 十 一 日 大 連 に 於 て Trigo- 

notis peduncularis Benth. の 甘 上 に 一 種 の Aecidium を 探 集 し 居る も 

唯一 葉 の み に し て 売 分 の 調査 を な し 能 は ざり し を 以 て 誤 誠 を 來 さ . 
ん と と を 恐れ 之 れ を 除け り 。 

Caeonna JalasirnG。 

本 局 の 菌 は Aecidium に 似 た る も 座 膜 を 包 く を 異な り と す 漬 洲 に 

二 種 を 見 る 。 

275. Caeoma akinoi 区 usano, in Bot. Mag. Tokyo, 20, 47, 1906 : 

in Jour. Ag. Coll. Tokyo Imp. Univy. 2, No. 6. 287 : 1911 : 

寄主 及 産 地 Prunus manshurica Koehne. マン シ ウ ア ンズ 棋 

は 
rF ユ IA 大 正六 年 穴 月 十 日 近藤 金 

熊 岳 城 天正 九 年 穴 月 三 苦 三浦 欠 成 

犬 和 建 昭和 二 年 六 月 十 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 満 湖 

記事 本 菌 は 始め て 日 本 に C 縮 見 せら れ し も の に し て 満 洲 に て は 

マン シ ウ ア ンズ に 普通 に 見 られ 被害 葉 は 蘭 黄 赤色 を 呈し て 有 れ 且 
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つっ 他 の 健全 甘 よ りゃ も 其 形 ち 大 と な り 衝 科 の 候 も 落下 する と と な く 

樹 枝 上 に 残存 す ア ンズ 類 の 恐る べき 病害 の 一 た り 。 

276. Caeoma umariae Link, in Sp. 2, 24: Winter, in Rabh. 

Krypt. 1, 259, 1884: Schroeter, in Pilz. Schles. 376, 1889 : Saco. 

Syll. 7, 864, 1888 : 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 27, 48, 1918 : 

Syn. Oz7edo 727207266 Rabh. im Krypt. H1. Deutsch. No. 54 : 

寄 王 及 産地 Carydalis spp. 代 

草 河口 大 正八 年 五 月 二 十 四 日 三浦 審 成 

分 布 了 欧洲, 日本, 北 清 , 浅 。 

記事 本 菌 は Melampsora 類 の 久 子 腔 時 代 に し て 恐らく Melam- 

psora yezoensis Miyabe et Matsumoto, 菌 と 種 的 開 係 ある べし と 思 は 

る ヽ も 反 種 試験 を 給 ざ る を 以 て 今 束 に 之 れ を 断定 する を 得 ず す 後 日 

の 調査 に よる の 外 な し 。 

リリ ゃ xedo Persoo。 

本 菌 局 は 夏 胞 子 型 の み 知 ら る ヽ も の に し て 満 洲 に 一 種 を 知ら る 。 

」 277. Uredo Asteromaeae P. 陸 enn. in Engl. Bot. Jahrb. 92。 37, 

1903: Sacc. Syll. 17, 437, 1905 : 

容 王 及 産 地 Asteromaea indica BI. ヨメ ゴナ 葉 

吉 林 大 正 七 年 八 月 十 六 日 三浦 鶴 成 

旗 順 大 正二 年 九 月 二 日 | 三浦 成 

分 布 日 本 , 滞 沙 。 

記事 本 菌 の 形態 は Coleosporium 問 の も の に 似 て Coleosporium 
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Asterum (Dietel.) Sydow 菌 の も の と 比 す る KK 膜 厚く 大 形 な る の 差 あ 

り 。 

肉 Enubasidii 眞 正六 子 菌 嘘 類 

本 亜 類 に 属す る も の は 純 和 寄生 の 性 質 を 有 し 敵 は 窒 主 組 織 中 に 

侯 入 し て 肥大 成長 を な し 子 国 群 は 肉質 の 子 畑 毅 を 形成 せ ず 審 集 等 

る 携 子 梗 は 次 に 寄主 の 表 度 を 破り て 出 づ 失 子 梗 は 普通 四 筒 乃至 六 

個 の 描 子 柄 を 生じ 各 一 筒 の 普通 一 方 に 江 曲 せる 胞子 を 着く 。 

r。 到 xojbasidiaceae.。 人 外 携 子 圭 菌 科 

本 科 は 六 個 の 携 胞 子 を 生じ 被害 部 肥厚 せ ざ る Microstroma 局 と 

四 箇 の 携 胞子 を 生じ 被害 部 肥厚 する Exobasidium 局 の 二 つ K 分 れ 

清洲 に て は 前 者 の み 知 ら る 。 「 

Costm の Os Niess』。 

278. Microstroma Juglandis (Bereng.) Sacc,。 in SylL. 4 9, 1886: 

Komarov, in Hg. Ross. exsic. No. 281, 1899: Stevens, in Hg. W. G.. 

pl. dis. 896, 1913 : Herder, in Krypt. Brand 6, 65, 1910 : 

Syn. 7%s224272 ゾ %g7g72729 Bereng.in Secc. Gels. 7、1847 : 

472c7os な が o772@ 0772 の 72 Niessl. in ester. Bot. eitschr. 11, 252,. 

1861 : 

7cyos77o72@ 7eezcos207%272 Saco. in Michelia 2、357。 1880 : 

⑦2727608707220772 766COS の 07%772 Mont. in Syll. 309, 1856 : 

寄 主 及 産 地 Juglans mandshurica Max. マン シ ウ ゥ グル ミ 葉 
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吉林 省 軍 十 塔 附近 San-cza-gon (三江 日 %) 

ERISG に 力 2 ド 7 て 月 5S 自 TKomaroY. 

分 布 歌 剖 , 日 本 , 滴 湖 。 

記事 本 菌 は Romarov. 氏 が 窒 古 塔 附近 及び Suan 河 附 近 に て 

探 集 せる も の に し て 余 は 未だ 此 標 本 を 楼 す る の 機 會 を 得 ず 。 

此 他 本 科 に 属す る も の に し て Exobasidium Vaccinii (Fuckel,) Wo- 

ronin, 男 を Komarov 氏 は ブレ ヤ 山 中 水 和 娠 如 中 に て 探 集 せ る が 本 上 菌 

は 秒 来 興安 八 間 地 に 於 て 探 集 せ ら る ヽ いと と ある べし 。 

滴 洲 に 産 す る 鉱 菌類 は Komarov 氏 は 四十八 種 を 胃 け 居る も ゃ も 其 多 

く は 治 海 州 の 産 に し て 眞 に 満 洲 に て 探 集 せる も の は 

Uromyeces amurensis Kom. 結 証 塔 

Aeceidium Paeoniae Kom. “ 両 ウ スリ ー 

Puccinia Waldsteiniae Curt. 孝 .: 付 

Puceinia Brachybotrydis Kom. 宮古 塔 

Pucoinia Haleniae Arth. et Holway. Czan-dschin-gau. ( 鴨 終 江 洛 岸 ) 

Puceinia Urticae Berkl. 鳴 終 江 支流 Chund-sjan. 

Pucocinia Hunkiae Dietel. 路 晃 山 

Pucoinia ( Uropyxis ) Fraxini Diet. 張 魔 財 領 

Puceciniastrum Tihae Miyabe. 張 廣 財 扶 

Coleosporium Clematidis Barcl. 筐 古 塔 

Puccinia (Rostrupia ) Dioscoreae Kom. 筆 訓 塔 

Ooleosporium SenecioniSs (Pers. ) FTies. 礼法 河 

Coleosporium Perillae Kom. ay 拓 

Coleosporium Phellodendri Kom. 用 : 訪 

Pucoiniastrum Coryi Kom. Omoso. 
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Triphragmium clavellosum Berk. 状 中 天 

Uredinopsis Adianti Kom. ズリ AL 王 giN 避 E 

Pucciniastele Clarkiana Barcl. 客 訓 塔 

Uromyees appendiculatus (Pers.) Link. Cza-Schin. 

Uromyees Solidaginis (Som.) Niessl. 張 廣 財 堆 

Puecoinia Chrysospleni1 Grev. Omoso. 

Chrysomyxa Rhododendri (DC.) de Bary. 朝鮮 茂山 の 慎 岸 

Pucciniastrum Potentillae Kom. 筐 古 塔 

hecopsora Rubiae Kom. 定 十 塔 

Uredo Iridis (Thtm.) Plowright. 清河 

の 二 十 五 種 に 過ぎ ず し て 其 内 圭一 種 の 新種 を 記載 し 原 失 六 氏 は 

二 互 種 を 探 集 し 内 Pucceinia fushunensis, Phragmidium Okiana の 二 新 

種 を 記せ る 外見 る べき 参考 書 な し 耐 し て 余 は 今回 百 六 十 一 種 を 列 

昌 す る と と を 得 小 散 の 外 は 何れ も 自ら 探 集 せる も の に し て 紫 内 

Uromyecs 氏 ondoi.Urom. Vignae-sinensis,。 Puccinia Poae-pratentis, Pucoc. 

elymina, Pucc. Miscanthi、Pucc. mandshurica、P. hsinganensis,、 Phragmi- 

dium Rosae-davuricae, Aecidium Staphyleae の 九 種 を 新種 と 認め 記載 

4 

Coleosporiaceae 科 の も の は 由 玉 世 四 共 通 性 の も の 多く 合計 十 七 種 

の 内 東亜 特有 と も 移す べき も の 七 種 あ り ま た 日 本 と 共通 の も の 二 

種 あ る の み 。 W 

Melampsoraceae に 属す る も の ヽ 縄 計 は 十 凹 種 に し て Melampsora 

三種 の 内 M. Kusanoi 歯 が 日 本 と 共通 Pucciniastrum は 二 種 に し て 

共 C 日 本 に の み 知 ら る ヽ 種 な り ま た 1+hekopsora は 二 種 共 C 東 亜 

特有 (の も の に し て Th. Brachybotrydis Tranz. は 満 湖 以 外 に 贅 見 せら 
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れず Uredinopsis は 二 種 に し て 内 Uredinopsis 穫 肌 dh 人 は 未だ 清 湖 以 

外 に て 病 見 せら れず 。 

Pucciniaceae 中 Uromyees 類 は 二 二 一 種 を 調査 せる が Uromyces. 

amurensis Kom. の み は 従 來 日 本 滴 洲 以外 に 区 見 せら れ た る こと と な 

く 二 寺 一 種 中 Uromyees Kondoi, Uromyoces Vignae-sinensis の 二 種 を 

新種 と な せり 面 し て U. Setariae-italicae, U. Sojae の 二 種 は 東亜 に 特 . 

有 の も の と も 称す べき も の な り 。 

Puccima は 七 十 六 種 を 遇 げ 得 た る が 其 内 七 種 の 満州 特有 種 あ り 

て Pucoimia fushunensis Hara, 及び Puccinia Brachybotrydis Kom. 両 

の 外 Puecinia Poae-pratentis : Pucc. elYmina: Pueco. Miiseanthi: Pucc. 

mandshurica 及び ひ Pucc. bsinganensis の 近 新 種 を 区 見 する と と を 得 

た り 此 も 十 六 種 中 滴 洲 以外 に は 日 本 に の み 産 する と と 知ら れ た る 

も の 二 二 一 種 あ り 東 亜 に 特有 と も 見 る べき は Pucoinia lactucicola : 

Pucoinia Arundimellae 及び Pucec. Eularrae の 三種 に し て 今回 東亜 に 

於 て 始め て 区 見 せら れ た る も の は Puccinia Triseti, Pucc. Orchidiarum- 

Phalaridis 及び Puece. mammilata の 三種 あり また Pucoinia obtecta 

Peck. は 従来 北米 に 産 す る こと の み 知 られ た る も の に し て 之 れ を 

清洲 に 引 見 し た る は 誠に 奇 な る 現象 な り 。 

Gymnosporangium は 二 種 あり て 共に 日 本 に C 病 見 せら れ た る の み 

に て 近 来 共 KC 米 園 に 胃 入 せら れ た り と 。 
Rostrupia Dioscoreae (Kom.) Syd., Uropyxis Fraxini (Kom.) Maguns 

の 柄 菌 は 日 本 清洲 に の み 分 布 す る も の に し て Phragmidium papila- 

tum は 清洲 と 西 比 利 享 に の み 上 産 す る と と 知ら れ Ph. Okiana, Pb. 

Rosae-davuricae の 二 種 は 清 洲 以外 に 知ら れ ざ る も の , し て 清洲 に 

産 す る 二 一 種 の Phragmidium 中 日 本 と 共通 種 皿 種 の 外 Ph. america- 
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num は 米 國 以外 に 日 本 及び 滴 洲 に 琴 見 せら れ た り 。 

Triphragmium は 二 種 あり て 内 一 種 は 日 本 と 共通 種 な り Puecciastele 

は 一 種 あ り て 日 本 と 共通 種 に 属し Gymnoconia は 二 種 に し て 内 G. 

Rosae Lilo. は 東亜 に 特有 の 菌 と し て 知ら れ Aecidium は 十 四 種 に し 

て 内 Aeeidium Staphyleae は 従来 了 具 に 知ら れ ざ る も の 日 本 と 共通 

種 は 四 種 に し て 浦 湖 特 有 (| の も の 四 種 あり Aecidium Ligulariae Aeoid. 

Drucuneuh は 従来 Sberris に の み 知 られ た る も の に し て Aeoidium 

Sambuci 及び Aecid. Asterum の 外 は 皆 東 亜 特産 と も $ 見 る べく Aedidi- 

um koreaense は 従来 朝鮮 に 産 す る こと の み 知 られ た り 此 外 Coeoma 

は 二 種 に し て CO. Makinoi Kusano は 日 本 と 共通 種 , Uredo は Uredo 

Asteromaeae の 一 種 帝 見 せら れ 之 れ 赤 日 本 と 共通 種 な り 。 

Coleosporiaceeae の も の 十 二 種 は 共 K 日 本 に も $ 分 布 し 其 六 種 は 北 清 

に 紙上 見 せら れ 刀 種 は Riberia に も 分 布 す 面 し て 東 印 度 , 歌 洲 に 産 す 

る も の は 僅か に 四 種 に 過ぎ ず 。 

Melampsoraceae の も の は 十 四 種 に し て 内 十 一 種 は 日 本 に , 六 種 は 欧 

洲 C 抑 種 は 西 比 利 亜 C, 四 種 は 北米 に も 共 K 分 布 す る も の な り 。 

「 | 印度 | 区 贅 | 北 | 漂 洲 
Coleosporium Oimieifugaturn. 十 | 士 十 十 

し Clematidis Barcl. 隔 鐘 (で 衣 『 馬 衝 旨 る っ | 2 

C. Clematidis-apiifoliae Diet. Ma 旨 琴 2 押 1 半 

C. Pulsatilae Ley. 要 PU | | 昌和 0 

C. Ehellodendlri Kom. roy 更 間 

C. Melampyri KKleb. 人 き 9 | 1 0 ISDENE に 

C. Plectranthi Barcl. EX " 衣 二 て キモ IT 

C. Perillae Syd. 十 | 土 

C. Campanulae Lev. Ar 間 補 地 L』 間 P 二宮 し 向 応 je る 



C. Asterum Syd. 

C. SauSsureae Thiinmn. 

C。 SeneclOniSs Fries. 

Melampsora Ruphorbiae-duleis 
Otth. 

M. Euphorbiae Cast. 

EE +|+|+| + | +|+ + | | | | || | | 二 | 寺 | 記 | キ | 寺 | 十 | 

M. Kusanoi Diet. 

Puceiniastrurm Ooryh Kom. 

5 Agrimoniae-Rupatriae. 

。 Potentillae Kom. 

( Tiliae Miyabe. 

Thekopsora Rubiae Kom. 

ED Brachybotrydns Tr. 

Uredinopsis Pteridis Diet. 

1 Adianti Korn. 

Chrysomyxa Pirolae Roslr. 

C. Rhododendri cle Bary. 

Cronartium Asclepiadeurm,。 Fries. 

Uromyces Alopecur1i Sey. 

Setariae-1talhicae Yosh. 

perigynlus Halst? 

Lilhn Fuckel, 

Veratri Schroet. 

Aceoniti-Lyeoctoni Wint. 

U 

U 

U 

06: 

り . Polygoni Fuck.… 

U 

「 8) a&ppendiculatus Link. 

U Fabae de Bary. 



| | | ヨコ 11 引 引 | 引 g 

Glycyrrhizae Mag. 

Hedysari-obseuri C. 

Kondoi Miura, 

Lespedezae- 
procurnbentis C. 

Orobi LeY. 

SO]a6 Syd. 

armmurenSis Kormn. 

Vignae-simensSis Miura, 

Grerani Oth. 

Limonii LeY、. 

Valerianae Fuck. 

Solidaginmis N. 

Pueceinia Diarrhenae. 

Epigejos Tto, 

Hierochloae Tto, 

Mehcae Syd. 

|G|1RIB| |G|IG|G|1R|B| RG|GIR| ロ 

rangiferina 1tO. 

Loln Niels. 

Poae-pratentis IMnura, 

elyrnina Miura, 

Arundinellae Barecl. 

Arundimnellae- 
anomalae Diet. 

Eulaliae Barcl. 

glurmarurm Erik. 

Tshikawai toO。 

Sirnplex Eri に . 

Triset1 Erik. 

] 

条 天 + 中 VO 本 
本 SD | 本 履 剖 
9 ! 

まま 本 環 還 RI 中 

用 中 2 上 
証 よ | | 
本 Eh | ] 測 ーー ko 

暫 ! 

5 守 才 細 細 相 中 8 | 幸 
R + や 吊 床 
章 呈 上 nl し cvdwie206 
21liel5lelrsli1lsl5ls 
1 ド 
| 上 還 症 旨 1 
人 5a 

キキ ドキ + Iokwh 電 は 存 に 

前 層 過 
+ |+ 座 + | 二 | エ 

| se 
+† 「 ト le Reel 抽 | 
+ | + ト エ | 0 伸 OO 

*+ ト + ト | | に 人 E 
キャ ト | | + | Pom 9 症 II 
お ト ュ ト ャ | + ポル 只 軸 5800EIN 
E+ ト | ic feeedNiiiet 生 | 
を ャ ト + | 寺本 雪 距 四 洋 Gi ロロ ロロ 



triticina じ rik. 

Orehidiarum-Phalaridis, 
| 

persistens Plow. 

grarmin1s Pers. 

glglglglmgl 

Miscanthi Miura, 

Miagnusiana Koern. 

Miyoshiana Diet. 

Zoysiae Diet. 

fushunensis 本 ara, 

Caricis Rebent 

Miyakei Syd. 

mandshurica IMiura, 

dioicae Mag. 

gl 9IO| |g|g|gIg1g|BIg|RG| GIIGIRIRBIRIB| II 

Caricis-siderostictae jet. 

aornOrienS1lS SYyd. 

Silvatica Sch. 

Scirp1 DC. 

obtecta Peck. 

Alhi Rud. 

Funkiae Diet. 

耳 emerocalidis Th. 

hsinganensis Mima, 

Tridis Wallr. 

Polygoni-Amphibii Pers. 

mnarnmnillata Sch, 

Calthae Liuk. 

fusca Winter, 

Chrysosplenii Grev. 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 EEE 旧 回 回 

P 天 宣 (Pe 細 ) 全 理 + | 十 
| し と 

= 

科 人 耳 困 | 上 人 同 Bu INeH 
員 | 織 天 E 基 | 2T0 特 0W2PY 
PT TP re 

k 衝 間 ) 條 NL PWR) 二 穫 昌 ば 
昌 haha ピーー ド ーー 

よ 利器 り 員 0 9 Ni 回 (9 

寺 還 寺 

NE 過 細 記 PMTSISWIIN 細 語 下 
ーー ドー トー ドー 

生還 較 MIR WI PT 
EE 人 放 - 地 。 
Io 
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Pruni-SpinoSsae Pers. 

Waldsteiniae Curt. 

argentata VVint. 

Violae DC. 

Angelicae-edulis Miyake, 

angelicicola 日 em. 

Bupleuri-falcati W. 

Oenanthes Myk. 

Sileris Voss. 

Jietehiana Syd. 

Gtentianae IMart. 

Haleniae A. 日 . 

Convolvuli COast. 

Brachybotrydis Kom. 

Glechomatis DC. 

Menthae Pers. 

Nepetae Togashi, 

punctata LinK. 

+ |+ テト | 

ーーーーーー |ーーーーーーー | レーーーーーーー 一 ーー 

+ |+ +| 

ー ト 

Arternisiae-Keiskanae, 

ferrugimosa Syd. 

Helianthi SchW. 

Sonchi Rob. 

Laetucae Diet. 

lactueicola IMiura, 

Lactucae-denticulatae, 

Absinthi DC. 

dlg|g|g|g|g|g|G|G|B|g ロ IGGIR| BIG|RIBIGIGIGIRIRBIG|g|B|BIR 

Carduorurm Jacky, 

Chrysanthemi Roze. 



Oirsni Laseh. 

Hieracn Mart. 

obtegens Tul. 

Prenanthes-racermOS&6, 

Taraxac1 Plowr. 

いそ Yamadai Miyabe, 

Rostrupiag Elymi LagD. 

R. Dioscoreae Syd. 

Uropyxis Fraxini Mag. 

Phragmidiium 

| Gymnosporangium 
araeanurmn Syd. 

papllatumm Diet. 

Ph. Fragariastri SchrOt. は . 絡 。 十 g あ : 四 

則 # Potentillae Karst. 北本 第 . 誠 員 拉 | 前 yi っ g cn も | pk es ん 

P5 americanurmn Diet. 5 才 、 馬 2 LaeldE wu ia si | Luek 

Ph. Rosae-dayuricae JMIiura, キ 中 司 W jikenus 雪 

Ph. Rosae-multif 用 orae Diet. ま % 時 | 1| mWdP Maytii 1 50dsk 

ED Rosae-rugOoSae I く as. 外 理 生か お 生還 | 穫 耳 作 本 | 間 M 必 党 

Ph. pauciloculare Syd. は 本 中 : ll | | Lao iodgeM leoda0 ま 

Ph. Yoshinaga1 Diet. 十 | 圭 

Ph. Okiana Hara。 し 

Ph. carbonariurm WV. | 3 次 - 上 ぁ 半生 kno3e 反 も 守 昔 | 

tet al な | し |al 

- 呈 。emvememmt msmte |+|+| | | | | | | | 



に ui 
| 

Aeoid、. Paeoniae Korn. 

Aecid. Caulophylhi Kom. 

koreaense 耳 enn. 

人 ム Aecid. Sedi-Aizoontis Tr. 

Aecid. Staphyleae Miura, | 

Sarmbucl SchW. 

Patriniae Henn. 

Aecid. Ainsliaeae Diet. 

Aeoid. Asterum Schw. 

Aeoid. Atractylidis Diet. | 

Aeoid. Draceunculi Th. 

Aecid. Tigulariae Thinmn. 
ee 

2 。2. 』 [| i 1 

Puceiniastele mandshurica Diet.| 十 | 十 . | 2 還 | 

1 1 

Gymnoconnia interstitialis TLagh. が い 十 夫 ま K 隊 れ が トド の 2 

。 Rosae Lilo, 0 1 証 MW 1 

2 人 RIN) | ! | 1li 間 請 国 還 詳 間 
Aecidium Dispori Diet. LR キ rekkaotaeiD 』 

Aecid. Shiraianurmn Sydl. 5 本 呈 | 李 29 

ーーーーーーー- | --ーーーーーー | 一 ーーーーーー 一 | ーーーーーー | 一 ーーーーーーー | 

N ーーーーーー| ーーーーーー コ ーーーーーーー | ニーーーーーーー ピ ーーーーーーー リ ーーーーーーー | ニーーーーーー-! 一 ーーーーーーー| ニ ーーーーーー 

Caeoma Makinoi Kus. 

Fumariae Link. C. 

Uredo Asteromaeae Heun. 

Eubasidi Microstroma 
Juglandis Sacc. 

ーーーーーー リ ーーーーーー| ーーーーーー| ーーーーーーー| 一 ーーーーー| ーーーーーーー| 一 ーーーーーー ーーーーーーー 

ーーーーーー | ーーーーーー | 一 ーーーーー ーーーーーーー | 一 ーーーー リ ーーーーーー 衣 

ーーーーーーー|ーーーーーーー リ ーーーーーーー| リ ーーーーーーー |ーーーーーー 一 | 一 一 一 一 一 



405. 

Puccinaceae の も の は 百 三 十 九 種 あり て 牙 内 百 五 竹 は 日 本 に も 策 

絢 人 せら る いも の な る と と 菊 の 表 に より て 明らか な り 。 

アテ れ を 要する EK 瀧 洲 の 鐘 苗 類 は 日 本 の も の に 最も 近く 次 は 区 洲 
の 七 二 種 米 園 の 五 十 五 種 西 比 利 加 の 四十八 種 印 度 及 び 北 清 の 三 十 

三種 南宮 の 二 十 二 種 に し て 漂 洲 の 十 九 種 は 最も 少な し 之 れ に より 

て 見 れ ば 歌 洲 北 米 よ りゃ 北 清 西 北 利 亜 が 分 布 開 係 薄弱 な る が 如き 

も 余 の 考 を 以 て 見 る と き は 欧洲 米 園 の それ に 比 し 西 比 利 亜 北 清 地 

方 の 菌類 の 調査 不 完 の 結果 に 上 全 すべ きも の と 信 才 中 し 西 比 利 可 の 

茜 は Thtmen に より て 少し く 調 査 せら れ 北 清 の も の は 三宅 市 郎 氏 

が 調査 し た る の みな る を 以 て な り 若 し 内 れ 此 等 地方 の 菌類 調査 完 

成ら る い \ に C 於 て は 或 は 日 本 に 詩 す る 敷 よ り も 衝 か に 多き KC 達 す 

る や も 計り 難 き も の あり 。 

Coleosporium. 

Mielampsora. 3 2 1 

PucciniaStrurn. 4 4 1 1 2 MM、 | 1 

Thekopsora. 2 1 1 

Uredinopsis. 2 | 1 

Chrysomyxa. 

Cronartiurn. 

Uromyeces. 21 | 16 5 6 8 技 、 財 3 

Ed 庁 「 ] 6 |e6s|lielsel4olsnlnslnit 

GyrmmnoSsDOorang1urn. 2 2 2 

Rostrup1a. 2 2 1 1 

Uropyx18. 

Phragrnidiumn. 
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ムネ 

ms 3 TTY WS YK ST AA 六 二 | に ーー た rnanaolarisbdi' 

Triphragrn1urn. | 2 | 2 | | | 1 | 1 | | | 1 

5 Fucoiniostele. 』 1 1 | | 

ば ymnnocon18, 2 員 上 Wh 全幅 9 旨 |h 

Aeeidiumn. 紹 4 6 3 1 0 へ 1 較 閉 和 T ヤ 9 

Caeormna. 2 ee 中 1 1 宮下 科 ト | 

Uredlo. に rt な うー 

135 105. _26 28 | 60 | 49 1 18 | 19 _38 

| 計 161 1128| 33| 33|70|55| 19| 22| 48 

VH FUNGI IMPERFECTEL 不 完全 菌類 

本 類 C 属 する も の は 其 性 質 上 子 雪 画 類 の 分 生 胞 子 時 代 と 見 る べ ペ 

きも の に し て た ゞ  ヾ その子 姜 時 代 不 明 な る を 以 て 此 等 を 一 括 し て 本 

類 に 改め を た る も の な る が 故 K 共 画 の 生活 喝 研究 人 せら る い \K 徒 ひ て 

本 類 の 整理 行 は る ヽ  も の な り 従 つて 共 分 類 法 の 如き も 全く 人 含 的 

に し て 甚 胞子 の 形 ち 及び 色 に より て 爽 の 如く 分 つ 。 

AmeroSDorae. 胞子 潮 乳 に し て 星 状 螺 導 大 乃 至 締 伏 を な さす ず す 。 

Didymosporae. 胞子 は 二 胞 より な る 。 

Phragmosporae. 胞子 は 三 胞 以上 より な り 横 膜 の み を 有 す 。 

Dictyosporae. 胞子 は 三 胞 以上 より な り 横 膜 及び 縦 膜 を 有 す 。 

Scolecosporae. 妥 子 は 針 状 細 を な し 横 膜 あり 。 

Helicosporae. 胞子 は 螺旋 汰 を な し 横 際 あ り 。 

Staurosporae. 胞子 は 星 汰 又は 謝 状 を な し 横 膜 あり 。 

面 し て 共 無 色 な る を 耳 yalosporae, 有 人 色 な る を Phaeosporae と デ 守 | 

本 類 は 其 形 態 に より て 爽 の 四 族 た 大 別 せ ら る 。 

WU 提 チ を IAUG228GR 才 まし Myeelia steriiia.。 菌 族 . 

了 子 を 用 す た ビー IN 2 
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92. 反 護 膜 内 に 生 す ず す ………… の ii の Sphaeropsidales. 擬 球 殻 菌 族 

て 2 し 

3. 黄 六 は 子 邊 様 組織 中 に 入る ……………… Melanconiales. 黒 粉 菌 族 

に 科 な 紀 に 東上 こ 0 ERO は Moniliales. 全球 誠 苗 族 

S。 Sphnaeropsidiales. 携 球 殻 菌 族 

本 族 の も ゃ の は 其 分 生 胞 子 を 子 装 菌 族 の 子 革 殻 に 類する 擬 殻 内 に 

生じ 此 擬 殻 は 寄主 組織 内 に 存する と と あり また は 其 組織 外 に 形成 

せら る いと と あり て 孔 日 を 有する あり 之 れ 人 鉄 く も の あり て 其 共 に 

窒 生 する も の は 種々 の 斑 虹 病 の 病原 菌 と な り ま た 果 買 を 犯し て 病 

敗 病 を 起 さ し め 槻 幹 に 生じ て 次 開 病 を 起 さ し むる 等 農業 上 観 過 す 

べから ざさ る も ゃ も の 多 し 本 族 は 更に 次 の 四 科 に 分 た る 

1. 撰 帝 は 球状 又は 球状 に 近 き 形 ち を な す ーー ゥ . 

店 0 PH 明和 e 9 

2。 擬 殻 は 由 せ 質 , 旧 質 2. は 所 質 に し て 黒色 を 呈す も me… Sphaerioidaceae. 

和 0 

帝 殻 は 肉質 乃至 蝶 質 に し て 肖 色 ……………… …ーN ectriadaceae 

3. 擬 殻 は 多少 棚 形 を な し 黒色 …ーーー…ー…… Leptostromataceae。 

擬 殻 は 迅 汰 文 は 皿 秩 を な し 黒色 ーー Excipulaceae。 

( イ ) Sphaerioidaceae. 擬 球 殻 菌 科 

擬 殻 は 球形 卵 形 乃至 策 根 棒 汰 に し て 肛 質 革質 又は 災 質 , 黒 色 或 は 

黒 補色 孔 口 を 有 し 寄主 植物 の 組織 中 に 埋 湊 せら る ヽ か 又は 外 生 な 

る と と あり 子 邊 を 有する も の と 藻 と あり 分 生 胞 子 は 形 ち 色 等 種々 

に し て 更に 十 距 科 に 分 た れ 約 五 十 局 を 含む 洲 に て 績 見 せら れ た 

る も の 爽 の 如 し 。 し 
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( い ) Sphaerioidaceae-Amerosporae-Hyalosporae. 

属 李 索 表 

1 を 9. 

務 . 邊 を 、 有 52302 1" 2RERRWSIREPBBE 5. 

2. 搭 子 本 dd 棚 李 択 Mc 外野 2 語 計 あし と ント ーーr tee Dendrophoma. 

搭 守 本 は は 暫 二 あ D 生ん ーー mee Pa 2 9 

3. 胞子 は 15「 ミ クロ ョ ン 以 上 の 大 さき さ を 有 すす oornrnn Macrophoma. 

胞子 は 15[「 ミ ク ョ 以下 の 大 ささ な っ て reo 4. 

4 -: 失 C 寺 MREHE・ や 0 はい 300 9. rt.12 TOY 人 才 5 Phyllosticta. 

才 グ SO28 寺 光る ちり Phoma. 

5 撰 球 誤 は 子 汗 討 DYCR 昌 半 BGOMNR つい ポッ RW SN NRN 6。 

務 沈 中 (に 多く の 擬 球 遇 守 に お ーー 20. の CN OTN 7. 

822E MNT CRP20) だ 有人 o で 0。 9205 本 Phomopsis. 

3 二 が 人 委 計 5 !N De ああ 85。 で っ で いあ 09900 Plenodomus。 

7 人 中 胞 守 は 四 形 又は 権 周 珍 ーー ーー ORUHCFGH2 

の 10 Ei ばけ HMD28】4 に 73 人 32 こっ ーー ECR Cytospora. 

ph ゎ y』losticta Persoorn. 

擬 殻 は 虹 質 球形 に し て 寄主 組織 内 に 埋 流せ られ 一 方 に 開口 する 

か 又は 短 装 を 以 て 外部 に 開き 分 生 胞 子 は 小 に し て 卵 形 又 は 椿 園 形 

を な し 長径 156「 ミ クタ クロン]jC 達 せ 才 昌 胞 に し て 無色 又は 淡 終 色 搭 子 

柄 は 基 だ 短 か き か 又は 之 れ を 人 鉄 く . 葉 に 寄生 する も の に し て 世界 c 

約 八 百 種 あ り と 稽 せ られ 共 或 者 は Guignardia, Valsonectria, Mycosph- 

aerella の 分 生 胞子 時 代 と し て 知ら れ 浦 洲 に は 二 十 六 種 を 見 る 。 
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279. Phyjlosticta sorghina Sacc. nm Michelia 1, 140, 1879: in 

Syll. 3,61, 1884 : Allescher,、in Rabh. Krypt. 6, 164, 1901: K. 

Hara、 in THg. eastern Asia, 34、1928 : 

寺 至 及 産 地 Panicum miliaeeum 工 . キ ビ 電 

熊 芋 城 大 正士 五 年 九 月 原 擁 順 

Andropogon Sorghum, vulgaris,]aponicu8。 カ ウリ アン 葉 

公主 額 犬 正 七 年 九 月 十 日 三浦 宙 成 

公主 額 誠 正 直 年 4 月 年 ミ 三浦 鶴 成 

熊 理 城 大 正士 九 年 九 月 原 搬 病 

布 分 欧洲 , 満 湖 。 

事 記 本 歯 は 高 染 の 葉 を 犯し 共 被 害 部 は 赤 紅 色 部 を 以 て 健全 音 

と 明らか に 境 せ ら る 誠 分 布 は 欧洲 及び 満 洲 の み に 知 られ た る も $ 之 

れ 其 調査 不 完全 の 結果 な る べく 英 ら く 本 寄主 の 栽培 せら る * 地 方 

に は 世界 至る 謀 之 れ を 表 見 し 得 べ し 。 

280. Phyllosticta populea Sacc, in Michel. 1 135, 1879) in Sy 赴 

9, S9。 1664 : Diedicke, in Krypt. Brand 9。 80, 1912 : Allescher, 

in Rabh. Krypt. 6, 64,1901: Oudemans, in Enum. 2, 46, 1920 : 

寄 玉 及 産 地 Populus laurifolia Ledeb. リウ PV ゼ セ 葉 

熊 韻 城 大 正 せ 年 九 月 十 六 日 三浦 密 成 

全 便 山 大 正二 年 十 月 十 六 日 三浦 審 成 

分 布 欧洲 , 清 沙 。 

記事 本 南 に 犯さ れ た る 葉 は 早く 落葉 する を 以 て 前 来 滝 洲 に 於 

て Fnp 類 の 造林 を な す 場 合 に は 本 病 南 に 娠 する 貴 も 考慮 せ さ ざる 

か ら ず 被害 部 の 上 面 は 不 規則 な る 疾 呈 と な り 始 め 雲 補 色 な る も 次 
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に は 白色 と な り 疹 遊 は 路 色 英 を 以 て 健全 者 と 堺 せ られ 普通 拡 生 す 

る も 時 KC 二 個 以上 互 に 接する と と あり 孤立 の 場合 は 被害 斑 踏 の 直 

径 九 「[ ミ メ ] 位 あり 此 白 色 斑 遇 部 CK 小黒 踊 を 散在 す 基 直径 80-100/ あ 

り て 孔 日 を 有 す 胞 子 の 大 さ 3-4x1 み あり て 雨 端 に 各 一 個 の 油 滴 を 

有 す . 

28j。 Phnyllosticta bellunensis Mart. in Nuov. Giorn. bot. Ital. 

395, 1888 : Sacc. Syll. 10,117, 1892: Allescher, in Rabh. Krypt. 

6, 93. 1901 : Diedicke, in Krypt. Brand. 9. 103, 1912 : 

SY1. ん 2//os72c7Z 7Q27Os7O7@ (non ElI. et Ey.) Hara, in Hg. east. 

Asia, 55, 1928 : 

寄 至 及 産 地 Alnus japonica S. et . cS ジブ プ : 辛 葉 

湯山 子 大 邊 琶 年 旬 帰 す 三 目 三浦 密 成 

態 天城 大 EN 年 説 尺 志 二 月 三浦 審 成 

分 布 区 洲 , 清洲 

記事 本 被 害 痢 は 大 に し て 直 至 ミリ jc 達する も の あり 擬 殻 

の 直 経 70 一 100 / に 達し 胞子 は 4 一 5x0.81g の 大 さぁ り 。 

原 括 氏 は 其 閉 東亜 黄 類 誌 三 十 五 真 に Phyllosticta allantospora. 

EII. et REyv. な る 菌 を 湯 岡 子 に 人 て ハン フキ の 一 種 の 葉 上 に 探れ り 

と 報 ぜ る が 同 菌 は 北米 に 於 て 十 学 科 植 物 の 一 種 Cakile americana の 

蓄 上 に 生ずる も の に し て 今 Elis & Everhart の 原 記載 と 原 氏 の 記載 

と を 比較 し 見 る に 此 雨 者 を 同一 歯 と 見 る 能 は ざる 器 あ り 余 は 原 氏 

の 菌 は 本 種 な る べし ょ 信孝 , 耐 し て Diedicke 氏 に ょ れ ば 其 大 な る 毅 

色 せ る 部 分 は 本 菌 の 包め に 生ずる に 非 ず し て Mycosphaerella UImi. 

Klebahn 苗 の 込め に 生ずる も の な り と 言 へ り 。 
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282. PhyYllosticta ulmieola Saec. m Mich. 1 158, 1879: in Syll. 

9, 99、 1664: Allescher, in Rabh. 6、92, 1901 , Diedicke, in Krypt. 

Brand. 9 104. 1912: 氏 . Hara. in Tg. Eastern Asia, 36,1928 : 

寄 主 及 産 地 UImus macrocarpa Hce. テッ ンジ セン = 新 4 葉 

吉 本 大 正 七 年 八 月 本 人 日 三浦 密 成 
UImus pumila 工 . JH 識 用 尺 5 

湯 岡 子 大 正 七 年 九 月 十 三 日 三浦 窒 成 

態 音 城 SBS7VGE ブロ 月 ニュ 日 三浦 密 成 

UIHmnus japonica Sargent. ハル ニレ 工 

湯山 子 大 正 十 五 年 九 月 原 玲 該 

分 布 区 洲 , 滝 洲 
記事 本 貢 は 秋季 清洲 C 座 て = レ 類 の 葉 に 普通 見 る も $ も の に し て 

基 被 害 部 は 渓 視 色 或 は 白色 を 呈し 擬 穀 は 葉 の 上 面 に 出 で 直 経 70- 

90/ 胞子 は 無色 乃至 帯 オ リー ブ 色 に し て 8-6x2-8/ あ り 原 氏 の 控 

集 せ る 菌 は 擬 殻 を 葉 の 裏面 に 生じ 斑 足 は 購 褐色 に し て 擬 殻 の 直 経 

60-100 ヶ 胞子 の 大 き 3-5x2-2.5。 と あり 擬 殻 の 生生 場所 並 c 被 害 

部 の 色 本 菌 と 一 致 せ さる 同 あ り と 上 も 余 は 之 れ を 栓 する の 機 な き 
を 以 て 曹 く 原 氏 の 菌 も 本 種 と 同一 の つも の と な し 後日 の 研究 に 謀る 。 

283. Phyllosticta Fagopyri 毅 iura, n. Sp. 

SDots oircular in general, at first brown, then turn to gray from 

its centre. marginated by brown colored jine, and from the cirecum- 

ference of this border,。 it iS circulated by greenish gray colored part, 

2-5 mm. diameter: pycnidia epiphyllous,。 minute, scattered, immereedd 

without astiole, sphaeroidal, blackish。 35 一 40 /, in diameter: Spores 
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ovate or wide elliipsoidal, hyaline, without oil drops, rounded at both 

ends,。4-5x 3-3.5 

寄主 及 産 地 Fagopyrum esculentum Moench. ッ さ 葉 

公主 額 大 正士 一 年 残月 亡 十 一 日 三浦 客 成 

分 布 浅 。 

記事 本 菌 は 滝 洲 に て 始め て 帝 見 せる も の に し て 余 は 朗 聞 に し 

て 未 た 本 菌類 が 本 寄主 を 犯す を 聞か ず 故 に 之 れ を 新種 と な す , 拉 衝 

大 な ら ず 。 

284. Phyllosticta PolYgoni-Bungeanae 六 . Miura, n. sp. 

Spots circular or elhptical, scattered or confuent、3-5 mm. acroSs, 

brown, Himitted from the surrounded healthy part without any remark- 

able line: pyenidia amphigenous。 minute, globose with a short ostiole, 

brown, 55-S5 z in diameter: spores elhipsoidal,、 hyaline, rounded at 

both ends with an oil drop near them, 5-7x93.6 /. 

寄 王 及 産 地 Polygonum Bungeanum Turcz. 2 0* 夕 。 誠 葉 

公主 作 KUR62R 月 記 日 三浦 鶴 成 

分 布 清洲 , 日 本 #。 

記事 本 種 は Phyllosticta Polygonorum Sacc. 及び Phyllosticta Nie- 

Hiana Roum. と 比較 する 共 胞 子 大 に し て 擬 殻 小 な る を 以 て 直 ち 

に 居 別 する を 得 べ べく Ph. Tokutaroi Speg. と 比 す る K 擬 殻 小 な る の み 

な ら ず 披 害 都 の 汰 並 に 搭 子 柄 短 か き 賠 等 豊 な る を 以 て 新竹 と 認め 
上 記 の 聖 名 を 附 せ り 面 し て Ph. Tokutaroi 菌 は 東京 に て 伊藤 篤 太 郎 

兵 が Polygonum multiHorum.( ツ ルド クダ ミ ) の 葉 上 に 得 た る も の な り 。 
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285. Phyllosticta rumicicola 症 、 芝 iura, n, Sp. 

Spots cireular or elliiptical, rarely irregular, scattered, sometimes. 

confiuent, at first brown, with age grayish color concentrically expanded 

from its centre, somewhat thinner than that of the healthy parts, 

marginated with dark Hine or without the margination。 2-4 m.m. 

across : Dyenldia epiphyllous、minute. globose, black, scattered on the 

discolored part,imbbeded with ostiole, 55-80 / in diameter: SDOre8 

oblong, rounded at both ends, hyahne, with one oil drop near the each. 

end,6-7.5 x 3-9.5 /. 

寄主 及 産 地 Rumex acetosa 上 . ギシギシ 瑞 

公 半 ' 宮 大 正 七 年 月 廿 六 日 三浦 密 成 

公主 守 _ 大 正 十 年 七 月 八 日 三浦 因 成 

橋 頭 20IEME 年 7 立 朋 ) 末 1 三浦 鶴 成 

Rumex crispus F. et 是 . ナガ バ ベ ギ シギ シ 葉 

大 裕樹 大 正六 年 六 月 四 日 宮部 憲次 

分 布 清洲 , 日 本 「 
記事 本 菌 は Phyllosticta Sacc. と 比較 する KC 其 胞 子 大 に 

し て Phyll. straminella Bresadol + り も 胞子 小形 な る を 以 て 直ちに 

此 雨 者 と 屋 別 する を 得 べ く 面 し て 後者 は 恐らく Macrophoma に 入 

る も の. な る べし 

286. Phyllosticta Chenopodii Sacc. in Mich. 1, 150 1879 : im Syl. 

9, 55, 1884: Alleseher。in Rahb. Krypt. 6, 111, 1901 : Oudemans。. 

in Rnum. 2, 1036, 1920 : 

寄 天 及 産 地 Chenopodium album 上 . で ュ 力 。( 天 葛 
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公主 額 大 正二 年 八 月 三 日 三浦 鶴 成 

分 布 歌 洲 , 日 本 , 清洲 

記事 本 菌 は Phyllostieta ambrosioides Thiimen に 近 き る 胞子 の 幅 

腐 き を 以 て 直 ち k 硬 別 し 得 べく 本 再犯 され た る 寄主 は 早く 落 薬 
し 八 月 中 旬 に は 加 に 其 昔 の み を 残す に 至る を 以 て 此 難 草 を 騙 除 す 

る に は 大 な る 効果 ある も の の 如 し 。 

287. Phyllosticta 表 ai Pril. et Delac. in Bull. Soc,、 Mye. Hr. 180, 

1890 : Sace. Syll. 10, 109, 1892: Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 

66, 1901 : 

寄 宇 及 疾 地 Malus domestica Borkh. リン 第 葉 

熊 策 城 大 正 七 年 九 月 廿 七 日 - 三浦 密 成 
旅順 大 正 七 年 九 月 十 三 日 三浦 欠 成 
湯 賠 子 大 正士 五 年 九 月 原 所 証 

大 運 昭和 王 年 十 月 三 日 三浦 鶴 成 
分 布 欧洲, 洲 較 , 清 湖 。 「 

記事 本 南 が 共 樹 の 某 を 犯す たき は 被害 部 は 始め 褐色 を な す も ゃ も 

後 白色 を 呈し 落葉 を 早 む 其 擬 殻 の 直 経 一 モ セ O「 ミ クロ ン ]C 着 する も 

の あり 胞子 も 6-9x4-5k の 大 さあ り 後 に 逃 ぶ る Sphaeropsis Malorum 

園 と 共に 見 ら る いこ と と 少な か ら ず 。 

288. Phy1losticta pirina Sacc. in Mich. 1, 134, 1879: im Syll. 3 

7, 1884 : Corbett, in West Virginia Tec. Bull. No. 66, 202, 1900 : 

Allescher, in Rabh. Krypt. 5, 65, 1901 : Stewart and Eustase, in 

New York Ag. ex. st. Bull. 220, 1902 : Longyear。 in Hruit diS. 
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Mich. 1904: Sorauer, in Lehrb. 2、398, 1908 : Duggar, in Fg. dis. 

pl. 347, & 352。 1909: Crabil, in Ann. Rpt. Va. Polytech. Tnst. 

Ag. ex. St. 1911-2。95-115、1913: Diedicke, in Krypt. Brand. 9, 

77. 1912 : Stevens, in Fg. w.c. nl. dis. 485, 1913: Oudemans, in 

Rnnum。 3。451 AM Kara。23m Hg. Eastern Asia, 37, 1926 : 

寄 芋 及 産 地 Malus domestica Borkh. ンジ 1 葉 

犬 石 槍 犬 正八 年 九 月 廿 六 日 三浦 審 成 

0 大 正八 年 九 月 十 六 日 三浦 審 成 

3 AB 邊 泌 具 填 七 、 日 三浦 守 成 

得 利 寺 犬 正八 年 九 月 二 十 九 日 三浦 鶴 成 

熊 昌 城 大 正八 年 月 三 十 日 三浦 内 成 

族 順 大 正八 年 十 月 四 日 三浦 客 成 

大 建 大 正八 年 十 月 五 日 三浦 審 成 

金 州 。。 大正 十 年 九 月 七 日 三浦 審 成 

熊 呈 城 大 正二 年 士 月 十 三 晶 渡邊 柳 蔵 

湯山 子 大 正士 五 年 九 月 原 撮 項 

大 斬 昭和 二 年 十 月 三浦 成 

分 布 区 洲 , 米 國 , 日 本 , 朝鮮 , 満 洲 . 

記事 本 菌 の 芋 樹 甘 を 犯し た る 場合 は “Brown spot "” ( 斑 呈 病 ) と 

し て 知ら れ し も の に し て Alwood 氏 始 め て 之 れ を 研究 し Corbett 氏 

も 同一 結論 を 得 た る 一 方 に 於 て Hartly 氏 は 其 然 ら ざる を 設 き 

Scott、Rorer, Brooks, Lewis 等 は Sphaeropsis Malorum 画 に より て 死 

し 猿 色 し た る 部 に 死 慣 和 寄生 と し て 現 は る い ヽ も の な り と せり 仏 れ ど 

も ゎ も 余 は 接種 試験 に 成功 せり 耐 し て 本 を 朝鮮 に て 探 集 せ し と と あ 

り 英 被害 部 の 上 面 は 褐色 乃至 衣 視 色 に し て 全く 次 色 を な す と と あ 
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り 同形 に し て 紫 補色 郡 を 以 て 健生 都 と 堺 せ られ 拡 芝 する と と あ 
り 相 接する と と あり て 直 衝 1-5m.m. kc 達 す , 擬 殻 は 葉 の 上 面 C 生 

球形 黒色 に し て 未 吾 の も ゃ の は 45-65 ヵ の 直径 ある KC 過ぎ ざる も 

成 難 せ る も の は 直 筆 150z に 達する も の あり 胞子 は 卵 形 文 は 格 

形 C し て 無色 , 5-6x2-3 ん の 大 さあ ぁ り 。 

みれ を 前 種 と 比べ する に 共 IC よ く 似 た る も 流 害 部 に 紫 褐 色 帯 ある 

と 胞子 の 小 な る に より て 寿 別 する を 得 滴 洲 に て は 本 落 は 最も 普 筆 

に 見 られ 六 月 上 旬 皮 に 其 華 生 を 見 る と と あり て 落葉 を 早め 茶樹 栽 

培 に 将 す る 被 筆 大 な る 病害 の 一 な り 。 

289. Phyllosticta turnanensis WIiura, n. SD. 

Syn,. 7 ん 2/os72C7 2722724725822706 Kab. et Bub. in Oesterr. Bot. の eitschr. 

2,1904 : Sace. Syll. 18, 229, 1906 : Oudemans, in Enum, 3 769。. 

1921.: 

究 王 及 産 地 Malus domestica Borkh. リン 巡 / 季 

得 利 寺 大 正八 年 九 月 二 十 九 日 三浦 希 成 

分 布 不 洲 , 形 鮮 , 清洲 

記事 本 菌 は Kabat 氏 が Bohemia の Turnan に て 控 集 せ る Pru- 

nus spinosa 上 の 菌 を 新種 と な し Phyllosticta minutissima Kob. et Bb. 

と し て 殴 表 社 る も の な る も Phyll. minutisssima な る 届 名 は 既に lls. 

& Everhart 雨 氏 に より て 北米 に 産 する Acer glabrum 上 楽 上 の 菌 に 用 

の られ た る を 以 て 之 れ が 毅 更 を 必要 と する に 至れ る が 故に 其 原 様 

本 探 集 地 の 名 を 記念 菩 ん た め 上 記 の 贅 名 に 改め た る も の に し て 余 

は 之 れ を 朝鮮 大 訪 に て 大 正八 年 十 月 十 九 日 採集 せり 。 

本 菌 の 被害 は 滴 洲 C 廊 て は 前 者 の 如く 大 な ら ず す 今 犬 に て 得 を た 
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る 菌 に より て 手記 立 る も の を 区 に 区 べ ん に “Spots large, circular, 

eliptical or irregular, grayish or grayish brown color on the upper side, 

deep brown on the corresponding under side, 0.3-3 c.m. across, bordered 

with deep brown colored part : pyenidia epiphyllous, minute, imbedded 

with a short ostiole, globose to depressed globose, scattered、30-40 / in 

diam.: Spores oblong and bacteria-jike,rounded at both ends, hyaline, 

3-4 x 0.8-1.5 

290. Phyllosticta crataegieola Sacc. in Syl. 3.6. 1884) Allescher, 

in Rabh. Krypt. 6, 35, 1901 : Oudemans, in Enum. 3 413,1921 : 

寄主 及 産 地 Crataegus pinnatifda, typica Schneid. 

オオ ホ サ ン ザ シ 葉 

吉 林 大 正 十 二 年 九 月 十 九 目 三浦 宙 成 

分 布 欧 洲 , 清洲 。 

記事 本 菌 は Spegazini 氏 が Phyllosticta Crataegth と 移し も ゃ も の 

に し て 彼 逢 斑 器 は 韻 形 に し て 次 色 健 全部 と の 堺 明 療 に し て 擬 殻 は 

60-80 ん の 直径 あり 胞子 も 甚だ 小形 に し て 2.5-8x1-1.5 ん の 大 さあ 

る (CC 過ぎ ず 前 種 と 能 く 似 た り 然 れ ど も 其 異 同 は 接種 試験 を 経る に 

非 れ ば 決定 し 能 は す 。 

291. Phyllosticta phaseolina Sace. in Mich. 1 149, 1879: in Syl 

32。 41, 1884: Kirehner, in PHanzenkr. 425, 1890: Allescher, jm 

Robh. Krypt. 6, 137, 1901 : Stevens, in fg. w. c. pl. dis. 487, 1913 : 

Diedicke, in Krypt. Brand. 9 75, 1912 : Oudemans。 in num. 8, 

965, 1921: Migula, in Thome's I. Deutsch. Krypt. IIT. 4, 51, 1921 : 
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Syn. 7/%77os72cfg Aoseo/o7%72 SaCC. et Speg. in Sacc. Syll. 3 41., 

1884 : 

寄 王 及 産 地 Phaseolus vulgaris L. イン (ゲー ツマ 4 甘 

公主 額 大 EMR 時 月 ks 本 八 朋 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 北米 日 本 , 消 洲 。 「 

記事 本 菌 は イン ゲン マメ の 葉 を 犯し て 斑 中 病 を 起 さ し むる も 

の に し て 時 KC 勘 被 定 大 な る と と あり て 日 本 に て は 年 澤 泡 氏 之 れ を 

北海 道 札 幌 附近 に て 策 見 せり 余 の 検 し た る 菌 の 擬 殻 は 其 直 径 60- 

70 み 胞子 の 大 さ 5x2.5 ん あり て 全く 本 菌 の も の に 一 致す る も ゃ 其 胞 

子 は 吉 終 色 な る 貴 は Phyll. Phaseolorum の も の KC 似 た り 今 PhylL 

Phaseolorum 菌 の 記載 を 見 る に 勘 擬 殻 の 大 さ 100-180 胞子 の 大 さ 

5-7x3- 人 4 ん > あり て 余 の 楼 し た る 菌 よ り も 大 な る が Saccardo 氏 が 共 

胞子 の 色 を chlorino-olivacers と 訪 し 且つ Phyl. phaseolina 菌 の 充分 

績 育 せ る も の に 非 ず や と せる が 余 も 此 の 読 の 正しき を 信 ず 従 つて 

Phyllosticta Phaseolorum Sacc. et Speg. 菌 は 本 菌 の 同種 異名 と し て 取 

扱 ふ を 正 営 な り と 思 慌 す 。 

292. Phnyllosticta Azukiae 芽 . iura。n. sp. 

Spots large, irregular in shape, often half of the leaf becomes 

brown, limitted by a darker jine from the healthy part,2-5 c.m. in 

diameter: pyenidia epiphyllous, scattered or gregareous, Small,sphaerical 

to depressed sphaerical with a short ostiole。 subimmersed, 100-140 

across。 black : spores oblong, ovate-oblong, rounded at both ends, 

hyaline, oil drops invisible。5-7 x 3.-36 /. 

究 主 及 産 地 Azukia typica Miura. ヤ エ ナ リ 甘 
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公主 額 大 正八 年 八 月 七 日 三浦 密 成 

公主 付 大 正 九 年 八 月 五 日 三浦 蜜 成 

分 布 凍 湖 

記事 本 寄主 は 支那 に て は 結 豆 と 各 し 七 月 下 句 頃 よ り 本 菌 に 犯 

され 被害 葉 は 其 基 だ し き 場 合 は 殆 ん ど そ の 生 ば 以上 も 北 色 する と 

と あり て 哲 か る 場合 に は 勿論 早く 落葉 し 従 つ て 損 雪 も 赤 犬 な る も 

の あり 菌 の 形態 は 前 種 に 似 て 手 殻 少し く 大 な る も $ 昔 被 害 の 汰 況 全 

く 之 れ と 異な る が 履 に 接種 試験 に ょ より て 慕 異同 を 決定 する まで は 

暫く 之 れ を 新種 と な し 置く を 便利 と 考 へ 上 記 の 届 名 を 附 せり 。 

Brasil に 於 て Phaseolus の 一 種 の 頻 上 に 得 た る 菌 を 以 て Allescher 

氏 は Phyllosticta Noackiana な る 新種 を 創 定 せ る が 其 記 載 不 完全 に 

し て 吾 人 は 之 れ と 比較 する を 得 ざ る も ゃ も 其 擬 殻 は 小 に し て 全 の 上 面 

に 生じ 胞子 は 無色 に し て 4-6x2k の 大 さあ り ょ と 之 れ に より て 考 ふ 

る に 此 菌 の 胞子 は 幅 狭 くし て 本 菌 よ り も 震 ろ Ph. phaseolina Saco. 

細 に 近 き も の KK 非 ず や と 思 は る 。 

293. Phyllosticta robiniella 癌 , Miura, n. sp. 

SpotS circular or wide elhptical。 scattered but rarely conHuent。 

brown, restricted with a darker line from the healthy part,. 1-3 mm 

diameter : pycnidia epiphyllous, minute, scattered or somewhat circularly 

arranged, black when observed by unaided eye, but brown when surched 

under a mmicroscope, subimmersed with a short ostiole, globose, about 

100 / across : Spores fusiform, rarely long-elhpsoidal, generaly pointed 

at both ends, rarely rounded, hyaline with one oil drop on each end, 

10-12 x3-4 
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実 主 及 産 地 Robinia Pseudoacacia 革 . ぶり エン ジニ : 

金 州 南山 大 正二 年 九 月 革 日 三浦 審 成 

分 布 清 湖 

記事 本 菌 に 犯さ きれ た る 被 守 部 は 獲 り 葉 の みな ら ず 基 幼 校 の 和 

間 非 常に 伸長 し 葉 は 少く な り て 大 形 と な り 色 ゃ も 淡色 に し て 居 か も 

軟化 せる 如き 観 を 星 す る が 攻 に 秋季 科 方 より も 芝 れ を 認 む る と と 

を 得 。 

従来 本 寄主 を 犯す Phyllostieta 菌 と し て は Ph. Robiniae Sacc., Phyll. 

Pseudoacaciae Pass.,、 Ph. robinicola Hollos.,。 Phyll. advena Pass. 及び 

Phyll. neomexicana KKabat et Bubak. の 五 種 な る が 前 き の 三 種 は 募 

胞子 小形 な る が 故に 直ちに 本 菌 と 居 別 する を 得 べ く Phyl1. advema. 

Pass. 菌 I に 開 し て は Allescher 氏 は 昔 擬 殻 は 亡 大 鏡 を 以 て する も 僅 

か (C 其 存在 を 認め 得る に 過ぎ ざる 程 小 形 な り と し Jiedicke 氏 は “ 英 

擬 殻 は 孔 日 を 有 せ ず 直 径 50-55 ん あり" と な し 胞子 の 大 さ を 5-8x 

2-3 > と し Passerinti 氏 は 8-12x3 ん と な せせり 故に 知人 の 菌 は Phpll. 

advena と も 異な ろ る も の に し て Phyll. neomexicana 菌 と 比 す る に 同 

軸 の 擬 殻 は 甘 の 下面 に 生じ 大 さき 60-160 ヵ あり 乃子 は 3.5-4.5 x1.5 

-2 み の 大 さあ り て 雨 端 園 み を 如 記 る が 故に 知 入 の 菌 と は 比較 する 

まで も な く 別 種 な る と と 明らか な り 折 く て 送 C 本 菌 に 一 致す る も 

の な きも を 以 て 少 和 れ を 新種 と な せり 。 

294. Phnyllosticta Negundinis Sacc. et Speg. in Nch. 1, 620, 1879 : 

Saec. Syll. 3.183, 1884 , Allescher, in Robh. Krypt. 6, 17, 1901 : 

Diedicke. in Krypt. Brand. 9, 16, 1912: Migula, in Thome's HI. 

Deutsch. Krypt. III. 4, 6, 1921 : Oudemans, in Enum. 3, 1188, 1921 : 



寄 玉 及 産地 Acer Negundo 工 . b: 2 の 22067 英 

公主 額 RAR 年 十 . 月 . 日 三浦 密 成 

公主 信 28BeHeEs 年 月 由 ( デ 日 三浦 響 成 

分 布 欧 湖 , 滞 洲 。 

記事 余 の 楼 せ る 本 菌 は 原 記載 と 比 す る に 被害 部 の 色白 色 を 

する と 胞子 少し く 大 に し て 原 記載 に は 胞子 の 大 さ 5-7x3-4p と あ 

る に 余 の 上 南 に て は 7-10x3-4.5 ぃ あり て 少し く 長 〈《 従 つて 勘 形 ちゃ 

前 者 は 椿 園 形 な る に 和 吾 人 の も の は 長 棒 園 形 な る も 勢 他 に 重要 な る 

異 嘩 を 認め ざる を 以 て 上 記 菌 と 鑑定 せり , 級 害 大 な ら ず 。 

295. Phyllosticta platanoidies Sace. in Mich. 1, 360, 1879 : in Syl. 

3, 3, 1S84 : Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 16, 1901: Diedicke, in 

Krypt. Brand. 9。17。 1912: Oudemans, in Enum. 3 1172,。1921 : 

KK. Togashi and N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Ag. 層 Forest. Soc. 

16, No. 68, 1124 : 

寄 芋 及 産 地 Acer Lobeii Ten. var. platanoides Miyabe. 

8204 ミン バグ 、 と 葉 

吉 林 AM 2 九 。 月 。 十 日 三浦 密 成 

分 布 区 洲 , 日 本 , 満 洲 。 

296. Phyllosticta rhamnicola Desm. in Saco. SyL 3 14。 1884: 

Allescher, in Rabh. Krypt. 56, 77, 1901: JDiedicke, in Krypt. Brand. 

9。 87, 1912 : IMigula, in Thome's HI1. Deutsch. Krypt. IIT. 4, 29, 

1921 : Oudemans, in Enum. 3, 1252, 1921 : 

Syn, の e@ の ge 7 ん 274722C07C Lasch. 
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寄主 及 産 地 Rhamnus dayvuricus Pall. クツ ロ 29S 之 2 圧 

吉 林 IRISE 20 昌 放 Nic ツブ 日 三浦 客 成 

分 布 欧洲 滝 洲 「 

297. Phyllosticta VogeHi (Syd.) Diedicke, im Krypt. Brand. 9, 895, 

1915 : 

Syn. Ceos の o7244972 oge742 Sydow, in Ann. MYo. 92388 : 

宇 及 産 地 Tilia amurensis Kom. アプ スム ー、 ル 22020 葉 

局 嵐山 PSM 2 ミド : 月 o に アバ 月 三浦 審 成 

分 布 臣 洲 , 清洲 。 

記事 柄 は 落葉 せる も の に 帝 見 せる も の に し て 斑 呈 は 葉脈 の 

念 め 多少 角 張 り 暗 褐 色 を な し 直 給 一 ミ , メ , に 達する も の 稀 な り 提 

帝 は 褐色 に し て 大 さ 70-90x60-72 ぃ ku あり 胞子 の 大 さき 3-6x1-1.5k 

に 過ぎ ず 其 原 標本 は 猫 多 に 於 て Vogel 氏 が PTilia ulmifolia の 葉 上 に 探 

れる も の な り 。 

298. Phyllosticta Acanthopanacis Sydow, im Ann. Myc. 11, 115, 

1913 : 

寄 王 及 産 地 Acanthopanax sessiliHorus Seem. 

マン ンジ): 以 隊 2 葉 

吉林 大 正二 二 年 九 月 十 八 日 三浦 害 成 
分 布 日 本 , 清 洲 。 

記事 本 菌 の 原 標本 は 余 が 骨 て 青森 聴 に 及 て セン フ ノ キ の 葉 上 に 

控 集 せる も の に し て 本 寄主 は 避 外 に 最初 の ゃ の に 司 し 滴 洲 は 第 二 

の 産地 た り . 
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299. Phyllosticta Physaleos Sacc. im Mich. 1 150, 1879: 

Syll. 3 48, 1884: Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 138, 1901 : 

Diedicke, in Krypt. Brand. 9, 76, 1912: Migula, in Thome's TI. 

Deutsch. Krypt. TII. 4, 51, 1921 : Oudemans,。 in Enum. 4, 628, 

1923 : 

寄 主 及 産 地 Physalis Alkekengi 工 . ホホ ヴ ヅ キ 葉 

公主 鈴 大 正二 年 八 月 二 二 日 三浦 密 成 

分 布 了 欧洲, 清洲 

記事 昔 人 の 標本 は 原 訪 載 と 多少 異な る 鹿 あ り 余 の 手記 を 見 る 

に “The spot in our specimen is grayish white in color instead of yelloish 

in the original description, and these spots are roundish or elhptical in 

outiine with dark, elevated hne, with which the descolored part is clearly 

jimited from the surrounded healthy part and thinner : pycnidium is 

minute, solitary and scattered, from 1 to 5 in number on one spot, and 

generally epiphyllous, the shape is globose with a short ostiole。Dbrown, 

90-100 / in diameter : spores wide 回 人 ROY or ovate without oil drop, 

rounded at both ends, hyaliine, 5-6, 5x2.5-3.5. 之 れ に よれ ば 夫 被 

害 農 は 原 記載 に よれ ば 乾燥 標本 は 凝 黄色 に し て 褐色 の 邊 あり と 

ある に 習 し 吾 人 の 菌 は 次 白色 に し て 吐 褐 色 の 邊 あり 擬 有 帝 も 少し 

く 大 に し て 胞子 は 小 な る の みな ら ず 油 滴 を 明らか に 認め 難 き 等 の 

差 あ り 面 し て 本 寄主 の 前 上 に 生ずる も の を Spegazin 氏 は 本 菌 の 縛 

種 と し て var.calyeicol と せる が 之 れ 其 被 害 部 が 乳白 色 を 呈す る 穫 

は 本 菌 に 近 き も 共 擬 殻 は 150-180 み の 直 経 あり 其 胞子 は 8-10x3 ん あ 

り と せる 路 は 吾 人 の 藤 と 異な る 虎 な り 或 は 吾 人 の 菌 は 此 種 の 充 

分 C 成 圭 せ ざる も の に 非 ず や 今 鼻 の 調査 を 要する 謀 な り 。 
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300. Phyllosticta melampyricola 恐 . 凍 iunra, n. Sp. 

Spots roundish。gray or white, margine definite, isolate or conuent, 

3 mm. in diameter : pycnidia amphigenous, sphaeroidal, scattered、dark 

brown, without ostiole,。65-75 / in across : Spores cylindric,rounded at 

both ends, hyahne, 10-13 x 4-5 /. 

寄 到 及 産 地 Melampyrum roseum Max. ミヤ ママ マコ ナ 葉 

埋 。 林 大 正二 三 年 刀 月 十 九 昌 三浦 密 成 

分 布 病 洲 

記事 今日 まで ママ ュ ナ 類 に 生ずる 本 属 菌 は Phyllosticta Melam- 

pyrli Allesch..。 び が 及 Phyll. Kriegeriana Bres., の 二 種 な る が 共 た 募 失 殻 

は 本 菌 よ り 大 に し て 其 胞 子 は 此 れ より も 小 な る に より て 直 ち 臣 

別 す る と こと を 得 。 

SO01. Phyllosticta Rubiae 一, 前 iura,。n. sp. 

DDOtS oircular nd isolated in general, but often confluent forming 

a large irregular shaped dark gray colored restricted parts : Dyen1dna 

hypophyllous, irregurarly distributed, subimmersed, sphaeroidal with short 

ostiole, 170-200 / jn お お etGP Spores cyhindrical, rounded at both emds, 

hyahne without oil drops,、 5 一 7 x 1 一 -1.5 み . 

容 芋 及 産 地 Rubia cordifolia 工 . ナ | 及 :. 折 葉 

吾 。 称 大 正 十 二 年 有 十 九 日 三浦 密 成 

分 布 清 湖 

記事 従 洲 茜 草 料 に 寄生 する 本 属 菌 に し て 知ら れ た る も の 表 種 

あり と 中 も 一 も 本 菌 と 一 致す る も の な き が 故に と れ を 新種 と な せ 

り 。 
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302. Phyllosticta vulgaris Desm, var. Philadelphi Sacc, in Syl. 

3、18, 1884: Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 54, 1901 : Diedieke, in 

Krypt. Brand. 9。 65, 1912 : IMigula, in Thome's II. Deutsch. Krypt. 

TIT. 4, 20, 1921 : Oudemans, in Enum. 3, 341, 1921 : 

寄 王 及 産 地 Phbiladelphus tenuifolius Rupr. et Max. 

ウス ペ ら メメ ベイ クア ワウ ウッ ギ 失 

土 合 儲 だ 正 選 年 八 月 寸志 晶 成 

分 布 区 洲 , 滝 洲 。 

記事 余 の 楼 し た る 了 細 は 全く 〈 原 記載 に 一 致す 面 し て Bub&ak & 

Kabat 雨 氏 は 本 南 の 胞子 は 二 胞 より な る も の あり と し と れ を Asco- 

cbyta vulgaris Bub. et Kab. と せる が 余 は 余 の 標本 に て は 二 胞 ょ り 

な り た る 胞子 を 竣 見 せ ざ る も 其 胞 子 は 甚だ 犬 に し て Macrophoma に 

近く 或 は 和 次 に 二 胞 と な る も の な る や も 計り 難し と 貴 ゃ 今 墓 く 本 種 

と 守 が だ す .。 

川 

303. Phnyllosticts Caprifolii (Opiz.) Sacc, mn Mieh. 1 187. 1879j im 

Syll. 9, 19, 1884 : Thinmen, in Pilz. Sib. No. 434, 1878 : Allescher, 

in Rabh. Krypt. 6, 54, 1901 : Diedidke, in Krypt. Brand. 9, 64, 

1912: Migula, in Thome 's 避 . Deutsch. IIT. 4. 20, 1921 : Oudemans, 

in Enum. 4 831, 1923 : 

Syn. の egz7@ Cg の 77o72 Opiz. (?) in Sacc. Mye. Ven. 193。1873 : 

寄主 及 産地 Lonicera vesicaria Kom. ツキ ヌキ モドキ 葉 

草 河 日 大 正 七 年 七 月 四 日 三浦 密 成 

分 布 欧洲, 滴 洲 , 西 比 利 亜 。 

以上 の 外 余 は 大 正二 年 九 月 十 九 日 朝鮮 牌 壊 に 於 て 栽培 衛 殴 の 葉 
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上 (に Phyllosticta viticola Sacc. et Speg. 苗 を 採集 芝 し ゃ も 満 に C 有 て は 

未だ と これ を 探 集 し た る と と な し 恐らく 今後 滴 諸 に て も 区 見 せら る 

MO To が 

Phoima ries. 

本 局 は 前 き の PhyHosticta と 何等 形態 上 異な る 虎 な く た で ゞ 前 者 が 

窒 主 の 葉 上 に の み 華 生 す る KK 反し 本 属 の も の は 葉 以 外 の 問 管 多 ち 

前 , 投 等 に も 義生 する を 異な り と す Tindau 氏 に ょ よれ ば 世界 に 知ら れ 

た る も の 千 百 種 以 上 の 多き K 洋 す と 称せ られ 凍 洲 に て は 余 は た ゞ 

二 種 を 見 た る の み 。 

304. Phoma Betae Erank, in Zeitsch. f. PfHanzenkr. 3 90。1893 : 

Sorauer, in Lehrbuch. 2, 240, 1908 : Diedicke, in Krypt. Brand. 9。 

123. 1912 : Stevens, in Tg. w. c. pl. dis. 247. 490, 1913 : Oudemans, 

_ in Enum. 2,、 1029. 1920 : 

Syn. 7 ん oz72@ efze Rostr in Zeitsch.f. Paras. 323, 1834 ) Sacc. Syll. 

10. 492、1892 : Oudemans. in Enum. 2. 1031, 1920 : 

ア o22 み 867Os7672726 Rostr. in Tidsskrift f. Landoekon. V, 8, 

746, 1885 : 

Ao2zg 702 が ce Prill. in Bull. Soc. Myc. Er. 1, 1891 : Sacc. Syll. 

10, 180, 1892 : Oudemans, in Enum. 2. 1930, 1920 : 

ア ん 27os72c7Z 7g027 が cc Prill. et Del. in Bull. sec. Mye. fr. 7, 15, 

23, 1891 : Allescher。 in Rabh. Krypt. 6, 105, 1901 : Oudemans, 

Enum. 2、 1030. 1920 : 

ア z//os72cfz ege Oudem. in Ann. Myc. Nederl. 6, 1875 , Sacc- 

Syll. 3, 54, 1884: Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 105, 1901 : 



1 貞 

寄 王 及 産 地 Beta vulgaris 葉 . MK は イン 根 , 蓋 , 葉 

公主 額 大 正 七 年 七 月 十 四 日 三浦 密 成 

公主 叙 大 正八 年 八 月 人 狼 日 三浦 審 成 

四 下 街 ei 葉月 計 、 四 日 三浦 密 成 

分 布 欧米, 日 本 , 朝鮮 , 滝 沙 。 

記事 本 菌 に 犯さ れ た る 葉 の 斑 跡 は 輪状 に 記 大 する を 以 て 中 田 

覚 五郎 人 氏 は これ を 蛇 眼 病 と 舟 し 朝鮮 に 於 て は 其 披 害 基 だ し く 特 に 

根 を 犯す 場合 に は 坦 損 害 も $ 赤 少な か ら ず と 上 も 漬 洲 に 於 て は 現在 

は 被害 基 だ し か ら ず 余 は 探 種 用 母 本 の 王 甘 上 に これ を 探 集 し た る 

に 過ぎ すず す 。 

余 の 楼 し た る 菌 に 於 て は 其 擬 殻 の 直 衝 100 位 に し て 原 記 載 

(160 妨 より も 小さ きも 其 胞子 は 稀 cC 短 柄 を 有 し 且つ 油 滴 を 鉄 く 等 

全く Phyllosticta tabifea Pril. 菌 に 一 致し Hedgcock 氏 は 精密 な る 井 

養 試験 を 行 ひ た る 結果 Phoma sphaerosperma Rostr. 菌 と Phyllosticta 

tabifica Prill. et Del. 菌 と は 全く 本 菌 と 同一 物 な る と と を 区 見 し て 

1904 年 これ を 績 表せ せる が 故に 吾 人 の 菌 も 赤本 種 に 他 な ら ざ る な り 

面 し て Prillieux 及び Delacroix 雨 氏 は 本 菌 は Myeosphaerella tabifca 

(Del. et Pril.) Johns 菌 の 分 生 胞 子 時 代 な り と 考 へ し ゃ る 吾 人 は 滴 洲 C 

於 て は 未だ 其 子 論 時 代 を 和紙 見 せ ざ る を 以 て 同時 代 を 和 華 見 する まで 

は 上 訪 の 也 名 を 以 て 取扱 ひ 置 く を 至 営 と 考 ふ 。 

305. Phoma albomaculata 環 . Miura。 n. Sp. 

Spots cireular or wide elhptical, oblongo-elliptical on petiols, at last: 

perforate, isolate or confuent, at first dark brown but soon changes to 

white from its centre, marginated by purplish dark colored Hine、1- ふ 
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mm. across or more: pyenidia amphigenous, minute, scattered or 

aggregate,sphaeroidal、subimmersed and ostiolate、60-90 / in diameter : 

spores wide elipsoidal, rounded at both ends, with one oil drop at each 

end、hyahne, 4.5-6 x 3-9.5 ん . 

寄 王 及 産地 Ranuneulus sp. (? japonious。) 葉柄 , 楽 

吉 林 大 正 巧 年 八 月 十 七 日 三浦 鶴 成 

分 布 滞 敵 。 

Aacrophozna Berml。 et Oogl. 

本 局 の も の は Phyllosticta と 其 形 態 を 等 ふし 唯 其 胞子 の 直径 15k 

以上 に 達する も の な り 世 界 に 大 由 再 七 十 種 満 洲 に 二 種 を 紙 見 す 。 

306. Macrophoma cruenta (Tr.) Ferriarisg. in Ann. Mye. 10, 288, 

1912 : 

Syn. 427os5 が cf c7%97272 (Hr.) Kichx. in Crypt. Flandr. 1, 412 : 

Sace. Syll. 3。58, 1879: Thamen, in Pilz. Sib. No. 433, 1878 : 

Alljescher, in Rabh. Krypt. 5, 161, 1901 : Jaap, in Ann. Myc. 9 

337、 1911 : Diedicke. in Krypt. Brand. 9 79, 1912 , Sydow, in 

Ann. Mye. 12, 162。 1914 : Oudemans, in Emnum. 1, 1178, 1919 : 

Migula, in Thomes 町 . Deutsch. Krypt. HIT. 4. 60, 1921: 氏 , 

Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2, 95, 1924: 

QAe72 の C72467272 Fries。in Syst. Myc. 2, 581 : 

容 王 及 産地 Polygonatum of 抽 cinale All. アマ で ド ィ ( 葉 

音 関 店 大 正四 年 月 日 不詳 近 座 金吾 

章 河 日 大 正夫 年 七 月 四 昌 三浦 宙 成 



Smilacina ]&Donica A. Gray. ユキ ザ サ 瑞 

草 河 日 大 正 七 年 七 月 四 日 三浦 審 成 

Disporum Sieim A. Gray, var. viridescens IMax. 

ンー 和 人 葉 

量 河口 大 正 七 年 七 月 四 日 三浦 密 成 

分 布 隊 洲 , 日 本 , 西 比 利 亜 , 清 洋 。 

記事 アア ラチ ゴ ュ テリ 上 の も の は 斑 忠 は 周 形 乃至 卵 形 に し て 中 央 - 

部 は 里 終 色 を な し 其 外 方 C 柱 色 輪 あり 更に 外 方 は 褐色 を 呈し 爽 に 

次 白色 淀 あ り 最 外部 は 購 褐 色 を 呈し 一 見 全く 別種 の 如く 見 ゆる ゃ 

題 後 鏡 下 に 其 擬 殻 及び 胞子 を 楼 ナ する と き は 全く 本 種 に 異な ら ざ る 

を 知る を 得 。 

307. 前 acrophoma Chenopodii W, 前 inra。n. Sp. 

Spots at first brownish black to violetish color, irregularly dendro- 

form along venations, then brown and at last grayish brown, 共 -5 c.m. 

in diameter : pycnidia epiphyllous,、commonly deposite in hnes along the 

veins。 rarely scattered on the discolored spot. small, sphaeriodal or 

shghtly depressed sphaeroidal, brownish black,100/ in diameter, with 

or without a short ostiol : spores vermitorm, rounded at both ends, 

guttulate as in the case of a certain species of the StagonosDOra, 

byahine, 14.4-22 x 3.5-4 /. 

寄 王 及 産地 Chenopodium bybridum 工 . アプ 必 葉 

吉 林 犬 正 七 年 八 月 十 七 日 三浦 常 成 

分 布 滞 洲 

記事 本 苗 は Westendorp 氏 の Phyllosticta Chenopodi と せる も の - 
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に 近く 同 菌 は Saccardo 氏 (に より て Septoria Chenopodi Desm. と 同 一 

時 な り ょ と 考 へ られ Winter 氏 は と れ を Septoria Westendorpi と な し 

Alleseher 氏 は 内 ろ Macrophoma に 入る ぃ を 可 と す ょ と 基 へ た る も の 

な る が 本 画 の 擬 愛 及び 胞子 は 同 菌 の も る の ょ より 大 な る を 以 て 尾 別 し 

得る も る の な り 。 

JDengdirophozrma SaccardO. 

本 局 は Phyllosticts の 如く に し て 募 胞子 柄 が 樹 枝 其 に 分 岐 す る を 

以 て 異な る 世界 に 約 五 十 種 滴 洲 に 一 種 を 見 る 。 

308. Dendrophoma Convallariae Cav. in MMat. Lomb. 18 : Saeco. 

Syll. 10, 211, 1892: Allescher, in Rah. Krypt. 6, 401, 1901 : 

Diedicke, in Krypt. Brand. 9, 194. 1912 : Oudemans, in Enum. 1, 

1183,1919 : 

寄 王 及 産 地 Convallaria Majalis 工 . キミ カゲ サウ 葉 

章 河 日 犬 正 七 年 七 月 四 日 三浦 密 成 

吉 林 天正 七 年 八 月 十 六 日 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 日本, 清洲 

PenodiormetS PethSS。 

本 選ば Phyllostict の 如く に し て 其 擬 殻 は 寄主 の 組織 表面 に 生じ 

年 財形 又は 倒 皿 状 を な す を 異な り と す 世 界 に 知ら れ た る も の 大 過 

六 種 滞 洲 Cc 一種 を 産 す と 式 ふ 。 

309. Plenodomus? sp. in Hara, Tg. eastern Asia, 38,1926 : 

寄 玉 及 産 地 1Malus domestica Borkh. リ ン ゴ 選 
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只 爾 遥 大 正 十 五 年 九 月 原 揚 庁 

記事 本 南 は 原 播 諾 氏 が 吟 画質 に て 探 集 る も る の に し て 同氏 は 

本 局 に 入る も の な る べし と し 茨 の 如く 逃 べ た り ,“ 斑 蝶 は 図形 又は 

不 規 則 形 吐 褐 色 に し て 周 絵 は 現状 な ら ま し て 策 量 けた り 大 さ 7-13 

mm. あ り 共 表面 に 黒色 小粒 足 を 散布 す 子 殺 は 最初 老 友 下 に 生ずる 

も 後 愉 ん ど 表 面 生 と な る 年 球形 又は 彫 衣 を な す 直 径 200-300 ヶ あ 

り 愛 璧 は 膜 中 に し て 厚 し 構成 細胞 は 多角 形 に し て 大 さき 36 ん あぁ あり 

准 子 梗 は 底部 より 叢 生 す 締 和 に し て 20-30x0.8-1/. 胞子 は 椿 園 

形 又 は 彫 筒 形 に て 雨 端 園 く 大 さき 2.6-3x0.8-1. あ り て 無色 な り / と 

余 は 本 菌 を 楼 す る の 機 を 有 せ 才 履 に 原 氏 の 記事 を 韓 載 する に 正 む 。 

C ッ tospora 選 Ehrnenperg. 

本 属 は 子 生 を 形成 し て 子 年 中 KC 擬 殻 を 生 す 其他 は Phoma 属 に 等 

し く 主 と し て 寄主 の 枝 幹 を 犯す 世界 に 約 二 百 種 清洲 に 一 種 を 見 る 。 

本 画 の 子 壮 時 代 は Valsa 科 に 属す る を 以 て 其 子 糧 時 代 知 ら る ヽ K 

芋 れ ば 全部 同 科 に 移さ る べき も の な り 。 

310. Cytospora chrysospermna (Pers) Fr in Syst. MYo. 2 54 ま 2 Saoo. 

Syll. 3. 260, 1884 : Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 591, 1901 ) Diedi- 

cke, in Krypt. Brand. 9 353, 1912) Tranzsch. Fg. Kamtsch. 573, 

1914 : MMigula, in I. Deutsch. 氏 rypt. III, 4, 203, 1921 : Oudemans, 

im Ennm。 2, 14。 1920 :。 Togashi, KK.。 in Jap. Jour. Bot. 2, 94, 1924 : 

容 芋 及 産 地 Populus laurifolia Ledeb. UN YR )H W 

公主 額 犬 正 刻 年 五 月 三浦 審 成 

Populus monilifera Ait. モニ リヤ ヤマ ナラ シ 間 



揮 順 大 正二 年 六 月 三浦 客 成 

Populus nigra 工 . Yar. pyramidalis Spach. に 幹 

大 _ 運 大 正 七 年 六 月 三浦 密 成 

Salix SD。 「 ヤナ ギ 類 革 

公主 額 大 正八 年 六 月 三浦 審 成 

分 布 了 欧洲, 日 本 , 勘 察 加 , 清洲 。 

記事 本 菌 は Populus 類 の 幹 を 犯す も の に し て 大 連 市 笑 の 傍 路 樹 

星 ケ 浦 公園 の ゃ の 等 は 本 菌 に 犯さ きる いも の 少 か ら ず 特に 本 菌 が 音 

賠 の 苗 採用 母 株 を 犯し た る 場合 の 如き 其 損 害 も 赤 甚 た し く 撫 順に 

於 ける 苗 彫 の 如き 大 正二 二 年 に は 殆 ん ど 全 部 の 母 株 は 之 れ が 久 め 

に 焼却 せ ざ る べから ざる の 運 に 立ち 至り た る と と あり 。 

本 菌 は 委 て Persoon 氏 が Naemaspora chrysosperma と 舟 せ る も の に 

し て von Thimen 氏 が PilzfHora Sidiriens No. 418, 及び 942 に 於 て Oytisp- 

ora nivosa Thtmen と せる も の は 本 南 に 非 る や と 考 へ ら る 前 者 は 

Martianoff 氏 が Minussinsk に 及 て Papulus tremula の 幹 上 に 探 集 し 後 

者 は 等 し く Populus laurifolia の 幹 上 に 探 集 し た る も の な り 然 れ ど も ゃ も 

余 は 其 原 記載 を 見 る の 便 を 有 せ ござ る を 以 て 之 れ を 確定 する 能 は ず 

後日 の 研究 に 挟 つ べき も の な り 。 

余 が 公主 人 鶴 に 於 て Salix 馬 の 幹 上 に 探り し も の は 勘 形態 計 も 本 種 

と 異な る と と な き を 以 て 本 種 と 鑑定 し た る が Yon Thtmen 氏 が 同書 

No. 597c 於 て Cytispora fugax Fries な る 菌 が Minussinsk 州 に て Salix 

幹 上 (C 績 見 せら れ た る を 逃 ぶ 然 れ ども 之 れ 赤 余 は 其 原 記載 を 見 る 

の 機 を 得 す 此 二 着 が 同一 物 な る や 否や に 開 し て は 今後 接種 試験 

ょ より て 決定 せら る べき も の に し て 今 功 く 余 の 得 た る ヤナ ギ 上 の も ゃ 

の を 本 種 と 同一 菌 と な さん と 欲す 。 
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Dothiorella SacCardO. 

本 属 は 前 属 に 似 た る も ゃ 匠 擬 殻 筒 状 を な さ ざ る と 胞子 湯 曲 せ ず し 

て 卵 形 乃 至 長 卵 形 を な す を 異な り と す 世 界 に 大 過 七 十 種 清洲 に 一 

新種 を 残 見 す 。 

311。 Dothiorella kilinensis 六 . 環 iura, n. sp. 

Stroma hyYpophyllous, minute, scattered or aggregate, hemisphaerical, 

black, ジー ジ m.m. in aceroSS : Dyenidia in stroma, ovate, about 120 x 80 ん: 

Spores ellipsoidal, rounded or bluntary pointed at both ends having one 

oil drop near them、9-10 x 3-44 /。hYaline. 

寄 宇 及 産地 Euphorbia lunulata Bge. キバ ナタ イ ゲ が ゲキ 洪 

に 吉林 大 正 七 年 八 月 十 七 日 

分 布 清 湖 。 

記事 本 菌 の stroma は 漆黒 色 に し て 其 分 生 胞 子 の 幅 廣 を 以 て 

Euphorbiae Sacce. と 居 別 する を 得 。 

員 清 夫 

( ろ ) Sphaeropsidaceae-Amerosporae-Phaeosporae. 

属 の 配 索 表 

四 擬 護 帝 は 人 2. 

擬 護 殻 は 子 座 中 疲 列 すす "ooo Nothopatella. 

2. 胞子 大 に し て 卵 形 又 は 権 園 形 …… ぐ (lroiooooooromormm Sphaeropsis. 

胞子 小 に し て 球形 乃至 権 彫 形 …………0imrmmmm Coniothyrium. 

Sphaeropsis Leveille。 

子 殻 は 寄主 の 組織 中 に 入り 後 孔 口 を 開く 球形 に し て 規 色 革質 方 
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至 膜 質 , 分 生 胞 子 は 有色 に し て 卵 形 又は 長 権 属 , 嗜 子 梗 は 棒状 , 世 界 に 

約 二 百 種 滴 洲 に 二 種 を 見 る 。 

312. Sphaeropsis Walorum Berk. in Outiines of Brit.Fg. 316,1860 : 

Longyear, in Michigan Ag. Ex. St. Bull. No. 250, 1904 : Edgerton, 

in Ann. Myc. 6, 48-53,、 1908: Lewis, in New Hamp. Ag. Ex. St. 

19 & 20 Rpt. 365. 1908 : Brooks, in New Hamp. Bull. No. 144, 

1909 : in 1.c. No. 157、 1912 : in Phytopath. 2, 94, 181, 1912 : Hesler, 

in Phytopath. 3 290。 1913 : 

Syn. め ZAge7o の s25 Jo/oye22 Peck, in 34th Rnpt. N. Y. State MIus. Nat. 

Hist. 36, 1881 : Sacc. Syll. 3. 294. 1884: alsted, in New Jersey 

Ag. Ex. St. No. 91, 1892 : Tubeuf, in Fg. dis. pl1. 472, 1897 : Clinton, 

in Conn. Ag. Ex. St. Rpt. 298, 1903 : in 1.c. 310, 1906 : Sorauer, 

in Handb. Pflanzenkr. 2. 403. 1908 : Scott, in United States Dept. 

Ag. Burr. Pl. Ind. Bull. 121. 1908 : Duggar, in Fg. dis. pl. 350, 

1909: Morse & Lewis. in Maine Ag. Ex. St. Bull. No. 185, 1910 : 

Massee, in Dis. of cult. pl. 431、1910 : Stevens & Hall. in Dis. econ. 

pl. 81, 1910 : Gissow. in Canada Dept. Ag. Cent. ex. farm. 246, 

1911 : Diedieke, in Krypt. Brand. 9 623. 1912 , Lewis, in Phytopath. 

2、49. 1912: Pole Evans, in South Afr. Unio. Ag. Rpt. appendex 

3. 3, 1913: Wo in Phytopath. 3, 288, 1913 : Stevens、in Pg 

w.c. P1. dis. 502. 1912 : Gloyer, & Talton, in New York Ag. ex. 

st. Tech. Bull. No. 50。1916 : Stakman, & Talaas, in Minnesota Ag. 

ex. St. Bull. No. 153.1916 : Hesler, in Cornell Univ. Ag. ex. st. 

Ball. No. 379. 1916: Onudemans, in Rnnum. 3 465, 1921 : 
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QZZge72C /g7o7e72 Berk. in Engl. F1. 5, TIT, 1836 : 

Oo アァ 7222 Fuck. in Symb. 169, 1969 : 

ア o7z2@ 7o7272 Sacee. in Syll. 3 152、1884 : 

eezo2 ん o7z2 の Mg/o7e2 Berk. et Vogl. in Otti Soc. Venet. Tr. 

184, 1886 : 

ア ん sg/os2o7@ C9o726 の 6 仙 Tnaud. in Cunning. Fg. dis. Fruit-trees 

in New Zeal. 118, 1925 : 

Se7O7s2S se の o722/od の ze (Tuck.) Del. in Bull. Soc. MTye. 丘 , 

19, 250, 1903: 

容 主 及 産 地 Malus domestica Barkh. ラン が 避 

熊 曲 城 大 正八 年 九 月 三浦 審 

熊 理 城 Ei0BI で 月 に に た 日 渡 衝 柳 蔵 

得 利 寺 大 正八 年 光 月 三浦 党 成 

ak 時 信 犬 正八 年 九 月 三浦 鶴 成 

大 建 大 正八 年 九 月 三浦 志 成 

分 布 欧洲 , 米 國 , 南 亜 那 利 加 , 漂 州 , 日本, 朝鮮, 滴 洲 , 

記事 本 菌 は New York apple tree canker と 稀 せ ら る る 病害 の 病 

原 菌 Cc し て 北米 於 て は 共 樹 の 意 果 近 相 等 を 犯し て 甚だ し き 投 害 
を 奥 へ Hartley,Crab 則 , Alwood 其他 の 報 ず する 諾 に よれ ば 本 菌 被 審 鍵 

色 部 に は 寄 選 菌 な る Alternaria : Coniothyrium : Coryneum : Fusarium : 

Hendersonia : 1llosporium: Monochaetia: Metasphaeria ) Phyllosticta : 

Phoma : Pestalozzia : Ssptoria 等 を 供 ふ と せら れ 満 に 於 て は 示 だ 

共 樹 の 葉 以外 に 本 菌 の 毅 生 せる を 見 すず 。 

本 菌 の 贅 名 と 開 し て は 永年 種々 の 説 を な す も の あり し が dger- 

ton 氏 に よれ 本 菌 の 陣 名 は 欧 倫 本 に より て Sphaeropsis Malorum 
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Berkeley に し て Sph.MalorumPeck と すべ きも の に 非 ず すま と な し Hesler 

氏 は Physalospora Cydoniae Arnaud. 菌 は 本 菌 の 子 栓 時 代 な り と し 同 

二 は Hamamelis virginiana 革 . 及び Quercus alba 華 . の 幹 上 に も 績 生 す と 

報告 せる も 吾 人 は 清洲 に 於 て は 未だ 此 子 要 時 代 を 探 集 せ ざる を 以 

て 置く 上 記 の 了 名 CK 従 ふ 。 

313。 Sphaeropsis Visci (Solm.) Sacc, in Mich. 2, 105, 1882: in Syl. 

3?, 295、1884 : in 1.c. 10, 254, 1892 , Allescher, in Rabh. Krypt. 7, 

21. 1903: Diedicke, in Krpyt. Brand. 9. 582.1914: Oudemans, in. 

Enum. 2, 968, 1920 : Migula, in T1. Deutsch. KKrypt. 11I1. 4 249, 

1821 : 

Syn. Cez7ospo7@ P?sc2 Sollm. in Hedw. 2、187 : 

⑦256e72 の eg 2sc2 Fuck. in Symb. 168, 1669 : 

Sge722 2se? DO. in 1. fr. 6, 146 : 

の の /og2 み 2se? Fries。in Syst. Y. Sc. 417 : 

寄 宇 及 産 地 Viscum album 工 . ヤ ド リ ギ 更 

吉 林 大 正 十 年 六 月 三浦 審 成 

分 布 欧洲 , 日本, 清 洋 。 

Coniothy マ miunnm COrdia. 

本 馬 は Sphaeropsis 局 の 如く に し て 其 分 生 胞 子 小 普通 基 長 さ 10k 

以下 な り 世 界 に 百 五 十 種 以上 知ら れ 滝 洲 に 産 す る も の 今日 まで KC 

八 種 を 工 す 。 

314. Coniothyrium japonicum Wiyake, in Bot. Mag. Tokyo, 23, 

131, 1909 : in Jour. Coll Ag. Tokyo Imp. Univ. 2, 257 : Sacc. Syll. 
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22, 975, 1913 : 式 . Hara, in Dis. rice pl. 172, 1918 : in Fg. eastern 

Asia, 99, 1928 : 

窒 天 及 産 地 Oryza sativa 工 . イ ネ 3 

熊 岳 城 犬 正 七 年 士 月 三浦 密 成 

公主 鎮 TE 拓 科 人 寺 - 志 三浦 密 成 

熊 皇 城 大 正二 五 年 十 月 原 撮 庁 

分 布 日 本 , 漠 洋 。 

記事 本 菌 は 箱 の 枯 葉 上 に 見 る も る の に し て 三宅 市 郎 氏 は 終 葉 上 

て 表 見 し て 命名 司る ぅ も の に し て 余 は 公主 賃 に 於 て 陸 答 の 葉 上 に 和義 

見 せる と と あり 原 手 訂 氏 は 熊 昌 城 に て 探 集 せり , 本 貢 寄生 の 包め に 

非常 な る 損害 を 奥 ふ る も の と は 思 は れず (少な くも 満 洲 に 於 て 

315 Coniothyrium popuHeola 王 . 六 iura. n. Sp. 

Spots large, irregulary circular, scattered or confHuent, thin, gray 

or whitish gray on the upper surface and brownish gray on the corres- 

ponding under side of the leaf, marginated,。0.1-1 cm. in diameter : 

Pycnidia small,amphigenous, scattered,sphaerical and immersed, black, 

with a short ostiole, 100-120 / across : spores obovate, oblong-ovate, 

smooth, smoke color,5.5-7.2 x 3.5 /. 

寄 玉 及 産 地 Populus balsamifera 工 . NN 2 2 葉 

熊 昔 城 大 正志 年 士 月 一 日 三浦 客 成 

分 布 病 洲 。 

記事 従来 F ド g 類 を 犯す Coniothyrium 菌 多 く 知 られ た る も $ 皆 基 

和枝 呼 を 犯す も の ヽ み に し て 上 葉 を 犯す も の ある を 聞か ず 面 し て 本 貢 

の 病 生 に より て 其 寄 主 は 如何 な る 程度 まで 肖 害 を 蒙 る や 不明 な る 
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も 余 の 親 窪 する 虚 に よれ ば 久 め C 其 落葉 を 特に 早 む る が 如き 事 な 

き が 如 し . 

316. Coniothyrium celtidicola 前 . Wiura, n. SD. 

Spots circular when isolated and irregular shaped when confuent, 

grayish、 marginated with darker line. 2-5 m.m. across。 but when: 

confiuent, a considerable area becomes discored : pyenidia epiphyllous, 

scattered, minute,globose, immersed with a short ostiole,。 black, 35- 

50 / in diameter: spores wide eliipsoidal or ovate, light to deep brown,. 

5.5-7.5 x 3.6-93 

寄 王 及 産 地 Celtis Bungeana BI. エゾ エノキ 弄 

率 天 北 陵 大 正 七 年 九 月 二 十 男 日 三浦 審 成 

分 布 病 湖 。 

記事 本 菌 は Coniothyrium Celtidis Brun. に 近 き も る 華 に 寄生 する 

と 胞子 に 池 滴 を 見 ざる の 知之 れ と 異な る 。 

38317. Coniothyrium tirolensis Bubak, im Oesterr. Bot. Zeitschr. 

138。 1904: Sacece. SylL. 18. 309。1906:  Oudemans,。 in Enum. 5, 

450, 1920 : Cunningh. in Hg. dis. of fruit-trees in New eal. 146,. 

1925 : 1 

SY1. Oo7z2o が 72272 の 77662 (Sace.) Schel. in Torr. 7, No. 7, 1307 : 

Lewis、in Phytopath. 2,。 49, 1912: Crabil, in Ann. Rpt. Virg. 

Polytech. inst. Ag. Rx. St. 95-115, 1913 : Stevens, in Hg. W.C. 

pl. dis. 503, 1913 : Gloyer & Fulton, in New York Techn. Bull. 

No. 50, 1916 : 
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寄主 及 産 地 Malus domestica Borkh. リ ン > 地 : 

態 天 域 央 正 電 年 月 放 去 ゴ 日 三浦 密 成 

Prunus mandshurica Koehne. マドン ジウ ツチ 机 本 葉 

態 岳 城 大 正 堆 年 光 月 三 和 キモ 日 三浦 密 成 

分 布 功 洲 , 米 國 , 六 洲 , 清 沙 。 

記事 本 南 は 葵 樹 栽培 地方 に は 廣 く 分 布 せ ら る ヽ ゝ  も の い ヽ \ 婦 くく 米 

國 の 了 区 者 は Sphaeropsis Malorum 菌 の 被 守 疑 色 部 に 寄居 的 に 績 生 す 

る も の と な す も の 多く < く Mutto 及び Pollacei 雨 氏 の 研究 に よれ ば だ ば 本 

菌 は Coniothyrium pirinum (Sacc.) Schel. と 同一 菌 に し て 先 命 楼 に よ ょ 

り て Bubak 氏 の 命名 に 従 ふ べき も の な り と せり 。 

余 が 熊 遇 城 に て マン シ ウ ア ンズ 甘 上 に 探 集 せる Coniothyrium 天 

は 本 菌 と 必 別 する を 得 ざ る も の に し て 共 被 害 部 に Sphaeropsis Ma- 

lorum 画 を 見 す 今 余 の 手記 を 見 る に 爽 の 如 し 。 

Spots cireular or irregular in form, whitish gray with dark brown 

colored bordered Ine on the upper side and brown or grayish brown 

on the corresponding under side of leaves, scattered, rarelY confuent, 

large, 2-7 m.m. in diameter: pycnidia amphigenous、 commonly eplpD- 

hyllous。medium in size,scattered, rarely aggregate, sphaeroidal with a 

Short ostiole, subimmersed, black、 130-180 / im diameter: SDores 

oblong, oblongo-elhpsoidal、 rounded at both ends without oil drops, 

iight blackish-purple color、5.5-7.2x3-3.5 み ." 逆 に 今後 充分 の 調査 を 

9 の 3 小国 ご ロー に WGP 

318. Coniothyrium piricola Potebnia, im Ann. Mye. 5, 16, 1907 : 

in Soc. Nat. Univ. Kharkov. 43,1907 : Sacc. Syll. 22,968,1913: 

氏 . Hara, in Fg. eastern Asia, 39, 19286 : 
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寄主 及 産 地 Pyrus communis 上 . セイ ョ ウナ シ 旧 

只 爾 損 大 正 十 五 年 十 月 原 手 閑 

分 布 赴 國 , 浦 洲 「 
記事 本 菌 は 原 氏 が 吟 玲 質 に て 探 集 せる も の に し て 慕 記事 に よ ょ 

れ ば 其 擬 殻 の 直径 35-50 ヶ 胞子 の 大 さ は 3-5x2.5-8 み ん と あり Potebnia 

氏 の 原 記載 に よれ ば 援 は 葉 の 上 面 < に 生じ 淡 褐 色 に し て 直 符 70- 

140z あり 胞子 は 5-6x2.5-3 ヶ / の 大 さあ り て 淡 褐 色 を な す と あり 

且つ 共 寄 主 は ナチ シ に 非 ず まし て リン ゴ な る の みな ら ず Phyllosticta 

Briardi 落と 共に 生 ぜ り と あり て 余 は 此 標 本 を 見 ざる が 政 に 共 異 同 
に 開 し て は 原 氏 の 忠 定 に 従 ひ 置く と と ヽ せ り 。 「 

319. Coniothyrium Dumeei Br. et Cay. in Hg. paras. No. 392, 

1905 : Sacc. Syll, 22. "971, 1913} 

Syn. Oozzo 放 ro oo6 Miyake。 in Bot. Mag. Tokyo, 27, 49, 

1313 : 

容 主 及 産 地 Rhamnus dauricus Pall. クロ ウメ モドキ 葉 

率 天 北陸 大 正 七 年 九 月 二 二 四 日 浦 客 成 

分 布 区 洲 , 北 清 , 清洲 。 

記事 本 菌 は Dumee 氏 が Gallia に 於 て Rhamnus Frangula の 業 

上 に 探 集 せ る も の を 以 て 始め と な す 然 る に 三宅 市 郎 氏 は 共 後 北京 
只 近 に て Rhamnus 局 の 葉 上 に 一 種 の Coniothyrium 菌 を 探 集 し 新種 

と な し た る も ゃ も 上 比 雨 者 の 記載 を 比較 する に 全く 瓦 C 附 節 を 合 す る が 

如く 一 致し 其 間 何等 妃 ふ の 鱗 地 な きち を 以 て 余 は 此 雨 攻 を 同一 菌 と 

認め 寺 命 年 に より て 上 記 の 聖 名 に 従 ひ た り 思 ふ に 営 時 三宅 氏 は 本 

菌 の 原 記載 を 見 る の 機 を 得 チ し て 新 贅 名 を 附 全 る も る の な る べし 征 

際 
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し て 本 貢 に 近似 せる Coniothyrium rhamnipgenum (Sacc.) Bub&k. 菌 と 

比 する に 本 菌 の 子 毅 は 大 C し て 胞子 は 短 か く 且つ 幅 腐 き を 以 て 直 

ち に 尾 別 する を 得 即 ち 本 菌 の 子 帝 は 100-150 の 直径 あり 胞子 は 

5-7x4-5.5。 な る に COonioth. rhamnigenum の 子 殻 は 共 直 径 80 み 

了 子 は 4-9x3-4.5 ん な り 。 

320. ConiothyYrium vitivora MM. Miura, n. sp. in Const. Orchard in 

Manch. 158, 1925: Shirai,& Hara, in List Jap. Tg. 3rd ed. 100, 

1927 : 

Spots irregular、 dark colored and indefinite : pyenidia (obtained 

by pure culture) globose or depressed globose, black, ostiolate. 160-340 / 

1m She Spores ovate, wide ellhpsoidal,。 rounded at both ends, 

pale smoke color, guttulate. 9.8-12.6 x 6.5-8.5 /: when cultnred 

artificially, a crystal of Calsium oxalate produced. 

寄 王 及 産 地 Vitis vinifera 工 . プ タ ッ ウ 果 記 

沙河口 大 正八 年 九 月 二 十 四 日 三浦 軍 成 

周 水 子 大 晶 / 民 年 九 . 月 二 十 石 日 三浦 審 成 

分 布 清 洋 , 

記事 本 菌 は 世 殴 の 果 房 を 主として 犯す も の に し て 被害 の 果 羽 

価 未 だ 子 有 殻 の 形成 を 見 ざる K 黒 凶 総 結 し て 落果 を 来たす を 以 て 今 

後衛 区 栽培 上 恐る べき 病害 な る べく 余 の 記載 は 純粋 培養 に より て 

得 た る も の CC 従 ひ た る も の に し て 自然 生 の も の と 朱 し て 同一 な る 

や 否や 不明 な り 従 つて Coniothyrium Diplodiella, C. Fuckeli 及び C. 

Vitis と 比較 する は 少し くく 無謀 の 嫌 ひ ある を 以 て 今後 充分 の 研究 を 

な すま で 新種 と な す azW 
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321. Coniothyrium Eraxini 前.inra, n. sp. 

Spots circular, sohtary, at frst brown. later grayish white, destricted 

by darker line, thim。 4-6 m.m. i diameter: pyenidia epiphyllous, 

minute、 sphaeroidal. subimmersed、 ostiolate. black, 70-150 aoross : 

SDores wide eljpsoidal, oblong-ovate, Hight sooty color when mature, 

5-7x は ん. 

寄 王 及 産地 Traxinus rhynchophylla Hee. マン シッ ウト ネ リュ 茶 

吉林 大 正 七 年 月 十 六 日 三浦 宙 成 

青 静 山 大 正 七 年 九 月 十 五 日 三浦 密 成 

同 大 正和 年 士 月 二 日 三浦 鶴 成 

熊 理 城 大 EL 月 二 日 三浦 審 成 

分 布 清 湖 , 

Notnhojpate』lJa Sacca か di 。 

本 属 の 子 殻 は 子 邊 中 に 生ずる を 以 て 前 の 二 過 と 属 別 する を 得 導 

具 に 三種 滴 洲 に 一 種 あ り 。 

322。 半 othopatella chinensis 病 XYake, im Bot. Mag. Tokyo,26, 59 : 

1912 : 民 . Hara, in FTg. eastern Asia、40, 1928 : 

容 主 及 産 地 Morus alba 工 . ク ハ 枝 

熊 語 城 ン 拓 7 の AD 朋 月 ニー ゴー 日 三浦 密 成 

m 大 正士 五 年 九 月 原 持 店 

公主 鎖 犬 正 九 年 九 月 三浦 密 成 

分 布 北 清 , 清 湯 。 

記事 本 薦 は 三宅 市 郎 氏 が 北 清 に て 探 集 命名 せる も の に し て 満 

州 に は 普通 に 見 る る 共 被 害 程 度 等 F は 不明 な り 。 



443. 

(は ) Sphaerioidaceae-Hyalodidymae. 

此 の 攻 に 周 す る も の は Phyllosticts と 筆 し くし て 其 胞 子 二 胞 ょ り 

な る の 差 あ り 式 首 は 子 邊 を 形成 す 十 四 属 に C 分 た る \ も ゃ も 江 洲 に 於 て 

は 区 の Ascochyta 属 の も の いみ 知ら る 。 6 

scoc ね ya ip を 6《。 

本 局 に て 世界 に 知ら れ し ゃ の 約 二 百 五 十 種 滴 湖 に 四 種 を 見 る 。 

323. Ascochyta JDianthi (A. et S.) TLib.、 in Crypt. 2, No. 158, 

1822 , Sace. Syll. 3 398, 1884: i 10. 301, 1892: Allescher, in. 

Rabh. Krypt. 6, 640, 1901:  Oudemans, in Rnum. 93. 63 1921 : 

Syn. め Zoe72@ (ezeg) の 2 が 2 仙 . et Schw. 

アア 777os72c7 み 7 が 2 West. 

寄 芋 及 産 地 Silene repens Patr. チ シ マ マ ン テ マ 更 E 

興安 人 額 大 正二 二 年 七 月 三 清 矯 成 

分 布 欧洲 , 清 湖 

記事 余 の 概 し た る 貢 の 子 殻 は 淡 褐 色 に し て 殆 ん ど ご 無色 の も の 

あり 礎 膜 薄く し て 球 訴 約 120 み > の 直 衝 あ り 胞 子 は Saccardo 氏 の 記 

載 (14-16 x 3-4.5 ヵ ) より も 少し く 大 に し て 183-20x3-5/ に C 建 すま 

を た Alescher 氏 は 本 商 胞 子 の 西端 に は 小 附属 物 存 す と 逃 べ を た る も $ 吾 

人 の も の に は と こと れ を 認め ず 面 し て Asecochyta Cookei Massee 菌 の 胞 

子 よ りゃ も 本 囚 の も の は 小形 な り 。 

324. Ascochyta Sojae 六 . Wiura, n. SD. 

Spots scattered or confiuent, elliptical or irregular in shape、0.1 - 1 

c.m. in diameter, at first brown, ater grayish and Hmitted by some- 
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what elevated dark line from the healthy part : pycnidia amphigenous, 

small, sphaeroidal with a short ostiole。 subimmersed, dark brown, 

90-120 / in diameter : spores fusiform, long-eliipsoidal, blantery pointed 

at both ends, not constricted at the septum, hyalhine, 12-18 x 4-4.5 /. 

容 主 及 産 地 Glyeine Soja Benth. タコ 1 8 久 葉 

公主 額 NUTS 千晶 三浦 客 成 

分 布 清洲 。 

記事 本 赤 は 公主 領 農 事 試 験 場 大 豆 育 成 早 上 の 或 系 続 の ゃ の KC 

甚だ し く 和 義生 し 八 月 中 名 に は 篇 め に 共 大 部 分 落葉 せる と と あり 今 

日 まで 知ら れ た る 菩 科 和 西 物 上 の Ascochyta 菌 中 Ascochyta Orobi Sacc. 

最も 近似 し Ascochyta Pisi, 及び A. Vieiae と は 碁 だ し くく 異な る . 

325. Ascochyta Cucumis Fautr. et Rohm. in Rev. Mye. 79, 1891 : 

Sacc. Syll. 10, 304。 1892 : Allescher,in Rabh. Krypt。 6, 630, 

1901 : Diedicke, in Krypt. Brand. 9。 381, 1912: Hara, in Tg. 

east. Asia, 39。1928 : 

容 主 及 産 地 Cucumis sativus 工 . キ ウ ゥ ウリ 葉 

誰 葵 遥 大 正士 五 年 九 月 原 。 携 誠 

分 布 区 洲 。 日 本 。 滴 洋 、 

記事 本 菌 は 原 氏 が 吟 葵 損 に て 探 集 せ る も の に し て 同氏 の 記載 

て よれ は 子 殻 は 40-50 ん の 直径 あり 胞子 は 8.8-11x2-2.5 ん 。 と あり 

Diedicke 氏 は 其 子 殻 の 直径 を 125 ん 4 あり ょ 記し 胞子 の 大 さ を 7-11 

xX ら 3 ん と せせり 婦 ち 原 氏 の 見 た る も の は 共 子 殻 基 だ 小 な り 余 は 其 標 

本 を 見 る の 機 を 得 ざ る が 故に 何等 述 坊 る こと 能 は ざる も 或 は 原 氏 

の 標本 は 完 圭 せ ざ る も の か 後 考 を 期す 。 
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326. Ascochyta Sesami 性 琴 ina, n. SD. 

Spots angular, at first dark brown,、 then turn to gray On uDDer 

side, small : pycnidia globose and shortlY ostiolate,. pale brown, subim- 

mersed, 8S0-100 / in across : Spores fusifosm, constricted shightiy, hyalhine, 

10x3/, one celled spores oblong or wide elipsoidal, rounded at both. 

ends、hyaline, without oil drop、5x3/. 

寄 芋 及 産 地 Sesamum indicum 葉 . ゴマ Ba 

公主 領 大 正士 四 年 八 月 二 十 五 日 三浦 密 成 

分 布 清 沙 。 

記事 本 菌 胞子 は 時 胞 より な る も の 多く 〈 二 胞 よ りな る も の 少な 

き を 以 て Phyllosticta と 誤認 する と と あり 。 

(に ) Sphaerioidaceae-Scolecosporae-Hyalosporae. 

此 群 は 十 二 局 に 分 た れ 清 洲 に は 次 の 三 局 知ら る 。 

1. 擬 護 穀 は 完全) っ ee り 介 

爆 IF の 法華 人 条 6 RPM が 4、 14 Phleospora. 

2. 主として 甘 に 生 す ーー に ーー SeDtoria. 

計 と し て 葉 以 外 の 農 に EC 生 手 |! … や や ーーー バー……… Rhobdospora. 

Septoria 選 mieS。 

本 局 は 主として 寄主 植物 の 葉 に 生ずる も の に し て 子 帝 は 孔 日 を 

鉄 き ( 或 は 之 れ を 有 す ) 胞 子 は 線 汰 に し て 多少 屈曲 し 無色 三 胞 以上 よ . 

りな る 世界 に 九 百 種 以上 知ら れ 滝 洲 C 四 十 六 種 を 見 <。 
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327. Septoria Streptopii , Mnra, n. sp. 

SDots yellowish brown~to brown, not marginated,Hnear in general 

in conseduence of the Hirmittance of veims, commonly confHuent forming 

a& cansiderable discolored part, from 2 m.m. to half areas of the leaf 

blade : pyenidia globose, minute, irregularly scattered on both sides of 

the leaf、 black, 50-60/ in 1 SDores。 Cylindrrcal。 straight or 

slight1Y curved to one side, rounded at both ends, 1-8 septate, hyahme, 

guttulate, 14-25 x 3-9.5 

寄 王 及 産地 Streptopus ajanensis 革 i. >. koreana Kom. 

メタ ケッ マヤ あ c 呈 E 

草 河口 大 正定 月 三 ! 三浦 鶴 成 

分 布 滝 洋 。 

記事 百合 科 西 物 を 犯す Septoria 南 に し て 本 菌 に 類似 する も の 

は Septoria Smilacinae : Septoria smilacina 及び Sept. Polygonati の 三 

種 な る が 何れ も 昔 肥 子 は 本 種 よ り 長 き を 以 て 直ちに 大 別 す る と と 

を 得 べ く 《 今 日 まで 本 菌 に 一 致す る 南 の 報告 ある を 聞か ず 故 に と れ 

を 新種 と せり 。 

328. Septoria alnifolia 羽 1 et 民 Y。i 池 Proc. Acad. Nat. Seienc. 

Phylad. 366, 1894: Sace. Syll. 11, 546, 1893 : 

寄 玉 及 産 地 Alnmus japonica S. et . ンプ グミ ギ 薬 

熊 后 城 大 正志 年 十 月 一 日 三浦 審 成 

分 布 北 洲 , 清洲 

記事 従来 ヘコ ン フ キ 類 の 甘 を 犯す Septoris と し て は Septoria Alni 

、 Sacc.: Septoria alnicola Cooke : Septoria alnigena Sacc.: SeDtoria Car1l- 
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solensis Kabat et Bubak,. 及び 本 菌 の 五 種 な る が 余 の 概 芝 る 歯 は 本 

菌 の 記載 と 能 く 一 致す 面 し て Septoria alnicola Thitmen. は Septoria 

Alni Sace. の 同種 異名 な り と せら る 。 

余 は 本 菌 を 熊 是 城 甘 事 試 験 場 の 林業 部 苗 床 中 に 探 集 せ る が 英 

守 樹 は 早く 沙 楽 を 米 た す を 以 て 基 だ し き 二 を 興 ふ る も の と 思 は る 。 

329。 Septoria chinensis 症状 iura, n. SB. 

Spots cireular or angular, isolate or confiuent, small. brown or 

grayish at centre and chocolate brown at margine with which the 

discolored part crearly circulated from surrounding healthy part, 1-9 ぅ 

m.m. diameter : pycnidia epiphyllous, scattered、 minute, glabose, im- 

mersed and covered at first, but later ruptured the epidermis,、75-150 / 

acrOSSs, dark brawn : spores slender, flexible, curved to one side, hyaline, 

guttulate, septum invisible,54-75 x 1-1.5 /. 

寄 玉 及 産 地 Petula chinensis Max. ン 4 レン アン 作 こ 2 の 棋 

熊 語 城 犬 正八 年 九 月 症 五 日 三浦 密 成 

分 布 清 洋 。 

記事 Petula 類 を 犯す Septoria は 従来 四 種 知ら れ 其 内 Septoria 

betuina Pass. は 最も 本 菌 に 近 き ゃ 其 子 帝 は 甘 の 理 面 に 生じ 胞子 は 

明らか に 三 陽 膜 を 有 し 子 帝 の 大 さき 75 一 90 ん 4 に し て 本 菌 よ りゃ も 小形 

な る 等 を 異な り と す 。 

330. Septoria Ulmi 下 ara, in Fg. east. Asia。 40, 1928 : 

寄主 及 産 地 UImus pumula 工 . フ = ニレ 正 

鳳 鳳 山 大 正 七 年 九 月 三 二 日 三浦 客 成 



熊 旦 城 大 正 年 士 月 日 三浦 密 成 

公主 谷 大 門 才 で 措 責 盟 . 半 月 三浦 審 成 

U1mus campestris。 var. laevis. パル デレ ^ 工 

誰 爾 損 大 正 十 五 年 九 月 原 携 項 

分 布 浦 。 

記事 本 菌 は 原 氏 が 吟 栓 損 に て 探 集 命名 せる も の に し て 余 が 南 

漬 に 於 て ノニ レト 上 KC 探 集 せる も の は 小 し く 異 な り た る 因 あ り 其 乃 

子 が 隔 肛 せ を 魚 く か 又は 稀 に 一 二 個 の 隔 膜 を 有する 外交 子 の 大 さ 等 

は 本 南 に 類する も 共 幅 座 き 中 及び 子 帝 の 柄 園 状 な る 中 は 次 の 種 に 

似 た り 今 余 の 標本 に より て 記載 せる も の を 欧 に 逃 べ ん に “Spots 

angular, solitary。 rarely confuent, thin, at frst brown, soon grayish 

white, marginated。 夫 一 2 m.m. in diameter : pyenidia amphigenous, 

smal, sphaeroidal or conico-sphaeroidal, immersed and without ostiole, 

scattered,72--90 / across: SDOres cylindrical、 curved to one side and 

Pointed at both ends, hyaline, no oil drop nor septum, rarely 1 一 -septate。 

not constricted, 28 一 35x3.5 一 4 と 面 し て 種 名 は Sept. conica と し 

て 新種 と せり 鞭 し 其 子 帝 の 形 ち ょ り 来 り た る も の な り 。 

331. Septoria Yokokawai 耳 ara, mm Fg. eastern Asia, 40, 1926 : 

寄 宇 及 産 地 ULmnus campestris, var. 1aevis. きま が 刀 25 正 

吟 際 質 大 正 十 五 年 九 月 原 。 失 状 

分 布 汰 沙 , 

記事 本 菌 も 赤 原 氏 が 吟 槍 質 に て 探 集 命名 人 せる も の に し て 其 種 

名 は 志士 横川 氏 を 紀念 ん 入 め に な され た だ た る も の な る べく 其 子 吉 

の 椿 園 形 な る と と 披 雪 部 の 胡 和 白色 を 呈す る 和央 等 は 前 記 の 余 が 南 病 
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に て 得 た る 落 に 似 た る も 甚 胞 子 は 3 一 7 個 の 隔 膜 を 有 し 大 さ 38 一 

76x3.3 一 4 ある 中 之 れ と 異な り 余 の 菌 は 此 柄 者 の 中 間 に 位 する 

が 如き 形態 を 有する も ゃ 今後 充分 の 調査 を 行 ふ まで 余 の 菌 を 前 者 と 

な し 半 く で し 礼 し て 示 菌 は 余 と れ を 錠 集 し た る と と な し 。 

332. Septoria polYgonlcola (Lasch.) Sacce. im Bull. Soe. MIyc. 5, 121: 

in Syll. 10,380, 1892 : Allescher。 in Rabhb. HKYyat: 6,。 833。1901 : 

1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 27,。 50, 1912 , Diedicke, in Krypt. 

Brand. 9、496, 1914 : Migula, in Thome's 民 . Deutsch. TI1. 4, 422, 

1912 , Onudemans, im Enum. 2、1021, 1920 : 

Sym. の 6 の 26 2 の 77 の 7727// Lasch. in Klotzsch. Herb. Mye. No. 566 : 

寄 王 及 産 地 Polygonum orientale 工 . オ ボケ 用 ' 学 葉 

吉 林 大 正 七 年 八 月 十 七 日 三 補 鶴 成 

揮 順 大 正 十 年 六 月 十 日 三浦 審 成 

Polygonum Bunganum Turcz. ハリ タデ 墓 

公主 額 大 正二 年 セ 旭 日 三浦 宙 成 

分 布 欧洲 , 北 消 , 漁 洲 。 

333. Septoria polYygonina Thtmm, in Pilz. Sib. No. 621, 1880 : Sacc. 

Syll. 3 554, 14 : Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 833。1901 : Onude- 

mans,in Pnum. 2, 1005, 1920 :) 民 . Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2, 

96, 1924 : 

寄主 及 産 地 Polygonum Bungeanum Turcz. ハリ タデ 葉 

公主 額 大 正 七 年 七 月 廿 九 日 三浦 徐 成 

Polygonum posumbu amilt. か 2 多 婦 葉 



旗 順 大 正 十 年 八 月 狼 日 三浦 密 成 

分 布 欧洲 西 比 利 宮 日 本 消 洲 
記事 本 菌 は 前 者 に 基 だ よく 羽 て 前 者 の 被害 部 の 旨 は 帯 紫色 

の 線 を 鉄 く の 属 別 ある の み , 本 菌 は 日 本 に 於 て は 富 和 本 洪 吾 氏 が 之 れ 

を 北海 道 利 選 島 に て 採集 せり と 玩 ふ 余 も 同島 KC 於 て 明治 三 十 九 年 
Septoria Polygonoram Desm. 菌 を 探 集 せ る と と あり 之 れ 共 胞 子 小 な 
る を 以 て 本 菌 と 硬 別 する を 得 . 

334. Septoria Dianthi Desm, in 17 not. 6, 20, 1848 : Thtmen, 

in Pilz. Sib. No. 635, 1880 : Sacc. Syll. 3 516, 1884 : Allescher, 

in Rabh. Krypt. 6, 772, 1901: Diedicke, in Krypt. Brand. 9, 450, 

1914 : Oudemans, in Enum. 3 61, 1921: 民 . Togashi, & N. Hira- 

tsuka, in Trans. Sapp. Ag. & Forest. 16, No. 68, 79, 1924 : 

容 王 及 産 地 Dianthus chinensis 葉 . セキ チク ktd 

興安 額 SEHa2 お 3 月 三浦 密 成 

分 布 了 区 洲 . 西 比 利 亜 , 日 本 , 滴 沙 。 

335. Senptoria Lychnidis Desm. 17 Not. 6,21: Syl. 3. 517, 1884 : 

Allescher, in Rabh. Krypt. 5, 810, 1901 : Diedicke, in Krypt. Brand. 

9。 483, 1914: Migula, in Thome's I. Deutseh. Krypt. III. 4, 411, 

1921 : Oudemans. in Enum. 3. 41. 1921 : 

2 Syn. eZ7o72 み ん yc722 の 45 Lasch. Thtmen, Pilz. Sib. No. 452, 1880 : 

寄 芋 及 産 地 Lychnis cognata Max. エゾ エン ゼ セ ヤジ フウ 英 

尊 河 日 大 正 電 電 田 定 帳 三浦 密 成 

Silene firma S. et . ンジ ウ 26R 葉 
を 



土合 鈴 大 正 七 年 八 月 十 九 日 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 清洲 

「 記事 Von Thimen 氏 は 西 比 利 剖 に て Cypsophila altissima の 全 上 

た 得 し も の を Septoria Lychnidis Lasch. と し て 報 紀 せる が 或 は 本 菌 

と 同一 物 に 非 ろ なき や 後 孝 を 期す 。 

9336. Septoria paranphysoides Speg. in Tugiana。 No. 420, 188f : 

Sacc. Syll. 10, 364。 1891 : _ Allescher,。 in Rabh. Krypt. 6, 866, 

1901 : 

寄 王 及 産 地 Stellaria sp. | 本 茶 

鳳 出山 UPSAN92L け FT 2 日 三浦 密 成 

分 布 了 欧洲, 清洲 

記事 本 種 は Septoria Stellariae Rob. et Desm. に 近 き ゃ る 其 胞 子 短 

か き (35 一 40x1.5 必 を以て 之 れ と 異な る 印 ち Septoria Stellariae 商 は 

Diedicke 氏 に よれ ピ 其 子 帝 の 直 経 90 一 120 ん あり 胞子 の 大 さき 50 一 

65x1.5 一 2.5 ん 4 あり と 。 [ 

337. Septoria 前 enispermi Thnumnen, in Filz. Sib. No. 98890: Saoc. 

。 。SylL 38, 555, 1884: 1. Myake, in Bot. Mag. Tokyo, 28, 51, 1918 : 

Diedicke。 in Krypt. Brand. 9, 486, 1914 , Oudemans,。 in Enum. 53, 

193, 1921 
宇 及 産 地 IMenispermum dahuricum DC. "カウ モリ カ ヅ ジラ 甘 

奉天 東陵 犬 正 七 年 六 月 土 四 日 三浦 鶴 成 

牽 天 北 陵 大 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三浦 鶴 成 

檎 。 頭 大 選 世 年 六 及 紀 F 昌 三浦 徐 成 
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分 大 欧洲 , 西 比 利 亜 , 北 溝 , 清 泊 , 

記事 本 菌 の 原 記載 は 基子 帝 は 葉 の 上 面 に 生ずる と ある や ゃ や 余 の 

見 た る も の は 共 十 面 に 生じ 駐 基 胞子 は 一 隔 脱 あり と せる KC 余 は ニ 

カ 至 三 個 の 隔 膜 を 有する も の を 毅 同 見 た る が 三宅 市 郎 氏 も 同様 の 

観察 を な せり 面 し て Jiedicke 氏 の 記す る 所 代 よ れ ば 1889 年 九 月 

Sydow 氏 が Rixdorf に 記 て Menispermum canadense 葉 上 に 得 た る も 

の * 子 殻 は 75 一 90 ヶ の 直 あ り 胞子 は 不明 瞭 な る ー 二 の 隔 膜 を 有 

し 25 一 50x1 一 1.5 ん の 大 さあ り と せり 。 

本 寄主 は 日 本 に 生育 する も 未だ 本 菌 の 存する と と を 聞か ず ず 北 清 

地方 に は 普通 (に 紙 生 する も の い \ 如 くく 余 は 矢部 吉 閣 氏 が 山海 脚 南 呈 

五 嘉 山北 吉 等 に て 探 集 せ る 標本 中 Cc 本 赦 の 窒 生 せる を 見 た り 。 

338. Septoria Actaeae 前 . 前 iunra n. SD. 

Spots circular to irregular shape, iSolate or confluent,。grayish. 

brown or dark gray colored at centre, blackish at outer part with IN 

the spot crearly restricted, 3 一 5 m.m. in diameter : pycnidia amphigenous, 

minute, scattered, globose, black and immersed, 60 一 -80 / across : SDOreS. 

straipght or shightly curved, cyhndrical guttulate, 928 14 一 20 x 

1.5 一 2 /. 

実生 及 産 地 Actaea acuminata Wall. ル 圭 エ ウシ ョ の で 墓 

草 河 日 大 正 七 年 七 月 四 日 三浦 錠 成 

分 布 滞 湖 。 

339. Septoria jenissensis Sacc, in Mich. 2, 114, 1880: Thtmen, in 

Pilz. Sib. No. 815, 1880 : SaCC. Syll. 3 524, 1884 : Allescher, in. 

Rabh. Krypt. 6, 762, 1901 : 
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寄 王 及 産 地 Clematis manshurica Rupr.、 タチ モン ニン サウ 薬 

草 河 日 天正 七 年 月 三 日 三浦 客 成 

替 天 北陸 大 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三浦 密 成 

是 鳳 山 大 正 十 年 十 月 十 六 日 三浦 密 成 

分 布 西 比 利 亜 , 清 湖 。 

記事 Clematis 属 の 甘 を 犯す Septoria 菌 は 敷 種 知ら る ヽ ゝ  も 何れ 

$ ぉ 共 被 害 斑 跡 は 衣 色 乃至 白色 を な す KC 本 菌 の も の は 部 褐色 或 は 

暗色 を 星 し 黒色 線 を 以 て 健全 都 と 堺 せ られ 直 経 3-8mm. 倍 あり て 
同形 又は 棒 彫 形 を な す を 以 て 他 の も の と 尾 別 し 得 べ く Septoria Cle- 

matidis Rob. et Desm. と 比 す る K 其 胞子 小形 に し て Septoria Clema- 

tidis-rectae Sacc. 菌 より は 胞子 長き を 以 て 属 別 する を 得 。 

原 記載 に よれ ば 基肥 子 は ー の 了 骨 有 あ り て 長 さ 30-40。 と せる に 
余 の 菌 に 於 て は 隔 膜 は 三 個 に し て 胞子 の 長 さ も 6@0 ヶ CC 和 達する も の 

あ り 。 

340. Septoria Ticariae Desm. in Exs. No. 1087 , Sacc. Syll. 3 522, 

1884: Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 782, 1901, Diedicke, in Krypt. 

Brand. 9, 456, 1914 : ' Migula, in Thome's TH1. Deutsch. Krypt. III. 4. 

425, 1921 , Oudemans, in Bnum. 9, 157。1921 : 

寄主 及 産 地 Ranunculus japonicus Thnnb. キン パウ ゲ 天 : 

鳳 嵐山 大 正 十 年 十 月 十 六 日 三浦 審 成 

分 布 区 洲 , 漁 兆 

記事 吾 人 の 間 は 之 れ を Septoria Ranunculacearum Lev. 及び 

:Septoaia Ranuncuhi Westend。 と 比較 する K 其 胞子 竹 か きも を 以 て 直 

ち に 大 別 す る と と を 得 べ く . Sept. cymbarariae Thtmen. と 比 す る に 



子 長 し 面 し て 本 菌 胞子 は Allescher, Diedicke 等 に よれ ば 隔 膜 な 

し と の 事 な る も 吾 人 の 標本 に て は 一 乃至 二 個 の 隔 膜 を 有する 和 号 異 

な る, 余 が 本 画 の 手記 を 見 る に “the spots circular or oval, dark brown 

or brownish gray in color with ashen gray colored rart in its centre of 

the upper surface,surrounded by a darker Hine with which the descolored 

part ijS restricted from the healthy part,、 but on the under side, it is not . 

so clear as in the case of the upper : pycnidia amphigenous。 mostelY 

epiphyllous、 minute and scattered or somewhat aggregated, blackish, 

SDhaerical with a short ostiole、immersed、60-70 / in diameter : Spores- 

filiform, straight or slightlY curved to one side, narrowed to &DeX, 

1-2-septate,。 hyaline, 25-30x1.5-2 ム " と あり て Sept. cymbarariae- 

ThtGmen より も 本 菌 に 近 き を 以 て 上 記 の 如く 取扱 ひ た り 。 

341. Septoria Trolli Sacc. et Winter, im Hedw. 180, 1883: Sacc. 

Syll. 522。 1884: Iomarov, in Hg. Ross. exsic. No. 345, 1300 : 

Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 870, 1901 : Diedicke, in Krypt. Brand.. 

OAD18.1d425 

寄主 及 産地 Trolliius chinensis Bge. キン バイ サウ 葉 

筆 古 塔 VII. 9. 1896. KDD 

分 布 区 浪 浦 洲 
記事 Komarov 氏 は 人 稚 鳥 利 地方 及び = ニュ リス ク 附 近 に 於 て も 

探 集 し 居る を 以 て 浦 洲 の 北部 に は 普通 な る も の な る べき も 余 は 未 

2 れれ を 償 県 に じ た み E 確 CR の 

342. Septoria potentilliea Thumen, m Pilz. Sib. No. 627, 1680: 

Sacc. Syll. 3 510, 1884 : Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 836, 1901 : 
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寄 玉 及 産地 Potentilla HHagellaris Willd. モミ ヂ チキ シン バイ 葉 

公主 准 大 正 も 年 九 月 八 日 「 三浦 密 成 

公主 作 大 正士 年 七 月 八 日 三浦 密 成 

分 布 西 比 利 亜 , 滴 洲 , 

記事 滴 洲 に 於 て は 本 菌 は 普通 に 見 ら る いも の \ー に し て 余 は 

未だ Thimen 氏 の 原 標本 の 寄主 た る Potentila fragarioides 上 KC 探 集 

し た る と と な きも 共和 被 雪 由 の 小形 な る こと と 及び 子 芝 が 被 委 部 < 其 

だ 小 敷 に 生ま る と と 等 何等 本 黄 と 異な る と と な くだ た で ゞ 胞子 の 幅 は 

原 記載 に は 2.5-38 ん と ある KC 余 の 標本 は 2 ん に 過ぎ ざる 外 少 し く 

異な り 此 早 は 却 て Septoria Tormentillae Desm. et Rob. に 似 た る も 同 

画 は 被害 部 に 多く の 子 芝 を 生じ 胞子 の 隔 膜 の 敷 も 多き は 六 個 に 達 

し 勘 長 さも 55 に C 達 す と ある KC 吾 人 の 菌 は 其 隔 膜 な きか 又は 三 個 

胞子 の 大 さも 28-37x1.5-2 ん に 過ぎ ず 子 殻 の 直 経 55-75 み 位 あ り 。 

943. Septoria GIYcines 耳 emmi, in Trans. Sapp. Nat. Hist Soc. 65, 

12. 1915: in Tran. Hokkaido Ag. Soc. 15, No. 4, 1915 : 

寄主 及 産 地 Glyeine Soja Benth. ダイ ヴ 葉 

公主 賃 大 正二 一 年 六 月 二 十 ル 日 三浦 窒 成 

Azukia typica Miura. の 4 机 > っ 葉 

護 家 屯 大 正八 年 九 月 二 士 七 日 三浦 鶴 成 

公主 額 犬 正八 年 六 月 二 十 四 日 . 三 浦 審 成 

公主 信 央 下痢 仙人 夕 月 己 十 麗 日 三浦 宙 成 

分 布 日 本 , 漁 没 。 

記事 本 菌 は 日 本 に 於 て 始め て 光 見 武雄 氏 に より て 記載 せら れ 

し も ゃ もの に し て 清洲 に 於 て も 日 本 と 等 し 〈 く 大 豆 の 和 初 葉 主として 犯さ 
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る * も 茸 だ 奇 な る 現象 は 滴 洲 に 於 て は 大 豆 の 栽培 面積 基 だ 多き に 

開 は ら ず 郊 て 僅か に 栽培 ちら る る ア ヅ キ に 被害 多き こと に し て ア 

ヴ ヅ ジ キ に あり て は 和 初 葉 よ り も 雪 ろ 普通 の 葉 が 犯さ る いと と 多く 礁 審 

ゎぁ 存 外 大 な る も の あり 。 

344. Septoria Viciae West. nm Exs. No. 1151 : Sacc. Syll. 93, 509, 

1884 : Ailescher, in Rabh. Krypt. 6, 875, 1901 : Diedicke, in KKrypt. 

Brand. 9. 586, 1914 : Oudemans, in Enum. 3 990, 1921 : 

寄 王 及 産 地 Vicia sp. (? amaena Hiseh.) BN 

興安 人 額 大 正三 年 残月 一 日 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 清 湖 。 

記事 本 菌 の 子 殻 は Diedicke 氏 に ょ れ は 其 径 150-225 / 高 さ 75- 

90 ヶ あり と な せる に 余 の 菌 は 慕 径 100 ヶ 前 後に 過ぎ ず 駐 其 胞子 の 

大 さ は Saccardo 氏 に 従 へ ば 30-60x2.5 ん と ある KC 余 の 標本 に て は 

60-90x5 あり て 本 記 載 と 一 致 せ ざる 嘆 あ り 或 は 本 苗 と は 異な 

る も の に し て 新種 と な すべ きも の な る や も 計り 難 き ゃ も 其 標 本 少な 

くし て 充分 の 調査 を な し 得 ざる を 以 て 今 革 く 本 南 と な し 後日 の 研 

究 銘 ( ま : 名 

345. Septoria expansa iess1. in Hedw.22, 15, 1883 : Sace. Syll. 3, 

514、1884 : Schroeter。 in Hedw. 29, 62. 1890: Migula, in Thome's 

1. Deutseh. Krypt. ITT. 4、 400, 1921 : Oudemans,。in Enum. 5, 

996, 1921 : 「* 

寄 芋 及 産 地 Geranium neparense Sweet. フウ み ウェ ョ ウ 募 

誰 画 寅 大 正 せ 年 八 月 二 十 一 日 三浦 審 成 



分 布 欧 洲 , 清洲 。 

記事 フウ ロサ ウ の 葉 に 寄生 する Septoria 菌 C し て 本 種 の 外 に 

Septoria Geranii Rob. et Desm. な る も の ある ゃ も 募 税 害 斑 動 部 の 旨 

に 某 褐 色 の 幾 色 部 を 鉄 く と 子 殻 の 生ずる 場所 異な る を 以 て 本 菌 と 

展 別 する を 得 。 

346. Septoria Amnpelopsidis-heterophyllae 六 . 嘩 iura, n. sp. 

Spots angular。roindish or irregular in shape, at frst brown, soon 

changes to grayish white from ecentre, marginated by a deep brown 

colored Hine, thinner than the healthY part, scattered。 1-Sm.m. in 

diameter : pycnidia amphigenous, scattered, small. sphaeroidal without the 

ostiole, embedded,。 100-130 / across, black : spores cylindrical,。 curved 

StronglY to one side, narrowed to apex。rounded at both ends, hyahimne 

without oil drops、1-③-septate,、 not constricted,36-90 x 2.5-3 が. 

寄 王 及 産地 Ampelopsis heterophylla S. et 用. ノブ ダウ 上 

呈 用 大 正 元 年 十 月 十 八 日 争 木 力 治 

率 天 北 陵 大 正 刀 年 九 月 五 日 宮部 密 次 

青 龍 山 大 正 五 年 九 月 七 日 品 部 憲次 

青 玖 山 天正 九 年 士 月 二 日 = 浦 鶴 成 

記事 従来 知ら れ た る Septoria 菌 に し て プ ブダ ウノ プ グ ダウ の 類 K 

寄生 する も の 九 種 あ る も 其 多 く は 胞子 本 南 よ り 小 な る を 以 て 直 ち 

に C 居 別 す る を 得 べ く Septoria Allescheri Sydow 菌 の 胞子 は Jiedicke 氏 

に よれ ば 50-84x1-1.2 ん あり て 其 長 さ は 本 電 に 御 近 きゃ 基 幅 は 乏 

-. れ より ゃ 甚だ 狭く 且つ 隔 膜 な く 其 子 殻 は 葉 の 上 面 に 生じ 差 だ 小 K 
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し て ( 敷 字 を 示さ すず) 紹 色 部 の 直 経 3-8 mm. に 和 達 す と 此 等 の 時 より 考 

ふる に 本 菌 は 之 れ と 異な る と と 明らか に し て 更 < 難 人 の と 北米 

に 才 す る Septoria Ampelopsididis Elis. 菌 と 比較 する CK 子 芝 は 甘 の 

雨 面 に 生じ 直 経 80-110 ん あり 胞子 の 幅 3-2.5 ん ム な る が 故に 雨 者 相 

似 た る も ゃ も 其 長 さ は 30-50 ん と ある を 以 て 和 吾 人 の 菌 よ りゃ も 基 だ 短 か 

きのみ な ら ず 隔 膜 の 敷 に 於 て も 4-8 と あり て 知人 の 菌 よ り 造 か に 

多く 且つ 共 導 色 部 の 有 様 之 れ と 異な る 印 ち 氏 は “spots numerous8, 

or otherwise irregular, jimited by the veinelets of the leaf, subeonfuent, 

greemish at frst. becoming dark brown, occupying the greater part of 

the leaf, which becomes mottled with yellow.… と あり て 如何 に する も 

- 此 丁 者 を 同一 花 と 認 む る 能 は ざる を 以 て 輝 れ を 新種 と な せり 。 

347. Septoria Violae Westend. in Exs. fasc. 2, No. 94, 1641 . 

Thiumen, in Pilz. Sib. No. 620, 1880 : Sacc. Syll. 3 518, 1884 

Hennings、 in Engl. Bot. Jahrb. 29、 152、 1900 : Allescher, in Rabh: 

Krypt. 6, 876, 1901 : 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 26, 61, 1921 : 

Davis. in Prov. List。 873。 1914 : Diedicke, in Krypt. Brand. 9 

_ 521。 1914, Sydow,。 in Ann. Mye. 12, 163, 1914 ) Migula, in 

Thome's HI. Deutsh. Krypt. TITT. 4。 488, 1921: Oudemans,。 in 

Enum. 4、82、1923 : 式 . Togashi、& N. Hisatsuka, in Trans. Sapp. 

Ag. Forest. 16, No. 68, 80, 1924 : 式 . Togashi, in Jap. Jour- 

Bot. 2 96, 1924: 

Syn. CAe272@ 2o7ge Desm. 

寄 玉 及 産 地 Viola chinensis Don. var. subsagittata Nakai, 

の ス 瑞 り 9 葉 
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放 順 大 正三 年 士 月 三 す 上 目 近 衣 金 吾 

公主 領 大 正 十 年 七 月 八 上 日 三浦 富 成 

土 合 鎮 大 正 七 年 八 月 十 九 日 三浦 蜜 成 

分 布 全 世 界 . 

348. Septoria harbinensis 喧 , Wiura, n. sp. 

SDOtS oircular,scattered, greenish, ]ater becomes wbhitish gray fromy 

centre, thin, bordered by brownish line, 1-1.5 m.m. across : DYcnidra 

amphigenous, sojitary, minute。 sphaeroidal with a short ostiole, black。, 

55-90 / in diameter : SDOreS filiform, curved。 narrowed to apex, base 

roundish、1-4- septate,、hyahne,40-55 x 1.5-2 ん 

寄 玉 べ 及 産地 Viola chinensis Don. ver. subsagitta Nakai, 

フス 2 ささ 葉 

誰 葵 損 大 下 年 ゆり 月 せ - 三 日 三浦 錠 成 

分 布 清洲 

記事 今日 まで 知ら れ た る スミ レン 類 を 犯す Septoria 菌 四 種 あり 

Sept. Violae, Sept. hh SeDt. violicola 及び Sept. Violae-palustris 之 

れ な り 然 し て 本 菌 は Sept. hyaliina 及び Sept. Violae-palustris 交 似 

を た る 所 ある も 其 胞 子 大 な る と 子 帝 の 丁 面 寄生 性 な る に より て 起ち 

c 之 等 と 別 する を 得 べ き を 以 て 芝 れ を 新種 と な せり 。 

349、 Septoria ambuana P. 王 enn. in Hedw. 43, 145。 1904j 

Engl. Bot. Jahrb. 34, 603, 1905: Sacc. Syll. 18, 389, 1906 ) Sydow, 

in Ann. Mye. 11, 116, 1913 : 

容 芋 及 産 地 Lysimachia barystachys Bge.。 フ ノ フ デ トラ ノラ ヲ 工 



橋 頭 大 正 七 年 六 月 三 二 日 三条 蜜 尋 

青 柚 山 大 正 七 年 九 月 寺 一 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 滞 洲 。 

350. Septoria barystachyiae 芝 . Wiura, n. sp. 

SDots circular, isolate, rarely confHuent, brown, outer part circulated 

with a dark purphish colored Hine by which the discolored spot is hmitted, 

2-7 m.m. acroSs: pycnidia amphigenous。 minute, globose, immersed。 

ostiolat:e, black and scattered, 70-80 / in diameter: spores 介 培 orm。 

byaline, 3-7-septate, 35-80 x 1.5-2 ん . 

寄 芋 及 産 地 TLysimachia barystachys Bge.、 ノ フ ヂ トラ ノラ ヲ 眉 

吾 林 大 正二 年 丸 月 . 起 肌 三浦 審 成 

分 布 清洲 。 

記事 本 南 と 前 種 及び Sept.Lysimachiae 菌 と を 比 す る 本 種 の 胞 

子 は 他 の 二 莉 の も の より も 其 だ し く 藤 き を 以 て 異な ゆり 。 ま た Sept. 

Saccardoi. の 胞子 は 短 か く し て 英子 帝 は 葉 の 上 面 に 生じ 直径 250 

-300 あり て 本 北 の も の より も 区 だ し く 大 な る を 以 て 尾 別 し 得 べ ペ 

し 。 

351. Septoria Sydowi P. Henn. et Sacc,. in Syl. 14。 977、 1893 

Hennings, in PBngl. Bot. Jahrb. 28, 278、1900 : 

Syn. め @779722 お 2972 の 7oc2 Allerch。 et Henn、 (non Elhs et Mart.) 近 

Hedw. 36, 242、 1897 : 

寄 玉 及 産地 Palura paniculata (Thunb.) Nakai, サハ フタ ギ 頻 ンジ だ 

鳳 嵐山 大 正二 年 士 月 十 六 旦 三浦 審 成 
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分 布 Brasil 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 は 始め Brasil に 於 て Glazion 氏 之 れ を 探 集 し Allescher, 

Hennings 雨 氏 は 之 れ を Septoria Symploci ER1his. et Mart、 な り と 鑑 

定 せ る も の な る が 後 Saccardo 氏 は 碁 別 種 な る と と を 紙 見 し て 上 記 

の 如 き 也 名 を 奥 へ た る も の に し て 後日 本 に 於 て は 白井 氏 之 れ を 探 

集 せ り 今 滴 洲 産 の も の を 見 る 日 本 産 の も の に 比 し て 英寿 色 部 少 

し く 大 な る の みな ら ず 基子 芝 及 び 胞 子 も 赤 少 し 〈 く 大 な り 。 

352.。 Septoria Gentianae Thumen, im Filz. Sib.。 No. 118。 1877 : 

Ailescher, in Rabh. Krypt. 6。787, 1091 : Sydow, in Ann. MTyc. 11, 

116, 1913 : Oudemans, in Enum. 4, 494. 1923: 氏 . Togashi, & N. 

Hiratsuka, in Trans. Sapp. Ag. && Torest. 16. No. 68, 79, 1924 : 

寄 王 及 産 地 で Gentiana scabra Bge. リ り シダ 葉 

熊 呈 城 大 正八 年 九 月 十 九 日 三浦 鶴 成 

分 布 西 比 利 亜 , 日本, 病 沙 。 上 

記事 本 南 は 西 比 利 に て 始め て 探 集 せら れ し も の に し て 原 記 . 

載 に は 楽 の 上 面 に 子 帝 を 生 ず と 記す る も 余 の 菌 は 茎 の 雨 面 C 之 れ 

を 生じ 且つ 襲 色 斑 中 部 は 時 に 療 合 し て の 年 ば 以上 を 閥 色 せ し む 

る と と あり 然 れ ど ゃ 其 胞 子 は リン ダウ 類 を 犯す 本 局 菌 の 他 の も の 

より 幅 廣 き を 以 て 和 召 人 の 南 は 本 種 な る と と 句 な し 。 

353. Septoria microspora Speg. Nov. Add. No. 161 : Sacc.Sy 直 

3。 541, 1884 : alleseher, in Rabh. KKrypt. 56, 787。 1901: Sydow,. 

in Ann. Myc. 11, 116, 1918 : 

寄 玉 及 産地 Gentiana scabra Bge. リン グッ ウ 葉 
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草 河 日 大 正 七 年 七 月 三 日 三浦 審 成 

分 布 了 欧洲, 日 本 , 瀧 洲 。 

記事 本 菌 は リン ダウ 局 に 生ずる 他 の Septoria 菌 に 比 し て 其 子 

殻 及び 胞子 小 な る と 子 帝 が 薬 の 裏面 に 生ま る を 以 て 異な る 。 

354。 Septoria ConvolvuHi Desm,. in Ann. Sc. Nat. 17, 108, 1842 : 

Sacc. Syll. 3, 536, 1884 : Allescher,in Rabh. Krypt. 6, 764, 90 : 

SYdow, in Ann. Mye. 11, 115, 1913 : Davis, in Prov. Tist. 874, 

1914: JDiedicke, in Krypt. Brand. 9. 446: Oudemans, in Enum. 

4,524, 1923 : 氏 . Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2, 96, 1924 : 

Syn. 77O72 の 7668ce70 み Berk. in Curr. Simpl. Sphaer. No. 396 : 

寄 主 及 産 地 Calystegia hederacea Wall. コ 。 セ リル ガ 赤 3 

公主 額 大 正 五 年 七 月 十 五 日 宮部 憲次 

Calystegia Soldanella R. Br. 2vr ヒビ ル ガ % 直 天 

Calystegia sp. (? sepium 民 . Br.) 左 

星 ケ 浦 犬 正 七 年 六 月 九 日 三浦 客 成 

355. Septoria Plectranthi 琶 , 癌 iura。n. SD. 

SpDots circular or irregular、scattered or confluent, at first brown, 

soon white in centre and marginated, 3 mm.m. acroSs : DYGnidia 

epipbyllous。small, globose, shightly depressed, brownish black, irregularly 

scattered or somewhat concentrically arranged on the white part.、65- 

110 / in diameter : spores cyindrical, curved, broad to base, guttulate 

1-5-septate, hyaline, 25-90 X 2 generally 35-43 ん long. 
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寄 玉 及 産 地 Plectranthus glaucocalys Max. ヒキ キオ ュ シ 葉 

青龍 山 大 正 七 年 六 月 十 七 日 三浦 密 成 

分 布 滴 洲 

記事 本 菌 は Ssptoria Brunellae に 近似 する も 胞子 無色 に し て 織 

色 部 白色 な る を 以 て 異な る 。 

356. Septoria Lycopersici Speg. mm Tg・ Argent. Pug. 4 No. 289: 

Sacc. Syll. 3 535, 1884 : Allescher, in Rahb. Krypt. 6, 858, 1901 : 

Stevens。 in Hg. w.c. nl. dis. 521, 1913 : Davis, in Prov. List, 

875,1914 : Oudemans, in Enum. 4, 625 1923 : 

寄 主 及 産 地 Solanum LYyeopersicum 工 . トマ ト 葉 

替 天 大 正 刀 年 九 月 五 日 宮部 憲次 

公主 領 大 正 五 年 八 月 五 日 宮部 憲次 

公主 額 内 UE セ 年 月 二 一 月 三浦 因 成 

公主 領 大 正 十 年 八 月 三 日 三浦 夫 成 

大 運 昭和 二 年 八 月 五 日 三浦 客 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 普 茹 の 葉 を 犯し て 琲 里 病 を 起 さ し むる 病原 南 に し 

て 犯 き れ た る 葉 は 早く 落葉 する を 以 て 麗 る べき 病害 の 一 に し て 彼 

雪 扇 だ し き と き は 其 果 縮 の 熱 期 に 近く 葉 は 害 れ 久 め に 殆 ん ど 改 模 

皆無 と な る と と あり 其 錦 防 と し て は Pritchard 及び Clark 氏 の 買 駿 

に よれ ば 適期 の ボル ドー 合 刑 撤 布 は 其 九 十 用 まで 有効 な り と し 李 

病菌 は 甲 類 青 類 及び 時 虫 に より て 貢 胞 子 運 拓 せ せら る いて と 多 

き は Martin 氏 の 連 験 せる 所 な る を 以 て 上 此 等 引 類 の 和 錦 防 騙 除 は 間接 

に 本 病 の 珠 防 騙 除 に 大 な る 効果 あり また 本 菌 は 狼 り 番台 の みな ら . 
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ず 医 子 大 他 医 子 科 西 物 の 雑草 類 の 葉 を も 犯す を 以 て か いる 雑草 を 

除く と と は また 本 病菌 の 俺 描 を 防ぐ の 一 方 法 な り と は Pritchard 及 

び Porte 雨 氏 の 読 く 所 に し て 爾 氏 は 休 状 茹 の 組織 細胞 質 が 酸性 に 

富む と き は 本 菌 に 犯さ れ 難 き と と を 賀 有 験 し 相 営 量 の 紅 酸 質 肥料 の 

加 用 を 読 け り 。 

9S57. Septoria Dulcamarae Desm, im Ann. Sc. Nat. 15, 135, 1841 : 

Sacc. Syll. 3, 535, 1884: Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 858, 1901 : 

Diedicke, in KKrypt. Brand, 9, 511, 1914) Migula, i Thome's HI. 

Deutsch. Krypt. HiT. 4 432. 192]) OOudemams, in Enum. 4, 630。 

1923 : 

寄 王 及 産 地 Solanum Dulcamara 上 . ヒ ョ ド リ ジ ョ ウゴ 葉 

替 天 大 正 刀 年 九 月 五 日 宮部 憲次 

分 布 了 欧洲, 滴 洲 

記事 本 菌 は 恐らく 日 本 に も ゃ も 分布 す る も の な る べく 其 近 似 種 な 

る Sept. solanophils と は 胞子 の 由 狭 き を 以 て 必 別 せら れ Sept. sola- 

nicola 及び Sept. Solani-nigri と は 胞子 長き を 以 て 別 た る 。 

S98. Septoria Melampyri StraSss, im Verh. 民 . 民 . zool. bot. es. 

Wien, 40, 316, 1910: Sacc. Syll. 22,。 1109,1913: Migula, 操 

Thome's 和 I. Deutsch. Krypt. TII. 4, 412, 1921: Oudemans, in. 

Enum. 4, 709, 1923 : 

寄 王 及 産 地 IMalampyrum roseum IMax. ツル 吉 ま 葉 

埋 林 大 正 十 二 年 九 月 十 九 日 三浦 徐 成 

分 布 欧洲 ,( 環 大 利 ) 滴 洲 “ 衣 ( 
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記事 本 南 の 原 記載 に よれ ば 共 子 帝 の 直径 60-70z と ある K 吾 

人 の も の は 80-100 c 舌 し 共 胞 子 は 隔 有 を 有 せ お と ある も ゃ も 少 漠 

の 標本 に て は 一 乃至 三 個 の 隔 膜 を 明らか に 認め 得 。 

359. Septoria Lonicerae-Maackii 刑 . Winra, n. sp. 

(第 六 園 版 .) 参照 

SDots circular, scattered, but rarely elliptical and confuent, graY 

white、circulated by a black hne, thin, ダー1.5 m.m. acroSs : PyYcnidia 

epiphyllous, scattered, generally 1-4 in number on a spot, medium in 

Size,immersed, ostiolate, globose, black, about 160/ aceross: spores 

cyhndrical, straight or shghtIY curved, narrowed to apex, guttulate, 

1-4-septate, light greenish or ahmost hyaline, 39-5 條 x 3.5-4 /. 

寄 玉 及 産 地 Lonicera Maacki Rupr. ハナ へ ヘ ウタ ン ボ ク 弄 

夫 天 北 陵 Ro し りす | 日 鈴木 力 治 

夫 天 北 陵 大 正 せ 年 九 月 二 十 四 日 三 滑 審 成 

分 布 漁 湖 。 「 

記事 今日 まで 知ら れ た る 旭 和 多 科 植物 に 生ずる Septoria は 基 

敷 九 種 あ る も 何れ も 本 菌 に 比 し 其 被 害 遂 色 部 大 に し て 胞子 は 共 幅 

狭く Septoria obscurata は 其 幅 は 本 菌 に 等 し きも 長 さ 三 分 の 一 

も 達せ ず 従 つて 胞子 の 形 ち 異 な り 導 こす もそもそ 

る が 故に 之 れ を 新種 と せり 。 

360. Septoria Patriniae 巫 、 Miura。 n. sp. 

SpDotS angular in general, sometimes eireular to elhptie,。 confuent 

or scattered, small, about 2 m.m. diam.) at first. brown, later grayish 
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or grayish white, circulated b9 & purplish colored Hne and its outer 

part gently faint: pycnidia epiphyllous,minute, globose, immersed, 

ostiolate, black and scattered, 50-70 ん im diameter: spores Riform。 

straight or curved、hyaline, 1-9-septate, 1530 x 1-1.5 

実 王 及 産 地 Patrinia Yi 由 osa Juss. ヲ ト ユ へ シ 左 

土 凍 鎖 犬 牙 第 年 負 情 再 即 日 ) 三浦 徐 成 

草 河 日 大 正 七 年 丸 月 二 十 五 旦 三浦 宙 成 

鳳 鳳 山 大 正 世 年 妃 崩 二 す 族 避 三浦 鶴 成 

分 布 浅 。 

記事 現今 知ら れれ た る 改 替 笠 植物 を 犯す Septoria 南 と し て は S. 

Valerianae Sacc. et Fauter、 菌 一 種 あ る の みな る も る も 其 胞 子 短 か き と 

草 胞 な る を 以 て 本 画 と 必 別 する を 得 。 

361. Septoria PlatYeodonis Sydow, mn Ann. Myo. 1 116, 1913: 

寄 及 産地 Platycodon glaucum Nakai. キキ ュー 薬 

陸 岳 城 青 玖 山 大 正 七 年 九 月 十 五 日 三浦 宙 成 

大 軍 昭和 二 年 士 月 三 日 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 滴 洲 。 

記事 本 請 の 基本 標本 は 余 が 角 て 青森 惨 に 於 て 栽培 せる キキ ャ 

ウゥ の 葉 上 に C 探 集 し て Sydow 父子 に 衝 り た る も の な る が 満 洲 C 於 て 

は 同 菌 を 野生 キキ ヤ ャ ウゥ の 葉 上 c 見 せり 。 

Sydow 父子 は 基子 殻 は 葉 の 上 面 に 生じ 胞子 の 大 さ 35-55x1.5-2 

あり と せる も ゃ も 余 が 基本 標本 に 於 て は 子 殻 は 葉 の 柄 面 に 生じ 胞子 の 

大 さき 35-68x2.3.5 み あり て Septoria Adenophorae Thtmen 次 に 近似 

す と 難 も 胞子 狭く し て 長く 且つ 導 色 者 の 終 邊 に 剛 架 色 の 線 な き を 

以 て 之 れ と 寿 別 する と と を 得 . 
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362. Septoria Adenophorae Thumen, im Pilz. Sib. No. 449。1979 : 

Sacc.、SyHH. 9, 545, 1884 : Oudemans, in Enum. 4, 897, 1923 : 

寄主 及 産 地 Adenophora verticillata Hisch. 

ツリ ガ ネ ニ ンジ ン 工 

興安 叙 大 正二 二 喝 蝶 衣 三浦 緒 成 

分 布 西 比 利 亜 , 清洲 。 

記事 余 の 標本 は 原 記載 と 比較 する に 其 胞 子 は 少し く 狭 くし て 

45-50x2-38 あり ( 原 記載 に は 42-48x4 ん と あり ) 子 殻 は 孔 口 を 有 し 

直 衝 170 洋 す 。 

363. Septoria Artemaisiae Pass。 im Fg. Tarm. Sept. No. 73, 1871 : 

Sacc. Syll. 3 548, 1884: Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 734,1901 : 

Oudemans, in Enum. 4, ff81、1923: 

寄 玉 及 産 地 Artemisia vulgaris 工 . きき モ ギ 正 

吉林 大 正 圭二 牟 枕 講 時 私 昌 三浦 審 成 

分 布 区 洲 , 滝 洲 。 

記事 本 菌 は Septoriafnsea より も 胞子 短 か く Septoria Artemisiae- 

japonicae Togashi 菌 よ り は 胞子 非常 に 短 か く し て 幅 狭 き を 以 て 大 

別 す る と と を 得 。 

364. Septoria niriformis 症 ,Wiura, n. Sp. 

Spots irregularly angular in conseguence of hmittance of veinelets, 

restricted, 5-8 m.m. across。 dark gray, and the undersurface the spot 

is oirculated by a violetish colored Hine: pyenidia hypophyllous, 

scattered,small, embedded, roundish with a wide, long ostiole and it 
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appears as a pear form, 50-70 / in diameter,、 100-135 / in hight jn- 

cluding the ostiole, brownish black: spores iform, curved, hyaline,. 

sliightlYy broader to the base, 2-3-septate、35-60 x 1.5-2 /. 

寄主 及 産 地 Aster scaber Thmb. シラ ヤマ 財 ク 正 

興安 領 大 PT JRF9D3 朋 三浦 審 成 

分 布 病 湖 。 

記事 本 菌 は Septoria atro-purpurea Peck. と は 其 差 碁 だ し くし て 

殆 ん ど 論 する の 要 な く 《 本 菌 の 孔 日 は 能 く 区 達する を 以 て 李 の 欧 科 

植物 寄生 の Septoria 菌 と 直ちに 必 別 し 得 べし 。 

365. Septoria Callistephi Cloyer, mm Phytopath. 11, 50, 1921) 民 . 

Togashi, in Bull. Hmnp. Coll. Ag. and Forest. Moriaka, 9,26, 1924 :. 

Nakamura, 耳 . in Jour. P1. Protect. 13。 No. 1926 : 

寄 芋 及 産 地 Callystephus chinensis Nees. エ ヅ ギク 菓 

犬 運 大 正二 年 九 月 九 日 旬 不 ガ カ 菊 

長 秦 の 導 9E 作 5 月 ーー- 日 宮部 憲次 

公主 谷 大 正 五 年 八 月 二 日 融 部 憲治 

公主 鶴 大 正 年 八 月 十 四 日 | 三浦 密 成 … 

公主 欠 大 正 年 年 九 月 七 日 三浦 密 成 

大 運 昭和 二 年 八 月 十 二 日 三浦 容 成 

分 布 北米 , 日 本 , 清洲 

記事 本 菌 は エゾ ギク の 茶 を 犯し て 斑 同 病 を 起 さ し むる も の に 

し て 共 斑 勲 の 直径 3-15 m.m. 達し 六 月 中 旬 巡 CC 被 害 を 見 其 基 だ 

し く < 寄せ られ だ た る も の は 七 月 上 旬 に は 全部 落 甘 を 来たす と と あり 

然 ら ざる も 碁 だ し く 弦 し 雨期 に 入り て 僅か に 局 復 の 汰 を 示す 軸 
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し て 野生 の エ ヅ ヴ ギ ク は 本 菌 に 装 す る 抵 玉 力 強 き が 如 し 。 

本 菌 は Septoria Chrysanthemi-indies よぅ り も 子 帝 小形 Sept. Chrysan- 

themi-rotundifoii より る ゃ 子 殻 小 に し て 胞子 短 か く Sept. chrysanthe- 

miella Sacc. と Septoria Chrysanthemi Allescher 菌 と の 中 間 の 性 質 を 

示す 部 ち 共 被 害 部 の 刀 は 前 者 に 似 て 胞子 は 後者 c 近 し 

366. Septoria manQdshurica 凍 , Miura, n. sp. 

(第 六 較 版 N.) 参 照 

SDOtS circular or irregular。 brown or dark brown, scattered, 

marpinated,。 4-S m.m. across : PyYcmldia: amphigenous。 soattered, 

globose, immersed, black, 65-90 ん in diameter: spares cylhmndrical, 

straight or sjightly curved, 3-4-septate, guttulate. hyaline and gentely 

narrowed to apex, 32-40 x 3.5-4 み . 

寄 玉 及 産 地 CRrysanthemum boreale Makino.、 アブ ラテ ギク 甘 

奉天 北陸 大 正 元 年 九 月 十 一 日 氏 木 力 洛 

奉天 北 陵 大 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三 酒 結成 

分 布 清洲 

記事 本 菌 は Sept. Chrysanthemi-indici より 6 肥 子 短 が く 店 Sept. 

chrysanthemiella Sacc.: Sept. Rostrupi 及 び Sept. Chrysanthemi 等 と ょ 比較 

する KC 基肥 子 短 か く し て 幅 廣 く 且つ 子 姜 は 甘 の 面 に 生ま る 和英 を 

38 な 、 り ・ と | 更 ! 

367 Septoria Cirsi Tiessl, in Mohr. Cryp-. 則 2. 36, 1864 : ThGmen, 

in Pilz. Sib. No. 964. 1881 : Sacc. Syl. 3 550, 1884) Allescher,。 jm 

Rabh. Krypt. 6, 758, 1901 ) 1. Miyke, in Bot. Mag. Tokyo, 26, 61, 
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1912: Davis、 in Prov. List. 878、1914: Diedicke, in Krypt. Brand. 

9, 443. 1914: Migula, in Thome's II. Deutsch. 氏 rypt. III. 4, 390, 

1921 : Oudemans. in Enum. 4, 1074. 1923 : 

寄 宇 及 産 地 Cirsium arvense ( 葉 .) Seop. 

エゾ キツ ッ ツネ アザ ミ 葉 

公主 額 大 正 七 年 十 月 十 日 三浦 客 成 

公主 舗 大 正 十 年 八 月 四 日 三浦 密 成 

Cirsium SD. 葉 

率 天 北陸 大 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 北 オ , 北 清 , 清洲 、 

S68. Septoria Lactucae Pass. in Atti Crittog. Ttal. 2, 35, 1879 : Saco. 

Syll. 3 551. 1884: Allescher, in Rabh. Krypt. 6, 800, 1901 : Diedi- 

cke, in Krypt. Brand. 9。475, 1914 : IMigula, in Thome's Deutsch. 

Krypt. IIT. 4 406. 1921 : Oudemans. in Enum. 4, 1141, 1923 : 

寄 玉 及 産 地 0 sativa 芽 . チン シギ 英 

公主 仁 ET い 月 日 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 消 洲 。 

記事 本 菌 の 原 記載 に よれ ば 其 胞 子 は 隔 膜 な し と ある も ゃ も 余 の 標 

本 に て は 2-4 の 隔 膜 を 有 し 又 原 記載 た は 子 殻 の 色 を 黒色 な り と 立 

る に Allescher 氏 は 視 色 な り と せる が 満 洲 産 の も の は 肉眼 に て 之 れ 

を 見 る と き は 黒色 に 見 ゆる ゃ も 調 微 鐘 下 に て は 黒 褐色 に 見 ゆ 。 

369. Septoria 玉 ougeoti Sacc. et Roum,、in Relig. Libert. 4。No. 

151, 1884 : Sacc. Syll. 3、553. 1884: Allescher, in Rabh. Krypt. 
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6, 793, 1901 : Diedieke, in Krypt. Brand. 9, 470,1914: Migula, im 

Thome's I. Deutsch. Krypt. TIT. 4 403。 1921 : 

寄 玉 及 産 地 Picris japonica Thunb. カウ ゾ ヅ ゾ リ ナ 甘 

公主 祝 大 正 七 年 刀 月 八 日 三浦 審 成 

分 布 欧洲 , 滝 湖 。 

370. Septoria SAUESuTeaAG Thumenl im Tilz. Sib. No. 633, 1860: 

Sacc、。Syll. 3。547, 1684: Oudemans, in Enum. 4 1104.1923 : 

寄主 及 産 地 Saussurea salieifoiia DC. 菓 

公主 額 大 正 七 年 八 月 二 四 旦 三浦 密 成 

公主 額 大 正 作 年 区 丹 八 四 三浦 審 成 

分 布 西 比 利 政 , 満 湖 

371. Septoria sonchina Thamen, in Pilz. Sib. No. 634, 1880 : Sacc. 

Syll. 3, 552, 1884: Allescher、in Rabh. Krypt. 6, 860, 1901 : 

Oudemans, in Enum. 4 1168, 1823: 民 . Togashi, in Jap. Jour. 

BOK2SE9Gi102 

寄 芋 及 産 地 Sonchus arvensis。nuliginosus8、 ハチ ジ ヤ ウ ゥ ウナ 甘 

公主 額 大 正 七 年 九 崩 八 旦 三浦 鶴 成 

熊 理 城 sk MGSSE 司 三 と に 日 三浦 鶴 成 

分 布 西 比 利 亜 , 日 本 , 清 沙 。 

記事 本 菌 は Sept. Sonchi Sacc. 及び S. sonchicola Cooke の 柄 画 の 

も の より も ゃ も 共 胞 子 長 く S. sonchicola Hollos. 菌 より も 有 子 短 か き を 以 

て 必 別 し 符 。 
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372. Septoria taraxacicola 姜 . 前 iura,n. Sp. 

Syn, ey/o72g og7gzdc6 Sydow。 im Ann. Mye. 11, 116, 1918 : 

寄 芋 及 産 地 Taraxacum offcinale 工 . 1 クタ 。 ジ シボ 晶 葉 

: 公主 鎮 天正 年 地層 克 日 三浦 鶴 成 

公主 額 大 正 九 年 七 月 。 三浦 鶴 成 

公主 額 大 葉月 人 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 清洲 

記事 本 菌 は 余 が 和食 て 青森 隙 に て 探 集 せる も の を 李 し て 8Sydow 
父子 は 新竹 ェ な し Septoria Taraxaai な る 了 名 を 奥 へ た る が 勘 了 名 は 

先 き (c Hollos 氏 が 1907 年 ハン ガリ ヤ よ り 得 た る 菌 に 興 へ た る 名 

し て 然 か も 此 雨 者 は 全く 異な る 画 な る を 以 て 悪名 の 凶 更 を 必要 と 

する に 至れ る を 以 て 上 記 の 如く 命ぜ り . 

民 halbdlospora Rontai ど ne. 

本 司 は Septoria と 等 し くし て 寄 主 の 葉 以 外 に 寄生 する も の に し 

て 其 Septoris と の 闘 作 は 性 も Phyllosticta と Phoma の 開 係 の 如き も 

の な り Hindan 氏 に よれ ば 世界 に 百 八 十 種 以 上 あり と 清洲 に 一 種 を 
見 る 。 

373. Rhabdospora umbrosa Boum., in Rouss. et Sacc. Contrib. My 

Belg. 4,289 : Sacc. Syll. 10, 396, 1892 : Allescher, in Rabh. Krypt. 

56, 917, 1901: Oudemans, in Enum. 1, 1177, 1919 : 

寄 王 及 産 地 Polygonatum sibiricum Red. 

生 赤 大 正 径 年 填 月 四 日 … _ 宮 部 憲 爽 

分 布 欧洲 清洲 「 「 
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Phleospra Va1lroth. 

本 局 は Septoria の 如く に し て 子 殻 不 完全 な り 世 界 に 大 上 過 二 十 五 

種 浦 に 一 種 を 見 る 。 | 

374. Phleospora micerospora 芋 . Miura, n. Sp. 

(第 六 園 版 A. 参 照 ) 

Spots angular in conseguence of the Himittance of Yeinelets, isolate, 

rarely conftuent. clearly imitted, dark brawn, 2-5 m.m. across : Dycnidia 

epiphyllous、 scattered,。 wall brown and thin (1-2 laws of cells) and about 

90x 45 ん: spores elhipsoidal or oblong-eliipsoidal、 often slightly curved 

and comma shaped, rounded at one end and somewhat pointed at another 

end, guttulate, 0-3-septate, not constricted at the septum, hyahine, 

9-14 x 3.5-4 

幹 王 及 産 地 Malus mandshuricus Schneid. マン シ ウ ズ ズミ 

牽 天 北 陵 大 EE 年 光 月 二 四 出 三浦 欠 成 

分 布 清 湖 。 

記事 本 種 は 他 の 本 局 の も の より 其 胞 子 状 し く 短 か きも を 以 て 直 

ち に 居 別 する を 得 べ し 。 

( ロ ) Leptostromataceae. 

本 科 は 更に 七 亜 科 に 分 た れ 滴 洲 に て は Leptostromataceae- 時 YaloS- 

porae 中 の Melasmia 局 の も の 知ら る い \ い のみ 。 

Nslasrmia 』 ら yie1#G. 

375. Welasmig ulmiceola 了 , et C, in North Amer. Hg. No. 438 : Saoc. 

Syll. 3, 638, 1884: Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 27,51. 1913 : 
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寄 王 及 産 地 Ulmus pumula 工 . ' ノニ = レン レ 葉 

槍 大 正 七 年 六 月 三 二 日 三浦 密 成 

分 布 欧洲 , 米 区 , 日本, 清洲 。 

記事 本 菌 属 の 子 認 時 代 は Rhytisma 局 に 入る も の に し て 本 茜 は 

子 入 を 形成 し 其 内 C 子 殻 滅 せ られ 胞子 は 甚だ 小 に し て 長 栓 園 形 を 

な し 携 子 梗 は 比較 的 績 達 す 。 

376. Melasmia Lonieerae Jacz. in Kom. Fg. Ross. exsic. No. 946, 

1900 : 

寄主 及 産 地 Lonicera Maackii Rupr. ハナ ヘ ウ タ ン ボ タク 頻 

吉林 省 Omoso, Voge-dschan, ぶ . 2. 1896. Komaroy. 

分 布 治 洲 

記事 本 菌 は Komarov 氏 が 上 記 の 外 Amur 州 Bureja 地方 に て 

Lonicera Maximowiczi の 甘 上 に も 探 集 せる も の に し て 北 満 地方 に 普 

通 な る も の ヽ 如 く 《 原 記載 は 次 の 如 し 。 

* Stromatibus epiphyllis nigris、 confuentibus。 maculas nipgras plus. 

minusive suborbiculares pustulosas e 地 cientibus。ruguroSsis。intus albidis。 

loculis stylosporiferis astomis basi hyphis sporiferis 則 補 ormibus Yestitis : 

styjosporis hyahmis rectis、cyhnmdraceis,5-6.1 /. 

t。 Mielaxnecomnaiaies。 ( 黒 粉 菌 族 ) 

本 族 の も の は 皿 の 子 殻 を 鉄 き 胞子 度 を 形成 す 此 胞子 居 は 寄主 の 

表 記 下 に 形成 芝 ら る ぃ ヽ  も 後 多 く は 之 れ を 破り て 胞子 を 出す MMelan- 

coniaceae( 黒 粉 貢 科 ) 一 笠 あ る の み 面 し て 更に 時 Yalospore, Phaeosporae。 

Hyalodidymae, Phaeodidynaae, 革 Yalophragmae, Phaeophragmae、 Phaeo- 



475 

dictyae, Scolecosporae, StaurospDorae. に 分 た る こと Sphaeropsidiaceae 

の 場合 に 等 し と 暴 も 余 は 更に 一 新 亜 科 Ramulisporae を 加 へ り 。 

( い ) 央 elanconiaceae-Hyalosporae. 

本 亜 科 の 胞子 は 潮 也 より な り 無 色 は 稀 C 淡 色 を 呈し 球形 斑 到 
長 園 形 を な す . 十 三 局 に 分 た れ 浅 に は 次 の 二 属 を 華 見 す 。 

肌 子 硫 は 剛 = 丘 を he く 2 し らら の rei err ei る と で loeosporium 

肌 子 居 は 剛 毛 を 有 す ECCS むつ Cr を 20 た ur ル ルー て を CD Oolletotrichum 

Goeospowiunm JODesrn。 Gt Nornt。 

胞子 麻 は 表記 下 に 形成 せら れ 成 蒸す れ ば 之 を 破り て 外部 に 現 は 

れ 構 子 梗 は 針 状 を な す 其 子 半 時代 は Glomerella, Pseudopeziza, Gno- 

moniella, nomonia。 Trochia,。 Physalospora, Calospora 等 に 属す る も の 

に し て 世界 C 三 百 種 以 上 存 す と 航 せ られ 清洲 に 二 種 を 見 る 。 

377.、 て loeosporium Quereuum 表 。 inura。 n. Sp. 

Spots circular and scattered, but rarely confuent and irregular in 

shape, brown, restricted with or without a darker jine from the healthY 

part, thin,、3-7 m.m. across : acervuh hypophyllous。 roundish, Yomici- 

form, scattered or aggregate, brown, early naked,。 玉 - 純 m.m. diameter : 

Spores oblong, rounded at the base, slightly narrowed and bluntery 

pointed at the apex, or rounded at both ends, shiightIY curved to one 

side, one oil drop in the middle part, hyaline,granular、10-22 x 8- 生 ん: 

conidiophores short, straight、unbranched, hyahine, 10 x2k. 
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寄 王 補 地 Qucreus mongolica Hisch. モウ ュ コナラ 民 

鳳 鳳 山 央 EN に:( 哲 計 に 朋 : 三浦 密 成 

分 布 滝 洋 。 

記事 今日 まで 知ら れ た る ナラ 類 を 犯す Gloeosporinm 義 は G. 

quereinum, ば . umbrinellum, 及び で G. Gallarum な る が 何れ も 勘 胞 子 の 

大 さ 油 滴 の 敷設 に 失 子 梗 の 長 さ 等 皆 本 菌 と 異な る 。 

明治 三 十 二 年 白井 光太郎 氏 は 日 本 伊 菱 に て コナ ラ の 甘 上 Cc 一 種 

の Gloeosporium 画 を 探 集 る が Sydow 氏 は 之 れ を 新種 と な し loe- 

osporium Shiraianum Sydow と し て 生 表 し 余 は 白井 氏 の 厚意 に ょ り 

基本 標本 の 一 部 の 分 興 を 受け 本 菌 と 比較 研究 する の 便 を 得 た る が 

際 者 間 の 差 は 次 の 如 し 。 

ば . Shiraianum. Dresent SDec1@8. 

circular, shiny brownish 8 
SDOt. 博 情 隊 2iio6lor. circular, brown. 

Border dull pale brownish. commonly absent. 

Position of acervuhi epiphyllous, hypophyllous. 

SDOTGS 24-80x6-8S. 10-22.9 x 生玉 

以上 の 如き 異 踏 ある を 以 て 此 雨 首 を 同一 麗 と 認 む る と と 困難 な 

る が 改 に 余 は 本 商 を 以 て 新種 と 誰 め 上 記 の 稀 名 を 附 せり 。 

378. Gloeosporium amnpelophagum (Pass.) Sacce. im IMich. 1 217, 

1880: in Syll. Fung. 3, 716. 1884: Allescher。 in Rabh. Krypt. 

7, 508, 1903: Duggar, in Dis. nl. 332。 1909 : Tdeta,、 in Handb. 

661, 1911: Allescher, in Rabh. Krypt. 7、508, 1903: Diediek, in 

Krypt. Brand. 9、791, 1914 : 



8 
Syn. fd2226402762 2 の 6/op の 6 Pass. in Nebb. MLosc. 1878 : 

97720 の 2 の 67272 み Viala et Paecottet. 

ASZAece7o772@ の 272 の 672266 De Bary, Galloway, in Jour. Myc. 5, 99, 

1891 : OHinton, in Conn. Ag. ex. St. Rpt. 323。1903 : Longyear, in 

Fg. dis. of frints in Michigan, 1904: 民 . Hara, in THg. east. Asia,. 

43。1928 : 

寄主 及 産 地 。Vitis vinifcra 葉 . プ グ ダウ 

吟 区 錦 大 正 十 五 年 九 月 原 携 項 

分 布 全 世 界 " 

記事 本 菌 は 親 殴 の 民 昔 を 犯し て 癒 病 病 を 起 さ し むる も の に し レ 

て 海外 に あり て は 其 被 害 甚 だ し きも 浦 洲 C 於 て は 余 は 未だ 配 を 

獲 見 せ 才 原 播 店 氏 は 吟 画 定 に 於 て 之 れ を 採集 せり と 航 す 恐らく 南 

満 地方 に る 生生 する も の な る べき ゃ る 余 の 見 る 虎 に て は 元 て 黒 遍 病 

の 策 生 し て 筆 を 興 ふ る と と 多き が 如 し 。 

378b. Gloeosoprium 区 awakamii 前 hyabe, im Kawakami, Hexeb. 

Paurownia, 1902: A. Ideta, in Handb. 683,。1911 : Sacc. Syll. 22, 

1183,1905: 

寄 王 及 産 地 Paulownia tomentosa Steud, キリ 墓 

大 軍 昭和 三 年 六 月 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 病 沙 。 

記事 本 菌 は キリ の 葉 を 犯し て 天狗 集 病 を 起 さ し め 大 害 を 奥 ふ 
る も の に し て 浦 誠 に 及 け る 少 敷 の 栽培 桐 に 既に 本 病 の 名 生 を 見 る 

は 航 來 桐 栽 培 上 注意 すべ きこ と と な り 。 

Collietotsichunm Cordia。 

本 局 は Gloeosporium の 如く に し て 胞子 層 中 に 剛毛 を 有する を 以 
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て 異な る 共 子 論 時 代 は Glomerella, Pseudopeziza の 一 部 に 属す , 世 具 

に 大 過 八 十 種 あり と 稀 写 られ 清 湖 に 二 種 を 見 る 。 

本 属 南 の 純粋 玲 を 行 へ ば 共 或 も の は 岡 毛 を 生 せ ざる こと と ある 

は 多く の 刀 者 の 認 る 所 に し て 一 般 に 此 雨 同 は 基 だ 近似 し た る も の 

と 信 ぜ られ 和 了 莉 に より て は 雨 者 は 全く 同一 菌 な り と する も の あり 。 

379. Colletorichum Lindemnathianum (S. et M.) Br。et Cav, m 

Funghi Parass. No. 50 : Stoneman, in Bot. Gaz. 26, 1898 : Tubeuf, 

in Fg. djs. pl. 486, 1897 ,) Clinton, in Conn. Ag. ex. St. 308, 1903 : 

Sorauer。in 日 andb. 2 426. 1908: Massee, in Pl1. dis. 289。 1910: 

A. Tdeta, in Handb. 688, 1911 : Stevens, in Tg. Y. c. pl. dis. 547, 

1912 : Sacee. Syll. 19, 773, 19: 

SY n. 070278P 4227e2772 の 7 が 2 の 226272 Sacc. et Mag. in Mich. 1, 129, 

1879 : in Syll. 3 717,1884 : Allescher, in Rabh. Krypt. 7, 488, 

1903 : Diedicke, in Krypt. Brand. 9 781, 1914 : Migula, in Thome's 

F1. Deutsch. 氏 rypt. TIT. 4 534. 1921 : Oudemans, in Enum. 3, 966, 

1921 : 

Oo7/e7o 婦 6272 7226772246 娘 47640726 (S. et IM.) Scribner, in U.S. 

Dept. Ag. Rpt. Veg. Fath. 1887 : Duggar, in TI. dis、 322,1909 : 

寄主 及 産地 Pisum sativum 工 . ェ エン ドウ 茨 

公主 額 大 正 七 年 七 月 十 四 日 三浦 客 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 南 は 失 豆 類 を 犯し て 斑 絞 病 を 起す も の に し て 時 に 大 な 

る 和 雪 を 奥 ふ る と と あり 測 田 氏 は 詳細 なる 記事 を な し ある を 以 て 之 

れ を 略す 。 「 
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S80. Colletorichum Lagenarium (Pass.) 陳 11. et 青 alst。 im New 

Jersey Ag. Coll. ex. St. Rpt. Bot. Dept. 283, 1895 : Stoneman, 

in Bot. Gaz. 26, 1898 , Clinton、 in Conn. Ag. ex. St. Rpt. 369, 

1903: Duggar, in P1. dis. 330、 1609: A. 1deta, in Handb. 

691, 1911 : Stevens, in THg. w. c. nl. dis. 948, 1913 : Sace. Syll. 

は 90N 

Syn. 5972022 9607202720 Pass. in Hrb. Critt. ital. 2, No. 148, 

1873: 

7oeospo72%%7222 967497267272 (Pass.) Sacc. et Roum.、in Rev. MYo. 

201. 1880: Sacc. Syll. 3. 719, 1884 : Allescher, in Rabh. Krypt. 

7, 469, 1903: Diedicke, in Krypt. Brand. 9.、817, 1914 : Oudemans, 

in Enum. 4 8S82, 1923 : 

7%sg722272 76 が Ce Mont. im Ann.、 Sc. Nat. Bot. TH. 20、379. 

1896 : 

⑦⑰7oeos7o7224272 7672C247g が 772 Roum. in Rev. Mye. 2、1880 : 

容 主 及 産 地 Lagenaria vulgaris Ser. ユウ ガ ホ 果 

得 利 寺 TE 仁 32 も 月 上 日 三浦 客 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 貢 は 清洲 に 於 て は 本 寄主 の 外 租 瓜 西瓜 等 を 犯す も の に 

し て 其 被 害 少 な か ら ず 之 れ また 出 田 氏 の 書 に 詳 記 し ある を 以 て 時 

上 

本 菌 の 聖 名 は Tis et 本 alsted 博 氏 は Saccardo 及び Roum. 氏 の 

Gloeosporium lagenarinum と せる も の を 痴 更 し た る も の に し て Saoc. 

et Roum, 際 氏 は Passerini 氏 が Fusarium lagenarium と せる も の よ 

り 種 名 を 探 用 せる と と 明らか な る が 一 方 に 於 て Montagne 氏 は 同 
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ー 男 (C Fusarium reticulatum な る 名 を 興 へ Roum. 氏 は 之 れ を Gio- 

eosporium 属 に 編入 し 然 か も Montagne 氏 の 命ぜ る は 1836 年 に し て 

Passerini 氏 の も の は 1879 年 な る が 故に 先 命 林 に より て MMontagne 

氏 に よる べき も の な れ ば 本 菌 の 聖 名 は 上 記せ る も の ょ より は Colle- 

totrichum reticulatum (Wont.) と な す を 正 営 な り と 信ずる も ゃ も 今 草 

く 寺 持 の 読 に 従 ふ 。 

( ろ ) Melancomiaceae-Hyalodidymae. 

胞子 は 無色 に し て 二 胞 より な り 卵 形 又 は 紡 鍵 状 を な す 三 和己 K 分 

た れ 浅 に て は Marssonina の 一 属 あ り . 

Marssorsinna RA ど ntns。 「 

男 恒 は 球 汰 彫 胡 形 に し て 胞子 は 卵 形 又は 長 槍 周 形 を な し 其 子 雪 

時 代 は Gnomonia, Trochila, Pseudopeziza 菌 等 の 一 部 を な す 世 界 に 大 

ル 七 十 五 種 清洲 に 二 種 を 見 る 。 

381. WWarssonina popuHeola 凛 . 理 iura,n. sp. 

(第 六 圏 版 B.) 参照 
Spots brown, angular in consequence of hmittance of veinelets, 

scattered or confluent,1 m.m. to に considerable areas are ocoupied 

acervui hypophyllous, hf under the cuticle, small, cireular jm 

general, 200-230 > across: SDores oblong, oblong-elliipsoidal, eomma 

Shaped, one end rounded and the other end somewhat bluntery 

pointed, 1-septate, not constricted, guttulate, lower cell smaller than 

that of the upper one, hyaline, 16-21 x 6-7/. 
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寄 玉 及 産 地 Populus laurifolia Ldeb. テリ ハス ハ ドロ 

公主 額 大 正 七 年 八 月 六 日 三浦 蜜 成 

分 布 清 潤 。 

記事 従来 知ら れ た る 本 属 菌 に し て ドド p 類 を 犯す も の は M. Po 

puh: M. popuhina: M. piriformis: M. Castagnei: M. Castagnei: var. Mon- 

iiferae. の 五 種 な る も 娠 人 の 菌 は 葉 の 裏面 に 寄生 する と 胞子 が 馬 膜 

の 魔 に 於 て 総 れ ざる を 異な り と す 耐 し て 勘 被害 葉 は 七 月 下旬 に は 

既に 落葉 を 来たし 和 八 月 中 旬 頃 に は 殆 ん ど 全 部 の 落葉 を な し 雨 三 年 

被害 績 すれ ば 途 C 枯 死す る に 至る を 以 て 造林 上 甚だ 恐る べき 病 

宏 の 一 な り 。 

382. Marssonina Mali (Henn.) Ito,。 in Bot. Mag. Tokyo, 32, 206, 

1918 : 式 . Hara, in fg. eastern Asia, 42, 1928 : 

Syn. ozssox み og72 P. 耳 enn. in Engl. Bot. Jahrb. 3?⑰, 164, 1905 : 

T. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 21, 49, 1907 : Sacc. Syll. 22,。1211. 

1918 ) MT. Miura, in Hg. dis of Apples 立 apple-trees, 87, 1917 : 

Oudemans, in Enum. 3 473, 1921: KK. Nakata, in List of fung. 

Korea, 114, 1928 : 

寄 玉 及 産 地 IMalus domestica Borkh. リ り シゴ 更 

熊 一 城 ee2zE29E に 月 "日 三浦 客 成 

まま 人 交 ESKSGEOEI 月 日 三浦 審 成 

大 連 大 正八 年 十 月 五 日 三浦 署 成 

族 順 大 正二 年 九 月 三 日 三浦 密 成 

Malus manchurica Koehne. ss シ ジュ ソル 上 葉 

旗 順 大 正 十 四 年 士 月 填 四 日 - 三 漬 鶴 成 

分 布 日 本 , 朝鮮, 滝 洲 。 
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記事 本 菌 は 共和 樹 業 を 犯し て 褐 斑 病 を 起 さ し むる も の に し て 拓 

害 樹 は 早く 落葉 し て 茶樹 栽培 に 大 害 を 興 ふ る と と は 園 鞭 家 の 等 し 

く 認 むる 謀 に し て 余 は ピ 明治 四 十 四 年 及び 四 十 五 年 の 二 筒 年 間 其 牧 

防 試 験 を 行 ひ た る 結果 ボル ドー 液 散布 は 殖 ん ど 完 全 に 之 れ を 多 防 

する る こと を 知 9 青 森 交 の 如き は 大 正二 年 以 來 之 れ が 買 行 を な し 現 

今 に に て は 殖 ん ど 本 病 よ り 発 る \c 吾 れ り . 

従来 其 和 寄主 と し て は リン ゴ の み 知 られ だ た る が 余 は 旗 順 に 於 て て 

ン シ ウ ヴ グミ の 葉 上 に 本 菌 を 探 集 せり 之 れ 新 和 寄主 に し て 且つ 本 病 称 

陸 よ 注意 事 べ きる 紀 相 『. 

Marssonina な る 局 名 に 関し て は 伊 共 誠 哉 氏 が 東京 植物 聖 誌 に 

詳 送 し ある を 以 て 就 て 見 ら る べし 。 

(は ) 聞 elamcomiaceae-Phaeophragmiae. 

胞子 は 暗 令 に し て 二 個 以上 の 細胞 より な り 長 椿 園 形 又は 彫 筒 汰 

を な す 士 過 に 分 た れ 滴 洲 に は 次 の 三 局 の も の 績 見 せら る 。 

属 の 極 索 表 

1. 肥 子 は 附 過 冶 択 本 を 欠く ーー ever Coryneum. 

季子 は 人 電 司 人 NG0 凍 2 人 肝 に 1 ocEc822A 二 2 生 0 9. 

2 Eu 還 Sk 秩 介 ) は 1 < 0 MOmechaeti8。 

k 馬 汰 直人 は 用 個 以 記 本 で で レト スー ンーーー・ Re Pestalozzia。 

COr ッ meearm INees。 

383. Coryneum crataegicola 茸 . WItura. n. sp. 

SDots circular or wide elliptical, gray color on upper side and 

brown at the corresponding under surface, strictly marginated、thin, 
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2-4 mm.m.in diameter: acervulhi epiphyllous, small, black, scattered, 

subepidermal: spores oblong or oblong-elhpsoidal。 rounded at both 

ends,。brownish smoke color, 3-septate, not or slightly, constricted at 

septa, 14.5 x 3.6 /. 

容 至 及 産 地 Crataegus pinnatifda Bge.。 オオ ホ サ ン ゼ ザ シ BN 

奉天 北 陵 大 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三浦 費 成 

分 布 清 洋 。 

記事 本 菌 C 近 似せ る 本 菌 局 の も の に し て 鞭 綿 科 を 犯す も の は 

Ooryneum pestalozzoides Sace. 及び C. microstictum B. et Br. の 二 種 

ある ゃ 其 胞 子 の 大 さき 共に 之 れ と 異な る を 以 て 新種 と せり 。 

384. Coryneum foHiieorum “uckel。 im Symb. 372。 1863: Sacc. 

Syll. 3. 780, 1884: Allescher, in Rabh. Krypt. 7, 648, 1903 : 

Lewis, in Main Ag. Rx. St. Bull. No. 170, 1909 : Lewis && Morse, 

in 1.c. No. 185, 374, 1910: Lewis、 in Phytopath. 2, 49, 1912 : 

Stevens, in Hg. w.c. pl. dis. 561, 1913: Hall, in Phytopath. 5, 

55, 1915: TDiedicke, in Krypt. Brand. 9, 874. 1915: Miura, in 

Fg. dis, of apples,94, 1917 : Oudemans, in Rnum. 3, 414,1921 : 

寄 王 及 産 地 Malus domestica Borkh. り 呈 と 葉 

。 金 州 。 大 正 十 年 八 月 八 日 三浦 容 成 
分 布 欧洲, 北米, 日 本 , 清洲 。 

記事 従 玉 本 菌 は Sphaeropsis Malorum の 寄生 に より て 生じ た る 

導 色 部 < 寄 選 生活 を な す も の と 考 へ られ た り し が Lewis 氏 は 買 腺 

的 に 本 菌 が 浴 樹 の 幼き 村 を 犯し て 一 種 の 秦 開 河 を 起 し 得る こと を 
府 し 時 C 犬 寺 を な す と 舟 し Hall 氏 は 本 菌 は = ハト コ ュ を 犯す Cory- 

neum negundinis El. et Rv. と 同一 な り と し た る に Harbard 大 崩 の 



484 

Thaxter 氏 は Hall 氏 の は 本 菌 な ら ず し て Hendersonia diplodioides 

Ell. et Ev. な り し と し all 氏 は 本 菌 は Otthia amica Saec. 菌 の 分 

生 胞 子 時 代 な り と せり 。 

本 菌 は 青森 革 に 於 て は 論 弱 し た る 葉 樹 の 芽 を 犯し て 所 調 芽 座れ 

病 ] を 起 さ し むる も の に し て 詳細 は 擬 リン ゴ の 病 無 ] に 逃 べ た り 就 

で び 上 52 まく 人 「 

389. Coryneunmn YOSaecola W. 葬 iura, n. SD. 

( 光 六 賠 版 C:) 参 了 

Spots circular or irregular in shape, whitish gray in color,marg- 

inated by dark brown colored hne, 1-6 m.m. across: acervuli amph- 

igenous, mostely epiphyllous,scattered or aggregate, often confuent,. 

black, about 100 across : Spores elhpsoidal, narrowed and rounded at 

both ends, brown, 3-septate, 1owest cell hyaline in general, but rarely 

colored。 14-20 x 7-9: pedicels persistent, hyaHine without septum, 

8-20 x 2 

寄 玉 べ 及 産地 Rosa xanthioides Nakai. キバ ナハ マナ シ 民 

湯 周 子 大 正 七 年 九 月 十 三 日 三浦 密 成 
分 布 漁 沙 。 

記事 本 菌 は Coryneum Rosarum Henn, 及び CO. microstictum B. et 

Br. < 近似 する も 胞子 大 な る を 以 て 之 等 と 異な り 鞭 薇 科 植 物 を 犯 

す 本 属 に し て 他 c 類 似 の も の な き を 以 て 新種 と 認め た り 。 

omochnhaetia SacCCa*do。 

本 局 は 前 者 の 如く に し て 胸 子 の 一 極 に 一 本 の 毛 を 有 す 世 四 に 大 

玉 六 十 種 あり と 稲 せ られ 浦 洲 C 一 種 を 見 る 
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386,. Monochaetia ali (EL. et EY.) Sacc, et D, Sacc. in Syll. 18, 

485, 1906 : Oudemans, in Enum. 3 473, 1921 : 

Syn, cs72/ozzzg og72 RI et Ey. in Jour. Mye. 8, 13, 1902 : 

容 主 及 産 地 Malus mandshurica Koehne. 0 バア 

再 能 山 犬 正 九 年 十 月 二 日 三浦 密 成 

Micromeles alnifolia Koehne. ンー と ルン 葉 

吉 林 大 正 七 年 八 月 十 六 日 三浦 客 成 

吉 林 大 正二 年 九 月 三浦 客 成 

分 布 北米 , 浅 , 萌 鮮 

記事 熊 量 城 青 竹 山 に て 探 集 せる も の は 全 葉 の 約 四 分 の 三 は 次 

白色 に 綾 じ 胞子 邊 は 甘 の 雨 面 に あり て 多少 原 記載 と 異な る 所 ある 

ゃ ゎぁ 何 精 細 の 研究 を 行 ふ まで 本 菌 と な し 置か ん と す 。 

中 田 覚 五 郎 氏 は 本 菌 を 朝鮮 に 於 て 芋 樹 葉 上 に 探 集 せる が 其 記 載 

人 て よれ ば 胞子 邊 の 直径 150-176/,/ あり て 余 が 清 洲 に て 得 た る も の 

の 50 ん な る に 比 し て 基 た 犬 な り 之 れ 余 の 菌 は 充分 殴 育 ざる に よ 

る か 釣 れ ども 其 胞子 は 20-27x7,2-8.54 あり て 原 記載 に 一 致す 横 

子 梗 は 13-20x1-2.5/ と あり 。 

以上 の 外 原 括 冶 氏 は Pestalozzia traevrseta Sacc. な る 歯 を 吟 殴 質 

に て 芋 樹 葉 上 (に 探 集 せり と 報 李 る も 折 か る 回 名 の も の な し Pesta- 

]ozzia breviseta Sacc. の 印刷 の 誤り に 非 る や また 同氏 は Pestalozzia 

菌 の 一 種 を 率 天 に 於 て エフ コロ グ サ 上 に 探 集 せり と , 余 は Pestalozzia 

末 は 一 種 も 探 集 せ す 。 

(に ) MMelanconiaceae-Scolecosporae. 

胞子 は 締 汰 又は 線 対 乃至 螺旋 汰 に し て 無色 間 通 小 敷 の 隔 膜 を 有 

す 互 局 に 分 た れ 清 洲 に は 区 の 一 属 知 ら る 。 
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の ッ 』limndirospOriuzm Unger。 

胞子 入 は 表皮 下 に 生じ 白色 又 は 色 に し て 周 板 区 胸 子 は 線 汰 C 

し て 直 乃 吾 潤 曲 し 無色 な り , 大 過 世 界 (に 百 種 滴 洲 に 三種 を 紙上 見 す 。 

387. Cyjindrosporiumi Dioscoreae WIiyabe et Tto, in Trans. Sapporo 

Nat. Hist. Soe. 4,、10, 1912: Sydow, in Ann. Mye. 11, 117, 1913 : 

寄 宝 及 産地 Dioscorea quinqueloba Thunb. キク ズバ ベ ギ ドコ 左 

草 河口 大 正志 年 せ 財 呈 三 補 容 成 

分 布 日 本 , 浦 洲 
記事 本 菌 は 日 本 に 於 て は ナガ イモ (D. Batatus Don.) 及び ヤマ 

イモ (D. japonica Thunb.)) の 工 を 犯し て 時 に 栽培 蓋 に 大 雪 を 興 ふ る 

と と あり て 稔 淵 氏 は 箇 て 隙 岐 島 に て 採集 し た る と と あり 今 余 は 

清 汰 に 於 て 野生 暮 に 之 れ を 探 集 せ る に より て 考 ふ る に 本 菌 は 朝鮮 

に ゃ る 分布 せ ちら る いも の な る べく 栽 塔 著 に と り て は 特 来 恐る べき 病 

害 た る を 葛 れ 被害 葉 に は 始め 小園 形 の 如 区 色 斑 財 を 生じ 時 K 葉 

豚 の 篇 め に 角 張 り 或 は 敷 個 相 接 し て 不 規 則 形 を な す と と あり 送 K 

は 此 閥 色 斑 呈 上 に 褐色 より 吐 褐 色 の 胞子 殿 を 生じ 表皮 を 破り て 肉 

色 娘 は 石 竹 色 の 胞子 格 を 生 ず 基 し 葉柄 又は 難 の 犯さ きれ た る 場合 は 

被害 部 は 多少 肥厚 し て 導 伏 を 呈し 幼き 甘 の 犯さ きれ た る 際 に は 募 被 

震 も 赤 大 な り 。 

388. Cylimdrosporium Vicin 。 MIiura, n. sp. 

Aceryuli minute, circular,。scattered on a brownish discolored spot,. 

at first covered but later ruptured, 150-180 / in diameter : spores cylind- 

rical, straight or sjightlY curved to one side, fexible, hyahine, guttulate,. 

rounded at both ends,29-36 x 3.5 . 



寄 宇 及 産 地 Vicia amaena Hisch. ウル フチ ヂ デバ カマ 葉 

公主 額 大 正二 年 七 月 八 日 三浦 密 成 

分 布 清 潤 。 

記事 従来 知ら れ た る 登 科 植 物 を 犯す 本 性 菌 は C. Glycyrrhizae, 

C. Lathyri。 C. Lupini,。 CyHndr. longisporum, 及び C. Astragai の 五 種 

な る が 何れ も 胞子 の 長 さ 本 赦 の も の より 長く し て 一 も 本 衣 と 一 致 

する も の な き が 故 C 之 れ を 新種 と な せり 。 

S88.5 CyHndrosporium Pruni-tomentosi 症 , Miura, n. Sp. 

(第 六 園 版 D) 参 了 

SDOtS scattered, roundish, polygonal or irregular,2-3 mm. acrOSs, 

rarely confHuent, at first without margination, then boardered and brown 

or dark brown : acervuli epiphyllous,。minute, scattered on all over the 

Surface of leaves,roundjsh, polygonal, or irregular form when confnent, 

slhight1Y raised at centre, at fst covered and brownish, then ruptured 

and becomes white: conidiophores simple, straight, very short, smooth, 

non-septate, granulate. about 10 ル Iong, 入 wide: Spores filiform, 

curved to one side, gentelY narrowed to apex,and round the base, 

guttulate. commonly 3-septate, not constricted, hyaline, 80-100 x 

人 以 . 

寄 玉 及 産 地 Prunus tomentosa 下 hunb. と Az アルタ) 墓 

公主 全 大 正士 四 年 八 月 二 十 日 三浦 客 成 

公主 額 大 正士 四 年 九 月 十 日 三浦 鶴 成 

大 軍 昭和 二 年 十 月 三浦 密 成 

分 布 清洲 。 
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記 本 南 の 被害 踊 一 上 に 二 三 個 存 する 間 は 普通 の 終 色 を な 

し 同化 作用 を 芝 む と 台 も 被 雪 玉串 の 直径 2-3mm. に 和 達 る も の 表 

個 生 する に 及 べ ば 葉 は 斑 色 に じ 落葉 を 始め 九 月 上 旬 に は 十 き 葉 

は 殆 ん ど 落 下 し て 頂部 の 新 葉 及び 新 杖 の 葉 の み を 残す に 至る も 此 

等 ゃ 赤 敷 日 に し て 犯さ れ 九 月 二 二 日頃 に は 全く 薬 の 和樹 上 に 止ま る 

も の な き に 至る 故に 薄 來 北 滝 地 方 の 如く 小 果 賞 類 の 栽培 次 達 す べ 

き 肖 舘 に ある 地方 に 於 て は 恐る べき 病 委 の 一 た る べく < く 余 は 之 れ を 

[ユスラウメ の 葉 振 ひ 病 と 呼ば ん と す . 西 し て 其 画 続 は 寄主 組織 細胞 

間 C 墓 延 し 本 状 組織 細胞 間 に 集 まり て 子 司 を 形成 し 爺 に 表 度 を 破 

り て 胞子 を 露出 する に 至る 。 

従来 薔薇 科 西 物 に 寄生 する CyIhmdrosporium 爾 と し て 知ら れ た る 

ゎ も の は Saccardo 氏 の 菌 講 に よれ ば 七 種 あ り て 虹 に 其 胞 子 の 大 さよ ょ 

りす れ ば C. Crataegi El11. et Ey. に 最も 近 き も ゃ も 子 層 の 生ずる 位置 異 

な る の みな ら ボ ユスラウメ ェ テ Crataegus pinnatifds と を 相 接 し て 栽 

培 す る も 常に ヒー スラ ウメ の 茶 の み 本 菌 に 犯さ れ Crataegus に は 何等 

の 被害 を 認め ざる を 以 て 之 れ を 同一 菌 と 認 む る 能 は ず 夏 に 之 れ を 

新種 と な せり 。 

389. CyHmndrosporium Convolvuli WW Tiura,n. sp. 

Acervuli amphigenous。small, scattered, circular in general, brown, 

covered by epidermis and elevated, at last ruptured,。 婦 -2 m.m, in 

diameter : spores straight or vermiform, cyjindrical, rounded at one end 

and narrowed to another end, hyahine, without septum, guttulate, 

28-36 x 3-9.5 

寄 王 及 産 地 Convolvulus sagittifolius Fisch. ヤ ハ ズル ガ ホ 葉 
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公主 谷 大 正二 年 七 月 八 日 三浦 審 成 

分 布 病 油 、 

記事 本 菌 も 赤 前 種 の 如く 従来 知ら れ た る 旋 花 料 西 物 上 の 本 局 

滴 と 一 致 せ ざる が 故に 新種 と な せり 。 

( ほ ) elanconiaceae-Hyalo-Ramnlisporae. 

本 亜 科 は 前 亜 科 の 如く に し て 其 胞 子 分 技 す る を 異な り と す 爽 の 

一 属 あ り 。 

Ranmellisjppora MI。 isa 。 

本 局 の 性 質 は CyHndrosporium の 如く に し て 其 胞 子 分 技 す 一 種 あ り . 

390. Ramulispora Andropogonis 夷 . 陣 inra。 in Dis. of imp. pl. 

Man. 43, 1921 : 

寄主 及 産 地 Andropogon Sorghum, Yulgaris, ]aDonicu8. タカ キビ 葉 

公主 准 大 正 玉 年 外 月 二 十 四 日 三浦 密 成 

公主 鶴 大 正八 年 八 月 十 狼 日 三 清 密 成 

公主 令 大 正二 年 八 月 二 二 一 日 三浦 密 成 

分 布 清洲 

記事 本 菌 は 高 染 の 甘 を 犯し て 斑 踊 病 を 起す も の に し て 浦 洲 に 

愉 普 通 に 績 見 せら れ 其 胞子 の 分 岐 す る を 以 て 之 れ を Staurosporae に 

入る い ヽ い は 和 営 な ら ず と 思 維 し 新 亜 科 を 設け 新 局 新種 と な し た り 。 

u。 Mopniliales。 念珠 羽 菌 族 

本 族 の 菌類 は 子 殻 を 鉄 く を 以 て Sphaeropsidales と 異な り 胞 子 昼 が 

寄主 の 外部 に 生じ 且つ 多少 寛 か に 黄 続 を 生ずる を 以 て Melanconiales 
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と 異な る も 買 際 に 於 て は 此 雨 者 を 必 別 する こと 困難 な る も の あり 

例 へ ば Coryneum の 或 も の は 本 族 中 の Helminthosporium ょ 混同 せら 

ろ い と と あり また 電 生 5 結 尊 表 或 も る の は Volutella と 混同 せら る ト 

が 如 し 次 の 四 科 に 分 た る 。 

4 語 応 282 の 。 類 

! ま 男 弥 は 多少 定か な る 綿 様 の 群 を な す ルッ CC も GS8z る 2270 D 坦 

困 沼 は 紗 に 集まり 又は 球形 乃至 彫 筒 伏 の 郡 な を し 有 柄 な る と 

と あり ーー ラテ 計 本 は 克 ま 叶 上 才 RC EIDKrORR 5 5 bob 9 

2. 鞍 及び 胞子 は 無色 又は 僅か に 肖 色 ーー Monitiaceae. 

菌 続 及び 胞子 の 雨 者 若しくは 其 一 は 暗色 …………… Dematiaceae. 

3. 菌 紹 嶋 は 周 筒 狼 又 は 路 状 有 本 ……ー…………ー Ra 2 TI RRB3 

黄 紹 骨 は 多少 球形 に し て 無 柄 ……… 2 NHGRGHH1ERISOOR 2 

( イ ) Moniaceae. 念 爾 装 菌 科 

JI 

燃 と 同色 な り Amerosporae, Didymosporae, Phragmosporae, Dictyosporae,. 

Helicosporae, Staurosporae の 六 亜 科 に 分 た れ 滴 洲 に は 次 の も の 散見 

ら る 。 

( い ) IMoniliaceae-Amerosporae. 

本 亜 科 の も の は 胞子 回 胞 に し て 球形 卵 形 又は 短 賠 筒 扶 を な す 更 

に 八 次 亜 科 に 分 た れ 満 に は 次 の も の 義 見 せら る 。 
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† Oospoxreae. 

本 次 亜 科 は 寺 二 属 に 分 た れ Monilia 過 の ある も の * 子 雲 時 代 は 

Sclerotinia と 各 せ られ Tusidium は Nectoria に Oidium は Erysiphaceae に 

属 す 。 

Oidiiuarm 』LirnK、 

軸 輝 は 表 生 に し て 分 岐 し 白色 , 天 子 梗 は 志 一 に し て 総出 に より て 

胞子 を 建 生 す 。 

391. Oidium erysipholides Fries。 mn Syst. Myc. 3, 432. 1832 : Saoo. 

Syll. 4, 41. 1886: Tindau, in Rabh. Krypt. 8, 79, 1907 : 

寄 宇 及 産 地 Phaseolus vulgaris 葉 . ツン ゲン マツ 更 : 

公主 人 額 大 正 七 年 八 月 十 三 日 壮 紅 審 成 

分 布 全 世 界 . 

記事 本 菌 は ウド ンコ ュ 商 科 の 分 生 胞 子 時 代 に し て 澤田 殺 吉 氏 に 

よれ ば 其 吸 菌 燃 の 大 況 並 に 胞子 肉 の フイ ブロ ン 骸 の 有 様 等 に より 

て 之 れ を 太 別 し 得 と 稲 せ ら る 。 

††。 隔 o を rtideae. 

本 次 亜 科 は 三 填 属 に 分 た れ 浦 洲 に て は 菊 属 知ら る 、 

O ひ ャ ularia SacCcCa*diO。 

菌 締 は 分 岐 し 携 子 梗 は 無色 に し て 普通 時 胞 よ りな り 分 岐 せ ず 上 

端 多少 失 る こと あり 胞子 は 無色 電 胞 に し て 球形 卵 形 稀 に 連 出 する 

と と あり 世界 (C 大 志和 八 十 種 あ り 滝 洲 に 二 種 知ら る 。 
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392. Ovularia Bistortae (Fuck.) Sacc. in Syll. 4, 145, 1666: Hennings, 

P. in Engl. Bot. Jahrb. 3⑳0, 45, 1901: Jaap, in Ann. Myoc. 9, 338, 

1911 : Oudemans.。 in Enum. 2,。1012, 1920 : 

Syn. 7e22%7272C 287o77e Fuckel。in Symb. 361, 1863 : Thtmen, im 

Pilz. Sib. No. 482, 1880 : 

Ooxo722 2s7o7726 (Fuck.) Lindau, in Rabh. Krypt. 8, 239, 1907 : 

寄 主 及 産 地 Polygonum viscosum amilt. = < セグ 葉 

埋 林 IHS ーー 日 三浦 審 成 

分 布 欧洲 , 日 本 , 清洲 。 

393. Ovularia decipiens Sacc. in Tg. ital. Tab. 973, 1881 : in Syl. 

4, 139, 1886: Lindau, in Rabh. Krypt. 8, 240, 1907 : Oudemans, 

in Enum. 9, 150, 1921 : 

寄主 及 産 地 Ranunculus japonicus Thunb. キン ペッ ウ ゲ 葉 

草 河 日 大 正 七 年 七 月 四 日 三浦 鶴 成 

分 布 了 区 洲 , 清 沙 。 

( ろ ) 着 omilaceae:Didymosporae. 

分 生 胞 子 は 二 胞 より な り 卵 形 信 は 短 紡 経 伏 を な し 無色 填 五 属 に 

分 た れ 滴 洲 に は 欧 の 一 属 知 ら る 。 

Cephalotnheciunn Cordla。 

堆 子 梗 は 直 に し て 分 岐 せ ず 有 隔 胞 子 は 頂 生 な る も 胞子 明 そ 沙 せ ざ 

る に 第 二 次 第 三次 の 胞子 を 生じ て 輸 状 頭 生 様 を な す と と あり 長 椿 

財形 又は 吾 状 に し て 無色 世界 に 五 種 清洲 (Cc 一 種 を 見 る 。 
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3944. Cephalothecinm roseum Corda, in Lindau, Eugl. Nat. Pflanzenf. 

1, 445, 1900: Craig & Hook, in Cornell Univ. Ag. ex. st. Bull. No. 

207, 1902: Cinton, in Conn. Ag. ex. st. Rpt. 300, 1903 : in 1.c. 12, 

1913 : Longyear, in Tg. dis. Mich. No. 25, 21, 1904: Duggar, in 

Fg. dis. nl. 295, 1909: Morse & Lewis, in Maine Ag. ex. st. Bull. 

No. 185, 364, 1910 : Stevens & Hall, in Feg. dis. econ. pl. 91, 1910 : 

Stevens,。 in Hp. w.c. pl1. dis. 586, 1913: IMiura, in Fg. dis. apples. 

148, 1917 : 

SY1. び ezc/os2o72%272 7 の 86%272 (Corda.) Massee, in Dis. cult. pl. 層 trees。 

467, 1910 : 

772co 刀 ec224272 7Ose27272 (Corda.) 

寄 玉 及 産 地 Malus domestica Borkh. りー 果 買 

熊 証 城 大 正八 年 九 月 三浦 窒 成 

大 提 理 昭和 二 年 十 月 三浦 客 成 

分 布 欧洲 , 北米 , 日 本 , 滴 洲 。 

記事 本 菌 は 芋 果 を 犯し て 石 竹 色 腐 改 病 を 起き さき し むる も の な る 

が Eustace 氏 は 寄生 性 な る と と を 誇 明 する まで は 一 般 (C 寄 選 菌 な り 

と 考 へ られ た る も の に し て 中 田 敵 本 十 氏 は 朝鮮 に 於 て は また 柚 を 

犯す と と を 報告 せ り 。 

(は ) MMoniliaceae-Phragmosporae. 

分 生 胞 子 は 無色 又は 淡色 に し て 二 胞 以上 より た なり 長 椿 園 編 経 形 

又は 長 形 を な す 十 六 局 に 分 た れ 満 洲 に て は Ramularia 及び Piricularia 

の 二 則 知ら る 。 
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Razrmtuslamia り mger<。 

捧 子 梗 は 表 生 に し て 思 一 な る か 短 技 を 生じ 無色 , 胞 子 は 二 室 以上 

より な り 無 人 色 に し て 藤 形 又は 長 椿 園 , 世 界 に 大 上 ル 三 百 種 凍 汰 に 六 種 

を 見 る 。 

395. Ramnularia decipiens RI. et Byv。 in Jour. Mye. 1、70, 1885 : 

Sacc. Syll. 4, 215, 1886 : Lindau, in Rabh. Krypt. 8, 441, 1907 : 

Oudemans, in Enum. 2,982,1920:) 氏 . Togashi  N. Hiratsuka, in 

Trans。Sapp. Ag. and Forest. 16, No. 68, 80, 1924 : 氏 . Togashi。 in 

JaD. TH PE 2, 98, 19245 

寄 玉 及 産 地 Rumex acetosa 工 . スカ ン ボ ポ ボ 葉 

只 爾 質 大 正 七 年 丸 崩 二 十 一 昌 三浦 比 成 

分 布 欧 湖 , 北米 , 日 本 , 滝 洋 。 

396. Ramularia aequivoca (Ces.) Sacc. in Tg. ital. Tab. 994, 1881 : 

in Syll. 4, 201, 1886 : Davis, in Prov. List。 2, 259, 1915 : in 1.c. 

706, 1919 : Oudemans, in Enum. 2, 151, 1921 : 

Sym. 7?S2c/222626 Ge94%00C422 Cesati。in Bot. の eit. 15, 43, 1857 : 

952 @eg%2 の Oc の Schroeter, in Schles. 氏 rypt. H1. Pilz. 2, 

485, 1897 : 「 「 

7822647272C 76206 Fuckel, in Symb. 362、 1869: Sacc. Syll. 4, 

200, 1666 : 

26722 9700 み HucK. Yar. 7@722272C476-@476C0726 SaCe. in Syl. 4, 

206, 1866 : 

『472277777/42724 eg747006 の (Ces.) Lindau, in Rabh. Krypt. 8, 450, 1907 : 



ーー 
Se77oc97272d7226272 7@222622C472 Pk. im Davis、 Prov. List. 964, 1914 : 

寄 天 及 産地 Ranuneulus japoniceus Thunb. キン ボウ ゲ 葉 

草 河 ロ 大 正 七 年 巧 月 四 目 三浦 富 成 

分 布 學 洲 . 北 米 , 滞 洲 

397. Ramnularia Ranuneuli (Sehroet.) Peek, in 35th Ann. Rept. New 

York State Mus. Hist. 141. 1883: Sacc. Syll. 4, 200, 1886 : Lindau, 

in Rabh. Krypt. 8. 451. 1907 : Jaap, in ann. Mye. 9。338。1911 : 

Oudemans。 in PBnum. 3、140.、1921 : 

Syn. C2727 の os の o7@ 7074726406 Schroeter、 in Schles、Krypt. FR1. Pilz. 

2, 485, 1897 : 

寄 王 及 産 地 Ranunculus japenieus Thumb. キン ボウ ゲ 葉 

草 河口 落 正 事 。 年 続 蔽 完 癌 特有 三浦 成 

分 布 欧洲 , 北米 , 滝 湖 。 

398. Ramnularia Violae Trail. in Trans. Crypt. Soc. Scottl. 47, 

1889: Sacee. Syll. 10. 555, 1892: Tindau, in Rabh. Krypt. 8, 470: 

1907 : Oudemans。 in Enum. 4、93。1923 : 

寄 主 及 産 地 Viola syluestris Kit. 2 チッ も スス SN 正 

興安 鶴 ET 年 た 世 依 三浦 審 成 

分 布 了 獣 洲 , 清 洲 。 

399. Ramnularia punetiformis (Schlecht.) 本 ohn. im Ann. Myc. 5, 

214, 1908 : Oudemans。 in Enum. 4, 138, 1923 : 

Syn. 7s6262 の 286 が 7o72726 Schlecht. in Bot. Zeit. 10, 617, 1852 : 
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7eyz7Z722 720772706 Speg. in Decad. Mye. 104, 1880: Sacc.- 

Syll. 18, 550.1906: TLindau, in Rabh. Krypt. 8. 471, 1907 : 

72677276 の 2720747220 の Sacc. in Syll, 4 453, 1886 : 

7 が 77207 が 2 の 婦 の 27o622 Karst. in Hedw. 1. 296, 1892 : 

Zoo7ig gysiex22 Sacc. in SylL. 11。 603, 1895 : 

7g222272726C2 6726C の 2S Magn. in Hedw. 34, 102, 1895 : Sacc. 

Syl. 11, 603, 1895: in le. 14, 1060, 1899 : 1. Miyake. in Bot. 

Mag. Tokyo, 28, 54,1914 : 

寄 王 及 産 地 Epilobium angustifolium 工 . レプ 02323 葉 

興安 倫 大 Eari 先 3 玉 条 月 三浦 客 成 

分 布 欧 況 , 清洲 , 北 清 。 

記事 本 菌 は ヤナ ギラ ン の 葉 に 寄生 し て 褐色 斑 呈 を 生 ぜ し め 其 

被害 鞍 だ し き 時 は 下 葉 より 洛 次 枯 燥 し て 上 葉 に 及び 交 に 殆 ん ど 全 

葉 を 失 ふ (に C 至 る と と あり 三宅 市 郎 氏 は 之 れ を 北京 附近 に 探 集 し た 

り 。 

400. Ramnularia Leonuri (Schraet.) Sorokin, im Arbeit d. Ges. d. 

Nat. Kasan. 1872: Sace. Syll. 10, 559, 1892: Lindau。 im Rabh. 

Krypt. 8, 491, 1907 : Oudemans, in Enum. 4, 584, 1923 : 

Syn. C2272 の 7os の or eoz27? Schroeter, in Schles. H1. Pilz. 2, 491, 

1697 : 

272447@72 の ん eo722472 SACC. et Penz. in Michelia, 2,638, 1682 : 

Sacc. Syl. 4, 213, 1886: 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo,。 27, 52, 

1913: 氏 . Goto, in Jour. of pl. protect. 13, 157。1926 : 

7ez267272 の Soyo を 6 Sacc. et Sydow, in Syll. 14, 1065, 1899 : 

チ 
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寄 玉 及 産 地 Leonurns sibiricus 工 . メス ハミ ジ キ 葉 

吟 際 質 大 正 モ 年 八 月 二 二 ーー 日 三浦 客 成 

分 布 欧洲 , 日本, 北 清 , 満 洲 。 

記事 本 貢 は 余 邊 て 明治 三 十 刻 年 八 月 岩手 史 に て 探 集 せる と と 

あり 後藤 和夫 氏 ま た 盛岡 附近 に て 之 れ を 探 集 し 先 命 酔 に よる と 稲 

し て Ramularia Leonuri Sace. et Peuzg. の 四 名 を 探 用 祥 る も る 其 項 表 は 

1882 年 に し て Sorokim 氏 の 華 表 は 1872 年 な る を 以 て 後者 に よる と 

そ 先 名 科 に 科 ふ も の な り 面 し て 本 南 は まだ 三宅 市 郎 氏 に より て 北 

清 に 彼 見 せら れ た り 。 

401. Ramnularia flaris Fresen, in Peitrag. 93, 90, 1869) Sacc. SylL 

4, 210. 1886 : Lindau, in Rabh. Krypt. 8, 519, 1907 : 

寄 芋 及 産 地 Cacahia hastata 工 . ョ プス マサ ウ 葉 

興安 作 ER PR 三浦 密 成 

分 布 了 欧洲, 滴 湖 。 

imicularia Saccardio. 

" 六 子 梗 は 昌一 に し て 有 隅 無色 胸 子 は 倒 根 棒 様 洋梨 形 に し て 三 胞 
より な り 王 滑 無 色 又 は 淡 符 色 に し て 槍 子 梗 上 C 樹 枝 様 に 附 着 す , 清 

洲 C 一 種 を 見 る 。 

本 局 は Saccardo 氏 の 創設 に 闘 は り 其 原 記 載 は 胞子 の 色 に 開 し て 

記す る 虎 な か り し が 後 氏 は 其 Sylloge Tungorum 第 四 答 に 於 て 胞子 

無色 な り と な し た る が 故に 本 亜 科 に 入る べき も の と な れる が 伊藤 

氏 は メ ヒ ジ ハ の イモ チ 菌 の 原 記 載 C 於 て Saccardo 氏 は 胞子 の 色 を 

淡 秋 色 と な せる を 以 て 之 れ が 原 記載 に 種々 の 補遺 を な し 胞子 の 色 
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を grisea Y. fusca と し て JDimatiaceae-Phragmosporae に 移し た り 然 れ ど 

る ゎ る 余 は 伊藤 氏 が fusc と な せる 昧 に は 少し 〈 操 を 存する が 故に 其 

胞子 淡 色 な る も 之 れ を Moniliaceae 中 に 入れ 置か ん と す 斗 し 不 完 

全 菌 類 の HHyalosporae 中 の 或 者 は 屋 々 淡 符 色 を 星 す る も の ある に 

よ る 。 

402. Piricularia grisea (Coode,) Sacec. in Michelia, 2, 148. 1880 : mm 

Syll. 4. 217, 1886 : S. Hori, in Sp. Rpt. Ag. Ex. St. Nishiga-hara, 

1-25, 1838 , 華 . Kawakami, in Jour. Sapp. Ag. Soc. 2、149。1901 : 

Duggar, in Hg. dis. pl1. 297,。 1909: Stevens。 in Hg. W. c. DI. dis. 

591, 1913 : T. Matsumoto, in Res. on blast or imochi of Rice pl. 

1916 : Y. Nishikado, in Bull. Ohara Ag. Res. 214, 1917 : S, Tto, 

in Bot. Mag. Tokyo, 32, 304, 1918 : 

Sym. yzco 放 ec2426 725672 Cooke, in Rev. Ann. Fg. No. 580, 1676 : 

ア % が 2c47272@ 97286 の (Cooke、) Lindau,、 in Rabh. Krypt. 9。 763, 

1910 : 

の gc77/272 の の 7 の S272208 Cav. in Hg. Long. exs. No. 47、1892 : 

S&Cc. PyL. 11, 601, 1895: M. Shirai, in Bot. Mag. Tokyo, 19, 601, 

1905 : 

gc の 272@ の 6eo (Cooke.) Shirat in Miyake, Bot. Mag. Tokyo, 

29.54, 1914: 式 . Sawada, in Trans. Nat. Hist. Se. Formosa, No. 

27-28。242-249、1916 : in Sp. Rpt. Ag. Ex. St. Formosa, No. 16, 

63. 1917 : 

寄 王 及 産 地 JDigitaria commnutata Schult. 2 ク = メリ ミセ ey みい 葉 

震 林 天正 過 年 和 月 十 王 日 三浦 審 成 
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公主 額 大 正 九 年 八 月 十 五 日 三浦 守 成 

旋 順 大 正二 年 九 月 二 日 三浦 密 成 

大 運 昭和 二 年 九 月 二 二 日 三浦 夫 成 

分 布 欧洲 , 日 本 , 北 清 , 漠 洲 。 

記事 本 南 は 骨 て 条 の イモ チ 病 画 と 混同 し て 考 へ られ た る こと 

あり し ゃ 近 時 松本 氏 西 門 氏 等 に より て 其 然 ら ず ざる と と 明らか と な 

り し も の に し て 同氏 等 の 論文 中 に 詳 詞 ら る る を 以 て 余 は 之 れ を 

肉 し だ たり 。 

(に ) 前 omiliaceae-Scolecosporae. 

CerCospore』lla SaccardiO、 

本 局 は 後に 逃 ぶる Cercospora の 如く 交 は 無色 有 隔 村 子 梗 は 湯 

一 駐 は 分 岐 し 有 有 隔 に し て 無色 胞子 は 締 訳 に し て 有 隔 世界 に 大 上 
十 種 満 洲 に 二 種 を 見 る 。 

403. Cercosporella albomaculans (HL. et Ey.) Sace, im Sy1L 11, 

606, 1895: Oudemans, in Enum. 3, 234。 1921 , 

Syn. Cezcos の o7@ go772C647Z7c9 民 RI et Ev. in N. Amer. Fg. 3278. 

1894 : 

寄 至 及 産 地 Brassica chinensis 工 . > ハク サイ 葉 

大 軍 大 正八 年 士 月 六 日 三浦 蜜 成 

吉 林 大 正二 年 九 月 三浦 審 成 

吟 葵 損 大 正士 刀 年 九 月 原 手記 

分 布 北 洲 , 日 本 , 洲 

記事 本 菌 は 白 甘 の 葉 を 犯し て 大 小 の 白色 斑 中 を 生 苦 し むる も 
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の に し て 主として 外部 の 葉 を 犯す る 援 害 甚だ し き と き は 英 を 枯 

死 せ し め 成 長 を 止め 大 逢 を 興 ふ る と と あり 。 

0 人. Cercosporella Indigoferae 症 . 薄 iura, n. sp. 

Spots circular。 small、 eliptical. scattered, chestnut brown, grayish 

im centre, strictIly marginated by yellowish part, 1-3 m.m. across : tufts 

amphigenous。irregularly scattered or confuent, white : conidiophores 

born through stomata forming a bundle, guttulate, hyahine without 

septum, 25-36 x 3- 邊 : spores cyHmndrico-filiform, straight or curved, 

tappering toward to apex, 0-3-septate, guttulate, hyahne, 35-57 x 4 /. 

寄 主 及 産 地 Indigofera kirilovii Max. カウ ライ = ハフ デ ヂ 墓 

唱 河 ロ 大 2ET 月 三 日 三浦 密 成 

分 布 清洲 

ロ Dematiaceae. 黒 名 科 

構 子 梗 は 中 色 又 は. 黒色 に し て 早 締 様 を な し 緩 か な り 胞 子 は 横 隔 

梗 と 同色 な る を 常 と する も 時 に 横 子 梗 有 色 に し て 胞子 無色 な る と 

ょ あり ヌ 槽 子 酸 無 色 C し て 胞子 有色 な る と と あり Monihiaceae と 再 
向 の 位置 に ある も 時 に Moniliaceae と 本 科 と の 中 間 に 位 する も の あ 

の 3 二 の 人 LLA0 

本 科 の 胞子 は 球形 卵 形 析 園 形 た を な し Amelosporae, Didymosporae. 

Phragmosporae, Dictyosporae, Scolecosporae, 耳 elicosporae, StaurosDorae- 

に 分 た る 。 

( い ) Demaiiaceae-Didymosporae. 

分 ち て 十 沢 局 と す 清 洲 に 三 局 を 見 る 。 



本 RED 間 ま E す 3 呈 - 交 部 ーーー ニー ドー ター…… 2. 

才 SPt 遂 和 直人 AyICa 直 0 株. も Ayfht で 6H2 っ Pre …2r か Aid Cladosporium. 

ka Passalora。 

且 拉 慰 要 2 及 2 訴 語 Seolecotriehum。. 

Passalora 史 riesS et RoOxnatagme、 

405. Passalora Krascheninnikovii MM. 了 iura,。 n. SD. 

(第 六 園 版 O.) 参 

Spots circular,。eliptical or irregular, scattered or confuent, white。, 

strictly marginated, 0.1-1.8 c.m. in diameter: tufts epiphyllous, minute, 

roundish, scattered or aggregate, black, punctiform : conidisphores flexible, 

slender, non-septate, darkish, paler toward to apex, 54-90 x 35-4.5 : 

SDores sickle-shape in general, rarely ra Younger ones oblong- 

elhipsoidal, bluntery pointed at both ends,~1- septate, guttulate, hyahine 

or pale greenish、18-21 x 3.5-4.2 u. 

寄主 及 産 地 TKrascheninni kovia Davidi Fr. ツル ワ チ ガ ヒ 工 

吉林 AEFE 和 E パ 月 二 六 日 三浦 成 

分 布 清 湖 。 

記事 本 種 は 携 子 梗 が 隔 膜 を 有 せ ざる と 慕 色 渓 色 な る を 以 て 牙 

短 之 れ を 本 属 よ り 分 離し て 新 局 を 設定 すべ きも の な る や も 計り 難 

きも 谷 研 究 を 進む る まで 本 局 に 入れ 以 て 後 考 を まつ . 

Scolecotrichtarm 心 cumzeG amd Schmidt. 

本 局 は Husieldium に 近似 し 失 子 梗 長 き を 異な り と す 大 過 三 十 種 

あり 満 C 一 種 を 紙上 見 す 。 
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406. Secolecotrichum iridieoia WMiura, n. SD. 

(第 六 園 版 .) 参 選 

Spots circular or wide elhiptical, isolate or conflhuent, brownish- 

gray, marginated, 2-3 m.m. across: tufts amphigenous, scattered, 

minute. blackish: conidiophores erect, 1-5 in number from a small 

Stroma-hke bady, brown, septate, 75-130 x 12-14: spores eliipsoidal, 

one end slightlYy pointed and the other end rounded, 1-septate, not 

constricted, echinulate. brown、23-28 x 13.5 pu. 

寄 芋 及 産 地 .Tris dichotoma Pall. ヒヒ ワウ ギ モ ド キ 葉 

興 衝 叙 eS27 月 LU 日 三浦 夫 成 

分 布 清 洋 。 

記事 従来 知ら れ た る 尾 科 人 植物 に 寄生 する 本 必 画 は Sc. Tridis. 

Fautr. et Roum.: 及び Sc. cladosporioideum Maire. の 二 貢 な る も 本 赤 

は 之 等 より も 携 子 梗 長 くし て 幅 座 く 胞子 の 幅 鷹 き を 以 て 異な る 。 

Cladiosporissrm 』 し in 民 。 

本 菌 局 は 前 者 に 近く し て 肥 子 連鎖 状 に 生じ 且つ 携 子 梗 之 れ より 

も 細長 な り 世 界 に 大 過 百 七 十 互 種 滴 湖 に 一 種 を 知ら れ 勘 或 も の は 

Mycosphaerella 属 の 分 生 胞 子 な り 。 

407. Cladosporium herbarum (Pers.) Link, in IMag. Ges. Naturf. 

Fr. Berlin, 7。 37 1816: Sacc. in Michel. 2, 472, 1882: in Syll. 4. 

350, 1886 : 式 . Hara, in Fg. east. Asia, 44, 1928 : 

Syn. の ed が 42 er6g720 Pers. in Tent. JDisp. 75. 179f : 
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C/ み os の o76%422 ey の 07242772 (Pers.) Lindau, in Rabh. Krypt. 8, 800, 

1907 : 

夫 主 及 産地 Oryza sativa 工 . ポ 発 

熊 岳 城 大 正士 贅 年 九 月 原 失 頃 

公主 領 RE な Ei た 月) ZS 日 三浦 鶴 成 

Andropogon Sorghum, vulgare, nipponica、 カウ リア ン 葉 

公主 叙 IE 2 ジル 月 02 半 - 且 日 三 洒 密 成 

熊 岳 城 大 正士 五 年 九 月 原 。 搬 六 

Agropyrum SDD. 旧 

公主 額 犬 正八 年 十 月 三浦 客 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 未 本 科 類 の 枯 柴 に 普通 に 見 ら る ゝ いも の に し て 直子 

美 時 代 は Myeosphaerella Tulasnei Jacz. な り と 。 

( ろ ) Dematiaceae-Phragmosporae. 

分 ち て 二 十 三 己 と す 浦 洲 に は 区 の 三 属 知ら る 。 

局 の 松 索 表 

携 子 梗 は 甚 が 短 か く し て 僅か に 胞子 と 居 別 する と と を 得 ……… 

ルン し まま Clasterosporium. 

捧 子 梗 は 長く し て 乃子 と の 居 別 明瞭 な 0 ee em 2. 

措 子 梗 は 短 か く し て 胞子 は 卵 形 又 は 長 和 園 形 を な す …………… 

0 本 替 (0・P の 。 、 5 PP Napicladium, 

携 子 梗 は 長く し て 用 子 も 赤 長 し …rrrrernen Helminthosporium. 
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Casterosporianm Schvyeimit 和 を. 

画 炎 は 窒 主 の 表面 の みな ら ず ーー 部 は 其 組 織 内 に 入り 虎 々 膨れ 二 

乃至 敷 筒 の 隔 膜 を 有する 胞子 を 生 ず 大 上 過 七 士 五 種 あ り 満 洲 に は 一 

種 を 見 る 。 

408. Clasterosporium degenerans Sydow, Ann. Myc. 12, 164, 

1914 : F. Hemmi, in Bot. Mag. Tokyo, 30, 33 :-837, 1916 , 式 . 

Hara, in THg. dis. fruits, 418-421, 1918 : Ri YE im Ann. 

Phytopath. So. Jap. 1, No. 2, 1-13, 1919: 

究 主 及 疾 地 Prunus manshurica Koehne. ンプ い アガサ / 放 と ン ョ 菜 

熊 曲 城 大 人 IEDMME 導 月 そ 十 妃 ポ 日 三浦 審 成 

麻 家 屯 CN 月 | | 日 三浦 需 成 

分 布 日 本 , 清 _。 

記事 本 菌 の 基本 標本 は 余 が 箇 て 青森 史 に て 探 集 せ る も の に し 

て 日 本 に は 廣 く 分 布 和 せら れ 原 勧 策 氏 は 梅 の 白粉 病 と 航 せ り 清 洲 に と 

て も 谷 の 葉 に 之 れ を 見 其 被 雪 少 な か ら ず 募 し 本 苗 に 犯さ れ た る 葉 

は 志 ち に 洛 T か の MCUMMGMR00 

本 菌 胞子 の 旭 定 は Sydow 氏 は 16-42 x9-13 隔 膜 敷 309 と せる も 余 

は 長 さ 120k に c 達 す あ も の を 測定 し 辻 逸 見 雨 氏 は 140 み > の 長 さ 

に 達し 隔 膜 敷 24 ic 達する も の を 見 且つ 有色 な る も の を 観察 せり 

面 し て 本 菌 の 所 局 に 関し て は Sydow, 混 見 原 の 諸氏 は 多少 の 括 ひ 

を 存 し 原 氏 は Paraspora に 編入 せ し む べき も の な り と し 直 氏 は 其 

必要 を 認め ざる が 如く 余 も 本 菌 を 以 て 本 局 C 編 入 し 置く べし 。 

409. Clasterosporium MTori Sydow, im Sace.Syll. 16 1060, 1302 : 

寄 王 及 産 地 MorusalbaL. ク > ヽ  棋 
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安 東 大 正士 五 年 九 月 原 宅 遍 

分 布 日 本 , 満 湖 。 

記事 原 提 策 氏 に よれ ば 本 菌 は Cercospora Hexuosa N. Tanaka, 

で ercospora Mori (Sydow.) Sawada は 同種 異名 な り と 余 は 本 菌 を 探 集 

せ ず 

Napiclacliivsrm マ yom Jazmern、 

10. Tapicladium Arundinaceum (Corda.) Sacc. in Syll. 4, 482, 

1886 : Schroet. in Pilz. Schles. 2, 500: 式 . Togashi. in Jap. Jour. 

Bot. ZrtOH 1974。 1 半 名 fg. east. Asia. 45, 1928 : 

Syn. 万 e72272 が 08 の 9724476 @7242224C644272 Corda, in Teon. 9, 10,18933 : 

Wq2c/Z の 2 @7247472729C62772 (Corda.) Lindau, in Rabh. Krypt. 

9 用 429 19 

寄 王 及 産 地 Phragmites communis Trin. ヨ シ 3 

公主 侍 大 正八 年 十 月 三浦 密 成 

湯 岡 子 大 正 十 五 年 九 月 原 審 項 

分 布 欧洲 , 日 本 , 滞 沙 。 

引 elzrmimnthosporiarm 』Limn 馬 。 

4i1. Helminthosporium gramineum Rabh, in Klotz. Herb. JAyo. 

2nd. 332。1856 : Sacc. Syll. 10, 615, 1892 : Hennings, P. in Engl. 

Bot。 Jahrb. 34, 606. 1905 : Lindau, in Rabh. Krypt. 9、34. 1310: 

Tdeta, in Handb. 746, 1911 : Stevens,in THg. w.c. pl. dis. 612, 

1918 , Butler。 in fg. and dis. p1. 186: 1918: Oudemans, in 

Enum. 1, 789,。 1919 : 
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Sy1. 7c ん 5 の o772022 の 7 の C276, Yar. 77766722 Sacc. in Syll. 4, 430, 

1866 : 

寄 王 及 産 地 Triticum sativum 工 . コム スギ 葉 

公主 舗 大 正 九 年 七 月 二 日 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 変 類 の 泉 を 犯し て 斑 葉 病 を 起 し 時 に 大 筆 を 興 ふ る 

と こと あぁ り 共 子 論 時 代 は Pleospora gramineum Sacc. と 和 世 せら る 。 

(は ) Dematiaceae-Dictyosporae. 

胞子 は 暗色 に し て 稀 に 渓 色 な る あり 球形 又は 長 格 彫 形 を な し 縦 

横 の 膜 を 有 す 二 十 属 に 分 た れ 満 洲 に 三 局 を 見 る 。 

属 の 検 索 表 
1。 . 擁 子 梗 と 胞子 と は 琉 志 司 別 し 得 ルッ ーー Coniothecium。- 

2. 搭 子 梗 明 療 に し て 胞子 は 連鎖 状 に 生 ず す ……ー… Alternaria. 

3. 携 子 梗 明 療 に し て 胞子 は 志和 生 す …… ド ーー ドー Macrosporium. 

Copniothecissxm Coredla。 

412.。 Coniotheeium album 評 .Miura, n. SD. 

(第 六 賠 版 民 .) 

Spots circular,。 scattered or confhnent forming a oblong or irregular- 

Shaped 本 spot,、 white on the under side and yellow or yellowish 

・brown on the upper side of the leaf, 5-S m.m. in diameter : tufts. 

hypophyllous, destributed all over the discolored spots, compact。 frm : 
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spores globose, salicina-form, guttulate, from 2 to 4 or more cells, 

greenish or almost hyaline, 9-11 x 5-11 ku: comidiophores inVvisible. 

寄 王 及 産地 Celtis koraiensis Nakai. オ ホ バ ベニ エノキ 3 

青 査 出 天正 宅 年 次 芝 三 十 七 日 三浦 成 

同 大 正八 年 九 月 十 五 日 三浦 容 成 

分 布 清 沙 。 

記事 本 菌 の 胞子 は 尋 符 色 又 は 殆 ん と 無色 た る $ Olasterosporium 

の 葉 種 の 如く 積 褐色 を 甘 べ る も の を 見 た る を 以 て (唯一 個 本 属 に 入 

る ヽ \ を 至 営 と へ た り 然 れ と も 之 れ を た 『 ゞ 一個 の 胞子 を 見 た る c 正 

まる を 以 て 落 し 基 胞 子 が 無色 な りこ と せ ば Moniliaceae に 移さ ヾ る べ 

か ら ず と 由 も 何 航 来 の 充分 な る 研究 を な すま で 本 属 に 収 む 。 

13, Coniotheciumt chomatosporum Corda。 im leon. 1 2 1837 : 

Sacc. Syl. 4, 510, 1886: Lindau, in Engl. Nat. PHanzenf. 1, 2, 

382, 1900: in Rabh. Krypt. 9。164, 1910 : Sorauer, in Lehrb. 2, 

453, 1908: Kirk, in New Zealand Dept. Ag. Rpt. p. 111, 1908 : 

Stevens, in Fg. w. c. pl. dis. 617, 1913: BijL in Ag. Jour. Uni. 

S. Afr. 8, No. 1, 64, 1914: Miura, in Dis. of apples, 106, 1907 : 

Oudemans、 in Enum. 1 571, 1919 : in 1e. 3 463。1921 : 

寄 主 及 産 地 IMalus domestica Borkh. 0 ルン ー 閑 

著 和 MP 大 正 十 一 年 四 月 三浦 鶴 成 

- 可 語 天 。 大正 九 年 月 三浦 密 成 
Ne よ て 大 正 十 三 年 六 月 三浦 連 成 

旅 順 昭和 二 年 四 月 三浦 鶴 成 

大 軍 昭和 二 年 六 月 三浦 審 成 
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分 布 区 洲 , 北米 , 南 亜 , 漂 洲 , 日 本 , 滝 湖 。 

記事 本 菌 は 茶樹 の 枝 軸 を 犯し て 粗 皮 病 を 起 さ し むる も の に し 

て 其 犯 され た る も の は 直ちに C 枯 死す る に 非 ず 敷 年 若しくは 了 表 十 年 

生活 する も ゃ も 蔵 績 育 非 常に 悪し く 場 合 に た より て は 勘 果 賞 は 販 宮 用 KC 

供し 能 は ざる に 至る 然 れ ども ゃ も 共 全 病 の 補 期 に 於 て 被害 部 を 近 り 去 

る か 又は 刀 の 背部 に て 之 れ を 取り 去り ペン キ は 接 暗 等 を 塗 抹 し 

資 け ば 雨 三 年 に し て 全快 する に 至る . 余 は 本 菌 を 朝鮮 に て 見 た る こと 

と あり 。 

414, Coniothecium intricatum Peck. in 49th Rpt. of Stat. Bot. 

New York, 22、 1896 : Sacc. Syl. 14,、 1091、 1899 : Oudemans, in 

Rnum. 3。 457, 1923 : 

寄 王 及 産地 Pirus spp. 日 本 梨 , 支那 梨 果 軸 , 電 

熊 呈 城 大 正 九 年 九 月 三浦 審 成 

熊 病 城 SEIB3HHSSE39o | 月 三浦 夫 成 

分 布 北米, 清洲 , 日 本 。 

記事 本 菌 は 前 種 に 酷 公 する も $ 共 胞子 小 に し て 多少 彫 み を 北 び 

独 生 せる も の は 18-3x5-18 の 大 さあ る も 草 胞 の も の は を -5k の 

直 衝 ある < 過ぎ ず 余 は 骨 て 岩手 上 散 に 於 て 野生 梨 の 幹 が 本 菌 (犯さ 

れ た る が 如き 状 を 示せ る も の を 見 た る と と あり 故に 恐らく 日 本 KC 

も 存する な る で し 。 

本 南 が 灯 軸 を 犯し た る 場合 は 被 汗 部 は 黒 獲 し て 汁 液 の 流通 を 避 

断 し 果 偶 の 成長 を 止め 落下 せしめ 東 を 犯す 場合 に あり て は 度 部 は 

縦 に 長く 黒 強し 二 三 週間 に し て 校 瑞 の 一 部 を 枯死 し むる と と あ 

り 余 は 大 正 十 一 年 五 月 熊 呈 城 の 或 果 樹 園 の 支那 梨 紅 梨 ) が 此 被 害 を 

受け て 枝 幹 の 枯 損 を 来 た せ る を 目 英 せ る と と あり 、 
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Altewnaria Nees. 

携 子 梗 は 有色 有 隔 普通 晶 一, 胞子 は 徳利 伏 を な し 縦横 膜 を 有 し 胸 

子 の 先端 細長 と な り 連 鎖 状 に 胞子 を 着く 世界 に 大 凡 四 十 種 計り 浦 

洲 に 八 種 を 知ら る 。 

415, Alternaria tenuis Nees, in Syst. 72, 68. 1817 : Sace. RylL ん 

545, 1886 : Lindau, in Tngl. Nat. PHanzenf. 1, *※ ま 、486, 1900 : 

in Rabh. Krypt. 9,262, 1910, A. Tdeta, in Handb. 775, 1911 : 

Stevens, in Fg. w. c. pl. dis. 621, 1913 : Oudemans, in Enum. 1,. 

167, 1919 : 

寄 宇 及 産 地 Setaria italica Beauv. 2 朋 ら の 甘 

公主 人 額 大 正四 年 八 月 十 五 日 三浦 密 成 

分 布 惑 洲 , 米 國 , 日 本 , 滴 沙 。 

記事 本 菌 は 種々 の 枯草 に 容 尾 生活 を 営む も の に し て 基 胞 子 は 

徳利 状 を な す も の な る が MLindau 氏 は Rabenhorsts Kryptogamenflora. 

第 災 に 於 て Berlese 氏 の 原 園 を 挿入 せる も の を 見 る KC 倒 徳利 状 を 

な す は 黄 だ 稀 な る も の な り 。 

416. Alternaria Oryzae 英 ara, in Tg. east. Asia。52。13928 : 

寄 玉 及 産 地 Oryza sativa 工 . イ 系 梓 

吟 除 損 大 正 十 年 九 月 原 擁 六 

分 布 病 湖 。 

記事 本 菌 は 原 氏 に より て 始め て 探 集 記載 せら れ じ も の に し て 

同氏 は 之 れ を 稽 の 団 微 と 租 し 其 被 害 都 は 色 C 比 じ 本 菌 に 犯さ れ 

た ろ る は 充 宮 せ すず と な せり 次 に C 氏 の 記 玉 を 還 載 せん ……… 7 KC 殴 
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生 し 購 色 占 汰 の 微 を 生じ 寄生 を 受け た る も の は 充 買 せ 才 ず 貢 細 は 輝 

汰 に て 分 岐 し 斑 褐色 , 編 4-4.4 あり 携 子 梗 は 線 状 に て 菌 燃 よ ょ り 垂 

直 に 分 岐 す , 皿 直文 は 屈曲 し 隔 膜 を 有 す 大 さ 66-100x4-5k あり 購 

褐色 な り 胞 子 は 倒 根 棒 形 , 徳 利 形 棒 園 形 又は 紡 継 形 を な し 内 に 隔 肛 

3-7 個 あ り 其 部 は 少し く 給 る 縦 隔 膜 多 敷 あり て 燥 瓦 磨 状 を な す ゃ も 

の あり 大 さ 22-52x9-15 あり 購 補 色 に て 表面 に 細 馬 あり ー………… 

籍 に 寄生 する Alternaria 局 の も の 死 物 答 生 南 に 種々 あり 然し て 本 

菌 は 寄生 の 湊 特 異な る 硝 色 の 斑 量 を な す 特 徴 あ り , 又 胞子 に 龍 嘩 あ 

る 馬 は Macrosporium herbarum に 似 た れ ど も ゃ も 其 尾 を 有する を 以 て 凌 

9 の 042 GYAODURS7 だ まり 8 

417. Alternaria Brassicae (Perk.) Sacc, in Michel 2, 172. 1682 : 

in Syll. 4, 546. 1886 : A. 1deta, In Handb. 776, 1911: 

Syn. Joc7os の o7?22 7Gss2cg6 Berk, in Smith Engl. Flora, 5, S39, 1696 : 

odes2248 626208248 KGhn, in Krankh. 165, 1858 : 

So72 の es272224272 6272824272 KGhn, in Hedw. 1 91, 1855 : 

7ey2272@ 7oss2coe (Rerk.) Lindanu, in Rabh. Krypt、9, 254, 1910 : 

寄 王 及 産地 Beta vulgaris 葉 . サト コツ ES の 葉 

公主 針 大 正八 年 八 月 一 日 三浦 鶴 成 

四 年 衝 大 正二 年 七 月 十 四 是 三浦 密 成 

Phaseolus Yulgaris 工 . 3 ゲン て 5 葉 . 

分 布 全 世 界 。 

記事 余 の 菌 は 大 さき 36-104x10-15 ん あり て 原 記載 より ゃ 其 幅 

少し く 狭 く 携 子 梗 の 長 さ 90 C 達 し 幅 5p 位 あり 被害 大 な ら ず 朝 

鮮 に 於 て 中 田 氏 は 井 茶 の 葉 上 に 二 種 の 異な る 本 菌 族 の も の を 義 見 
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レー は 葉 の Alternaria 尊 他 は 葉 枯 病 と 艇 せる が (昭和 三 年 勤 業 模範 

場 研究 報告 第 十 五 外 元 十 三 頁 ) 共 Cc 本 菌 と は 異な る も の *\ 如 し 。 

418, Alternaria Brassicae (Perk.) Sace. var. Phaseoli Bran. im 

Bull. Soc. Nat. de TOuest de France, 38.1894: Sacc. Syl. 14, 

1098, 1899: Tindau, in Rabh. Krypt. 9. 261, 1910 : Oudemans, 

in Rnum. 3 966, 1921 : 

Syn, 47e722d72 の 4422G6 時 ara, in Hg. eastern Asia, 53, 1928 : 

寄主 及 産 地 Phaseolus vulgaris 工 . を 2 が の の テ 葛 

公主 欠 犬 正 十 年 七 月 二 十 八 日 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は 茶 豆 類 の 葉 を 犯し て 上 代 頂 病 を 起き し むる も の に し 

て 夏季 電 天 打ち 績 く と き は 蔵 績 病 ゃ も 甚だ し く 被 雪 部 は 殆 ん ど 葉 の 

人 御 ば 以上 に 達し 大 害 を 興 ふ る と と あり 面 し て 原 氏 が alternaria 

Azukiae と せる も の は 共 記 載 及 び 挿 略 に よれ ば 本 菌 と 同一 な る も 

の いい 如 し 。 

419. Alternaria MTali Roberts, in Ag. Res. 2, No. 1 57, 1914: 式 . 

Hara, in THg. east. Asia,。51, 1928: (第 六 版 EE.) 参 史 

容 玉 及 産 地 Malus domestica Borkh. ルッ 果 和 

態 旦 城 大 正 充 年 士 一 月 六 旦 三浦 審 成 

大 連 大 正 填 静 年 圭三 月 三浦 密 成 

分 布 北米 , 日 本 , 滴 沙 , 

記事 本 菌 は 浦 洲 に 於 て は 華 果 特に 紅 主 種 の 果 縮 を 犯し て 褐色 

斑 跡 病 を 起 さ し むる も の に し て 被害 中 は 普通 園 形 を な し て 褐色 基 
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邊 は 多少 陶 光 し 孤立 する を 常 と する も 稀 に 被害 中 が 相 接 する こ 

と あり 用 蔵 中 (に 績 生 す る と と 多く 一 見 斑 中 病 (Diaportha Pomi Miura, 

=ーCyhndrosp. Mah Cook. 菌 の 包め に 起 る 病害 ) の 如き も 被害 部 褐色 な 

る と 上 果 買 を 腐敗 蘭 し むる と と 早 き を 以 て 直ちに 必 別 する と と を 得 

べく 芋 樹 が 守 衝 等 の 和信 め に 非常 C 奏 弱 し た る 場合 に は 幹 を も 犯し 

得る も の に し て 此 際 に は 被 委 部 は 始め 黒色 を 呈し て 少し くく 興起 し 

年 彫 形 又 は 不 規則 な る 彫 形 を な し 普通 御園 形 を た を なす 場合 は 其 内 方 

部 は 次 に 像 け 此 等 相 合 し て 度 部 を 粗糖 な らし め 愉 も Numularia か 駐 

は Coniothecium 菌 に 犯さ きれ を た る も の ょ * 牙 時 期 の 如き 観 を 呈す 。 

余 の 和 し た る 菌 は 其 胞子 紡 鍵 大 彫 筒 形 倒 根 棒状 を な し 1-8 箇 の 

横 膜 あり て 此 部 に 於 て 多少 総 れ 終 有 は 少な く 淡 色 を な し 表面 

小 突 起 を 芝 り 胞子 の 大 さ 10-69x7-13k 椿 子 重 の 長 さ 75k 幅 3.5k あ 

り て 隔 膜 ある 等 全く Roberts 氏 が Vireinis 州 よ り 得 た る 幸樹 葉 上 の 
本 菌 に 一 致し Cook 及 び Martin 雨 氏 が NewJersey 州 よ り 得 た る 果 連 

上 の Alternaria 菌 は 本 菌 と 同一 な る が 如く 〈《 西 氏 の 逃 ぶ る 虎 に よれ ば 

CO 接種 昧 は 皮 目 を 通じ て 行 は る ヽ が 如く 双 果 光 問 に 起 れ る 礎 

傷 其他 の 徴 傷 よ りゃ も 侵入 し 得 べ くく 被害 部 の 組織 は 乾燥 し た る 容 隙 

と な る も を以て 直 直ちに 他 の 健全 都 と 硬 別 し 得 ope 被害 し 易 き は 紅 

玉 を 主 と し 其 他 Nero, Smokehouse, 生玉 等 な り と し 谷 雨 氏 は 芋 果 の 

尻 腐 れ 及 び 心 座れ を 起 さ し むる 菌 と は 全く 別種 な る と と を 接種 試 

陰 に より て 詩 明 し Longyear 氏 が Colorado 州 よ り 邊 て 得 た る も の と 

は 全く 異な り て その 菌 と そ 尻 腐れ 及び 心 腐れ を 起す 病原 菌 な る べ 

し ょ と 稀 し 其 到 防 騙 除 試験 を 行 ひ た る 結果 薬剤 搬 布 疲 に 袋 掛 け の 有 

邊 な る と と を 殴 験 せり 丈 < 参考 の 念 め に C 熊 昌 城 農事 試験 場 に で 施 

し た る 本 病 勿 防 試験 の 結果 を 示さ ん 。 
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度 下 均 

94.0 

衣 芽 前 一 同 ポ ボー メ 五 度 液 を 用 
90.0 | ひ 四 . 五 . 六 月 下旬 . セ 月 上 旬 ニ 

ボー メ 〇 . 四 度 流 を 用 ふ . 

0 幸生 同上 
0 も 2 電 要 威 

ルド ー | 紙 革 第 一 同 二 斗 玉井 式 ポル ドー 合 剤 馬 | 10.2 320 1.5 | 19.1 革 後 同上 三 聞 式 を 用 る 

) Fe 5 | 紅 前 一 回 十 久 式 其 後 銅 石鹸 液 二 35.0 | 45.0 400 | 省 上 和え 9 > 

服 ち ボル ドー 液 を 使用 せ ば 碁 だ し く 本 被害 より 更 が る い \ い を 得 べ 

くま た 四 斗 式 ボ ルド ー 液 に 十分 乃至 三 二 分 間 浸 と き は 共 被 害 歩合 

を 減ずる と こと を 得 べ し 。 

420. Alternaria Bokurai (Bokura.), 前 Miura, n. Sp. 

Syn, 4776772272@ 8 が の. Bokura, in Rx. St. Rpt. Dept. of Ag. Nishigahara 

回 0 妥 G 二 1910: 

77e72276@ み Go6se7。 Nagano, in Jour. て ard. Jap. 32, No. 3, 16-19, 

1920: 民 . Hara, in Hg. eastern Asia, 50, 1926 : 

有 47e772976 の 2 os? M. Miura, in 満 洋 の 果樹 園 経堂 155, 1925 : 

47e772722 Gese74. (Nagano,) 革 ara, in Handb. 263,1925 : 

寄 王 及 産 地 Pirus spp. 梨 類 工 , 果 宮 

熊 岳 城 犬 正 九 年 九 月 三浦 鶴 成 

態 理 城 天正 狼 年 九 月 二 十 七 日 三浦 密 成 

熊 音 城 犬 正士 五 年 九 月 原 興 新 

分 布 日 本 , 滞 沙 。 

記事 本 菌 は 清洲 に 於 て は 支那 梨 紅 梨 種 の 果 父 を 犯し て 論 敗 せ 

し め 年 ぇ 其 被 害 少 な ら ず 其 胞 子 の 表面 牌 滑 な る を 以 て Macrosportum 
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Sydowianum と 異な り ま た WM. Pirorum : M. Puttemansi と は 胞子 の 形 

レア た:W/ 吉 月 

本 菌 の 果 連 上 に 生じ た る 成 地 せ る 胞子 は 一 見 Macrosporium の 如 

くに し て 余 は 始め Macrosporium Nashi と し て 手記 中 に 改め た り し が 

みれ が 般 芽 試験 を 行 ふ に 常 り 其 Alternaria 菌 な る と と を 知り 後 梨 の 

挟 上 に 之 を 得 て 答 々 其 考 を 深く せり 面 し て 本 菌 の 了 避 名 に 敵 し て は 

長野 氏 は Alternaria Gaisen と 呼び た れ ど も 其 責 の 記載 を 過 く を 以 て 

之 れ を 探 用 する と と 人 能 は ず 原 氏 は Alternaria Gaisen (Nagano,) Hara 

と し て 葬 表 せる も 之 れ より 移 き と 蔵 梅 之 了 爾 氏 は Alternaria sp. と し 

て 績 表せ る も の な る が 故 に 余 は 同氏 を 紀念 せ ん 劉 め 上 記 の 届 名 を 

附 し た り 休 邦 名 に 開 し て は 余 は 梨 の 填 色 層 敗 病 と 呼び 米 り し ゃ 日 

本 に 於 て 皮 C 梨 の 黒 斑 病 と 船 せ られ ある を 以 て 之 れ KC 従 ふ を 正 演 

な り と 半 ふ 。 

今 次 に 余 の 手記 こよ り て 本 菌 の 記載 を 試み ん 。 

Spots circular, irrepgular, at first small, but later enlarges and becomes 

an considerable area, brown, 6-8S c.m. across : tufts minute, aggregate 

or confluent and arranged in concentrical zone, often irregularly scattered : 

SDores muriform, obclavate, oblong, 3-5 transverse septa, 1-8 longitudinal 

septa, constricted,smooth, feruginous or yellowish smoke color, 28-57 x 

14.5-23.5 raaely 100w in long : conidiophores in bundle, septate, dark 

colored, about 100 ルル long and 5k Wide. 

On the leaves, the spot is cireular or ovate and from 5 to 8 mm. 

acrOss : but when confiuent, it enlarges considerably forming an irregular 

shaped spot, it attains even from 2 ec.m. across to occupy the half of the 

leaf blade,、whitish gray in color on the upper surface and brown on the 
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opposite side: atufts are conformed a net-work-jike manner upon the 

veinlets on the upper surface of the leaf, black and flocculent appearance, 

the spores are slhightly smaller than that found on the fruits, but all 

aSDects just coinsides wit it. 

421, Alternaria Cerasi Potebnia, in Ann. Myc. 5, 22, 1907 : Traverso, 

in Soc. Nat. Univ. Kharkov. 43,1907 , Sacc. Syll. 22, 1410, 1913: 

Oudemans, in Euum. 3。718, 1921 : 

(第 六 彫 版 陸 ) 参 

寄主 及 産 地 Prunus Cerasus 葉 . は 2 の 60505 葉 

犬 軍 昭三 年 令 周 三 士 日 三浦 客 成 

分 布 赴 國 , 滝 洲 。 

記事 本 菌 は 櫻 桃 の 葉 を 犯す も の に し て 葉 は 初め 淡 総 色 ょ り 

色 , 褐 色 , 幾 じ て 成長 止ま る が 改 に 終 穫 は 疹 き 込み 被害 部 質 張 せ 

ら る い ヽ い に C 従 ひ 和 送 に は 甘 の 年 ば 以上 に 達し 落下 する に 至る 面 し て 帝 

色 部 は 汗 色 に 絡ま ずる に 至れ ば 葉 の 了 雨 面 に 求 心 状 叉 は 不 規 則 に 渡 

オリ ー プ ブ 色 の 菌 叢 を 生ずる も の に し て 乾燥 せる 時 期 に 多く 被害 大 

な る も 分 布 属 域 大 な ら す 余 は 之 を 「[ 揚 桃 の 葉 乱 枯 病 | と 呼ば ん と 人 歓 す 。 

OO 

ria 茜 を 探 集 し て 東亜 菌類 誌 五 十 一 頁 に Alternaria sp. と し て 述 べ た 

る も の は 本 菌 C 策 近 き も 共 菌 叢 は 葉 の 下面 に の み 生 ずる と 失 子 梗 

は 長く し て 43-77k に 和 達し 胞子 は 33-42x9-11 ル p と あり 本 赤 の 硫 

記載 に よれ ば 橋 子 梗 の 長 さ 35-50k あり 胞子 は 50-60x17-20k あ 

て 原 氏 の 菌 は 其 幅 狭し 耐 し て 本 菌 の 原 記載 に よれ ば 横隔膜 は 四 

乃至 六 科 縦 隔 膜 は 六 科 あり と せる も 余 の 標本 に 於 て は 胞子 の 大 さ 
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45-79 x12-18k 梅 子 柄 は 25-35x 5 横隔膜 の 敷 八 筒 に 洋 する も の あ 

り 縦 膜 の 敷 は 原 記 載 よ ょ りゃ も 少な し 。 

452. Alternaria Solani (El. et Mart.) Jones 多 Grout. in McAlpine, 

Jour. of Ag. Victoria, 464,1904 : Sacc. Syll. 18, 624, 1906 : Butler, 

in Hg. & dis. nl1. 287, 1918 : Oudemans, in Enum. 4, 636, 1923 : 

Syn. ec7os7o7244272 7706 Let Mart. in Amer. Nat. 1003、1883 : 

Sacc. Syll. 4, 530, 1886: Tindau, Rabh. Krypt. 9,。 247, 1910: A. 

Tdeta. in Handb. 769, 1911: 

77ey72Z So7Z726 Sorauer。 in Zeitsch. HfHanzenk. 2, 6, 1896 : 

Sydow, in Ann. Mye. 11, 118, 1913 : Stevens, in Pg. w, c. pl. dis. 

623, 1913 : 1. Miyake, in Bot. Mag. Tokyo, 28, 55, 1914 : 

究 玉 及 産 地 Datura stramonium 葉 . 3027 ま に S 葉 

熊 病 城 EGGSTI に 月 一 日 三浦 密 成 

分 布 歌 洲 , 洲 國 , 印度 , 日 本 , 北 清 , 滝 湖 。 

記事 木 菌 は 其 寄 主 の 茎 を 犯し て 大 害 を 興 ふ る も の に し て 1917 

年 Rands 氏 は Phytopathology 誌上 に 於 て キチ ガ ヒ ナス ビ の 葉 を 犯 

す Alternaria 画 は 頂 部 は 細長 に し て 敷 筒 の 隔 膜 を 有 し 大 さ 128- 

448x16-40k あり と し 之 れ を Alternaria crass& と 呼び 新種 と な せる 

も 吾 人 の 菌 は 頂部 細胞 は 細長 に し て 一 筒 の 隔 膜 を 有 し 大 さき 97-200 

x12-19 ぃ あり 頸 部 の 長 さ 54-120k 幅 3 あり て 全く 本 菌 の 原 記載 

ょ 一 表 す 。 

RacCrOSpO 〇 iarm 時 mieS。 

本 局 は 前 過 と 異な ら ず た ゞ 胞子 が 志和 生 な る の 差 あ る の み 原 氏 は 

滴 洲 に 於 て 棚 上 に 生ずる Macrosporium nigricanthium Ak: 小豆 に 生 
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ず る Macrosporium 為 zukiae 旧 ara: 及び 高 朱 の 甘 上 に 生ずる MMacrospo- 

rium fasciculata C.e も EE. の 三種 を 探 集 し 居る も 余 は 一 も 探 集 せ ず 次 

し 其 被 害 多 か ら ざ る が 念 め な る べし 此 等 は 今後 充分 調査 研究 の 上 

逃 ぶ る と と ある べく 本 報告 に は 之 れ を 略 せ せり 

(に ) Dematiaceae-Scolecosporae. 

- 状 子 梗 は 軍 一 又は 分 岐 し 有色 (CC し て 隔 膜 を 有 し 胞子 は 暑 状 乃至 

弥 状 に し て 直 な る か 少し く 潮 曲 し 有 隔 無色 又は 有色, 項 生 又は 側 着 

す 爽 の 三 過 を 清洲 (に 見 る 。 

局 の 棒 索 奏 

Hi 財 回 チ は 人 仙 (て トラ "る ] 頂 生 及 び 側 落 シリ 深き 2 ai みる ,3 6 is も づる 057。 sfc 08 周 詳 人 8。 

、 胞子 は 有色 失 子 梗 は 澤 一 又は 樹 枝 似 を な す ナ ーー…2. 
ッ y 描 子 梗 は 時 一 に し て 乃子 を 頂 生 す の 5 々 13 ca Ye 1 て! 2: goP& 8 の CercosDora. 

所 子 梗 は 樹 枝 伏 に し て 胞子 は 頂 生 及 側 生 す ……… Cereosporiopsis. 

《 と GrCOSDOa rieS。 

所 子 梗 は 雷 一 又は 分 岐 し 胞子 を 頂 生 す 其 或 種 の 子 則 時 代 は My- 

cosphaerella に 属す 浦 誠 に 九 種 を 見 る 。 

423. Cercospora Betae (Rabh.) Frank, in Krankh. d. PH 1 Au 

60},。 1880: Saee. Syll. 10, 637, 1897 , Lindau, in Rabh. Krypt. 

9, 95, 1970 : Sydow, in Ann. Myc. 11。 117。 1913: Oudemans, in 

Enum. 2, 1029, 1920 : 

(第 六 賠 版 せ .) 参 * 也 
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Syn. 7%se726222 efze Rabh. in THg. ur. No. 69, 1859 : 

寄 主 及 産 地 Beta vulgaris 工 . サバト ツ ダグ * イ # コ は 6 メ 葉 

公主 額 大 正二: 年 月 エト 狼 日 品 部 憲次 

公主 鎮 大 正六 年 八 月 十 日 融 部 憲次 

公主 額 犬 正八 年 八 月 私 日 三浦 密 成 

公主 額 大 正 九 年 七 月 三 十 日 三浦 鶴 成 

四半 和 犬 正二 年 七 月 十 四 日 三浦 党 成 

撫 安 大 正 七 年 七 月 十 四 日 中 時 某 

分 布 欧洲 , 米 國 , 日 本 , 朝鮮 , 滴 湖 。 

記事 本 赦 は み サトウ ダイ ュ ン の 薬 を 犯し て 玉生 病 を 起 さ し むる 

も の に し て 世 上 よく 褐 斑 病 と 泥 同 す る も の ある も ゃ も 十 莉 は 肉眼 的 に 

ゃ 吉 微 鏡 的 に も 明らか (に C 尾 別 し 得 る る も る の に し て 清洲 に 於 て は 本 普 

は 普通 六 月 より 人 和 八 月 上 旬 の 間 に 紙 生 し 其 被 委 痢 の 遊 に 有色 輪 を 

讐 き 描 子 梗 は 軍 一 に し て 一 二 の 隔 膜 あり 胞子 は 長き さ 290k Cc 洋 す 

る も の あり 且つ 共 基 部 は 多少 和 失 り た る 彫 み を 落 ぶ 然るに 褐 斑 病 被 

害 部 は 滝 湖 に 於 て は 八 月 中 旬 以 後に 現 は れ 且 つ 被 害 部 の 引 に は 

淀 楽 血 赤 色 著 あり 携 子 梗 は 樹 校 様 に し て 胞子 は 頂 生 並 に 側 着 し 其 

長 さ は 余 の 測定 芝 る も の は 216 ル より 長き も の な くく 且つ 基 基 部 は 

彫 く し て 葵 被害 も 前 者 より 碁 だ し く 滴 鮮 地方 に 於 て は 基 だ し き 寄 

を 察 る を 常 と す 。 

424. Cercospora dubia (Riess.) Winter, in Hedw. 22, 10, 1885: 

Sacc. Syll. 4, 456, 1886 』 Sydow, in Ann. Mye.7, 171, 1909: 

Davis, in Prov. List, 891, 1914: Oudemans, in Enum. 2, 1036, 

1920: “ 



SYn. 7G2267276@ の 402o Riess. im Hedw. 1, 1854 : 

Oezcospo7@ 9x67g (Riess.) Lindau, in Rabh. Krypt. 9, 93, 1910 : 

寄 王 及 産 地 Chenopodium album L. “ ア # カ 0 葉 

奉天 北 陵 大 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三浦 審 成 

分 布 欧洲 , 北米 , 日 本 , 満 洲 。 

記事 本 菌 は アカ ザ の 葉 を 犯す も の に し て Cercospora Chenopodii 

Hresen. 菌 と 混同 ちら る ゝ  と こと ある も 被害 部 終 穫 に 柴 示 色 閉 ある を 

以 て 之 れ と 明らか KC 大 別 す る を 得 べ く Bubak 氏 は Annales MLyeologici 

欠 導 人 汚 (1908) に 於 て アカ ザ 類 に 生ずる Cercospora を Chenopodii 

Hriess.、 と な し Cercosp. dubia (Riess.) Bubak (non Winter,) は 常に 

Atriplex 類 を 犯す と な せる が 有 之 れ C. dubia, var. atriplieis に 相 営 す 

る 北 な る と と 明らか な り 。 

4255. Ckrcospora Mali Ev. et Ein Jour. Myc. 116, 1888: Sacc: 

Syll. 10, 643, 1892 : 氏 . Hara, in Tg. eastern Asia, 48, 1928 : 

寄 王 及 産 地 Malus domestica Borkh. リ ン ゴ 

熊 苦 城 犬 正士 五 年 九 月 原 擁 訂 

分 布 北米 , 清 湖 。 

記事 本 は 共 樹 の 甘 を 犯し て 一 種 の 斑 収 病 と を 生ずる も の に し 

て 余 は 未だ 本 菌 を 採集 し た る と と な きも 原 氏 に よれ ば 被 定 部 は 婚 

め 里 褐色 の 汚 邊 和 汰 を な する も 後 明瞭 と な り 茶 褐色 に し て 財形 又は 精 

秩 園 形 を な し 旨 暗 紫 褐色 を な し 長 さ 2-5m.m. 携 子 梗 は 線 汰 に 

し て 多少 屈曲 する も の 又は 臣下 な る も の 等 あり 日 一 測 肥 令 は 二 ニ 

の 膜 あ り 12-26x2.5-3. 胞子 は 倒 楓 棒 汰 又は 半 状 を な し 基部 に 同 

ひ て 少し く 太 く 頂 端 は 尾 状 に 伸 戻 し .3-5 個 の 隔 膜 あり 44-58x3- 
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4.8k あり 柱 褐色 な り と 然 る C 原 記載 に よれ ば 勘 捧 子 梗 は Gibboso- 

denticulatis と あり 其 長 さ 15-20x2.5-3. 胞子 は 四 万 至 五 個 の 隅 膜 

あり て 長 さ 60-70x2-2.5k 其 色 Havido-hyalinis と ある が 故に 乏 れ 

正しく 後に 逃 ぶ る Cerceosporiopsis に 入る も の に し て 勘 胞 子 の 幅 も 

原 氏 の も の より 狭く 余 は 原 氏 の 記載 せる も の は 果して C. MMali 選 

et ERv. と な すべ きも の な る や 否や C し て は 多少 哉 な き 能 は 考 後 

考 を 期す 。 

426. Cercospora Cladrastidis Jacz. mn Tg. Ross. exs No. 350。 

1899: Sydow, in Ann. Mye. 12. 165, 1914 : 

寄 天 及 産 地 IMaackia amurensis、Buergerit. イヌ エ ンジ ュ 児 

通 子 際 ( 安 替 線 ) 犬 正 七 年 モ 月 一 日 三浦 密 成 

草 河 昌 犬 正 年 七 月 四 日 三浦 審 成 

吉林 央 ME 吉 年 療 月 十 -g 卓 三浦 密 成 

土 全額 炭 正 も 年 八 月 十 日 三浦 宙 成 

分 布 日 本 , 清 湖 。 

記事 本 南 は 1895 年 八 月 二 二 六 日 及び 九 月 七 日 黒 位 江 支流 

Kirma 河 営 岸 及び 丈 年 八 月 吉林 省 牡 地 江 支 流 Dschus-di-cho 附近 に 

が て Romarov 氏 之 れ を 探 集 し た る も の を Jaczewski 氏 が 新種 と な 

せる も の に し て 共 後 日 本 北海 道 及び 東北 地方 に 華 見 せら れ 本 条 主 

に は 普通 に 生ずる 責 な り 。 

CercCoSDOminmo わら どら 錠 3MW3。 

本 局 の 携 子 梗 は 有色 有 隔 に し て 漠 一 稀 に 分岐 し 樹 枝 様 癒 起 部 あ 

り 此 虎 に も 胞子 を 附 着 し 胞子 は 前 司 の も の \ 如 くし て 無色 な る を 



521 

以 て 之 れ と 尾 別 せら れ 1910 年 Spegazzini 氏 が Annales del Museo 

Nacionale de Buenosaries -: 二 - 浅 四 二 四 質 に 於 て 新 局 を 設定 せる も 

の に し て 清洲 に 九 種 を 知ら る 。 

427. Cercosporina Chenopodii (Fres.) IIMiaura。 n. Sp. 

Syn. Ceycospo7@ OZe7zo の po722 Hres. in Beitr. 3 92,1863: Fuckel, in 

Symb. 354, 1869: Bubak, in Ann. Mye. 6, 1908 : Sacc. Syl1. 22, 

1429. 1913: 区 . Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2, 99, 1924: 氏 . 

Togash, 層 N. Hiratsuka, in Trans. Sapp. Ag. and Torest. 16, No. 

68, 80, 1924 : 

Ce7cos7o7@ の ecof み Oudemans, (non Winter,) in Enum. 2、1036, 

1920 : 

(第 六 賠 版 氏 ) 参 照 

実生 及 産 地 Chenopodium album 葉 . アカ ザ 旨 

埋 林 大 正 七 年 八 月 十 七 日 三浦 密 成 

旅 順 大 正二 年 八 月 八 日 三浦 窒 成 

分 布 欧洲 , 南米, 日本, 滴 洲 。 

記事 本 菌 は Cerceospora dubia Winter 菌 に 酷似 する も 被 才 

部 に 紫 赤 色 弦 箕 な く 胞 子 側 着 す る を 以 て 之 れ と 異な り 且 つ 携 子 梗 

長 し 。 

Spegazzini 氏 の Cercosporina 局 の 記載 中 携 子 梗 に 開 し て は ……… 

hyphis olivaceis apice denticulatis sumplicibus efformanih と ある も 余 は 

之 れ を 多少 訂正 する を 必要 と 認 む 部 ち …ー…t… hyphis olivaceis, 

simmplices。septatis, denticulato-sporifferi,、 と せん と す 。 
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428. Cercosporins beticola (Saec.) 玖 akata, Nakajima and Takimoto, 

im Rpt. Ag. KKorea, No. 6, 1915 : 民 . Hara, in THg. eastern Asia, 

46, 1926 : 

(第 六 賠 版 是 ) 参 中 

Syn. C@7CO57 の 97 6e が co Sace. in Nunuov. Giorn. Bot. ital. 8。 189, 

1876 : in Syll. 4. 446, 1886 , Thtmen, in Pilz. Sib. No. 834. 1881 : 

Hindau, in Rabh. Krypt. 9, 94, 1910: Duggar, im Hg. dis. pl. 309 : 

1909: A. Ideta, in Handb. 1911 : Stevens。in THg. w.c. pl. dis. 

628, 1913 : Sydow, in Ann. Mye. 11, 117, 1913 ) 氏 . Sawada. in 

Tg. Tist。 Torm。 2。 144) 1922 | Oudemans。 in Enum. 2、 1029, 

1920 : 

寄 王 及 産 地 PBeta vulgaris 工 . サキ トト ツル ダ 84 0R3020 内 

公主 仁 大 正 五 年 八 月 二 十 八 日 宮部 憲 炊 

公主 付 大 正 も 年 下 月 士 月 三浦 審 成 

公主 鶴 IE3 寺 RI ーー. 日 三 消 客 成 

旬 家 屯 Be 才 EN 月 三浦 審 成 

開 原 大 正 九 年 九 月 三浦 鶴 成 

鐵 額 大 正 九 年 九 月 三浦 密 成 

堆 天 大 正 九 年 九 月 三浦 客 成 

新井 子 大 正 九 年 九 月 三浦 審 成 

撫 安 犬 正 九 年 九 月 三浦 客 成 

科 陽 大 正 九 年 九 月 三浦 密 成 

熊 量 城 大 正 狼 年 九 月 三 十 日 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 菌 は み サト ウゥ ウグイ ュ ン の 葉 を 犯し て 掲 斑 病 を 起す も る の に 



し て 朝鮮 に て は 其 被 害 大 に し て 本 病 華 生 の 多少 は 直ちに 其 年 の 砂 

和 材 生産 量 に 開 係 し 従 つ て 製 艇 業 を 左右 する に 至り 朝鮮 に て は 八 月 

下旬 より 九 月 上 旬 の 間 に 沙 葉 し て 一 葉 を も 残さ ざる に 至る と と あ 

り て 履 獲 期 に 於 ける 含 糖 量 は 922 以下 に 減 ぜ ずら る ぃ こと と あり 浦 滑 

に て も ゃ も 乏 年 其 被 害 大 と な る 。 

本 病原 菌 は Cereospora Betae と 混同 せら れ 考 へ ら る い \ い こと と 多き も 

第 害 者 穫 に 某 赤 色 の 鍛 色 帯 を 有 し て 健全 部 と 堺 せ られ 且つ 携 子 

梗 は 樹 枝 様 小 六部 あり 胞子 は 短 か く し て 頂 生 する の みな ら ず すず す 側 着 

る ろ る を以て 直ちに 之 れ と 大 別 す る と と を 得 

人 29 Cercosporina sojaens 革 ara, Dis. of cult. pl. & trees, 112 

in fg. east. Asia, 47, 1928 : 

SYn. Ceycoso7@ o7222 の 2 Hara, in Ag. World, 9, No. 10, 1915 : 

Cercos2o7og の gzzw Miura,。 in Some imp. Hg. dis. of ag. nl. 

Manch. 27, 1920 : Samuel, ざ . in Ag. Res. 6 811-833, 1928 : 

寄 玉 及 産 地 CGIyeine Soja (上 .) Benth. ダイ ヅ ヴ 墓 

土合 才 大 正 モ 年 八 月 十 九 日 三浦 密 成 

誰 画質 大 正士 五 年 九 月 原 失 六 

温 岡 子 大 正士 五 年 九 月 原 所 項 

Glyeine ussuriensis Rgl. et Maack. アレ | dc 人 工 

土合 叙 JE BE2PAN 月 ピル 日 三浦 客 成 

分 布 日 本 , 浦 洲 , 

記事 本 菌 は 大 豆 及 び 野 生 の ツル マメ の 葉 を 犯し て 斑 跡 病 を 起 

さ し む る も の に し て 浦 洲 に 於 て は 共役 害 大 な ら ま まず 。 「 

本 菌 は 大 正四 年 原 査 店 氏 は 日 本 に 於 て 探 集 し て Cercospora Sojina 

な る 聖 名 を 以 て 農業 國 第 九 窟 十 跳 C 績 表せ り と 球 ふ 然 る C 余 は 上 比 
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記事 を 見 ざり し を 以 て 満 洲 に て 探 集 芝 る も の を 新種 と 認め Cercos- 

pora Daizu と し て 清洲 主要 農作物 の 病害 に 於 て 紙 表 せり 其 記 載 は 

原 氏 の も の は 日 本 語 を 以 て し 余 は 英語 に よれ る も ゃ も 近 來 日 本 語 を 以 

て 記載 せら る ゝ ヽ 新種 も 避 具 に 之 れ を 認め ら る \ の 傾向 ある が 故に 

原 氏 の 記 示 を 採用 せり た ゞ 原 氏 は 共 種 名 を Sojiins と し て 8S を 花 雪 

字 に て 書き た る が 人 名 < 擦り た る 場合 の 外 種 名 の 語尾 が 所 有 格 を 

表 は す 以 外 に 於 て は 普通 文字 を 用 ゐる 規約 な る と 属 の 語尾 が 女性 

な る を 以 て 余 は 之 れ を sojaena に 改め 思 け り 。 

129b. Cercosporina 的 到 uchii 前 atsumoto & Tomoyasu, 品 Annals 

Jap. Phytopath. Soc. 1. No. 6. 11, 1925 : 

寄 主 及 産 地 Glyeine Soja Thunb. ダイ ヅ 5 

公主 宮 大 正士 三 年 十 月 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 病 洲 。 

記事 本 菌 は 大 豆 の 種子 表皮 細胞 間 に 慕 延 す る の みな ら ま ず 子 葉 

鞭 常 葉 茨 稀 (に 芸 を も 犯し て 楽天 を 生ずる も の に し て 子 連 度 の 終 色 

な る 種類 区 色 な る 種 敷 に て は 特に 明らか に し て 普通 肝 部 を 中 心 と 

し て 引 不鮮明 な る 栄 斑 を 生じ 時 に 其 面 積 の 年 ば 以上 を 紹 色 せ し 

め 喜 品 と し て の 品位 を 下す も の に し て 和 容 病 種子 を 播 種 す れ ば 其 披 

害 特に 多く 近 來 滴 洲 の 大 豆 に し て 本 菌 に 犯さ る いも の 年 と 共に K 増 

加 の 傾向 あり 大 豆 病 害 の 恐る べき も の ュー な り 。 

430. Cercosporina ricinella (Sacc. et Berl.) Speg, in An. Mus. Nac- 

Buenos Aires, 20, 429。1910 : Sacc. Syll. 22, 1432。 1913 : Butler, 

in fg. and dis. nt. 331. 1918 : Oudemeans, in Enum. 3, 1068, 1621: 
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SYn. Ceycos7o7@ 72C2726772 Sacc. et Berl. in Mise. Myeol. 2, 11, 1665 : 

im Syll. 4, 456, 1886: Hara, in Tg. easit. Asia. 48. 1028: 氏 . 

Nakata, in Dis. cult. pl1. Korea, 64 1928 : 

Ce7cosOS7O7⑦ @ の 2O-772C447728 Winter, in Hedw. 202, 1885 : 

寄 玉 及 産地 Ricinus communis 葉 . に て 民 : 

公主 額 3 アテ ュー 日 三浦 鶴 成 

分 布 臣 洲 , 北米 , 東 印度 , 朝鮮 , 清 湖 , 

記事 本 菌 の 原 記 載 に よれ ば だ ば 携 子 梗 の 長 さ 60-70p 幅 和 5 み ヶ と 

ある も ゃ も 余 は 長 さ 140 み ん に 和 達する も の を 側 定 し 胞子 は 6-7 個 の 隔 膜 

あり て 大 き 90-100x4-6 ッ と ある KC 余 は 隔 有 申 の 敷 三 十 四 個 長 さ 300 

に 和 達する も の を 側 定 し 得 た り 。 

430. Cercosporina PhYsalhdis (PL) 一 , Miara, n. sp. 

Syn. Cercos の oz な ん sd2s E1. im Amer.TNatur. 810,1882 : Sacc- 

Syll. 4, 450, 1886 : 

寄 主 及 産地 Physalis Alkekengi 工 . ホホ ヅ ツジ キ 葉 

公主 額 天候 持 年 王 丹 な 日 三浦 審 成 

分 布 北 洲 , 消 湖 。 

記事 本 菌 は ホホ ヅ キ の 業 を 犯し て 折 色 玉 号 病 を 起 さ し むる $ 

の に し て Spegazzini 氏 が 南米 に て 葬 見 せる Cereosporina physalidicola 

菌 と 比 す る C 其 被害 部 白色 な る と 携 子 梗 が 樹 校 様 突 起 を 有する 諾 

之 れ と 異な り 携 子 梗 の 長 さ は 略 ぼ 一 致し EE1lies 氏 の Cereosporea 

Physaidis と せる も の と は 拓 子 柄 少 し く 長 き 外 全く 一 致し 玲 子 梗 の 

性 費 C に より て 本 司 C 移 せる も の に し て 今 余 の 手記 を 次 に 送 べ ん 。 

Spots circular, oval or angular when restricted by veimlets、 ashen graY 
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on the upper side and brownish gray on the correspanding under surface 

of the leaf、circulated with a dark brown colored Hine. 1- 6 m.m. across 

and somewhat thinner than the healthy part : tufts amphigenous, minute 

and black, scattered : coniophores born in bundles through stomata, about 

7-13 in number。 pale sepia-color、 paler toward apex with from 1 to 

several nodnule-hke projections from them conidiospores attaches、S80- 

110 x4-5 /、1-3-septate : spores cyhndrico-clavate, straight or curved, 

gently narrowed to apex. hyahine, 5-10-septate without constriction, 

46-75 x 5-6 /, rarely 130 / long. 

431. Cercosporina 環 elongenae Wals., in Hara, Fg. easter Asia, 

46, 19298 : 

Syn. CeycoS の 07@ oO7246-7e/o7496746 Hori. 

寄 王 及 産 地 Solanum nigrum 葉 . GA 葉 

論 爾 賀 大 正士 刀 年 九 月 原 岳 病 

記事 本 種 は 清洲 C 誰 て は 原 氏 始め て 採集 せる も の に し て 余 は 

432. Cercosporina elongata (Peck.) Speg. in Ann. Mus. Nac. Buenos. 

Aires、20,1910 : Sace. Syll. 22. 1432. 1913 : Oudemans, in Enum. 

4, 865,1923 : 

(第 六 賠 版 革 ) 参 天 

Syn, Ce7co8707@ 67O7497 Peck, in 33rd Rpt. St. Mus. 29, 1883: 

Sacc. Syll. 4, 442、1886 : 



寄 宇 及 産 地 Dipsacus Fullonum TL. 虐 

公主 額 天正 八 年 月 二 日 三浦 密 成 

433. Cercosporina Apii (Presen,) 芋 . 斑 iura。n. sp. 

Syn. Ce7cos の Oo7@ 4 の 2 Hresen, in Beitr. 3 91, 1863: Fuckel, in, 

Symb. Myc. 358。 1869 ) Thamean, in Pilz. Sib. No. 477, 1880 : 

Sacc. Syll. 4 442。 1886: Duggar, in THg. dis. nl. 312, 1909 : 

Lindau, in Rabh. Krypt. 9。123, 1910 : Stevens, in THg. w. c. pl. 

dis. 628, 1915 : Butler。 in Fg. & dis. pl. 315. 1918: Ouedemans。 

in Enum. 4、212, 1922: Nakata, in Dis. cult. pl. Korea, 80, 1928 : 

寄 玉 べ 及 産地 Apium graveoleus 工 . コレ ウ 9 た バグ で グリ ォ 葉 

公主 堆 天下 容 邊 WW 月 二 王 日 赤 石 行雄 

吉 林 大 正 七 年 八 月 十 七 日 三浦 審 成 

分 布 区 洲 北米 , 東 印度 , 日 本 , 朝鮮, 清洲 

記事 本 菌 は 主として 葉 を 犯す も の な る も 其 葉柄 を も 犯し 得る 

も の に し て 此 場 合 に 人 け る 被害 は 恐る べき も の あり 従 來 Oercospora 

局 に 収め られ し ゃ 其 挫 子 梗 の 性質 に より 余 は 之 れ を 本 属 に 移す を 

正 営 た な り と 券 へ た り 。 

CercosDOriOpSiS WW。 Mitama。 geGm。 moO マ 、。 

Conidiophores simple, denticulato-nodulate, colored : spores born on 

apex as well as side-wise on nodulets, 凡 orm, vermiform, cyHmdric, 2 

or more septate, colored, other characters as in the case of the genQs. 

CercoSDora. 
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本 局 は 従 來 Cercospora 中 に 改め られ た る も の な る が 其 携 子 梗 は 

樹 枝 様 癌 状 に し て 上 閣 状 上 及び 頂上 胞子 を 着く る を 以 て 異な る 

浦 洲 iC 八 種 を 華 見 す 。 

434. Cercosporiopsis 麗 enispermi (E. et 是 .) 前 。iura, n. sp. 

Syn. Ce7cos の o7C Je728 の e72726 区. et Holway, in Jour. MYe. 4 6, 1888 : 

Sacc. Syll. 10. 618. 1892: TLindau, in Rabh. Krypt. 9。 97, 1910 : 

人 氏 . Hara, in Hg. eastern Asia、49, 1928 : 

宮 至 及 産 地 Cocculus sp% 頻 

湯 商 子 大 正士 素 年 九 月 原 搬 閑 
MIenispermum dahuricum DC. カ 改 6 も 方 う 葉 

湯山 子 大 正 七 年 九 月 十 三 日 三浦 密 成 
分 布 北米 , 欧洲 漬 湖 。 

記事 原 氏 は 本 寄主 を Cocculuns sp% と せら れ た る も る 余 は 未だ 闘 

東 洲 外 (CCocceulus 類 の 存する を 聞か ず 恐 らく カウ モリ カツ ウラ の 葉 の 

少し 〈《 北 形 し た る も の な る べし 本 貢 は 帝 生 多 か ら ず 。 

435. Cerocsporiopsis Gotoanus (Togashi.) 症 , 王 iura, n. SD. 

Syn. Cercos の ey の Co7og72 Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2 100, 1924 : 

寄 玉 及 産地 Sorbaria sorbifolia,var. stellipela, 

ホホ ザ ( ギ サナ プッ マギ 甘 

通 子 内 内 5 間 導 ER 手稲 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 清洲 

記事 本 画 は 富 極 浩 吾 氏 に より て Cercospora Gotoans と 命名 せ 

られ た る も の な る が 其 挫 子 梗 の 的 並 に 胞子 附 着 の 有 様 は 前 種 と 等 
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し く 全 く 本 属 に 入る べき も の な る を 以 て 余 は 之 れ を 本 局 に 移し た 
り . 

本 菌 の 標本 は 明 党 二 十 六 年 (1903) 八 月 二 十 七 日 御 澤 泡 氏 和 之 れ を 

北海 道 小樽 中 山 に て 探 集 せ る を 始め と し 明治 四 十 年 (1907) 八 月 十 

五 日 余 は 之 れ を 利尻 帆 に て 探 集 し 後 富 艇 氏 も 赤 同 地 に 紙 見 し 後藤 

氏 の 姓 に より て 上 記 の 届 名 を 附 せ る も の に し て 浦 洲 に も れ を 産 

す Cercospora Krugeriana Bresad. 菌 に 近似 する も 携 子 梗 長 き と 胞 子 

の 色 之 れ と 異な る 。 

436. CereospOoriopsis canescens (BE. et MM.) 前, Wiura, n. sp. 

Syn. Oecoso7 cd2%68cexs ER11. et Mart.in Amer. Nat. 1003,1882 : 

Sacc. Syll. 4, 435, 1886 : Oudemans, in Enum. 2, 966, 1921 : 

寄 玉 及 産地 Azukia minima (Roxb.) Miura. ジル ア ヴ キ 葉 

族 順 EE 3 條 76 月 叶 提 三浦 客 成 

分 布 北米 痛 洲 
記事 本 菌 の 原 記 載 に は 胞子 hyaline と ある も 余 の 標本 に て は 

淡 黄色 な る を 以 て 本 局 に 履 む Cereosp. olivascens Sacc. 菌 に 近 き も 

画業 の 位 資 及び 胞子 の 色 之 れ と 異な り CO. cruenta Sace.: 〇 . colum- 

naris、C. Stuhlmanni。 C. Phaseolorum 符 と は 携 子 梗 の 長 さ 胞子 の 色 

及び 長 さ 等 異な り 比 較 し て 論ずる の 必要 な し 。 

437. CercosporiopS1S Der8onatum (B. et C.) 前 . Miura, n. SD. 

Syn. Cercos2o7@ の 67So7422 (B、et CO.) El. in Jour. Mye. 1, 63, 1885 : 

Sacc. Syll. 4, 439, 1886 : A. Tdeta, in Handb. 755, 1911 : 1, Miyake, 

in Bot. Mag. Tokyo, 26, 65, 1912 : Stevens, in Hg. . c. pl. diS. 
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629, 91S : harpym Mo1 旨 9, 112, 1917 ) Butler, in Fg. & 

dis. pl1. 319, 1918 : 氏 . Sawada, in Hg. Torm. 2, 156, 1922 :。 区 。 

Nakata, in List. FTg. dis. Korea, 73. 1928 : 式 . Hara, Tg. east. Asia, 

47, 1928. 

Ceycosyo7o 47gc2 の 2s Henn. in Hedw. 42, 18, 1902 , Sacc. Syll. 

18, 600, 1906 : 

Se27o97oe272 47oc ん 2 の 25 Raocib. 

Coso722272 7 の 67S072076722 B.et CO. in Grev. 3 106, 1874 : 

寄 及 産地 Arachis hypogaea 葉 . Mob 墓 

熊 呈 城 大 正 五 年 九 月 七 日 宮部 憲 区 

熊 岳 城 大 正 七 年 九 月 十 五 日 三浦 審 成 

熊 是 城 大 正八 年 九 月 二 十 八 昌 三浦 結成 

熊 是 城 大 E 較 級 年 干 朋 Cm 四 北澤 道 

分 布 欧洲 , 北米 , 日 本 , 満 沙 , 

記事 本 赦 は ナン キン マメ の 葉 を 犯し て 填 江 病 を 起す も の に し 

て Hennings 氏 の Cercospora Arachidis と 舟 す る も の も (ブラ ジル 導 ) 本 

困 に 美 な ら ず し て 本 菌 の 同種 異名 と な すべ きも の な り , ま た Cer- 

cospora arachidicola S. Hoi, 貢 は 日 本 に 産 し 其 胞 子 無色 に し て 携 子 

梗 樹 枝 様 な る を 以 て 之 れ 正 に Cercosporina 局 に 編入 せら る べき も 

の 1 まり 邊 

438. Cercosporiopsis profusus (Syd.) 中 . WWiura,。 n, SD. 

Syn. 0Oercospo7C の 7ofxsg Sydow, in Ann. Mye. 7, 175, 1909 : Sacc, 

Syll. 22, 1421, 1915 : 

寄 玉 及 産 地 Acalypha anstralis 工 . ピン ツ キサ 工 
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吉林 大 正 七 年 導 月 士 七 上 日 三浦 蜜 成 

公主 額 大 正 七 年 八 月 十 四 日 三浦 客 成 

本 あ 尋 大 正 七 年 九 月 二 十 四 日 三 洒 密 成 

大 運 昭和 二 年 十 月 二 日 三浦 密 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 

記事 本 菌 の 基本 標本 は 土佐 に 於 て 吉永 虎 局 氏 の 探 集 せる も の 

に し て Sydow 氏 は C. Acalyphae Peck.. と 異な る も る の と し て 之 れ を 

新種 と せる が Cercospora acalypharum Tharp., 菌 と は 菌 叢 の 位置 及 

び 狭 くし て 有色 な る 胞子 等 に より て 尾 別 し 得る る も の に し て 正本 

局 (て 移す べき も の な る を 以 て 余 は 之 れ を 本 局 中 に 入れ 新種 と な し 

だ MD 

439. Cercosporiopsis Vitis(Lev.) 靖 , 前 iura, n. SD. 

Syn. Cercos の o7@ 28(L6V.) SaCc. In Rabh. Hg. Eur. No. 2150: 

Lindau, in Robh. Krypt. 9。116, 1910: Oudemans,。in num. 3, 

1281,、1921 : 

Se77o726772 の 2 2765 Lev. in Ann. Sc. Nat. 3, ser. 9, 261, 1848 : 

Sacc. Syl. 4, 398, 1886 : Lindau, in Rabh. Krypt. 9, 29, 1910. 

CZos7o724272 の 672CO74772 Ces. in Klotzsch. Herb. Myc. No. 1872, 

1854 : 

C/zgos2o7220272 922 の 6727224772。 Passer。 in Prb. Crit. ital. 2, ser. N. 

595, 1872 : 

7 の 224272 C7 み の 2 の 07%22 B,。 et O. in Grev. 3 100, 1874 : 

7sg77 の 7828 CZ の 928707@ SaCC、Syl, 4, 63, 1886 : 

C7zos7o7224272 25 Sacc. in Myce. Venet. No. 284, 1875 : 
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Ceycos/o7@ 75 Sacc. in Myce. Venet. No. 363, 1675 : 

ezcos2o7@ の 672Co7 (Ces.) Sacc. in Syll. 4, 458,1886: Duggar, 

in fg. dis. p1. 314.1909 A. 1deta, in Handb. 763, 1911 : 1. Miyake, 

in Bot. Mag. Tokyo, 26, 65, 1912 :) Stevens,。 in Hg. 台 .c. pl. dis. 

626, 1913: Davis, in Prov. List、893, 1914 : 

万 e/22272os20724772 75 Pirotta, in Areh. Lab. Bot. Critt。 Pavia, 

2-3, 85, 1877 : 

eo287207868 28 (Lev.) Sawada, in Hg. List of Formosa, 2, 

164、1920: 民 . Nakada, 名 民 . Takimoto, in Dis. cult. pl. Korea, 

199,1926 : 

寄 王 及 産 地 Vitis vinjfera 上 . プ " グ ウ 葉 

熊 芋 城 Is 月 - 十 - 晶 宮部 憲次 

熊 量 城 2SHfSNESNDS ミ 7 日 宮部 憲次 

熊 病 城 大 中 七 年 九 月 十 六 目 三 浅 成 

5 IE2NSG 7(。 こっ 9 三浦 客 成 

替 天 ee も (月 万 日 品 部 憲 菊 

Vitis amurensis Rupr. IT アプ 2 ゲ 4/ 葉 

公主 鎮 BASEHG に りー 日 三浦 審 成 

公主 信 大 正 十 二 年 九 月 八 日 三浦 密 成 

分 布 区 洋 , 北米 , 日 本 , 滝 洲 。 

記事 本 菌 は 世 殴 の 葉 を 犯し て 玉 中 病 を 起き さき し むる も の に し て 

時 KC 落 茎 を 早め て 大 害 を 尋 ふる と と あり 特に 本 菌 を 野生 の 世 菊 葉 

上 (C 紙 見 せる は 注意 すべ き 事 な り 。 

本 菌 は 種々 の 同種 異名 を 有 し 従 來 普通 に Cercospora viticola, 又 は 

C. Vitis と し て 知ら れ た る が 澤田 貸 吉 氏 は 之 れ を Phaeoisariopsis 選 
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に 入れ Ph. Vitis (Lev.) Sawada, と せり 此 Phaeoisriopsis な る 属 名 は 

Teodoro Ferraris 氏 が 設定 し て 1909 年 Annales Myeologiei 第 七 欠 に 

於 て 迅 べ た る も の に し て 従来 の 1Sariopsis の 性 質 を 有 し て 胞子 の 有 

色 な る も の を 編入 せる も の に し て 澤田 氏 は 本 菌 の 描 子 梗 は 束 を な 

し 胞子 有色 な る の 理由 を 以 て Phaeoisariopsis 局 に 入れ た る も の な 

る も 余 の 考 を 以 て すれ ば 共 獲 子 醒 束 は 普通 見 る Isariopsis 局 の 如 
く 因 な ら ざ る を 以 て 之 れ を Stilbaceae 中 に 入る ヽ よ りゃ も Dematiaceae 

中 に 入る い を 正 営 な ら ず や と 思 は れ 従 つて 本 属 中 に 来る る の な る 

を 以 て 上 記 の 如く 畿 更 せり 面 し て 共 携 子 梗 束 の 絵 な る や や は 之 

れ を 見 る も る の に より て 自ら 其 意 見 も 異な る も の に し て 不 完全 類 

の 分 類 <C 鉄 了 四 あ る は か いる 殺 に も 表 は れ 来 る $ も の な り 。 

440. Cercosporiopsis Araliae (Henn.) 症 . Miura。 n. sp. 

Syn. Cercoso7e 47g/zge P. Henn. in Engl. Bot. Jahrb. 31, 742。1902: 

im 1.c. 3⑰, 165, 1905, A. Tdeta, in Handb. 766, 1911: Sydowi: 

in Ann. Myo. 11。 117, 1913 Sacc. Syll. 22, 1422。1613 : 

寄 玉 及 産地 Aralia mandshurica Rup.et Max. オニ ダラ 葉 

鳳 鳳 山 大 正 七 年 九 月 二 十 九 日 三浦 成 

全 鳳 山 大 下 告 年 中 月 二 - 涼 日 三浦 審 成 

分 布 日 本 , 清洲 。 

441. Cercosporiopsis Miurai (Syd.) 前 , Wiura, n. sp. 

Syn. Cercospo7o 72xyge Sydow, in Ann. Mye. 11, 117, 1913: 氏 . 

Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2 100, 1924 : 

寄主 及 産 地 Cynanchum chinensis R.Br. ヒメ イケ マ 葉 
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興安 領 Po 三浦 審 成 

Oynanchum sp. 放 順 

族 順 大 正八 年 十 月 三 旦 三浦 密 成 

Metaplexis japonica (Thunb.) Makino. 方 が 前 モ 上 葉 

光 賠 子 犬 距 志 多発 青 士 - 三 三浦 夫 成 

分 布 日 本 , 湧 洲 。 

記事 本 南 の 基本 標本 は 札幌 附近 に 於 て 1907 年 余 が 探 集 し て 舎 

名 者 に 送 附 せる も $ も の に し て 原 記載 に は 隔 膜 敷 1-》 胞 子 の 大 さ 10- 

28x6-9 ル と せる も 余 が 同一 標本 に て 見 た る に 隔 膜 の 敷 四 乃 至 五 個 

の も の 少な か ら ず 且つ 胞子 の 大 さも 60k に 達する も の あり 。 

( ハ ) Stilbaceae. 

本 科 も 赤 有 胞子 の 隔 膜 の 敷 色 の 有無 等 に より て 九 亜 科 に 分 た れ 浦 

族 に は 次 の も の 知ら る 。 

( い ) HYyalostilbeae-Phrasmosporae. 

IsaniODSiS 時 mieS。 

442. Tsariopsis alborosella (Desm.) Sace. in Mich. 1. 237, 1879j 和 m.- 

Syll. 4,630, 1886: Lindau, in Rabh. Krypt. 9 395,1910: Oude- 

mans, in Rnum. 3 5, 1921: 式 . Togashi, in Jap. Jour. Bot. 2,. 

101, 1924 : 

Syn. Ss の 22268 @70o7ose7/2 Desm. in Ann. Sc. Nat. 3 Ser. 20, 217,. 

1859 : 

7sg7?o7s27S の 3277 み Fresen, in Beitr. 3 87, 1863 : Schroeter, in. 

Pilz, Schles. 495, 1889 : 
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ce7724272 2720726S74772 Bonard. in Rabh. Hg. eur. No. 288, 

1860 : 

寄 玉 及 産 及 Stellaria aquatica Scop. ウシ スハ ュ ペ ベ Bi 

明 珠 HL 央 MERPA2E 間 准 月 ' 獲 償 三 清 容 成 

( ニ ) Tuberculariaceae. 

本 科 は 十 三 亜 科 に 分 た れ 清洲 に は 次 の も の 知ら る 。 

( ぃ い ) Tuberculariaceae-Mucedineae-Phragmosporae. 

中 tasamitanm 』 し in 慌 . 

-443. Fusarium Lini Balley。 in North Dakota Ag. Coll. Bull. No. 

50, 37、1901 : Oudemans, in Enum. 3 1018, 1921 : 

寄主 及 産 地 Linnm ustatisimum 工 . デマ 根 

人 科 陣 大 正 七 年 六 月 逸見 重 

公主 額 犬 正 九 年 六 月 三浦 密 成 

分 布 全 世 界 。 

記事 本 南 は 束 麻 の 立 枯 病 を 起す 病 再 に し て 王 塚 父 予 出 出 新 栃 

内 吉朝 氏 等 の 詳細 な る 研究 報告 ある を 以 て 略す 。 

( ろ ) Tnuberculariaceae-Dematieae-Phragmosporae. 

孔 広 CSpDOrYitsrm MLim 民 。 

444. Exosporium Rosae Fuckel in Symb. 373。 1869: 氏 . Hara, im 

Fg. eastern Asia、54, 1926 : 

寄 玉 べ 及 産地 Rosa multiflora % 墓 
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熊 病 城 大 正士 五 年 九 月 原 失 策 

分 布 欧 湖 , 満 洋 

記事 本 は 原 氏 之 れ を 熊 病 城 に て 探 集 せ せり と 詞 ふ 本 寄主 は 

Rosa spinosissima 比 . var. mandshurica Yabe な る べし 。 

清洲 に 太 け る 不 完全 菌類 は 従来 知ら れ た る も の 基 だ 少な く Ko- 

marov 氏 は 僅か に 所 種 を げ 原 氏 は 三 十 八 種 を 報 ぜ る の み 今 余 は 

百 六 十 九 種 を 提げ 得 た り 。 ' 

反 球 愛 画 族 は 九 十 八 種 に し て 共 内 新種 と 誰 め た る も の 二 十 八 種 

選 の 編入 更 へ を な し た る も の 一 衝 あ り 西 し て 叱 九 十 八 種 申 従来 日 
本 に の み 上 す る と と の 知ら れ た る 菌 に し て 今回 之 れ を 浦 洲 <C 多 見 

せる も の 二 一 種 等 し く 了 欧洲 に の み 知 られ た る も の 三 二 三種 の 多き 

に 達し 米 國 と の 共通 種 と し て は Septoria alnifolia El it EEY. 赦 一 

種 あ を また 赴 園 と の 共通 種 と し て は Coniothyrium piricola Potebnia 菌 

一 種 を 野 べ ぐる こと こと を 得 た り 。 

墨 粉 菌 族 C て は 十 六 種 を 政見 し 共 内 七 種 は 之 れ を 新 往 と な せり 

面 し て CGloeosporium Kawakamii Miyabe : Marssonina Mali #to: Cyhmn-- 

drosporium JDioscoreae Miyabe et Ito の 三種 は 日 本 と 共通 種 に し て 

Monochaetia Mali 菌 は 米 國 と 共通 種 な り 。 

念珠 秋 菌 族 に 於 て は 五 十 五 種 を 調査 せる 内 六 種 の 新種 を 見 出し 

だ る の みな ら ず Cercosporiopsis な る 一 新 局 を 設定 し て 十 一 種 の 菌 を 

此 新 局 に 編入 換 へ を 行 ひ た り 面 し て 日 本 と の 共通 種 八 種 を 績 見 し 

米 國 と の 共通 種 Cereospora Mali : Cercosporiapsis canescens の 二 種 を 撃 

げ ば 更に 欧 洲 と の 共通 種 Ovularia decipiens, Raumlaria Violae, Rxsporium. 

Rosae の 三種 を 記せ り 。 
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此 等 の 結果 に よる と き は 清洲 の 不 完全 菌類 は 甚だ し く 了 欧洲 の そ 

れ に 近似 する が 如き も 之 れ 其 泡 除 に 非 し て た ゞ 了 欧洲 以外 に 於 て 

は 此 等 菌類 の 調査 欧洲 程 全 か ら ざ る に 似 す べき も の と 信 才 従 つ て 

秒 来 日 本 北 病 朝 鮭 西 比 利 亜 等 の 類 調査 の 進む c 従 ひ て 此 等 敷 宇 

は 著しく 獲 化 すべ きも の な る べし 。 

炊 K 之 街 二 類 と 他 地方 産 と の 開 係 を 示せ ば 次 表 の 如 し 

| 油 W| 日 本 | 清 | | 区 痢 | 北米 | 釧 度 
Sphaeropsidales. 

ぶ の ん @e7O7 の 82 の cee。 

Phyllosticta sorghina Saecc. | 「 +a 

Popnlea Sacc. 十 . 「 

Ph. bellunensis Mart. 土 十 

ulmicola Saecc. 

FagopyYrl Mnura, 

XPh. Polygoni-Bungeamae, 十 圭 ? 

rummicicola Miura, 

Chenopodit Saec. 

Mah P. D. 

Pirimna Sacc. 

XPh. turnanenS1s IMiiura. 

Ph. crataegicola Sacc. 

Phaseohma Sacc. 

Azukiae IMiura, 

robiniella IMiura, 

Negundinis S. . 

platanoides Sacc. 

rhamnicola Desrmn. 
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1R Vogelii Died. 

372 Acanthopanaels Syd. 

| Ph. Physaieos Socc. 

xPh. melarmpyricola IMiura, 

Ph. Rubiae IMiura, 

_ Ph. Yuloar1S, 
var Philadelphi Sacc. 

Ph. Capirifohi Sacc. 

Phoma Betae Frank. 

xPh. albomaculata IMiura, 

Macrophoma cruenta Ferr. 

xM. Chenopodii Miura, 

Dendrophoma 
Conyvallariae CaY. 

Plenodomus SD. 

Cytospora chrysosperma Hr. 

xDothiorella kilinensis Miura, 

Sphaeropsis MTalorum Berk. 

SDph. Visce1 Sacc. 

_Coniothyrium 
ja&ponicurm KK ャ K. 

xO. populicola Miura, 

XC. celtidicola Miura, 

W tirolensis Bub. 

6 piricola Poteb. 

Dumeei B. C. 

x 〇 . vitiYyora  JMiura, 

XO. Fraxini Miura, 

Nothopatella chinensis. 



1 Ascochyta Dianthi Lib. 

539 

+ | 

人 Sojae Miura, 十 Ph iM a 所 は 

A. Cucumis F. R. に : 2 語 人 か 11 

AA. SeSarmi Miura, 十 2 和 We 上 EP' 

2 TO ym の 3 
XSeptoria Streptopii Miura, EE 2 1 導 ( MM 

| S。 alnitolia EE. REv。 間 DO 8 間 の | 

XS. chinensis 1Miura, 14 2 敵 WU UN 2 | 答 

お . UHhmni Hara, 土 

N. Yokokawai Hara, - 線 鐘 | 

. Polygonicola Sacc. iv 十 6 人 和 

| N. polygonina Thinmn. Me た 間 Med 1 

S. Dianthi Desm. MO FE 3 2 放 

WS。  Lychnidis Desm. = 1 靖 生 0 

N paraphysoidlee Sp. | MI 者 「 |「 表 

「 N. Menispermi Thtrmn. 土 交 人 We Me 4 議 人 

XS。 Actaeae Miura, 土 

Ki ]6n1SSenS18 Sa&CG。 本 て SO (本 人 eaiZr は 閉 

い . Ficariae Desrmn. 0 MP | 瑞 二 日 りり 細 1 

S. mroli 8. W. IM 0 | ino | 

S. potentilica th. 2 二 呈 人 0 員 | 

N. Glyeines Hernmni, 1. り 共 っ LN Madd 1 

Ni Viciae West. まこ 半生 3 An 

N. exDanSa INiessl. 0 1 和 軸 9 電 凍 全量 和 

』S. AmpelopsldiS- | 

heterophyllae Miura, らい 承り は Mt 

1』 S. Violae West. 人 エ 二 | 十 6 5 

XS。 harbinensis IMiiura, 3 PMP' 

Q。 Nambuana Henn. キキ | ェ Yah ( 
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>Septoria barystachyae IM. 十 
ーーーーーーーーーー | ーーーーーーーーーー , ーーーーーーー 一 一 - ーーーーーーーーーー | ーー 

. Sydlowi Henn. 

DS。 Gentianae Thinm. 

rmnicrOSDOr& SDeg. 

ConvolYuli Desm. 

XS. Plectranthi NHinre: 「 

N、 し yeopDerSlcl Deg. MM | ' 生 抽 

. Duleammnarae Desm. コピ 

N、 SHAtNmi Str. 十 | | ES 王 

XS。 Lonicerae-Maackii MM. 革 > (09 本 械 議 ニ テー 

「 Patriniae JMiura, ] 土 「 生 

月 160BHOnB SY. ー ー | 生生 

. Adenophorae Thum. 色 0 十 

S. ACGRISB Pass. 二 「 十 

XS. ZS 和 GNG Miura, ーー 剛 の かい 

N. Callisteshi ば loyer. ー 十 | 10 

XS. mandlshurica Miura, 十 

NM Cirsii NNiessl. + 土 6 | 

い Lactucae Pass. 十 

9。 Mougeotii S. 民 . 2 人 二 

い ) BBBSHESG2 2 2 - 泊 議 き = 

) Sonchina Thirmm. |、、 | Ni 
ーー ーーーーmmwwーmー ツ ーーー|ーーーーーーーーーー 】 ーーーーーーーー テ ーーーmememeees 

taraxacicola Miura, 
ーーーーーーーー 一 |! 一 一 ーーーーーー 一 | に ーーーーーーーー…ー ト ーーーーー ニ ーーーー…!ーーーーーーーーーー… 

Rhabdospora umnbrosa, ゴ ト 
mmーーーーーーー】 ニ ーーーーーーーー- | ニーーーーーーーーー| ーーーーーー… ーー、| ーーーーーーーー. 

XPhleospora rmn1crOSDOr&,。 

ーーーーーーーーー^ー| ーーーーーーーー- | 一 ーーーーーーーー | ーーーーーーーー| ーーーーーーーー 

eZ の s77O77227CC606。 

ーーーーーーー 一 | ーーーーーーーー コ リーーーーーーーー|ーーーーーーーー リ ーーーーーーーー| ーーーーーーーー| ーーーーーーーー| ーーーーーーー 一 一 | 



「 felasmia uhnicola B. C. 二 お 』 十 | ー シ キ Met ! 

M. Lonicerae Jacz. It | | + | 。 本 WUiO | 

91 れ 上 4 | 、 omaMWulovo 
内 計 9 29 7 | 13 | 48e 相 14 員 M 16 

| Welanconiales. 「 | 科 電 も | Jeuendh oe 隊 M 

XGlaeosporiurn Quereuurn,。 (8 草 の 昌 NM 還 四 RIRWYYT 3 

G. ampelophagumn Sacc. 5 折 華 Ho + | ah mcs 全 束 | 

ば . Kawakarmnn Myb. は 1 tp PP Ms 1 計 

培 SEeRiStttf 議 まし PPP ド ヤ | * 
1 C. 昌 BR E.R. な 

5 3 2 0 2 2 0 2 2 

XIMarssonina populicola, 陸 陸 f 作 .】 

MM. Mali Tto. TTA MM 
8 の 9 eee 

%Coryneum cralaegicola M. 全 PSN 拉 は 

O. folieorum Fnckel, 上 Wi 仁和 0 叶 

xC. roSaecola Miura, 土 | 

Mfonochaetia Mali S. S. 十 E 

2 (1 1 
Cyhmdrosporiumn NN い 

Dioscoreae IMyYD. 所 

し 4 6 Vien Miura,。 ー ト Ei 

%C. Pruni-tomentosae MM. まま 010 電 ) NO 地 Jpe6 

%C. Conyvolvuli M. ーー いり RA 

# 1 KNPAALU 

Ramulispora Andropogonis M. | 十 
0 の 0 こい し 

2 SOON 
_Moniliales。 は 
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47o72272cee. 

| Oidium erythiphoides Hr. 

| Ovularia Bistortae Sacc. 

O. dlecipienSs Sa&cc. 

Cephalotheeium Roseurn. 

Ramularia dec1pienS. 

AG6dU1VOC& Sa&CGC. 

Ranuneuli Peck. 

Violae Trail. 

punctiformis 耳 Ohn. 

Leonuri SoroK. 

filaris Hres. 

Piricularia priSea SaCC. 

Cercosporella 
albo-mraculans Sacc. 

XC. Tnoigoferae Miura, 

の 2272@72Ce6. 

Possalora 
Krascheninnikovi MM. 

xSeoleeotrichumn 
*iriciieola Miura, 

Cladosporiurm herbarurmn, 

Clasterosporiumm 
degeneranS Sydi 

C。 Mori Syd. 

Napicladium 
Arundinaceurm Saec。 

是 elminthosporium 
grarmimneumn RaD. 

xOoniotheeium album MM. 

C. chomatosporium Oord. 

上 intricatum Peck. 

Altenaria tenmuiSs N. 



Pe 

Alternaria Oryzae Hara. き 6 1 も 

Alt. Brassicae Saco. 圭 0 十 M | 十 十 十 | In NFP 

0 HW 十 本 | ag る 4 Ye 

Alt. Ma Rob. 填 中 W 級 + ad) 

xAlt. Bokurai M. 本 人 00 MT Ski 

Alt.  Oerasi Pot. "本" 全 EBM UI AB 

人 At. Solani J. G. 旨 慎 * 記 間 T 二 = に 

Cercosora Betae Fran に . nE4 Ne ピコ で 

C. dubia Wint. 二 十 キ 

| 0C. Mali EB. Ey」 四 + 0 症状 TNIIZI 記 

C. Cladrastidis Jacz. (9 5 ag 

IOCereosporina Chenopodii IM. 20I 往 、- モモ 南米 

CN beid5lattaik: 上 NN 86JMN は 農 :Lson4pEL ハ 

C. So]aena 本 ara. 上 Wa 「 CLOSUEINTND 

C. Kikuchii Matsum. 3 KR 基 還 軸 

C. ricmella Speg. 十 oe Ke 剖 ば M No 朝鮮 

OO. Physalidis Miura, > ES 

Melongenae Wals. 科 Oi 間 内 才 NO 

elongata Speg. キ 時 TI 南米 

OO Apii Miura。 人 pet 9 朝 鯉 

OOereosporiopsis Menisperrn1, 人 2 馬 YE 隊 結 基 ド 0 

CC. Gotoanus IMnura, 十 ん と) 

OOC. canescens IMiiura, 人 Wed 

CC. personaturn IM. が NM RAI 必 写 AR 7 SS ET 由 生ま 

OC. Profusus Miura, 十 二 

OC. Vitis Miura, ee ly be。 Leey 凍 信和 YS 

OO、 Araliae Miura, WI OF ie ki は 

oC. Miurai Miura, 9 (2 ITT 



ぐ 770gcege 

Tsariopsis alborosella Sacc. 

Fusarium TLini Ball. ーー 十 

Exosporlum 尋 osae Fuckel. 十 

合 

の 8 りり の 

附 記 - 本 印刷 中 Cc 華 果 上 C Glomerella cingulatia Spauld. et 

v. Schrenk. 菌 を 族 員 熊 績 城 安東 等 に 及 て 探 集 し , ま た 大 羽 身 に 於 て 
CyHmndrosporium 菌 の 一 種 を Fherbituns (アサ ガ ホ ) の 葉 上 に 探 集 せ せ 

る ゃ 之 等 を 記述 す る の 明 な か り し を 以 て 後日 に 譲る と こと と せり 。 
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OU7OmYG68 .BD/ (DDGYIZYTUOB HGIS も DD ) |.、 NSPe 2 へ SESSOECCERE 247 

Caulophyllum robusturmn Maximn. 

人 eoid3unnsYtgtloDhY11 六 ES 386 

Celastrus articulatus Thunb. 

Unoinula 86nZOE1 ES っ ーー UEOWAMOL JIN 131 



Celtis Bungeana お 1. 

23042kmtG も hVFIUrD OGLEGOE 半 4。、-」。。。、。s、ACDKbSt 本 5. 438 

Oeltis koraiensis Nakai. 

DOG ま OCT AIDHTONS 半 0 に 12 放 (あの 3t202 電 中 、,:。 506 

Chenopodium albumn 工 . 

BROGDDTG DDTB 3 二 語 2 に らき Mh238 た At、 oi は の mW7 招 .、。 .。 51S8 

ICONIDOYITIG (hG6YN0 わ OO 人 科 0 いさ ーー ムー ドル 5 ボ 4 たり 521 

HOOPOTMOSDOTGDIDDYJUIEME 間 半生 法人 2 4 お Sr は 2 2 se 才 上 ま 。。、。、 47 

過 和 IOSbIODA UIHGTIONHHOOHLIEE9 ま NSPsr2co0M 夫 7 作 <332203 も txa so Le お 2 を 2 418 

Chenopodium hybridum 工 . 

RBCGPODDOTT8CAhOmOHOGHIGE3 二 |.) は の 9 まし 459705 よ 24 429 

Chrysanthemum boreale MTakino. 

OTTOLCIHINHIKE 計 NSR3 間 時 時 きき Yi きま. せっ すれ 4 くっ ooHS も cao ss css sos3 19 し 468 

Chrysanthemunm sibiricum Fisch, 

OUDUSNkCDEYSBI も USHINR 彰人 354 

Chrysosplenium alternifolium 工 . 

COITDJ2M。 (DDTVSOSDLGOTL RG WW 半生 326 

Cimieifuga simplex Warmsk. Y 

0 の (MIYUULM EOIDST 015MJUUHTTW 間 時 386 

CO1608HOYIUTYHIN CHTOTGTU が KUYUKI9 間 5 に 00 の TEU 肖 ON 、 214 

Cirsium arvense ( 工 .) Scop. 」 

UIDUyOTITLEAVODODOTIIRS 和 ああ 65 っ boo> 036904 全 62)3 0S55ACVA2LKL み <。 33 

GO ODb6 は BUB 5 SER 8 48 な みれ ん お 35S 

OODUOYK' (IF 34 369 

Sphaerotheca fuligimea .....…、.…-.、.……・…・ の ころ ジュ 83 が 33543 しく > 116 

Cirsium SDD. 

PHGDTTU UTFB11 75 琶 売主 5 3 マ > い so で 2474335NS 上 敵 お 拉 MOS8 須 。。 356 

SeDtOr1A OiTSI 2 NUDE いれ 基 K 示 ・ < 369 

_ Citrus nobilis Lour. (本 寄主 ほ 清 洲 に 生 表 さす ず ) 

Eenioiltiunm 'dhoitafum 二 二 5 ュ 3? ワ ヨ ぅ 】i ヨ 】 ヨ ヨー 111 

Partfodl1iUr 1tAHOUTYM デ 生生 5 計 52088 主 ドコ …。・ っ いけ AMK4 区 86963: な びれ や 110 

Clematis fusca Turcz. var. mandshurica Rgl。 

Colesporium Clematidi8.… せ eSeSeSesedeaedirioriroriorio 214 

Clematis heracleifolia, Yar. Davidiana. 

Coleosporium ClematidiS iii 214 

Clematis mandshurica RUuDr. 

Coleosporium Clematidis-apiifohae ーー 215 



Microsphaera PolYgOOLSES 135 

Nepntoria ]erui88enSi8.。。。ze し た と りす Se っ な とっ 452 

Closteriurm SD. 

人 Ameo ヤ IHS も GS 仙 IHUTY、5 ュ 1 に 1 5SE ut SE 22 

Closteriumm SDpD. 

MYzOCYIIUEO YOGAB も OO 2 21 

Convallaria majalis 葉 . 

LOeirODbGrna : (08AtWAONSENRNS2N も の いい. . 、。・・、. 。SCC WS ミコ に SS に me の 2 ト 20 コ 0 430 

Convolynlus sagittifolius Fisch. 

X CVImdrOSDOYInYn OOnYOIYOE 凍 間 証 eーー oe 48S 

Coreopsis Drurmmondi Tarr. et Gr. 

DDIiaorO も heG& TU111NG 還 計 生 5 シー-・-・・・ 5 が 半月 GROWR RNN 116 

Corydalis spp. ' 

Oaeormmn& urnar18G ココ oO 有 9 5 時 持 直 66 398 

Corylus heterophyllus Fisch. 

PuccirniaStrumn ObTYJT 5 に...-.-・--.・・-・・…ー ミド KICMPEE SS 桂 計 RGE59M 230 

Cosmarium pachydermum, Yar. althiopicurn West. 

O1pidiurn endogemn 寺 OTTO ーー tE SH 才 寺 対 88 13 

Cotyledon spinosa 工 . 

和 A@Gidiumn kOreABSO 。。。 ッッ ーー 較 ま S2 お ま EDUPNI 才 NE 387 

Crataegus pinnatifda HBge. 

X OOFYGUTO CEabAGZ4G019 し に REOMGIUBRER に MHR NE 482 

PhylloSkietg、 GEabSZ1GOU。 EE 417 

Cueurnis Melo 著 . 

SphaGorotiheGck ま MkgrGBM に に ーー・< う 2 ラー 大 050 月 08NNODAGR 116 

Cueumis satiVus 葉 . 

AaGOOhYG&K、 COGUOO 導 いっ ーーーーーー--・ に 7 0 つ に 2 2 コラ ーッ RERG09 MR 科 すす 

PeronODJASrnODBERIMIDGTLSTS,。、、、、、、 <、、、、、、、 ペ = い ーー・ PR 0 才 BN 42 

Cuceurbita rmoschata Duch. 

Sphaeratheca fulgine8。 .、.,....…...、----------------- ーー: ne AGNXGG0 陳 人 ( 

Cynanchum chinensis 民 . Br. 

O Cereosporiopsis Miurae .………………. 3 JSLTG HMD ご MA ROD SR 54 才 533 

Tatura stramonium 牙 . 

AI6egmacieu Sc 机 1 レン ーー 虹 56 が 9 MPEGOSHE | | 516 

Dianthus chinensis 葉 . 

Septoriag Dianthi .………………… AUo21Nua-aUh20ano)2 in0g9neio0 250 



Dianthus superbus 工 . 

信人 克 CH は OL 全 OM 衣 条 186 

JDiarrhena mandshurica Maxim. 

Pueceinia Diarrhenae EE て へ ます 3 ッッ 278 

Digitaria comrmmutata Sch. < 

1 人 こ 。 は つ う の 科 潜っ oooo こ CFP の 498 

JDioscorea quingueloba Thunb. 

AsfdsEleneltey 才 ityhprr 半 ー  2 ト FFRRRRRBNRRS2 486 

RHINOCIE 人 8HCRN 時 assWekaSmty ones os シー 367 

Dipsacus Fullonum 工 . 

EOIDGD よ LOYEk す BR 526 

Disporum Snilacinum。 Yiridlescens Max. 

OR 42S 

王 lscholtzia cristata Willd. 

NE 人 SDM PO は YO ーー 135 

Elymus sibiricus 工 . 

ーー ーー ビード で ドー トド  -  ・ 283 

90RDEIISNONMM ド ME 52 。 5 を 3。。 2 ュー 二 の 生 の の DC 367 

Epilobium angustifolium 工 . 

凡 導 HKMGELNSNGMT DURINLG わ ICHTINM 3 の > 465 

Eritrichum pectinatum DC. 

atDGS (7GhOTaGGRCUTTNS SEAUrcoiwo 335 は 122 

作 0ROGGMKD 東 CDOSIDGEYCS 和 8 半日 生き 24223riavus nvt hk を 1ApyytEeKRO 和 を ラー 52 

Euphorbia esula 革 . var. latifolia Ledeb. 

MOEMGBGOEBN HUDTOED1MG IN 守 e ドン ーー ニーーeSaafnrytOeY ysiukeoE 228 

Euphorbia lunulata Bge. 

症 IMDS 財 洲 馬 MHMGTMSG1RN ミミ eee に ドー バー も Sthgk ま っ 3 433 

Melampsora Euphorbiae-dulei8 3i ユ 333z3z3ezezoesi 228 

現 'agopyrurmn esculentum Moench. 

x Phyllostieta Fagopyrl ーー ドー ドド ーー ドー 412 

Falcata japonica OHV. 

Synchytrium decipienS ーー ドー 16 

Filipendula pahmata Maxirmn. 

xGuignardia Ulmariae eee 160 
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Triphragrnidm UnaTiMe IRO 衝 380 

Filitellaria Sp. 

XPucoinia hsimgamenS18.、。.。。 RETURNUDRG 論 9 317 

XU り romrVoe8 LITE 248 

Funkia ovata SDrg. 1 

Pcomnnra HO TO こい Eye に >:・・ で 2 EIEBSE 315 

Fragaria glandifHora Ehrh. 

MYooBDhaerellA HH チ 8 び BCT1AG 補 0 SE 162 

Fraxinus rhyncophylla 耳 ce. 

XNMUOn1O も bhYFIUTDL HH TBLXTD】 条 7 。 > 2 時 7 RGRREIEEERE7 442 

UnGHYGHA "は 1DNDYOTKNN 2 間 生 1 、。。。。。 。 。。 ^ く CBC まま SCENE 131 

7 お ODYIB PAX1T 時 間 50S 間 芝 和 Me くに 。 ム 02GBOSGRECSESR2RGCHECOEEE2ERRPE 368 

alium yerum 工 . 

PuOCHDBSDUTUGEBDBM NE 計 計 弱い <: に 上 032008 請 生ま REBR 343 

Gentiana macrophylla Pall. 

Paoeinrath6nti8Dn6 7 半球 EROREUBCEE GCC 386 

Gentiana scaber Bgze. Yar Burrgeri 民 usn. 

SBD も Dr1A ONtEAnG ES いて OPENR20 2373RCSREC SE 461 

SGD も OY1B い DRY6YOBSOT RS 461 

Geraniurm neparense Sweet. 

ODM な 人 068 誠人 で KENPEIKRR8E 本 EE 456 

'UrOYHYC6SNHHGIOMY3 細 幸 SB 。。。 ご 。-。。、。、cr。 2 計 PE22WVUOERGREH 268 

erariurn orientale Freysn. 

' け roOrnYOG8 (GBD 牧 陸 IRO に 。。 CURECD い CSCeBR の RG 268 

Glechoma hederacea し . 

PCCITI18 所 は 166 れ YOMHD3 人 0 和 9 くい しい いい 55 で 1 放 人 4MNC は Y や 2 kV 339 

Glyceria aquatica Wahlenb. 

PuGotmip OH 0 款 9 凌い 2 人 CC 2E CC で お OS の まま 279 

Glyeine Soja Thunb. 

Soechytbe SO]DS 0 六 N 22。。。 こ っ ッッ <90 に 2323 008 2902835GVEOOS プ RE 443 

Bacteriurmm SO1AG 1 六 間 0 は EPS RES リ 

CereoBDOrina 人 KKUCD 和 9 科 ES、。。。、。 9 EMINEORIGEE あお は EW ま Bs 524 

(CerGOSDOFIA お O1&6DA 計 記 SEESNS ルル (2。 EEE SER CD aciskeres hs 524 

4 れ bberella SD 2 計 タン ルン 。/ー ン ーッ 信 本 9 の BEE WOPO TE 146 

Myoosphaerella So]jae.2。.5 お 博 あ e ie 169 

Peronospora Trifohoruunn, maldBDUT1CA 。。。 っ 35EP EeeS5 末 員 5 ポ ま 51 



ニ =" 

EDTIEIBKTADTURK AB 人 GO て 02 170 

SGIGrO5n1ns 上 LiDeEGA 二 放 W……、. 91 

SOHO Gt ま Y GOTB 朋 早計 科 拓 3 2 ーー7M に た 9O) 455 

遇 且 COIEIEYOOSNMIA の 3 MG 細 軸 間 際 0022 23000 etUU/ の お つり 評議 266 

で lyeime uSsurienSis Max. 

も 8EOOBDOT1TURIT BONEMGHL 人 間 和 の ( 528 

ErQnO8DOY8 LtoHOrTWxnamdahUuriG UN 351 

BODTG が MTYODRBO の GOO いり. の 6 172 

GHYeyrrhiza echinata 工 . 

NDC 人 3 の し ミ > 、 いま CSU228322090Ket い Sao りく 2・ re 259 

Gossypiurmn herbarum 工 . 

392912k お 7 人 は YYJTDRS き を 0 て 06 と EZ7 13EDSSE2893Z ミー 168 

Gueldenstedtia multifHora Bge. 

Ao 5) roop 7 す ッ PF 135 

拉 生 REREVYWIRBECOTIULOY 科 下 ERK が 2205c 和 いら eve とく とこ くっ な 222 を 82587 な きい ys < ンー 262 

ymnadlenia conODSe&. 

HGYZEMEPDU り PGIELKEEUPGUUI で SH 2 竹 E 多 PTCUW き を 294 

理 富 alenia sibirica Borkh. 

上 太 級 MA 栓 上 2K1 人 01 人 8 居れ か 東 時 0 さ 

antzschia amphioxySs (Kutz.) Grr. 

JIMIETUNMLHESMTI2GRUHNI KGM。 時 ace も ee 析 も に さん ッッ っ ca Sea 14 

Hedysarum obseurum。genuinum Fedch. 

Uromyces Hedysari-obscuri.…………. の な 2 260 

Helianthus annuus 工 . 

Pk 345 

是 emeroeallis minor Mill. 

OO HGIGOOBLHOTOEI 守 計 3989933 き 9 科 い 3eyseees < ジー 生 eC90 eromeeees S16 

Hieraciurn umbellatum 工 . ' 

EMI 入選 EHDOE Eee こい Be まま へ ae いみ 357 

Hierochloe borealis. 

KEY まま 1GHUTIOD 有 人 9 IEC RPCS3 寺 も 2 の 23.2 く と oe を の キッ 274 

Hordeum Yulgare 臣 . 

ONHEMITENYME kt 示 YYoc は te と 作 2Eb2 97 は SASSkreyee・eccs 296 

PE し Mt 19 1: か 間 た こ ペ ウト スー ナム ト ッッ at 290 

トト YO て PTHYT 1 187 

g6ilagoinnd6ESTTI 13 ヌゥ ヨ ? ヲ ぇ ヨ 】 う ダヨ 】 ヲ z ヲ ヨ z?} 々 zz 188 
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是 orrnidium HHaceldlum AA、Br. 

上 bizopbidiumn 革 orODGHL 1 電 誠 計 計 い et まお eu 放 主計 SE5g 5 1 は 

Hyperieum Ascyron 工 . 

MelammpSora NOS8OO1、 くつ 22 ひ 9 

重 mpatiens Balsammina 工 . 

RDhe&GrOtheca Tulg1DRR 、、、、、、、・ 相生 本 人 人 NL 2 NE NR 116 

+mpatiens Nah-tangera. 

DRSGrO も DGGRYEUI2ITUGB EE 証 ER 116 

Indigofera Kirilovi Maxim. 

X CereosBorellla'iIndhgOfG 5 是 s EN 500 

PaiPOCie118 ①6FI8 科 OTTOICOLGB 計 生計 和室 143 

Inula britanica 工 . 

Albugo Tragopogon1s.……………………………. 二 33 

BryaiDho GO が BOBMTUT 5 生生 2 122 

Tris dichotoma Pall. 

記 人 GCCTTMS TP 317 

KGOIGGO&r16 ね DANP1OHGO36 凍 半 ま 5 0 、、・ に 。/ こ 2 に 0002 EERSOE PBRS2R2ERECGEE 502 

Tris ensata Thunb. Yar. chinensis Maxirmn. 

ACG YA LT 時 BEEBGOONSE 9 d 半 昭 

<Wuolans mandshurica Maxum. 

Microstroma JuglandS 394 

り uniperuS chimemSis. 

GT1mOSDOTECZEUYY HH は BOATUTO | 361 

Gymnosporangtum Yamadai .………………… の っ の Cdci 7 お 2 だ 365. 

系 rascheninnikovia Davidi Fr. 

XPASSRIOra KraBChenYrtrttkODV3BMO 4 に 501 

看 4actuca denticulata Maxim. 

PuCGYT18 LC も GAB・UGR も 1OLLLA も GO に に に に に 0Sr eS こ 5220c 2 351 

Lactuca laciniata Makino. 

Puceinia lactucicola ....….. ye 34 ひ 9 

Lactuca Raddeana Maxnmn. 

PCOCTHS MG も DC1OO1 349: 

Sphaerotheca fulginea 9 116. 



Lactuca satiya 工 . 

989 た DD 人 2 生か はら So の て 生地 ああ の ちく 470 

Lactuca sibirica お . et 廿 . 

人 0 の DRAGIOO1 本 放し く U れ kao ポー ュー お. て れい) の 00 生 4。、。。。。 349 

Lactuca Thunbergiana Mid. 

相生 2000DPGANTODGDQ 有 Neyaeo3a3 cv っ ん 82 ん 8 の そし 。 ま は 03e る 346 

Lactuca SD. (Versicolor ? ) 

HIRO IM xthosisssuus 雪 半 ENG 直 794 で .LCIOASS 3210 

DAGKOLDGGBMUMIGEHIGRN Eee に 2: はお まお 7 すい LOLLOSA 、 116 

Lagenaria Yulgaris 葉 . 

Ok も me FurGrtONIO 4 2 こら SNS 5 は に いい.... 479 

TLeersia& oryzoides Sav. Yar. ]aDponica HacK. 

アド 303# 

Leonurus sibiricus 葉 . 

MOUNT を 上 EAYLINY の 且 時 EE 時 千 eS の YS はい 衣 きい Sa ey <。 496 

Lespedeza bicolor 工 . 

MEOn1YGe8 Le8Dedeza@-:DFOGUrYnDentR 262 

Lespedeza cuneata ば . Don. 

OTR WCSSEGBDGGHGZa6-DFOCUTDDeD も ISN SS 262 

Lespedeza cyrtobotrya Mid. 

Uromnyees espedezae-DrOGurnbemt1S 4 262 

Lespedeza juncea 工 . 

Uromyces Lespedezae-Droeurmnben も iL 262 

Lespedeza medicaginoides Bge. 

UPOYRYC6S TPG8DGGGZ8G-DYOGUuTnDemti9. 1 262 

Lespedeza Stricta,Yar. Stipulacea Makino. 

DornYecg Le8DecleZa6:DrOCUTnDent も 1B 5 0 262 

Lespedeza tomentosa 葉 . 

NIS0ROSBHBBEBS EEOIV び One ドー テー ュー も < た yes449 ま 6 笠 Y び 何 - 135 

Ligularia speciasa Fisch. et Mey. 

NHITIIUIBIBG 馬 022 すい 3291 

Lindernia Pyxidaria All. 

TI も PTMYYY SDS 生生 3 18 

Linum ustatissirmurmn 葉 . 

時 EE NLI11 お 757OrrtTeVtiietsts*visttss<ex 刺 作 合計 お の 8 SRCEKOcRatAM. 535 

Tonicera Maackn Rupr. 

導 放 前 EE 信 視 人 覆 6 当 きい 、。4432sseeteSciksAaA3SSSASR SUSceo まあ 雪 、A あ 受 474 
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Rhytisrna "Fonicerae HeDYEEL 107 

< Septoria . Lonioerae-MaaOE gz RS 465 

Lonicera Yesicaria Kormn. 

Phyllosticta CaDzfOH1 OUOUNNORN RENMR SN 425 

Lychnns cognata Maxirmn. 

SeDtoria。JLYonmidiB IOS 衝 着 45 ひ 

Lysrmachia barystachys Bpze. 

バ NeDtOria DarystaChY1A 」。-.、、u。 EE 語 2 9 .....….… 本 お NE 有 生 RRB 460 

Septoria N anbuan& TP 利和 陸 呈 笠 ER 459 

Lysimachia clethroides Duby. 

Puecinia 1)jetelfamA 530 記 a_-.CIYMAWN65S . IOOROO90E 295 

HMIaackia amurensis Rupr. et Maxirmn. 

OorOOBDOFa (HBCrBGDtONG 電装 凍 生 K5A、、、。、。 52 5280 に 752 ご 2822EE 520 

OU ま OLYCGB RUIKUEBTLRTB SB90S ま 2 Eo 。 。 。。 。。。 2 記 且 SSR ES REREHCSRHREYSE 和 昌幸 267 

Malus domestica Borkh. 

LOTnATIA AIWLAI NM 間 生 0 、。 。 。・-、- くに CREEEEI2SE ま Be 511 

epDhatObhOGTUT 1 KOBOUIDO 紳 訟 二 NE。、。、。、-、、.。- EPSSNEBNO BE 4983 

IOBPCOSTLON (LMO KS し 、 0 て ジ =・ い くく cci keS2SSC2GEE GSGSSRKPEEEE お EE 519 

Coniotheciurn chomatosporurn .………………….………….…….…………- OKcrer 2 48 な PS 507 

COO も DPIOB09 も 1TOIGIN6U 付 EE に -・- >>cSESCMG8 だ PCEBGS き EPR 438 

COPYYGUHT OH2COJHUT 閉 隊 計 ま ek)。。 ceo こ PESC ES RS RE 433 

TTA&DOYLDG (DO 9083 7、。。。・- 228CcORYEEGRESLSCS7282X53RPEABSSECE ま 2 177 

ICUUOTHYOBB NUMN あ 3 ま CE し 。。。。、、 、。、2puSIOSSCR 2 まこ 2 た CS 79 

VnnOBDOYOTIVTGEOO 62BOLCIM1 『、。、、- --、: CRE2ZC00 な RCCK2322CGCSRCES2ASEECOVPE ま EE 365 

< LoDtOSDhAGTiB YUCSUYIOM 。 に 、- ドッ こい 0 こい" こも 2 パピ アド ES 175 

JMArssonina Maoii'AMK9RN も ん し し し しく YOUC CEC ZszieCA0 に に た EE 481 

Penioilltttn 6XDBHSOM 全 は 。。。。-・。>。*・ も ドン t ECRSSPERE2 ま 2 GReiHRGE27BRaEONE 還 に 109 

Phyilostiotp atRRSMMOMM の て いい 。・ ご で で 。 こ の 2 も 00 GBP Ra 414 

PhY]1OBtiotb& DPUN SEM 。 0 こっ ツ 5 414 

hyllosticta も TID 6T 約 寺 PEARE503 と いし いい kk. SU 2 th コス 416 

PlenodornnS ? :RD 二 旨 須 朗 7 。 < 430 

Podoshaera leucotricha .…….……...……-… 容 YE まい で た さも あら 120 

Psgeudornonas も urnefaCiertB ーー バー ドー 内 5 が 3 

Solerotinia 式 eniR OL ルー5 ピ 0 に に o ル ーー ンー ュー 80K TH9AOI ま ES 97 

Sphaeropsis Malorurn.。。 に 33s3s3s3szs3zszsStzsSs2s ジ sos 494 

NASBMali 人 SS こら し し RNN uoost、 efa6teM が が 、 176 



Malus mandshurica Sechueid. 

ErrnSMTAIN ま 0、 481 

NMEDGRSSG MI 485 

EMBGIBTDOYBYTIEGYOBIOYR 有 本 時 KY228Y31 い 00510K は 2 の TYP が お 人 衣 。.、. 。 473 

問 00HHGECNWTGTIGONYMRDU 有 RW 入 5 寺 才 あの se に に いこ 1 に は ッッ ーー コン の 02 120 

Medicago sativa 革 . 

ENRUDCGGZI の や MOODIYIA 和 2 100 

Melampyrurn roseum IMlaxirmn. 

00ORO の MOONMD6TSTGSWPMMR208D ま Usi4B2tsygeGes ま 222 rcW5Sk 4【。 6RA も 、 。 218 

MEWSIGORDDDBITTMGLSKDUWTNGYLMDMN 拉 用 は 5532 っ Yet74330 セ ee 6 ンプ 61 5222246w29eeN 424 

0 も O お MIMLB1ATSDYKDENULN NM ree 3689 PSaOLy い 1 、 464 

Meliea nutans 葉 . 

Pueeini& IM は CC 5 間 の AI 二 (CDU21 も う す の 役 MMP 275 

Melilotus suaveolenSs. 
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Wavicula cuspidata. 

Lagenidiiurn 6nGCATB 。。。5 < いい o・・ で < 代 2・ EGR ke 21 

Nepeta lavandulacea 臣 . 

Puccinmn1a ,NeDe も MO。 | 、。。、、、。。、、。 Se ドド ee ーー"・・ き 8 caiEIE 証 EE 342 

Dat, (Avena sativa 葉 .) 

Puoort5 LOH1 229 

Ustilago Avena6 tt お IGG 186 

Uskilazo 1A6V19 に (CaJ54 HDSERISI 87 

Oedogoniurm SD。 
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Polygonum dumetorum 臣 . 
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